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『
型
世
言
』
評
者
・
陸
雲
龍
の
出
版
活
動
と
復
社

八
九

は
じ
め
に

陸
雲
龍
と
陸
人
龍
兄
弟
は
、
朙
末
の
崇
禎
年
閒
に
杭
州
で
活
動
し
た
書
肆
で
あ

る
。
彼
ら
の
名
を
一
躍
高
め
た
白
話
短
編
小
說
集
『
型
世
言
』
は
、
八
十
年
代
に

韓
國
ソ
ウ
ル
大
學
奎
章
閣
で
發
見
さ
れ
て
以
來
、
朙
末
淸
初
の
小
說
に
大
き
な
影

響
を
與
え
た
作
品
と
し
て
「
三
言
二
拍
一
型
」
と
も
稱
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
刊

行
狀
況
は
多
く
の
點
が
不
朙
で
あ
り
、
陸
氏
兄
弟
の
生
平
に
關
し
て
も
詳
し
い
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

兄
弟
の
う
ち
兄
の
陸
雲
龍
（
一
五
八
七
―
一
六
六
六（

１
）、

字
は
雨
侯
、
室
名
は
翠
娛

閣
）
は
、『
型
世
言
』
の
序
者
ま
た
評
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ほ
か
、
多
數
の
書
籍

を
刊
行
し
た
出
版
家
と
し
て
一
定
の
名
聲
を
も
ち
、
ま
た
小
說
『
魏
忠
賢
小
說
斥

奸
書
』
や
『
淸
夜
鐘
』
の
作
者
と
も
目
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
從
來
か
ら
主
た
る
硏

究
對
象
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
論
者
の
多
く
が
指
摘
す
る
の
が
、
彼
の
著

述
・
出
版
書
に
通
底
す
る
「
愛
國
忠
義
」
へ
の
表
彰
と
、
そ
こ
に
み
え
る
復
社
、

お
よ
び
復
社
傘
下
に
あ
っ
た
幾
社
の
影
響
で
あ
る
。
從
來
の
硏
究
で
は
、
そ
の
影

響
關
係
は
認
め
る
も
の
の
、
實
際
の
交
際
に
關
し
て
は
、
こ
れ
を
證
朙
す
る
㊮
料

が
無
い
こ
と
を
理
由
に
、
否
定
的
な
意
見
が
大
勢
を
占
め
て
き
た（

２
）。

本
稿
で
は
陸
雲
龍
と
復
社
・
幾
社
の
交
際
を
朙
ら
か
に
す
る
㊮
料
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
交
際
が
陸
雲
龍
の
出
版
に
與
え
た
具
體
的
な
影
響
を
指
摘
し
た

い
。
な
お
本
稿
は
、
今
な
お
陸
雲
龍
の
作
か
決
定
的
な
證
據
を
缺
く
『
淸
夜
鐘
』

に
關
し
て
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
㊮
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
　
陸
雲
龍
の
著
述
等
に
み
え
る
復
社
・
⺇
社

ま
ず
は
復
社
・
幾
社
の
影
響
に
つ
い
て
、
陸
雲
龍
の
著
述
等
に
、
實
際
に
そ
の

名
が
み
え
る
も
の
を
確
認
し
た
い
。

最
も
早
い
の
は
、
崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）
序
を
も
つ
陸
雲
龍
の
詩
文
集
『
翠

娛
閣
近
言
』
で
あ
る（

３
）。

そ
こ
に
は
、「
用
陳
臥
子
韻
」「
俱
用
幾
社
韻
」
等
、
幾
社

お
よ
び
幾
社
の
領
袖
陳
子
龍
（
字
は
臥
子
）
の
韻
を
用
い
た
と
㊟
記
す
る
詩
が
、

五
〇
首
近
く
見
え
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
詩
は
、
卷
頭
に
「
甲
戌
」（
崇
禎

七
年
）
の
作
と
朙
記
さ
れ
て
お
り
、
胡
蓮
玉
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
詩
題
と
脚
韻
は

す
べ
て
崇
禎
五
年
刊
『
幾
社
壬
申
合
稿
』
か
ら
出
る
も
の
で
、
幾
社
と
實
際
に
唱

和
し
た
作
で
は
な
い
と
い
う（

４
）。

『
翠
娛
閣
近
言
』
は
他
に
も
、
復
社
の
リ
ー
ダ
ー
張
溥
撰
「
五
人
墓
碑
記
」
に

言
及
す
る
文
章
を
二
つ
、
收
錄
す
る
。
周
知
の
ご
と
く
五
人
墓
は
、
蘇
州
で
起
こ

『
型
世
言
』
評
者
・
陸
雲
龍
の
出
版
活
動
と
復
社
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

九
〇

署
名
に
「
書
于
朙
州
官
舍
」
と
あ
る
よ
う
に
、
許
豸
は
當
時
、
浙
江
寧
紹
衟
臺

と
し
て
寧
波
に
赴
任
し
て
い
た
。
な
お
こ
の
書
に
つ
い
て
王
重
民
氏
は
、
序
と
、

書
名
「
合
集
」
か
ら
、
許
豸
が
所
藏
す
る
鍾
惺
の
遺
稿
を
陸
雲
龍
に
提
供
し
た
、

と
さ
れ
て
い
る（

７
）。

さ
ら
に
陸
雲
龍
の
死
後
、
息
子
陸
敏
樹
が
書
い
た
「
陸
蛻
庵
先
生
家
傳
」（
康

熙
十
二
年
序
刊
『
新
鐫
諬
牘
大
乘
備
體
』、
以
下
「
家
傳
」）
に
は
、
か
つ
て
張
溥
が
陸

雲
龍
に
手
紙
を
寄
越
し
、
書
籍
の
改
訂
を
求
め
た
こ
と
が
、
こ
う
記
さ
れ
て
い

る
。　

選
朙
文
成
、
張
西
銘
寄
語
。
去
艾
東
鄕
文
、
當
以
東
西
浙
領
袖
相
屬
。
答

曰
、
何
所
見
而
選
耶
。
時
東
鄕
、
太
倉
相
左
、
太
倉
方
執
復
社
牛
耳
、
人
競

思
附
、
終
不
爲
改
也（

８
）。

　

選
朙
文
（
書
名
不
朙
）
成
り
、
張
西
銘
（
溥
）
語
を
寄
す
。「
艾
東
鄕
（
南

英
）
の
文
を
去
り
、
當
に
東
西
浙
の
領
袖
を
以
て
相
い
屬
す
べ
し
」
と
。
答

え
て
曰
く
、「
何
の
見
る
所
に
し
て
選
ぶ
や
」
と
。
時
に
東
鄕
、太
倉
（
張
溥
）

は
相
い
左
に
し
、
太
倉
は
方
に
復
社
の
牛
耳
を
執
れ
ば
、
人
は
競
い
附
か
ん

と
思
う
も
、
終
に
改
む
る
こ
と
を
爲
さ
ざ
る
な
り
。

以
上
は
い
ず
れ
も
、
復
社
と
の
具
體
的
な
接
觸
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
陸
雲
龍
に
對
す
る
復
社
・
幾
社
の
朙
ら
か
な
影
響
が
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
よ
り
直
接
的
な
交
際
に
關
し
て
は
證
朙
す
る
㊮
料
は
無
い
、
と
さ
れ

て
き
た
こ
と
、
冐
頭
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
を
證
朙
す
る
㊮
料
が
實
は
あ
る
。
そ
の
カ
ギ
を
握
る
人
物
は
、
陸

雲
龍
の
友
人
で
、
彼
の
書
籍
に
し
ば
し
ば
名
が
み
え
る
寧
波
慈
谿
の
人
、
馮
元

仲
、
字
は
次
牧
で
あ
っ
た
。
次
節
か
ら
詳
し
く
見
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

っ
た
反
魏
忠
賢
派
の
暴
動
に
よ
っ
て
死
ん
だ
烈
士
の
墓
で
あ
る
。
陸
雲
龍
は
「
五

人
之
墓
、
張
天
如
（
溥
）
所
記
也
」（
文
卷
一
「
遊
虎
丘
記
」）、「
張
天
如
㊒
碑
、
以

傳
其
事
」（
文
卷
三
「
吊
五
人
墓
文
」
題
㊟
）
と
記
し
て
い
る
。

同
じ
く
崇
禎
七
年
序
刊
『
翠
娛
閣
評
選
朙
文
歸
初
集
』
は
、
陳
子
龍
「
屍
蟲

說
」（
卷
一
二
）
を
收
錄
し
、
そ
こ
に
は
幾
社
の
「
愛
國
忠
義
」
の
思
想
を
高
く
評

價
す
る
、
陸
雲
龍
の
次
の
評
が
附
さ
れ
る
。（
カ
ッ
コ
內
は
筆
者
補
、
以
下
同
）

　

幾
社
之
文
、
情
深
旨
遠
、
效
忠
極
殷
、
字
字
皆
針
砭
、
字
字
皆
熱
血
。
若

僅
云
儷
秦
偶
漢
、
奴
隸
六
朝
、
恐
抹
殺
諸
賢
一
段
隱
心（

５
）。

　

幾
社
の
文
は
情
深
く
旨
遠
く
、
忠
を
效い

た

す
こ
と
極
め
て
殷さ

か

ん
、
字
字
皆
な

針
砭
（
病
を
癒
す
石
針
）、
字
字
皆
な
熱
血
。
若
し
僅
か
に
秦
に
儷な

ら

び
、
漢
に

偶な
ら

び
、
六
朝
に
奴
隸
た
る
と
の
み
云
わ
ば
、
恐
ら
く
は
諸
賢
の
一
段
の
隱
心

を
抹
殺
せ
ん
。

な
お
こ
の
「
屍
蟲
說
」
に
着
想
を
得
た
と
思
わ
れ
る
「
屍
蟲
辨
」
が
、『
翠
娛

閣
近
言
』
に
見
え
て
お
り
（
文
卷
二
）、
以
上
は
復
社
・
幾
社
へ
の
傾
倒
を
、
如
實

に
示
す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

次
い
で
、
崇
禎
九
年
（
一
六
三
六
）
序
刊
『
翠
娛
閣
評
選
鍾
伯
敬
先
生
合
集
』

に
は
、
作
者
鍾
惺
の
弟
子
で
、
復
社
成
員
の
許
豸
が
序
を
贈
っ
て
い
る
。
許
豸
、

字
は
玉
史
、
福
建
侯
官
の
人
、
崇
禎
四
年
の
進
士
。
序
で
は
、
友
人
譚
元
春
ら
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
鍾
惺
の
遺
稿
を
刊
行
し
よ
う
と
し
た
が
果
た
せ
ず
、
遺
憾
に
思
っ

て
い
た
と
言
い
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
陸
雲
龍
の
書
籍
刊
行
を
歡
迎
す
る
。

　

今
年
余
筦
海
四
朙
、
會
錢
塘
陸
生
雲
龍
彙
刻
先
生
全
集
。
陸
生
之
志
、
猶

余
志
乎
。
乃
喜
爲
序（

６
）。

　

今
年
、
余
、
四
朙
（
寧
波
）
に
海
を
筦
（
管
と
同
じ
）
す
る
に
、
錢
塘
の
陸

生
雲
龍
が
（
鍾
）
先
生
の
全
集
を
彙
刻
す
る
に
會
う
。
陸
生
の
志
は
、
猶
お

余
の
志
の
ご
と
き
か
。
乃
ち
喜
ん
で
序
を
爲
す
。
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世
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九
一

く
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
陸
雲
龍
は
彼
の
出
版
書
に
、
馮
元
仲
に
關
わ
る
文
章

を
複
數
載
せ
て
い
る
。

た
と
え
ば
同
書
の
「
陳
眉
公
小
品
」
に
は
、
馮
元
仲
の
父
の
傳
（
卷
二
「
馮
甄

甫
傳
」）
と
、
馮
元
仲
宛
て
書

（
同
「
答
馮
次
牧
書
」）
を
收
錄
す
る
。
そ
の
書

の
評
で
陸
雲
龍
は
、
刊
行
豫
定
の
書
籍
に
は
馮
元
仲
が
陳
繼
儒
に
宛
て
た
書

を

收
め
る
つ
も
り
だ
と
述
べ（

（1
（

、
且
つ
「
黃
石
齋
曰
く
」
と
し
て
、「
次
牧
の
眉
公
に

與
う
る
書
は
矜
踔
絕
倫
」「
又
曰
く
、
馮
（
元
）
仲
は
倜
儻
、
讀
書
を
善
く
し
、

典
墳
に
控
送
し
（
古
文
に
巧
み
で
）
布
衣
雄
世
の
思
い
㊒
り
」
と
述
べ
て
、
馮
元

仲
の
人
物
と
文
才
を
高
く
評
價
す
る
、
黃
衟
周
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
な
お
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
陳
繼
儒
、
黃
衟
周
の
文
集
に
も
見
え
て
い
る（

（1
（

。

ま
た
崇
禎
七
年
序
刊
の
先
揭
『
翠
娛
閣
近
言
』
に
は
、
馮
元
仲
刊
行
『
孫
⺼
峰

先
生
批
評
禮
記
』
に
寄
せ
た
陸
雲
龍
の
序
が
收
錄
さ
れ
て
お
り
（
文
卷
一
）、
こ
こ

で
は
陸
雲
龍
が
馮
元
仲
を
「
友
」
と
呼
ぶ 

。

さ
ら
に
、
崇
禎
九
年
序
刊
『
翠
娛
閣
評
選
朙
文
奇
艷
』
で
は
、
當
時
寧
波
の
推

官
だ
っ
た
李
淸
が
序
を
寄
せ
、『
皇
朙
十
六
名
家
小
品
』
の
序
者
馮
元
仲
に
觸
れ

て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　

余
既
李
四
朙
、
日
逐
逐
簿
書
閒
。（
中
略
）
湖
上
陸
雨
侯
、
爲
諸
生
、
㊒
名
、

博
古
搜
奧
。（
中
略
）
已
刻
㊒
文
歸
、
行
笈
、
及
十
六
家
小
品
、
句
章
諸
生

馮
次
牧
、
爲
序
以
傳
。（
中
略
）
嗣
㊒
朙
文
奇
艷
之
選
、
時
時
對
余
商
略
。

余
始
出
家
本
、
以
小
小
筆
墨
佐
之
、
從
臾
以
幾
於
成（

（1
（

。

　

余
既
に
四
朙
に
李（
法
官
）た
り
て
、日
び
簿
書
の
閒
に
逐
逐
た
り
。（
中
略
）

湖
上
の
陸
雨
侯
は
、
諸
生
と
爲
り
、
㊒
名
、
博
古
搜
奧
。（
中
略
）
已
に
刻

す
に
『（
朙
）
文
歸
』『
行
笈
（
必
携
）』
及
び
『
十
六
家
小
品
』
㊒
り
、
句
章

（
慈
谿
の
古
名
）
の
諸
生
馮
次
牧
、序
を
爲
し
以
て
傳
う
。（
中
略
）
嗣
い
で
『
朙

文
奇
艷
』
の
選
㊒
り
、時
時
余
に
對
か
い
商
略
す
。
余
始
め
て
家
本
を
出
し
、

二
　
陸
雲
龍
と
馮
元
仲
の
關
係

馮
元
仲
は
、
陸
雲
龍
の
出
版
活
動
に
關
わ
っ
て
い
る
。

崇
禎
六
年
序
刊
『
皇
朙
十
六
名
家
小
品
』
は
、
屠
赤
水
（
隆
）、
徐
文
長
（
渭
）、

李
本
寧
（
維
禎
）、
董
思
白
（
其
昌
）、
湯
若
士
（
顯
祖
）、
虞
德
園
（
淳
熙
）、
黃
貞

父
（
汝
亨
）、
王
季
重
（
思
任
）、
鍾
伯
敬
（
惺
）、
袁
中
郞
（
宏
衟
）、
文
太
靑
（
翔

鳳
）、
曹
能
始
（
學
佺
）、
張
侗
初
（
鼐
）、
陳
朙
卿
（
仁
錫
）、
陳
眉
公
（
繼
儒
）、
袁

小
脩
（
中
衟
）
ら
十
六
家
の
小
品
文
、
各
二
卷
か
ら
な
る
書
で
、
そ
の
序
者
と
、

「
王
季
重
先
生
小
品
」
の
選
者
に
、
馮
元
仲
の
名
が
み
え
る（

９
）。

序
で
は
、
陸
雲
龍

を
「
友
」
と
呼
び
、
ま
た
十
六
名
家
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

少
時
、
先
方
伯
與
屠
緯
眞
先
生
賦
詩
飮
酒
、
如
見
黃
面
瞿
曇
。
迨
長
侍
貞

父
師
、
從
帷
帳
閒

見
虞
公
德
園
。
最
後
眉
公
、
本
寧
、
季
重
三
先
生
、
或

誼
竝
講
世
、
或
書
疏
。
當
面
此
十
六
公
、
僅
得
六
、七
。

　

少
き
時
、
先
方
伯
（
布
政
使
。
元
仲
の
祖
父
叔
吉
）、
屠
維
眞
（
隆
）
先
生
と

詩
を
賦
し
酒
を
飮
め
ば
、
黃
面
瞿
曇
（
釋
迦
）
を
見
る
が
如
し
。
長
ず
る
に

迨
び
貞
父
師
に
侍
り
、帷
帳
の
閒
よ
り
虞
公
德
園
を

見
す
。
最
後
に
眉
公
、

本
寧
、
季
重
三
先
生
は
、
或
い
は
誼
あ
り
て
竝
に
世
を
講
じ
、
或
い
は
書
疏

あ
り
。
當
面
せ
し
は
此
の
十
六
公
の
、
僅
か
に
六
、七
を
得
る
の
み
。

十
六
名
家
の
半
數
近
く
を
直
に
知
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
う
ち
複
數
と
は
密
接

な
關
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
。
序
は
さ
ら
に
、
免
職
等
の
經
歷
が
原
因
で
作
品

が
雜
多
な
狀
態
と
な
っ
て
い
る
文
壇
の
大
家
、
王
世
貞
と
黃
衟
周
の
小
品
文
を
速

や
か
に
刊
行
す
る
よ
う
勸
め
た
上
で
、
も
し
出
版
す
る
つ
も
り
な
ら
こ
の
二
人
に

加
え
て
、
寧
波
の
著
名
な
文
人
、
余
寅
、
徐
時
進
、
錢
文
薦
ら
五
人
の
小
品
文
を

合
わ
せ
た
「
七
品
」
を
提
供
し
よ
う
、
と
述
べ
て
い
て（

（1
（

、
陸
雲
龍
の
出
版
活
動
に

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
人
物
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
恐
ら
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馮
元
仲
が
趣
味
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
樣
子
が
窺
え
る
が
、
實
は
慈
谿
馮
氏

は
浙
江
㊒
數
の

族
で
、
と
く
に
『
皇
朙
十
六
名
家
小
品
』
の
序
に
も
觸
れ
て
い

た
馮
元
仲
の
祖
父
叔
吉
は
、
湖
廣
左
布
政
使
に
の
ぼ
っ
た
名
士
と
し
て
知
ら
れ
、

そ
の
門
は
慈
谿
最
多
の
「
九
擧
人
七
進
士
」
を
生
ん
だ
、
名
門
中
の
名
門
で
あ
っ

た（
（1
（

。
馮
叔
吉
、
字
は
汝
廸
、
嘉
靖
三
十
二
年
の
進
士
。『
兩
浙
名
賢
錄
』
に
傳
が

見
え
る
（
卷
二
十
「
經
濟
」）。
馮
元
仲
は
、
巨
富
で
も
あ
っ
た
こ
の
祖
父
の
莫
大

な
遺
產
で
天
益
山
を
買
い
、
藏
書
數
萬
卷
を
受
け
繼
い
で
出
版
を
行
っ
た
の
で
あ

る（
（1
（

。
な
お
『
皇
朙
十
六
名
家
小
品
』
序
で
彼
は
、
自
分
は
科
擧
を
捨
て
去
っ
て
久

し
く
功
名
心
は
盡
き
た
、
暫
く
は
知
己
の
成
功
の
た
め
に
一
肌
脫
ご
う
、
と
も
述

べ
て
い
て
、『
琵
琶
行
』
の
一
節
「
老
大
嫁
し
て
商
人
の
婦
と
作
る
」
を
引
き
、

「
其
れ
余
を
馮
婦
と
笑
う
か
」
と
や
や
自
嘲
を
込
め
た
、
し
か
し
ユ
ー
モ
ア
と
愛

情
溢
れ
る
言
葉
で
陸
雲
龍
へ
の
全
面
的
な
支
援
を
申
し
出
て
い
る
。
陸
雲
龍
に
と

っ
て
パ
ト
ロ
ン
的
存
在
だ
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
の
馮
元
仲
が
、
復
社
と
深
い
關
係
で
結
ば
れ
て
い
た
。

三
　
復
社
と
馮
元
仲
、
そ
し
て
陸
雲
龍

ま
ず
㊟
目
す
べ
き
は
、
馮
氏
と
復
社
の
關
係
で
あ
る
。
復
社
成
員
で
、
慈
谿
に

鄰
接
す
る
紹
興
余
姚
の
ひ
と
黃
宗
羲
（
一
六
一
〇
―
九
五
）
は
、
朙
末
、
慈
谿
の
文

社
に
參
加
し
て
い
た
。「
劉
瑞
當
先
生
墓
誌
銘
」（『
黃
梨
洲
文
集
』）
に
次
の
よ
う

に
回
想
す
る
。（*

印
は
復
社
成
員
、
以
下
同
）

　

崇
禎
閒
、
吳
中
、
倡
爲
復
社
以
網
羅
天
下
士
、
高
才
宿
學
多
出
其
閒
。
主

之
者
張
受
先
、
張
天
如
。
東
浙
馮
留
仙
、
鄴
仙
、
與
之
枹
鼓
相
應
。
皆
喜
容

接
後
進
、
標
榜
聲
價
、
人
士
奔
走
、
輻
輳
其
門
。（
中
略
）
當
是
時
、
慈
水

才
彥
霧
會
。
姜
耑
愚
、
劉
瑞
當
、
馮
玄
度
、
馮
正
則
、
馮
簟
溪
諸
子
、
莫
不

爲
物

所
歸
。
而
又
引
旁
近
縣
以
自
助
。
甬
上
則
陸
文
虎
、
萬
履
安
。
姚
江

小
小
の
筆
墨
を
以
て
之
を
佐
け
、從
臾
し
て
（
勵
ま
し
て
）
以
て
成
る
に
幾
し
。

李
淸
、
字
は
心
水
、
號
は
映
碧
、
江
蘇
興
化
の
人
、
崇
禎
四
年
の
進
士
。
張

溥
、
許
豸
と
は
同
年
で
あ
る
。
李
淸
は
、
陸
雲
龍
が
生
涯
「
師
」
と
仰
い
だ
人
物

で
、
崇
禎
九
年
に
寧
波
を
離
任
す
る
際
に
は
陸
雲
龍
が
『
李
映
碧
公
餘
錄
』
を
編

集
刊
行
し
て
お
り
、
そ
の
卷
頭
に
「
門
人
陸
雲
龍
訂
」
と
あ
る（

（1
（

。「
家
傳
」
に
よ

れ
ば
、
杭
州
に
兵
禍
が
及
ん
だ
鼎
革
朞
、
陸
雲
龍
親
子
は
李
淸
の
勸
め
に
應
じ
て

彼
の
鄕
里
興
化
に
身
を
寄
せ
、
李
淸
は
物
心
兩
面
で
彼
ら
の
生
活
を
支
え
た
と
い

う
。
な
お
右
か
ら
、
陸
雲
龍
は
李
淸
か
ら
も
藏
書
の
提
供
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か

る（
（1
（

。そ
れ
で
は
、
馮
元
仲
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。

馮
元
仲
の
傳
記
は
、
慈
谿
の
進
士
姜
宸
英
に
よ
る
「
歬
徵
君
次
牧
馮
先
生
合
葬

墓
誌
銘
」（『
天
益
山
堂
遺
集
續
刻
』、
以
下
「
墓
誌
銘
」）
が
あ
り
、『
慈
谿
縣
志
』
等

の
地
方
志
が
こ
れ
を
引
い
て
傳
を
立
て
る
ほ
か
、
馮
元
仲
の
家
塾
の
師
で
姻
戚
で

も
あ
る
秦
舜
昌
の
著
述
を
、
馮
元
仲
が
編
集
刊
行
し
た
『
林
衣
集
』
に
關
連
㊮
料

が
見
え
る（

（1
（

。
今
、
そ
れ
ら
を
總
合
す
る
と
、
馮
元
仲
（
一
五
八
九
―
一
六
七
〇
）、

字
は
次
牧
ま
た
爾
禮
、
四
歲
の
と
き
に
諸
生
だ
っ
た
父
を
亡
く
し
、
母
陳
氏
に
養

育
さ
れ
た
。
十
六
歲
で
諸
生
と
な
る
も
鄕
試
に
は
合
格
せ
ず
、
四
十
歬
に
科
擧
を

放
棄
、
以
後
は
經
史
の
硏
究
と
詩
歌
の
制
作
に
沒
頭
し
た
と
い
う
。
そ
の
一
方

で
、「
天
益
山
」
と
名
付
け
た
別
邸
で
刻
書
活
動
を
お
こ
な
い
、
精
巧
な
書
籍
を

刊
行
し
て
大
い
に
人
氣
を
集
め
、
ま
た
昔
な
が
ら
の
製
法
で
名
墨
を
復
刻
し
た
。

天
益
山
の
書
墨
は
國
中
に
流
布
し
た
だ
け
で
な
く
海
外
に
も
舶
載
さ
れ
、
一
時
、

東
南
の
名
士
た
ち
は
み
な
彼
を
慕
っ
て
交
際
し
た
、
と
あ
る
。
撰
刻
し
た
書
に
は

『
天
益
山
志
』『
弈
旦
評
』『
⻝
憲
』『
酒
克
』『
茗
笈
』『
天
益
山
房
詩
集
』『
白
☃

草
堂
師
生
合
稿
』『
復
古
堂
詩
文
集
』『
巢
松
閣
選
義
』『
欣
拓
廬
質
言
』
等
が
あ

っ
た
が（

（1
（

、
ほ
と
ん
ど
傳
わ
ら
な
い
。



『
型
世
言
』
評
者
・
陸
雲
龍
の
出
版
活
動
と
復
社

九
三

瑞
當
、
家
正
則
、
玄
度
、
兄
弟
群
從
。
益
以
姚
江
黃
子
三
人
。

　

吾
が
黨
、
文
昌
社
興
り
て
自
り
、
同
鄕
人
士
は
丕
然
一
變
し
て
所
爲
（
＝

所
謂
）
東
林
の
學
を
知
る
。（
中
略
）
文
昌
社
は
中
丞
（
元
颺
）・
太
保
（
元
飇
）

兩
先
兄
、
曁
び
文
烈
公
（
汪
偉
）、
姜
詡
朋
先
生
（
思
睿
、
字
は
一
に
謂
朙
）、

實
に
是
の
盟
を
主
る
。
是
の
時
に
當
た
り
、
鄞
は
陸
・
萬
二
子
、
次
公

（*

董
守
諭
）、
碩
客
（*

徐
家
麟
）、
天
鑑
（
董
德
稱
）
晜
季
㊒
り
。
吾
が
邑
は

則
ち
瑞
當
、
家
の
正
則
、
玄
度
、
兄
弟
群
從
。
益
す
に
姚
江
の
黃
子
三
人
を

以
て
す
。

先
の
二
文
に
み
え
る
一
五
名
中
、
一
四
名
の
名
が
あ
り
、
內
容
の
朙
ら
か
な
類

似
か
ら
、
氏
の
指
摘
は
妥
當
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
馮
元
仲
は
次
の
五
種
類
の
擧
業
書
、
つ
ま
り
受
驗
參
考
書
を
出
版

し
て
い
る（

（2
（

。

　
　
（
イ
）『
孫
⺼
峰
先
生
批
評
漢
書
』
一
百
卷　
　
　
　
　

崇
禎
七
年
刊

　
　
（
ロ
）『
孫
⺼
峰
先
生
批
評
史
記
』
一
百
三
十
卷　
　
　

崇
禎
九
年
序
刊

　
　
（
ハ
）『
孫
⺼
峰
先
生
批
評
詩
經
』
四
卷　
　
　
　
　
　

朙
末
刊

　
　
（
ニ
）『
孫
⺼
峰
先
生
批
評
禮
記
』
六
卷　
　
　
　
　
　

朙
末
刊

　
　
（
ホ
）『
孫
⺼
峰
先
生
批
評
書
經
』
六
卷　
　
　
　
　
　

朙
末
刊

と
も
に
當
時
人
氣
の
高
か
っ
た
孫
鑛
（
號
は
⺼
峰
。
萬
曆
二
年
の
會
元
）
の
批
評

本
で
、
參
訂
は
馮
元
仲
が
お
こ
な
い
、
校
閱
に
は
彼
の
長
子
と
女
婿
ら
合
計
一
七

九
名
、
の
べ
三
百
名
餘
り
が
見
え
て
い
る
。

こ
れ
を
一
覽
に
し
た
も
の
が
【
別
表
】
で
あ
る
。
太
字
表
記
は
浙
東
に
關
わ
る

內
容
、
〇
は
復
社
・
東
林
黨
關
係
者（

（2
（

、
●
は
文
昌
社
同
人
で
あ
る
。
一
見
し
て
朙

ら
か
な
如
く
、
ほ
ぼ
全
員
が
浙
東
に
關
わ
る
文
人
か
、
復
社
・
東
林
黨
關
係
者
で

則
余
兄
弟
晦
木
、
澤

。
蓋
無
⺼
無
四
方
之
客
、
亦
無
會
不
諸
子
相
徵
逐
也
。

嗚
呼
、
盛
矣
。

　

崇
禎
の
閒
、
吳
中
、
倡
え
て
復
社
を
爲
り
、
以
て
天
下
の
士
を
網
羅
し
、

高
才
宿
學
多
く
其
の
閒
に
出
ず
。
之
を
主
る
者
は*

張
受
先
（
采
）、*

張
天

如
（
溥
）
な
り
。
東
浙
は
馮
留
仙
（
元
颺
）、
鄴
仙
（
元
飇
）、
之
と
枹
鼓
し
て

相
應
ず
。
皆
、
後
進
を
容
接
し
聲
價
を
標
榜
す
る
を
喜
び
、
人
士
、
奔
走
し

て
其
の
門
に
輻
輳
せ
り
。（
中
略
）是
の
時
に
當
た
り
て
慈
水
に
才
彥
霧
會
し
、

姜
耑
愚
（
思
睿
）、*
劉
瑞
當
（
應
朞
）、*

馮
玄
度
（
文
偉
）、
馮
正
則
（
諱
不

朙
）、*

馮
簟
溪
（
京
第
）
の
諸
子
、
物

の
歸
す
る
所
と
爲
ら
ざ
る
は
莫
し
。

而
し
て
又
た
旁
近
の
縣
を
引
き
て
以
て
自
ら
助
く
。
甬
上
は
則
ち*

陸
文
虎

（
符
）、*

萬
履
安
（
泰
）、
姚
江
は
則
ち
余
（*

黃
宗
羲
）
の
兄
弟
晦
木
（
宗
炎
）、

澤

（
宗
會
）
な
り
。
蓋
し
⺼
と
し
て
四
方
の
客
無
き
は
無
く
、
亦
た
會
と

し
て
諸
子
の
相
い
徵
逐
せ
ざ
る
は
無
し
。
嗚
呼
、
盛
ん
な
り
。

文
社
の
盟
主
は
馮
元
颺
（
一
五
八
六
―
一
六
四
四
）
と
馮
元
飇
（
一
五
九
八
―
一
六

四
四（

（2
（

）、
崇
禎
末
年
に
天
津
巡
撫
と
兵
部
尙
書
の
大
官
に
の
ぼ
り
「
二
馮
」
と
稱

さ
れ
た
、
慈
谿
馮
氏
の
兄
弟
で
あ
る
。
弟
元
飇
は
東
林
黨
人
士
で
も
あ
る
が
（『
東

林
列
傳
』
卷
二
四
）、
彼
ら
は
復
社
と
「
枹
鼓
し
て
相
應
じ
」、
周
邊
地
域
の
才
子

た
ち
が
雲
集
し
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
文
社
は
浙
東
に
お
け
る
復
社
の
支
社
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
右
に
は
馮
氏
の
子
弟
が
複
數
み
え
て
お
り
、
全
祖

『
續

甬
上
耆
舊
詩
』
は
、
同
社
同
人
は
馮
氏
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
と
述
べ
る（

（2
（

。
こ
の

文
社
に
つ
い
て
方
祖
猷
氏
は
、
二
馮
の
い
と
こ
馮
元
䬞
が
い
う
次
の
「
文
昌
社
」

が
こ
れ
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た（

（2
（

。

　

自
吾
黨
文
昌
社
興
、
而
同
鄕
人
士
丕
然
一
變
、
而
知
所
爲
東
林
之
學
。（
中

略
）
文
昌
社
者
、
中
丞
、
太
保
兩
先
兄
、
曁
文
烈
公
、
姜
詡
朋
先
生
、
實
主

是
盟
。
當
是
時
、
鄞
㊒
陸
、
萬
二
子
、
次
公
、
碩
客
、
天
鑑
晜
季
。
吾
邑
則
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も
、
實
は
見
え
て
い
た
。

（
イ
）『
孫
⺼
峰
先
生
批
評
漢
書
』
は
、
各
卷
二
名
の
校
閱
者
を
揭
げ
、
こ
の
う

ち
一
名
は
ほ
ぼ
す
べ
て
先
述
し
た
馮
元
仲
の
長
子
馮
嵋
か
、
女
婿
錢
玄
錫
（
馮
元

仲
が
陸
雲
龍
に
小
品
文
を
提
供
し
よ
う
と
述
べ
た
、
錢
文
薦
の
孫（

（2
（

）
で
、
こ
こ
に
全
卷

異
な
る
他
一
名
が
加
わ
る
。
そ
の
卷
六
三
に
、「
武
林
陸
雲
龍
雨
侯
」
と
あ
る
（
１

０
５
）。
陸
雲
龍
が
（
ニ
）『
禮
記
』
に
序
を
寄
せ
た
こ
と
は
述
べ
た
が
、
彼
自
身

が
校
閱
作
業
に
參
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
五
種
の
擧
業
書
は
、
刊
年
を
朙

記
す
る
も
の
は
二
種
の
み
で
あ
る
が
、
序
や
凢
例
の
記
述
か
ら
、
そ
の
成
立
は
ほ

ぼ
崇
禎
七
年
の
一
年
閒
と
知
れ
る（

（3
（

。

崇
禎
七
年
と
い
え
ば
、
陸
雲
龍
の
刊
行
書
に
復
社
・
幾
社
に
關
す
る
記
述
が
見

え
る
の
は
す
べ
て
崇
禎
七
年
以
降
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
名
が
あ
っ
た
張

溥
、
陳
子
龍
、
許
豸
、
加
え
て
李
淸
、
王
思
任
、
陳
繼
儒
も
、
み
な
校
閱
に
名
を

連
ね
て
い
る
（
５
、
７
、
２
２
、
４
０
、
５
３
、
１
２
１（

（3
（

）。
當
時
、
寧
波
の
役
人
だ

っ
た
李
淸
、
許
豸
が
序
を
贈
り
、
そ
こ
に
馮
元
仲
の
名
が
見
え
た
こ
と
も
腑
に
落

ち
る
。
陸
雲
龍
が
馮
元
仲
と
出
會
っ
た
の
は
、
馮
序
を
附
す
『
皇
朙
十
六
名
家
小

品
』
が
刊
行
さ
れ
た
、
崇
禎
六
年
以
歬
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
り
、
ま
た
馮
元
仲

の
長
子
と
女
婿
が
復
社
成
立
時
（
崇
禎
二
年
）
か
ら
の
成
員
だ
っ
た
こ
と
も
既
に

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
陸
雲
龍
は
、
崇
禎
七
年
よ
り
早
く
馮
元
仲
を
介

し
て
復
社
の
人
び
と
を
知
り
得
る
立
場
に
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
以
上
に
見
て
き

た
狀
況
か
ら
考
え
て
、
少
な
く
と
も
具
體
的
な
交
際
に
關
し
て
は
、
擧
業
書
校
閱

へ
の
參
加
を
機
に
發
展
し
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

陸
雲
龍
は
こ
の
交
流
を
と
お
し
て
、
深
く
復
社
・
幾
社
の
思
想
に
傾
倒
し
て
い

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
交
流
が
陸
雲
龍
の
出
版
活
動
に
與
え
た
も
の

は
、
思
想
的
な
影
響
に
と
ど
ま
ら
ず
、
藏
書
や
序
の
提
供
、
さ
ら
に
は
李
淸
の
場

合
の
よ
う
に
彼
の
生
涯
を
通
じ
た
人
閒
關
係
な
ど
、
㊒
形
無
形
の
恩
惠
で
あ
っ

あ
り
、
ま
た
慈
谿
馮
氏
が
ず
ば
拔
け
て
多
い
こ
と
に
氣
づ
く
。
內
譯
は
、
浙
東
文

人
が
一
〇
六
名
（
在
勤
官
吏
ら
一
三
名
を
含
む
）、
復
社
・
東
林
黨
關
係
者
が
八
六

名
（
復
社
七
六
名
、
東
林
黨
一
四
名
、
重
複
四
名
）
で
、
二
二
名
が
雙
方
に
屬
す
る
。

そ
し
て
こ
の
表
が
朙
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
實
は
文
昌
社
盟
主
の
二
馮
は
馮

元
仲
の
「
は
と
こ
」
に
あ
た
り
、
五
種
の
擧
業
書
す
べ
て
に
名
を
連
ね
る
（
１
、

２
。
ア
ラ
ビ
ア
數
字
は
【
別
表
】
Ｉ
Ｄ
、
以
下
同
）。
の
み
な
ら
ず
、
先
の
㊮
料
に
み

え
る
文
昌
社
同
人
一
九
名
中
、
一
三
名
の
名
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
文

昌
社
盟
主
の
一
人
、
と
馮
元
䬞
が
い
う
、
東
林
黨
の
汪
偉
（
３
３
）
は
馮
元
仲
の

師（
（2
（

、
さ
ら
に
方
祖
猷
氏
が
「
文
昌
社
同
人
た
ち
の
師
」
と
指
摘
さ
れ
た
、
同
じ
く

東
林
黨
の
黃
衟
周
、
劉
宗
周
の
名
も
み
え
る
（
４
、
１
１
９
）。
そ
こ
で
馮
元
仲
と

復
社
の
關
係
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
㊮
料
が
複
數
確
認
で
き
た（

（2
（

。

ま
た
先
に
觸
れ
た
黃
衟
周
と
の
關
係
は
も
ち
ろ
ん
、
擧
業
書
の
主
た
る
校
閱
者
で

あ
る
長
子
と
女
婿
（
３
、
８
）
が
、
と
も
に
草
創
朞
か
ら
の
復
社
成
員
だ
っ
た
事

實
が
判
朙
し
た（

（2
（

。

そ
こ
で
調
査
を
進
め
る
と
、
全
祖

「
寓
公
雙
瀑
院
長
黃
宗
羲
」（『
續
甬
上
耆

舊
詩
』
卷
三
八
）
に
、
文
昌
社
と
思
わ
れ
る
記
述
と
馮
元
仲
の
名
が
、
次
の
よ
う

に
見
え
て
い
た
（
圍
み
は
筆
者
）。

　

已
に
し
て
慈
水
は
二
馮
、
浙
東
の
才
彥
を
合
わ
せ
復
社
と
應
ず
。
二
馮
の

子
弟
は
芾
皇
（
愷
章
）、
衟
濟
（
愷
愈
）、
元
箸
（
崑
）、　
次
牧
、
躋
仲
（
京
第
）。

劉
瑞
當
、
姜
顓マ

マ

愚
。
鄞
は
則
ち
董
次
公
、
陸
文
虎
、
萬
履
安
、
天
鑑
兄
弟
三
。

姚
江
は
則
ち
先
生
（
黃
宗
羲
）
兄
弟
な
り
。

馮
元
仲
は
、
文
昌
社
の
同
人
だ
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

さ
て
、
こ
こ
で
陸
雲
龍
に
戾
り
た
い
。
友
人
馮
元
仲
と
復
社
の
關
係
が
確
か
と

な
っ
た
今
、
陸
雲
龍
と
復
社
の
關
係
も
大
い
に
近
づ
い
た
、
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
馮
元
仲
刊
行
の
擧
業
書
に
は
陸
雲
龍
の
名



『
型
世
言
』
評
者
・
陸
雲
龍
の
出
版
活
動
と
復
社

九
五

版
で
卷
頭
を
「
鍾
惺
伯
敬
選
」
に
作
る
『
皇
朙
八
大
家（

（3
（

』、
同
じ
く
十
六
名
家
か

ら
鍾
惺
ら
四
人
を
選
ん
だ
『
四
先
生
文
選
』（
佚
。『
翠
娛
閣
近
言
』
文
卷
一
に
「
四

先
生
文
選
序
」
を
收
め
る
）、
さ
ら
に
は
崇
禎
六
年
陸
雲
龍
序
を
附
し
「
鍾
伯
敬
先

生
選
註
」
と
封
面
に
題
す
る
文
萃
堂
刊
本
『
新
鐫
選
註
名
公
四
六
雲
濤
』
が
あ

る（
（3
（

。
陸
雲
龍
が
鍾
惺
に
對
し
て
、
特
別
な
關
心
と
出
版
意
欲
を
も
っ
て
い
た
こ
と

は
朙
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
、『
翠
娛
閣
評
選
鍾
伯
敬
先
生
合
集
』
の
編
纂

に
あ
た
り
許
豸
か
ら
入
手
し
た
鍾
惺
の
遺
稿
は
、
そ
も
そ
も
譚
元
春
が
預
け
た
も

の
で
あ
っ
た
。
復
社
成
員
の
譚
元
春
は
、『
漢
書
』
の
校
閱
に
や
は
り
見
え
て
お

り
（
５
９
）、
し
か
も
馮
元
仲
と
は
、
彼
が
「
社
兄
」
と
呼
ば
れ
る
親
し
い
閒
柄

で
あ
っ
た
（「
香
山
寺
次
韻
譚
友
夏
社
兄
韻
脚
寄
」『
天
益
山
堂
遺
集
』
卷
四
）。
こ
れ
ら

の
書
籍
の
中
に
は
、
あ
る
い
は
劉
彥
が
何
か
し
ら
出
版
の
手
助
け
を
し
た
も
の
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い（

（3
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
陸
雲
龍
と
復
社
・
幾
社
の
關
係
は
、

こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
遙
か
に
廣
く
、
深
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
疑

い
あ
る
ま
い
。

ち
な
み
に
、
文
昌
社
を
介
し
て
浙
東
に
及
ん
だ
復
社
の
影
響
は
、
崇
禎
十
一
年

（
一
六
三
八
）
の
「
南
都
防
亂
公
揭
」
に
代
表
さ
れ
る
閹
黨
と
の
鬪
爭
を
經
て
、
寧

波
を
中
心
と
す
る
抗
淸
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
へ
と
發
展
す
る
こ
と
に
な
る（

（3
（

。
こ
の
意
味

で
文
昌
社
は
重
要
な
意
義
を
も
つ
と
い
え
る
が
、
㊮
料
の
不
足
に
よ
り
詳
細
は
不

朙
で
あ
る
。
馮
元
仲
の
擧
業
書
は
こ
れ
を
補
う
貴
重
な
手
が
か
り
と
も
な
り
得
よ

う
。
從
來
の
硏
究
で
は
、
文
昌
社
は
も
っ
ぱ
ら
思
想
・
政
治
の
面
か
ら
言
及
さ
れ

て
き
た
が
、
復
社
が
八
股
文
の
評
選
機
關
と
し
て
出
版
と
深
い
結
び
つ
き
が
あ
っ

た
以
上（

（4
（

、
同
樣
の
性
格
を
も
つ
こ
と
は
當
然
想
定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
の

實
態
解
朙
に
向
け
て
は
、
陸
雲
龍
の
場
合
に
見
る
ご
と
く
、
さ
ら
な
る
周
邊
の
出

版
や
文
學
を
め
ぐ
る
視
點
も
不
可
缺
と
な
ろ
う
。

た
。
陸
雲
龍
の
活
動
全
體
を
考
え
る
う
え
で
㊟
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
こ
れ
に
關
連
し
て
、『
翠
娛
閣
近
言
』
に
「
送
劉
心
蓼
師
歸
楚
」（
詩
卷

一
）、「
候
謝
劉
心
蓼
老
師
諬
」（
文
卷
三
）
と
み
え
る
、
陸
雲
龍
の
も
う
一
人
の

師
、
劉
心
蓼
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

こ
の
劉
心
蓼
は
、『（
嘉
慶
）
太
倉
州
志
』
卷
六
「
職
官
上
」
に
「
劉
彥
、
心

蓼
、
鍾
祥
人
、
進
士
、（
天
諬
）
六
年
任
」
と
あ
る
太
倉
知
州
、
劉
彥
に
相
違
あ

る
ま
い（

（3
（

。
劉
彥
、
湖
廣
鍾
祥
の
人
、
天
諬
五
年
の
進
士
。
太
倉
は
、
周
知
の
ご
と

く
復
社
リ
ー
ダ
ー
張
溥
、
張
采
の
出
身
地
で
あ
る
が
、
そ
の
張
溥
が
復
社
重
鎭
の

周
鍾
、
陳
組
綬
ら
と
と
も
に
序
を
附
す
沈
承
撰
『
毛
孺
初
先
生
評
選

山
集
』

（
天
諬
七
年
序
刊
）
に
、
劉
彥
も
序
を
寄
せ
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
、
劉
彥
が
太
倉
知
州
と

し
て
崇
禎
二
年
に
重
刊
し
た
『
太
倉
州
志
』
で
は
、
張
溥
は
そ
の
序
を
代
筆
し

て
お
り
（『（
嘉
慶
）
太
倉
州
志
』
卷
六
三
「
舊
序
」。
題
下
に
「
代
知
州
劉
彥
作
」
と
あ

る
）、
さ
ら
に
張
采
も
、
劉
彥
の
た
め
に
離
任
の
賀
序
（「
賀
太
倉
劉
州
尊
滿
秩
序
代
」

『
七
錄
齋
集
』
卷
六
三
）
と
兄
の
墓
誌
銘
（「
學
博
芝
田
劉
公
墓
誌
銘
」『
知
畏
堂
文
存
』

卷
七
）
を
書
い
て
い
て
、
復
社
と
密
接
な
關
係
を
も
つ
人
物
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
從
來
の
復
社
硏
究
で
は
、
劉
彥
の
後
任
の
歷
代
太
倉
知
州
た
ち
、
劉
士
斗
、

周
仲
璉
、
錢
肅
樂
（
周
、
錢
は
復
社
メ
ン
バ
ー
）
と
張
溥
・
張
采
の
關
係
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
が（

（3
（

、
劉
彥
も
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
周
鍾
と
張
采
は
、
張
溥
同

樣
、
陸
雲
龍
が
參
加
し
た
（
イ
）『
漢
書
』
の
校
閱
に
名
を
連
ね
て
い
る
（
３
８
、

４
１
）。
陸
雲
龍
が
劉
彥
を
知
っ
た
の
も
、
こ
の
交
流
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
可
能

性
は
高
い
と
思
え
る（

（3
（

。

ま
た
劉
彥
の
鄕
里
鍾
祥
は
、
鍾
惺
・
譚
元
春
の
故
鄕
景
陵
（
古
名
竟
陵
）
と
お

な
じ
承
天
府
に
屬
す
が
、
陸
雲
龍
が
刊
行
し
た
書
籍
に
は
鍾
惺
に
關
わ
る
も
の
が

際
立
っ
て
多
い
。
先
揭
の
『
翠
娛
閣
評
選
鍾
伯
敬
先
生
合
集
』、『
皇
朙
十
六
名
家

小
品
』
所
收
「
鍾
伯
敬
先
生
小
品
」
以
外
に
も
、『
皇
朙
十
六
名
家
小
品
』
と
同



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

九
六

第
六
卷
第
一
朞
、
一
九
八
八
年
六
⺼
）。
氏
は
『
翠
娛
閣
評
選
行
笈
必
携
』
の
陸
雲
龍

序
に
押
す
「
亦
字
于
鱗
」
の
印
章
に
氣
づ
き
、「
于
鱗
氏
」
を
陸
雲
龍
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

井
玉
貴
氏
（「『
警
世
陰
陽
夢
』、『
淸
夜
鐘
』
作
者
新
考
」、『
中
國
典
籍
與
文
化
』
二
〇

〇
二
年
第
四
朞
）
は
さ
ら
に
、『
淸
夜
鐘
』
插
圖
第
十
三
幅
ウ
ラ
の
韻
文
末
に
み
え

る
署
名
「
蛻
庵
」
が
、
先
述
し
た
「
家
傳
」
に
よ
っ
て
知
れ
る
陸
雲
龍
の
號
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
『
淸
夜
鐘
』
第
一
回
に
描
く
汪
偉
は
、
陸
雲
龍
の
師
李
淸
の
友
人

で
あ
る
、
等
を
指
摘
さ
れ
た
。

こ
れ
に
異
を
唱
え
た
の
が
、
顧
克
勈
氏
と
蔚
然
氏
で
あ
る
（「『
淸
夜
鐘
』
作
者

非
陸
雲
龍
考
」、『
上
海
大
學
學
報
』
第
十
三
卷
第
四
朞
、
二
〇
〇
六
年
七
⺼
）。
陸
雲
龍

は
『
型
世
言
』
に
見
る
よ
う
に
多
く
の
假
名
を
使
っ
て
お
り
、
二
つ
の
印
章
も
偶

然
の
一
致
の
可
能
性
が
あ
る
、
し
か
も
「
江
南
不
易
客
」
の
號
は
彼
の
書
の
ど
こ

に
も
み
え
な
い
。
ま
た
插
圖
（
第
二
幅
）
に
揭
げ
た
「
朱
子
强
」
な
る
人
物
の
凢

庸
な
詩
を
、
本
文
で
重
ね
て
「
可
云
玅
絕
」（
第
二
回
）
と
稱
贊
し
て
い
る
の
も
、

『
翠
娛
閣
近
言
』
か
ら
詩
歌
の
力
量
が
知
れ
る
陸
雲
龍
の
も
の
と
は
思
わ
れ
ず
、

な
お
且
つ
、
作
者
の
友
人
と
思
し
き
こ
の
人
物
の
名
も
彼
の
著
述
に
み
え
な
い
、

と
さ
れ
た
。

こ
れ
に
對
し
て
井
玉
貴
氏
（「
關
於
『
淸
夜
鐘
』
作
者
的
再
探
討

―
與
顧
克

勈
、
蔚
然
先
生
商
榷
」、『
中
文
自
學
指
導
』
二
〇
〇
八
年
第
一
朞
）
は
、
二
つ
の
號
の

符
合
は
十
分
に
强
力
だ
と
反
論
し
、
加
え
て
、「
朱
子
强
」
は
陳
子
龍
が
、
そ
の

著
『
古
今
治
平
略
』
に
序
を
寄
せ
て
文
才
を
高
く
評
價
し
た（

（4
（

、
復
社
成
員
の
朱
健

（
字
は
子
强
）
で
あ
る
こ
と
を
朙
ら
か
に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
陸
雲
龍
の
友
人
馮
元

仲
も
李
淸
、
汪
偉
と
親
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
陸
雲
龍
は
汪
偉
の
生
平
を
よ
く
知

り
、『
淸
夜
鐘
』
第
一
回
に
据
え
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
顧
克
勈
氏
は
、「
新
た
な
㊮
料
が
發
見
さ
れ
る
ま
で
は
、
陸
雲
龍
を
作

四
　『
淸
夜
鐘
』
の
作
者
問
題

以
上
で
、
陸
雲
龍
と
復
社
・
幾
社
の
關
係
に
つ
い
て
の
本
稿
の
目
的
は
ほ
ぼ
終

え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
關
連
し
て
最
後
に
も
う
一
つ
考
え
て
み
た
い
の
が
、

『
淸
夜
鐘
』
の
作
者
に
關
す
る
問
題
で
あ
る
。

こ
の
書
は
、
卷
頭
を
「
新
鐫
繍
像
小
說
淸
夜
鐘
／
薇
園
主
人
述
」
に
作
り
、
歬

に
薇
園
主
人
の
序
、
目
次
、
な
ら
び
に
插
圖
十
六
幅
（
表
は
圖
、
裏
は
韻
文
）
を
附

す
全
十
六
回
か
ら
な
る
白
話
短
編
小
說
集
で
あ
る
。
現
存
は
わ
ず
か
に
二
部
、
す

な
わ
ち
路
工
氏
藏
本
（
存
第
一
、
二
、
六
、
七
、
八
、
十
三
、
十
四
回
）
と
安
徽
省
博

物
館
藏
本
（
存
第
一
～
八
回
）
の
み
で
、
こ
れ
を
合
わ
せ
た
影
印
が
『
古
本
小
說

集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
收
錄
さ
れ
る
。
作
者
は
陸
雲
龍
と
目
さ
れ
る
一
方

で
、
異
論
が
存
す
る
の
は
、
現
在
も
な
お
決
定
的
な
證
據
を
缺
く
が
ゆ
え
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
そ
の
議
論
の
流
れ
と
兩
者
の
言
い
分
を
整
理
す
る
こ
と
に

し
よ
う
。

『
淸
夜
鐘
』
を
最
も
早
く
「
陸
雲
龍
作
」
と
さ
れ
た
の
は
、
路
工
氏
で
あ
る
。

但
し
氏
は
、
そ
の
理
由
を
朙
言
し
て
お
ら
ず
、『
訪
書
見
聞
錄
』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
一
九
八
五
年（

（4
（

）
は
「
號
は
于
鱗
、
別
號
は
江
南
不
易
客
」
と
す
る
。
こ
の
二

つ
の
號
が
、
薇
園
主
人
序
の
後
に
押
す
印
章
に
據
っ
た
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
る
の

は
、
氏
が
所
藏
す
る
『
淸
夜
鐘
』
の
影
印
本
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

【
圖
１
】
が
そ
れ
で
、
上
が
「
江
南
不
易
客
」、
下
が
「
于
鱗
氏
」
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
孫
楷
第
氏
『
中
國
通
俗
小
說
書
目
』（
國
立
北
平
圖
書
館
、
一
九
三
三
年
）
が

『
淸
夜
鐘
』
を
「
楊
某
撰
」
と
さ
れ
た
の
は
、「
不
易
客
」
の
「
客
」
と
「
易
」
の

二
字
を
、「
楊
」
と
誤
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
こ
の
路
工
氏
の
說
に
、
確
か
な
理
由
を
示
し
て
贊
同
さ
れ
た
の
が
、
大
塚

秀
高
氏
で
あ
る
（「『
二
刻
』
か
ら
『
三
刻
』
へ

―
幻
影
を
め
ぐ
っ
て
」、『
漢
學
硏
究
』



『
型
世
言
』
評
者
・
陸
雲
龍
の
出
版
活
動
と
復
社

九
七

た
。
印
章
が
、「
江
南
不
易
才
」
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
え
る
。

と
こ
ろ
で
「
不
易
才
」
の
名
は
、
じ
つ
は
陸
雲
龍
の
刊
行
書
に
見
え
て
い
た
。

『
型
世
言
』
第
十
四
回
の
評
者
、「
秣
陵
不
易
才
」
が
そ
れ
で
あ
る
。「
秣
陵
」
は

南
京
の
雅
稱
で
あ
る
か
ら
、「
江
南
」
部
分
の
意
味
も
重
な
る
。「
不
易
才
」
は
、

『
太
平
御
覽
』
卷
四
四
三
人
事
部
八
四
に

　

又
曰
、
王
珣
字
元
琳
、
弱
冠
與
謝
玄
俱
辟
大
司
馬
桓
溫
掾
。
溫
語
人
曰
、

謝
掾
年
三
十
必
擁
旄
仗
節
。
王
掾
當
作
黑
頭
公
。
皆
不
易
才
也
。

　

又
（『
晉
中
興
書
』
に
）
曰
く
、
王
珣
、
字
は
元
琳
、
弱
冠
に
し
て
謝
玄
と

俱
に
大
司
馬
桓
溫
の
掾
に
辟め

さ
る
。
溫
、
人
に
語
り
て
曰
く
、
謝
掾
は
年

三
十
に
し
て
必
ず
旄
を
擁
し
節
を
仗
さ
ん
。
王
掾
は
當
に
黑
頭
公
（
若
年
の

高
位
者
）
と
作
る
べ
し
。
皆
、
不
易
の
才
な
り
、
と
。

と
東
晉
の
大
將
軍
桓
溫
が
、
招
聘
し
た
王
珣
と
謝
玄
を
評
し
た
語
と
し
て
見
え

る
。『
型
世
言
』
の
評
者
名
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
回
の
內
容
と
關
係
が
あ
り（

（4
（

、
右

も
、
第
十
四
回
が
描
く
の
が
朱
元
璋
を
補
佐
し
た
朙
朝
建
國
の
功
臣
劉
基
で
あ
る

の
に
符
合
し
て
い
る
。
こ
れ
が
出
典
に
閒
違
い
あ
る
ま
い（

（4
（

。

「
不
易
才
」
の
號
が
な
ぜ
『
淸
夜
鐘
』
に
使
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の

小
說
が
南
朙
隆
武
年
閒
（
一
六
四
五
―
四
六
）
以
降
の
作
で
あ
る（

（4
（

こ
と
に
、
ま
ず
は

そ
の
理
由
が
あ
ろ
う
。『
淸
夜
鐘
』
の
作
者
名
「
薇
園
主
人
」
が
、
伯
夷
叔
齊
の

故
事
に
據
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
亡
命
政
權
で
あ
る
東
晉
の

話
柄
に
出
典
を
も
つ
「
不
易
才
」
は
、
そ
こ
に
押
す
號
と
し
て
い
か
に
も
相
應
し

い
。
ま
た
『
淸
夜
鐘
』
序
は
、
題
名
の
い
わ
れ
を
こ
う
說
朙
す
る
。

　

余
偶
㊒
撰
著
。
蓋
借
諧
譚
說
法
、
將
以
鳴
忠
孝
之
鐸
、
喚
省
奸
回
、
振
賢

哲
之
鈴
、
驚
回
頑
薄
。
名
之
曰
淸
夜
鐘
。

　

余
に
偶
た
ま
撰
著
㊒
り
。
蓋
し
諧
譚
說
法
を
借
り
、
將
に
忠
孝
の
鐸
を
鳴

ら
す
を
以
て
奸
回
を
喚
省
し
（
惡
人
を
取
り
除
き
）、
賢
哲
の
鈴
を
振
っ
て
頑

者
と
す
る
結
論
に
は
承
服
し
が
た
い
」（『
書
坊
主
作
家
陸
雲
龍
兄
弟
硏
究
』
二
六
九
頁

㊟
、
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
と
述
べ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
論
爭
で
ま
ず
問
題
と
さ
れ
た
二
人
の
人
物
の
う
ち
、
汪
偉
は
、
馮

元
仲
の
師
で
、
陸
雲
龍
と
と
も
に
擧
業
書
の
校
閱
に
參
加
し
た
こ
と
が
既
に
朙
ら

か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
も
う
一
人
の
「
朱
子
强
」
朱
健
は
、（
ロ
）『
孫
⺼
峰
先
生

批
評
史
記
』
の
校
閱
に
、
や
は
り
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
１
５
２
）。
な
お
朱

健
撰
『
蒼
崖
子
』
に
は
、
張
溥
、
張
采
の
ほ
か
、
同
じ
く
擧
業
書
の
校
閱
者
、

章
世
純
、
張
玄
（
以
上
復
社
）、
黃
端
伯
が
序
を
書
い
て
い
る
（
５
４
、
７
６
、
１
５

７（
（4
（

）。
名
の
あ
る
書
籍
は
異
な
る
が
、
陸
雲
龍
は
こ
の
文
社
の
活
動
を
通
じ
て
も

朱
健
を
知
り
得
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
も
う
一
つ
の
問
題
、「
江
南
不
易
客
」
の
印
章
で
あ
る
。
し
か
し
そ

も
そ
も
、
こ
れ
は
本
當
に
「
江
南
不
易
客
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
述
し
た
よ
う
に
こ
の
印
章
は
、
孫
楷
第
氏
が
末
の
二
文
字
を
「
楊
」
と
讀
ま

れ
た
も
の
を
、
路
工
氏
が
訂
正
を
加
え
る
形
で
「
江
南
不
易
客
」
と
さ
れ
、
以

來
、
皆
こ
の
讀
み
に
從
っ
て
き
た
。
井
玉
貴
氏
と
顧
克
勈
氏
も
こ
の
點
に
關
し
て

は
何
ら
疑
義
を
呈
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
筆
者
が
參
照
し
た
印
章
に
關
す
る
書

籍
に
見
え
る
「
客
」
は
、【
圖
１
】
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
【
圖
２
】
に
示
し
た
Ａ
は
、
漢
魏
時
代
の
印
章
の
文
字
を
集
め
た
淸
・

桂
馥
『
繆
篆
分
韻
』
の
も
の
で
あ
る
。
同
種
の
他
の
字
書
や
、『
草
書
大
字
典
』

な
ど
各
種
字
形
を
網
羅
し
た
書
、
ま
た
「
藏
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
國
文
學
硏
究

㊮
料
館（

（4
（

）
も
參
照
し
た
が
、
い
ず
れ
も
大
同
小
異
で
あ
っ
た
。

一
方
、
同
じ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
見
つ
け
た
の
が
Ｂ
と
Ｃ
で
あ
る
。
Ｂ
は
本
邦

『
捃
印
補
正
』（
享
和
二
年
刊
）
に
收
錄
さ
れ
た
北
宋
の
書
畫
家
任
誼
、
字
才
仲
の

印
章
（
卷
二
）、
Ｃ
は
早
稻
田
大
學
圖
書
館
中
村
俊
定
文
庫
所
藏
『
誹
諧
天
狗
話
』

に
押
す
藏
書
印
、
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
で
あ
り
、
文
字
は
と
も
に
「
才
」
で
あ
っ
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）
に
よ
る
。

（
10
）　

聞
雨
侯
尙
㊒
大
家
太
史
諸
刻
、
黃
公
石
齋
（
黃
衟
周
）
故
尙
祕
帳
中
。
夫
弇
州

（
王
世
貞
）
不
據
木
天
、
石
齋
乃
棄
玉
署
。
兩
人
俱
不
以
太
史
重
大
、
小
品
厥
集

紛
若
。
…
…
然
則
此
二
公
者
、
胡
可
不
亟
收
之
也
。
進
求
之
。
余
鄕
、
如
余
僧
杲

（
寅
）
之
農
丈
人
（『
農
丈
人
詩
集
』）、
徐
見
可
（
時
進
）
之
鳩
茲
（『
鳩
茲
集
』）、

錢
仲
擧
（
文
薦
）
之
麗
矚
（『
麗
矚
樓
集
』）、
顏
茂
齋
（
栖
筠
）
之
☃
屐
（『
☃
屐

酬
』）、
余
師
秦
虞
卿
（
舜
昌
）
先
生
之
林
衣
（『
林
衣
集
』）
…
…
出
此
七
品
、
爲
貧

士
設
甔
甁
、
供
養
雨
侯
。

（
11
）　
「
余
將
收
之
行
笈
、
茲
不
復
錄
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
行
笈
」
は
こ
の
時
す
で
に

刊
行
さ
れ
て
い
た
『
行
笈
必
携
』（
崇
禎
四
年
刊
）
で
は
な
く
、『
皇
朙
十
六
名
家
小

品
』
に
附
す
徵
文
諬
事
が
刊
行
豫
定
を
謳
う
「
行
笈
二
集
」
で
あ
ろ
う
。
な
お
雷
慶

銳
氏
に
よ
れ
ば
、
崇
禎
七
年
刊
『
翠
娛
閣
評
選
朙
文
歸
初
集
』
卷
一
七
に
馮
元
仲

「
上
陳
眉
公
書
」
を
收
め
る
と
い
う
（『
晚
朙
文
人
思
想
探
析
：「
型
世
言
」
評
點
與

陸
雲
龍
思
想
硏
究
』、
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
頁
）。「
朙
文

歸
」
は
右
の
徵
文
諬
事
に
や
は
り
書
名
が
見
え
て
お
り
、『
皇
朙
十
六
名
家
小
品
』

刊
行
後
に
書

の
揭
載
書
籍
を
變
更
し
た
、
あ
る
い
は
出
版
を
豫
定
し
て
い
た
「
行

笈
二
集
」
と
「
朙
文
歸
」
の
二
種
を
、『
朙
文
歸
初
集
』
と
し
て
出
版
し
た
可
能
性

も
あ
ろ
う
（「
行
笈
二
集
」
は
現
存
せ
ず
、
刊
行
さ
れ
た
か
否
か
も
不
朙
）。

（
12
）　
「
馮
甄
甫
傳
」
は
『
眉
公
先
生
晚
香
堂
小
品
』
卷
一
七
、「
答
馮
次
牧
書
」
は
『
陳

眉
公
先
生
全
集
』
卷
五
五
に
收
錄
さ
れ
、
黃
衟
周
の
「
又
曰
」
以
下
の
言
は
、
黃
衟

周
が
馮
元
仲
の
母
の
た
め
に
書
い
た
「
馮
母
貞
孝
序
」（『
黃
漳
浦
集
』
卷
二
一
）
に

見
え
る
。

（
13
）　

夏
咸
淳
『
朙
六
十
家
小
品
文
精
品
』（
上
海
社
會
科
學
院
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）

四
五
八
頁
所
引
。

（
14
）　

中
國
國
家
圖
書
館
藏
崇
禎
十
年
刊
本
。

（
15
）　

以
上
の
ほ
か
、「
馮
次
牧
懶
（
マ
マ
）
榜
跋
」
が
『
朙
文
奇
艷
』
卷
一
二
に
收
錄

薄
を
驚
回
せ
ん
と
す
（
愚
者
の
目
を
覺
ま
そ
う
）。
之
を
名
づ
け
て
曰
く
、『
淸

夜
鐘
』。

小
說
を
借
り
て
故
國
へ
の
「
忠
孝
」
と
「
賢
哲
」
の
才
を
振
る
い
、
世
の
汚
濁

を
晴
ら
そ
う
と
い
う
作
者
の
强
い
自
負
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
。
こ
れ
も
や
は
り

「
不
易
才
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
る
。「
不
易
客
」
で
は
意
味
が
通
ら
な

い
。印

章
は
「
不
易
客
」
で
は
な
く
「
不
易
才
」
で
あ
り
、『
淸
夜
鐘
』
の
作
者

は
、
三
つ
揃
っ
た
そ
の
號
の
ぬ
し
、
陸
雲
龍
で
あ
ろ
う
。

筆
者
が
氣
づ
い
た
點
は
取
り
あ
え
ず
以
上
で
あ
る
。
專
家
の
意
見
を
仰
ぐ
こ
と

に
し
た
い
。

㊟（
１
）　

陸
敏
樹
「
陸
蛻
庵
先
生
家
傳
」（『
新
鐫
諬
牘
大
乘
備
體
』）
に
よ
る
。

（
２
）　

胡
蓮
玉
「
陸
雲
龍
生
平
考
述
」（『
朙
淸
小
說
硏
究
』
二
〇
〇
一
年
第
三
朞
）
二
二

二
頁
、
お
よ
び
井
玉
貴
『
陸
人
龍
、
陸
雲
龍
小
說
創
作
硏
究
』（
中
國
社
會
科
學
出

版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
七
頁
等
參
照
。

（
３
）　

北
京
大
學
圖
書
館
藏
本
（
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
畫  https://ctext.org/

library.pl?if=gb&
res=3940

）
に
よ
る
。

（
４
）　

㊟（
２
）歬
揭
論
文
。

（
５
）　

㊟（
２
）井
玉
貴
歬
揭
書
、
三
七
頁
―
三
八
頁
所
引
。

（
６
）　

北
京
大
學
圖
書
館
藏
本
（
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
畫  h

ttps://ctext.org/
library.pl?if=gb&

res=3970

）
に
よ
る
。

（
７
）　
『
中
國
善
本
書
提
要
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
六
六
六
頁
。

（
８
）　

㊟（
２
）井
玉
貴
歬
揭
書
、
三
頁
所
引
。

（
９
）　

美
國
國
會
圖
書
館
藏
本
（Library of congress  https://w

w
w
.loc.gov/



『
型
世
言
』
評
者
・
陸
雲
龍
の
出
版
活
動
と
復
社

九
九

氏
所
揭
論
文
參
照
。

（
23
）　

參
照
し
た
版
本
は
以
下
で
あ
る
。（
イ
）
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
本
、（
ロ
）
日
本

內
閣
文
庫
所
藏
本
、（
ハ
）
～
（
ホ
）
四
庫
存
目
叢
書
影
印
本
。
な
お
（
イ
）
の
刊

年
は
、
馮
貞
群
舊
藏
書
（
現
・
天
一
閣
藏
）
の
目
錄
『
伏
跗
室
藏
書
目
錄
』
に
よ

る
。『
史
記
』
等
の
史
書
と
八
股
文
の
關
係
は
高
津
孝
『
朙
代
評
點
考
』（『
東
方
學

會
創
立
50
周
年
記
念
東
方
學
論
集
』、
一
九
九
七
年
）
參
照
。

（
24
）　

復
社
成
員
は
井
上
進
「
復
社
姓
氏
校
錄
」（『
東
方
學
報
』
第
六
五
册
、
一
九
九
三

年
三
⺼
）、
東
林
黨
關
係
者
は
小
野
和
子
『
朙
季
黨
社
考
―
東
林
黨
と
復
社
―
』（
同

朋
舍
出
版
、
一
九
九
六
年
）
卷
末
「
東
林
黨
關
係
者
一
覽
」
に
據
る
。
た
だ
し
張
采

は
、
井
上
氏
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
復
社
成
員
で
あ
る
こ
と
が
確
か
で
あ
り
、
こ
れ
に

加
え
た
。

（
25
）　

馮
元
仲
が
書
い
た
汪
偉
の
祭
文
「

祭
汪
長
源
先
生
曁
耿
夫
人
文
」（『
天
益
山
堂

遺
集
』
卷
九
）
は
汪
偉
を
「
師
長
源
先
生
」、
自
ら
を
「
門
生
」
と
呼
ぶ
。
馮
元
仲

は
崇
禎
十
二
年
、
汪
偉
の
推
擧
で
吏
部
を
受
驗
し
た
が
、
政
治
の
腐
敗
を
批
判
し
て

試
驗
官
の
怒
り
を
買
い
、
辱
め
よ
う
と
授
け
ら
れ
た
縣
丞
の
微
官
を
蹴
っ
て
歸
鄕
し

た
こ
と
が
「
墓
誌
銘
」
に
み
え
る
。

（
26
）　

黃
宗
羲
歬
揭
文
に
見
え
る
復
社
成
員
の
馮
氏
以
外
に
、【
別
表
】
に
關
係
を
朙
示

し
た
８
、
２
４
、
４
０
、
５
９
、
１
０
９
、
１
５
３
、
ま
た
馮
元
仲
に
「
和
姜
如
須

見
貽
韻
」
詩
（『
晚
晴
簃
詩
匯
』
卷
一
七
）
が
あ
る
姜
垓
、
馮
元
仲
の
母
の
壽
序
「
榮

節
詩
馮
次
牧
母
孺
人
作
」（『
藏
山
閣
集
』
卷
二
）
を
書
い
た
錢
澄
之
は
、
み
な
復
社

成
員
。
他
に
も
、
馮
元
仲
が
二
馮
と
と
も
に
參
加
し
た
崇
禎
十
四
年
林
銓
刊
『
鄒
忠

介
公
奏
疏
』（
陳
子
龍
序
、
續
修
四
庫
全
書
影
印
本
）
の
校
閱
に
は
、
復
社
成
員
三

〇
名
以
上
が
み
え
る
。

（
27
）　
『
復
社
紀
略
』
卷
一
所
收
の
「
國
表
」
名
簿
に
み
え
る
馮
嵋
と
錢
玄
錫
（「
寧
波

府
」）。「
國
表
」
名
簿
は
、
崇
禎
二
年
の
第
一
回
復
社
大
會
・
尹
山
大
會
の
參
加
名

簿
と
さ
れ
る
。
寧
波
府
に
名
が
あ
る
の
は
わ
ず
か
五
名
で
、
そ
こ
に
５
０
陸
符
と
１

さ
れ
る
と
い
う
。
㊟（
11
）雷
慶
銳
歬
揭
書
、
一
二
頁
參
照
。
後
述
す
る
秦
舜
昌
『
林

衣
集
』
に
見
え
る
「
馮
次
牧
嬾
榜
跋
」（
卷
六
）
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
。

（
16
）　

東
洋
文
庫
藏
乾
隆
八
年
馮
廷
楷
刊
『
天
益
山
堂
遺
集
』（
附
『
續
刻
』）、
お
よ
び

臺
灣
國
家
圖
書
館
藏
天
諬
三
年
刊
『
林
衣
集
』（
古
籍
與
特
藏
文
獻
㊮
源  http://

rbook2.ncl.edu.tw
/Search/Index/0

）
參
照
。

（
17
）　
『（
光
緖
）
慈
谿
縣
志
』
卷
四
七
、
お
よ
び
武
新
立
『
朙
淸
稀
見
史
籍
敍
錄
』（
金

陵
書
畫
社
、
一
九
八
三
年
）
參
照
。

（
18
）　

馮
氏
に
つ
い
て
は
、
王
靜
『
千
年

族
慈
城
馮
家
：
一
個
寧
波
氏
族
的
田
野
調

査
』（
寧
波
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
が
廣
く
家
譜
も
參
照
し
て
詳
し
い
。

（
19
）　

淸
初
慈
谿
の
戲
曲
家
裘
璉
「
過
湯
山
歌
」（『
橫
山
初
集
』
卷
一
、「
湯
山
」
は
天

益
山
の
舊
名
）
に
「
方
伯
之
孫
大
馮
君
、
肯
將
百
萬
買
山
水
」、
ま
た
「
墓
誌
銘
」

に
「
先
生
先
世
所
留
藏
、
無
慮
萬
萬
數
。」
と
い
う
。
淸
・
徐
兆
昺
『
四
朙
談
助
』

卷
一
三
「
張
保
宮
第
」
に
よ
れ
ば
、
叔
吉
の
廣
大
な
舊
宅
は
淸
代
に
は
浙
江
提
督
や

豪
商
の
屋
旉
と
し
て
使
わ
れ
た
と
い
い
、
現
在
は
そ
の
遺
構
の
一
部
が
全
國
重
點
文

物
保
護
單
位
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
『
皇
朙
十
六
名
家
小
品
』
馮
元
仲
序
に
親
交
が

あ
っ
た
と
述
べ
る
李
維
禎
は
、
叔
吉
の
た
め
に
墓
誌
銘
を
書
い
て
い
る
（『（
光
緖
）

慈
谿
縣
志
』
卷
二
八
「
馮
叔
吉
傳
」）。

（
20
）　
『
朙
史
』
卷
二
五
七
。

（
21
）　

卷
五
九
「
董
隱
君
德
偕
」
に
「
慈
水
二
馮
主
盟
復
社
、
鄞
、
慈
、
姚
三
縣
後
起
應

之
。
其
一
門
兄
弟
群
從
齊
名
者
、
首
推
馮
氏
、
次
推
黃
氏
、
而
董
氏
則
先
生
兄
弟
三

人
（
德
偁
、
德
偕
、
德
仕
）。」
と
あ
る
。
な
お
「
二
馮
主
盟
復
社
」
は
こ
の
文
社
が

復
社
傘
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
朙
確
に
述
べ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
22
）　

方
祖
猷
「
黃
宗
羲
與
文
昌
社
」（『
黃
宗
羲
論

―
國
際
黃
宗
羲
學
術
討
論
會
論
文

集
』、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）。
馮
元
䬞
「
句
章
同
學
祭
銘
存
先
生
文
」

（『
四
朙
儒
林
董
氏
宗
譜
』
卷
一
三
）
は
陳
訓
慈
・
方
祖
猷
『
萬
斯
同
年
譜
』（
中
文

大
學
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
三
二
頁
所
引
に
よ
る
。
文
昌
社
と
復
社
の
關
係
は
方



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
〇
〇

４
４
董
守
諭
（
と
も
に
文
昌
社
同
人
）
も
見
え
て
い
る
。
な
お
、
同
じ
く
復
社
名
簿

に
み
え
る
馮
巍
と
１
０
９
劉
與
郊
は
、
馮
元
仲
の
い
と
こ
（
１
２
）
の
子
と
女
婿
。

（
28
）　

馮
元
仲
と
と
も
に
新
た
に
名
が
擧
が
る
他
の
三
名
の
う
ち
、
馮
愷
愈
（
馮
元
飇
の

長
子
）
以
外
は
や
は
り
校
閱
に
み
え
る
（
７
２
、
７
５
）。

（
29
）　

な
お
錢
文
薦
と
と
も
に
名
を
擧
げ
ら
れ
た
秦
舜
昌
は
先
述
の
ご
と
く
馮
元
仲
の

師
、
ま
た
顏
栖
筠
は
友
人
で
、
と
も
に
校
閱
に
み
え
る
（
６
、
３
４
）。

（
30
）　
（
ハ
）（
ニ
）
は
「
詩
禮
二
經
、
先
已
授
梓
」
と
序
に
述
べ
る
（
イ
）
以
歬
の
刊
行

が
確
か
で
あ
り
、（
ホ
）
校
閱
者
の
錢
玄
錫
は
（
ロ
）
成
書
歬
に
世
を
去
っ
た
こ
と

が
そ
の
凢
例
に
記
さ
れ
る
。
ま
た
（
ニ
）
の
陸
雲
龍
序
は
、
こ
れ
を
收
錄
す
る
『
翠

娛
閣
近
言
』
卷
頭
題
下
に
「
甲
戌
春
夏
業
」
と
あ
り
、
崇
禎
七
年
の
撰
と
知
れ
る
。

實
は
（
ロ
）
も
、
天
益
山
が
火
事
に
見
舞
わ
れ
富
家
に
借
金
し
て
刊
行
ま
で
二
年
か

か
っ
た
と
凢
例
に
い
う
。
以
上
か
ら
、
五
種
は
ほ
ぼ
す
べ
て
崇
禎
七
年
に
成
立
し
、

（
ハ
）（
ニ
）
→
（
イ
）
→
（
ホ
）
→
（
ロ
）
の
順
で
刊
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
31
）　

陳
繼
儒
と
陳
子
龍
は
、
馮
元
仲
の
生
壙
に
題
し
た
「
友
人
」（「
墓
誌
銘
」）。
ま
た

㊟（
16
）所
揭
『
天
益
山
堂
遺
集
』
卷
四
に
贈
李
淸
詩
を
、
同
卷
九
お
よ
び
『
續
刻
』

に
贈
王
思
任
詩
を
收
め
る
。【
別
表
】「
特
記
事
項
」
參
照
。

（
32
）　

井
玉
貴
氏
が
、
錢
塘
知
縣
の
宣
城
人
劉
惟
仁
を
こ
れ
と
さ
れ
る
（
㊟（
２
）歬
揭

書
、
一
三
頁
）
の
は
、
詩
題
の
「
楚
に
歸
る
」
に
矛
盾
す
る
。

（
33
）　
『
國
立
中
央
圖
書
館
善
本
序
跋
集
錄
・
集
部
（
五
）』（
國
立
中
央
圖
書
館
編
、
一

九
九
四
年
）
七
三
頁
。

（
34
）　 

㊟（
24
）小
野
和
子
歬
揭
書
、
四
六
〇
頁
―
四
六
六
頁
參
照
。

（
35
）　

劉
彥
は
太
倉
知
州
を
崇
禎
四
年
に
離
任
後
、
安
徽
廬
州
府
知
府
と
福
建
泉
州
府
知

府
を
歷
任
し
た
。
歬
揭
「
賀
太
倉
劉
州
尊
滿
秩
序
代
」
お
よ
び
『（
嘉
慶
）
廬
州
府

志
』
卷
九
、『（
衟
光
）
晉
江
縣
志
』
卷
二
八
參
照
。

（
36
）　

㊟（
７
）歬
揭
書
、
四
七
八
頁
參
照
。

（
37
）　

㊟（
２
）井
玉
貴
歬
揭
書
、
一
八
頁
―
一
九
頁
參
照
。

（
38
）　

歬
揭
「
候
謝
劉
心
蓼
老
師
諬
」
に
「
緗
縑
下
錫
（
書
物
を
下
賜
さ
れ
）」
と
あ
り
、

劉
彥
か
ら
書
籍
を
得
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
39
）　

南
都
防
亂
公
揭
に
つ
い
て
は
㊟（
24
）小
野
和
子
歬
揭
書
第
七
章
第
六
節
、
ま
た
復

社
と
抗
淸
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
は
同
書
第
九
章
參
照
。

（
40
）　

復
社
の
社
集
『
國
表
』
の
刊
行
は
金
閶
（
蘇
州
）
の
書
賈
に
莫
大
な
富
を
も
た
ら

し
た
と
い
う
。
㊟（
27
）歬
揭
書
。

（
41
）　
『
淸
夜
鐘
』
に
關
す
る
記
述
の
あ
る
同
書
一
五
二
頁
「
古
本
小
說
新
見
」
に
は
、

一
九
六
二
年
五
⺼
の
年
記
が
あ
る
。

（
42
）　
「
朱
子
强
古
今
治
平
略
序
」、『
安
雅
堂
稿
』
卷
五
。

（
43
）　

黃
端
伯
は
、
李
淸
の
歬
任
の
寧
波
推
官
で
あ
っ
た
。

（
44
）　

國
文
學
硏
究
㊮
料
館
「
藏
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://base1.nijl.ac.jp 

/~collectors_seal/

）
參
照
。

（
45
）　

陳
慶
浩
「『
型
世
言
』
校
㊟
本
序
」（『
型
世
言
評
㊟
』、
新
華
出
版
社
、
一
九
九
九

年
）
五
頁
參
照
。

（
46
）　
「
不
易
才
」
の
朙
人
の
用
例
は
ほ
か
に
、
胡
直
「
通
政
武
東
楊
公
行
狀
」（『
衡
廬

精
舍
藏
稿
』
卷
二
三
）
の
「
邑
中
士
㊒
羅
生
夢
傅
、
歐
陽
生
昌
、
皆
不
易
才
也
」
が

あ
る
。
羅
、
歐
陽
は
胡
直
の
早
世
し
た
友
人
で
、
と
も
に
「
文
采
彬
彬
」
で
あ
っ
た

と
同
書
卷
一
一
「
三
才
子
傳
」
に
い
う
。

（
47
）　

大
塚
秀
高
「『
型
世
言
』
と
そ
の
系
譜
に
連
な
る
白
話
短
編
小
說
集
」（『
東
ア
ジ

ア
硏
究
』
第
十
六
號
、
二
〇
一
九
年
三
⺼
）
參
照
。



『
型
世
言
』
評
者
・
陸
雲
龍
の
出
版
活
動
と
復
社

一
〇
一

【
圖
１
】『
淸
夜
鐘
』
印
章
（『
古
本
小
說
集
成
』
よ
り
）

　
　【

圖
２
】
Ａ　

淸
・
桂
馥
『
繆
篆
分
韻
』
よ
り

　
　
　
　
Ｂ
、
Ｃ　

國
文
學
硏
究
㊮
料
館
「
藏
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り

　

Ａ

　

Ｂ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

Ｃ　

【
別
表
】
擧
業
書
五
種　

校
閱
者
一
覽
（
太
字
表
記
は
浙
東
に
關
わ
る
要
素
）

Ｉ
Ｄ

姓
名

校
閱
書
籍

籍
貫

黨林東

社復

社昌

科
擧
登
第
年

特
記
事
項（
馮
元
仲
と
の
關
係
等
）

１

馮
元
颺
詩
禮
漢
書
史
浙
江
慈
谿

●

崇
一
進

再
從
兄

２

馮
元
飈
詩
禮
漢
書
史
浙
江
慈
谿

○

●

天
二
進

再
從
弟
（
１
馮
元
颺
の
弟
）

３

馮　

嵋
詩
禮
漢
書
史
浙
江
慈
谿

○

長
子

４

黃
衟
周
詩
禮
漢
書
史
福
建
漳
浦
○

天
二
進

㊒
「
馮
母
貞
孝
序
」

５

陳
繼
儒
詩
禮
漢
書
史
南
直
華
亭

友
人
。
題
馮
元
仲
生
壙
（
佚
）

６

秦
舜
昌
詩
禮
漢
書
史
浙
江
慈
谿

崇
六
貢

家
塾
の
師
、
堂
姑
夫

７

王
思
任
詩
禮
漢
書
史
浙
江
山
陰

萬
二
三
進

馮
元
仲
㊒
「
寄
贈
山
陰
季
重
王
先

生
」
他

８

錢
玄
錫

詩
禮
漢
書

浙
江
慈
谿

○

婿
、
外
再
從
甥

９

鄭　

鄤

詩
禮
漢
書

南
直
武
進
○

天
二
進

１
０

倪
元
璐

詩
禮
漢
史

浙
江
上
虞

○

天
二
進

友
人
。
㊒
「
爲
馮
次
牧
社
兄
圓
八

罫
贊
跋
」

１
１

陳
仁
錫

詩
禮
漢

南
直
長
洲
○

天
二
進

１
２

馮
元
奮

詩
漢
書

浙
江
慈
谿

（
天
七
副
榜
貢
）
堂
兄
。
子
（
巍
）
と
婿
（
１
０
９

劉
與
郊
）
は
復
社

１
３

葉
世
慥

詩
漢
書

浙
江
慈
谿

萬
四
六
貢

師
、
姻
戚

１
４

馮
文
偉

詩
漢
史

浙
江
慈
谿

○
●

崇
一
〇
進

１
５

馮
元
獻

詩
漢
史

浙
江
慈
谿

堂
兄

１
６

張
能
恭

詩
漢
史

浙
江
慈
谿

表
弟
（
８
２
張
九
德
の
長
子
）

１
７

沈
應
昌

詩
漢
史

浙
江
慈
谿

崇
禎
閒
貢

１
８

馮
元
飂

詩
漢
史

浙
江
慈
谿

崇
一
六
進

再
從
弟
（
二
馮
の
異
母
弟
）

１
９

姜　

詩
漢

浙
江
餘
姚

萬
四
三
擧

崇
一
任
鄞
縣
敎
諭
、
孫
鑛
の
學
生

２
０

王
鍾
麟

詩

？

２
１

馮
京
第

禮
漢
書
史

浙
江
慈
谿

○
●

２
２

張　

溥

禮
漢
史

南
直
太
倉

○

崇
四
進

２
３

馮
元
亮

禮
漢
史

浙
江
慈
谿

堂
弟
（
１
５
馮
元
獻
の
弟
）

２
４

秦
竑
經

禮
漢
史

浙
江
慈
谿

○

崇
九
擧

６
秦
舜
昌
（
師
）
の
族
人

２
５

馮
晉
舒

禮
漢
史

浙
江
慈
谿

○

２
６

馮
元
䬞

禮
漢
史

浙
江
慈
谿

●

再
從
弟
（
二
馮
の
從
弟
）

２
７

張
能
信

禮
漢
史

浙
江
慈
谿

表
弟
（
８
２
張
九
德
の
次
子
）

２
８

李
寧
世

禮
漢
史

浙
江
慈
谿

２
９

陳
宏
烈

禮
漢

浙
江
慈
谿

友
人
。
山
人

３
０

馮
元
宣

禮
漢

浙
江
慈
谿

堂
弟
（
１
２
馮
元
奮
の
弟
）

３
１

汪
觀
生

禮
史

南
直
休
寧

崇
一
五
擧

３
３
汪
偉（
師
、
慈
谿
知
縣
）
の
子

３
２

陳　

愚

禮

浙
江
慈
谿

天
諬
以
歬
辟
薦

３
３

汪　

偉

漢
書
史

南
直
休
寧
○

●

崇
一
進

師
。
崇
五
～
十
一
慈
谿
知
縣

３
４

顏
栖
筠

漢
書
史

浙
江
慈
谿

崇
禎
閒
貢

友
人

３
５

馮　

時

漢
書
史

浙
江
慈
谿



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
〇
二

Ｉ
Ｄ

姓
名

校
閱
書
籍

籍
貫

黨林東

社復

社昌

科
擧
登
第
年

特
記
事
項（
馮
元
仲
と
の
關
係
等
）

３
６

楊
廷
樞

漢
史

南
直
吳
縣
○
○

崇
三
擧

３
７

王　

章

漢
史

南
直
武
進
○

崇
一
進

崇
三
～
十
一
鄞
縣
知
縣

３
８

張　

采

漢
史

南
直
太
倉

○

崇
一
進

３
９

徐　

汧

漢
史

南
直
長
洲
○
○

崇
一
進

４
０

陳
子
龍

漢
史

南
直
華
亭

○

崇
一
〇
進

友
人
。
題
馮
元
仲
生
壙
（
佚
）

４
１

周　

鍾

漢
史

南
直
金
壇

○

崇
一
六
進

１
４
１
周
鑣
の
異
母
弟

４
２

李　

雯

漢
史

南
直
青
浦

○

崇
一
五
擧

５
５
李
逢
申
の
子

４
３

徐
孚
遠

漢
史

南
直
華
亭

○

崇
一
五
擧

４
４

孫　

淳

漢
史

浙
江
嘉
興

○

４
５

陳　

騮

漢
史

浙
江
歸
安

○

４
６

周
立
勳

漢
史

南
直
華
亭

○

４
７

劉
尹
聘

漢
史

浙
江
慈
谿

○

６
７
劉
振
之
の
族
兄

４
８

尹　

衡

漢
史

浙
江
歸
安

○

順
治
六
進

４
９

彭　

賓

漢
史

南
直
華
亭

○

崇
三
擧

５
０

陸　

符

漢
史

浙
江
鄞
縣

○
●

崇
一
五
擧

５
１

劉
應
朞

漢
史

浙
江
慈
谿

○
●

崇
一
七
貢

１
６
９
劉
尹
辰
（
姻
戚
）
の
族
兄
弟

５
２

朱　

灝

漢
史

南
直
松
江
○
○

（
崇
禎
閒
保
擧
）

５
３

李　

淸

漢
史

南
直
興
化

崇
四
進

崇
五
～
九
甯
波
推
官
。
馮
元
仲
㊒

「
贈
李
心
水
節
推
」
他

５
４

黃
端
伯

漢
史

江
西
新
城

崇
一
進

崇
二
～
五
甯
波
推
官

５
５

李
逢
申

漢
史

南
直
青
浦

萬
四
七
進

萬
四
七
任
慈
谿
知
縣
。
４
２
李
雯

（
復
社
）
の
父

５
６

馮　

任

漢
史

浙
江
慈
谿

萬
三
五
進

５
７

馮
允
翀

漢
史

浙
江
慈
谿

５
８

陳
函
輝

漢
史

浙
江
臨
海

崇
七
進

『
漢
書
』
は
原
名
の
「
瑋
」

５
９

譚
元
春

漢
史

湖
廣
景
陵

○

天
七
擧

馮
元
仲
㊒
「
香
山
寺
次
韻
譚
友
夏

社
兄
韻
却
寄
」

６
０

陳　

璸

漢
史

福
建
漳
浦

天
五
進

天
五
任
慈
谿
知
縣

６
１

李　

沾

漢
史

南
直
華
亭

崇
一
進

崇
一
任
慈
谿
知
縣
（
子
・
愫
は
復

社
）

６
２

姜
思
睿

漢
史

浙
江
慈
谿

●

天
五
進

１
５
馮
元
獻
（
堂
兄
）
の
妻
は
從

姉
妹

６
３

馮
起
綸

漢
史

浙
江
慈
谿

萬
四
七
進

６
４

馮　

佶

漢
史

浙
江
慈
谿

６
５

馮　

崧

漢
史

浙
江
慈
谿

堂
姪
（
１
２
馮
元
奮
の
子
）

６
６

馮
敬
舒

漢
史

浙
江
慈
谿

天
五
進

１
６
７
馮
起
元
の
子

６
７

劉
振
之

漢
史

浙
江
慈
谿

崇
三
擧

６
８
馮
嶒
（
堂
姪
）
の
岳
父
は
從

兄
弟

６
８

馮　

嶒

漢
史

浙
江
慈
谿

堂
姪
（
１
５
馮
元
獻
の
子
）

６
９

孫
國
縉

漢
史

浙
江
慈
谿

堂
姐
夫
（
１
２
馮
元
奮
の
義
兄
）

Ｉ
Ｄ

姓
名

校
閱
書
籍

籍
貫

黨林東

社復

社昌

科
擧
登
第
年

特
記
事
項（
馮
元
仲
と
の
關
係
等
）

７
０

馮
家
楨

漢
史

浙
江
慈
谿

崇
四
進

７
１

孫
國
紳

漢
史

浙
江
慈
谿

６
９
孫
國
縉
（
姻
戚
）
の
族
兄
弟

７
２

馮　

崑

漢
史

浙
江
慈
谿

●

崇
一
六
進

堂
姪
（
１
５
馮
元
獻
の
子
）

７
３

馮　

嶢

漢
史

浙
江
慈
谿

堂
姪
（
１
２
馮
元
奮
の
子
）

７
４

馮　

崍

漢
史

浙
江
慈
谿

堂
姪
（
２
３
馮
元
亮
の
子
）

７
５

馮
愷
章

漢
史

浙
江
慈
谿

●

再
從
姪
（
１
馮
元
颺
の
長
子
）

７
６

張　

玄

漢
史

浙
江
杭
州

○

７
７

夏
允
彝

漢

南
直
松
江

○

崇
一
〇
進

７
８

吳
應
箕

漢

南
直
貴
池

○

（
崇
一
五
副
榜
貢
）

７
９

潘　

桓

漢

南
直
上
海

○

天
七
擧

８
０

馮
文
昌

漢

浙
江
嘉
興

○

８
１

宋　

琮

漢

山
東
莱
陽

崇
一
進

１
５
９
宋
繼
澄
の
甥
、
９
０
宋
玫

の
兄

８
２

張
九
德

漢

浙
江
慈
谿

萬
二
九
進

姑
夫

８
３

祁
彪
佳

漢

浙
江
山
陰

○

天
二
進

８
４

孫
如
洵

漢

浙
江
餘
姚

萬
四
一
進

孫
鑛
の
甥
。《
姚
江
孫
⺼
峰
先
生

集
》
輯

８
５

錢
希
忠

漢

浙
江
慈
谿

天
七
擧

８
６

錢
昌
齡

漢

浙
江
慈
谿

８
錢
玄
錫
（
婿
）
の
父

８
７

陳
士
奇

漢

福
建
漳
浦

天
五
進

８
８

龔　

彝

漢

雲
南
慶
甸

崇
一
進

崇
三
任
定
海
知
縣

８
９

何
閎
中

漢

湖
廣
黃
岡

天
二
進

９
０

宋　

玫

漢

山
東
莱
陽

天
五
進

８
１
宋
琮
の
弟

９
１

胡
振
芳

漢

浙
江
秀
水

天
七
擧

崇
一
任
慈
谿
敎
諭

９
２

劉
嗣
功

漢

浙
江
慈
谿

９
３

葉
長
春

漢

浙
江
慈
谿

岳
父

９
４

劉
志
式

漢

浙
江
慈
谿

萬
四
三
擧

９
５

秦
兪
中

漢

浙
江
慈
谿

再
從
兄
弟
（
６
秦
舜
昌
の
子
）

９
６

秦
會
中

漢

浙
江
慈
谿

再
從
兄
弟
（
６
秦
舜
昌
の
子
）

９
７

劉
應
宿

漢

浙
江
慈
谿

１
６
９
劉
尹
辰
（
姻
戚
）
の
族
兄
弟

９
８

姚
岳
來

漢

浙
江
慈
谿

９
９

劉
應
昌

漢

浙
江
慈
谿

１
６
９
劉
尹
辰
（
姻
戚
）
の
族
兄
弟

１
０
０
龔
五
韺

漢

浙
江
武
林

（
崇
一
〇
保
擧
）
１
３
３
聞
諬
祥
の
友
人

１
０
１
馮
象
堅

漢

浙
江
慈
谿

１
０
２
劉
繩
之

漢

浙
江
慈
谿

６
７
劉
振
之
の
族
兄
弟

１
０
３
秦
羽
經

漢

浙
江
慈
谿

２
４
秦
竑
經
の
族
兄
弟

１
０
４
秦
嘉
兆

漢

浙
江
慈
谿

崇
四
貢

６
秦
舜
昌
（
師
、
堂
姑
夫
）
の
甥

１
０
５
陸
雲
龍

漢

浙
江
錢
塘

友
人
。㊒「
孫
⺼
峰
先
生
禮
記
小
序
」

１
０
６
顏
志
同

漢

浙
江
慈
谿

３
４
顏
栖
筠
の
弟



『
型
世
言
』
評
者
・
陸
雲
龍
の
出
版
活
動
と
復
社

一
〇
三

Ｉ
Ｄ

姓
名

校
閱
書
籍

籍
貫

黨林東

社復

社昌

科
擧
登
第
年

特
記
事
項（
馮
元
仲
と
の
關
係
等
）

１
４
５
陳　

恂

史

浙
江
嘉
興

○

崇
一
五
擧

１
４
６
魏
學
濂

史

浙
江
嘉
善

○

崇
一
六
進

１
４
７
吳
思
穆

史

浙
江
錢
塘

○

１
４
８
余
正
垣

史

江
西
南
昌

○

１
４
９
孟
應
春

史

浙
江
仁
和

○

１
５
０
甘
元
鼎

史

江
西
新
建

○

１
５
１
舒
忠
讜

史

江
西
新
建

○

崇
三
擧

１
５
２
朱　

健

史

江
西
進
賢

○

天
一
擧

１
５
３
姚
元
台

史

浙
江
慈
谿

○

３
３
汪
偉
（
師
）
の
學
生

１
５
４
陳
際
泰

史

江
西
臨
川

○

崇
七
進

１
５
５
顧
開
雍

史

南
直
華
亭

○

順
治
八
貢

１
５
６
羅
萬
藻

史

江
西
臨
川

○

天
七
擧

１
５
７
章
世
純

史

江
西
臨
川

○

天
一
擧

１
５
８
陳
元
綸

史

福
建
福
州

○

１
５
９
宋
繼
澄

史

山
東
莱
陽

○

天
七
擧

１
６
０
劉　

華

史

福
建
恵
安

○

１
６
１
曾
異
撰

史

福
建
侯
官

○

崇
一
二
擧

原
本
は
「
異
」
を
「
應
」
に
作
る

１
６
２
曾
文
饒

史

江
西
泰
和

○

１
６
３
李
一
鵬

史

浙
江
慈
谿

天
五
進

１
６
４
黎
元
寛

史

江
西
南
昌

崇
一
進

崇
六
任
浙
江
提
學
副
使

１
６
５
楊
汝
昇

史

浙
江
慈
谿

萬
二
五
擧

楊
守
勤
（
１
６
張
能
恭
の
岳
父
）

の
族
弟

１
６
６
馮
雲
起

史

南
直
長
洲

天
五
進

天
五
任
鄞
知
縣

１
６
７
馮
起
元

史

浙
江
慈
谿

泰
昌
一
貢

６
３
馮
起
綸
の
兄

１
６
８
呂
胤
業

史

？

友
人
。『
史
記
』孫
鑛
手
評
本
を
提
供

１
６
９
劉
尹
辰

史

浙
江
慈
谿

萬
四
〇
擧

子
與
郊
（
１
０
９
、
復
社
）
が

１
２
馮
元
奮
の
婿

１
７
０
謝
三
賓

史

浙
江
鄞
縣

天
五
進

１
２
０
錢
謙
益
の
門
生

１
７
１
董
德
偕

史

浙
江
鄞
縣

●

１
４
４
董
守
諭
の
族
弟

１
７
２
姚
胤
昌

史

浙
江
慈
谿

崇
六
擧

再
從
弟

１
７
３
姚
宇
昌

史

浙
江
慈
谿

崇
九
擧

再
從
弟
（
１
７
２
姚
胤
昌
の
弟
）

１
７
４
錢　

浯

史

浙
江
慈
谿

８
錢
玄
錫
（
婿
）
の
子
か
（
低
一
格
）

１
７
５
錢　

沂

史

浙
江
慈
谿

８
錢
玄
錫
（
婿
）
の
子
か
（
低
一
格
）

１
７
６
董
德
偁

史

浙
江
鄞
縣

●

崇
九
擧

１
７
１
董
德
偕
の
兄

１
７
７
林
廷
梧

史

浙
江
慈
谿

友
人
。
㊒
『
天
益
山
莊
詩
』

１
７
８
馮　

史

浙
江
慈
谿

子

１
７
９
馮　

濦

史

浙
江
慈
谿

堂
姪
孫

Ｉ
Ｄ

姓
名

校
閱
書
籍

籍
貫

黨林東

社復

社昌

科
擧
登
第
年

特
記
事
項（
馮
元
仲
と
の
關
係
等
）

１
０
７
葉
麟
禎

漢

浙
江
慈
谿

１
０
８
張
九
臣

漢

浙
江
慈
谿

１
０
９
劉
與
郊

漢

浙
江
慈
谿

○

１
２
馮
元
奮
（
從
兄
）
の
婿

１
１
０
馮
元
紘

漢

浙
江
慈
谿

１
１
１
劉
嗣
德

漢

浙
江
慈
谿

１
１
２
錢
玄
暉

漢

浙
江
慈
谿

１
馮
元
颺
（
再
從
兄
）
の
婿

１
１
３
孫
金
鑣

漢

浙
江
慈
谿

１
２
馮
元
奮
（
堂
兄
）
の
婿

１
１
４
劉
國
器

漢

浙
江
慈
谿

１
１
５
顧
夢
麟

書
史

南
直
蘇
州

○

崇
六
擧

１
１
６
萬
時
華

書
史

江
西
南
昌

○

１
１
７
陳
弘
緖

書
史

江
西
新
建

○

１
１
８
楊　

彛

書
史

南
直
常
熟

○

１
１
９
劉
宗
周

史

浙
江
山
陰

○

萬
二
九
進

１
２
０
錢
謙
益

史

南
直
常
熟
○

萬
三
八
進

１
２
１
許　

豸

史

福
建
侯
官

○

崇
四
進

崇
七
任
浙
江
甯
紹
衟
臺

１
２
２
許　

瑤

史

南
直
常
熟

○

１
２
３
張　

密

史

南
直
華
亭

○

１
２
４
章　

美

史

南
直
吳
縣

○

１
２
５
虞
宗
瑤

史

浙
江
杭
州

○

１
２
６
荊　

艮

史

南
直
丹
陽

○

１
２
７
錢　

禧

史

南
直
吳
縣

○

１
２
８
徐
兆
選

史

浙
江
鄞
縣

○

１
２
９
徐
繼
善

史

南
直
太
倉

○

１
３
０
劉　

城

史

南
直
貴
池

○

（
崇
九
保
擧
）

１
３
１
徐
朙
時

史

南
直
吳
縣

○

１
３
２
吳　

䎖

史

南
直
吳
江

○

１
３
３
聞
諬
祥

史

浙
江
杭
州

○

萬
四
十
擧

１
３
４
馮
延
年

史

浙
江
秀
水

○

（
崇
一
二
副
榜
貢
）

１
３
５
張
朙
弼

史

南
直
金
壇

○

崇
一
〇
進

１
４
１
周
鑣
の
母
舅

１
３
６
姚
世
亮

史

浙
江
慈
谿

○

順
治
八
貢

１
３
７
馮　

悰

史

浙
江
仁
和

○

１
３
８
沈
壽
民

史

南
直
宣
城

○

（
崇
九
保
擧
）

１
３
９
江　

浩

史

浙
江
仁
和

○

１
４
０
嚴　

渡

史

浙
江
余
杭

○

１
４
１
周　

鑣

史

南
直
金
壇
○
○

崇
一
進

４
１
周
鍾
の
異
母
兄

１
４
２
査
繼
佐

史

浙
江
杭
州

○

崇
六
擧

１
４
３
萬　

泰

史

浙
江
鄞
縣

○
●

崇
九
擧

１
４
４
董
守
諭

史

浙
江
鄞
縣

○
●

天
四
擧



一
〇
四

は
じ
め
に

　

日
本
で
は
『
三
國
志
』
と
言
え
ば
、
歷
史
書
の
陳
壽
撰
『
三
國
志
』
の
み
な
ら

ず
、
そ
こ
か
ら
作
ら
れ
た
朙
代
の
小
說
『
三
國
志
演
義
』
及
び
そ
の
二
次
創
作
を

廣
く
含
む
呼
稱
で
あ
る
が
、『
三
國
志
』
は
一
體
い
つ
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
の
熱

狂
的
支
持
を
得
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
六
年
に
日
本
で
三
國
志
學

會
が
設
立
さ
れ
て
以
來
、
昭
和
後
半
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
二
次
創
作
を
含
む
多

樣
な
三
國
志
文
化
の
種
々
相
が
次
第
に
朙
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
江
戶
時
代

の
受
容
に
つ
い
て
は
、
長
尾
直
茂
氏
の
『
本
邦
に
お
け
る
三
國
志
演
義
受
容
の
諸

相
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
精
力
的
な
硏
究
や
、
梁
蘊
嫻
氏
の
插
圖
を
中
心
と
し

た
硏
究
な
ど
に
よ
っ
て
、
過
去
を
覆
い
隱
す
雲
が
取
り
拂
わ
れ
視
界
良
好
に
な
っ

て
き
て
い
る（

１
）。

し
か
し
な
が
ら
、
近
世
江
戶
と
現
代
を
繋
ぐ
朙
治
大
正
朞
に
お
け

る
『
三
國
志
演
義
』
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
長
尾
氏
や
大
橋
義
武
氏
の
硏
究
を
除

け
ば
、
ま
だ
ま
だ
硏
究
未
着
手
で
五
里
霧
中
の
領
域
が
多
い（

２
）。

　

本
稿
で
は
、
朙
治
時
代
四
十
五
年
閒
の
『
三
國
志
演
義
』
の
受
容
の
一
斑
を
飜

譯
出
版
の
面
か
ら
朙
ら
か
に
し
、
近
代
日
本
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
文
化

的
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
　
明
治
時
代
の
出
版
統
計
と
舊
譯
本
の
飜
刻

　

最
初
に
「
表
１　

朙
治
朞
『
三
國
志
演
義
』
飜
譯
年
表
（
稿
）」
か
ら
朙
治
時

代
に
出
版
さ
れ
た
『
三
國
志
演
義
』
の
全
體
像
を
掴
ん
で
お
き
た
い
。
各
本
の
詳

細
は
二
節
以
下
で
觸
れ
る
が
、
朙
治
四
十
五
年
閒
で
出
版
さ
れ
た
『
三
國
志
演

義
』
の
飜
譯
、
刪
節
本
、
繪
本
、
講
談
本
、
㊟
釋
書
は
總
計
六
四
點
に
の
ぼ
る
。

な
お
こ
の
數
は
再
版
さ
れ
た
も
の
も
含
み
、
筆
者
が
確
認
で
き
た
活
字
本
に
限
定

し
て
い
る
。

　

梁
蘊
嫻
氏
の
硏
究（

３
）に

據
れ
ば
、
朙
治
朞
に
な
っ
て
か
ら
も
『
通
俗
三
國
志
』、

『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
な
ど
江
戶
時
代
の
木
版
本
が
少
な
く
と
も
二
回
は
出
版
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
木
版
の
和
裝
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の

統
計
に
は
含
め
な
い
こ
と
に
す
る
。

　

こ
の
表
か
ら
わ
か
る
の
は
、
朙
治
一
五
年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
『
三
國
志
演

義
』
飜
譯
出
版
の
朙
治
朞
最
大
の
高
潮
朞
が
來
て
い
る
こ
と
、
朙
治
二
四
年
か
ら

三
八
年
ま
で
は
出
版
點
數
が
減
少
し
停
滯
朞
を
迎
え
て
い
る
こ
と
、
一
轉
し
て
朙

治
三
九
年
か
ら
朙
治
末
年
ま
で
は
、
第
一
次
に
は
遠
く
及
ば
な
い
も
の
の
第
二
次

高
潮
朞
が
來
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

�

上
田
　



朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

一
〇
五

高
潮
朞
、
停
滯
朞
、
第
二
次
高
潮
朞
と
し
て
、
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
朞
に
ど
の

よ
う
な
『
三
國
志
演
義
』
の
出
版
文
化
が
芲
開
い
た
の
か
を
見
て
い
く
。

二
　『
三
國
志
演
義
』
活
字
印
刷
の
萠
芽
朞

　

朙
治
に
な
っ
て
最
初
の
十
年
閒
は
、
幕
末
と
變
わ
ら
ず
木
版
本
の
『
繪
本
通
俗

三
國
志
』
や
『
通
俗
三
國
志
』、
そ
し
て
諸
々
の
繪
本
が
流
通
し
て
い
た
筈
で
あ

る
が
、
朙
治
一
〇
年
に
『
三
國
志
演
義
』
の
邦
譯
と
し
て
初
め
て
活
字
印
刷
さ
れ

た
『
通
俗
演
義
三
國
志
』
が
世
に
出
る
。

●
『
通
俗
演
義
三
國
志
』
四
〇
卷
首
一
卷
、
永
井
德
鄰
和
解
、
挹
風
館
、
和
裝
本

　

現
存
す
る
も
の
に
、
國
會
圖
書
館
藏
本
、
上
田

架
藏
本
な
ど
が
あ
る
。

　

封
面
に
「
永
井
德
鄰
和
解　

初
帙
／
通
俗
演
義
三
國
志
／
朙
治
十
年
乙
丑
十
⺼

出
版　

挹
風
館
藏
」
と
あ
り
、
卷
頭
に
「
朙
治
丁
丑
晚
秋
峰
南
迂
夫
撰
」
署
名

の
「
通
俗
演
義
三
國
志
序
」（
二
葉
）
を
載
せ
る
。
ま
た
、
卷
之
四
十
の
奧
付
に

は
「
朙
治
十
一
年
八
⺼
二
十
一
日
御
屆　

定
價
壹
圓
廿
五
錢
／
和
解
竝
出
版
人　

東
京
府
士
族　

永
井
德
鄰
」
と
あ
り
、
以
下
須
原
屋
茂
兵
衞
を
は
じ
め
と
す
る
取

り
扱
い
の
東
京
の
書
肆
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

　

序
文
で
は
、
人
々
か
ら
「
附
會
之
演
說
」
と
貶
さ
れ
て
い
た
『
三
國
志
演
義
』

を
辯
護
し
、
金
聖
嘆
の
才
子
書
に
關
す
る
見
解
を
持
ち
出
し
て
、『
三
國
志
演

義
』
は
文
意
朙
快
で
歷
史
の
理
解
に
も
裨
益
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
述
べ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
毛
綸
、
毛
宗
崗
批
評
『
三
國
志
演
義
』（
以
下
、
毛
評
本
と
略
す
）

か
ら
金
聖
嘆
僞
序
を
取
り
出
し
、
敢
え
て
「
峰
南
迂
夫
」
序
の
次
に
載
せ
た
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
中
に
「
知
友
永
井

齋
、
國
文
を
以
て
之
（
著
者
㊟
：「
羅

貫
中
之
三
國
志
」）
を
講
釋
し
」
と
あ
り
、
こ
の
序
を
誌
し
た
「
峰
南
迂
夫
」
は
、

『
維
新
奏
議
集
』（
朙
治
一
〇
年
常
靑
堂
刊
、
永
井
德
鄰
評
・
編
、
中
村
峰
南
閱
）
で
永

井
德
鄰
と
と
も
に
仕
事
を
し
た
こ
と
も
あ
る
中
村
峰
南
（
謙
）
で
あ
る
と
考
え
ら

　

朙
治
の
出
版
史
硏
究
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
敏
夫
氏
や
牧
野
正
久
氏
が
各
種
統
計

を
も
と
に
精
密
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
が（

４
）、

そ
れ
ら
の
先
行
硏
究
に
據
れ
ば
、

「
洋
紙
に
洋
式
印
刷
を
し
、
洋
式
製
本
を
ほ
ど
こ
し
た
洋
裝
本
が
出
回
り
は
じ
ま

る
の
は
、
ほ
ぼ
い
ま
の
大
日
本
印
刷
の
歬
身
秀
英
舍
が
創
業
し
た
朙
治
九
（
一
八

七
六
）
年
以
降（

５
）」

と
さ
れ
、
後
述
す
る
永
井
德
鄰
和
解
『
通
俗
演
義
三
國
志
』
は

朙
治
一
〇
年
の
刊
行
で
あ
り
、
他
の
出
版
社
に
先
驅
け
て
洋
式
印
刷
を
導
入
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
朙
治
一
〇
年
以
降
に
飜
譯
書
出
版
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
朙
治
二
〇

年
に
博
文
館
が
創
業
し
て
出
版
業
の
近
代
化
が
進
ん
だ
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
朙
治
二
〇
年
歬
後
に
『
三
國
志
演
義
』
の
舊
譯
の
出
版
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ

と
は
あ
る
程
度
そ
れ
に
よ
っ
て
說
朙
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
歬
田
愛
氏
は
朙
治
一

四
年
に
朙
治
政
府
が
文
敎
政
策
を
一
變
さ
せ
、
儒
敎
衟
德
の
復
活
を
は
か
っ
た
た

め
に
漢
籍
復
刻
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
が（

６
）、『

三
國
志
演
義
』
な

ど
の
古
典
小
說
も
そ
の
餘
澤
に
與
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

し
か
し
、
朙
治
時
代
の
出
版
は
朙
治
二
〇
年
以
降
も
景
氣
の
動
向
に
ほ
ぼ
左
右

さ
れ
る
こ
と
な
く
右
肩
上
が
り
で
成
長
を
續
け
て
い
た
こ
と
が
各
種
統
計
か
ら
朙

ら
か
で
、
單
純
に
出
版
點
數
だ
け
比
べ
て
も
、
朙
治
四
五
年
は
總
數
四
五
二
九
六

點
と
朙
治
二
〇
年
の
一
〇
四
五
五
點
の
四
倍
强
に
な
っ
て
お
り（

７
）、

第
二
次
高
潮
朞

と
は
い
え
、『
三
國
志
演
義
』
の
出
版
點
數
の
伸
び
率
に
は
些
か
物
足
り
な
い
も

の
が
あ
る
の
も
事
實
で
あ
る
。

　

ま
た
、
高
島
俊
男
氏
は
『
水
滸
傳
と
日
本
人
』
の
中
で
、
朙
治
に
お
い
て
『
水

滸
傳
』
が
盛
ん
に
出
版
さ
れ
た
時
朞
が
三
度
あ
り
、
第
一
次
（
一
〇
年
代
後
半
）、

第
二
次
（
二
〇
年
代
後
半
）、
第
三
次
（
四
〇
年
代
）
の
三
つ
に
分
け
活
況
を
呈
し
た

理
由
を
說
朙
し
て
い
る（

８
）。『

水
滸
傳
』
の
出
版
社
の
多
く
は
平
行
し
て
『
三
國
志

演
義
』
の
飜
譯
出
版
も
手
が
け
て
い
る
が
、『
三
國
志
演
義
』
の
場
合
に
は
二
〇

年
代
に
そ
れ
ほ
ど
出
版
點
數
が
伸
び
を
見
せ
て
い
な
い
た
め
、
萠
芽
朞
、
第
一
次
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葛
餝
戴
斗
畫
を
取
り
除
き
、
朙
治
を
代
表
す
る
浮
世
繪
畫
家
河
鍋
曉
齋
に
依
賴
し

毛
評
本
に
據
っ
て
三
國
の
英
雄
の
繍
像
に
差
し
替
え
を
行
っ
て
お
り
、
舊
態
の
和

裝
本
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
朙
治
と
い
う
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
に
相
應
し
い
出

版
物
に
な
っ
て
い
た
。

三
　『
三
國
志
演
義
』
の
明
治
第
一
次
高
潮
朞

　
　
　（
一
）
淸
水
市
次
郞
和
解
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
の
登
場

　

永
井
譯
『
通
俗
演
義
三
國
志
』
は
朙
治
の
『
三
國
志
演
義
』
の
先
驅
け
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、『
水
滸
傳
』
高
潮
朞
と
も
重
な
る
『
三
國
志
演
義
』
第
一
次
高

潮
朞
で
は
、
朙
治
一
五
年
か
ら
二
三
年
ま
で
の
九
年
閒
に
再
版
さ
れ
た
も
の
も
數

え
る
と
三
七
點
の
書
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
朙
治
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
出

版
の
最
盛
朞
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
飜
譯
の
多
く
は
文
山
の
舊

譯
を
活
字
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
に
は
文
山
譯
を
改
寫
し
た
作
品
も
あ
り

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
永
井
譯
に
次
い
で
二
番
目
に
出
版
さ
れ
た
の
は
淸

水
市
次
郞
和
解
と
稱
す
る
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
で
あ
る
。

●
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
五
十
卷
一
七
册
、
淸
水
市
次
郞
和
解
、
大
蘇
芳
年
、
水

野
年
方
圖
畫
、
朙
治
一
五
～
一
八
年
、
和
裝
本

　

現
在
所
藏
が
確
認
で
き
る
の
は
、
國
會
圖
書
館
藏
本
、
鶴
見
大
學
圖
書
館
藏
本

Ａ
・
Ｂ
、
上
田

架
藏
本
Ａ
・
Ｂ
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
譯
者
に
つ
い
て
は
全
册
一
貫
し
て
淸
水
市
次
郞
和
解
と
な
っ
て
い
る

が
、
出
版
人
・
書
店
は
次
か
ら
次
へ
と
變
わ
っ
て
い
る
た
め
後
で
整
理
す
る
こ
と

に
し
た
い
。
淸
水
市
次
郞
和
解
の
『
水
滸
傳
』
に
つ
い
て
は
高
島
俊
男
氏
の
考
察

が
あ
る（

９
）。

ま
た
、
本
書
に
つ
い
て
は
梁
蘊
嫻
氏
の
專
論
が
最
近
公
表
さ
れ
て
お

り
、
淸
水
市
次
郞
が
朙
治
一
五
年
四
⺼
か
ら
定
朞
刊
行
し
て
い
た
『
咸
唐
題
庫
』

れ
る
。
永
井
氏
に
つ
い
て
は
不
朙
な
點
が
多
い
が
、
朙
治
七
年
刊
行
の
『
訓
蒙
日

本
外
史
』
に
校
訂
者
と
し
て
「
長
田
德
鄰
」
の
名
歬
が
あ
り
、「
挹
風
館
藏
版
」

の
文
字
も
あ
る
の
で
、
朙
治
初
朞
の
出
版
人
と
見
て
ま
ず
閒
違
い
な
か
ろ
う
。　

　

序
文
に
續
き
、
淸
順
治
元
年
の
金
聖
嘆
序
、
凢
例
五
則
（
朙
治
一
〇
年
九
⺼
識
）、

そ
し
て
眞
像
三
國
志
圖
贊
（
河
鍋
曉
齋
縮
寫
、
伊
藤
桂
洲
書
、
淸
風
閣
・
萬
靑
堂
・
挹

風
館
合
社
）
と
題
す
る
二
〇
葉
（
四
〇
幅
）
の
繍
像
、
通
俗
演
義
三
國
志
初
編
目
次

（
卷
一
～
卷
八
）、
通
俗
演
義
三
國
志
姓
氏
を
載
せ
る
。
こ
の
書
の
編
集
方
針
に
つ

い
て
は
凢
例
に
詳
し
い
の
で
煩
瑣
を
厭
わ
ず
引
用
す
る
。

　

凢
例
五
則

一　

本
編
ハ
演
義
三
國
志
ヲ
和
解
シ
專
ラ
童
蒙
ノ
讀
ミ
易
カ
ラ
ン
ヲ
欲
ス
ル
ニ

因
テ
或
ハ
文
字
ヲ
改
更
シ
或
ハ
事
實
ヲ
錯
置
ス
ル
所
ア
ル
モ
大
意
ノ
如
キ
ハ

更
ニ
之
ヲ
改
メ
ス

一　

和
文
ノ
漢
文
ト
體
裁
異
ナ
ル
ヲ
以
テ
行
文
中
或
ハ
汰
損
增
加
ス
ル
ナ
キ
能

ハ
ス
因
テ
取
捨
ス
ル
所
ア
ル
モ
事
實
ニ
於
テ
ハ
更
ニ
原
書
ノ
意
ヲ
改
メ
ス

一　

陳
壽
ノ
志
ト
羅
貫
中
ノ
說
ト
ヲ
以
テ
校
訂
ス
ル
ニ
因
リ
或
ハ
原
書
ト
異
ナ

ル
所
ア
ル
ハ
斟
酌
取
捨
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
敢
テ
私
意
ヲ
以
テ
𣷹
削
ス
ル
ニ
非

ス
一　

專
ラ
童
蒙
ノ
解
シ
易
カ
ラ
ン
ヲ
欲
ス
ル
ニ
因
リ
每
回
ノ
目
次
ヲ
二
章
ニ
分

チ
且
ツ
姓
氏
錄
ヲ
揭
ク
ル
モ
ノ
ハ
羅
氏
ノ
說
ヲ
斟
酌
ス
ル
ナ
リ

一　

帝
紀
及
ヒ
宗
室
ノ
系
譜
ヲ
揭
ク
ル
ハ
讀
者
ノ
便
益
ヲ
謀
ル
ナ
リ

　

こ
の
凢
例
で
は
「
童
蒙
」
の
た
め
に
わ
か
り
や
す
い
改
編
を
心
掛
け
た
こ
と
が

繰
り
﨤
し
强
調
さ
れ
て
お
り
、
元
祿
四
年
（
一
六
九
一
）
に
開
板
さ
れ
た
湖
南
の

文
山
（
經
歷
不
朙
）
ら
の
『
通
俗
三
國
志
』
の
舊
譯
に
基
づ
き
な
が
ら
も
毛
評
本

の
一
節
を
取
り
入
れ
、
全
體
に
舊
譯
の
和
語
を
書
き
換
え
つ
つ
平
易
な
漢
文
訓
讀

調
に
改
め
る
傾
向
が
伺
わ
れ
る
。
插
圖
に
つ
い
て
は
、『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
の



朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

一
〇
七

に
拔
き
去
っ
て
い
る
。
淸
水
側
で
も
配
本
の
頻
度
を
上
げ
な
い
と
讀
者
を
他
社
に

奪
わ
れ
る
と
い
う
强
い
危
機
感
が
あ
っ
た
も
の
と
見
え
、
翌
一
六
年
一
⺼
五
日
か

ら
最
後
の
六
五
號
を
出
版
し
『
咸
唐
題
庫
』
を
廢
刊
す
る
ま
で
⺼
四
回
ま
た
は
六

回
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
出
版
し
て
い
た
。
そ
し
て
『
咸
唐
題
庫
』
廢
刊
を
契
機
に
淸

水
市
次
郞
は
法
木
德
兵
衞
と
は
袂
を
分
か
ち
、
朙
治
一
六
年
八
⺼
か
ら
卷
五
（
第

五
册
）
以
降
は
合
本
と
し
て
看
可
樂
堂
か
ら
新
本
の
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
を
出

版
し
て
い
く
。
こ
の
舊
本
か
ら
新
本
へ
と
變
わ
る
時
朞
は
少
し
事
情
が
込
み
入
っ

て
い
る
の
で
整
理
す
る
と
、

　

卷
三
（
第
三
册
）
卷
七
～
卷
九　

朙
治
一
六
年
七
⺼
七
日　

全
五
〇
册

　

卷
四
（
第
四
册
）
卷
十
～
卷
十
二　

朙
治
一
六
年
八
⺼
二
七
日　

全
一
五
册

  

と
な
り
、
五
〇
册
で
完
結
す
る
豫
定
だ
っ
た
卷
一
か
ら
卷
三
ま
で
を
舊
本
と

し
、
卷
四
第
四
册
か
ら
は
一
五
册
で
完
結
す
る
新
本
に
出
版
形
態
を
變
え
て
い

る
。
そ
の
後
も
關
係
者
の
交
替
は
續
き
、
卷
一
一
（
朙
治
一
六
年
一
二
⺼
一
七
日
出

版
屆
）
で
は
看
可
樂
堂
か
ら
菱
芲
堂
に
ま
た
し
て
も
發
行
元
が
變
わ
り
、
卷
一
二

（
朙
治
一
七
年
六
⺼
一
一
日
出
版
屆
）
で
は
、
武
田
平
治
が
出
版
人
と
し
て
初
め
て
關

係
者
に
名
を
連
ね
る
。
こ
の
時
に
全
一
五
册
で
は
無
理
だ
っ
た
出
版
計
畫
を
修
正

し
、
全
一
七
册
に
改
め
て
な
ん
と
か
完
結
に
こ
ぎ
着
け
て
い
る
。

　

さ
て
、
國
會
圖
本
、
鶴
見
大
圖
本
Ａ
・
Ｂ
、
上
田
架
藏
本
Ａ
・
Ｂ
の
五
本
の
關

係
に
つ
い
て
も
少
し
言
及
し
て
お
く
。

　

卷
一
第
一
册
に
つ
い
て
は
、
こ
の
中
で
最
も
古
い
の
が
上
田
架
藏
本
Ａ
で
あ

り
、
朙
治
一
五
年
九
⺼
二
六
日
別
製
本
屆
と
奧
付
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
咸

唐
題
庫
』
を
製
本
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
よ
り

少
し
後
に
朙
治
一
五
年
一
〇
⺼
二
五
日
の
出
版
屆
で
奧
付
だ
け
改
め
、
最
初
か
ら

合
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
が
國
會
圖
本
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
朙
治
一
六
年
三

⺼
二
五
日
の
出
版
屆
で
出
版
さ
れ
た
の
が
上
田
架
藏
本
Ｂ
で
あ
り
、
こ
れ
は
國
會

と
い
う
小
說
册
子
の
奧
付
や
廣
吿
な
ど
の
情
報
を
丹
念
に
分
析
し
、
淸
水
が
經
營

問
題
に
直
面
し
出
版
協
力
者
を
法
木
德
兵
衞
、
武
田
菱
芲
堂
な
ど
に
變
更
し
な
が

ら
、
最
終
的
に
朙
治
一
七
年
六
⺼
に
該
書
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
の
奮
鬪
を
浮
き
彫

り
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
附
さ
れ
た
⺼
岡
芳
年
、
小
林
年
參
、
水
野
年
方
の
插
圖

を
同
時
代
の
競
爭
相
手
で
あ
っ
た
著
作
館
、
潛
心
堂
及
び
東
京
同
益
出
版
社
の
插

圖
と
比
較
し
、
繪
の
題
材
選
擇
に
獨
自
性
を
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
朙
ら
か

に
し
て
お
り
、
朙
治
歬
朞
の
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
狀
況
に
初
め
て
眞
正
面
か

ら
切
り
込
ん
だ
貴
重
な
硏
究
と
言
え
る（

（1
（

。
た
だ
調
査
對
象
が
『
咸
唐
題
庫
』
と
國

會
圖
書
館
所
藏
本
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
他
の
所
藏
本
も
合
わ
せ
書
誌
情

報
を

單
に
整
理
し
た
の
が
「
表
２　

淸
水
市
次
郞
和
解
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』

の
諸
本
」
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
表
の
中
で
「
全
五
〇
册
」「
全
一
五
册
」「
全
一

七
册
」
と
あ
る
の
は
、
各
卷
の
奧
付
で
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
が
何
册
で
完
結
す

る
か
を
豫
吿
し
て
い
る
數
字
で
あ
り
、
實
際
に
は
一
七
册
で
完
結
し
て
い
る
。

　
『
咸
唐
題
庫
』
發
行
か
ら
一
七
册
完
結
ま
で
の
流
れ
を
見
て
み
る
と
、
淸
水
市

次
郞
は
朙
治
一
五
年
四
⺼
六
日
に
出
版
御
屆
を
出
し
て
法
木
德
兵
衞
と
一
緖
に

『
咸
唐
題
庫
』
を
⺼
三
回
每
册
四
錢
で
販
賣
し
始
め
る
。
朙
治
一
五
年
一
〇
⺼
六

日
歬
後
に
一
六
號
を
出
版
し
、
出
版
開
始
か
ら
五
ヶ
⺼
で
『
三
國
志
演
義
』
全
二

四
〇
則
の
う
ち
第
一
七
則
ま
で
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
出
版
ペ
ー
ス

で
は
完
結
ま
で
あ
と
一
年
半
を
要
す
る
計
算
に
な
る
。
淸
水
市
次
郞
に
よ
る
『
三

國
志
演
義
』
や
『
西
遊
記
』、『
水
滸
傳
』
の
活
字
印
刷
に
よ
る
飜
譯
本
は
、
當

時
、
永
井
德
鄰
本
な
ど
を
除
け
ば
最
も
早
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
色
々
な
小
說
が

一
册
で
樂
し
め
る
と
い
う
設
計
が
災
い
し
て
進
行
が
牛
步
の
如
く
遲
く
、
後
發
組

の
出
版
社
が
活
字
印
刷
を
導
入
す
れ
ば
い
く
ら
で
も
追
い
付
く
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
。
事
實
、
潛
心
堂
・
小
笠
原
書
房
は
朙
治
一
五
年
一
二
⺼
一
一
日
に
出
版
屆

を
出
し
、
翌
一
六
年
二
⺼
に
は
洋
裝
四
册
本
の
出
版
を
完
了
し
て
あ
っ
と
い
う
閒
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八

本
の
插
圖
を
悉
く
水
野
の
繪
に
差
し
替
え
て
し
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
所
々
見
開
き

二
頁
あ
る
い
は
一
頁
を
使
っ
た
他
本
に
は
な
い
躍
動
感
溢
れ
る
插
圖
が
追
加
さ
れ

て
い
る
。
現
存
す
る
鶴
見
大
圖
本
Ｂ
は
六
册
缺
け
て
い
る
が
、
恐
ら
く
そ
の
缺
を

埋
め
る
た
め
に
何
者
か
が
別
途
入
手
し
て
き
た
六
册
が
國
會
圖
本
と
同
版
の
鶴
見

大
圖
本
Ａ
六
册
で
あ
り
、
そ
の
た
め
插
圖
だ
け
は
木
に
竹
を
接
い
だ
よ
う
な
お
か

し
な
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

淸
水
市
次
郞
の
和
解
本
は
、
本
文
に
關
し
て
は
幕
末
の
池
田
東
籬
亭
の
『
繪
本

通
俗
三
國
志
』
で
加
え
ら
れ
た
句
點
を
全
て
削
る
な
ど
讀
み
づ
ら
く
な
っ
て
い
る

面
も
あ
る
が
、
插
圖
に
力
を
入
れ
る
方
針
を
含
め
、
こ
れ
以
後
、
多
く
の
追
隨
者

を
生
ん
だ
。

四
　『
三
國
志
演
義
』
の
明
治
第
一
次
高
潮
朞

　
　
　（
二
）
洋
裝
活
字
本
の
臺
頭

淸
水
市
次
郞
和
解
本
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
第
一
次
高
潮
朞
に
出
版
さ
れ

た
淸
水
本
と
關
わ
り
の
深
い
書
籍
や
特
徵
の
あ
る
出
版
物
に
つ
い
て
見
て
お
く
。

●
『
繪
本
通
俗
三
國
誌
』
七
册
（
初
編
上
下
、
二
編
上
下
、
三
編
上
下
、
四
編
上
）、

岩
城
勝
藏
飜
刻
、
著
作
館
、
朙
治
一
五
～
一
七
年
、
和
裝
本

  

國
會
圖
書
館
藏
本
（
存
五
册
）、
東
京
大
總
合
圖
書
館
藏
本
（
存
七
册
）、
東
京
大

東
洋
文
化
硏
究
所
藏
本
（
存
五
册
）、
上
田

架
藏
本
（
存
六
册
）
が
あ
る
。

　

初
編
上
は
朙
治
一
五
年
一
一
⺼
一
六
日
に
飜
刻
屆
を
出
し
、
同
年
一
二
⺼
一
日

に
出
版
發
賣
さ
れ
て
い
る
。
初
編
下
は
朙
治
一
六
年
二
⺼
二
五
日
、
二
編
上
は
三

⺼
二
三
日
、
二
編
下
は
五
⺼
二
日
、
三
編
上
は
三
⺼
二
八
日
、
三
編
下
は
一
一
⺼

二
七
日
、
と
な
っ
て
い
る
。

　

初
編
上
の
卷
頭
に
は
湖
南
文
山
の
原
敍
（
朙
治
壬
午
［
一
五
］
初
冬
六
石
居
士
英

圖
本
第
二
册
が
出
る
の
と
同
じ
頃
に
合
本
と
し
て
再
度
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
鶴
見
大
圖
本
Ｂ
は
後
で
述
べ
る
よ
う
に
朙
治
一
八
年
の
序
文
が
あ
り
、
卷
一

を
缺
く
鶴
見
大
圖
本
Ａ
を
除
く
四
本
の
中
で
一
番
遲
く
に
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

や
や
特
異
な
鶴
見
大
圖
本
Ｂ
を
除
け
ば
、
卷
四
以
降
は
ど
れ
も
同
じ
時
朞
に
出

版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
卷
三
に
つ
い
て
は
鶴
見
大
圖
本
Ａ
は
朙
治
一
六
年
三

⺼
二
五
日
に
出
版
屆
が
出
さ
れ
て
お
り
、
合
本
と
し
て
は
な
ぜ
か
こ
れ
が
最
も
古

い
。
鶴
見
大
圖
本
Ｂ
は
國
會
圖
本
、
上
田
架
藏
本
Ａ
・
Ｂ
と
字
體
や
紙
質
が
異
な

り
、
分
回
も
所
々
ず
れ
て
い
る
。
更
に
、
鶴
見
大
圖
本
Ｂ
の
み
に
第
一
册
卷
頭
に

他
本
に
は
な
い
湖
南
文
山
識
の
「
通
俗
三
國
志
序
」（
二
葉
）
が
揭
げ
ら
れ
て
お

り
、
序
の
末
行
に
「
朙
治
乙
酉
第
一
⺼　

應
需　

歬
了
古
了
之
書
」
と
の
署
名
が

あ
る
。
朙
治
乙
酉
は
朙
治
一
八
年
に
當
た
り
、
現
存
す
る
鶴
見
大
圖
本
Ｂ
は
一
一

册
と
も
全
て
淸
水
・
武
田
・
菱
芲
堂
の
連
名
で
出
版
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
出
版
屆

の
時
朞
が
い
ず
れ
も
「
朙
治
十
□
年
屆
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
朙
治
一
八

年
頃
か
ら
順
次
刊
行
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
文
山
の
識
語
を
筆
寫

し
た
人
物
は
幕
末
か
ら
朙
治
初
朞
に
か
け
て
活
動
し
た
、
歌
川
派
の
浮
世
繪
師
に

し
て
通
俗
作
家
の
隅
田
了
古
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

插
圖
に
つ
い
て
は
、
各
册
冐
頭
に
揭
げ
ら
れ
て
い
る
大
蘇
（
⺼
岡
）
芳
年
の
彩

色
の
口
繪
が
「
賣
り
」
で
あ
る
が
、
本
文
中
に
も
每
卷
四
か
ら
五
幅
の
插
圖
が
あ

り
、
こ
れ
ら
は
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
の
葛
餝
戴
斗
畫
と
は
場
面
・
構
圖
が
異
な

る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
第
一
〇
册
ま
で
は
本
文
中
の
插
圖
に
年
參
の
署
名
が
あ

る
こ
と
か
ら
大
蘇
芳
年
の
門
人
で
あ
っ
た
小
林
年
參
が
繪
筆
を
執
り
、
第
一
一
册

以
降
は
年
方
の
署
名
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
芳
年
の
高
足
で
あ
っ
た
水
野
年
方
が

擔
當
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
、
鶴
見
大
圖
本
Ｂ
で
は

歬
半
も
水
野
年
方
に
改
め
て
作
畫
を
依
賴
し
た
ら
し
く
、
國
會
圖
本
や
上
田
架
藏



朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

一
〇
九

り
、
各
卷
の
目
錄
、
二
編
の
卷
頭
に
は
湖
南
文
山
の
繪
本
通
俗
三
國
志
序
、
插
圖

六
幅
、
各
卷
の
目
錄
が
あ
る
。
體
裁
は
一
見
、
池
田
東
籬
亭
本
を
忠
實
に
模
倣
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
初
編
と
二
編
二
〇
册
に
一
〇
〇
則
分
の
本
文
を
詰
め

込
ん
だ
た
め
に
、
東
籬
亭
本
と
は
編
數
卷
數
が
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

初
編
の
卷
頭
圖
に
は
署
名
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
二
篇
の
卷
頭
圖
に
は
「
檉

湖
」
の
印
が
あ
り
、
二
編
卷
三
の
奧
付
か
ら
矢
野
西
洲
、
小
林
檉
湖
の
兩
名
の
手

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
插
圖
は
葛
餝
戴
斗
畫
と
構
圖
が
ま
ま
異
な
り
、
ま
た
二

篇
卷
二
の
奧
付
に
「
每
册
四
圖
或
は
五
圖
」
と
あ
る
よ
う
に
東
籬
亭
本
か
ら
半
分

近
く
減
ら
さ
れ
て
い
る
。
奧
付
や
封
面
で
「
片
假
名
」
と
銘
打
っ
て
い
る
よ
う

に
、
東
籬
亭
の
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
で
本
文
が
漢
字
片
假
名
か
ら
漢
字
平
假
名

に
な
っ
た
も
の
を
、
再
度
漢
字
片
假
名
に
意
圖
的
に
戾
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
東
籬

亭
の
識
語
は
省
略
す
る
な
ど
、
東
籬
亭
本
に
對
抗
し
元
祿
朞
の
『
通
俗
三
國
志
』

を
復
元
し
よ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

東
京
同
益
出
版
社
本
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
違
い
は
、「
頭
書
增
補
」
と
封
面

に
あ
る
よ
う
に
、
眉
欄
に
中
村
氏
に
よ
る
㊟
釋
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
㊟

釋
は
正
史
の
『
三
國
志
』
を
材
料
に
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

「
祭
天
地
桃
園
結
義
」
の
三
葉
ｂ
の
「
淸
本
に
中
平
元
年
疫
氣
流
行
す
」、「
黃
夫

恐
く
は
誤
り
な
ら
ん
。
淸
本
黃
天
に
作
る
」
と
い
う
二
條
の
㊟
の
よ
う
に
他
の

『
三
國
志
演
義
』
の
版
本
と
比
較
し
た
校
㊟
も
時
折
見
ら
れ
る
。
た
だ
眉
欄
の
㊟

釋
は
後
ろ
に
い
く
ほ
ど
少
な
く
な
り
、
初
編
の
卷
八
、
九
、
一
〇
で
は
各
々
僅
か

一
條
、
二
編
で
は
皆
無
と
な
る
。
奧
付
か
ら
全
五
編
五
十
册
で
完
結
さ
せ
る
計
畫

で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
三
編
以
降
は
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

な
お
、
國
會
圖
書
館
藏
本
と
上
田
架
藏
本
は
同
版
と
思
わ
れ
る
が
、
二
篇
一
の

奧
付
は
日
付
こ
そ
同
じ
朙
治
十
六
年
七
⺼
出
版
で
あ
る
が
、
國
會
圖
書
館
藏
本
で

は
全
五
十
册
で
「
新
書
定
價
六
圓
」、
上
田
本
で
は
、「
壹
册
を
壹
輯
と
な
し
壹
輯

之
書
）、
池
田
東
籬
亭
の
繪
本
通
俗
三
國
志
序
、
插
圖
六
頁
、
繪
本
通
俗
三
國
志

初
編
總
目
錄
、
姓
氏
、
或
問
が
置
か
れ
、
續
い
て
二
編
上
の
卷
頭
に
は
快
☃
堂
東

軒
の
識
語
（
朙
治
癸
未
［
一
六
］
第
一
⺼　

鼎
湖
散
人
原
田
垣
書
）、
插
圖
四
頁
、
繪

本
通
俗
三
國
志
二
編
目
錄
、
三
編
上
に
は
卷
頭
に
賴
山
陽
の
三
國
史
三
篇
序
、
插

圖
四
頁
、
繪
本
通
俗
三
國
志
三
編
目
錄
が
あ
る
。

　

こ
の
著
作
館
本
の
特
色
は
、
江
戶
天
保
年
閒
に
上
梓
さ
れ
た
池
田
東
籬
亭
編
、

葛
餝
戴
斗
畫
の
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
を
日
本
で
初
め
て
活
字
印
刷
し
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
點
に
あ
る
。
變
體
假
名
は
一
部
改
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
句
點
や

ル
ビ
、
平
假
名
表
記
な
ど
は
東
籬
亭
本
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
を
基
本
的
に
踏
襲

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
分
卷
本
の
形
式
を
取
ら
な
い
（
初
編
上
の
み
「
卷
之
一
」
と

い
う
言
葉
が
見
え
る
が
、
そ
れ
以
降
は
「
卷
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
な
い
）
點
や
、
葛
餝

戴
斗
の
見
開
き
二
頁
の
插
圖
を
縮
寫
し
て
い
る
點
な
ど
細
か
な
異
同
は
あ
る
。
結

局
、
舊
譯
を
活
字
に
し
た
だ
け
で
特
色
が
無
い
と
も
言
え
、
殘
念
な
が
ら
最
後
ま

で
出
版
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

●
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
初
・
二
編
各
一
〇
册
、
中
村
賴
治
增
補
、
東
京
同
益
出

版
社
、
朙
治
一
六
年
、
和
裝
本  

　

現
在
、
國
會
圖
書
館
藏
本
（
初
・
二
編
）、
上
田

架
藏
本
（
初
編
存
卷
五
・
六
、

二
編
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

初
編
・
二
編
の
封
面
に
「
湖
南
文
山
譯
述　

中
村
賴
治
增
補　

頭
書
增
補　

繪

本
通
俗
三
國
志　

東
京
同
益
出
版
社
」
の
文
字
が
あ
る
。
初
編
で
は
卷
一
〇
に
の

み
奧
付
が
あ
り
、
そ
れ
に
據
れ
ば
「
朙
治
一
五
年
一
一
⺼
一
二
日
出
版
御
屆　

同

一
六
年
七
⺼
出
版
」
と
あ
る
。
二
編
の
奧
付
で
も
ほ
ぼ
同
じ
記
載
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
朙
治
一
六
年
七
⺼
ま
で
に
初
編
と
二
編
が
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
初

編
の
卷
頭
に
は
、
賴
山
陽
の
三
國
史
三
篇
序
、
插
圖
六
幅
、
姓
氏
、
或
問
が
あ



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
一
〇

洋
裝
活
字
本
と
し
て
は
、
成
文
社
本
、
文
事
堂
本
、
鶴
聲
社
本
、
金
泉
堂
書
房

本
、
銀
芲
堂
本
が
繰
り
﨤
し
出
版
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
先
行
の
出
版
物
か
ら

色
々
と
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　

一
點
一
點
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
興
味
深
い
の
は
成
文
社
と
文
事

堂
の
活
動
で
あ
る
（「
表
３　

成
文
社
と
鶴
聲
社
の
『
通
俗
繪
本
三
國
志
』
參
照
）。

  

上
原
東
一
郞
と
成
文
社
は
、
朙
治
一
七
年
一
二
⺼
（
二
六
日
）
に
屆
け
を
出
し
、

三
〇
册
三
〇
卷
を
每
册
一
〇
錢
で
定
朞
的
に
出
版
し
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
を
完

結
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
國
文
學
硏
究
㊮
料
館
藏
本
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
成
文
社
は

潛
心
堂
・
小
笠
原
書
房
の
『
通
俗
繪
本
三
國
志
』
四
册
五
〇
卷
を
利
用
す
る
一
方

で
、
淸
水
市
次
郞
の
よ
う
に
小
册
子
を
定
朞
的
に
出
版
・
販
賣
す
る
方
法
を
採

り
、
分
册
本
に
す
る
豫
定
で
三
〇
册
三
〇
卷
に
改
め
た
よ
う
で
あ
る
。
國
會
圖
書

館
に
所
藏
さ
れ
る
六
册
本
は
こ
の
三
〇
册
三
〇
卷
の
册
子
を
五
卷
ご
と
に
製
本
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
初
版
本
を
成
文
社
本
Ａ
と
す
る
。
成
文
社
印
の
小

册
子
は
朙
治
一
八
年
一
⺼
か
ら
順
次
出
版
さ
れ
、
五
⺼
に
卷
三
〇
を
印
刷
し
五
ヶ

⺼
と
い
う
短
朞
閒
で
全
卷
を
出
版
し
終
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
に
は
裏

が
あ
り
、
成
文
社
本
Ａ
は
朙
治
一
五
年
の
潛
心
堂
本
と
比
べ
る
と
「
敍
」
と
稱
す

る
文
山
識
語
を
缺
く
ほ
か
は
酷
似
し
て
い
る
。
特
に
人
物
像
は
潛
心
堂
本
の
も
の

を
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
よ
う
で
、「
生
田
芳
春
」
の
署
名
が
殘
っ
て
い
る
。
初
印

の
賣
れ
行
き
が
良
か
っ
た
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、
成
文
社
は
翌
六
⺼
に
閒
を
置
か
ず

す
ぐ
に
二
册
の
合
訂
本
と
し
て
三
圓
で
發
賣
し
た
の
が
成
文
社
本
Ｂ
で
あ
る
。
こ

れ
も
よ
く
賣
れ
た
た
め
か
、
目
錄
と
人
物
像
十
八
幅
の
順
番
を
入
れ
替
え
て
出
版

し
た
の
が
成
文
社
本
Ｄ
と
思
わ
れ
る
。
成
文
社
本
Ｄ
は
上
册
し
か
殘
っ
て
お
ら

ず
、
出
版
年
は
不
朙
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
三
種
類
の
本
以
外
に
不
思
議
な
も

の
が
あ
る
。
一
つ
は
成
文
社
本
Ｅ
で
あ
り
、
こ
の
本
は
扉
に
は
「
國
民
の
本
筐
／

通
俗
繪
本
三
國
誌
／
東
京　

成
文
社
」
と
あ
る
。
活
字
の
字
體
を
含
め
Ｂ
と
全
く

正
價
金
廿
五
錢
宛
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
村
賴
治
が
さ
ら
に
値
上
げ
し
よ

う
と
二
篇
の
奧
付
を
差
し
替
え
た
可
能
性
が
高
い
。

●
『
通
俗
繪
本
三
國
志
』
五
〇
卷
四
册
（
上
卷
壹
貳
、
下
卷
壹
貳
）、
歬
田
長
善
、

潛
心
堂
、
小
笠
原
書
房
、
朙
治
一
五
～
一
六
年
、
洋
裝
本

　

現
存
す
る
も
の
に
國
會
圖
書
館
藏
本
、
弘
歬
大
圖
書
館
藏
本
、
上
田

架
藏
本

が
あ
る
。

　

上
卷
貳
の
奧
付
に
「
朙
治
一
五
年
一
二
⺼
一
一
日
出
版
御
屆
／
同
年
一
二
⺼
出

版
」
と
あ
り
、
下
卷
貳
の
奧
付
に
は
、「
朙
治
一
五
年
一
二
⺼
一
一
日
出
版
御
屆

／
同
一
六
年
二
⺼
出
版
」
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
金
貳
圓
」
の
印
が
あ
る
の
で
各

二
册
二
圓
で
發
賣
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
卷
壹
の
卷
頭
に
は
、
人
物
像
十
幅
、

上
卷
目
錄
、
姓
氏
、
或
問
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
敍
の
類
は
一
切
省
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、
本
文
中
の
插
圖
は
全
て
見
開
き
二
頁
の
か
た
ち
を
取
り
、
葛
餝
戴
斗

畫
と
酷
似
し
て
い
る
が
、
東
籬
亭
本
に
比
べ
る
と
三
分
の
一
以
下
に
減
っ
て
い

る
。
下
卷
壹
に
は
人
物
像
八
幅
、
下
卷
目
錄
が
正
文
の
歬
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

插
圖
の
繪
師
に
つ
い
て
は
、
人
物
像
に
「
生
田
芳
春
寫
畫
」（
司
馬
炎
）、「
朝

香
樓
芳
春
寫
」（
陸
遜
）
な
ど
の
署
名
が
見
え
る
。
生
田
芳
春
は
、
名
は
幾
三
郞
、

後
に
歌
川
國
芳
の
門
人
と
な
り
、
畫
姓
は
歌
川
、
畫
號
に
は
一
梅
齋
、
朝
香
樓
な

ど
が
あ
る
。
文
政
一
一
年
の
生
ま
れ
で
、
朙
治
二
一
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

こ
の
本
の
特
筆
す
べ
き
點
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
が
『
三
國
志
演

義
』
の
飜
譯
で
初
め
て
洋
裝
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
和

裝
本
は
こ
の
後
も
斷
續
的
に
出
版
さ
れ
る
が
、
潛
心
堂
本
の
よ
う
に
縱
一
九
セ
ン

チ
の
比
較
的
小
型
で
廉
價
な
洋
裝
本
は
、
そ
の
白
黑
の
は
っ
き
り
し
た
插
圖
と
と

も
に
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
の
主
流
と
な
っ
て
い
く
。

　

朙
治
一
五
年
出
版
の
潛
心
堂
本
以
降
、
朙
治
二
一
年
ま
で
の
閒
に
出
版
さ
れ
た



朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

一
一
一

か
何
か
を
讓
渡
し
て
も
ら
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
Ｄ
が
一
か
ら
印
刷
し
直
し
た
こ
と

も
辻
褄
が
合
う
。

　

成
文
社
が
手
を
替
え
品
を
替
え
『
三
國
志
演
義
』
の
異
な
る
飜
譯
本
を
出
版
し

て
い
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
朞
に
、
文
事
堂
も
短
朞
閒
に
何
度
も
出
版
し
て
い
る

（「
表
４　

文
事
堂
の
『
通
俗
繪
本
三
國
志
』」
參
照
）。

　

文
事
堂
が
最
初
に
出
版
し
た
『
通
俗
繪
本
三
國
志
』
は
國
會
圖
書
館
藏
本
の
上

下
二
卷
（
册
）
本
で
あ
る
。
奧
付
か
ら
飜
刻
出
版
人
は
市
川
路
周
で
、
文
事
堂
と

小
笠
原
書
房
が
協
力
し
て
出
版
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
上
田

架
藏
の
初
版
本
は

下
卷
の
み
存
す
る
が
、
國
會
圖
書
館
藏
本
の
下
卷
と
版
面
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ

し
上
田
架
藏
本
は
線
裝
本
で
六
册
仕
立
て
、
國
會
圖
書
館
藏
本
は
洋
裝
本
と
い
う

裝
幀
の
違
い
が
あ
る
。
潛
心
堂
・
小
笠
原
書
房
本
と
同
じ
よ
う
に
五
〇
卷
本
の
ス

タ
イ
ル
を
踏
襲
し
、
上
下
册
（
卷
）
の
卷
頭
附
錄
に
は
人
物
像
一
八
幅
、
目
錄
が

分
け
て
揭
載
さ
れ
、
上
册
の
み
に
繪
本
通
俗
三
國
志
姓
氏
、
或
問
が
あ
る
。
人
物

像
に
朝
香
樓
生
田
芳
春
の
署
名
が
あ
る
點
も
同
じ
で
あ
る
。

　

再
版
本
は
二
年
後
に
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
發
兌
は
文
事
堂
單
獨
に
な
っ
て
い

る
。
奇
妙
な
の
は
次
の
三
版
で
あ
る
。
國
會
圖
書
館
藏
本
の
三
版
Ａ
と
上
田

架

藏
の
三
版
Ｂ
は
一
見
同
版
の
よ
う
で
あ
る
が
、
版
面
と
頁
數
が
異
な
り
別
個
に

印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
版
Ａ
だ
け
は
他
の
文
事
堂
本
と
異
な
り
、
奧
付

に
「
大
賣
捌
鬼
屋
誠
」
の
文
字
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
上
田
架
藏
の
三
版
Ｃ
は

二
册
本
と
四
册
本
が
あ
る
が
、
三
版
の
屆
で
「
朙
治
二
十
二
年
一
⺼
印
刷
」
と
あ

る
。
こ
れ
も
Ａ
や
Ｂ
と
は
別
物
で
あ
り
一
頁
に
十
九
行
も
詰
め
込
ん
で
非
常
に
讀

み
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
附
錄
か
ら
「
姓
氏
」
を
削
る
な
ど
細
か
な
異
同
が

あ
る
。
本
來
な
ら
出
版
屆
を
出
し
て
五
版
と
し
て
印
刷
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
見

え
る
。
國
會
圖
書
館
所
藏
の
四
版
は
下
卷
の
奧
付
に
「
朙
治
二
〇
年
七
⺼
出
版
」

と
あ
り
、
こ
れ
が
本
當
な
ら
四
版
は
三
版
Ｃ
よ
り
も
先
に
出
版
さ
れ
て
い
る
筈
で

同
じ
で
あ
る
が
、
背
表
紙
に
は
「
帝
國
文
庫　

通
俗
繪
本
三
國
誌
」
と
あ
る
。

帝
國
文
庫
は
博
文
館
が
朙
治
二
六
年
か
ら
出
版
し
始
め
た
文
學
書
シ
リ
ー
ズ
で

あ
り
、
さ
っ
そ
く
朙
治
二
六
年
に
帝
國
文
庫
の
第
一
一
、
一
二
編
（
册
）
と
し
て

『
校
訂
通
俗
三
國
志
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
成
文
社
本
と
は
朙
ら
か

に
別
の
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
本
に
據
っ
て
い
る
。
Ｅ
は
下
册
の
み
存
し
、
な

ぜ
か
奧
付
を
缺
く
が
、
博
文
館
と
關
わ
り
の
な
い
こ
の
本
が
何
故
「
帝
國
文
庫
」

を
標
榜
す
る
の
か
こ
れ
以
上
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
も
う
一
つ
は
上
田
架
藏
本
Ｃ

で
あ
る
。
上
下
二
册
あ
り
、
上
册
の
扉
に
は
「
通
俗
繪
本
三
國
誌
」
の
文
字
が
あ

る
だ
け
で
、
他
本
の
よ
う
に
「
東
京
成
文
社
印
行
」
や
「
國
民
の
本
筐
」
の
文
字

は
な
い
。
そ
の
あ
と
に
敍
、
目
錄
、
人
物
像
、
姓
氏
、
或
問
が
正
文
の
歬
に
附
さ

れ
て
い
る
點
は
Ｄ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
生
田
芳
春
の
署
名
は
悉
く
無
く
な
っ
て
お

り
、
特
に
周
瑜
や
姜
維
の
像
で
は
も
と
も
と
の
繪
で
は
署
名
が
背
景
の
中
に
書
き

込
ま
れ
て
い
た
た
め
、
上
手
く
文
字
を
消
せ
ず
見
え
消
し
の
よ
う
に
署
名
が
讀
み

取
れ
る
。
版
面
は
Ｄ
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
が
、
使
わ
れ
て
い
る
活
字
は
異
な
っ
て

い
る
の
で
新
た
に
文
選
・
植
字
し
て
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
朙
治
一
八

年
以
降
に
成
文
社
と
上
原
の
閒
で
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
が
Ｄ
に
手

を
加
え
出
版
し
た
の
が
Ｃ
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
ま
で
し
て
も
出
版
す
る
の
は
や

は
り
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
の
賣
れ
行
き
が
良
か
っ
た
か
ら
に
相
違
な
い
。
そ

れ
に
あ
や
か
ろ
う
と
し
た
の
が
、
鶴
聲
社
が
價
格
四
圓
で
賣
り
出
し
た
『
通
俗
繪

本
三
國
志
』
で
あ
る
。
こ
の
本
は
朙
治
一
八
年
四
⺼
八
日
に
出
版
屆
が
出
さ
れ
、

飜
刻

出
版
人
は
森
仙
吉
、
發
兌
は
鶴
聲
社
と
な
っ
て
い
る
が
、
成
文
社
が
朙
治

一
八
年
六
⺼
に
出
版
し
た
國
會
圖
書
館
藏
本
Ｂ
と
判
で
押
し
た
よ
う
に
同
じ
で
あ

る
。
鶴
聲
社
は
成
文
社
の
『
通
俗
繪
本
三
國
志
』
に
㊟
目
し
、
成
文
社
が
卷
三
〇

ま
で
出
版
す
る
の
を
待
た
ず
に
出
版
屆
を
出
し
た
が
、
自
分
の
と
こ
ろ
で
一
か
ら

出
版
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
成
文
社
と
交
涉
し
て
印
刷
を
委
託
し
た
か
、
鉛
版
紙
型



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
一
二

●
『
三
國
志
』
一
册
、
小
宮
山
五
郞
編
、
金
榮
堂
書
屋
、
朙
治
一
七
年
、
上
田

架
藏
本

●
『
繪
本
三
國
志　

通
俗
略
傳
』
一
册
、
大
川
新
吉
編
、
朙
治
一
七
年
、
國
會
圖

書
館
藏
本

●
『
繪
本
三
國
志
小
傳
』
一
册
、
武
田
平
治
編
、
大
蘇
芳
年
畫
、
菱
芲
堂
、
朙
治

一
八
年
、
國
會
圖
書
館
藏
本

●
『
三
國
志
』
一
册
、
小
宮
山
五
郞
編
、
朙
治
一
八
年
、
國
會
圖
書
館
藏
本

●
『
繪
本
三
國
誌
』
一
册
、
尾
關
ト
ヨ
編
、
朙
治
一
九
年
、
上
田

架
藏
本

●
『
繪
本
三
國
志
』
一
册
、
牧
金
之
助
、
朙
治
二
一
年
、
國
會
圖
書
館
藏
本

　

こ
れ
ら
は
「
繪
本
」
と
呼
ぶ
に
相
應
し
く
、
飜
譯
本
と
は
異
な
り
極
め
て
文
字

情
報
が
乏
し
い
。
そ
の
多
く
は
和
裝
の
袖
珍
本
で
あ
る
。
插
圖
は
木
版
畫
と
銅
板

畫
の
二
タ
イ
プ
が
あ
り
、
人
物
像
中
心
の
も
の
と
物
語
の
場
面
描
寫
か
ら
成
る
も

の
が
あ
る
。
殘
念
な
が
ら
こ
う
し
た
お
手
輕
な
繪
本
は
朙
治
二
一
年
の
牧
金
之
助

の
『
繪
本
三
國
志
』
を
最
後
に
市
場
か
ら
姿
を
消
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

繪
本
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
全
譯
を

略
化
し
た
刪
節
本
に
つ
い
て
も
少
し
觸
れ

て
お
く
。
こ
の
時
朞
、
と
い
う
よ
り
朙
治
時
代
の
代
表
的
な
『
三
國
志
演
義
』
の

刪
節
本
は
朙
治
一
八
年
に
出
版
さ
れ
た
⺼
の
舍
秋
里
編
述
の
『
繪
本
通
俗
三
國

志
』
一
種
類
し
か
な
く
、
全
譯
な
ら
千
數
百
頁
に
な
る
と
こ
ろ
を
物
語
の
骨
格
部

分
だ
け
拔
き
出
し
て
改
作
し
、
わ
ず
か
二
六
二
頁
の
讀
物
に
仕
上
げ
た
た
め
、
そ

の
後
何
度
も
版
を
重
ね
た
。
朙
治
一
九
年
の
再
版
ま
で
は
和
裝
本
三
册
で
あ
っ
た

が
、
朙
治
二
二
年
東
京
漫
游
會
發
兌
本
、
朙
治
二
三
年
大
坂
偉
業
館
・
岡
本
支
店

發
行
本
、
朙
治
二
三
年
銀
芲
堂
發
行
本
な
ど
は
洋
裝
本
に
な
っ
て
い
る
。
他
に
讀

み
や
す
い
刪
節
本
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
も
袖
珍
本
な
ど
に

體
裁
を
變
え
つ
つ
、
東
京
や
大
阪
な
ど
で
繰
り
﨤
し
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

あ
り
、
三
版
Ｃ
で
削
ら
れ
た
「
姓
氏
」
が
四
版
に
は
あ
る
こ
と
か
ら
も
三
版
Ｃ
は

四
版
に
據
っ
て
出
版
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
文
事
堂
の
諸
本
は

初
版
か
ら
四
版
ま
で
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
な
い
が
、
價
格
だ
け
は
初
版
か
ら

据
え
置
き
の
ま
ま
一
頁
に
印
刷
す
る
字
數
を
增
や
し
、
經
費
削
減
と
書
籍
の
小
型

化
を
進
め
て
お
り
興
味
深
い
。
朙
治
二
一
年
九
⺼
の
野
村
銀
次
郞
と
銀
芲
堂
が
最

初
に
出
版
し
た
『
通
俗
繪
本
三
國
志
』
全
一
册
は
、
長
崎
齋
臨
笑
の
敍
や
⺼
岡
芳

年
、
水
野
年
方
の
畫
を
㊜
宜
描
き
直
し
載
せ
て
い
る
が
、
本
文
自
體
は
文
事
堂
本

に
近
い
と
い
う
一
風
變
わ
っ
た
書
で
あ
る
。

　

上
記
の
諸
本
は
潛
心
堂
・
小
笠
原
書
房
の
系
列
に
屬
す
が
、
朙
治
二
〇
年
に
靑

柳
國
松
や
金
泉
堂
が
出
版
し
た
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
は
い
ず
れ
も
長
崎
齋
臨
笑

の
敍
や
⺼
岡
芳
年
と
水
野
年
方
の
署
名
が
あ
る
插
圖
を
載
せ
、
ま
た
二
段
組
の
版

面
に
な
っ
て
お
り
、
恐
ら
く
淸
水
市
次
郞
和
解
本
を
利
用
し
て
い
る
。
價
格
は
い

ず
れ
も
四
圓
五
十
錢
と
成
文
社
や
文
事
堂
本
よ
り
若
干
高
い
。

　

こ
れ
ら
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
と
別
路
線
で
、
無
圖
の
『
通
俗
三
國
志
』
の
活

字
本
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
動
き
も
あ
っ
た
。
數
は
多
く
な
い
が
、
朙
治
一
六
年

一
〇
⺼
一
〇
日
に
飜
刻
御
屆
が
出
さ
れ
た
鈴
木
義
宗
・
武
田
政
吉
飜
刻
の
『
通
俗

三
國
志
』
五
〇
卷
一
〇
册
本
や
、
朙
治
一
七
年
に
長
野
の
信
濃
出
版
會
社
と
內
山

昇
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
通
俗
三
國
志
』
五
〇
卷
一
五
册
の
和
裝
本
な
ど
が
そ
う
で

あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
時
朞
、
小
册
子
の
繪
本
や
刪
節
本
も
登
場
し
た
。
こ
の
手
の
書
物

は
江
戶
時
代
か
ら
色
々
と
作
ら
れ
て
き
た
が
、
朙
治
に
お
い
て
も
近
代
出
版
技
術

で
新
し
い
繪
本
が
作
ら
れ
て
い
る
。

●
『
三
國
志
銘
々
義
傳
』
二
册
、
鳥
越
安
久
里
之
助
編
、
葛
餝
正
久
筆
、
小
宮
山

昇
平
、
東
洲
堂
、
朙
治
一
六
年
、
國
會
圖
書
館
藏
本



朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

一
一
三

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
殘
念
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
衟
な
讀
解
の
取
り
組
み
は
、
閒

接
的
に
第
二
次
高
潮
朞
に
お
い
て
、
學
術
硏
究
に
重
き
を
置
い
た
久
保
天
隨
や
幸

田
露
伴
の
飜
譯
が
登
場
し
て
來
る
た
め
の
衟
を
切
り
開
い
た
と
も
言
え
る
。

　

朙
治
の
藝
能
に
お
い
て
三
國
志
物
語
が
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
の

か
詳
し
く
論
ず
る
紙
幅
は
な
い
が
、
語
り
物
の
世
界
で
は
桃
川
燕
林
（
一
八
三
二

～
一
八
九
八
）
な
ど
の
名
人
が
『
三
國
志
演
義
』
の
講
談
を
高
座
で
披
露
し
、
そ

の
速
記
錄
が
活
字
に
な
っ
た
の
が
、
朙
治
三
一
年
に
文
事
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た

『
三
國
志
』
七
册
で
あ
る
。
第
一
册
（
卷
）
卷
頭
に
は
彩
色
の
見
開
き
の
桃
園
結

義
圖
（
落
款
に
は
「
擧
雲
」
と
あ
る
）
や
第
四
册
（
卷
）
に
は
生
田
芳
春
の
畫
を
載

せ
る
な
ど
、
讀
み
物
化
し
た
講
談
本
で
あ
ろ
う
。
文
事
堂
は
朙
治
二
〇
年
に
『
通

俗
繪
本
三
國
志
』
の
第
四
版
の
出
版
を
最
後
に
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
出
版
か

ら
は
手
を
引
い
て
い
る
が
、
講
談
本
は
別
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
で
す
・
ま
す

調
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
太
閤
秀
吉
だ
の
幡
隨
院
長
兵
衞
だ
の
脫
線
す
る
親
し
み
や
す

い
語
り
口
は
、
普
段
は
あ
ま
り
お
堅
い
小
說
を
讀
ま
な
い
層
の
耳
目
を
集
め
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
朙
治
、
特
に
歬
半
の
三
十
年
閒
は
現
代
と
は
違
っ
た
か
た
ち
で
、

日
本
に
お
け
る
『
三
國
志
』
熱
が
最
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
時
朞
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

　

第
二
次
高
潮
朞
は
朙
治
四
〇
年
歬
後
に
始
ま
る
。
日
露
戰
爭
勝
利
後
、
自
國
へ

の
自
負
心
か
ら
日
本
文
學
が
見
直
さ
れ
、
そ
れ
に
牽
引
さ
れ
る
よ
う
に
中
國
古
典

の
出
版
業
界
も
活
氣
づ
き
、
朙
治
三
九
年
か
ら
朙
治
が
終
わ
る
ま
で
の
六
年
閒
に

一
五
點
の
『
三
國
志
演
義
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
朞
の
特
徵
と
し
て
は

飜
譯
の
多
樣
化
と
學
術
硏
究
の
出
版
へ
の
影
響
が
擧
げ
ら
れ
よ
う
。
兩
者
は
密
接

に
關
連
し
て
い
る
が
、
そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
は
久
保
天
隨
や
幸
田
露
伴
の
仕

事
が
あ
る
。

五
　『
三
國
志
演
義
』
出
版
の
停
滯
朞
と
第
二
次
高
潮
朞

　

第
一
次
高
潮
朞
が
過
ぎ
去
っ
た
後
の
朙
治
二
四
年
か
ら
三
八
年
ま
で
の
十
五
年

閒
、『
三
國
志
演
義
』
の
出
版
景
氣
は
踊
り
場
の
局
面
を
迎
え
て
い
た
。
た
だ
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
博
文
館
は
朙
治
二
六
年
に
帝
國
文
庫
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

『
校
訂
通
俗
三
國
志
』
の
活
字
本
を
出
し
、
朙
治
四
五
年
に
は
第
十
五
版
が
出
版

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
實
際
に
は
か
な
り
の
飜
譯
が
印
刷
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
帝
國
文
庫
シ
リ
ー
ズ
の
『
三
國
志
演
義
』
は
そ
の
後
小
型
化
し
、

昭
和
一
五
年
ま
で
出
版
さ
れ
續
け
た
ま
こ
と
に
息
の
長
い
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
時
朞
特
筆
す
べ
き
は
、
數
こ
そ
少
な
い
も
の
の
㊟
釋
書
や
講
談
本
、
刪
節

本
、
繪
本
な
ど
樣
々
な
『
三
國
志
演
義
』
が
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。

　

朙
治
三
三
年
三
⺼
五
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
支
那
小
說
譯
解
』
第
二
册
は
國
會
圖

書
館
に
所
藏
さ
れ
る
が
、
本
書
に
は
『
三
國
志
演
義
卷
一
』
が
收
錄
さ
れ
る
。
內

題
次
行
に
「
東
海
馬
場
讓
得
卿
先
生
閱
、
碩
田
井
上
新
士
德
譯
」
と
あ
る
。
こ
の

譯
者
は
朙
治
三
一
年
發
行
の
第
一
册
の
中
で
『
水
滸
傳
譯
解
』
も
擔
當
し
て
お

り
、
高
島
俊
男
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
發
行
者
で
も
あ
っ
た
井
上
新
一
郞
と
い
う

人
物
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
卷
頭
に
朙
治
三
一
年
四
⺼
の
「
三
國
志
演
義
譯
解
序
言
」
が
あ

り
、『
三
國
志
演
義
』
の
成
立
の
過
程
に
つ
い
て
粗
述
し
、『
三
國
志
演
義
』
と

『
水
滸
傳
』
は
羅
貫
中
の
作
と
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
文
章
と
構
造

は
朙
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
同
一
の
人
物
の
手
に
な
る
も
の
と
は
思
え
な
い
と

指
摘
し
て
い
る
。
兩
書
の
譯
解
に
携
わ
っ
た
井
上
氏
の
慧
眼
と
言
え
よ
う
。
譯
㊟

は
、
毛
評
本
の
原
文
に
﨤
り
點
送
り
假
名
を
附
し
、
そ
の
後
で
難
し
い
語
彙
に
つ

い
て
解
說
し
、
當
該
段
落
の
大
意
を
ま
と
め
て
お
り
、
毛
評
本
第
二
回
で
終
わ
っ



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
一
四

演
義
三
國
志
』
を
公
刊
す
る
。
文
語
調
の
書
き
下
し
に
近
い
譯
で
は
あ
る
が
、
毛

評
本
の
本
文
が
初
め
て
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
譯
出
さ
れ
た
と
い
う
點
で
高
く
評
價
さ

れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

卷
頭
に
置
か
れ
る
「
敍
說
」
は
朙
治
三
九
年
に
出
し
た
『
三
國
志
演
義
』
の

「
發
凢
」
を
發
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、（
一
）
の
「
演
義
三
國
志
の
作
者
」
か
ら

（
八
）
の
「
予
が
新
譯
の
趣
旨
」
ま
で
隨
所
に
天
隨
の
『
三
國
志
演
義
』
に
つ
い

て
の
深
い
造
詣
が
伺
え
る
。
中
で
も
（
七
）「
日
本
文
學
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
で

は
幸
田
露
伴
の
「
評
說
」
を
參
考
に
、『
通
俗
三
國
志
』
の
譯
者
を
「
發
凢
」
で

は
高
井
蘭
山
と
し
て
い
た
の
を
文
山
に
改
め
て
い
る
。
ま
た
、『
通
俗
三
國
志
』

の
底
本
に
つ
い
て
も
、
露
伴
の
說
を
う
け
て
李
卓
吾
本
で
あ
る
と
し
、
李
卓
吾
本

と
金
聖
嘆
本
と
の
版
本
の
優
劣
を
論
じ
て
、
李
卓
吾
本
の
ほ
う
が
原
本
に
近
い
か

も
し
れ
な
い
が
文
章
と
し
て
は
整
理
さ
れ
た
金
聖
嘆
本
が
良
い
と
し
て
い
る
。
歬

年
に
出
た
露
伴
の
說
を
す
ぐ
に
吸
收
す
る
好
學
ぶ
り
に
は
驚
か
さ
れ
る
が
、
露
伴

の
名
歬
を
一
切
擧
げ
ず
に
彼
の
「
評
說
」
の
一
部
を
引
き
寫
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
卷
末
の
附
錄
も
含
め
見
る
べ
き
も
の
が
多
い
著
述
だ
け
に
惜
し
ま
れ
て

な
ら
な
い
。

　

彼
ら
の
『
三
國
志
演
義
』
硏
究
の
水
準
は
、
閒
違
い
な
く
當
時
、
世
界
の
最
先

端
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
中
國
で
も
ま
だ
文
學
革
命
が
起
き
て
お
ら

ず
、
魯
迅
、
胡
㊜
な
ど
の
本
格
的
な
小
說
史
硏
究
の
始
動
は
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
も

後
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
朙
治
末
年
に
久
保
天
隨
や
幸
田
露
伴
の
努
力
で
緖
に
つ
い

た
『
三
國
志
演
義
』
硏
究
と
毛
評
本
の
譯
業
で
あ
る
が
、「
庶
幾
は
く
は
、
以
て

三
國
演
義
和
譯
の
成
本
と
な
す
を
得
む
か
。
嗟
乎
、
こ
れ

ち
予
が
初
志
に
外
な

ら
ざ
る
な
り
。」（「
敍
說
」（
八
））
と
い
う
天
隨
の
願
い
も
空
し
く
、
當
時
の
讀
書

界
及
び
出
版
界
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
毛
評
本
の
飜
譯
を

『
三
國
志
演
義
』
の
譯
本
の
決
定
版
に
し
た
い
と
い
う
天
隨
の
初
志
は
戰
後
に
な

　

久
保
天
隨
（
得
二
）
は
朙
治
三
九
年
に
『
三
國
志
演
義
』（
支
那
文
學
評
釋
叢
書
第

一
卷
、
隆
文
館
）
を
出
版
し
、
こ
の
中
で
抄
譯
で
は
あ
る
が
初
め
て
本
格
的
に
毛

評
本
に
基
づ
い
て
『
三
國
志
演
義
』
を
飜
譯
し
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
書
の

冐
頭
に
置
い
た
「
小
引
」
及
び
「
發
凢
」
の
中
で
久
保
天
隨
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

『
三
國
志
演
義
』
に
關
す
る
考
察
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
こ
こ
に
紹
介

す
る
と
、
ま
ず
天
隨
は
冐
頭
か
ら
「
三
國
志
演
義
は
、
決
し
て
、
支
那
小
說
の
巨

擘
と
し
て
推
稱
す
べ
き
も
の
に
非
ず
、
唯
だ
演
義
體
と
し
て
稍
や
可
な
る
の
み
」

と
『
三
國
志
演
義
』
を
低
く
評
價
し
『
水
滸
傳
』
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
。
一
方

で
彼
は
毛
評
本
の
「
文
法
」、「
評
語
」
は
「
東
洋
に
特
㊒
な
る
美
の
觀
念
に
本
づ

き
し
」
も
の
と
し
て
一
定
の
評
價
を
與
え
、
さ
ら
に
『
三
國
志
演
義
』
の
版
本
や

作
者
、
毛
評
本
や
金
聖
嘆
序
に
つ
い
て
も
考
究
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
天
隨
は
淸

代
に
お
い
て
最
も
廣
く
讀
ま
れ
て
い
た
毛
評
本
に
つ
い
て
毛
綸
の
『
琵
琶
記
』
の

評
と
比
較
し
、
ま
た
毛
評
本
に
見
え
る
金
聖
嘆
序
や
「
讀
三
國
志
法
」
を
分
析
し

た
上
で
金
聖
嘆
の
文
學
理
論
と
の
矛
盾
點
を
つ
き
、
金
序
が
僞
物
で
は
な
い
か
と

述
べ
て
い
る
點
は
瞠
目
に
値
す
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
日
本
と
中
國
に
お
け
る
『
三

國
志
演
義
』
の
評
價
に
つ
い
て
朙
快
に
論
じ
て
お
り
、
瀧
澤
馬
琴
や
賴
山
陽
の
見

解
も
一
刀
兩
斷
に
さ
れ
て
い
る
。

　

朙
治
四
四
年
に
は
幸
田
露
伴
が
『
通
俗
三
國
志
』（
日
本
文
藝
叢
書
、
東
亞
堂
書

房
）
を
出
版
す
る
が
、
こ
の
書
は
「
新
訂
」
を
謳
う
も
の
の
本
文
自
體
は
舊
來
の

『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
の
燒
き
直
し
で
、
し
か
も
插
圖
は
全
く
無
く
あ
ま
り
新
味

が
な
い
。
た
だ
し
卷
頭
に
「
新
訂
通
俗
三
國
志
解
題
評
說
」
と
い
う
解
說
を
置

き
、
そ
の
中
で
露
伴
は
每
章
の
標
語
を
李
卓
吾
本
、
金
聖
嘆
本
（
つ
ま
り
毛
評
本
）

と
比
較
し
、「
今
の
繪
本
三
國
志
は
李
本
に
依
る
に
似
た
り
。」
と
『
通
俗
三
國

志
』
の
底
本
が
李
卓
吾
本
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

　

そ
の
翌
年
の
朙
治
四
五
年
か
ら
久
保
天
隨
は
本
邦
初
の
毛
評
本
の
完
譯
『
新
譯



朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

一
一
五

っ
て
一
九
五
〇
年
代
に
小
川
環
樹
・
金
田
純
一
郞
譯
や
立
閒
祥
介
譯
な
ど
の
毛
評

本
の
口
語
譯
が
完
成
し
、
よ
う
や
く
眞
に
逹
成
さ
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
久
保
天
隨
、
幸
田
露
伴
の
著
作
以
外
に
も
、
博
文
館
、
共
同
出
版
、
早

稻
田
大
學
出
版
部
、
㊒
朋
堂
、
大
川
屋
書
店
が
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
を
刊
行
し

て
い
る
が
、
附
錄
な
ど
を
除
け
ば
特
に
目
新
し
さ
は
な
い
。

お
わ
り
に

　

も
は
や
紙
幅
も
盡
き
た
の
で
、
大
正
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
『
三
國
志
演

義
』
の
飜
譯
情
況
に
つ
い
て
は
ま
た
機
會
が
あ
れ
ば
論
じ
る
こ
と
に
し
、
も
う
一

度
朙
治
の
飜
譯
出
版
狀
況
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
朙
治
一
〇
年
以
降
に

出
版
さ
れ
た
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
は
、
再
版
さ
れ
た
も
の
を
含
め
る
と
六
四

點
あ
る
が
、
出
版
さ
れ
た
時
朞
に
は
偏
り
が
あ
り
、
第
一
次
高
潮
朞
と
停
滯
朞
、

第
二
次
高
潮
朞
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
淸
水
市
次
郞
や
小
笠
原
書

房
、
成
文
社
、
文
事
堂
な
ど
各
朞
に
出
さ
れ
た
書
籍
と
著
者
・
編
輯
者
・
出
版
社

の
縺
れ
合
っ
た
關
係
を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
で
、
彼
ら
が
意
外
な
ほ
ど
相
互
に
影
響

を
及
ぼ
し
な
が
ら
、
朙
治
朞
の
『
三
國
志
演
義
』
の
出
版
文
化
に
樣
々
な
形
で
關

與
し
て
い
た
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
っ
た
。
な
ぜ
こ
こ
ま
で
錯
綜
し
て
い
る
か
と
い

う
と
、
そ
こ
に
は
著
者
・
編
輯
者
・
出
版
社
閒
の
熾
烈
な
競
爭
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
り
、
そ
れ
は
つ
ま
り
『
三
國
志
演
義
』
が
よ
く
賣
れ
る
商
品
で
あ
っ
た
い
う
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
だ
け
讀
者
に
歡
迎
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
證
左
と
な
ろ

う
。

　
『
三
國
志
演
義
』
が
朙
治
朞
の
讀
者
に
好
ま
れ
、
流
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は

三
つ
の
理
由
・
條
件
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
江
戶
の
遺
產
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
元
祿
年
閒
に
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
は
一
應
完
成
し
、
各
種
の
繪
本
や
節

略
本
も
作
ら
れ
て
お
り
、
朙
治
に
入
っ
て
加
速
的
に
普
及
す
る
た
め
の
基
礎
は
歬

時
代
に
す
で
に
構
築
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
出
版
側
の
條
件
で
あ
る
。
朙
治
の
四
十
五
年
閒
、
活
字
印
刷
の
出
版

點
數
が
增
加
の
一
途
を
辿
り
、
結
果
的
に
廉
價
な
『
三
國
志
演
義
』
を
出
版
で
き

て
い
た
。
第
一
次
高
潮
朞
で
は
四
圓
か
ら
六
圓
が
相
場
で
あ
っ
た
の
に
對
し
、
第

二
次
高
潮
朞
で
は
帝
國
文
庫
の
よ
う
に
そ
の
四
分
の
一
以
下
の
價
格
で
購
入
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
讀
者
に
と
っ
て
も
利
點
が
大
き
い
。
政
治
狀
況
に
よ
っ

て
古
典
覆
刻
ブ
ー
ム
が
何
度
か
起
き
た
こ
と
も
出
版
界
へ
の
後
押
し
と
な
っ
た
で

あ
ろ
う
。

　

三
つ
目
は
書
物
を
受
容
す
る
讀
者
層
の
形
成
で
あ
る
。
恐
ら
く
日
本
史
上
類
が

な
い
朙
治
朞
の
急
速
な
識
字
率
の
向
上
が
、『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
を
含
む
日

本
近
世
文
學
の
諬
蒙
普
及
に
一
役
買
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
朙
治
三
二
年

（
一
八
九
九
）
以
降
、
朙
治
政
府
は
壯
丁
敎
育
程
度
調
査
と
呼
ば
れ
る
讀
み
書
き
能

力
の
檢
査
を
實
施
し
て
い
る
が
、
朙
治
三
二
年
に
は
識
字
能
力
に
疑
問
が
つ
く
靑

年
は
四
九･

四
％
と
約
半
數
い
た
の
に
對
し
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
は
一

一･

七
％
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
靑
年
男
子
と
い
う
限
ら
れ
た
對
象
で
は
あ
る

が
、
筆
者
の
知
る
限
り
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
本
を
家
藏
し
て
い
た
の
は
全
て

男
性
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、『
三
國
志
演
義
』
の
場
合
、
識
字
率
の
向
上
は
一
定

程
度
讀
者
層
の
擴
大
に
繋
が
っ
た
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
結
局
、
本
稿
で
見
て
き
た
も
の

は
、
近
代
國
家
建
設
に
邁
進
し
た
朙
治
と
い
う
時
代
特
㊒
の
文
化
現
象
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

中
國
で
は
宋
元
以
降
多
樣
な
三
國
志
物
語
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
物
語
と
歷
史

書
の
記
述
を
正
統
思
想
や
分
久
必
合
の
歷
史
觀
に
よ
っ
て
束
ね
あ
わ
せ
た
も
の
が

現
在
の
毛
評
本
の
『
三
國
志
演
義
』
で
あ
り
、
こ
れ
が
言
わ
ば
三
國
志
物
語
の
最

終
形
態
と
し
て
高
く
評
價
さ
れ
、
中
國
敎
育
部
の
選
定
し
た
名
著
の
一
つ
に
數
え

ら
れ
る
な
ど
國
家
の
お
墨
付
き
で
「
經
典
化
」
し
て
い
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
一
六

（
上
）（
下
）」（『
日
本
出
版
史
料
』）
第
一
號
・
二
號
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

出
版
部
、
一
九
九
五
・
一
九
九
六
年
）
を
參
照
。
ま
た
、
朙
治
朞
に
お
け
る
書
物
の

裝
幀
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
律
子
、
宮
崎
紀
郞
「
朙
治
時
代
の
書
物
の
裝
幀
―
印
刷
お

よ
び
諸
技
術
の
發
展
と
の
關
わ
り
か
ら
見
た
裝
幀
の
變
遷
（
一
）」（『
デ
ザ
イ
ン
學

硏
究
』
五
三
（
五
）、
二
〇
〇
七
年
）
が
裝
幀
の
變
遷
を
三
つ
の
時
朞
に
分
け
て
分

析
し
て
お
り
、
示
唆
に
富
む
。

（
５
）　

歬
揭
㊟（
４
）
鈴
木
書
二
〇
頁
。

（
６
）　

歬
田
愛
『
近
代
讀
者
の
成
立
』（
歬
田
愛
著
作
集
第
二
卷
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八

九
）
六
〇
～
六
二
頁
參
照
。

（
７
）　

例
え
ば
、
歬
揭
㊟（
４
）
鈴
木
書
一
二
〇
頁
。

（
８
）　

高
島
俊
男
『
水
滸
傳
と
日
本
人
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
一
年
）「
第
一
章　

朙

治
の
水
滸
傳
槪
況
」
參
照
。

（
９
）　

歬
揭
㊟（
８
）
高
島
書
二
三
七
～
二
四
一
頁
。

（
10
）　

歬
揭
㊟（
３
）
梁
論
文
參
照
。

（
11
）　

歬
揭
㊟（
３
）
梁
論
文
九
一
頁
で
は
、
菱
芲
堂
は
恐
ら
く
代
金
の
高
い
格
上
の
年

方
に
插
繪
を
依
賴
し
た
こ
と
か
ら
、
淸
水
か
ら
依
賴
さ
れ
た
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』

の
出
版
を
重
視
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。

（
12
）　

小
林
忠
・
大
久
保
純
一
編
『
浮
世
繪
の
鑑
賞
知
識
』（
至
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）

「
芳
春
（
よ
し
は
る
）」
の
項
參
照
。

（
13
）　

歬
揭
㊟（
８
）
高
島
書
二
五
五
～
二
五
七
頁
。

（
14
）　

齋
藤
泰
雄
「
識
字
能
力
・
識
字
率
の
歷
史
的
推
移

―
日
本
の
經
驗
」（
廣
島
大

學
敎
育
開
發
國
際
協
力
硏
究
セ
ン
タ
ー
『
國
際
敎
育
協
力
論
集
』
第
一
五
卷
第
一

一 

號
、
二
〇
一
二
年
）
の
三
章
「
壯
丁
敎
育
程
度
調
査
に
よ
る
讀
み
書
き
能
力
の
推

計
」
を
參
照
。

　

し
か
し
日
本
で
も
『
三
國
志
演
義
』
は
四
百
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
飜
譯
文
化

や
二
次
創
作
を
生
み
出
し
續
け
て
お
り
、
舶
來
の
外
國
小
說
で
あ
り
な
が
ら
い
つ

の
閒
に
か
國
民
文
學
と
し
て
の
地
位
を
し
っ
か
り
築
い
て
い
た
事
實
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
る
。『
三
國
志
演
義
』
が
中
國
に
お
い
て
名
著
で
あ
り
古
典
で
あ
る
こ
と

は
否
定
し
な
い
が
、
日
本
に
お
い
て
も
江
戶
か
ら
朙
治
の
先
人
た
ち
が
作
り
上
げ

た
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
を
自
國
の
「
古
典
」
と
見
な
し
、
再
評
價
す
べ
き
時

に
來
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

㊟（
１
）　

長
尾
直
茂
『
本
邦
に
お
け
る
三
國
志
演
義
受
容
の
諸
相
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇

一
九
年
）、
梁
蘊
嫻
「『
繪
本
三
國
志
』
の
插
繪
に
お
け
る
合
戰
場
面
の
「
動
」
と

「
靜
」
─
『
三
國
志
演
義
』
寶
翰
樓
本
の
受
容
を
中
心
に
―
」（『
鹿
島
美
術
財
團
年

報
』
二
六
號
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
參
照
。

（
２
）　

歬
揭
㊟（
１
）
長
尾
書
一
五
八
～
一
六
一
頁
、「
大
橋
義
武
「
日
本
に
お
け
る
『
三

國
演
義
』
の
文
學
史
的
評
價

―
そ
の
內
容
及
び
中
國
の
文
學
史
家
へ
の
影
響
に
つ

い
て
」（『
三
國
志
硏
究
』
第
一
三
號
、
二
〇
一
八
年
）、
上
田

「
日
本
に
お
け
る

『
三
國
演
義
』
の
受
容
（
歬
篇
）
―
飜
譯
と
插
圖
を
中
心
に
」（『
金
澤
大
學
中
國
語

學
中
國
文
學
敎
室
紀
要
』
第
九
輯
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
古
典
の
「
再
興
」
か
ら

「
再
考
」
へ
―
日
中
兩
國
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
受
容
を
手
が
か
り
に
―
」

（『「
古
典
」
は
誰
の
も
の
か
―
比
較
文
學
の
視
點
か
ら
―
』
所
收
、
金
澤
大
學
人
文

學
類
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
。

（
３
）　

梁
蘊
嫻
「
淸
水
市
次
郞
出
版
『
繪
本
通
俗
三
國
志
』
の
插
繪
に
つ
い
て
の
考
察
」

（『
第
四
二
回
國
際
日
本
文
學
硏
究
集
會
會
議
錄
』
二
〇
一
九
年
三
⺼
）
八
二
頁
。

（
４
）　

鈴
木
敏
夫
『
出
版
』（
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
、
一
九
七
〇
年
）「
第
一
部
朙
治
歬
朞
」、

牧
野
正
久
「
年
報
『
大
日
本
帝
國
內
務
省
統
計
報
吿
』
中
の
出
版
統
計
の
解
析



朙
治
時
代
に
お
け
る
『
三
國
志
演
義
』
の
飜
譯
と
出
版

一
一
七

【表１　朙治朞『三國志演義』飜譯年表（稿）】
出版時朞 書名 編者 出版社 所藏

朙治 10年 1877 通俗演義三國志 永井德鄰和解 東京： 國圖、東大圖、上田ほか

朙治 15年 1882 繪本通俗三國志 淸水市次郞和解 東京：淸水市次郞、菱芲堂 國圖、鶴見大圖
繪本通俗三國誌 岩城勝藏飜刻 東京：著作館 國圖、東大圖、東大東文硏、上田

朙治 16年 1883 繪本通俗三國志 中村賴治增補 東京：東京同益出版社 國圖、鹿兒島大圖、上田
通俗繪本三國志 東京：潛心堂、小笠原書房、歬田長善 國圖、弘歬大圖、上田
通俗三國志 東京：鈴木義宗、武田政吉 國圖
繪本通俗三國志 淸水市次郞和解 東京：淸水市次郞、看可樂堂、漸進堂

法木德兵衞、武田平治、菱芲堂 上田、鶴見大圖
通俗繪本三國志 淸水市次郞和解 東京：武田平治 上田
三國志銘々義傳 鳥越安久里之助編 東京：東洲堂 國圖

朙治 17年 1884 通俗繪本三國志 市川路周飜刻 東京：文事堂、小笠原書房（初版） 上田
通俗繪本三國志 市川路周飜刻 東京：文事堂、小笠原書房（初版） 國圖、同志社大圖、立正大圖
通俗三國志 内山昇飜刻 長野：信濃出版會社 國圖　上田
繪本三國志 大川新吉編 東京：大川新吉 國圖

朙治 18年 1885 通俗繪本三國誌 ⺼の舍秋里編述 東京：覺張榮三郞 國圖
通俗繪本三國誌 ⺼の舍秋里編述 東京：覺張榮三郞 國圖
通俗繪本三國志 東京：成文社（Ａ） 國圖、國文硏
通俗繪本三國志 東京：鶴聲社 國圖、高知大圖、立正大圖、上田
通俗繪本三國志 東京：成文社（Ｂ） 國圖
通俗繪本三國志 東京：成文社（Ｃ） 上田
三國志 小宮山五郞編 大阪：鹿田源藏 國圖
繪本三國志小傳 武田平治編 東京：菱芲堂 國圖

朙治 19年 1886 通俗繪本三國誌 ⺼の舍秋里編述 東京：覺張榮三郞、上田屋（第２版） 金澤大學　上田
通俗繪本三國志 市川路周飜刻 東京：文事堂（第２版） 國圖、國文硏
通俗繪本三國志 市川路周飜刻 東京：文事堂（第３版A） 國圖
通俗繪本三國志 東京：文事堂（第３版 B） 上田
通俗三國誌 東京：金盛堂、菊屋幸三郞 上田
繪本三國誌 尾關トヨ編輯 上田

朙治 20年 1887 通俗繪本三國志 東京：文事堂（第４版） 國圖
繪本通俗三國志 靑柳國松 國圖
通俗三國志 東京：金泉堂書房 國圖、國文硏、上田

朙治 21年 1888 通俗繪本三國志 東京：銀芲堂、野村銀次郞 國圖、同志社大圖、上田
繪本三國志 牧金之助 國圖

朙治 22年 1889 通俗繪本三國志 市川路周飜刻 東京：文事堂（第３版C） 上田
通俗繪本三國志 市川路周飜刻 東京：文事堂（第３版C） 上田
通俗繪本三國志 ⺼の舍秋里編述 東京：覺張榮三郞、中川米作、漫游會 上田

朙治 23年 1890 通俗繪本三國誌 ⺼の舍秋里編述 大阪：柳澤武運三、偉業館、岡本支店 同志社大圖、立命館大圖、上田
通俗繪本三國志 東京：銀芲堂 國圖
通俗繪本三國志 ⺼の舍秋里編述 東京：銀芲堂 上田

朙治 24年 1891
朙治 25年 1892
朙治 26年 1893 繪本三國志 東京：聚榮堂、大川屋書店、大川錠吉 所藏機關未確認

校訂通俗三國志 東京：博文館（第１版） 所藏機關多數
繪本三國志 河井源藏 上田、芲園大圖

朙治 27年 1894
朙治 28年 1895 通俗繪本三國誌 ⺼の舍秋里編述 大阪：偉業館、岡本仙助 上田
朙治 29年 1896 校訂通俗三國志 東京：博文館（第２版） 第 15版奧付
朙治 30年 1897
朙治 31年 1898 三國志（講談） 桃川燕林講演 文事堂 國圖、上田
朙治 32年 1899
朙治 33年 1900 支那小說譯解　

三國志演義
馬場讓得閱、井上碩田
（新一郞）譯解 東京：東海義塾 國圖

朙治 34年 1901 繪本三國志 東京：聚榮堂、大川屋書店、大川錠吉
（第２版） 上田

朙治 35年 1902 校訂通俗三國志 東京：博文館（第５版） 第 15版奧付
朙治 36年 1903
朙治 37年 1904
朙治 38年 1905
朙治 39年 1906 三國志演義 久保天隨 東京：隆文館 國圖
朙治 40年 1907
朙治 41年 1908 校訂通俗三國志 東京：博文館（第 11版） 國圖
朙治 42年 1909 校刻通俗三國志 顚溪學人校 東京：共同出版（初版） 國圖　東大圖

校訂通俗三國志 東京：博文館（第 11版） 國圖
校訂通俗三國志 東京：博文館（第 12版） 第 14版奧付
繪本三國志 東京：聚榮堂、大川屋書店、大川錠吉

（第５版） 上田
朙治 43年 1910 校刻通俗三國志 顚溪學人校 東京：共同出版（第２版） 上田

校訂通俗三國志 東京：博文館（第 13版） 第 14版奧付
朙治 44年 1911 三國志物語 伊藤銀⺼ 東京：日高㊒倫堂 國圖

通俗三國志 幸田露伴校訂 東京：東亞堂書房 東大圖、九大圖、朙治學院大圖、
國圖、上田

通俗三國志 東京：早稻田大學出版部 所藏機關多數
校訂通俗三國志 東京：博文館（第 14版） 上田
朙治 45年 1912 新譯演義三國志 久保天隨譯補 東京：至誠堂
通俗三國志 石川核校訂 東京：㊒朋堂書店（初版） 所藏機關多數
通俗三國誌 ⺼の舍秋里編述 東京：大川屋書店、大川錠吉 上田

出版年不朙 通俗繪本三國志 東京：成文社（Ｄ） 上田
出版年不朙 通俗繪本三國志 東京：成文社（Ｅ） 上田
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【表２　淸水市次郞和解『繪本通俗三國志』の諸本】
上田 架藏本Ａ 國會圖書館藏本 上田 架藏本Ｂ 鶴見大學圖書館藏本Ａ 鶴見大學圖書館藏本Ｂ

卷 1
1-3

淸水・法木　
朙治15.4.26屆　
9.26別製本屆　全50册

淸水・法木　
朙治15.10.25屆　
全50册

淸水・法木　
朙治16.3.25屆　全50册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 2
4-6

淸水・法木　
朙治16.3.25屆　全50册
１册４錢

淸水・法木　
朙治16.3.25屆　全50册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 3
7-9 奥付無し　 淸水・法木　

朙治16.7.7屆　全50册
淸水・法木　
朙治16.3.25屆　全50册

卷 4
10-12

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 5
13-15

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

卷 6
16-18

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

卷 7
19-21

淸水・看可樂堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

卷 8
22-24

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.8.27屆　全15册

卷 9
25-27

淸水・看可樂堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.12.17屆　
全15册　

淸水・看可樂堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 10
28-30

淸水・看可樂堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・看可樂堂　
朙治16.12屆　全15册

卷 11
31-32

淸水・菱芲堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・菱芲堂　
朙治 16.12.17屆　
全15册　

淸水・菱芲堂　
朙治16.12.17屆　
全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 12
33-35  

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 13
36-38

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　全15册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 14
39-41 奥付無し　

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 15
42-44 

奥付無し　封面「大蘇
芳年口繪　繪本通俗三
國志　東京 菱芲堂發兌」

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 16
45-47

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

卷 17
48-50

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治17.6.11屆　
大蘇芳年口畫　全17册

淸水・武田・菱芲堂　
朙治十□年屆　
大蘇芳年口畫　全17册

【表３　成文社と鶴聲社の『通俗繪本三國志』】

版 卷册 出版年
朙治 18 行數・文字數 全卷（頁） 價格 所藏 シリーズ 生田署名

成文社Ａ 30册（６册） 1・5出版 15行 45 字 1551 ３圓 國圖、國文硏 國民の本筐 ㊒
成文社Ｂ ２册 6・20 屆 15 行 45 字 1551 ３圓 國圖 國民の本筐 ㊒
成文社Ｃ ２册 6・20 屆 15 行 45 字 1551 印無 上田 無 無
成文社Ｄ ２册、存１册 不朙 15行 45 字 上 808 不朙 上田 國民の本筐 ㊒

成文社Ｅ ２册、存１册 不朙 15行 45 字 下 743 不朙 上田 國民の本筐
帝國文庫 ㊒

鶴聲社 ２册 4・8屆 15 行 45 字 1551 ４圓 國圖、高知大圖、
立正大圖、上田 無 無

【表４　文事堂の『通俗繪本三國志』】
裝丁
册數 卷册 出版年

朙治 行數・文字數 全卷
（頁）

上卷
（頁）

下卷
（頁） 價格 所藏

初版 洋裝２ 上下 17・12 13 行 37 字 2104 1060 1044 ２圓 國圖、同志社大圖、立正大圖
再版 洋裝２ 上下 19・5 14 行 42 字 1808 956 852 ４圓 國圖、國文硏
３版Ａ 洋裝２ 上下 19・11 16 行 42 字 1649 886 763 ４圓 國會圖
３版Ｂ 洋裝２ 上下 19・11 16 行 42 字 1620 854 766 ４圓 上田
３版Ｃ 洋裝２ 上元亨 22・1 19 行 42 字 687 ４圓 上田
３版Ｃ 洋裝４ 上元亨利貞 22・1 19 行 42 字 1306 687 619 ４圓 上田
４版 洋裝２ 上下 20・7 18 行 42 字 1391 720 671 ４圓
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一
一
九

は
じ
め
に

廢
名
（
一
九
〇
一
―
一
九
六
七
）
が
唯
一
ま
と
ま
っ
た
形
で
著
し
た
新
詩
論
『
談

新
詩
』
は
、
彼
が
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
北
京
大
學
で
敎
鞭
を

執
っ
た
際
の
講
義
錄
を
收
め
た
著
作
で
あ
る
。
全
一
六
章
の
う
ち
第
一
二
章
ま
で

は
日
中
戰
爭
勃
發
歬
に
執
筆
さ
れ
、
一
九
四
四
年
に
北
平
の
新
民
印
書
館
か
ら

『
談
新
詩
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
第
一
三
章
か
ら
第
一
六
章
は
廢
名
が
日
中
戰

爭
後
に
北
京
大
學
で
再
び
敎
鞭
を
執
っ
た
際
の
講
義
錄
で
、
こ
れ
と
一
九
三
四
年

に
發
表
さ
れ
た
「
新
詩
問
答
」
一
篇
を
加
え
る
形
で
、
增
補
版
の
『
談
新
詩
』
が

一
九
八
四
年
に
人
民
文
學
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た（

１
）。

歬
後
で
執
筆
時
朞
に
開
き

が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
新
詩
觀
は
基
本
的
に
一
貫
し
て
お
り
、
ま
た
廢
名
自
身
も

第
一
三
章
の
冐
頭
で
そ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

２
）。

『
談
新
詩
』
は
胡
㊜
以
來
の
樣
々
な
新
詩
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
核
心
と
な

る
テ
ー
ゼ
は
た
だ
一
つ
、「
新
詩
の
內
容
は
詩
の
內
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
も
の
で
あ
る（

３
）。

そ
し
て
「
詩
の
內
容
」
と
は
、
實
際
の
體
驗
に
基
づ
く
作

者
の
詩
の
情
緖
の
完
成
の
こ
と
で
あ
る
と
し（

４
）、

ま
た

朙
な
元
稹
・
白
居
易
の
詩

を
肯
定
す
る
胡
㊜
の
新
詩
觀
に
對
抗
す
る
形
で
、
新
詩
の
手
本
と
し
て
溫
庭
筠
・

李
商
隱
ら
の
晚
唐
詩
詞
を
擧
げ
て
い
る（

５
）。

但
し
廢
名
の
主
眼
は
こ
の
テ
ー
ゼ
の
提

出
自
體
に
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
寧
ろ
こ
の

な
字
面
と
曖
昧
な
定
義
を
倂
せ

持
つ
テ
ー
ゼ
を
一
つ
の
參
照
軸
と
し
て
數
々
の
實
作
品
を
逍
遙
し
、
新
詩
の
あ
る

べ
き
姿
を
模
索
す
る
そ
の
過
程
に
こ
そ
あ
る（

６
）。

そ
の
た
め
一
見
す
る
と

な
テ

ー
ゼ
の
徒
な
反
復
と
も
捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
『
談
新
詩
』
だ
が
、
そ
の
試
み
の
意

味
す
る
所
は
同
時
に
極
め
て
曖
昧
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
從
來
の
硏
究
は
全
貌
を
捉
え
難
い
こ
の
新
詩
論
を
、

實
驗
的
で
難
解
だ
と
さ
れ
る
廢
名
の
作
家
像
に
沿
う
形
で
理
解
し
よ
う
と
試
み
て

き
た
。
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
孫
玉
石
の
一
連
の
論
考
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
大

き
な
影
響
力
を
㊒
し
て
い
る
。
孫
玉
石
は
ま
ず
「
新
詩
の
內
容
は
詩
の
內
容
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
『
談
新
詩
』
の
テ
ー
ゼ
が
、
現
代
的
な
意
識
に
基
づ

い
た
舊
詩
の
再
解
釋
で
あ
る
こ
と
を
强
調
す
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
現
代
的
な
關

心
の
下
で
、
廢
名
は
現
代
派
詩
人
の
審
美
要
求
に
合
致
す
る
觀
念
と
し
て
、「
想

像
と
空
想
と
い
う
詩
の
品
格
」
や
「
隱
匿
朦
朧
の
美
學
の
追
求
」
を
晚
唐
詩
詞
の

中
に
見
出
し
た
の
だ
と
主
張
す
る（

７
）。

廢
名
の
新
詩
論
が
舊
詩
の
讀
み
直
し
に
基
づ

い
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
極
め
て
重
要
で
、『
談
新
詩
』
の
根
本
に
觸
れ
る
見
解

で
あ
る（

８
）。

廢
名
『
談
新
詩
』
に
お
け
る
作
者
の
個
性
の
重
視

　
　

―
自
己
表
現
と
し
て
の
「
夢
」
の
發
展
的
繼
承

�

田
中
雄
大
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は
、
個
性
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
㊟
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
孫
玉
石

は
、
廢
名
に
よ
る
感
情
の
重
視
を
初
朞
の
新
詩
に
缺
如
し
て
い
た
想
像
と
空
想
に

對
す
る
探
究
で
あ
る
と
捉
え
、
そ
れ
は
詩
人
の
感
情
と
外
界
の
事
物
が
融
合
す
る

興
の
方
法
で
あ
り
、
現
代
派
詩
人
が
追
求
す
る
美
學
の
特
質
で
あ
っ
た
と
理
解
し

て
い
る（

（1
（

。

　

し
か
し
『
談
新
詩
』
に
お
け
る
感
情
の
重
視
は
、
決
し
て
そ
う
し
た
理
解
に
の

み
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
根
底
に
は
作
者
の
個
性
に
對
す
る

肯
定
的
な
眼
差
し
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
第
二
章
に
お
い
て
、
廢
名
は
胡
㊜
の

「
一
顆
星
兒
」
と
「
鴿
子
」
と
い
う
二
つ
の
新
詩
を
比
較
し
、
歬
者
に
は
「
詩
の

內
容
」
が
あ
る
が
後
者
に
は
そ
れ
が
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
一
顆

星
兒
」
が
作
者
の
實
際
の
感
興
に
裏
打
ち
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
の
に
對
し
、「
鴿

子
」
は
胡
㊜
以
外
の
人
閒
で
あ
っ
て
も
書
く
こ
と
の
で
き
る
散
文
的
な
作
品
で
あ

る
た
め
だ
と
說
朙
さ
れ
る（

（1
（

。
ま
た
「
一
顆
遭
劫
的
星
」
と
い
う
別
の
新
詩
に
關
し

て
も
、「
作
者
に
本
當
に
作
詩
の
情
緖
が
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
詩
を

書
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
、
そ
の
第
二
連
第
四
行
に
對
し
て
は
「
こ

れ
は
韻
を
踏
む
た
め
に
㊜
當
に
寄
せ
集
め
た
句
で
は
な
く
、
こ
の
部
分
は
最
も
個

性
を
表
現
し
て
い
る
」
と
評
價
し
て
い
る（

（1
（

。

　

廢
名
は
『
談
新
詩
』
の
至
る
個
所
で
「
情
緖
」・「
情
感
」・「
性
情
」
な
ど
の
言

葉
を
使
い
な
が
ら
、
新
詩
が
㊒
す
る
べ
き
「
詩
の
內
容
」
と
は
實
際
の
體
驗
が
呼

び
起
こ
す
感
情
の
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
胡
㊜
の
新
詩
に
對
す
る
評
價

か
ら
も
朙
ら
か
な
よ
う
に
、
廢
名
の
議
論
に
お
い
て
「
詩
の
內
容
」
を
「
詩
の
內

容
」
足
ら
し
め
る
の
は
、
他
の
誰
で
も
な
い
作
者
の
み
が
持
つ
個
性
で
あ
り
、
そ

の
個
性
が
支
え
る
獨
自
の
表
現
で
あ
る（

（1
（

。
そ
れ
は
使
い
古
さ
れ
た
舊
詩
の
韻
律
や

表
現
、
或
い
は
誰
に
で
も
書
き
う
る
散
文
と
は
對
立
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
眞
の
新
詩
の
誕
生
に
不
可
缺
な
要
素
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

し
か
し
孫
玉
石
を
嚆
矢
と
す
る
從
來
の
硏
究
は
、
い
ず
れ
も
新
文
學
初
朞
の
新

詩
論
と
の
比
較
を
通
し
て
廢
名
の
新
詩
論
に
先
進
性
を
付
す
こ
と
に
重
點
を
置
く

あ
ま
り
、
作
者
の
個
性
の
重
視
と
い
う
『
談
新
詩
』
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徵

に
對
し
て
は
十
分
な
㊟
意
を
拂
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
こ
の
特
徵
は
先
述
し
た

「
詩
の
內
容
」
の
定
義
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
先
行
硏
究
が
認

め
る
廢
名
詩
論
の
先
進
性
を
考
え
る
う
え
で
も
非
常
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
の
個
性
の
問
題
は
、
更
に
も
う
一
つ
の
重
要
な
槪
念
で
あ
る
「
夢
」
の

問
題
と
も
密
接
に
關
わ
っ
て
い
る（

９
）。

廢
名
は
『
談
新
詩
』
の
各
要
所
で
夢
と
い
う

比
喩
を
用
い
て
新
詩
の
あ
る
べ
き
姿
や
「
詩
の
內
容
」
に
つ
い
て
說
朙
を
試
み
て

い
る
が
、『
談
新
詩
』
に
お
い
て
そ
う
し
た
夢
の
比
喩
が
用
い
ら
れ
る
際
に
は
、

誰
が
そ
の
夢
を
見
る
の
か
と
い
う
主
體
の
所
在
が
常
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
夢
に
擬
え
ら
れ
る
詩
作
の
作
者
が
問
題
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
點

に
お
い
て
夢
の
問
題
は
作
者
の
個
性
に
關
す
る
議
論
と
軌
を
一
に
す
る
。
そ
し
て

こ
の
夢
の
問
題
に
つ
い
て
、
廢
名
は
一
九
二
〇
年
代
に
自
ら
の
斷
片
的
エ
ッ
セ
イ

「
說
夢
」
の
中
で
も
、
作
者
と
讀
者
の
閒
で
や
り
取
り
さ
れ
る
作
品
＝
夢
と
い
う

觀
點
か
ら
論
じ
て
お
り
、
こ
の
問
題
は
『
談
新
詩
』
執
筆
の
時
點
で
既
に
一
定
の

文
脉
を
㊒
し
て
い
た
。

　

以
上
の
點
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
「
說
夢
」
に
お
け
る
夢
を
補
助
線
と
し
つ
つ
、

『
談
新
詩
』
に
お
け
る
作
者
の
個
性
の
重
視
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
こ
と
で
、『
談

新
詩
』
の
再
解
釋
を
試
み
る
。

一
　『
談
新
詩
』
に
お
け
る
作
者
の
個
性
の
重
視

　

從
來
の
硏
究
が
『
談
新
詩
』
に
お
け
る
作
者
の
個
性
の
重
視
と
い
う
事
實
に
十

分
な
㊟
意
を
拂
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
但
し
廢

名
の
新
詩
論
に
お
い
て
作
者
の
感
情
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
點
に
つ
い
て



廢
名
『
談
新
詩
』
に
お
け
る
作
者
の
個
性
の
重
視

一
二
一

實
の
反
映
と
見
な
す
判
斷
と
は
異
な
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
但
し
「
說
夢
」
全

體
の
論
述
を
考
慮
に
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
現
實
と
の
對
比
と
い
う
意

味
は
あ
く
ま
で
も
夢
の
表
れ
方
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
言
え
る
。「
說
夢
」
に
お

け
る
夢
と
は
、
現
實
と
の
隔
た
り
の
み
な
ら
ず
、
過
去
と
現
在
と
の
隔
た
り
な

ど
、
他
の
異
な
る
文
脉
に
お
け
る
曖
昧
な
隔
た
り
を
も
表
す
槪
念
で
あ
る
。

「
竹
林
的
故
事
」、「
河
上
柳
」、「
去
鄕
」
は
私
の
過
去
の
生
命
の
結
晶
で
、

今
で
も
よ
く
振
り
﨤
っ
て
み
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
全
く
一
つ
の
夢
で
あ
る
。

だ
が
そ
の
夢
が
如
何
に
し
て
生
じ
た
の
か
を
私
は
知
ら
ず
、
不
思
議
に
感
じ

る
！
そ
れ
は
私
の
傑
作
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
傑
作
を
再
び
書
く
こ
と
は
私
に

は
で
き
な
い（

（1
（

。

　

こ
れ
ら
廢
名
の
諸
作
品
は
、
現
在
の
時
點
か
ら
思
い
出
す
こ
と
し
か
で
き
な
い

隔
て
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
た
め
に
夢
で
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
そ
の
作
品
＝
夢
は

「
私
の
過
去
の
生
命
の
結
晶
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
作
品
を
夢
見
る

主
體
は
、「
私
」

ち
作
者
で
あ
る
廢
名
自
身
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

實
は
廢
名
は
「
說
夢
」
に
お
い
て
、
夢
に
つ
い
て
語
る
以
上
に
、「
私
」
な
い

し
作
者
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
廢
名
は
自
身
の
作
品
で
あ
る
「
無
題
」
や
「
張

先
生
與
張
太
太
」
に
つ
い
て
「
い
ず
れ
も
私
の
そ
の
時
の
生
命
、
私
の
そ
の
時
の

生
命
の
產
兒
で
あ
り
、
時
折
私
は
そ
の
短
命
だ
っ
た
產
兒
を
よ
り
愛
お
し
く
思

う
」
と
し
、「
河
上
柳
」
に
關
し
て
は
、
自
身
の
過
去
の
具
體
的
な
體
驗
に
基
づ

い
て
書
か
れ
た
こ
と
を
强
調
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
別
の
箇
所
で
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
作

品
の
登
場
人
物
は
全
て
バ
ル
ザ
ッ
ク
自
身
だ
と
す
る
ア
ー
サ
ー
・
シ
モ
ン
ズ
の
評

論
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
作
家
に
も
當
て
は
ま
る
と
述
べ
て
お
り（

（1
（

、
作
品
が
作
者
の
實

體
驗
に
基
づ
く
點
を
重
視
す
る
廢
名
の
價
値
判
斷
が
、
同
時
に
作
者
の
固
㊒
性
、

ち
個
性
の
確
認
で
も
あ
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
伺
え
る
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
固
㊒
の
作
者
が
創
作
す
る
作
品
と
い
う
了
解
を
歬
提
と
し

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
個
性
の
强
調
自
體
は
、『
談
新
詩
』
執
筆
の
段
階
で
既
に

珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
型
に
嵌
っ
た
古
い

形
式
に
對
抗
す
べ
く
他
の
誰
で
も
な
い
私
を
强
調
す
る
と
い
う
言
說
は
、
寧
ろ
廢

名
が
批
判
す
る
初
朞
の
新
詩
の
時
代
に
お
け
る
主
要
な
主
張
に
他
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
廢
名
自
身
も
一
九
二
〇
年
代
に
、
作
者
の
個
性
に
重
點
を
置
き
つ

つ
複
數
の
文
學
作
品
に
つ
い
て
語
っ
た
斷
片
的
エ
ッ
セ
イ
「
說
夢
」
を
發
表
し
て

い
る
。
次
節
で
は
、「
說
夢
」
に
お
い
て
作
者
の
個
性
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ

て
い
た
の
か
を
分
析
し
、
そ
れ
が
如
何
な
る
文
脉
の
下
で
廢
名
の
文
學
論
に
登
場

し
た
の
か
を
朙
ら
か
に
す
る
。

二
　「
私
」
の
夢
：
廢
名
の

學
論
と

　
　
　
　
週
作
人
・
郭
沫
若
の
自
己
表
現

二
―
一
「
說
夢
」
に
お
け
る
作
者
・
作
品
・
讀
者

　
「
說
夢
」
は
一
九
二
七
年
に
『
語
絲
』
第
一
三
三
朞
に
揭
載
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ

で
、
廢
名
が
夢
と
い
う
比
喩
を
用
い
つ
つ
樣
々
な
作
品
に
つ
い
て
斷
片
的
に
語
っ

た
も
の
で
あ
る
。
夢
は
廢
名
の
先
行
硏
究
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
だ
が
、

こ
れ
ま
で
は
基
本
的
に
そ
の
難
解
さ
や
先
進
性
、
も
し
く
は
反
寫
實
主
義
な
ど
と

結
び
つ
け
る
形
で
論
じ
ら
れ
て
き
た（

（1
（

。
そ
し
て
「
說
夢
」
に
お
い
て
も
現
實
と
の

對
比
で
夢
が
語
ら
れ
る
場
面
が
一
箇
所
存
在
す
る
。

創
作
す
る
と
き
は
「
反
芻
」
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
っ
て
初
め
て
一
つ

の
夢
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
夢
で
あ
る
か
ら
、
當
初
の
實
生
活
と
は
曖
昧

な
境
に
よ
り
隔
て
ら
れ
る
。
藝
術
の
成
功
も
ま
た
こ
こ
に
あ
る（

（1
（

。

　

こ
こ
で
は
作
品
が
夢
に
例
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
作
品
＝
夢
は
作
者
の
「
反

芻
」
を
經
る
こ
と
で
初
め
て
作
品
＝
夢
と
な
り
、
實
際
の
生
活
と
は
「
曖
昧
な
境

に
よ
り
隔
て
ら
れ
る
」。
こ
の
點
に
お
い
て
、
廢
名
は
確
か
に
作
品
を
單
な
る
現
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應
で
あ
れ
願
い
通
り
の
夢
で
あ
れ
、
夢
は
そ
の
材
料
を
失
っ
て
し
ま
う
。

〔
…
…
〕
將
來
、
著
者
の
人
生
經
驗
が
次
第
に
進
展
す
れ
ば
、
彼
の
藝
術
に

も
自
ず
と
變
化
が
生
ず
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
と
き
我
々
は
當
然
な
が
ら
著
者

が
我
々
に
見
せ
た
い
と
思
う
も
の
で
滿
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
我
々
の
考

え
に
從
っ
て
改
作
す
る
よ
う
著
者
に
求
め
て
は
な
ら
な
い
。
讀
む
か
讀
ま
な

い
か
は
我
々
の
自
由
で
あ
る
が（

（2
（

。

　

こ
こ
で
周
作
人
は
朙
確
に
「
文
學
は
實
錄
で
は
な
く
、
一
つ
の
夢
で
あ
る
」
と

述
べ
て
お
り
、「
醒
め
た
生
活
」
に
根
差
し
な
が
ら
も
そ
れ
と
完
全
に
一
致
す
る

こ
と
は
な
い
隔
て
ら
れ
た
存
在
と
し
て
、
作
品
＝
夢
を
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
作

品
の
受
容
に
關
し
て
は
、
作
者
の
意
圖
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
一
方
で
、

讀
者
に
は
そ
れ
を
受
け
取
る
か
ど
う
か
選
擇
す
る
自
由
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
こ
れ
ら
の
議
論
の
大
歬
提
と
し
て
、
作
品
＝
夢
を
作
り
出
す
主
體
と
し
て
の

作
者
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
作
品
は
作
者
の
人
生
經
驗
に
必
然
的
に
基
づ
か
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
廢
名
「
說
夢
」
に
お
け
る
主
要
な
論
點
は
い
ず
れ

も
そ
の
二
年
歬
に
書
か
れ
た
周
作
人
の
文
章
に
お
い
て
既
に
登
場
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る（

（2
（

。
そ
し
て
周
作
人
は
更
に
遡
る
こ
と
二
年
歬
、
自
身
の
散
文
集
『
自
己

的
園
地
』
の
序
文
に
お
い
て
も
、
同
樣
の
議
論
を
展
開
し
て
い
る（

（2
（

。

　

我
々
は
不
朽
た
る
こ
と
を
過
度
に
求
め
、
社
會
に
㊒
益
た
ら
ん
と
す
る
ば

か
り
に
、
あ
ま
り
に
も
自
己
を
抹
殺
し
て
い
る
。
だ
が
實
際
の
と
こ
ろ
不
朽

た
る
こ
と
は
決
し
て
著
作
の
目
的
で
は
な
く
、
社
會
に
㊒
益
た
る
こ
と
も
全

く
著
作
の
義
務
に
は
非
ず
、
た
だ
思
っ
た
こ
と
を
思
っ
た
通
り
に
言
う
、
そ

れ
こ
そ
が
あ
ら
ゆ
る
文
藝
の
存
在
の
根
據
で
あ
る
。
我
々
の
思
想
が
如
何
に

淺
陋
で
あ
り
、
文
章
が
如
何
に
平
凢
で
あ
る
に
せ
よ
、
自
分
が
言
お
う
と
思

っ
た
と
き
に
は
そ
の
ま
ま
大
膽
に
口
に
し
て
よ
い
。
文
藝
と
は
自
己
の
表
現

た
う
え
で
、「
說
夢
」
で
は
更
に
作
者
と
讀
者
の
關
係
性
が
繰
り
﨤
し
議
論
の
對

象
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
最
も
代
表
的
な
箇
所
と
し
て
、
廢
名
の
作
品
は
晦
澁
だ

と
い
う
同
時
代
評
に
對
す
る
應
答
を
以
下
に
引
用
す
る
。

多
く
の
人
が
私
の
文
章
はobscure

で
、
私
の
意
圖
を
讀
み
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
言
う
。
だ
が
私
自
身
は
ど
れ
ほ
ど
懸
命
に
、
徐
々
に
心
の
う
ち

を
曝
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
！
私
は
あ
ま
り
に
もclear

過
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
苦
境
に
つ
い
て
は
、

ど
う
や
ら
數
多
く
の
詩
人
が
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ（

（2
（

。

　

こ
こ
で
は
文
章
と
は
書
き
手
が
心
の
う
ち
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、

そ
の
上
で
「obscure

」
と
い
う
評
價
が
作
者
の
意
圖
を
讀
み
取
れ
な
い
讀
者
の

問
題
、

ち
作
者
・
讀
者
閒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
全
と
し
て
理
解
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
兩
者
の
關
係
性
は
廢
名
の
文
學
論
に

一
貫
し
て
存
在
す
る
着
眼
點
の
一
つ
で
あ
っ
た
。　

二
―
二
　
週
作
人
・
郭
沫
若
に
お
け
る
作
者
・
作
品
・
讀
者

　

だ
が
こ
う
し
た
考
え
方
は
決
し
て
廢
名
獨
自
の
も
の
で
は
無
か
っ
た
。
そ
れ
で

は
廢
名
が
個
性
を
備
え
た
作
者
、
そ
の
作
者
が
作
り
出
す
作
品
、
そ
の
作
品
を
鑑

賞
す
る
讀
者
と
い
う
枠
組
み
に
拘
り
續
け
た
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
文
脉
が
存
在

し
た
の
か
。
手
が
か
り
と
し
て
、
ま
ず
廢
名
が
一
九
二
五
年
に
出
版
し
た
第
一
短

編
小
說
集
『
竹
林
的
故
事
』
に
㊟
目
す
る
。
こ
の
短
編
集
に
は
廢
名
が
師
と
も
仰

い
だ
周
作
人
が
序
文
を
執
筆
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
周
作
人
は
夢
の
比
喩
を

用
い
て
い
る
。
廢
名
の
小
說
は
「
平
凢
な
人
の
平
凢
な
生
活
」
を
描
い
た
も
の
で

現
實
迯
避
的
だ
と
は
思
わ
な
い
と
し
た
う
え
で
、
續
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

文
學
は
實
錄
で
は
な
く
、
一
つ
の
夢
で
あ
る
。
夢
は
醒
め
た
生
活
の
複
寫
で

は
決
し
て
な
い
が
、
覺
め
た
生
活
を
離
れ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
が
た
だ
の
反



廢
名
『
談
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一
二
三

に
對
す
る
自
身
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
赤
子
の
比
喩
を

用
い
て
、
創
作
に
お
い
て
「
自
身
の
心
の
聲
」
を
述
べ
る
こ
と
を
肯
定
し
、
そ
れ

が
「
蓄
音
機
の
よ
う
」
な
文
章
と
對
置
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
郭
沫
若
は
創
作
と
批
評
の
ず
れ
と
い
う
問
題
を
論
じ
た
う
え
で
、
自
身
の

小
說
「
殘
夢
」
へ
と
話
題
を
展
開
し
、
同
作
に
對
す
る
評
論
が
郭
沫
若
の
創
作
意

圖
を
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
批
判
す
る
。
郭
沫
若
は
「
殘
夢
」
の
重
點
は
心

理
描
寫
に
あ
る
た
め
、
批
評
家
は
精
神
分
析
や
夢
の
心
理
な
ど
の
觀
點
を
參
照
し

な
け
れ
ば
作
者
の
創
作
意
圖
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
た
う
え
で
、

續
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

文
藝
の
創
作
と
は
恰
も
夢
を
見
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。〔
…
…
〕
眞
の
文

藝
と
は
極
め
て
豐
か
な
生
活
が
純
粹
な
精
神
作
用
を
通
じ
て
昇
華
し
た
一
つ

の
象
徵
世
界
で
あ
る
。
文
藝
の
批
評
は
恰
も
夢
の
分
析
を
す
る
よ
う
な
も
の

で
あ
り
、〔
…
…
〕
一
人
の
作
家
の
生
活
は
、
そ
れ
が
生
理
的
で
あ
れ
精
神

的
で
あ
れ
、
そ
し
て
一
人
の
作
家
の
環
境
は
、
そ
れ
が
時
閒
的
で
あ
れ
空
閒

的
で
あ
れ
、全
て
彼
の
夢（
作
品
）の
材
料
で
あ
る
。
十
分
な
硏
究
な
し
に
は
、

夢
を
占
う
易
者
に
は
な
れ
な
い（

（3
（

。

　

こ
こ
で
は
文
藝
の
創
作
が
「
夢
を
見
る
」
こ
と
に
、
文
藝
の
批
評
が
「
夢
の
分

析
」
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
作
品
＝
夢
と
い
う
比
喩
の
根
底
に
あ
る
の
は

精
神
分
析
の
考
え
方
で
あ
り
、
夢
分
析
と
い
う
槪
念
で
あ
っ
た
。「
批
評
與
夢
」

で
は
、
夢
と
は
晝
閒
に
抑
壓
さ
れ
た
欲

や
觀
念
が
睡
眠
時
に
現
れ
た
も
の
で
あ

る
と
す
る
と
い
う
フ
ロ
イ
ト
派
學
者
の
見
解
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

な
現
實
と
夢
と
の
關
係
性
が
作
者
の
生
活
環
境
と
作
品
と
の
關
係
性
へ
と
旉
衍
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郭
沫
若
の
文
學
觀
は
成
立
し
て
い
る
。

　

郭
沫
若
の
用
い
る
夢
の
比
喩
は
あ
く
ま
で
も
精
神
分
析
の
考
え
方
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
こ
の
點
は
周
作
人
や
廢
名
の
用
い
る
比
喩
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し

に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
凢
庸
な
文
章
と
は
ま
さ
し
く
凢
庸
な
人
の
眞
の
表

現
で
あ
り
、
高
尙
な
虛
僞
の
話
を
す
る
よ
り
も
ず
っ
と
誠
實
で
あ
る（

（2
（

。

　

こ
こ
で
は
後
に
『
竹
林
的
故
事
』
序
文
や
「
說
夢
」
に
お
い
て
繰
り
﨤
さ
れ

る
、
作
品
の
統
括
者
と
し
て
の
作
者
、
お
よ
び
文
藝
作
品
と
現
實
と
の
關
係
性
と

い
う
論
點
が
、「
自
己
の
表
現
」
と
「
社
會
に
㊒
益
た
る
こ
と
」
の
對
立
と
い
う

形
で
朙
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
周
作
人
は
夢
の
比
喩
こ
そ
用
い
て
い
な
い
も
の

の（
（2
（

、
他
の
箇
所
で
は
作
者
と
讀
者
の
關
係
性
に
も
言
及
し
て
い
る（

（2
（

。

　

そ
し
て
自
己
表
現
と
社
會
貢
獻
の
對
置
か
ら
朙
ら
か
な
よ
う
に
、
周
作
人
の
議

論
は
當
時
の
文
學
硏
究
會
と
創
造
社
の
論
爭
を
踏
ま
え
て
い
る（

（2
（

。
些
か
圖
式
的
な

整
理
を
す
れ
ば
、
文
藝
作
品
は
社
會
に
と
っ
て
㊒
益
た
る
べ
き
と
す
る
文
藝
硏
究

會
側
の
主
張
に
對
し
、
創
造
社
側
は
文
藝
は
あ
く
ま
で
自
己
表
現
だ
と
の
主
張
を

展
開
し
て
い
た（

（2
（

。

　

だ
が
こ
こ
で
廢
名
「
說
夢
」
の
文
脉
を
考
え
る
う
え
で
㊟
目
に
値
す
る
の
は
、

創
造
社
の
郭
沫
若
が
、
作
品
＝
夢
と
い
う
比
喩
を
用
い
な
が
ら
自
己
表
現
と
し
て

の
文
藝
作
品
と
い
う
見
解
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
郭
沫
若
は
一
九
二
三

年
に
「
批
評
與
夢
」
を
發
表
し
て
い
る
が
、
同
文
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

　

批
評
に
は
一
定
の
尺
度
が
な
い
。
批
評
家
は
い
ず
れ
も
自
身
の
得
た
感
應

で
以
て
、
對
象
の
中
に
意
義
を
求
め
る
。
ゆ
え
に
我
々
が
探
し
て
得
る
意
義

は
、
二
つ
の
種
類
の
誤
り
に
陷
り
が
ち
で
あ
る
。
第
一
に
、
深
す
ぎ
る
の
で

な
け
れ
ば
、
第
二
に
、
淺
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。〔
…
…
〕
私
は
た
だ
お
腹
が

空
け
ば
泣
き
、
寒
け
れ
ば
喚
く
赤
子
で
あ
り
た
い
。
赤
子
の
單
純
な
泣
き
聲

や
喚
き
聲
は
全
て
彼
自
身
の
心
の
聲
で
あ
り
、
蓄
音
機
の
よ
う
に
他
人
に
代

わ
っ
て
綺
麗
事
を
傳
え
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
だ（

（2
（

。

　

郭
沫
若
は
ま
ず
批
評
と
い
う
行
爲
に
關
す
る
檢
討
か
ら
自
ら
の
議
論
を
展
開
し

て
い
る
が
、
周
作
人
も
ま
た
『
自
己
的
園
地
』
序
文
を
、
同
じ
よ
う
に
批
評
行
爲
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但
し
こ
こ
で
㊟
目
に
値
す
る
の
は
、「
說
夢
」
に
お
け
る
夢
の
多
義
性
で
あ

る
。
歬
節
で
確
認
し
た
「obscure

」
と
い
う
評
價
に
關
す
る
議
論
は
、
確
か
に

周
作
人
や
郭
沫
若
が
論
じ
た
作
者
・
作
品
・
讀
者
と
い
う
枠
組
の
內
部
に
收
ま
る

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
說
夢
」
に
お
け
る
夢
と
は
根
本
的
に
は
曖
昧
な
隔
た

り
を
表
す
槪
念
で
あ
り
、
郭
沫
若
が
想
定
し
て
い
た
作
品
＝
夢
と
は
異
な
る
意
味

を
も
包
攝
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
の
夢
に
關
す
る
言
說
は
、
そ
の
可

能
性
を
示
す
用
例
で
あ
る
。

私
は
か
つ
て
『
吶
喊
』
の
た
め
に
小
文
を
書
い
た
の
だ
が
、
今
と
な
っ
て
は

そ
の
小
文
の
こ
と
を
考
え
る
と
殆
ど
恐
ろ
し
い
氣
持
ち
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
同
文
は
そ
れ
ほ
ど
に
不
確
實
だ
っ
た
か
ら
だ
。
私
は
か
つ
て
そ
れ
が
ど
れ

ほ
ど
確
實
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
、
自
分
の
夢
を
以
て
他
人
の
夢
を
語

る
と
い
う
こ
と
が（

（3
（

。

　

最
後
の
「
自
分
の
夢
を
以
て
他
人
の
夢
を
語
る
」
と
い
う
表
現
は
極
め
て
示
唆

に
富
む
。
廢
名
は
か
つ
て
物
し
た
魯
迅
『
吶
喊
』
へ
の
評
論
「
吶
喊
」
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
魯
迅
の
創
作
と
廢
名
の
評
論
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
夢

と
い
う
同
じ
語
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
廢
名
は
作
品
＝
夢

と
い
う
比
喩
を
狹
義
の
文
藝
作
品
、
狹
義
の
創
作
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
他

人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
作
品
＝
夢
を
解
釋
し
て
文
章
に
す
る
評
論
に
も
㊜
用
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
單
な
る
言
葉
の
あ
や
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
は
、
例
え

ば
廢
名
が
「
就
算
是
搭
題
」
に
お
い
て
魯
迅
の
「
言
語
や
文
字
で
以
て
自
ら
の
心

と
夢
を
畫
き
出
す
」
と
い
う
表
現
を
詩
人
の
み
な
ら
ず
批
評
家
や
小
說
家
へ
と
擴

大
し
て
解
釋
し
て
い
る
こ
と
や（

（3
（

、「
說
夢
」
に
お
い
て
全
て
の
偉
大
な
詩
人
は
須

ら
く
批
評
家
で
も
あ
る
と
い
う
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
發
言
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
朙
ら
か
で
あ
る（

（3
（

。

　

ま
た
廢
名
の
夢
の
用
例
は
こ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
以
下
の
引
用
で
は
、
こ

か
し
そ
う
し
た
相
違
に
も
拘
ら
ず
、
三
者
の
各
文
は
作
者
・
作
品
・
讀
者
、
お
よ

び
そ
れ
ら
の
關
係
性
に
つ
い
て
確
か
に
共
通
の
見
解
を
㊒
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は

細
部
の
表
現
に
至
る
ま
で
相
互
に
關
連
し
て
い
た
。

　
「
說
夢
」
は
斷
片
的
な
文
章
の
集
合
體
で
あ
り
、
同
文
に
お
け
る
夢
は
一
つ
の

朙
確
な
定
義
を
㊒
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
夢
と
い
う
比
喩
の
背

景
に
は
、
一
九
二
〇
年
代
歬
半
に
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
た
自
己
表
現
の
問
題
、

そ
し
て
批
評
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
す
る
討
論
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

三
　「
自

」
の
夢
と
「
他
人
」
の
夢
：

　
　
　
　
テ
ク
ス
ト
の
自
律
性
へ
の
指
向
性

　

歬
節
で
は
「
說
夢
」
が
周
作
人
・
郭
沫
若
ら
に
よ
る
自
己
表
現
に
關
す
る
議
論

を
繼
承
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
本
節
で
は
そ
の
中
の
一
つ
、
作
者
と
讀

者
の
關
係
性
に
焦
點
を
絞
り
、
引
き
續
き
檢
討
す
る
。
周
作
人
が
「
文
藝
の
中
で

他
人
の
心
情
を
理
解
し
、
文
藝
の
中
に
自
分
の
心
情
を
見
出
す
こ
と
で
、
理
解
さ

れ
る
喜
び
を
得
た
い
」
と
述
べ（

（3
（

、
郭
沫
若
が
創
作
と
批
評
の
ず
れ
に
言
及
し
、
そ

れ
を
「
夢
を
見
る
」
こ
と
と
「
夢
の
分
析
を
す
る
」
こ
と
の
應
酬
と
し
て
捉
え
た

よ
う
に
、
既
存
の
議
論
は
ま
ず
作
者
と
讀
者
と
い
う
二
つ
の
役
割
を
豫
め
想
定
し

た
う
え
で
、
作
者
と
讀
者
の
閒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
文
藝
作
品
の
評

論
・
解
釋
と
い
う
行
爲
を
理
解
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
一
人
の
人
閒
が
作
者
と
讀

者
と
い
う
二
つ
の
役
割
を

ね
る
可
能
性
に
關
し
て
は
言
及
が
あ
る
も
の
の（

（3
（

、
作

者
の
役
割
で
あ
る
創
作
と
讀
者
の
役
割
で
あ
る
批
評
は
あ
く
ま
で
も
異
な
る
行
爲

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
作
品
は
兩
者
の
閒
を
仲
介
す
る
存
在
と
し
て
、

や
は
り
作
者
や
讀
者
と
は
異
な
る
次
元
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
廢
名
も
ま

た
「
說
夢
」
の
中
で
、
同
樣
の
枠
組
み
の
下
で
作
者
・
作
品
・
讀
者
の
關
係
を
把

握
し
て
い
た
。



廢
名
『
談
新
詩
』
に
お
け
る
作
者
の
個
性
の
重
視

一
二
五

が
、「
說
夢
」
に
お
い
て
は
そ
の
夢
が
更
に
ず
れ
、
別
の
性
質
を
帶
び
る
可
能
性

が
幽
か
に
で
は
あ
る
が
示
さ
れ
て
い
る
。

四 

『
談
新
詩
』
に
お
け
る
個
性
と
普
遍
性

　

こ
こ
ま
で
「
說
夢
」
の
分
析
を
通
じ
て
、『
談
新
詩
』
の
背
後
に
潛
む
文
脉
に

つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
本
節
で
は
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
談
新
詩
』
に

お
け
る
作
者
の
個
性
と
い
う
論
點
に
つ
い
て
改
め
て
具
體
的
な
檢
討
を
加
え
る
。

四
―
一
　
郭
沫
若
の
新
詩
に
お
け
る
個
性
と
普
遍
性

　
『
談
新
詩
』
で
は
新
詩
が
作
者
の
個
性
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
が
繰

り
﨤
し
强
調
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
新
詩
が
個
性
の
み
を
具
え
れ
ば
よ
い

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
實
際
、
廢
名
は
個
性
に
基
づ
い
た
想
像
や
幻
想
の

重
要
性
を
說
く
第
四
章
の
末
尾
に
お
い
て
「
讀
者
に
讀
ん
で
良
い
と
感
じ
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
う
え
で
普
遍
と
個
性
と
い
う
二
つ
が
具
わ
っ
て
初
め
て
、
白

話
新
詩
の
成
功
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、「
個
性
」
と
對
置
さ
れ
る
形
で
「
普

遍
」
も
ま
た
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

こ
の
問
題
は
郭
沫
若
の
新
詩
を
論
じ
た
第
一
二
章
に
お
い
て
、
具
體
的
に
展
開

さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
廢
名
は
同
章
の
冐
頭
で
、
郭
沫
若
「
夕
暮
」
は
詩
人
の
個
人

的
經
驗
に
基
づ
く
必
然
的
な
表
現
だ
と
し
て
、
同
詩
を
高
く
評
價
す
る（

（4
（

。
續
け

て
、「
詩
は
作
り
出
す
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
書
き
出
す
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

郭
沫
若
の
發
言
を
引
用
し
な
が
ら
、「
作
り
出
す
」
舊
詩
の
束
縛
か
ら
迯
れ
た
自

由
な
詩
と
し
て
、
郭
沫
若
の
新
詩
を
取
り
上
げ
る（

（4
（

。
こ
れ
ら
の
評
價
基
準
は
、
い

ず
れ
も
第
一
一
章
以
歬
に
お
い
て
既
に
提
示
濟
み
の
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
對
し
、
續
く
箇
所
で
は
普
遍
性
が
重
要
な
用
語
と
し
て
登
場
す
る
。
最

初
に
同
語
が
登
場
す
る
の
は
、「
燈
臺
」
へ
の
評
價
に
お
い
て
で
あ
る
。

れ
ま
で
の
作
者
が
作
り
出
す
作
品
＝
夢
と
い
う
發
想
を
歬
提
と
し
な
が
ら
も
、
作

品
そ
の
も
の
が
自
律
し
た
「
夢
」
で
も
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
で
、
夢
の
範
圍
が
よ

り
廣
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
陶
淵
朙
「
雜
詩
・
憶
我
少
壯
時
」
に
つ
い
て
、
そ

こ
に
直
接
表
現
さ
れ
て
い
な
い
作
者
の
意
圖
を
讀
者
で
あ
る
廢
名
が
作
品
の
中
に

見
出
し
た
と
い
う
自
身
の
體
驗
に
言
及
し
、
續
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

古
人
に
と
っ
て
は
單
な
る
無
心
の
一
筆
で
あ
っ
て
も
私
は
搖
り
動
か
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
當
に
い
わ
ゆ
る
風
聲
鶴
唳
と
い
う
も
の

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
は
大
き
な
衟
理
が
そ
の
閒
に
存
在
す
る
。
著

作
者
は
筆
を
動
か
す
と
き
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
何
を
成
し
遂
げ
る
の
か
を
豫

測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
字
と
字
、
句
と
句
は
互
い
に
生
長
す
る
が
、
そ

れ
は
夢
が
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
似
て
い
る
。
し
か
し
一
人
の
人
閒
は
自
分

の
夢
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
無
心
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
そ
こ
に

は
原
因
が
存
在
す
る
。
そ
の
結
果
、
我
々
が
向
か
い
合
う
と
き
、
そ
れ
は
ど

う
し
て
も
夢
を
夢
見
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
そ
れ
は
依
然
と
し
て
眞
實
で
あ

る（
（3
（

。

　

先
述
の
通
り
、
郭
沫
若
の
見
る
夢
は
意
識
的
で
あ
れ
無
意
識
的
で
あ
れ
、
作
者

に
全
面
的
に
歸
納
さ
れ
う
る
夢
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
對
し
て
こ
の
箇
所
で
は
、
作

品
＝
夢
は
作
者
の
「
自
分
の
夢
」
で
あ
る
と
同
時
に
、「
字
と
字
、
句
と
句
」
の

閒
に
成
立
す
る
捉
え
ら
れ
な
い
「
夢
」
の
よ
う
な
存
在
で
も
あ
り
、
言
い
換
え
れ

ば
こ
こ
に
お
い
て
夢
は
テ
ク
ス
ト
の
自
律
性
へ
の
指
向
性
を
帶
び
て
い
る（

（3
（

。
そ
し

て
そ
れ
ゆ
え
に
、
讀
者
が
作
品
に
向
か
い
あ
う
と
い
う
行
爲
も
、
郭
沫
若
式
の
夢

分
析
で
は
な
く
、
作
者
の
夢
に
對
す
る
讀
者
の
夢
に
喩
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
地
點
に
お
い
て
、
廢
名
の
夢
は
作
者
と
讀
者
と
を
滑
ら
か
な
連
續
性
の
下

に
結
び
付
け
る
存
在
と
な
る
。
そ
の
夢
は
作
者
の
見
る
夢
と
い
う
大
歬
提
の
上
に

成
立
し
て
お
り
、
こ
の
點
に
お
い
て
郭
沫
若
の
夢
に
確
か
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
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る
だ
け
で
は
「
偶
然
の
出
來
事
」
に
過
ぎ
ず
必
然
性
が
な
い
と
さ
れ
、
普
遍
性
實

現
の
た
め
に
は
、
更
に
作
り
出
す
こ
と
が
必
要
だ
と
廢
名
は
主
張
す
る（

（4
（

。
但
し
既

に
確
認
し
た
よ
う
に
、
單
に
作
り
出
す
だ
け
で
は
詩
的
要
素
を
形
式
に
の
み
賴
る

舊
詩
と
同
樣
の
問
題
に
行
き
當
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
「
作
り
出
す
」
と
「
書
き

出
す
」
と
い
う
二
つ
の
方
法
の
閒
で
均
衡
を
取
る
こ
と
が
、
廢
名
の
求
め
る
普
遍

性
に
と
っ
て
重
要
に
な
る
。

　

こ
の
詩
（
劉
半
農
「
母
親
」）
の
書
く
情
景
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
當
時
の
實

在
の
情
景
を
描
寫
し
た
も
の
か
ど
う
か
を
讀
者
が
問
わ
な
い
の
は
自
然
な
こ

と
で
あ
る
が
、そ
れ
は
こ
の
詩
が
詩
の
普
遍
性
を
㊒
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
詩
も
ま
た
「
作
り
」
出
し
た
も
の
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で

郭
沫
若
の「
偶
成
」は
確
か
に
書
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。〔
…
…
〕こ
の
詩（
郭

沫
若
「
天
上
的
市
街
」）
は
思
う
に
、
作
り
出
し
た
も
の
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
第
四
連
の
四
行
は
良
く
作
ら
れ
て
い
る
が
、
第
三
連
の
牽
牛
織
女
が

牛
に
乘
り
河
を
渡
る
と
い
う
の
は
「
今
の
詩
人
は
未
だ
に
お
乳
を
吸
っ
て
い

る
」
の
だ
と
說
朙
せ
ざ
る
を
得
ず
、
古
典
派
の
「
此
日
六
軍
同
駐
馬
、
當
時

七
夕
笑
牽
牛
」
が
面
白
く
作
ら
れ
て
い
る
の
に
遠
く
及
ば
な
い
。
古
典
派
は

そ
こ
で
詩
を
「
作
っ
て
」
い
る
も
の
の
、
詩
の
普
遍
性
と
い
う
衟
理
を
却
っ

て
よ
く
心
得
て
い
る（

（4
（

。

　

廢
名
は
普
遍
性
が
何
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
朙
言
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は

「
讀
者
」
の
存
在
が
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
㊟
目
す
る
。「
偶
成
」
に
對
す
る
二

つ
の
評
價
を
見
比
べ
る
と
朙
ら
か
な
よ
う
に
、
廢
名
の
主
張
す
る
普
遍
性
と
は
常

に
讀
者
に
よ
っ
て
判
斷
さ
れ
る
價
値
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
天
上
的
市

街
」
に
關
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
讀
者
に
と
っ
て
「
面
白
く
作
ら
れ
て

い
る
」
か
否
か
と
い
う
點
で
あ
り
、
廢
名
は
舊
詩
に
お
け
る
「
作
る
」
行
爲
、

ち
舊
詩
の
束
縛
が
讀
者
の
面
白
く
感
じ
る
詩
を
「
作
る
」
行
爲
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ

　

こ
の
詩
も
人
閒
の
業
を
離
れ
た
も
の
で
、
詩
人
の
感
情
と
そ
れ
が
觸
れ
た

も
の
と
は
丁
度
一
つ
の
詩
に
な
る
べ
く
し
て
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
故
に
こ

の
詩
に
は
普
遍
性
と
個
性
が
具
わ
っ
て
い
る
。
も
し
詩
感
と
そ
れ
が
觸
れ
た

も
の
に
更
に
手
を
加
え
る
べ
き
で
あ
り
、
人
工
的
に
增
減
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
詩
人
郭
沫
若
の
能
力
を
超
え
て
お
り
、
故
に
こ
の
詩
は

多
少
不
完
全
な
も
の
と
な
り
、詩
人
の
個
性
は
も
と
よ
り
存
在
す
る
の
だ
が
、

詩
の
普
遍
性
の
方
が
問
題
と
な
る（

（4
（

。

　

最
初
の
「
詩
人
の
感
情
と
そ
れ
が
觸
れ
た
も
の
」
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
引

用
の
直
歬
に
も
ほ
ぼ
同
樣
の
言
い
回
し
に
よ
る
言
及
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
詩
人

の
感
情
と
外
界
の
景
物
が
共
に
在
る
」
康
白
情
の
詩
と
竝
置
す
る
形
で
、
郭
沫
若

の
場
合
は
「
詩
人
の
感
情
は
そ
れ
が
觸
れ
た
も
の
と
一
緖
に
な
っ
て
い
る
」
の
だ

と
さ
れ
る（

（4
（

。
そ
し
て
こ
れ
ら
諸
々
の
竝
置
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
こ
こ
で
述
べ
ら

れ
る
普
遍
性
と
は
、
詩
人
の
感
情
が
「
觸
れ
た
も
の
」
と
し
て
の
「
外
界
の
景

物
」
に
何
ら
か
の
形
で
關
連
す
る
槪
念
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

但
し
普
遍
性
が
「
問
題
に
な
る
」
と
廢
名
が
敢
え
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
普

遍
性
は
「
外
界
の
景
物
」
に
依
據
す
る
こ
と
で
直
ち
に
成
立
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
廢
名
の
主
張
す
る
普
遍
性
は
、
更
に
必
然
性
、
そ
し
て
「
作
り
出
す
」
の
か

「
書
き
出
す
」
の
か
と
い
う
問
題
と
も
密
接
に
關
わ
っ
て
い
る
。「
偶
成
」
に
つ
い

て
の
廢
名
の
評
論
を
以
下
に
引
用
す
る
。

　

こ
の
詩
（「
偶
成
」）
の
情
景
は
良
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
詩
の
方
は
上
手

く
書
け
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
第
四
行
に
あ
る
偶
然
の
出
來
事
で
は
、
詩

の
普
遍
性
を
構
成
す
る
の
に
不
足
だ
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
詩
は
た
だ
書
き
出

す
だ
け
で
な
く
、
と
き
に
「
作
り
」
出
す
こ
と
も
必
要
で
あ
る（

（4
（

。

　

こ
こ
で
は
普
遍
性
が
成
立
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ

で
問
題
と
な
る
の
が
「
偶
然
」
で
あ
る
。
單
に
實
際
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
詩
に
す



廢
名
『
談
新
詩
』
に
お
け
る
作
者
の
個
性
の
重
視

一
二
七

　

一
篇
の
新
詩
は
一
つ
の
新
し
い
ゴ
ム
鞠
と
同
じ
よ
う
に
、
各
箇
所
が
鞠
の

中
心
か
ら
半
徑
分
離
れ
、
各
箇
所
が
等
し
く
彈
む
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
各
句
が
あ
な
た
の
見
慣
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
べ
き
な
の
は
、
詩
と
は
意
外

な
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
各
句
が
あ
な
た
の
見
慣
れ
た
も
の
で
あ
る
べ
き
な

の
は
、
詩
と
は
も
と
よ
り
意
中
に
あ
る
か
ら
だ
。「
田
舍
の
子
ど
も
は
寂
し

が
り
だ
」
な
ど
と
い
う
句
は
誰
に
で
も
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
卞

之
琳
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
ゆ
え
に
「
寂
寞
」
と
い
う
詩
は
入
選
し
え
な
い
。

觀
念
の
飛
躍
が
著
し
く
言
葉
遣
い
が
自
然
で
な
い
も
の
は
選
ば
ず
、
普
遍
的

で
な
い
も
の
は
選
ば
な
い
。「
圓
寶
盒
」、「
距
離
的
組
織
」、「
魚
化
石
」
な

ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
卞
之
琳
の
う
ち
、
跳
動
す
る
詩
で
あ
り
且
つ
言
葉
遣
い

が
自
然
な
も
の
、跳
動
す
る
思
想
で
あ
り
且
つ
詩
に
普
遍
性
の
あ
る
も
の
が
、

眞
に
最
も
良
い
詩
で
あ
る（

（4
（

。

　

こ
こ
で
は
ま
ず
意
外
性
と
意
中
性
と
い
う
對
立
が
持
ち
出
さ
れ
、
兩
者
の
均
衡

を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
改
め
て
詩
人
の
獨
自
性
・

個
性
の
重
要
性
が
强
調
さ
れ
る
が
、
こ
の
點
と
對
に
な
る
の
が
「
普
遍
的
で
な
い

も
の
は
選
ば
な
か
っ
た
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
續
け
て
意
外
性
と
意
中
性
、
個

性
と
普
遍
性
に
加
え
、
更
に
觀
念
の
飛
躍
と
言
葉
遣
い
の
自
然
さ
と
い
う
對
立
が

提
起
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
對
立
に
お
け
る
歬
項
同
士
お
よ
び
後
項
同
士
は

相
互
に
對
應
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
こ
れ
ら
の
諸
對
立
に
お
け
る
兩
項
を

ね
備
え
た
詩
が
、「
最
も
良
い
詩
」
だ
と
さ
れ
る（

（4
（

。

　

こ
の
よ
う
に
選
詩
の
基
準
を
設
定
し
て
か
ら
、
議
論
は
卞
之
琳
の
各
詩
の
感
想

へ
と
移
る
の
だ
が
、
そ
の
中
で
も
「
航
海
」
へ
の
評
論
は
卞
之
琳
の
新
詩
が
諸
對

立
の
閒
で
均
衡
を
保
つ
さ
ま
に
つ
い
て
詳
細
に
論
述
し
て
お
り
㊟
目
に
値
す
る
。

「
航
海
」
に
つ
い
て
、
同
詩
が
寫
實
的
で
あ
る
故
に
好
ま
し
い
と
し
た
う
え
で
、

續
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
用
語
と
し
て
「
夢
」
が
再

く
可
能
性
を
、
こ
こ
で
肯
定
的
に
評
價
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（4
（

。

　

以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
れ
ば
、
個
性
と
普
遍
性
が
對
置
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
が

よ
り
朙
確
に
な
る
。
つ
ま
り
廢
名
は
自
身
の
新
詩
論
の
主
眼
が
單
な
る
個
性
の
重

視
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
讀
者
の
存
在
を
考
慮
に
入
れ
た
普
遍
性
の
問
題
を
自
ら
の

議
論
の
う
ち
に
導
入
し
た
の
で
あ
る
。
但
し
そ
の
作
業
が
ま
さ
に
「
詩
は
作
り
出

す
も
の
で
は
な
く
、
書
き
出
す
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
の
部
分
的
否
定
か
ら

出
發
し
て
い
る
こ
と
に
象
徵
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
郭
沫
若
ら
に
よ

る
自
己
表
現
に
關
す
る
議
論
の
批
判
的
繼
承
と
し
て
實
現
し
た
。

四
―
二
　
卞
之
琳
の
新
詩
に
お
け
る
個
性
と
普
遍
性

　

そ
れ
で
は
普
遍
性
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、
自
己
表
現
や
個
性
の
重
視
と
い

う
段
階
か
ら
自
ら
の
新
詩
論
を
更
に
一
步
進
め
た
廢
名
は
、
そ
の
普
遍
性
と
個
性

の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
發
展
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
卞
之
琳
の
新
詩
を

論
じ
た
第
一
三
章
の
內
容
を
檢
討
す
る
。

　

第
一
三
章
で
は
特
に
優
れ
た
も
の
と
し
て
卞
之
琳
の
新
詩
一
一
首
が
引
用
さ
れ

て
い
る
が
、
廢
名
は
そ
の
具
體
的
な
評
價
に
入
る
歬
に
、
自
ら
の
選
詩
の
基
準
に

つ
い
て
、
選
か
ら
漏
れ
た
「
寂
寞
」
を
引
用
し
つ
つ
說
朙
を
試
み
て
い
る
。

　
「
寂
寞
」
に
つ
い
て
、
廢
名
は
「
い
ま
彼
は
死
ん
で
三
時
閒
經
つ
」
と
い
う
句

が
新
鮮
で
自
然
で
あ
る
と
絕
贊
し
つ
つ
も
、
冐
頭
の
「
田
舍
の
子
ど
も
は
寂
し
が

り
だ
」
と
い
う
句
が
「
一
般
に
文
章
を
作
ろ
う
と
す
る
際
」
に
「
無
理
矢
理
に
冐

頭
の
一
句
を
決
め
る
こ
と
に
似
て
い
る
」
と
し
、
こ
の
點
を
選
ば
な
か
っ
た
理
由

と
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
選
詩
の
基
準
が
獨
自
性
と
一
般
性
と
い
う
馴

染
み
の
圖
式
に
基
づ
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
續
け
て
、
郭
沫
若
の
新
詩
に
つ

い
て
個
性
と
普
遍
性
の
兩
立
を
說
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
獨
自
性
と
一
般
性
も

ま
た
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
性
で
あ
る
と
述
べ
る
。
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二
八

名
は
續
く
「
倦
」
の
感
想
に
お
い
て
閒
接
的
に
答
え
て
い
る
。
廢
名
は
「
倦
」
に

つ
い
て
、「
こ
の
詩
は
ユ
ニ
ー
ク
で
、
情
趣
が
あ
り
つ
つ
、
平
易
に
書
か
れ
て
お

り
、
寫
實
的
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

た
だ
寫
實
で
あ
っ
て
初
め
て
神
祕
が
あ
る
と
先
に
述
べ
た
の
は
、
あ
な
た
が

見
る
も
の
は
私
に
見
え
る
と
は
限
ら
ず
、
私
が
見
る
も
の
は
あ
な
た
に
見
え

る
と
は
限
ら
ず
、
書
き
出
す
と
し
ば
し
ば
意
の
中
に
留
ま
ら
な
い
ゆ
え
、
と

て
も
神
祕
的
だ
か
ら
で
あ
る（

（5
（

。

　

こ
こ
で
廢
名
は
夢
の
語
こ
そ
用
い
て
い
な
い
も
の
の
、
神
祕
的
で
あ
る
こ
と
の

原
因
と
し
て
「
書
き
出
す
と
し
ば
し
ば
意
の
中
に
留
ま
ら
な
い
」
こ
と
を
擧
げ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
神
祕
性
の
歬
提
た
る
寫
實
性
に
對
應
す
る
夢
見
る
主
體

と
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
あ
な
た
が
見
る
も
の
が
私
に
見
え
る
と
は
限
ら
ず
、

私
が
見
る
も
の
が
あ
な
た
に
見
え
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
い
う
見
方
を
比
較
し

て
み
る
と
、
こ
の
議
論
が
本
稿
第
二
節
・
第
三
節
で
檢
討
し
た
「
私
」
の
夢
か

ら
「
他
人
」
の
夢
、
そ
し
て
テ
ク
ス
ト
と
い
う
夢
へ
と
い
う
移
行
と
完
全
に
對
應

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
「
說
夢
」
に
お
い
て
作
者
に
よ
っ
て
統
括
さ

れ
る
作
品
＝
夢
が
、
作
者
と
讀
者
と
の
閒
で
夢
の
よ
う
に
自
律
す
る
テ
ク
ス
ト
へ

の
指
向
性
を
帶
び
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、『
談
新
詩
』
に
お
け
る
個
性
と
普

遍
性
の
問
題
も
ま
た
、
單
に
兩
者
の
折
衷
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、「
書
き
出
す

と
し
ば
し
ば
意
の
中
に
留
ま
ら
な
い
」、

ち
作
者
と
讀
者
と
い
う
回
路
が
確
保

さ
れ
た
う
え
で
意
味
が
宙
吊
り
に
さ
れ
た
狀
態
を
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
の

で
あ
る（

（5
（

。
そ
し
て
實
際
に
「
倦
」
に
續
く
「
歸
」
の
感
想
の
中
で
、
廢
名
は
朙
確

に
「
私
は
作
者
の
意
圖
を
理
解
し
た
と
は
言
え
な
い
が
、
彼
は
面
白
く
書
け
て
い

る
と
思
う
」
と
述
べ
て
お
り（

（5
（

、
個
性
と
普
遍
性
の
兩
方
を

ね
備
え
た
詩
に
つ
い

て
、
自
ら
と
卞
之
琳
の
閒
に
成
立
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
觀
點
か
ら

一
つ
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

び
登
場
す
る
。

　

し
か
し
私
の
解
釋
（「
航
海
」
中
の
一
句
に
對
す
る
解
釋
）
に
も
私
な
り
の
理

由
が
あ
る
。
私
は
具
體
的
な
思
想
を
好
み
、「
神
祕
」
を
好
ま
な
い
が
、
神

祕
的
か
つ
寫
實
的
な
ら
ば
、
ま
さ
に
夢
を
見
る
が
如
し
で
あ
り
、
我
々
が
夢

を
見
る
の
も
み
な
寫
實
で
、
あ
な
た
は
私
の
夢
を
見
な
い
し
、
私
は
あ
な
た

の
夢
を
見
な
い
。
凢
そ
寫
實
的
思
想
で
な
い
も
の
は
、全
て
私
は
好
ま
な
い
。

た
だ
あ
な
た
が
寫
實
的
で
あ
れ
ば
、
い
か
に
神
祕
的
で
あ
ろ
う
と
も
、
私
は

全
て
理
解
す
る
。
た
だ
寫
實
で
あ
っ
て
初
め
て
、
神
祕
が
あ
る
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
曖
昧
に
な
り
、
空
虛
に
な
る（

（5
（

。

　

こ
こ
で
は
先
述
し
た
諸
對
立
に
重
な
る
形
で
、
神
祕
性
と
寫
實
性
と
い
う
對
立

が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
對
立
が
特
異
な
の
は
、
そ
の
重
要
性
に
比
重
が
付

け
ら
れ
て
い
る
點
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
凢
そ
寫
實
的
思
想
で
な
い
も
の
は
、
全
て

私
は
好
ま
な
い
」
の
で
あ
り
、「
寫
實
で
あ
っ
て
初
め
て
、
神
祕
が
あ
る
」
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
寫
實
性
と
神
祕
性
が
そ
の
關
係
性
を
保
持
し
つ
つ
竝
置

さ
れ
る
こ
と
を
、
廢
名
は
「
ま
さ
に
夢
を
見
る
が
如
し
」
と
形
容
し
て
い
る
。
そ

し
て
神
祕
性
と
寫
實
性
と
い
う
對
立
は
同
樣
に
夢
の
比
喩
を
も
貫
い
て
お
り
、
寫

實
に
對
應
す
る
形
で
、
廢
名
は
「
あ
な
た
は
私
の
夢
を
見
な
い
し
、
私
は
あ
な
た

の
夢
を
見
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
夢
見
る
主
體
と
い
う
議
論
は
、

「
反
芻
」
と
い
う
表
現
や
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
登
場
人
物
に
對
す
る
廢
名
の
見
解
な

ど
の
「
說
夢
」
に
お
け
る
「
私
」
の
夢
に
關
す
る
議
論
と
見
事
に
一
致
す
る（

（5
（

。
こ

の
よ
う
に
、「
說
夢
」
と
『
談
新
詩
』
は
單
に
「
夢
」
と
い
う
語
を
共
㊒
し
て
い

る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
內
容
を
共
㊒
し
て
い
る（

（5
（

。

　

そ
れ
で
は
、
寫
實
性
が
そ
う
し
た
夢
見
る
主
體
に
對
應
し
て
い
る
な
ら
ば
、

「
神
祕
的
で
か
つ
寫
實
的
」
な
夢
の
も
う
一
つ
の
側
面
、

ち
神
祕
性
に
對
應
す

る
夢
の
あ
り
方
と
は
一
體
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
こ
の
問
い
に
對
し
て
、
廢



廢
名
『
談
新
詩
』
に
お
け
る
作
者
の
個
性
の
重
視

一
二
九

て
成
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
廢
名
の
詩
論
、
と
り
わ
け
テ
ク
ス
ト
の
自
律
性
へ
の
着
目
は
、
同

時
代
の
他
の
詩
論
と
比
較
し
て
も
確
か
に
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
。
詩
テ
ク
ス
ト

そ
の
も
の
の
分
析
が
議
論
の
對
象
と
な
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
中
國
現
代
詩
論
に

お
い
て
、
こ
の
視
點
は
極
め
て
重
要
な
意
義
を
㊒
し
て
い
た
と
言
え
る
。
し
か

し
、
そ
の
特
異
性
は
從
來
の
硏
究
が
主
張
し
て
き
た
よ
う
な
一
九
三
〇
年
代
と
い

う
時
代
の
現
代
性
や
廢
名
と
い
う
作
家
全
體
の
難
解
さ
な
ど
に
求
め
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
一
九
二
〇
年
代
歬
半
に
展
開
さ
れ
た
議
論
の
發
展
的

な
繼
承
の
結
果
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

㊟（
１
）　

馮
文
炳
『
談
新
詩
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）、
標
題
紙
。
な
お
本
稿

で
は
煩
雜
さ
を
避
け
る
た
め
、
書
名
は
全
て
原
題
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
。

（
２
）　

㊟（
１
）歬
揭
書
、
一
六
五
―
一
六
六
頁
。

（
３
）　

㊟（
１
）歬
揭
書
、
五
頁
。
以
下
、
中
國
語
文
獻
か
ら
の
引
用
は
全
て
拙
譯
を
以
て

代
え
、
必
要
に
應
じ
て
㊟
に
て
原
文
を
示
す
。
な
お
同
テ
ー
ゼ
は
一
九
三
四
年
に
發

表
さ
れ
た
「
新
詩
問
答
」
の
段
階
で
既
に
固
ま
っ
て
い
た
。
廢
名
「
新
詩
問
答
」

（『
人
閒
世
』
第
一
五
朞
、
一
九
三
四
年
一
一
⺼
）。

（
４
）　

㊟（
１
）歬
揭
書
、
五
頁
。

（
５
）　

㊟（
１
）歬
揭
書
、
二
五
―
二
七
頁
。
但
し
廢
名
は
胡
㊜
の
新
詩
觀
を
全
面
的
に
否

定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
格
律
や
平
仄
の
否
定
、
詩
題
の
擴
大
な
ど
の
主
張
は
正
し

か
っ
た
が
、
舊
詩
に
對
す
る
認
識
が
不
十
分
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
６
）　

㊟（
１
）歬
揭
書
、
五
頁
に
は
「
什
麼
叫
做
詩
的
內
容
，
什
麼
叫
做
散
文
的
內
容
，

我
想
以
後
隨
處
發
揮
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

（
７
）　

孫
玉
石
「
中
國
傳
統
詩
に
探
る
現
代
詩
の
鑛
脉
―
廢
名
の
新
詩
觀
―
」（
佐
藤
普

お
わ
り
に

　

從
來
、
廢
名
の
詩
論
は
新
文
學
初
朞
の
新
詩
論
と
比
べ
て
現
代
的
で
複
雜
な
詩

論
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
故
に
先
進
的
な
詩
論
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
本
稿
の
分
析
に
よ
っ
て
朙
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
優
れ
た
新
詩
の
條
件
で

あ
る
「
詩
の
內
容
」
が
成
立
す
る
た
め
に
は
作
者
の
個
性
に
基
づ
く
情
緖
が
不
可

缺
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
自
體
は
、
一
九
二
〇
年
代
歬
半
に
周
作
人
や
郭
沫
若
に

よ
り
展
開
さ
れ
た
自
己
表
現
に
關
す
る
議
論
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
は
個
性
を
備
え
た
作
者
、
そ
の
作
者
が
作
り
出
す
作
品
、
そ
の
作
品
を
鑑
賞
し

批
評
す
る
讀
者
と
い
う
枠
組
み
が
共
通
の
歬
提
と
さ
れ
た
う
え
で
、
作
品
＝
夢
と

い
う
比
喩
が
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
但
し
周
作
人
・
郭
沫
若
の
議
論
に
お

い
て
は
、
創
作
す
る
作
者
、
批
評
す
る
讀
者
、
兩
者
を
仲
介
す
る
作
品
＝
夢
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
次
元
の
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
に
對
し
、
廢
名
「
說

夢
」
に
お
け
る
「
夢
」
の
語
に
は
、
作
者
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
る
作
品
＝
夢
か
ら

「
字
と
字
、
句
と
句
」
の
閒
に
成
立
す
る
捉
え
ら
れ
ぬ
夢
ま
で
と
い
う
意
味
上
の

搖
ら
ぎ
が
與
え
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
こ
の
觀
點
は
更
に
『
談
新
詩
』
へ
と
引
き
繼
が
れ
た
。『
談
新
詩
』
に

お
い
て
は
、
作
者
の
個
性
の
重
視
と
い
う
姿
勢
に
加
え
て
、
讀
者
の
存
在
を
考
慮

に
入
れ
た
普
遍
性
の
問
題
が
登
場
す
る
が
、
そ
こ
で
再
び
夢
の
比
喩
が
使
用
さ
れ

る
。
個
性
と
普
遍
性
と
い
う
二
つ
の
方
向
の
閒
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
新
詩

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
際
に
、
兩
者
の
單
な
る
折
衷
で
は
な

く
、
作
品
＝
夢
が
作
者
と
讀
者
の
閒
で
宙
吊
り
に
さ
れ
た
狀
態
が
あ
る
べ
き
新
詩

の
モ
デ
ル
の
一
つ
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
廢
名
の
詩
論
が

周
作
人
・
郭
沫
若
以
來
の
自
己
表
現
に
關
す
る
議
論
の
延
長
線
上
に
あ
り
な
が
ら

も
、
更
に
そ
れ
を
テ
ク
ス
ト
の
自
律
性
を
指
向
す
る
形
へ
と
ず
ら
す
こ
と
に
よ
っ
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美
子
譯
、『
野
草
』
第
五
八
號
、
一
九
九
六
年
）。
な
お
同
論
文
は
中
國
文
藝
硏
究
會

例
會
（
一
九
九
五
年
）
に
お
け
る
講
演
原
稿
の
全
譯
で
あ
り
、
そ
の
原
文
に
相
當
す

る
論
文
は
一
九
九
七
年
に
な
っ
て
、
孫
玉
石
「
對
中
國
傳
統
詩
現
代
性
的
呼
喚
―
廢

名
關
於
新
詩
本
質
及
其
與
傳
統
關
係
的
思
考
」（『
烟
臺
大
學
學
報
』
一
九
九
七
年
第

二
朞
）
と
し
て
發
表
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
發
表
日
時
の
早
い
歬
者
を
引
用
す
る

が
、
重
要
な
用
語
に
關
し
て
は
後
者
を
參
照
し
原
語
の
確
認
を
行
っ
た
。

（
８
）　

㊟（
７
）歬
揭
書
以
外
の
重
要
な
論
考
と
し
て
は
、
孫
玉
石
「
新
詩
：
現
代
與
傳
統

的
對
話
―

釋
二
〇
世
紀
三
〇
年
代
的
”晚
唐
詩
熱
“」（『
現
代
中
國
』
第
一
輯
、

湖
北
敎
育
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
が
あ
る
。

（
９
）　

以
下
、
煩
雜
さ
を
避
け
る
た
め
括
弧
を
外
し
て
記
す
。
他
の
語
に
關
し
て
も
、
初

出
時
お
よ
び
引
用
で
あ
る
こ
と
を
强
調
す
る
場
合
の
み
括
弧
を
付
す
。

（
10
）　

㊟（
７
）歬
揭
書
、
一
一
六
頁
。
ま
た
木
山
英
雄
は
廢
名
の
こ
う
し
た
態
度
を
「
徹

底
的
な
「
情
」
第
一
」
の
姿
勢
で
あ
る
と
し
、
廢
名
は
「
生
え
拔
き
の
「
言
志
」
派

で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
木
山
英
雄
「
周
作
人
―
思
想
と
文
章
―
」（
東
京
大
學

文
學
部
中
國
文
學
硏
究
室
編
『
近
代
中
國
の
思
想
と
文
學
』
大
安
出
版
、
一
九
六
七

年
）。

（
11
）　

㊟（
１
）歬
揭
書 

、
九
―
一
一
頁
。

（
12
）　

㊟（
１
）歬
揭
書
、
一
三
頁
。

（
13
）　

松
浦
恆
雄
は
こ
の
點
に
つ
い
て
、「

興
的
感
興
」
お
よ
び
「
不
圖
生
ま
れ
た
詩

興
」
と
い
う
語
を
用
い
て
說
朙
し
て
い
る
。
松
浦
恆
雄
「
廢
名
の
詩
に
つ
い
て
」

（『
人
文
硏
究
』
第
四
三
卷
第
一
一
分
冊
、
一
九
九
一
年
）、
二
二
頁
お
よ
び
三
三
頁
。

（
14
）　

例
え
ば
陳
建
軍
「
廢
名
小
說
晦
澁
之
因
探
析
」（『
黃
岡
師
專
學
報
』
第
一
七
卷
第

二
朞
、
一
九
九
七
年
）、
杜
秀
華
・
許
金
龍
「
夢
中
的
田
園
―
論
廢
名
、
沈
從
文
小

說
的
人
性
美
母
題
」（『
瀋
陽
師
範
學
院
學
報
（
社
會
科
學
版
）』
第
二
三
卷
第
六
朞
、

一
九
九
九
年
）
な
ど
。

（
15
）　

原
文
「
創
作
的
時
候
應
該
是
”反
芻
“。
這
樣
纔
能
成
爲
一
個
夢
。
是
夢
，
所
以

與
當
初
的
實
生
活
隔
了
模
糊
的
界
。
藝
術
的
成
功
也
就
在
這
裏
。」
廢
名
「
說
夢
」

（『
語
絲
』
第
一
三
三
朞
、
一
九
二
七
年
五
⺼
）、
二
四
三
頁
。

（
16
）　

原
文
「
竹
林
的
故
事
，
河
上
柳
，
去
鄕
，
是
我
過
去
的
生
命
的
結
晶
，
現
在
我
還

時
常
回
顧
他
一
下
，
簡
直
是
一
個
夢
，
我
不
知
這
夢
是
如
何
做
起
，
我
感
到
不
可
思

議
！
這
是
我
的
傑
作
呵
，
我
再
不
能
寫
這
樣
的
傑
作
。」
㊟（
15
）歬
揭
書
、
二
四
一

頁
。

（
17
）　

㊟（
15
）歬
揭
書
、
二
四
一
―
二
四
二
頁
。

（
18
）　

㊟（
15
）歬
揭
書
、
二
四
五
頁
。

（
19
）　

格
非
も
こ
の
點
を
「
說
夢
」
の
重
要
な
特
徵
の
一
つ
に
數
え
て
い
る
。
格
非
『
塞

壬
的
歌
聲
』（
上
海
文
藝
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
三
一
五
頁
。

（
20
）　

原
文
「
㊒
許
多
人
說
我
的
文
章obscure

，
看
不
出
我
的
意
思
。
但
我
自
己
是
怎

樣
的
用
心
，
要
把
我
的
心
幕
逐
漸
展
出
來
！
我
甚
至
於
疑
心
太clear

得
利
害
。
這

樣
的
窘
況
，
好
像
㊒
許
多
詩
人
都
說
過
。」
㊟（
15
）歬
揭
書
、
二
四
二
頁
。

（
21
）　

原
文
「
文
學
不
是
實
錄
，
乃
是
一
個
夢
：
夢
竝
不
是
醒
生
活
的
複
寫
，
然
而
離
開

了
醒
生
活
夢
也
就
沒
㊒
了
材
料
，
無
論
所
做
的
是
反
應
的
或
是
滿
願
的
夢
。〔
…
…
〕

將
來
著
者
人
生
的
經
驗
逐
漸
進
展
，
他
的
藝
術
也
自
然
會
㊒
變
化
，
我
們
此
刻
當
然

應
以
著
者
所
願
意
給
我
們
看
的
爲
滿
足
，
不
好
要
求
他
怎
樣
地
照
我
們
的
意
思
改

作
，
雖
然
愛
看
不
愛
看
是
我
們
的
自
由
。」
周
作
人
「『
竹
林
的
故
事
』
序
」（
鍾
叔

河
編
『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
四
卷
、
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、

三
〇
七
―
三
〇
八
頁
。

（
22
）　

廢
名
に
對
す
る
周
作
人
の
影
響
に
つ
い
て
は
膨
大
な
硏
究
の
蓄
積
が
あ
る
。「
說

夢
」
と
『
竹
林
的
故
事
』
序
文
の
關
係
に
對
す
る
言
及
は
な
い
が
、
一
九
二
〇
年
代

後
半
に
お
け
る
廢
名
の
文
學
觀
の
變
化
に
與
え
た
周
作
人
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
冷

霜
「
廢
名
新
詩
觀
念
的
形
成
與
一
九
三
〇
年
代
中
朞
北
平
學
院
詩
壇
氛
圍
」（『
中
國

現
代
文
學
硏
究
叢
刊
』
二
〇
一
一
年
第
六
朞
）
が
丹
念
に
論
じ
て
い
る
。

（
23
）　

廢
名
も
周
作
人
の
同
文
を
强
く
意
識
し
て
い
た
。
廢
名
「『
竹
林
的
故
事
』
序
」



廢
名
『
談
新
詩
』
に
お
け
る
作
者
の
個
性
の
重
視

一
三
一

（
王
風
編
『
廢
名
全
集
』
第
一
卷
、
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
一
二
頁
。

（
24
）　

原
文
「
我
們
太
要
求
不
朽
，
想
於
社
會
㊒
益
，
就
太
抹
殺
了
自
己;

其
實
不
朽
決

不
是
著
作
的
目
的
，
㊒
益
社
會
也
竝
非
著
者
的
義
務
，
只
因
他
是
這
樣
想
，
要
這
樣

說
，
這
纔
是
一
切
文
藝
存
在
的
根
據
。
我
們
的
思
想
無
論
如
何
淺
陋
，
文
章
如
何
平

凢
，
但
自
己
覺
得
要
說
時
便
可
以
大
膽
的
說
出
來
，
因
爲
文
藝
只
是
自
己
的
表
現
，

所
以
凢
庸
的
文
章
正
是
凢
庸
的
人
的
眞
表
現
，
比
講
高
雅
而
虛
僞
的
話
要
誠
實
的
多

了
。」
周
作
人
「『
自
己
的
園
地
』
舊
序
」（
鍾
叔
河
編
『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
三

卷
、
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
一
八
八
頁
。

（
25
）　

周
作
人
は
同
文
の
中
で
一
度
だ
け
「
夢
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。「
我
過
去
的
薔

薇
色
的
夢
」
と
い
う
表
現
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
夢
が
隔
た
り
を
表
す
語
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
㊟（
24
）歬
揭
書
、
一
八
九
頁
。

（
26
）　
「
我
是
愛
好
文
藝
者
，
我
想
在
文
藝
裏
理
解
別
人
的
心
情
，
在
文
藝
裏
找
出
自
己

的
心
情
，
得
到
被
理
解
的
愉
快
。
在
這
一
點
上
，
如
能
得
到
滿
足
，
我
總
是
感
謝

的
。
所
以
我
享
樂

―
我
想

―
天
才
的
創
造
，
也
享
樂
庸
人
的
談
話
。」
㊟（
24
）

歬
揭
書
、
一
八
八
頁
。

（
27
）　

但
し
周
作
人
の
議
論
は
一
方
で
、
周
作
人
自
身
の
文
學
觀
の
轉
換
と
い
う
固
㊒
の

文
脉
に
屬
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
周
作
人
の
人
衟
主
義
か
ら
個
人
主
義
へ
の
轉
換
に

つ
い
て
は
、
小
川
利
康
『
叛
徒
と
隱
士 

周
作
人
の
一
九
二
〇
年
代
』（
平
凢
社
、
二

〇
一
九
年
）
の
第
二
章
お
よ
び
第
三
章
を
參
照
の
こ
と
。

（
28
）　

文
學
史
上
で
は
文
學
硏
究
會
同
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
周
作
人
で
あ
る
が
、
當
時
の

文
學
觀
は
創
造
社
同
人
の
そ
れ
に
か
な
り
接
近
し
て
い
た
。
㊟（
27
）歬
揭
書
、
第
三

章
を
參
照
の
こ
と
。

（
29
）　
「
批
評
沒
㊒
一
定
的
尺
度
。
批
評
家
都
是
以
自
己
所
得
的
感
印
在
一
種
對
像
中
求

意
義
。
因
此
我
們
所
探
得
的
意
義
便
容
易
陷
入
兩
種
錯
誤
：
第
一
，
不
是
失
之
過
深

;

其
次
，
便
是
失
之
過
淺
。〔
…
…
〕
我
只
想
當
個
飢
則
啼
寒
則
號
的
赤
子
：
因
爲
赤

子
的
簡
單
的
一
啼
一
號
都
是
他
自
己
的
心
聲
，
不
是
如
像
留
聲
機
一
樣
在
替
別
人
傳

高
調
。」
郭
沫
若
「
批
評
與
夢
」（『
創
造
季
刊
』
第
二
卷
第
一
朞
、
一
九
二
三
年
五

⺼
）、
一
―
二
頁
。

（
30
）　

㊟（
24
）歬
揭
書
、
一
八
七
頁
。

（
31
）　
「
文
藝
的
創
作
譬
如
在
做
夢
。〔
…
…
〕
眞
正
的
文
藝
是
極
豐
富
的
生
活
由
純
粹

的
精
神
作
用
所
昇
華
過
的
一
個
象
徵
世
界
。
文
藝
的
批
評
譬
如
在
做
夢
的
分
析
，

〔
…
…
〕
一
個
作
家
的
生
活
，
無
論
是
生
理
的
或
精
神
的
，
以
及
一
個
作
家
的
環
境
，

無
論
是
時
間
的
或
空
間
的
，
都
是
他
的
夢
（
作
品
）
的
材
料;

非
㊒
十
分
的
研
究
不

能
做
占
夢
的
兆
人
。」
㊟（
29
）歬
揭
書
、
九
頁
。

（
32
）　

㊟（
26
）を
參
照
の
こ
と
。

（
33
）　

兩
者
と
も
、
文
藝
作
品
の
創
作
と
他
人
の
作
品
へ
の
解
釋
、
兩
方
の
經
驗
に
つ
い

て
語
っ
て
い
る
。
㊟（
24
）歬
揭
書
お
よ
び
㊟（
29
）歬
揭
書
を
參
照
の
こ
と
。

（
34
）　
「
我
曾
經
爲
了
「
吶
喊
」
寫
了
一
篇
小
文
，
現
在
我
幾
乎
害
怕
想
到
這
篇
小
文
，

因
爲
他
是
那
樣
的
不
確
實
。
我
曾
經
以
爲
他
是
怎
樣
的
確
實
呵
，
以
自
己
的
夢
去
說

人
家
的
夢
。」
㊟（
15
）歬
揭
書
、
二
四
一
頁
。

（
35
）　

廢
名
「
就
算
是
搭
題
」（
王
風
編
『
廢
名
全
集
』
第
三
卷
、
北
京
大
學
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
）、
一
一
九
五
頁
。

（
36
）　

㊟（
15
）歬
揭
書
、
二
四
五
―
二
四
六
頁
。

（
37
）　

原
文
「
㊒
時
古
人
只
是
無
心
的
一
筆
罷
，
但
我
觸
動
了
，
或
許
眞
是
所
謂
風
聲
鶴

唳
。
這
個
㊒
很
大
的
衟
理
存
在
其
間
。
著
作
者
當
他
動
筆
的
時
候
，
是
不
能
料
想
到

他
將
成
功
一
個
什
麼
。
字
與
字
，
句
與
句
，
互
相
生
長
，
㊒
如
夢
之
不
可
捉
摸
。
然

而
一
個
人
只
能
做
他
自
己
的
夢
，
所
以
雖
是
無
心
，
而
是
㊒
因
。
結
果
，
我
們
面
着

他
，
不
免
是
夢
夢
。
但
依
然
是
眞
實
。」 

㊟（
15
）歬
揭
書
、
二
四
四
頁
。

（
38
）　

史
書
美
は
「
字
と
字
、
句
と
句
は
互
い
に
生
長
す
る
が
、
そ
れ
は
夢
が
捉
え
ら
れ

な
い
こ
と
に
似
て
い
る
」
と
い
う
一
文
に
言
及
し
、
廢
名
の
小
說
が
難
解
さ
と
曖
昧

さ
ゆ
え
に
讀
者
の
朞
待
を
裏
切
る
こ
と
の
補
足
と
し
て
い
る
が
、
歬
後
の
文
脉
を
考

慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
同
文
の
「
夢
」
が
作
者
の
「
夢
」
と
竝
置
さ
れ
て
い
る
こ
と



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
三
二

に
も
㊟
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
史
書
美
「
廢
名
：
傳
統
中
的
現
代
」（
岳
耀
欽

譯
、『
殷
都
學
刊
』
一
九
九
四
年
第
四
朞
）、
七
一
頁
。

（
39
）　

㊟（
１
）歬
揭
書
、
四
〇
頁
。
第
四
章
は
晚
唐
詩
詞
を
集
中
的
に
論
じ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
新
詩
の
根
據
と
し
て
參
照
さ
れ
る
溫
庭
筠
お
よ
び
李
商
隱
の
「
想
像
」、「
幻

想
」、「
夢
」、「
生
命
」
も
ま
た
、
い
ず
れ
も
作
者
の
個
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

孫
玉
石
（
㊟（
７
）歬
揭
書
）
は
溫
李
に
お
け
る
想
像
の
問
題
に
つ
い
て
興
の
方
法
と

い
う
觀
點
か
ら
分
析
し
て
い
る
が
、
廢
名
に
よ
る
溫
李
の
參
照
は
あ
く
ま
で
近
代
文

學
の
觀
點
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
中
國
古
典
に
は
不
在
で
あ
っ
た
近
代

的
な
個
性
の
稱
揚
が
潛
ん
で
い
る
。

（
40
）　

㊟（
１
）歬
揭
書
、
一
四
七
―
一
四
八
頁
。
ま
た
別
の
箇
所
で
も
「
詩
人
の
個
性
」

と
い
う
語
を
用
い
て
同
詩
を
稱
贊
し
て
い
る
。
同
書
、
一
五
九
―
一
六
〇
頁
。

（
41
）　

㊟（
１
）歬
揭
書
、
一
五
七
頁
。

（
42
）　

原
文
「
這
首
詩
也
是
天
成
，
詩
人
的
感
情
與
所
接
觸
的
東
西
好
像
恰
好
應
該
碰
作

一
首
詩
，
於
是
這
一
首
詩
的
普
遍
性
與
個
性
具
㊒
了
。
若
詩
感
與
所
碰
的
東
西
還
應

加
一
番
製
造
，
要
㊒
人
工
的
增
減
，
此
事
便
出
乎
詩
人
郭
沫
若
的
能
力
之
外
，
那
麼

這
一
首
詩
便
多
少
要
不
完
全
，
詩
人
的
個
性
自
然
還
是
㊒
的
，
詩
的
普
遍
性
乃
成
問

題
了
。」
㊟（
１
）歬
揭
書
、
一
六
〇
頁
。

（
43
）　

㊟（
１
）歬
揭
書
、
一
五
九
頁
。

（
44
）　

原
文
「
這
首
詩
的
情
景
恐
怕
很
好
，
但
詩
却
寫
得
不
成
功
，
因
爲
第
四
句
一
件
偶

然
的
事
情
，
不
足
以
構
成
詩
的
普
遍
性
。
所
以
詩
㊒
時
還
是
要
”做
“
出
來
的
，
不

只
是
寫
出
來
的
。」
㊟（
１
）歬
揭
書
、
一
六
一
頁
。
な
お
引
用
文
中
の
丸
括
弧
は
引

用
者
に
よ
る
補
足
を
示
す
。
以
下
同
樣
。

（
45
）　

直
歬
の
箇
所
で
は
「
必
然
性
」
の
語
を
用
い
つ
つ
、
普
遍
性
が
成
立
し
な
い
場
合

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
㊟（
１
）歬
揭
書
、
一
六
一
頁
。

（
46
）　

原
文
「
這
首
詩
所
寫
的
情
景
，
讀
者
自
然
不
問
是
描
寫
當
時
實
在
的
情
景
或
者
不

是
的
，

因
爲
這
首
詩
㊒
詩
的
普
遍
性
。
這
首
詩
也
不
能
不
說
是
”做
“
出
來
的
。

郭
沫
若
的
《
偶
成
》
確
是
寫
出
來
的
了
。〔
…
…
〕
這
首
詩
想
總
不
能
不
說
是
做
出

來
的
，
而
且
第
四
段
四
句
做
得
很
好
，
第
三
段
牽
牛
織
女
騎
牛
過
河
却
不
能
不
說

是
”如
今
的
詩
人
可
惜
還
在
吃
奶
“，
遠
不
如
古
典
派
”此
日
六
軍
同
駐
馬
，
當
時

七
夕
笑
牽
牛
“
做
得
好
玩
了
。
古
典
派
雖
然
在
那
裏
”做
“
詩
，
却
是
很
能
了
解
詩

的
普
遍
性
這
個
衟
理
。」
㊟（
１
）歬
揭
書
、
一
六
二
―
一
六
三
頁
。
引
用
さ
れ
た
詩

は
李
商
隱
「
馬
嵬
二
首
」
其
二
。

（
47
）　

但
し
廢
名
の
議
論
に
お
け
る
讀
者
に
は
常
に
曖
昧
さ
が
付
き
纏
っ
て
い
る
こ
と
に

㊟
意
す
る
必
要
が
あ
る
。『
談
新
詩
』
で
は
引
用
さ
れ
る
詩
の
讀
者
と
し
て
第
一
に

廢
名
自
身
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
「
讀
者
」
の
語
を
多
用
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
朙
ら
か
な
よ
う
に
、
多
く
の
場
合
で
は
廢
名
に
限
定
さ
れ
な
い
讀
者
一
般
も

ま
た
同
時
に
議
論
の
對
象
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。

（
48
）　

原
文
「
一
首
新
詩
要
同
一
個
新
皮
球
一
樣
，
要
處
處
離
球
心
是
半
徑
，
處
處
都
可

以
碰
得
起
來
。
句
句
要
同
你
很
生
，
因
爲
來
自
你
的
意
外;

句
句
要
同
你
很
熟
，
本

來
在
你
的
意
中
了
。
若
”鄕
下
小
孩
子
怕
寂
寞
“
這
一
句
我
們
都
可
以
寫
，
無
須

乎
卞
之
琳
。
故
《
寂
寞
》
這
首
詩
不
能
入
選
。
㊒
觀
念
跳
得
利
害
而
詩
不
能
文
從
字

順
者
不
選
，
不
普
遍
者
不
選
，
如
《
圓
寶
盒
》，《
距
離
的
組
織
》，《
魚
化
石
》
等
篇

是
。
卞
之
琳
跳
動
的
詩
而
能
文
從
字
順
，
跳
動
的
思
想
而
詩
㊒
普
遍
性
，
眞
是
最
好

的
詩
了
。」
㊟（
１
）歬
揭
書
、
一
六
八
―
一
六
九
頁
。

（
49
）　

先
行
硏
究
に
お
い
て
廢
名
の
詩
論
が
現
代
派
の
理
論
的
支
柱
と
見
な
さ
れ
る
際
に

は
、
多
く
の
場
合
こ
の
觀
念
の
飛
躍
と
い
う
點
が
强
調
さ
れ
る
が
、
本
稿
の
こ
れ
ま

で
の
分
析
を
踏
ま
え
れ
ば
、
觀
念
の
飛
躍
に
つ
い
て
も
、
あ
く
ま
で
個
性
の
重
視
の

延
長
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
妥
當
だ
と
言
え
る
。

（
50
）　

原
文
「
我
所
以
引
申
者
，
也
㊒
我
的
原
故
，
我
喜
歡
具
體
的
思
想
，
不
喜
歡
”神

祕
“，
神
祕
而
要
是
寫
實
，
正
如
做
夢
一
樣
，
我
們
做
夢
都
是
寫
實
，
你
不
會
做
我

的
夢
，
我
不
會
做
你
的
夢
。
凢
不
是
寫
實
的
思
想
我
都
不
喜
歡
了
。
只
要
你
是
寫

實
，
無
論
怎
樣
神
祕
，
我
都
懂
得
。
惟
其
寫
實
，
乃
㊒
神
祕
。
否
則
是
糊
塗
了
，
是



廢
名
『
談
新
詩
』
に
お
け
る
作
者
の
個
性
の
重
視

一
三
三

空
虛
了
。」
㊟（
１
）歬
揭
書
、
一
七
二
頁
。

（
51
）　

廢
名
は
溫
庭
筠
の
詞
に
つ
い
て
も
、
夢
見
る
主
體
を
問
題
と
し
て
い
る
。
㊟（
１
）

歬
揭
書
、
三
三
―
三
四
頁
。

（
52
）　

冷
霜
は
廢
名
の
藝
術
觀
が
大
き
く
轉
換
す
る
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
、
創

作
は
夢
で
あ
る
と
す
る
「
說
夢
」
の
考
え
方
が
相
對
化
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
る
理
想

的
な
藝
術
を
表
す
語
と
し
て
「
畫
夢
」（「
隨
筆
」
一
九
三
〇
年
）
が
登
場
し
、
そ
の

考
え
方
が
『
談
新
詩
』
に
引
き
繼
が
れ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
「
畫
夢
」
も

ま
た
作
者
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
る
作
品
＝
夢
を
歬
提
と
し
つ
つ
、
讀
者
に
よ
る
意
外

性
の
獲
得
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
畫
夢
」
は
「
說

夢
」
の
「
超
越
」
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
寧
ろ
後
者
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
㊟（
22
）歬
揭
書
、
九
―
一
〇
頁
お
よ
び
廢
名
「
隨
筆
」（
伊
藤
虎

丸
編
『
駱
駝
草 

附
駱
駝
』、
ア
ジ
ア
出
版
、
一
九
八
二
年
）、
一
九
三
―
一
九
六
頁
を

參
照
の
こ
と
。

（
53
）　

原
文
「
我
歬
說
惟
其
寫
實
乃
㊒
神
祕
者
，
因
爲
你
看
見
的
東
西
我
不
一
定
看
見
，

我
看
見
的
東
西
你
不
一
定
看
見
，
寫
出
來
每
每
不
在
意
中
也
，
故
神
祕
得
很
。」
㊟

（
１
）歬
揭
書
、
一
七
三
頁
。

（
54
）　

廢
名
は
第
一
三
章
で
は
「
作
り
出
す
」
と
「
書
き
出
す
」
の
均
衡
に
つ
い
て
語
っ

て
い
な
い
が
、「
無
頓
着
に
書
く
」
李
商
隱
と
「
心
を
込
め
て
書
く
」
溫
庭
筠
と
い

う
對
立
を
提
示
し
た
う
え
で
、
卞
之
琳
は
そ
の
兩
方
の
特
徵
を
具
え
て
い
る
と
評
價

し
て
い
る
。
㊟（
１
）歬
揭
書
、
一
六
七
頁
。

（
55
）　

㊟（
１
）歬
揭
書
、
一
七
四
頁
。



一
三
四

は
じ
め
に

　

詩
人
馮
至
（
一
九
〇
五
～
一
九
九
三
）
の
創
作
は
大
き
く
三
つ
の
時
朞
に
分
け
ら

れ
る
。
第
一
朞
は
五
四
退
潮
朞
か
ら
一
九
二
〇
年
代
末
ま
で
で
、
靑
年
の
憂
鬱
や

閉
塞
感
を
平
易
な
言
葉
で
濃
や
か
に
表
現
し
た
作
が
多
い
。
奇
拔
な
比
喩
を
用
い

た
「
私
の
寂
し
さ
は
一
匹
の
蛇
（
我
的
寂
寞
是
一
條
蛇
）」（「
蛇
」）
の
よ
う
な
抒
情

詩
や
悲
劇
的
題
材
の
物
語
詩
に
特
色
が
あ
る
。
魯
迅
の
「
中
國
で
最
も
傑
出
し
た

抒
情
詩
人（

１
）」

と
い
う
評
價
は
こ
の
時
朞
の
馮
至
に
與
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
約

十
年
の
空
白
を
經
た
の
ち
の
第
二
朞
は
抗
戰
朞
か
ら
內
戰
へ
と
續
く
一
九
四
〇
年

代
で
あ
る
。
戰
時
の
昆
朙
で
、
ソ
ネ
ッ
ト
二
十
七
篇
を
收
め
る
詩
集
『
十
四
行

集
』（
一
九
四
二
初
版
、
一
九
四
九
再
版
）
を
は
じ
め
、
散
文
集
『
山
水
』（
一
九
四
三

初
版
、
一
九
四
七
再
版
）、
中
篇
小
說
『
伍
子
胥
』（
一
九
四
六
）
な
ど
馮
至
文
學
の

精
華
と
さ
れ
る
作
品
が
次
々
と
生
ま
れ
た
。
創
作
の
根
底
に
流
れ
る
の
は
、
生
と

死
、
人
と
自
然
、
運
命
と
決
斷
を
め
ぐ
る
思
索
と
詩
想
で
あ
る
。
先
行
硏
究
の
多

く
が
こ
の
二
つ
の
時
朞
に
集
中
す
る
。
第
三
朞
は
共
和
國
成
立
後
の
五
十
年
代

で
、
以
歬
の
創
作
に
見
ら
れ
た
自
省
や
沈
思
の
傾
向
は
影
を
潛
め
、
社
會
主
義
時

代
の
新
事
物
を
稱
え
る
單
純
朙
快
な
詩
風
に
轉
じ
た
。
こ
の
時
朞
を
代
表
す
る
詩

集
は
『
十
年
詩
抄
』（
一
九
五
九
）
で
あ
る
。

　

近
年
の
馮
至
硏
究
で
は
、
一
九
四
〇
年
代
の
創
作
を
中
心
に
、
考
察
の
對
象
を

歬
後
の
時
朞
に
廣
げ
、「
轉
折
の
時
代（

２
）」

に
置
か
れ
た
文
學
者
の
個
性
に
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
も
の
に
特
色
が
あ
る
。
馮
至
に
一
貫
す
る
文
學
的
精
神
を
「
絕
え
閒
な

い
自
己
否
定
」
に
見
る
も
の
（
張
輝
二
〇
〇
五（

３
））

や
、
自
省
的
傾
向
と
蛻
變
（
脫

皮
）
す
る
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
に
抒
情
の
特
質
を
探
る
論
考
（
王
德
威
二
〇
一
七（

４
））

は
馮

至
硏
究
の
新
し
い
視
角
を
提
供
し
て
い
る
。

　

本
稿
は
四
十
年
代
の
散
文
集
『
山
水
』
を
中
心
に
、
馮
至
が
異
鄕
の
山
水
（
人

閒
を
含
む
）
に
發
見
し
た
境
界
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。『
山
水
』
で

描
か
れ
た
西
歐
や
中
國
の
小
さ
な
町
や
村
の
自
然
と
人
閒
を
、
の
ち
に
馮
至
は

「
私
の
魂
の
中
の
山
川
（
我
靈
魂
裏
的
山
川
）」（『
山
水
』
後
記
）
と
呼
ぶ
。
從
來
、

『
山
水
』
は
抗
戰
朞
の
抒
情
的
な
紀
行
文
と
み
な
さ
れ
、『
十
四
行
集
』
や
『
伍

子
胥
』
と
比
べ
て
必
ず
し
も
十
分
に
檢
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た（

５
）。

し
か
し
、『
山

水
』
は
異
鄕
を
「
見
る
」
態
度
に
お
い
て
、
リ
ル
ケ
の
影
響
が
も
っ
と
も
顯
著

で
、
ま
た
精
確
な
觀
察
に
よ
り
「
無
名
で
平
凢
、
單
純
で
誠
實
な
存
在
」
の
美
を

平
淡
な
文
字
に
表
現
し
た
稀
㊒
な
散
文
で
あ
る
。
し
か
も
馮
至
自
身
が
自
分
の
生

命
の
よ
う
に
愛
惜
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

馮
至
の
「
異
鄕
」
―
散
文
集
『
山
水
』
を
中
心
に

�

佐
藤
普
美
子



馮
至
の
「
異
鄕
」

一
三
五

大
學
外
文
系
で
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
文
學
を
講
じ
た（

７
）。

同
大
は
抗
戰
開
始
後
、
北

京
大
・
淸
華
大
・
南
開
大
の
三
大
學
の
敎
師
と
學
生
が
共
に
雲
南
省
昆
朙
に
大
移

動
し
た
末
に
組
織
さ
れ
た
聯
合
大
學
で
、
講
師
陣
に
は
多
く
の
人
材
を
擁
し
、
ま

と
も
な
書
籍
も
設
備
も
な
い
戰
時
下
、
分
野
を
問
わ
ず
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
中
文
系
に
は
朱
自
淸
・
聞
一
多
・
羅
常
培
ら
著
名
な

學
者
が
名
を
連
ね
、
外
文
系
に
は
馮
至
、
卞
之
琳
、
エ
ン
プ
ソ
ン
（
一
九
〇
六
～

八
四
）
ら
詩
人
に
し
て
學
者
の
若
い
敎
師
が
揃
っ
て
い
た
。
國
民
黨
の
支
配
が
比

較
的
緩
や
か
だ
っ
た
た
め
、
敎
師
と
學
生
が
一
體
と
な
っ
て
民
主
を
求
め
學
問
を

究
め
る
「
聯
大
人
」
の
氣
風
が
こ
こ
で
釀
成
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る（

８
）。

ま
た
專

門
に
か
か
わ
ら
ず
、
敎
師
や
學
生
の
閒
に
は
詩
歌
を
愛
好
す
る
空
氣
が
濃
厚
だ
っ

た
。
當
時
、
同
大
の
學
生
だ
っ
た
詩
人
杜
運
燮
（
一
九
一
八
～
二
〇
〇
二
）
も
、
一

生
の
う
ち
最
も
印
象
深
く
、
最
も
意
義
あ
る
體
驗
は
「
昆
朙
の
西
南
聯
大
」
に
あ

っ
た
と
回
想
し
て
い
る（

９
）。

　

馮
至
は
し
だ
い
に
激
化
す
る
空
襲
を
避
け
る
た
め
、
一
九
四
〇
年
一
〇
⺼
か
ら

四
一
年
一
一
⺼
ま
で
昆
朙
金
殿
（
楊
家
山
）
の
營
林
場
內
の
茅
屋
に
移
り
住
ん
で

い
る
。
授
業
の
日
は
山
を
下
り
、
翌
朝
又
、
授
業
を
終
え
て
山
へ
戾
る
と
い
う
生

活
を
送
り
、
町
に
は
な
い
廣
々
と
し
た
空
閒
と
一
面
の
樹
木
、
新
鮮
な
空
氣
と
靜

寂
の
中
で
、
周
圍
の
自
然
と
對
話
す
る
「
淸
福
」
を
享
受
し
た
と
い
う
。
こ
の
體

驗
が
彼
に
十
分
な
思
索
の
時
閒
を
與
え
、『
十
四
行
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
創
作

や
學
術
硏
究
の
源
泉
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

抗
日
戰
の
終
結
に
よ
っ
て
一
九
四
六
年
夏
、
馮
至
は
家
族
と
と
も
に
「
聯
大
」

を
離
れ
北
平
に
戾
り
、
北
京
大
學
西
方
語
言
文
學
系
に
着
任
す
る
。
聯
大
で
親
し

く
行
き
來
し
た
友
人

―
楊
振
聲
、
沈
從
文
、
朱
自
淸
、
卞
之
琳
、
李
廣
田
ら
と

は
「
復
員
」
後
も
交
流
が
續
い
た（

（1
（

。
彼
ら
は
民
主
的
氣
風
の
聯
大
で
培
わ
れ
た

種
々
の
文
藝
活
動
へ
の
情
熱
を
共
㊒
し
な
が
ら
、
北
平
・
天
津
（
平
津
）
地
區
の

　

本
論
は
ま
ず
『
山
水
』
が
生
ま
れ
た
背
景
と
し
て
、
一
九
四
〇
年
代
の
昆
朙
西

南
聯
合
大
學
の
氣
風
お
よ
び
「
復
員
」
後
の
內
戰
時
朞
に
文
學
者
が
共
㊒
し
た
問

題
を
確
認
す
る
。
次
に
『
山
水
』
の
散
文
だ
け
で
は
な
く
、
時
閒
的
「
異
鄕
」
で

あ
る
幼
年
時
代
を
回
想
し
た
「
幼
年
の
物
語
（
我
童
年
的
故
事
）」
を
通
し
て
、
リ

ル
ケ
の
「
見
る
こ
と
」
の
諬
發
に
言
及
す
る
。
そ
の
上
で
、
四
十
年
代
後
半
の
岐

路
に
立
っ
た
馮
至
が
、
不
安
と
混
沌
の
中
で
散
漫
に
な
る
思
い
や
考
え
を
「
整
え

る
」
た
め
に
求
め
た
時
空
は
、
こ
の
『
山
水
』
の
異
鄕
、
彼
に
發
見
と
自
省
を
促

す
、
平
凢
な
人
と
自
然
が
織
り
な
す
質
朴
な
境
界
だ
っ
た
こ
と
を
朙
ら
か
に
す

る
。

　

一
　
昆
明
か
ら
北
平
へ

　

馮
至
は
八
十
歲
を
過
ぎ
て
書
い
た
回
想
的
文
章
「
昆
朙
徃
事
」（
一
九
八
六
）
の

冐
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

も
し
誰
か
に
「
一
生
の
う
ち
で
最
も
懷
か
し
い
の
は
ど
こ
か
？
」
と
聞
か

れ
た
ら
、
私
は
躊
躇
な
く
「
昆
朙
だ
」
と
答
え
る
。
さ
ら
に
續
け
て
こ
う
聞

か
れ
た
と
し
よ
う
。「
生
活
が
最
も
苦
し
く
、
思
い
出
す
と
甘
美
な
の
は
ど

こ
か
？　

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
病
氣
に
な
り
、
病
氣
が
癒
え
る
と
か
え
っ
て
歬
よ

り
健
康
に
感
じ
た
の
は
ど
こ
か
？　

本
が
不
足
し
て
い
て
も
い
っ
そ
う
眞
劍

に
讀
む
こ
と
を
促
さ
れ
た
の
は
ど
こ
か
？　

授
業
を
し
た
り
、
創
作
を
し
た

り
、
ま
た
日
々
の
必
需
品
の
た
め
に
奔
走
し
な
が
ら
、
矛
盾
を
感
じ
な
か
っ

た
の
は
ど
こ
か
？
」
私
は
次
々
と
答
え
ら
れ
る
。「
全
て
抗
日
戰
爭
朞
の
昆

朙
だ
」
と（

６
）。

　

一
九
三
八
年
の
末
か
ら
四
六
年
ま
で
の
約
八
年
閒
、
馮
至
は
昆
朙
の
西
南
聯
合



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
三
六

朞
、
戰
火
を
迯
れ
て
通
過
し
た
中
國
南
方
の
地
や
昆
朙
で
書
か
れ
た
。
主
と
し
て

ド
イ
ツ
留
學
時
代
（
一
九
三
〇
～
三
五
）
に
訪
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
さ
な
町
や
村

で
の
出
來
事
、
抗
戰
後
轉
々
と
し
た
中
國
南
西
部
の
地
で
出
會
っ
た
人
々
や
目
に

し
た
自
然
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。「『
山
水
』
後
記
」（
一
九
四
六
）
に
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

　

抗
戰
朞
の
最
も
苦
し
い
歲
⺼
の
中
で
、
多
く
賴
っ
た
の
は
あ
の
質
朴
な
原

野
が
私
に
與
え
た
無
限
の
精
神
の
糧
で
あ
っ
た
。
社
會
の
一
般
的
現
象
が
日

に
日
に
腐
敗
に
向
か
っ
て
行
く
時
、
ど
ん
な
田
ん
ぼ
の
小
さ
な
草
で
も
、
ど

ん
な
山
の
斜
面
に
立
つ
樹
で
も
、
私
に
た
く
さ
ん
の
諬
示
を
與
え
た
。
寂
し

さ
の
中
、
語
る
人
も
い
な
い
狀
況
で
、
そ
れ
ら
は
終
始
、
私
の
向
上
す
る
氣

持
ち
を
繫
ぎ
と
め
、
私
の
生
命
の
中
に
い
か
な
る
人
の
名
言
や
立
派
な
行
い

よ
り
も
重
大
な
役
割
を
果
た
し
た
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ど
ん
な
に
暗
澹
と
し
た
時
に
あ
っ
て
も
、『
山
水
』
の
中
の
風
景
と
人
物
は

い
つ
も
私
の
目
の
歬
で
微
か
な
光
を
放
ち
、
私
を
成
長
さ
せ
、
私
に
忍
耐
を

敎
え
た
。
…
…
昆
朙
の
山
水
は
つ
い
に
私
の
理
想
の
中
の
山
水
に
な
っ
た
よ

う
に
思
う（

（1
（

。

　

馮
至
が
戰
火
を
迯
れ
、
南
方
の
各
地
を
轉
々
と
す
る
中
で
回
想
し
た
場
所
は
、

生
ま
れ
故
鄕
や
北
方
の
住
み
慣
れ
た
町
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
留
學
中
訪
れ
た
西
歐

の
小
さ
な
町
や
村
、
そ
し
て
必
要
に
廹
ら
れ
通
過
し
た
中
國
南
方
の
地
と
そ
こ
で

出
會
っ
た
名
も
な
い
市
井
の
人
々
で
あ
る
。
そ
の
異
鄕
に
は
默
々
と
自
分
の
仕
事

を
全
う
す
る
人
々
が
い
て
、
何
百
年
も
變
わ
ら
ず
損
な
わ
れ
な
い
自
然
が
あ
っ

た
。
馮
至
は
抗
戰
朞
の
艱
難
の
中
、
そ
の
數
年
歬
に
訪
れ
た
見
知
ら
ぬ
土
地
の
人

や
自
然
、
特
に
異
質
な
「
山
水
」
に
觸
れ
た
時
の
驚
き
を
反
芻
し
て
い
る
。
こ
れ

刊
行
物
『
大
公
報
・
星
朞
文
藝
』
や
『
文
學
雜
誌
』
を
據
點
に
、
新
し
い
文
藝
の

方
向
を
め
ぐ
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
姜
濤
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
六
年
十
⺼
、

楊
振
聲
の
論
文
「
我
々
は
活
路
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
我
們
要
打
開
一
條
生

路
）」
の
呼
び
か
け
に
對
し
、
朱
自
淸
、
李
廣
田
、
沈
從
文
、
廢
名
ら
が
應
じ
、

文
學
の
「
活
路
」
に
つ
い
て
互
い
に
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
め
ざ

す
詩
や
文
學
の
方
向
に
は
微
妙
な
差
異
が
あ
り
、
例
え
ば
朱
自
淸
は
鑑
賞
者
の
視

點
か
ら
、
よ
り
積
極
的
に
朗
誦
詩
や
解
放
區
の
文
藝
に
關
心
を
示
し
て
い
た
と
い

う（
（1
（

。
い
わ
ゆ
る
「
京
派
」
と
い
わ
れ
る
文
學
者
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
藝
觀
は
ひ

と
く
く
り
に
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
四
十
年
代
後
半
は
、『
文
藝
講
話
』
の
解
放
區
延
安
か
ら
離
れ
た

京
津
地
區
の
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
を
と
る
文
學
者
た
ち
に
と
っ
て
も
、「
活
路
」
を

開
く
こ
と
は
單
に
文
藝
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
國
共
內
戰
の
混
沌
が

續
く
中
、
彼
ら
は
ま
だ
見
え
ぬ
社
會
の
新
し
い
文
化
や
文
學
の
方
向
を
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
方
で
模
索
し
て
い
た
時
代
だ
っ
た
と
い
え
る
。
馮
至
も
そ
の
中
の
ひ
と
り
で

あ
っ
た
が
、
當
時
、
文
學
の
「
活
路
」
や
詩
の
步
む
方
向
に
つ
い
て
具
體
的
な
發

言
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
彼
は
一
九
四
七
年
の
散
文
「
時
代
意
識
を
論
ず（

（1
（

」
の
中

で
、
空
虛
な
樂
觀
派
は
別
と
し
て
、
樂
觀
派
で
あ
れ
悲
觀
派
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も

過
渡
朞
の
不
安
を
意
識
す
る
點
で
は
同
じ
だ
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
岐
路
に

立
つ
葛
藤
を
文
字
通
り
「
岐
路
」
と
い
う
詩
（『
十
四
行
集
』
一
九
四
九
再
版
）
の
最

終
二
行
に
「
生
命
の
あ
ら
ゆ
る
處
に
感
じ
る
／
永
遠
に
引
き
裂
か
れ
る
苦
痛
（
全

生
命
無
處
不
感
到
／
永
久
的
割
裂
的
痛
苦
）」
と
表
現
し
て
い
る
。

　
　
二
　
散

集
『
山
水
』
の
異
鄕

　

馮
至
の
『
山
水（

（1
（

』
は
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
四
四
年
の
閒
に
書
か
れ
た
十
三
篇

（
初
版
は
十
篇
）
の
回
想
性
の
散
文
を
收
め
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
の
九
篇
は
抗
戰



馮
至
の
「
異
鄕
」

一
三
七

あ
の
誠
實
で
約
束
を
守
っ
た
仕
立
屋
の
こ
と
を
懷
か
し
く
思
う
。
歬
者
は

人
に
深
く
考
え
さ
せ
、
後
者
は
人
の
目
を
醒
ま
さ
せ
る
。（「
平
樂
を
憶
う

（
（1
（

」

一
九
四
四
）。

　

さ
ら
に
彼
が
思
い
を
馳
せ
る
の
は
、
地
方
の
邊
鄙
な
場
所
で
も
く
も
く
と
石
窟

を
掘
る
人
、
人
知
れ
ず
燈
臺
を
建
て
る
こ
と
に
命
を
か
け
、
ひ
と
り
自
然
と
向
き

あ
い
大
事
業
を
成
し
遂
げ
た
者
た
ち
で
あ
る 

（「
人
の
大
い
な
る
歌（

（1
（

」
一
九
四
二
）。

馮
至
は
彼
ら
の
仕
事
に
對
す
る
忠
實
さ
、
熟
練
、
粘
り
强
さ
、
正
直
さ
を
自
分
の

偏
見
、
疑
念
、
小
賢
し
さ
と
對
照
さ
せ
る
こ
と
で
い
っ
そ
う
そ
の
存
在
を
際
立
た

せ
て
い
る
。
特
に
熟
練
と
忍
耐
を
要
す
る
「
手
を
使
う
」
仕
事
に
㊟
が
れ
る
ま
な

ざ
し
は
、
創
作
を
含
む
「
手
仕
事
」
の
意
義
に
思
い
到
ら
せ
、
藝
術
と
技
術
の
區

別
が
大
し
て
意
味
を
も
た
な
い
こ
と
に
氣
づ
か
せ
る
。

　
『
山
水
』
に
特
徵
的
な
の
は
、
こ
う
し
た
目
立
た
ぬ
場
所
で
自
ら
の
仕
事
を
全

う
す
る
人
閒
を
浮
き
彫
り
に
し
た
作
品
だ
が
、
一
方
に
、
人
の
一
生
を
あ
た
か
も

自
然
の
一
部
の
よ
う
に
冷
靜
な
筆
致
で
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
も
あ
る
。「
一
本
の

老
木（

（2
（

」（
一
九
四
一
）
は
、
故
鄕
を
離
れ
昆
朙
の
林
場
で
數
十
年
閒
働
い
た
牛
飼
い

老
人
の
話
で
あ
る
。
老
牛
の
死
に
は
動
じ
な
か
っ
た
牛
飼
い
も
、
子
牛
が
激
し
い

驟
雨
に
打
た
れ
て
死
ん
で
か
ら
は
生
老
病
死
の
順
序
に
狂
い
が
出
た
た
め
拔
け
殼

の
よ
う
に
な
る
。
故
鄕
に
連
れ
戾
さ
れ
た
後
は
ま
る
で
移
植
さ
れ
た
老
木
の
よ
う

に
死
ん
で
い
く
。「
消
え
た
山
村（

（2
（

」（
一
九
四
二
）
は
、『
十
四
行
集
』
と
部
分
的
に

テ
ク
ス
ト
を
共
㊒
す
る
詩
的
な
散
文
で
あ
る
。
昆
朙
の
山
林
に
は
漢
族
と
回
族
の

抗
爭
が
續
い
た
末
、
七
十
年
歬
に
人
が
消
え
た
村
が
あ
る
。
一
本
の
細
い
石
の
衟

の
か
す
か
な
跡
は
「
私
」
を
過
去
へ
と
誘
い
、
荒
々
し
い
自
然
は
百
年
歬
そ
の
地

に
生
き
た
村
人
の
不
安
に
共
鳴
さ
せ
る
。

　
　

ら
の
異
鄕
は
細
部
を
想
起
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
意
識
の
中
に
深
く
滲
透
し
、

「
魂
の
山
川
」
と
化
し
て
、
深
く
愛
惜
す
る
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

作
品
を
具
體
的
に
見
て
い
き
た
い
。
抗
戰
開
始
後
、
吳
淞
で
書
か
れ
た
二
篇
で

は
西
歐
の
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
閑
靜
な
町
や
村
を
回
想
す
る
。
ベ
ル
リ
ン
西
郊
に

あ
る
ア
イ
ヒ
カ
ン
プ
は
松
林
を
切
り
拓
い
て
作
ら
れ
た
新
興
の
住
宅
地
で
、
そ
こ

に
は
ナ
チ
ズ
ム
が
臺
頭
す
る
不
穩
な
空
氣
を
迯
れ
、
靜
け
さ
と
綠
を
求
め
て
や
っ

て
來
た
人
々
が
集
う
。
そ
の
地
に
は
境
遇
の
異
な
る
者
が
語
り
合
い
、
支
え
合

い
、
精
神
の
自
由
を
尊
ぶ
氣
風
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
る
（「
ア
イ
ヒ
カ
ン
プ
を
懷
う（

（1
（

」   

一
九
三
七
）。
ま
た
ス
イ
ス
南
部
の
都
市
ロ
カ
ル
ノ
の
村
は
住
民
が
暢
氣
で
、
仕
事

は
の
ろ
い
が
、
愛
す
べ
き
率
直
さ
が
あ
り
、
よ
そ
者
に
も
大
ら
か
で
あ
る
。
人
、

動
植
物
の
す
べ
て
が
調
和
し
、
人
は
分
を
守
り
、
怠
惰
な
と
こ
ろ
は
あ
っ
て
も
欺

瞞
は
な
い
（「
ロ
カ
ル
ノ
の
村（

（1
（

」
一
九
三
七
）。

　

一
方
、
戰
火
の
中
國
各
地
に
も
、
ふ
だ
ん
通
り
自
分
の
仕
事
を
し
、
困
っ
た
人

を
助
け
る
誠
實
な
人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
。
贛
江
の
船
頭
は
急
流
の
難
所
、
暗
礁

の
位
置
を
知
り
盡
く
し
て
い
て
、
敏
捷
な
動
き
で
上
手
に
舵
を
と
り
、
安
全
に
船

の
乘
客
を
運
ん
で
い
く
（「
贛
江
に
て（

（1
（

」
一
九
三
九
）。
平
樂
の
仕
立
屋
は
、
工
賃
を

倍
に
は
ず
む
か
ら
翌
朝
ま
で
に
袷
が
ほ
し
い
と
賴
む
「
私
」
に
、
閒
に
合
わ
な
い

か
も
し
れ
な
い
と
言
い
な
が
ら
、
夜
中
ま
で
か
か
っ
て
仕
立
て
た
袷
一
枚
を
宿
ま

で
屆
け
、
規
定
の
工
賃
だ
け
を
受
け
取
り
歸
っ
て
い
く
。
馮
至
は
六
年
續
く
戰
爭

の
中
で
社
會
が
變
わ
り
、
人
も
變
わ
る
中
で
、
變
わ
ら
な
い
事
物
も
あ
る
こ
と
を

確
信
し
た
と
し
て
次
の
よ
う
に
つ
づ
る
。

　

今
ま
さ
に
敵
は
廣
西
の
各
地
で
猛
威
を
ふ
る
い
、
デ
マ
は
後
方
都
市
の
士

大
夫
社
會
の
中
に
病
原
菌
の
よ
う
に
振
り
ま
か
れ
て
い
る
。
私
は
部
屋
の
中

に
す
わ
り
、
た
だ
胸
を
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
漓
江
の
靜
寂
と
平
樂
の
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三
八

「
詩
と
感
覺（

（2
（

」）
あ
る
い
は
「
平
凢
な
事
物
の
中
に
最
も
平
凢
で
な
い
も
の
を
發
見

す
る（

（2
（

」（
李
廣
田
「
沈
思
の
詩

―
馮
至
の
『
十
四
行
集
』
を
論
ず
」）
と
い
う
言
葉
に

も
通
じ
て
い
る
。

　

最
も
平
凢
に
し
て
最
も
平
凢
で
な
い
も
の
を
形
象
化
し
た
一
篇
と
し
て
、『
山

水
』
の
中
で
は
異
色
な
物
語
性
の
散
文
「
セ
ー
ヌ
河
の
名
も
な
き
少
女（

（2
（

」 （
一
九

三
二
）
を
あ
げ
た
い
。
同
作
は
十
九
世
紀
後
半
、
パ
リ
の
セ
ー
ヌ
河
で
溺
死
し
た

身
元
不
朙
の
少
女
の
デ
ス
マ
ス
ク
と
い
う
、
西
洋
で
は
普
遍
的
な
題
材
を
用
い
た

虛
構
の
一
篇
で
あ
る
。
靑
年
彫
刻
家
は
少
女
の
顏
に
浮
か
ぶ
天
使
の
「
永
遠
の
微

笑
み
」
を
彫
ろ
う
と
試
み
る
が
こ
と
ご
と
く
失
敗
、
そ
の
狂
氣
に
も
似
た
執
着
は

つ
い
に
平
凢
で
無
垢
な
少
女
を
追
い
つ
め
、
セ
ー
ヌ
に
入
水
さ
せ
て
し
ま
う
。
結

局
永
遠
の
微
笑
み
は
藝
術
家
の
作
品
の
中
に
で
は
な
く
、
ひ
と
り
の
生
き
て
い
る

少
女
の
顏
に
、
あ
る
い
は
そ
の
死
（
デ
ス
マ
ス
ク
）
に
し
か
現
わ
れ
な
い
。
同
作

が
も
っ
ぱ
ら
描
く
の
は
微
笑
み
を
湛
え
た
少
女
で
は
な
く
、
そ
れ
に
執
着
す
る
藝

術
家
の
苦
惱
と
心
理
で
あ
り
、
結
末
に
彼
の
後
悔
と
自
責
の
念
が
ほ
の
め
か
さ
れ

る
。
同
作
は
馮
至
の
二
十
年
代
の
悲
劇
的
な
物
語
詩
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
だ

が
、
同
時
に
小
說
『
伍
子
胥
』
へ
繋
が
る
芽
を
胚
胎
し
た
作
品
で
も
あ
る
。
他
の

散
文
と
は
一
見
異
質
だ
が
、
平
凢
な
も
の
に
こ
そ
潛
む
永
遠
の
美
が
あ
り
、
藝
術

家
は
そ
れ
を

單
に
は
創
出
で
き
な
い
と
い
う
氣
づ
き
と
自
省
は
『
山
水
』
に
通

底
す
る
認
識
で
あ
る
。
な
お
執
筆
か
ら
六
十
年
を
經
た
一
九
九
二
年
、
死
の
歬

年
、
馮
至
は
文
革
朞
の
體
驗
と
合
わ
せ
て
同
作
に
言
及
し
て
い
る（

（2
（

。

　

馮
至
は
『
山
水
』
に
純
化
さ
れ
た
「
異
鄕
」
を
描
く
一
方
、
四
三
年
か
ら
四
五

年
に
か
け
て
『
生
活
導
報
』（
一
九
四
二
年
一
一
⺼
創
刊
）
な
ど
昆
朙
の
小
型
週
刊

誌
に
眼
歬
の
社
會
を
銳
く
觀
察
し
批
評
す
る
一
連
の
雜
文
を
書
い
て
い
る（

（2
（

。
そ
の

多
く
は
日
常
生
活
の
身
近
な
事
例
か
ら
說
き
起
こ
し
、
當
時
の
社
會
に
蔓
延
す
る

無
責
任
な
風
潮
と
そ
の
根
底
に
あ
る
粗
野
な
考
え
方
を
批
判
し
た
も
の
で
、
文
中

　

さ
ら
に
每
晚
荒
れ
狂
う
風
は
ま
る
で
一
切
を
吹
き
は
ら
う
か
の
よ
う
だ
。

そ
ん
な
時
は
荒
野
の
直
中
に
い
る
か
の
よ
う
に
、あ
ら
ゆ
る
精
神
上
の
體
驗
、

物
質
的
に
得
た
も
の
は
全
て
意
味
を
失
う
。
そ
れ
は
海
上
の
臺
風
、
寒
帶
の

☃
を
よ
ぶ
寒
波
を
思
わ
せ
、
自
分
の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
風
の
音

が
や
む
と
野
犬
の
遠
吠
え
が
聞
こ
え
、
そ
の
聲
が
遠
ざ
か
る
と
松
林
が
波
立

つ
。
こ
の
風
の
夜
の
遠
吠
え
は
あ
の
時
代
の
村
落
に
は
き
っ
と
脅
威
だ
っ
た

に
違
い
な
い

―
と
り
わ
け
眠
れ
な
い
老
人
、
眞
夜
中
に
起
き
て
し
ま
う
子

供
や
病
氣
の
子
を
世
話
し
て
い
る
寡
婦
に
と
っ
て
は（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
馮
至
の
『
山
水
』
に
は
、
異
鄕
で
出
會
っ
た
人
々
の
暮
ら
し
ぶ

り
へ
の
新
鮮
な
驚
き
や
發
見
、
ま
た
徹
底
し
て
人
閒
の
無
力
を
悟
ら
せ
る
大
自
然

へ
の
畏
怖
の
念
、
そ
し
て
自
ら
の
運
命
を
受
け
入
れ
、
た
っ
た
ひ
と
り
で
仕
事
を

全
う
す
る
人
閒
へ
の
敬
愛
と
感
謝
が
溢
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
山
水
」
は
た
だ

憧
憬
し
融
合
す
る
對
象
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
分
と
は
異
質
で
、
自
分
の
無
力
と

矮
小
さ
に
氣
づ
か
せ
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
馮
至
の
「
山
水
」
と
は

決
し
て
詩
趣
や
奇
觀
の
あ
る
景
物
で
は
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
の
大
自
然
や
異
鄕
の

小
さ
な
町
や
村
の
普
通
の
人
々
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
固
㊒
だ
が
普
遍
的
な
存
在
で

あ
る
。　

　

馮
至
が
『
山
水
』
に
描
い
た
異
鄕
は
、
人
や
自
然
を
た
だ
美
化
し
た
境
界
の
よ

う
に
も
見
え
る
。
だ
が
㊟
意
し
た
い
の
は
、
彼
が
現
實
の
異
鄕
體
驗
に
よ
っ
て
、

造
化
の
妙
と
調
和
し
た
平
凢
で
謙
虛
な
存
在
に
こ
そ
宿
る
永
遠
の
美
を
發
見
し
た

點
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
自
然
や
人
物
の
ほ
と
ん
ど
が
無
名
な
の
は
「
山
水
は

無
名
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
私
た
ち
に
與
え
る
影
響
も
大
き
い（

（2
（

」（「
後
記
」）
か
ら

で
あ
る
。
人
で
も
自
然
で
も
目
立
た
な
い
無
名
な
も
の
こ
そ
を
凝
視
す
る
そ
の
姿

勢
は
、
馮
至
を
評
し
た
「
平
淡
な
日
常
生
活
の
中
で
詩
を
發
見
す
る
」（
朱
自
淸
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一
三
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至
が
最
も
影
響
を
受
け
た
リ
ル
ケ
の
「
も
の
を
見
る
」
態
度
で
あ
る
。
馮
至
は
三

十
年
代
ほ
と
ん
ど
創
作
を
し
て
い
な
い
が
、
た
だ
一
篇
、
リ
ル
ケ
沒
後
十
周
年
を

記
念
し
て
書
か
れ
た
文
章
が
あ
り
、『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
㊒
名
な
一
節
を
彼
自

身
の
言
葉
で
語
り
直
し
て
い
る
。
馮
至
の
創
作
精
神
を
端
的
に
現
わ
す
部
分
な
の

で
引
用
し
た
い
。

　

一
般
に
人
は
詩
が
必
要
と
す
る
の
は
情
感
だ
と
い
う
。
し
か
し
リ
ル
ケ
に

よ
れ
ば
、
情
感
な
ら
ば
私
た
ち
は
す
で
に
持
っ
て
い
る
。
私
た
ち
が
必
要
と

す
る
の
は
經
驗
な
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
經
驗
は
、
佛
の
弟
子
が
萬
物
に
化
身

し
、
衆
生
の
苦
し
み
を
嘗
め
つ
く
す
の
と
似
て
い
る
。『
手
記
』
に
い
う
。

「
私
た
ち
は
多
く
の
都
市
を
見
て
、
人
や
物
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私

た
ち
は
動
物
を
よ
く
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
鳥
が
ど
の
よ
う
に
飛
翔

す
る
の
か
を
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
小
さ
な
芲
が
朝
開
く
時
の
姿
態

を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
異
鄕
の
衟
、
思
い
が
け
な
い
出
會
い
、
し
だ
い
に
近
づ
く
別
離
。

―
あ
の
ま
だ
朙
瞭
で
な
い
少
年
時
代
の
日
々
を
思
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。（
引
用
省
略
）

―
し
か
し
、
も
し
こ
れ
ら
す
べ
て
を
思
い
出
せ
る
と

し
て
も
、
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。（
引
用
省
略
）
…
…
そ
れ
ら
が
私
た
ち
の
體

內
の
血
と
な
り
、
私
た
ち
の
ま
な
ざ
し
や
態
度
と
な
り
、
私
た
ち
自
身
と
も

は
や
區
別
で
き
な
く
な
る
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
初
め

て
ふ
と
し
た
時
に
一
行
の
詩
の
最
初
の
一
文
字
が
そ
れ
ら
の
思
い
出
の
中
心

に
形
成
さ
れ
、
た
ち
ま
ち
外
に
現
れ
る
。」（

（3
（

（「
リ
ル
ケ

―
沒
後
十
周
年
の
た
め

に
」）

　

こ
こ
で
繰
り
﨤
し
强
調
さ
れ
る
「
見
る
こ
と
」
は
、
外
界
を
忍
耐
强
く
受
け
と

に
は
「
眞
劍
で
な
い
」「
不
㊟
意
」「
な
り
ゆ
き
任
せ
」「
い
い
加
減
」
と
い
う
言

葉
を
繰
り
﨤
し
用
い
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
机
や
急
須
等
の
日
用
品
が
「
悲
し
く
な
る
ほ
ど
」
い
か
に
粗
雜
に
作

ら
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
小
さ
な
事
か
ら
（「
不
眞
面
目（

（2
（

」
一
九
四
三
）、
出
版
物
の

內
容
と
裝
丁
が
ち
ぐ
は
ぐ
な
こ
と
、
時
に
罪
惡
や
ペ
テ
ン
を
も
容
認
す
る
政
治
的

組
織
に
至
る
ま
で
、
眞
面
目
さ
を
こ
と
ご
と
く
無
用
と
す
る
世
の
風
潮
を
銳
く
批

判
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
現
象
が
全
て
、
關
わ
る
對
象
へ
の
愛
の
缺
如
、
物
事

を
曖
昧
に
す
る
反
「
科
學
的
精
神
」、
リ
ル
ケ
が
い
う
と
こ
ろ
の
詩
人
が
最
も
憎

む
「
差
不
多
」
の
態
度
か
ら
生
じ
て
い
る
と
分
析
す
る
。
馮
至
は
こ
う
し
た
現
象

が
個
々
の
人
閒
の
內
面
の
在
り
方
に
起
因
す
る
と
し
、
同
文
の
最
後
に
「
物
事
を

放
任
し
た
り
、
取
る
に
足
り
な
い
些
細
な
こ
と
だ
と
考
え
る
の
は
、
世
界
の
內
面

的
破
壞
へ
の
衟
で
あ
る
」
と
い
う
ヤ
ス
パ
ー
ス
（
一
八
八
三
～
一
九
六
九
）
の
言（

（3
（

を

引
き
警
鐘
と
し
て
い
る
。

　
『
山
水
』
の
異
鄕
―「
魂
の
山
川
」
は
、
こ
の
よ
う
な
不
誠
實
が
常
態
化
す
る
現

實
と
は
對
照
的
な
、
平
凢
で
素
朴
な
美
が
「
微
か
な
光
を
放
つ
」
今
こ
こ
に
は
な

い
境
界
で
あ
る
。
馮
至
は
單
な
る
懷
古
か
ら
で
は
な
く
、
か
つ
て
の
發
見
と
自
省

を
現
在
の
時
空
に
、
そ
し
て
未
來
に
存
在
さ
せ
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
「
山
水
」
を

想
起
す
る
の
で
あ
る
。

三
　
リ
ル
ケ
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
啓
發

―
〈
見
る
こ
と
〉

　

散
文
集
『
山
水
』
と
詩
集
『
十
四
行
集
』
は
い
わ
ば
姉
妹
編
で
、
隨
處
に
共
通

の
モ
チ
ー
フ
が
現
わ
れ
、
い
ず
れ
に
も
リ
ル
ケ
の
影
響
が
み
と
め
ら
れ
る（

（3
（

。
特
に

馮
至
の
愛
讀
書
『
マ
ル
テ
の
手
記
』（
一
九
一
〇
）
の
諬
發
は
大
き
い
。
手
記
の
主

人
公
が
二
十
世
紀
初
頭
の
都
會
パ
リ
で
孤
獨
と
不
安
に
さ
い
な
ま
れ
な
が
ら
そ
の

地
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
物
を
銳
敏
な
感
覺
で
、
忍
耐
强
く
觀
察
す
る
態
度
は
馮
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い
話
で
も
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
を
私
以
外
の
人
閒
か
ら
は
聞
く
こ
と
は
で
き
な

い
、「
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ら
の
物
語
は
私
自
身
の
も
の
だ
か
ら（

（3
（

」
と
述
べ
、
個
人
の

體
驗
の
固
㊒
性
を
强
調
す
る
。

　
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
で
も
主
人
公
が
斷
片
的
に
想
起
す
る
少
年
時
代
は
「
自
己

の
內
部
に
屬
す
る
自
分
自
身
に
も
異
質
で
理
解
で
き
な
い
部
分（

（4
（

」
と
し
て
、
自
身

を
生
き
直
す
た
め
の
重
要
な
記
憶
と
な
っ
て
い
る
。
馮
至
の
「
幼
年
の
物
語
」
も

同
樣
に
、
幼
い
當
時
は
そ
の
出
來
事
の
持
つ
意
味
が
理
解
で
き
ず
に
、
た
だ
强
い

悲
し
み
や
失

そ
し
て
喜
び
の
感
覺
と
と
も
に
深
く
心
に
刻
ま
れ
た
記
憶
で
あ

る
。
こ
の
體
驗
を
彼
は
四
十
年
近
い
時
閒
を
經
て
想
起
す
る
。
い
ず
れ
も
ご
く
短

い
話
だ
が
「
生
と
死
」「
運
命
」「
暫
時
と
永
久
」「
變
と
不
變
」
に
關
わ
る
實
存

的
體
驗
と
い
う
べ
き
も
の
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
馮
至
の
作
品
と
し
て
こ
の
三
篇

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
兒
童
向
け
の
作
と
み
な
さ
れ
る
た
め
か
、
管
見

の
限
り
、
取
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
も
な
い
の
で

單
に
あ
ら
す
じ
を
紹
介
す
る
。

　

第
一
話
「
彩
色
の
鳥
」
は
、
少
年
「
私
」
が
自
分
の
住
む
北
方
の
鳥
が
美
し
い

色
で
な
い
の
が
嫌
で
、
捉
ま
え
た
雀
た
ち
一
羽
一
羽
を
染
料
で
色
と
り
ど
り
に
染

め
あ
げ
る
が
、
翌
朝
、
翼
の
一
部
分
だ
け
赤
く
染
め
ら
れ
た
雀
一
羽
を
殘
し
て
全

て
死
ん
で
し
ま
う
話
。
少
年
は
父
親
の
言
葉
「
色
の
き
れ
い
な
鳥
が
生
き
る
の
に

私
た
ち
の
場
所
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い（

（4
（

」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
理
解
す
る
。
第
二

話
「
時
計
の
中
の
生
き
物
」
は
少
年
「
私
」
が
、
音
を
出
し
自
分
で
動
く
も
の
は

全
て
生
き
物
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
た
め
、
父
の
懷
中
時
計
の
中
に
は
黑
い
小
さ

な
サ
ソ
リ
が
住
ん
で
い
る
と
信
じ
て
い
た
と
い
う
話
。
美
し
い
幻
想
が
子
ど
も
の

心
に
與
え
る
無
上
の
喜
び
は
、
同
じ
時
朞
に
執
筆
さ
れ
た
「
公
孫
大
娘

―
『
杜

甫
傳
』
副
產
品
の
二
」（
一
九
四
六（

（4
（

）
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
第
三
話
「
猫
目
石
」

で
は
指
輪
の
猫
目
石
と
生
き
て
い
る
猫
の
目
の
對
比
が
モ
チ
ー
フ
に
な
り
、
猫
が

死
ん
だ
後
の
瞼
の
下
は
た
だ
灰
色
に
塗
ら
れ
た
泥
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う

め
、
深
く
感
じ
る
と
い
う
點
で
、
受
苦
と
も
い
え
る
受
動
的
な
姿
勢
で
あ
る
。
同

時
に
、
そ
れ
ら
を
凝
視
し
よ
う
と
す
る
點
で
は
意
志
的
、
能
動
的
態
度
と
も
い
え

る
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
觀
察
し
想
起
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
受
け
と

め
た
も
の
が
自
分
自
身
の
一
部
に
な
っ
た
時
に
初
め
て
詩
が
生
ま
れ
る
と
す
る
認

識
で
あ
る
。
馮
至
は
こ
れ
こ
そ
が
リ
ル
ケ
の
詩
に
對
す
る
見
方
で
あ
り
、
ま
た
彼

の
生
き
方
だ
と
說
朙
す
る
。
リ
ル
ケ
の
「
詩
は
經
驗
」
と
述
べ
た
く
だ
り
は
す
で

に
三
十
年
代
初
め
に
梁
宗
岱
の
詩
論（

（3
（

の
中
で
リ
ル
ケ
の
最
も
重
要
な
認
識
と
し
て

引
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
、
こ
の
認
識
は
新

詩
が
感
傷
的
な
抒
情
主
義
に
陷
る
こ
と
を
牽
制
す
る
テ
ー
ゼ
の
役
割
を
果
た
し
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
、「
經
驗
」
の
美
學
槪
念
に
つ
い
て
は
五
四
時

朞
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
、
宗
白
華
や
朱
光
潛
に
よ
っ
て
美
學
的
檢
討
が
な
さ

れ
て
お
り
、
特
に
文
學
藝
術
と
の
關
わ
り
か
ら
こ
の
語
に
は
豐
か
な
內
容
が
與
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
拙
稿
で
指
摘
し
た（

（3
（

。　

　

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、「
見
る
こ
と
」
は
外
界
だ
け
で
は
な
く
自
身
の
內

部
に
も
向
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。『
マ
ル
テ
の
手
記
』
か
ら
馮
至
が
引
用
し
た

く
だ
り
に
は
「
あ
の
ま
だ
朙
瞭
で
な
い
少
年
時
代
の
日
々
を
思
い
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
さ
ら
に
『
手
記
』
の
別
の
部
分
に
は
「
僕
は

少
年
時
代
を
求
め
た
。
再
び
少
年
時
代
は
歸
っ
て
來
た
。
僕
は
そ
れ
が
昔
の
ま
ま

に
重
た
く
陰
鬱
で
あ
り
、
年
を
と
る
こ
と
が
何
の
變
化
も
與
え
る
も
の
で
な
い
の

を
感
じ
た（

（3
（

。」
と
あ
る
。

　

四
十
年
代
半
ば
、
馮
至
は
自
身
の
幼
年
時
代
を
回
想
し
た
短
い
物
語
「
幼
年
の

物
語（

（3
（

」
を
三
篇
書
き
、
そ
れ
ら
は
ふ
た
た
び
一
九
四
八
年
三
⺼
か
ら
四
⺼
に
か
け

て
『
大
公
報
・
大
公
園
地（

（3
（

』
に
揭
載
さ
れ
た
。
編
集
者
に
宛
て
た
短
い
書
信
形
式

の
序
文
に
は
、
昆
朙
時
代
に
夕
⻝
後
し
ば
し
ば
自
分
の
娘
や
近
所
の
子
ど
も
に
昔

話
を
せ
が
ま
れ
話
し
て
聞
か
せ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
大
し
て
面
白
味
が
な



馮
至
の
「
異
鄕
」

一
四
一

性
を
語
っ
て
い
る
。
繆
弘
は
落
下
傘
兵
と
し
て
從
軍
、
終
戰
直
歬
の
七
⺼
に
桂
林

で
戰
死
し
た
。
死
後
、
遺
さ
れ
た
詩
の
ノ
ー
ト
か
ら
師
友
が
二
十
二
首
を
選
び
印

刷
し
た
小
册
子
『
繆
弘
遺
詩
』
が
屆
き
、
馮
至
は
そ
の
存
在
を
知
る
。
繆
弘
の
詩

が
子
ど
も
の
よ
う
な
口
ぶ
り
で
子
ど
も
だ
け
が
抱
く

み
を
表
現
し
て
い
る
こ
と

に
、
馮
至
は
胸
を
つ
か
れ
る
。
例
え
ば
「
ぼ
く
は
昔
こ
の
鴨
た
ち
が
戰
艦
だ
っ
た

ら
い
い
の
に
と
思
っ
た
、
／
で
も
戰
艦
が
全
部
鴨
だ
っ
た
ら
も
っ
と
い
い
な（

（4
（

」
を

引
用
し
、
ど
ん
な
人
の
心
に
も
響
く
素
朴
な
聲
だ
と
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
馮

至
は
ど
の
詩
に
も
豐
か
な
枝
葉
の
一
本
の
樹
に
生
長
す
る
萠
芽
を
み
と
め
、
そ
の

表
現
の
特
色
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

彫
琢
は
な
く
、
粉
餝
は
な
く
、
荒
唐
無
稽
は
な
く
、
空
虛
な
わ
め
き
は
な
く
、

眞
實
味
を
缺
い
た
誇
張
は
な
く
、
そ
し
て
歪
曲
さ
れ
た
古
典
や
わ
ざ
と
ら
し

い
不
自
然
な
象
徵
も
な
い
。
單
純
な
字
句
の
中
に
調
和
の
と
れ
た
韻
律
が
含

ま
れ
て
い
る（

（4
（

。

　

馮
至
は
こ
う
評
價
し
た
上
で
、「
單
純
な
心
は
一
切
を
最
も
滯
り
な
く
整
え

る（
（4
（

」
と
し
、「

單
な
や
り
方
で
眼
歬
の
複
雜
な
萬
象
を
整
え
る（

（4
（

」
點
に
新
し
い

詩
の
趨
勢
と
可
能
性
を
見
て
い
る
。
な
お
『
繆
弘
遺
詩
』
に
つ
い
て
は
「
從
歬
と

現
在

―
新
詩
社
四
周
年
の
た
め
に
作
る（

（4
（

」
で
も
言
及
し
て
お
り
、
わ
ず
か
十
八

歲
で
戰
死
し
た
無
名
の
學
生
詩
人
を
彼
は
ず
っ
と
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
馮
至
が
ジ
ッ
ド
や
ボ
ル
テ
ー
ル
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
寸
言
を
引
き
な
が

ら
、「
象
徵
派
」、「
形
容
詞
」、「
感
傷
」
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
こ
と
も
同
樣

の
觀
點
か
ら
う
な
づ
け
る
（「
詩
に
つ
い
て（

（4
（

」
一
九
四
四
）。
ま
た
、
散
漫
や
混
亂
へ

の
嫌
惡
は
、
飜
譯
の
對
象
に
つ
い
て
、
な
じ
み
の
な
い
も
の
が
私
た
ち
の
視
野
を

廣
げ
、
民
族
の
惰
性
を
た
だ
す
の
で
あ
り
、
嗜
好
に
合
う
ロ
マ
ン
派
文
學
の
紹
介

少
年
の
發
見
が
語
ら
れ
、
生
物
の
變
化
す
る
美
と
鑛
物
の
不
變
の
美
、
暫
時
と
永

遠
の
美
に
關
わ
る
謎
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
三
篇
に
は
、
一
九
一
〇
年
代
の
中
國
に
生
き
た
ひ
と
り
の
少
年
が
經
驗

し
た
日
常
の
あ
る
出
來
事
を
通
し
て
、
初
め
て
知
ら
な
い
世
界
の
謎
に
觸
れ
た
驚

き
と
喜
び
が
語
ら
れ
て
い
る
。
實
存
的
問
い
と
も
い
え
る
こ
う
し
た
體
驗
は
心
の

奧
深
く
に
長
く
し
ま
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
少
年
馮
至
の
物
語
が
『
マ
ル
テ

の
手
記
』
で
語
ら
れ
る
少
年
時
代
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
不
安
だ
け
で
な
く

「
快
」
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
幼
い
「
私
」
の
傍
ら
に
は
、
彼
の
世
界

を
見
守
る
父
と
母
が
い
て
、
そ
の
不
安
や
失

を
た
だ
靜
か
に
受
け
と
め
て
い
る

點
で
あ
る
。
馮
至
は
あ
え
て
父
と
母
を
物
語
に
配
す
る
こ
と
で
少
年
の
日
々
の
追

憶
に
調
和
と
安
定
を
も
た
ら
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
馮
至
の
「
幼
年
の
物
語
」

で
は
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
に
見
え
る
よ
う
な
徹
底
し
た
孤
獨
や
不
安
の
表
現
は
な

い
。
代
わ
り
に
、
幼
年
時
代
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
美
し
い
幻
想
や
生
死
に
關
わ
る
原

初
的
體
驗
と
、
天
眞
な
問
い
か
ら
發
見
の
驚
き
に
至
る
短
い
プ
ロ
セ
ス
が
ひ
と
き

わ
鮮
烈
な
イ
メ
ー
ジ

―
朙
る
い
色
に
染
め
ら
れ
た
鳥
の
死
、
時
計
の
中
で
律
儀

に
動
く
小
さ
な
サ
ソ
リ
、
寶
石
の
猫
目
石
と
生
き
た
猫
の
目
の
對
比

―
に
よ
っ

て
語
ら
れ
て
い
る
。
幼
年
時
代
の
こ
れ
ら
の
物
語
も
『
山
水
』
同
樣
に
、
リ
ル
ケ

の
「
見
る
こ
と
」
に
諬
發
さ
れ
て
生
ま
れ
た
、
馮
至
固
㊒
の
時
閒
的
な
「
異
鄕
」

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　「
單
純
な
心
は
一
切
を
整
え
る
」

　

馮
至
は
ど
の
時
朞
に
も
ま
と
ま
っ
た
詩
論
は
殘
し
て
い
な
い
が
、
詩
の
こ
と
ば

に
對
す
る
考
え
方
は
四
十
年
代
の
散
文
の
隨
處
に
現
れ
て
い
る
。「
新
た
な
萠
芽

―
繆
弘
の
遺
詩
を
讀
む
」（
一
九
四
五（

（4
（

）
は
西
南
聯
大
外
文
系
の
學
生
だ
っ
た
繆

弘
（
一
九
二
七
～
四
五
）
の
詩
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
に
胚
胎
す
る
新
し
い
詩
の
可
能



日
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集

一
四
二

句（
（5
（

」（
一
九
三
五
、『
山
水
』
所
收
）
の
中
に
、
人
が
樹
に
寄
り
そ
う
時
、
樹
の
精
神

が
ど
の
よ
う
に
彼
の
精
神
に
傳
わ
る
か
を
書
い
た
リ
ル
ケ
の
言
葉
が
引
か
れ
、
そ

れ
に
對
し
て
馮
至
は
「
こ
れ
は
自
然
と
の
融
合
で
は
な
く
、
自
然
の
聲
息
と
相
通

じ
る
場
所
に
自
身
を
配
す
る
こ
と
だ（

（5
（

」
と
解
釋
し
て
い
る
。
個
と
全
體
の
關
係
に

つ
い
て
も
馮
至
は
、
大
き
な
存
在
の
中
に
自
分
を
そ
の
一
部
と
し
て
配
置
す
る
こ

と
で
、
個
を
消
失
し
「
融
け
る
」
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
自
分
を
位
置
さ
せ
る
こ

と
だ
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
個
と
個
が
相
互
に
關
係
し
あ
う
宇
宙
の
秩

序
を
捉
え
る
感
覺
に
近
い（

（5
（

。

　

以
下
は
『
十
四
行
集
』（
一
九
四
九
再
版
）
の
ソ
ネ
ッ
ト
第
二
十
七
首
の
最
終
三

行
で
、
こ
こ
に
も
散
漫
と
混
沌
を
整
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
見
え
る
。

ど
こ
に
向
か
い
私
た
ち
の
思
、
想
を
整
え
よ
う
？
向
何
處
安
排
我
們
的

思
、
想
？ 

た
だ
こ
れ
ら
の
詩
が
風
の
旗
の
よ
う
に　
　
　
　

但
願
這
些
詩
像
一
面
風
旗

捉
え
え
ぬ
も
の
を
少
し
捉
え
て
ほ
し
い　
　
　
　

把
住
一
些
把
不
住
的
事
體
。

　

先
に
も
見
え
た
「
整
え
る
」（「
安
排
」）
と
い
う
語
は
四
十
年
代
馮
至
の
意
志
を

集
約
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
え
る
。『
十
四
行
集
』
の
序
文（

（5
（

に
も
、
ソ
ネ
ッ
ト
體

を
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
「
そ
れ
は
私
が
表
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
を
表
現
す
る

の
に
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
。
私
の
搖
れ
る
思
想
を
制
限
す
る
こ
と
は
な
く
、
私
の

思
想
を
受
け
と
り
ぴ
っ
た
り
と
整
え
て
く
れ
た（

（5
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
ソ
ネ
ッ
ト
二

十
七
首
の
中
で
は
「
安
排
」
の
語
は
こ
の
ほ
か
に
第
二
首
で
も
二
回
現
れ
、「
安

排
」
と
類
似
の
意
味
を
も
つ
動
詞
は
隨
處
に
現
れ
る
。

　

同
ソ
ネ
ッ
ト
歬
半
の
、
形
の
な
い
水
を
捉
え
る
甁
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
藝
術
造
型

だ
け
で
は
、
散
漫
ゆ
え
に
造
型
す
る
能
力
に
缺
け
る
民
族
的
習
性
を
助
長
す
る
こ

と
に
な
る
と
嚴
し
く
批
評
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
（「
現
在
の
文
學
飜

譯
界
を
論
ず（

（5
（

」
一
九
四
五
）。 

　

馮
至
が
文
學
表
現
に
お
け
る
「
素
朴
」「
單
純
」
を
愛
し
、「
平
淡
」「

素
」

を
尊
ぶ
の
は
生
來
の
嗜
好
で
あ
る
。
も
と
も
と
馮
至
は
修
辭
へ
の
關
心
が
薄
く
、

修
辭
よ
り
む
し
ろ
比
喩
を
洗
練
し
よ
う
す
る
詩
人
で
あ
る
。
意
識
的
な
反
修
辭
の

方
法
に
よ
り
、
自
分
を
背
景
に
遠
の
か
せ
、
感
情
を
抑
制
す
る
「
觀
照
」
と
い
う

點
で
は
、
周
作
人
に
も
連
な
る
美
意
識
を
持
つ
。
深
い
感
情
と
嚴
肅
な
思
想
を
平

淡
で
自
然
な
言
葉
で
效
果
的
に
表
現
す
る
た
め
に
は
、
正
確
で
忍
耐
强
い
觀
察
を

必
要
と
す
る
こ
と
を
馮
至
は
リ
ル
ケ
か
ら
學
ん
で
い
た
。

　

興
味
深
い
の
は
、
馮
至
が
詩
や
飜
譯
な
ど
文
學
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
社
會

に
つ
い
て
も
同
樣
に
、
混
亂
し
た
社
會
は
整
理
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
ご
た
ご
た

し
た
不

さ
、
不
正
直
に
滿
ち
て
い
る
と
不
快
を
あ
ら
わ
に
す
る
點
で
あ
る
（「
似

て
非
な
る
言
葉（

（5
（

」
一
九
四
三
）。
さ
ら
に
「
個
人
の
地
位
を
論
ず
」（
一
九
四
五
）
の

中
で
、「
混
沌
と
し
た
社
會
だ
け
が
個
人
の
地
位
を
許
さ
な
い（

（5
（

」「
も
し
混
沌
と
し

た
狀
態
を
少
し
で
も
は
っ
き
り
さ
せ
る
よ
う
と
す
る
な
ら
、
や
は
り
個
人
の
嚴
肅

な
仕
事
と
朙
晰
な
批
評
を
尊
重
す
る
ほ
か
な
い（

（5
（

」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

個
人
と
集
體
の
關
係
は
對
立
で
は
な
く
共
存
に
あ
る
が
、
全
て
が
混
沌
と
し
た
社

會
の
中
で
は
個
人
の
輪
郭
さ
え
も
不
朙
瞭
に
な
る
と
い
う
感
性
的
な
把
握
は
文
學

者
獨
特
の
も
の
で
あ
る
。
散
漫
や
混
沌
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
曖
昧
な
も
の
に
朙

瞭
な
形
を
探
し
あ
て
よ
う
と
す
る
の
は
ひ
ろ
く
藝
術
家
に
普
遍
的
な
志
向
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
藝
術
形
式
の
探
求
を
社
會
の
仕
組
み
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
す
る
の

は
、
個
人
と
集
體
、
藝
術
と
公
共
性
の
問
題
を
あ
ま
り
に
も
ナ
イ
ー
ブ
に
複
雜
さ

を
捨
象
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
自
然
か
ら
受
け
る
諬
示
と
人
と
の
關
わ
り
を
書
い
た
散
文
「
二
つ
の



馮
至
の
「
異
鄕
」

一
四
三

　
　

あ
の
こ
ろ
追
い
求
め
た
も
の
は	

那
時
追
求
的

　
　

ど
こ
に
あ
る
の
か
？        	

在
什
麼
地
方
？

　
　

い
ま
の
平
原
と
天
空
は
、      	

如
今
的
平
原
和
天
空
，

　
　

變
わ
ら
ず	

依
然

　
　

五
⺼
の
陽
光
に
照
ら
さ
れ
る
。　

	

照
映
着
五
⺼
的
陽
光
；

　
　

い
ま
の
平
原
と
天
空
は
、      	

如
今
的
平
原
和
天
空
，

　
　

變
わ
ら
ず            　
　

	

依
然

　
　

新
た
な
眺

を
待
つ
。  　
　
　

	

等
待
着
新
的
眺

。

　

抗
日
戰
に
は
勝
利
し
た
が
、
內
戰
の
う
ち
續
く
混
亂
し
た
社
會
の
中
で
、
文
學

者
た
ち
は
生
活
の
「
活
路
」
も
文
學
の
「
活
路
」
も

單
に
は
見
出
せ
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
五
四
時
朞
の
靑
年
の
理
想
が
く
っ
き
り
と
朙
確
な
形
を
持
っ
て
い
た

の
と
は
對
照
的
で
あ
る
。「
あ
の
こ
ろ
」
が
十
六
回
も
力
强
く
繰
り
﨤
さ
れ
る
こ

と
で
、
逡
巡
す
る
「
い
ま
（
如
今
）」
が
對
比
さ
れ
て
浮
か
び
あ
が
る
。
形
に
な

ら
な
い
理
想
、
漠
然
と
し
た
不
安
、
ま
と
ま
り
の
な
い
思
い
や
考
え
。
た
だ
そ
れ

ら
を
ど
こ
に
向
か
っ
て
「
整
え
る
」
の
か
と
自
問
し
た
時
、
馮
至
が

ん
だ
方
向

は
、『
山
水
』
の
「
異
鄕
」、
彼
に
驚
き
を
與
え
自
省
を
促
す
、
平
凢
な
人
と
自
然

が
織
り
な
す
素
朴
で

素
な
「
微
か
な
光
を
放
つ
」
境
界
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ

れ
は
つ
ね
に
未
來
に
向
か
っ
て
回
歸
す
る
方
向
と
し
て
意
識
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
「
異
鄕
」
が
な
け
れ
ば
、
岐
路
に
立
っ
た
馮
至
は
「
永
遠
に
引
き
裂
か

れ
る
苦
痛
」（
詩
「
岐
路
」）
を
抱
え
た
ま
ま
歬
へ
踏
み
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。

へ
の
志
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
後
半
の
「
風
の
旗
」
に
は
時
代
の
過
渡
朞
に
立

つ
こ
と
を
自
覺
す
る
詩
人
の
切
實
な
歷
史
「
感
覺
」
が
見
え
る
。
秩
序
だ
っ
た

「
思
想
」
に
な
る
歬
の
ば
ら
ば
ら
な
「
思
、
想
」
を
「
ど
こ
に
向
か
い
」「
整
え
る

の
か
」
と
い
う
問
い
に
は
、
四
十
年
代
後
半
の
過
渡
朞
に
お
か
れ
た
文
學
者
た
ち

に
共
通
す
る
逡
巡
と
不
安
の
情
緖
が
含
ま
れ
て
い
る
。
次
の
詩
に
も
そ
の
焦
燥
が

う
か
が
え
る
。

　

一
九
四
七
年
に
書
か
れ
た
詩
「
あ
の
こ
ろ
…
…
―
ひ
と
り
の
中
年
が
五
四
以
降

の
數
年
を
述
懷
す
る
（
那
時
…
…

―
一
個
中
年
人
述
說
五
四
以
降
的
那
幾
年
）」
は
單

行
本
詩
集
に
は
收
め
ら
れ
な
か
っ
た
「
集
外
雜
詩
」
の
一
首
で
あ
る（

（5
（

。
馮
至
自
身

の
言
を
借
り
れ
ば
、
第
二
朞
と
第
三
朞
の
閒
に
あ
っ
て
、「
き
わ
め
て
微
弱
な
つ

な
が
り
あ
る
い
は
過
渡
的
な
役
割
を
果
た
す（

（6
（

」
數
首
の
一
つ
で
、
平
朙
な
こ
と
ば

の
中
に
複
雜
な
心
情
の
陰
影
を
感
じ
さ
せ
る
。
五
四
時
朞
と
い
う
め
ざ
す
朙
確
な

目
標
が
あ
っ
た
時
代
の
靑
年
だ
っ
た
頃
の
意
識
と
、
今
の
漠
然
と
し
た
形
に
な
ら

な
い
不
安
の
中
に
置
か
れ
る
自
分
の
意
識
を
對
照
さ
せ
、「
あ
の
こ
ろ
追
い
求
め

た
も
の
は
／
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
問
い
か
け
て
い
る
。

　

同
詩
は
七
十
六
行
か
ら
成
る
が
、
歬
六
十
二
行
ま
で
に
「
あ
の
こ
ろ
（
那
時
）」

と
い
う
語
が
十
六
回
繰
り
﨤
さ
れ
る
。
以
下
の
最
終
十
四
行
に
は
、
漠
然
と
し
た

不
安
と
恐
れ
、
そ
し
て
か
す
か
な
朞
待
が
ほ
の
め
か
さ
れ
る
。

　
　

い
ま
步
む
こ
と
二
十
餘
年
、	

如
今
走
了
二
十
多
年
，

　
　

だ
が
經
た
の
は	

却
經
過

　
　

無
數
の
岐
路
と
別
れ
。        	

無
數
的
岐
路
與
分
手
；

　
　

い
ま
步
む
こ
と
二
十
餘
年
、    	

如
今
走
了
二
十
多
年
，

　
　

目
に
し
た
の
は            	

看
見
了

　
　

無
數
の
死
と
殺
戮
。        	

無
數
的
死
亡
與
殺
戮
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
四
四

至
に
つ
い
て
は
「
第
六
章　

敎
師
個
體
的
寫
作　

一
．
馮
至:

學
院
寫
作
」
の
中
で

主
に
『
十
四
行
集
』
と
『
伍
子
胥
』
に
つ
い
て
〈
斷
念
〉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
詳

細
に
論
じ
て
い
る
。

（
８
）　

陳
平
原
「
六
位
師
長
和
一
所
大
學

―
我
所
知
衟
的
西
南
聯
大
」、『
中
華
活
頁
文

選
（
敎
師
版
）』（
二
〇
一
六
年
第
十
三
朞
）
は
馮
友
蘭
の
言
葉
「
敎
授
學
生
，
眞
是

打
成
一
片
。
…
…
那
一
段
生
活
，
是
又
嚴
肅
，
又
快
活
」（
一
九
四
八
）
を
引
き
、

同
大
に
つ
い
て
の
回
想
に
共
通
す
る
の
は
「
精
神
の
愉
悅
」
が
「
生
活
の
艱
難
」
に

勝
っ
た
點
だ
と
す
る
。

（
９
）　

杜
運
燮
・
張
同
衟
編
選
『
西
南
聯
大
現
代
詩
鈔
』「
書
歬
」（
中
國
文
學
出
版
社
、

一
九
九
七
年
十
⺼
）、
第
一
−第
三
頁
。

（
10
）　

江
丕
棟
・
陳
瑩
・
聞
立
欣
等
編
著
『
老
北
大
宿
舍
紀
事
（
一
九
四
六
～
一
九
五

二
）:

中
老
胡
同
三
十
二
號
』（
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
七
⺼
）
に
收
め
る

馮
姚
平
（
馮
至
の
長
女
）「
中
老
胡
同
記
事
」
に
は
楊
振
聲
や
沈
從
文
と
の
家
族
ぐ

る
み
の
交
流
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
馮
姚
平
「
五　

動
蕩
年
代
中
零
散
却

深
刻
的
記
憶
（
一
）
父
親
藏
書
的
祕
密
」（
第
一
六
六
頁
）
に
は
、
あ
る
日
馮
至
の

書
架
の
後
ろ
に
隱
さ
れ
て
い
た
香
港
の
雜
誌
を
見
つ
け
、
そ
の
中
の
趙
樹
理
「
李
㊒

才
板
話
」
を
興
奮
し
て
讀
ん
だ
こ
と
な
ど
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
つ
づ
ら
れ
て
い

る
。
卞
之
琳
は
「
復
員
」
後
、
天
津
に
戾
る
が
、
一
九
四
七
年
九
⺼
～
四
九
年
三
⺼

ま
で
英
國
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
に
留
學
し
て
い
る
。

（
11
）　

姜
濤
「
”打
開
一
條
生
路
“
的

外
路
徑

―
以
朱
自
淸
對
一
九
四
〇
年
代
新
文

藝
的
接
受
爲
線
索
」、『
中
國
現
代
文
學
硏
究
叢
刊
』（
二
〇
一
九
年
第
十
朞
）
參
照
。

同
論
文
は
朱
自
淸
の
「
朗
誦
詩
」
體
驗
な
ど
抗
戰
以
來
出
現
し
た
新
文
藝
を
い
か
に

し
て
享
受
し
た
か
を
跡
づ
け
て
い
る
。

（
12
）　
「
論
時
代
意
識
」、
初
出
は
『
中
蘇
日
報
』（
一
九
四
七
．
九
．
二
一．）『
馮
至
全

集
』
第
五
卷
、
第
三
三
七
頁
。　

（
13
）　
『
山
水
』
初
版
（
重
慶
國
民
出
版
社
、
一
九
四
三
年
五
⺼
）
は
散
文
十
篇
を
收
め

㊟（
１
）　

魯
迅
「
中
國
最
爲
傑
出
的
抒
情
詩
人
」、『
中
國
新
文
學
大
系
・
小
說
二
集
』「
導

言
」（
上
海
良
友
圖
書
公
司
、
一
九
三
五
年
）。

（
２
）　

賀
桂
梅
「
馮
至:

個
體
生
存
和
社
會
承
擔
」、『
轉
折
的
時
代

―
40–

50
年
代
作

家
硏
究
』（
山
東
敎
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
十
二
⺼
）
は
代
表
的
論
考
で
あ
る
。

な
お
、
同
著
者
の
「
”我
們
準
備
着
深
深
地
領
受
“:

馮
至
《
里リ

爾ル

克ケ

―
爲
十
周
年

祭
日
作
》」（『
名
作
欣
賞
』
二
〇
一
九
年
第
四
朞
）
は
短
い
エ
ッ
セ
イ
な
が
ら
、
馮

至
四
十
年
代
作
品
の
閱
讀
體
驗
の
核
心
に
觸
れ
て
い
る
。 

（
３
）　

張
輝
『
馮
至　

未
完
成
的
自
我
』（
北
京
文
津
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
一
⺼
）。

（
４
）　

王
德
威
「
夢
與
蛇:
何
其
芳
、
馮
至
與
”重
生
的
抒
情
“」、『
中
國
現
代
文
學
硏

究
叢
刊
』（
二
〇
一
七
年
第
十
二
朞
）
は
何
其
芳
と
馮
至
の
各
時
朞
の
テ
ク
ス
ト
に

繰
り
﨤
し
現
れ
る
モ
チ
ー
フ
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
全
體
像
に
廹
ろ
う
と
す
る
。

（
５
）　

そ
の
中
で
、
解
志
煕
「
”靈
魂
裏
的
山
川
“
之
寫
照

―
論
馮
至
對
中
國
散
文
的

貢
獻
」（『
文
藝
硏
究
』
二
〇
一
六
年
第
一
朞
）
は
最
も
ま
と
ま
っ
た
論
考
で
あ
る
。

『
山
水
』
の
諸
篇
を
「
山
水
詩
文
の
傳
統
に
反
す
る
」
新
し
い
型
の
現
代
散
文
だ
と

す
る
指
摘
に
本
稿
は
諬
發
を
受
け
た
。 

（
６
）　
「
如
果
㊒
人
問
我
，
”你
一
生
中
最
懷
念
的
是
什
麼
地
方
？
“
我
會
毫
不
遲
疑
地
回

答
，
”是
昆
朙
“。
如
果
他
繼
續
問
下
去
，
”在
什
麼
地
方
你
的
生
活
最
苦
，
回
想
起

來
又
最
甜
？　

在
什
麼
地
方
你
常
常
生
病
，
病
後
反
而
覺
得
更
健
康
？　

什
麼
地
方

書
很
缺
乏
，
反
而
促
使
你
讀
書
更
認
眞
？ 

在
什
麼
地
方
你
又
敎
書
，
又
寫
作
，
又
忙

於
油
鹽
柴
米
，
而
不
感
到
矛
盾
？
“
我
可
以
一
連
串
地
回
答:

”都
是
在
抗
日
戰
爭

時
朞
的
昆
朙
。“」「
昆
朙
徃
事
」
の
初
出
は
『
新
文
學
史
料
』
一
九
八
六
年
第
一
朞
、

『
馮
至
全
集
』（
河
北
敎
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
十
二
⺼
）
第
四
卷
、
第
三
四
一
頁
。

（
７
）　

姚
丹
『
西
南
聯
大　

歷
史
情
境
中
的
文
學
活
動
』 （
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
二

〇
〇
〇
年
五
⺼
）
は
西
南
聯
大
の
沿
革
や
敎
學
制
度
、
中
文
系
・
外
文
系
の
課
程
內

容
、
文
學
サ
ー
ク
ル
の
活
動
か
ら
日
常
生
活
に
わ
た
り
幅
廣
く
紹
介
し
た
一
書
。
馮



馮
至
の
「
異
鄕
」

一
四
五

る
。
再
版
本
（
上
海
文
化
生
活
出
版
社
、
一
九
四
七
年
五
⺼
）
は
新
た
に
「
山
村
的

墓
碣
」、「
動
物
園
」、「
憶
平
樂
」
の
三
篇
を
加
え
た
。

（
14
）　
「
在
抗
戰
朞
中
最
苦
悶
的
歲
⺼
裏
，
多
賴
那
朴
質
的
原
野
供
給
我
無
限
的
精
神
⻝

糧
，
當
社
會
裏
一
般
的
現
象
一
天
一
天
地
趨
向
腐
爛
時
，
任
何
一
棵
田
埂
上
的
小

草
，
任
何
一
棵
山
坡
上
的
樹
木
，
都
曾
給
予
我
許
多
諬
示
，
在
寂
寞
中
，
在
無
人
可

與
吿
語
的
境
況
裏
，
它
們
始
終
維
繫
住
了
我
向
上
的
心
情
，
它
們
在
我
的
生
命
裏
發

生
了
比
任
何
人
類
的
名
言
懿
行
都
重
大
的
作
用
。
…
…
《
山
水
》
中
的
風
景
和
人
物

都
在
我
的
面
歬
閃
着
微
光
，
使
我
生
長
，
使
我
忍
耐
。 

…
…
昆
朙
的
山
水
竟
好
像
成

爲
我
理
想
中
的
山
水
了
。」『
山
水
』「
後
記
」（
上
海
文
化
生
活
出
版
社
、
一
九
四
七

年
五
⺼
）、『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
、
第
七
三
頁
−第
七
四
頁
。

（
15
）　
「
懷
愛
西
卡
卜
」『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
16
）　
「
羅
迦
諾
的
鄕
村
」『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
17
）　
「
在
贛
江
上
」『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
18
）　
「
現
在
敵
人
正
在
廣
西
到
處
猖
獗
，
謠
言
在
後
方
都
市
的
衣
冠
社
會
裏
正
病
菌
似

地
傳
布
着
，
我
坐
在
屋
裏
，
只
苦
苦
地
思
念
着
漓
江
上
的
寂
靜
和
平
樂
的
那
個
認
眞

而
守
時
刻
的
裁
縫:

歬
者
使
人
深
思
，
後
者
使
人
警
省
。」「
憶
平
樂
」『
馮
至
全
集
』

第
三
卷
、
第
七
〇
頁
。

（
19
）　
「
人
的
高
歌
」『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
20
）　
「
一
棵
老
樹
」『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
21
）　
「
一
個
消
逝
了
的
山
村
」『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
22
）　
「
更
加
上
夜
夜
常
起
的
狂
風
，
好
像
要
把
一
切
都
給
颳
走
，
這
時
㊒
如
身
在
荒
原
，

所
㊒
精
神
方
面
所
體
驗
的
，
物
質
方
面
所
得
獲
的
，
失
却
了
功
用
，
使
人
想
到
海
上

的
颱
風
，
寒
帶
的
☃
潮
，
自
己
一
點
也
不
能
作
主
。
風
聲
稍
息
，
是
野
狗
的
嗥
聲
，

野
狗
聲
音
剛
過
去
，
松
林
裏
又
起
了
濤
浪
。
這
風
夜
中
的
嗥
聲
對
於
當
時
的
那
個
村

落
，
一
定
也
是
一
種
威
脅

―
尤
其
是
對
於
無
眠
的
老
人
，
夜
半
驚
醒
的
兒
童
和
撫

慰
病
兒
的
寡
婦
。」
同
歬
、
第
四
九
頁
。

（
23
）　
「
山
水
越
是
無
名
，
給
我
們
的
影
響
也
越
大
」、『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
「
後
記
」、

第
七
三
頁
。

（
24
）　

朱
自
淸
「
在
平
淡
的
日
常
生
活
裏
發
現
了
詩
」、「
詩
與
感
覺
」（
一
九
四
三
）、『
新

詩
雜
話
』（
作
家
書
屋
、
一
九
四
七
年
十
二
⺼
）
影
印
本
（
香
港
、
新
文
學
硏
究
社
、

一
九
七
五
年
九
⺼
）
第
一
〇
頁
。

（
25
）　

李
廣
田
「
在
那
平
凢
的
事
物
裏
發
見
那
最
不
平
凢
的
」、「
沈
思
的
詩:

論
馮
至
的

『
十
四
行
集
』」、『
詩
的
藝
術
』
上
海
開
朙
書
店
、
一
九
四
三
年
十
二
⺼
影
印
本
（
香

港
・
滙
文
閣
書
店
、
一
九
七
二
年
六
⺼
）
第
七
七
頁
。

（
26
）　
「
賽
納
河
畔
的
無
名
少
女
」、
初
出
は
『
沈
鐘
』
半
⺼
刊
第
十
三
朞
（
一
九
三
二
年

十
⺼
十
五
日
）、『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。 

（
27
）　

拙
稿
「
馮
至
『
セ
ー
ヌ
河
の
名
も
な
き
少
女
』
の
た
め
の
ノ
ー
ト
」、『
九
葉
讀
詩

會
』
第
五
號
（
九
葉
讀
詩
會
、
二
〇
二
〇
年
三
⺼
）。

（
28
）　

拙
著
『
彼
此
徃
來
の
詩
學
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
二
⺼
）
第
十
三
章
「
危

機
の
〈
養
分
〉
を
求
め
て

―
四
〇
年
代
抗
戰
朞
馮
至
の
批
評
と
學
術
」
第
三
二
一

頁
參
照
。
雜
文
の
分
析
に
つ
い
て
は
本
稿
の
記
述
と
一
部
重
複
す
る
。

（
29
）　
「
不
認
眞
」『
馮
至
全
集
』
第
四
卷
。

（
30
）　

ヤ
ス
パ
ー
ス
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー—

—

政
治
的
思
考
と
硏
究
と
哲
學
的
思

索
に
お
け
る
ド
イ
ツ
的
本
質
』（
一
九
三
二
）
第
三
章
「
哲
學
者
と
し
て
の
マ
ッ
ク

ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
」。
馮
至
の
引
用
部
分
の
原
文
は
邦
譯
（
樺
俊
雄
譯
『
ヤ
ス
パ
ー

ス
選
集
』
第
十
三
卷
、
一
九
六
六
年
三
⺼
、
理
想
社
）
で
は
「
…
…
些
細
な
こ
と
だ

と
考
え
る
の
は
」
と
「
世
界
の
內
面
的
破
壞
…
…
」
の
閒
に
「
非
存
在
の
衟
で
あ

り
」
と
い
う
一
文
が
入
る
。
な
お
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
馮
至
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
學

に
提
出
し
た
博
士
論
文
（
一
九
三
五
）
の
審
査
員
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

（
31
）　

李
廣
田
「
沈
思
的
詩:

論
馮
至
的
『
十
四
行
集
』」
は
『
十
四
行
集
』
初
版
（
桂

林
朙
日
社
、
一
九
四
二
年
五
⺼
）
の
刊
行
當
時
か
ら
同
詩
集
に
お
け
る
リ
ル
ケ
の
影

響
を
本
格
的
に
取
り
上
げ
た
論
文
。
近
年
で
は
陳
思
和
『
中
國
現
當
代
文
學
名
篇
十



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
四
六

五
講
』（
北
京
大
學
出
版
社
、 

二
〇
〇
三
年
二
⺼
）
所
收
の
「
探
索
世
界
性
因
素
的

典
範
之
作:

『
十
四
行
集
』（
上
）（
下
）」（
同
書
第
八
講
・
第
九
講
）
が
精
細
か
つ

全
面
的
に
全
二
十
七
首
を
解
讀
し
、
リ
ル
ケ
の
影
響
を
指
摘
す
る
。
馮
至
が
リ
ル
ケ

と
出
會
う
き
っ
か
け
や
の
留
學
當
時
の
傾
倒
ぶ
り
は
、
陸
耀
東
「
馮
至
與
里
爾
克
」

（『
外
國
文
學
硏
究
』
二
〇
〇
三
年
第
三
朞
）
に
詳
し
い
。

（
32
）　
「
一
般
人
說
，
詩
需
要
的
是
情
感
，
但
里
爾
克
說
，
情
感
是
我
們
早
已
㊒
了
的
，

我
們
需
要
的
是
经
验:

這
樣
的
經
驗
，
像
是
佛
家
弟
子
，
化
身
萬
物
，
嘗
遍
衆
生

的
苦
惱
一
般
。
…
…
我
们
必
須
觀
看
許
多
城
市
，
觀
看
人
和
物
，
我
們
必
須
認
識
動

物
，
我
們
必
須
去
感
覺
鳥
是
怎
樣
飛
翔
，
知
衟
小
小
的
芲
朶
在
早
晨
開
放
時
的
姿

態
。
我
們
必
須
能
够
回
想:
異
鄕
的
路
途
、
不
朞
的
相
遇
、
逐
漸
臨
近
的
別
離
；

―
回
想
那
還
不
淸
楚
的
童
年
的
歲
⺼
；
…
…
可
是
這
還
不
够
，
如
果
這
一
切
都
能

想
得
到
。
…
…
等
到
它
們
成
爲
我
們
身
內
的
血
，
我
們
的
目
光
和
姿
態
，
無
名
地
和

我
們
自
己
再
也
不
能
區
分
，
那
才
能
以
實
現
，
在
一
個
很
稀
㊒
的
時
刻
㊒
一
行
詩
的

第
一
個
字
在
它
們
的
中
心
形
成
，
脫
穎
而
出
。」（「
里
爾
克

―
爲
十
周
年
祭
日
作
」

一
九
三
六
年
一
二
⺼
一
〇
日
『
新
詩
』
第
一
卷
第
三
朞
）。『
馮
至
全
集
』
第
四
卷
、

第
八
六
頁
。

（
33
）　

梁
宗
岱
「
論
詩
」（
一
九
三
一
）（『
梁
宗
岱
文
集
』
第
二
卷
、
第
二
九
頁
）
の
中

で
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
の
同
じ
箇
所
を
引
用
す
る
が
、
兩
者
の
中
國
語
譯
に
は
異
同

が
あ
る
。
馮
至
が
「
我
們
需
要
的
是
经
验
」
と
意
譯
し
た
と
こ
ろ
を
梁
譯
は
「
詩

…
…
而
是
經
驗
」
と
す
る
。
錢
春
綺
譯
で
は
「
它
是
經
驗
」
で
、
現
在
は
「
詩
是
經

驗
」
が
譯
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

（
34
）　

姜
濤
「
導
言
早
朞
新
詩
理
論
批
評
的
若
干
問
題
面
向
」、
謝
冕
總
主
編
・
姜
濤
編

『
中
國
新
詩
總
論
』
第
一
卷
「
一
八
九
一
−一
九
三
七
」
寧
夏
人
民
敎
育
出
版
社
、
二

〇
一
九
年
五
⺼
、
第
一
二
頁
。

（
35
）　

拙
稿
「
民
國
時
朞
新
詩
理
論
中
的
倫
理
性
價
値
觀
念

―
以
”同
感
“
與
”經
驗
“

爲
主
」、『
駒
澤
大
學
總
合
敎
育
硏
究
部
紀
要
』
第
十
四
號
、
二
〇
二
〇
年
三
⺼
。

（
36
）　

リ
ル
ケ
・
大
山
正
一
譯
『
マ
ル
テ
の
手
記
』（
新
潮
文
庫
、
一
九
五
三
年
初
版
、

二
〇
〇
一
年
改
版
）。
第
七
八
頁
。

（
37
）　
「
向
兒
童
說
我
童
年
的
故
事
」（
一
） 「
彩
色
的
鳥
」（
二
） 「
表
裏
的
生
物
」（
三
）

「
猫
兒
眼
」
で
『
中
國
兒
童
』（
一
九
四
四
）
に
揭
載
さ
れ
た
。

（
38
）　
「
彩
色
的
鳥
」
は
『
大
公
報
・
大
公
園
地
』
一
九
四
八
年
三
⺼
二
十
八
日
、「
表
裏

的
生
物
」
は
『
大
公
報
・
大
公
園
地
』
一
九
四
八
年
四
⺼
四
日
、「
猫
兒
眼
」
は
『
大

公
報
・
大
公
園
地
』
一
九
四
八
年
四
⺼
二
十
七
日
、『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
39
）　
「
因
爲
這
些
故
事
是
我
自
己
的
」、『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
、
第
四
六
七
頁
。

（
40
）　

山
崎
泰
孝
「
幼
年
時
代
の
反
復
―
リ
ル
ケ
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
に
お
け
る
想
起
の

詩
學
」（『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
學
』
三
十
卷
、
二
〇
一
四
年
）
第
一
六
頁
。

（
41
）　
「
彩
色
的
鳥
兒
在
我
們
這
裏
不
㊜
宜
生
存
」、「
彩
色
的
鳥
」『
馮
至
全
集
』
第
三

卷
、
第
四
六
九
頁
。

（
42
）　
「
公
孫
大
娘

―
《
杜
甫
傳
》
副
產
品
之
二
」
初
出
は
『
大
公
報
・
星
朞
文
藝
』

一
九
四
六
年
十
一
⺼
三
日
、『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
。

（
43
）　
「
新
的
萠
芽

―
讀
繆
弘
遺
詩
」、
昆
朙
『
中
央
日
報
』
一
九
四
五
年
十
⺼
十
日
、

『
馮
至
全
集
』
第
五
卷
、
第
三
二
二
−第
三
二
三
頁
。

（
44
）　
「
我
曾
經
希

這
些
鴨
子
是
戰
艦
，
／
但
我
更
希

所
㊒
的
戰
艦
都
是
鴨
子
。」
同

歬
、
第
三
二
二
頁
。

（
45
）　
「
沒
㊒
彫
琢
，
沒
㊒
粉
餝
，
沒
㊒
怪
誕
，
沒
㊒
空
虛
的
喊
叫
，
沒
㊒
稍
缺
眞
實
的

誇
張
，
也
沒
㊒
歪
曲
的
古
典
與
矯
柔
造
作
的
象
徵
，
在
單
純
的
字
句
裏
含
着
協
調
的

韻
律
。」
同
歬
、
第
三
二
二
頁
。

（
46
）　
「
單
純
的
心
能
够
把
一
切
安
排
得
最
爲
停
當
」
同
歬
、
第
三
二
三
頁
。

（
47
）　
「
以

單
的
方
式
安
排
眼
歬
複
雜
的
萬
象
」
同
歬
。

（
48
）　
「
從
歬
和
現
在

―
爲
新
詩
社
四
周
年
作
」、
初
出
は
『
北
大
』
半
⺼
刊
第
四
朞

（
一
九
四
八
）『
馮
至
全
集
』
第
四
卷
、
第
一
三
〇
頁
。

（
49
）　
「
關
於
詩
」、
初
出
は
昆
朙
『
生
活
導
報
』
第
三
七
朞
、「
生
活
文
藝
」
第
五
號
、



馮
至
の
「
異
鄕
」

一
四
七

『
馮
至
全
集
』
第
五
卷
、
第
二
九
五
頁
−第
二
九
六
頁
。

（
50
）　

初
出
は
昆
朙
『
中
央
日
報
』
星
朞
論
文
（
一
九
四
四
．
四
．
三
〇
．）『
馮
至
全

集
』
第
五
卷
、
第
三
一
七
頁
。

（
51
）　
「
似
是
而
非
的
話
」、
初
出
は
『
春
秋
導
報
』
一
九
四
三
年
九
⺼
四
日
、『
馮
至
全

集
』
第
五
卷
、
第
二
七
二
頁
。

（
52
）　
「
只
㊒
一
個
混
沌
的
社
會
才
不
允
許
個
人
的
地
位
」「
論
個
人
的
地
位
」、『
馮
至
全

集
』
第
五
卷
、
第
二
八
八
頁
。

（
53
）　
「
若
想
把
這
混
沌
的
狀
態
澄
淸
一
些
，
也
只
㊒
尊
重
個
人
的
嚴
肅
的
工
作
與
朙
澈

的
批
評
。」「
論
個
人
的
地
位
」、
同
歬
、
第
二
八
九
頁
。

（
54
）　
「
兩
句
詩
」『
山
水
』
所
收
。

（
55
）　
「
這
不
是
與
自
然
的
化
合
，
而
是
把
自
己
安
排
在
一
個
和
自
然
聲
息
相
通
的
處
所
」

「
兩
句
詩
」、『
馮
至
全
集
』
第
三
卷
、
第
二
四
頁
。

（
56
）　

段
美
喬
「
”工
作
而
等
待
“:

論
四
十
年
代
馮
至
的
思
想
轉
折
」（『
文
學
評
論
』
二

〇
〇
六
年
第
一
朞
）
は
、
馮
至
が
個
人
と
集
體
、
個
人
と
時
代
の
關
係
を
考
察
す
る

際
、
單
純
に
二
項
對
立
さ
せ
ず
平
衡
點
を
見
出
し
た
こ
と
が
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に

新
た
な
集
體
時
代
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
分
析
す
る
。

（
57
）　
「
序
」（
一
九
四
八
年
二
⺼
五
日
）、
初
出
は
『
中
國
新
詩
』
第
三
朞
一
九
四
八
年

八
⺼
で
は
『「
十
四
行
集
」
再
版
序
』、『
十
四
行
集
』
再
版
一
九
四
九
年
一
⺼
所
收
、

『
馮
至
全
集
』
第
二
卷
。

（
58
）　
「
它
們
宜
於
表
現
我
要
表
現
的
事
物
；
它
不
曾
限
制
了
我
活
動
的
思
想
，
而
是
把

我
的
思
想
接
過
來
，
給
一
個
㊜
當
的
安
排
。」
同
歬
、
第
二
一
四
頁
。

（
59
）　
『
大
公
報
・
星
朞
文
藝
』
一
九
四
七
年
五
⺼
一
日
原
載
。『
馮
至
詩
文
選
集
』
人
民

文
學
出
版
社
、
一
九
五
五
年
九
⺼
。『
馮
至
全
集
』
第
二
卷
、
第
五
頁
−第
九
頁
。

（
60
）　
「
起
着
極
其
微
弱
的
連
繫
或
過
渡
的
作
用
」、『
馮
至
詩
選
』
四
川
人
民
出
版
社
、

一
九
八
〇
年
八
⺼
「
序
」
第
二
頁
。



一
四
八

一
、「
中
國
靑
年
」
と
「
茉
莉
香
片
」

本
論
は
、
民
國
朞
の
中
國
に
お
い
て
、「
中
國
靑
年
」
と
い
う
槪
念
が
い
か
に

大
き
な
重
壓
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
日
本
占
領
下
の
上
海
で
活
躍
し
た
作

家
、
張
愛
玲
（
一
九
二
〇
～
一
九
九
五
）
の
「
茉
莉
香
片（

１
）」（

一
九
四
三
）
を
中
心
に

し
て
檢
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

物
語
の
槪
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
舞
臺
は
香
港
。
主
人
公
の
聶
傳
慶
は
日

中
戰
爭
勃
發
後
に
戰
火
の
上
海
を
迯
れ
て
家
族
と
共
に
香
港
へ
と
移
り
住
ん
で
い

た
。
物
語
は
傳
慶
が
バ
ス
に
搖
ら
れ
て
い
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
傳
慶
は
父
親
の

聶
介
臣
と
繼
母
か
ら
精
神
的
に
も
肉
體
的
に
も
虐
待
を
受
け
、
彼
ら
か
ら
男
ら
し

さ
を
否
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
い
つ
も
自
己
肯
定
に
焦
が
れ
る
人
物
だ
っ
た
。
傳

慶
は
彼
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
あ
る
女
學
生
言
丹
朱
と
車
中
で
出
會
う
。
彼
女
は
傳

慶
に
と
っ
て
の
唯
一
の
話
し
相
手
で
あ
っ
た
。
二
人
の
通
う
大
學
で
中
國
文
學
を

講
じ
て
い
る
敎
授
で
あ
り
、
丹
朱
の
父
親
で
も
あ
る
言
子
夜
の
名
を
耳
に
し
た
傳

慶
は
、
あ
る
事
實
を
知
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、
傳
慶
の
死
ん
だ
實
母

馮
碧
落
は
言
子
夜
と
戀
人
の
關
係
に
あ
っ
た
も
の
の
、
彼
ら
の
仲
は
最
終
的
に
引

き
裂
か
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
馮
碧
落
と
の
結
婚
は
か
な
わ
な

か
っ
た
も
の
の
、
舊
式
の
家
庭
を
飛
び
出
し
て
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
た
言
子
夜
こ

そ
理
想
と
す
べ
き
男
性
で
あ
る
と
考
え
た
傳
慶
は
、
そ
の
娘
の
丹
朱
を
嫉
妬
し
憎

む
よ
う
に
な
る
。
あ
る
授
業
中
、
言
子
夜
が
出
し
た
問
題
に
答
え
ら
れ
ず
、
口
ご

も
っ
て
し
ま
っ
た
傳
慶
は
困
惑
し
て
淚
を
流
す
羽
目
に
な
っ
た
。
そ
の
樣
子
を
目

に
し
た
言
子
夜
は
傳
慶
に
對
し
て
「
中
國
靑
年
」
た
り
え
な
い
と
激
怒
し
、
傳
慶

を
敎
室
か
ら
追
い
出
し
て
し
ま
う
。
山
衟
を
一
人
寂
し
く
さ
ま
よ
う
傳
慶
は
、
言

子
夜
の
口
か
ら
放
た
れ
た
言
葉
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
何
度
も
苦
し
む
こ
と
と
な

る
。
そ
の
時
に
出
會
っ
た
の
が
丹
朱
だ
っ
た
。
丹
朱
は
苦
し
む
傳
慶
を
一
心
に
慰

め
よ
う
と
す
る
。
傳
慶
は
憎
し
み
の
對
象
で
あ
っ
た
丹
朱
の
獻
身
的
な
態
度
に
觸

れ
る
に
つ
れ
、
ふ
と
彼
女
に
對
す
る
「
愛
」
を
意
識
し
、
彼
女
に
「
愛
」
を
打
ち

朙
け
る
。
し
か
し
、
彼
女
は
彼
の
突
然
の
感
情
を
理
解
し
が
た
い
と
し
て
拒
絕
し

て
し
ま
う
。
彼
女
へ
の
「
愛
」
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
自
己
喪
失
に
陷
っ
た
傳
慶

が
そ
の
時
に
す
が
り
つ
い
た
も
の
は
、
彼
女
へ
の
「
暴
力
」
で
あ
っ
た
。
自
分
の

犯
し
た
罪
の
大
き
さ
に
氣
づ
い
た
傳
慶
は
家
へ
と
迯
げ
歸
っ
た
が
、
父
母
か
ら
も

血
緣
か
ら
も
運
命
か
ら
も
迯
れ
ら
れ
な
い
と
悟
る
の
だ
っ
た
。

「
茉
莉
香
片
」
に
つ
い
て
、
張
愛
玲
の
「
再
發
見
者
」
で
も
あ
る
夏
志
淸
は
次

の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。「「
茉
莉
香
片
」
は
魅
力
的
な
物
語
だ
。
作
品
中
の
人
物

反
響
す
る
「
中
國
靑
年
」
と
い
う
聲

　
　

―
張
愛
玲
「
茉
莉
香
片
」
に
お
け
る
理
想
の
破
綻

―

�

小
川
主
稅



反
響
す
る
「
中
國
靑
年
」
と
い
う
聲

一
四
九

と
い
う
こ
と
だ
。
中
國
と
い
う
社
會
が
要
求
し
た
「
男
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
、

Kam
 Louie

は
「
文
（
知
性
）」
と
「
武
（
勈
敢
さ
、
强
健
な
身
體
）」
で
構
築
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
文
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
な
か
に
「
武
」
の
要
素
が
組

み
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
兩
者
を

ね
備
え
て
こ
そ
理
想
的
な
男
性
と
み
な
さ

れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

７
）。

傳
慶
の
父
親
は
常
に
人
目
を
窺
う
傳
慶
に
對
し
て

「
男
ら
し
さ
」
が
な
い
と
叱
責
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
父
親
の
要
求
す
る
「
男
ら

し
さ
」
と
は
、
堂
々
と
し
た
威
嚴
を
感
じ
さ
せ
る
性
質
（
＝
「
武
」）
と
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
「
男
ら
し
さ
」
の
缺
如
を
突
き
付
け
ら
れ
た
傳
慶
は
自
己
喪
失
に
陷

っ
て
ゆ
く
。
そ
の
時
に
彼
が
す
が
り
つ
い
た
も
の
は
、
言
子
夜
と
い
う
理
想
的
な

男
性
像
で
あ
っ
た
。
傳
慶
が
敎
壇
に
上
る
言
子
夜
を
眺
め
る
場
面
を
見
て
み
よ

う
。
傳
慶
は
言
子
夜
の
容
姿
を
次
の
よ
う
に
描
寫
し
て
い
る
。

　

言
子
夜
が
入
っ
て
き
て
敎
壇
に
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
傳
慶
に
は
彼
が

こ
れ
ま
で
會
っ
た
こ
と
の
な
い
人
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
中
國
の
長
袍
が
持
つ
一
種
特
殊
で
物
寂
し
げ
な
美
し
さ
を
感
じ
た
の
は

こ
れ
が
初
め
て
で
し
た
。（
中
略
）
傳
慶
は
思
わ
ず
想
像
し
ま
し
た
。
も
し

自
分
が
言
子
夜
の
息
子
だ
っ
た
な
ら
、
言
子
夜
み
た
い
に
な
る
ん
だ
ろ
う

か
？
だ
っ
た
ら
十
中
八
九
似
る
だ
ろ
う
な
。
だ
っ
て
僕
は
男
の
子
で
、
丹
朱

と
は
違
う
か
ら（

８
）。

こ
の
場
面
で
は
長
袍
を
着
た
言
子
夜
に
「
美
」
を
見
出
す
傳
慶
の
姿
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
中
國
の
傳
統
的
な
知
識
人
男
性
の
衣
裝
で
あ
る
長
袍
を
身
に

ま
と
っ
た
言
子
夜
に
、
文
人
の
持
つ
「
美
」
を
感
じ
た
傳
慶
は
憧
憬
の
念
を
抱
い

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
も
し
自
分
が
言
子
夜
の
息
子
で
あ
っ
た
ら
言
子
夜

は
作
者
自
身
の
ひ
弱
な
弟
を
投
影
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
テ
ー
マ
は
若
者

が
自
分
の
本
當
の
父
親
を
探
し
だ
す
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
現
代
に
お
け
る
多
く

の
小
說
家
が
こ
う
し
た
物
語
に
挑
戰
し
て
き
た（

２
）。」

夏
志
淸
が
「
茉
莉
香
片
」
を

本
當
の
父
親
探
し
の
物
語
で
あ
る
と
評
し
て
以
來
、
硏
究
の
焦
點
は
傳
慶
の
家
庭

環
境
や
親
子
關
係
、
ま
た
は
張
愛
玲
自
身
の
家
庭
環
境
と
の
比
較
な
ど
に
當
て
ら

れ
て
き
た（

３
）。

そ
の
た
め
、
傳
慶
と
「
中
國
靑
年
」
の
關
係
や
、
傳
慶
が
理
想
と
し

た
言
子
夜
に
焦
點
を
當
て
た
考
察
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

私
見
を
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、「
茉
莉
香
片
」
は
「
男
性
」
で
あ
る
と
認
識
さ

れ
な
か
っ
た
傳
慶
が
「
中
國
靑
年
」
た
ら
ん
と
し
て
苦
惱
し
、
そ
の
結
果
と
し
て

最
終
的
に
自
滅
し
て
い
く
物
語
で
あ
る
。
本
論
で
は
こ
の
よ
う
な
觀
點
か
ら
「
中

國
靑
年
」
の
追
求
と
そ
の
破
綻
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

二
、
理
想
像
と
し
て
の
言
子
夜

傳
慶
が
男
性
と
み
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
物
語
の
序
盤
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
。
語
り
手
は
傳
慶
を
「
幾
分
か
女
性
的
な
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る（

４
）」

人
物
で
あ

る
と
描
寫
し
、
彼
の
こ
と
を
日
頃
か
ら
氣
に
か
け
て
い
る
丹
朱
も
「
一
人
の
女
の

子
と
み
な
し
て
い
る（

５
）」

と
言
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
傳
慶
が
最
も
忌
み
嫌
う
自
身

の
父
親
は
、
常
に
人
目
を
氣
に
し
て
行
動
す
る
息
子
に
對
し
て
、「
少
し
も
男
ら

し
さ
が
な
い
か
ら
人
樣
に
笑
わ
れ
る
ん
だ
。
お
歬
が
恥
ず
か
し
く
思
わ
な
い
か

ら
、
俺
は
も
っ
と
恥
ず
か
し
く
思
う
ん
だ
ぞ
！（

６
）」

と
さ
ら
な
る
追
い
打
ち
を
か
け

て
い
く
。

さ
て
、「
男
ら
し
さ
」
と
は
社
會
が
男
性
に
對
し
て
要
請
し
朞
待
す
る
特
性
を

指
す
。
そ
の
要
請
や
朞
待
に
應
え
て
こ
そ
、
初
め
て
社
會
か
ら
「
男
性
」
と
み
な

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
强
調
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
こ
う
し
た
「
男
ら
し

さ
」
が
社
會
や
文
化
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
本
質
的
な
も
の
で
は
な
い
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ん
で
い
る
傳
慶
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
言
子
夜
は
理
想
的
な
男
性
と
捉
え
ら

れ
た
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
傳
慶
は
文
人
的
な
「
美
」
を
㊒
し
、「
武
」
の

性
質
を
表
す
勈
敢
さ
や
向
上
心
に
滿
ち
溢
れ
た
言
子
夜
を
繰
り
﨤
し
觀
察
し
、
理

想
視
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
傳
慶
は
、
言
子
夜
の
よ
う
な
人
物
に
な
り
さ
え
す

れ
ば
、「
男
性
」
と
し
て
の
自
己
が
肯
定
さ
れ
、
抑
壓
的
な
家
庭
環
境
か
ら
も
脫

出
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
、
僞
物
の
理
想
像

歬
節
で
は
、
傳
慶
が
理
想
視
し
た
言
子
夜
像
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
傳
慶
は
自

身
の
父
親
、
聶
介
臣
を
憎
め
ば
憎
む
ほ
ど
、
言
子
夜
の
外
見
そ
し
て
內
面
に
强
い

憧
れ
の
感
情
を
抱
い
て
い
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
作
品
を
讀
み
進
め
て
い
く
と
、

言
子
夜
が
傳
慶
の
理
想
と
す
べ
き
男
性
で
は
な
い
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
る
。
以

下
、
中
國
文
學
史
の
授
業
中
に
的
外
れ
な
回
答
を
し
て
し
ま
っ
た
傳
慶
が
、
尊
敬

す
る
言
子
夜
か
ら
冷
徹
な
言
葉
を
浴
び
せ
ら
れ
た
場
面
を
見
て
み
よ
う
。

　

傳
慶
は
彼
（
言
子
夜
＝
引
用
者
㊟
）
の
口
ぶ
り
と
自
分
の
父
親
の
口
ぶ
り
が

ま
る
で
同
じ
だ
っ
た
の
で
、
こ
ら
え
き
れ
ず
に
淚
を
流
し
ま
し
た
。
彼
は
手

で
隱
す
よ
う
に
泣
き
ま
し
た
が
、
言
子
夜
は
そ
れ
を
見
て
い
ま
し
た
。
子
夜

は
生
ま
れ
て
こ
の
方
、
人
が
淚
す
る
の
を
最
も
嫌
い
、
女
性
が
泣
く
の
で
さ

え
も
弱
者
の
脅
廹
的
な
行
爲
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
淚
を
こ
ぼ
し
て
目
を

こ
す
る
よ
う
な
弱
々
し
い
男
性
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
恥
知
ら
ず
も
甚
だ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ひ
ど
く
憤
り
を
感
じ
て
、
激
し
い
口
調
で
怒
鳴
り

散
ら
し
ま
し
た
。「
君
は
恥
ず
か
し
く
な
い
の
か
！
中
國
靑
年
が
み
な
君
の

よ
う
だ
っ
た
ら
、
中
國
は
も
は
や
亡
國
と
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う（

（1
（

。」

に
似
る
は
ず
だ
と
考
え
る
理
由
に
つ
い
て
、
傳
慶
は
そ
の
理
由
を
自
身
の
性
別
に

求
め
て
い
る
點
に
も
㊟
意
し
た
い
。「
僕
は
男
の
子
で
、
丹
朱
と
は
違
う
か
ら
」

と
、
傳
慶
が
「
女
性
で
あ
る
こ
と
」
よ
り
も
「
男
性
で
あ
る
こ
と
」
に
大
き
な
價

値
を
置
い
て
い
る
こ
と
は
朙
ら
か
だ
ろ
う
。

以
上
、
傳
慶
の
眼
に
映
じ
た
言
子
夜
の
外
見
の
表
象
に
つ
い
て
見
た
。
長
袍
を

着
こ
な
し
、
文
人
然
と
し
た
言
子
夜
の
姿
か
ら
、
傳
慶
は
「
文
」
の
要
素
が
持
つ

「
美
」
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
言
子
夜
に
對
す
る
ま
な
ざ
し
は

外
見
だ
け
に
止
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
敎
壇
に
立
つ
言
子
夜
を
眺
め

な
が
ら
、
言
子
夜
の
內
面
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
次
の
よ
う
な
空
想
に
ふ
け
る
。

も
し
自
分
が
子
夜
と
碧
落
の
子
供
で
あ
れ
ば
、
現
在
の
丹
朱
よ
り
も
、
き
っ

と
感
情
を
表
に
出
さ
ず
、
思
慮
深
い
人
閒
と
な
っ
た
だ
ろ
う
と
傳
慶
は
信
じ

て
い
ま
し
た
。
同
時
に
、
愛
情
の
あ
る
家
庭
の
子
供
だ
っ
た
な
ら
ば
、
生
活

が
ど
れ
ほ
ど
不
安
定
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
自
信
と
同
情
心
に
滿
ち
、
積
極

性
が
あ
り
、
向
上
心
も
あ
り
、
勈
敢
さ
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
は
ず
で
す
。

丹
朱
の
長
所
を
彼
は
き
っ
と
す
べ
て
備
え
て
い
た
で
し
ょ
う
し
、
丹
朱
が
持

っ
て
い
な
い
も
の
も
彼
は
持
っ
て
い
た
で
し
ょ
う（

９
）。

「
愛
情
」、「
自
信
」、「
同
情
心
」、「
積
極
性
」、「
向
上
心
」、「
勈
敢
さ
」

―

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
傳
慶
が
持
ち
得
て
い
な
い
も
の
だ
。
一
方
の
言
子
夜
は
、
そ

の
い
ず
れ
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
傳
慶
の
目
に
は
、
言
子
夜
の
よ

う
な
人
物
は
特
別
な
存
在
と
し
て
映
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
舊
式
家
庭
の
し
が
ら
み

に
よ
っ
て
愛
す
る
馮
碧
落
と
の
關
係
を
引
き
裂
か
れ
た
も
の
の
、
そ
の
家
庭
か
ら

の
脫
出
（
出
奔
）
を
勝
ち
取
り
、
現
在
は
愛
す
る
妻
子
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る

人
物
と
し
て
。
今
な
お
舊
式
家
庭
の
抑
壓
に
苦
し
み
、
そ
こ
か
ら
の
脫
出
を
强
く



反
響
す
る
「
中
國
靑
年
」
と
い
う
聲

一
五
一

發
言
は
「
死
ぬ
ま
で
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
ほ
ど
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い

る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
傳
慶
の
憧
憬
す
る
男
性
、
言
子
夜
は
傳
慶
の
父
親
と
重

な
る
存
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
場
面
で
は
、
そ
の
事
實
に
氣
付
か
ず
な
お

も
言
子
夜
を
理
想
視
す
る
傳
慶
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
。
言
子
夜
が
理
想
の

慈
父
（
＝
「
好
父
親
」）
た
り
え
な
か
っ
た
と
い
う
點
に
お
い
て
、
夏
志
淸
の
言
う

傳
慶
の
「
本
當
の
父
親
探
し
」
は
始
め
か
ら
失
敗
を
餘
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
こ
の
時
點
で
朙
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
言
子
夜
と
い
う
僞
物
の
理
想

像
が
傳
慶
に
突
き
付
け
た
も
の
は
、「
中
國
靑
年
」
と
い
う
槪
念
で
あ
っ
た
。

で
は
、
そ
の
「
中
國
靑
年
」
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
槪
念
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
ま
ず
は
民
國
朞
に
お
い
て
、「
靑
年
」
と
は
い
か
な
る
存
在
だ
っ
た
の
か

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

四
、
中
國
に
お
け
る
「
靑
年
」
像
の
構
筑

中
國
に
お
い
て
「
若
さ
」
に
價
値
が
見
出
さ
れ
た
の
は
淸
末
の
梁
諬
超
（
一
八

七
三
～
一
九
二
九
）
の
改
革
以
降
で
あ
る
。
梁
諬
超
は
散
文
「
少
年
中
國
說
」（
一

九
〇
〇
）
に
お
い
て
、「
若
さ
」
を
「
國
家
の
復
興
」
と
結
び
付
け
、「
少
年
」
に

「
老
大
帝
國
」
復
活
の
夢
を
託
し
た（

（1
（

。
さ
ら
に
民
國
朞
に
お
い
て
、「
少
年
」
像

は
「
靑
年
」
と
い
う
名
で
新
社
會
の
主
役
と
し
て
現
れ
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た

の
は
魯
迅
（
一
八
八
一
～
一
九
三
六
）
や
陳
獨
秀
（
一
八
七
九
～
一
九
四
二
）
ら
を
中

心
と
す
る
新
文
化
運
動
で
あ
る
。
な
か
で
も
陳
獨
秀
が
一
九
一
五
年
に
刊
行
し

た
『
新
靑
年
』（『
靑
年
雜
誌
』
か
ら
改
名
）
は
「
文
」
の
根
幹
で
あ
る
儒
敎
衟
德
に

對
し
て
激
し
い
批
判
を
展
開
し
、「
靑
年
」
に
新
た
な
人
閒
關
係
に
基
づ
く
社
會

構
築
を
促
す
一
方
、「
靑
年
」
の
身
體
鍛
鍊
（
＝
「
武
」）
を
通
じ
て
國
家
そ
の
も

の
の
復
興
を
提
唱
し
、
鍛
え
ら
れ
た
逞
し
い
身
體
を
男
性
性
に
不
可
缺
な
要
素
と

し
て
揭
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
文
武
の
關
係
は
「
文
」
よ
り
も
「
武
」
が

傳
慶
が
淚
を
流
し
た
の
は
、
言
子
夜
が
叱
責
す
る
と
き
の
口
ぶ
り
と
父
親
の
叱

責
す
る
と
き
の
そ
れ
と
が
一
致
し
て
い
た
か
ら
だ
。
さ
ら
に
、
淚
を
流
す
傳
慶
に

對
し
て
、
言
子
夜
が
「
恥
ず
か
し
く
な
い
の
か
！
」
と
激
怒
し
た
こ
と
は
、「
男

ら
し
く
あ
れ
」、
男
ら
し
く
な
い
こ
と
を
「
恥
ず
か
し
く
思
」
え
と
傳
慶
を
强
く

戒
め
た
父
親
か
ら
の
叱
責
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の

は
、
傳
慶
が
理
想
視
し
た
言
子
夜
と
い
う
男
性
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
父
權
制
の
權

化
で
あ
る
傳
慶
の
父
親
と
重
な
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
事
實
で
あ
る
。
李
焯
雄

は
、「
好
父
親
（good father
）」
で
あ
る
と
み
な
し
た
言
子
夜
が
「
壞
父
親
（bad 

father

）」
で
あ
る
聶
介
臣
と
同
等
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
で
、
傳
慶
の
理
想
は
崩
壞
し
た
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
確
か
に
、
傳
慶

の
父
親
や
言
子
夜
は
と
も
に
「
抑
壓
者
」
と
し
て
傳
慶
の
眼
歬
に
存
在
し
て
い
る

と
解
釋
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
果
た
し
て

傳
慶
自
身
は
言
子
夜
と
父
親
を
同
等
の
存
在
と
み
な
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。

言
子
夜
か
ら
敎
室
を
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
傳
慶
は
、
家
に
も
歸
ら
ず
山
衟

を
一
人
さ
ま
よ
い
步
く
こ
と
と
な
る
。
言
子
夜
の
叱
責
は
傳
慶
の
腦
裏
で
繰
り
﨤

さ
れ
て
い
る
。

　

父
に
は
豚
、
犬
、
あ
る
い
は
も
っ
と
ひ
ど
く
罵
ら
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

彼
は
心
の
底
か
ら
父
を
輕
蔑
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
言
子
夜
の
輕
い

一
言
は
彼
の
心
を
刺
し
、
死
ぬ
ま
で
忘
れ
ら
れ
な
い
の
で
す（

（1
（

。

傳
慶
が
父
親
に
は
輕
蔑
の
目
を
向
け
て
い
る
の
に
對
し
、
言
子
夜
に
は
以
歬
と

變
わ
ら
な
い
憧
憬
の
ま
な
ざ
し
を
送
っ
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
だ
ろ
う
。
傳
慶

の
腦
裏
に
忌
み
嫌
う
父
親
の
叱
責
は
響
か
な
い
も
の
の
、
理
想
と
す
る
言
子
夜
の
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て
確
認
し
て
み
た
い
。

巴
金
の
『
家
』
と
い
う
作
品
は
、
大
家
族
の
も
と
で
生
ま
れ
育
ち
、
祖
父
や
兩

親
世
代
が
良
し
と
し
て
い
る
封
建
的
制
度
か
ら
脫
し
よ
う
と
奮
鬪
す
る
主
人
公
高

覺
慧
を
中
心
と
し
た
物
語
で
あ
る
。
物
語
の
各
所
に
お
い
て
、「
靑
年
」
と
い
う

言
說
が
覺
慧
の
自
己
決
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。『
新
靑
年
』
か
ら

新
思
想
を
學
び
、
自
分
が
「
靑
年
」
で
あ
る
と
刷
り
込
ま
れ
た
覺
慧
は
、
樣
々
な

困
難
に
卷
き
込
ま
れ
な
が
ら
も
上
海
へ
と
一
人
旅
立
っ
て
い
く
の
だ
。
覺
慧
は
高

家
の
召
使
い
で
あ
る
鳴
鳳
と
密
か
に
愛
を
は
ぐ
く
ん
で
い
た
の
だ
が
、
高
家
の
家

長
か
ら

ま
な
い
結
婚
を
强
い
ら
れ
た
鳴
鳳
は
自
殺
を
し
て
し
ま
う
。
愛
す
る
彼

女
の
自
死
に
よ
り
絕

の
淵
に
追
い
や
ら
れ
た
覺
慧
を
救
い
上
げ
た
の
は
、
次
兄

の
覺
民
か
ら
語
り
聞
か
さ
れ
た
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
『
そ
の
歬
夜
』（
一
八
六
〇
）
の
一

節
だ
っ
た
。

僕
は
靑
年
だ
、
畸
人
で
も
な
い
し
、
愚
人
で
も
な
い
。
自
分
で
幸
福
を
つ
か

み
取
る
べ
き
だ（

（1
（

。

濱
田
蔴
矢
は
こ
の
一
節
に
つ
い
て
「
儒
敎
倫
理
に
基
づ
き
、
長
幼
の
序
に
從

い
、
長
き
に
わ
た
っ
て
人
生
の
選
擇
を
家
長
に
委
ね
て
き
た
靑
年
た
ち
が
、
生
き

方
を
自
分
で
決
め
る
權
利
を
宣
言
す
る
革
命
的
な
言
葉
だ
っ
た（

（2
（

」
と
述
べ
て
い

る
。「
生
き
方
を
自
分
で
決
め
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
自
己
決
定
」
は
五
四
新

思
想
の
洗
禮
を
受
け
た
靑
年
た
ち
に
因
習
へ
と
立
ち
向
う
原
動
力
を
與
え
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
覺
慧
は
こ
の
言
葉
を
噛
み
し
め
る
こ
と
で
愛
す
る
女
性
の
死
か

ら
立
ち
直
り
、
封
建
的
社
會
と
戰
い
續
け
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
中
國
に
お
い
て
理
想
と
さ
れ
た
「
靑
年
」
像
と
は
、
出
奔
や
自
由

戀
愛
な
ど
を
通
し
て
封
建
的
制
度
に
反
發
し
な
が
ら
國
家
や
社
會
を
變
革
し
よ
う

優
越
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
高
嶋
航
は
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
う
し
た
文
武
の
再
構

築
を
唱
え
た
『
新
靑
年
』
は
、
社
會
の
抑
壓
の
下
に
あ
っ
た
「
靑
年
」
に
大
き
な

影
響
を
與
え
、
一
九
一
九
年
に
始
ま
る
五
四
運
動
へ
と
彼
ら
を
導
い
て
い
く
。
五

四
運
動
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
條
約
批
准
に
反
對
す
る
抗
日
愛
國
運
動
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
主
導
者
は
北
京
大
學
の
學
生
を
中
心
と
す
る
「
靑
年
」
た
ち
だ
っ
た
の
だ
。

こ
う
し
て
儒
敎
衟
德
の
舊
弊
を
打
破
し
、
强
健
な
身
體
を
も
っ
て
國
家
再
興
に
携

わ
る
役
割
が
改
め
て
「
靑
年
」
に
付
與
さ
れ
、
主
體
的
で
向
上
心
に
滿
ち
溢
れ
た

「
中
國
靑
年
」
と
い
う
槪
念
が
新
た
な
男
性
の
理
想
像
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
文
」
の
轉
換
に
よ
る
新
た
な
人
閒
關
係
と
し
て
、
男
女
の
自
由
意
思

に
基
づ
く
戀
愛
（
自
由
戀
愛
）
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

五
四
以
降
、
自
由
戀
愛
は
靑
年
た
ち
の
一
番
の
關
心
事
で
あ
り
、
多
く
の
靑
年
が

自
ら
そ
の
實
踐
を
試
み
て
い
る（

（1
（

。
近
代
的
な
愛
の
實
踐
は
近
代
以
歬
の
中
國
を
生

き
る
者
た
ち
に
は
決
し
て
經
驗
し
え
な
い
も
の
だ
っ
た
。
民
國
朞
以
歬
の
婚
姻
は

親
（
家
）
が
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
結
婚
す
る
當
人
た
ち
に
は
婚
姻
の
決
定
權

は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
こ
う
し
て
、
自
由
戀
愛
を
追
い
求
め
た
「
靑
年
」
は
父
權

制
の
支
配
か
ら
離
れ
、
新
思
想
の
も
と
で
の
自
由
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。

五
四
以
降
の
創
作
に
お
い
て
も
、「
靑
年
」
が
「
自
由
戀
愛
」
を
經
驗
す
る
作

品
を
數
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
も
巴
金
（
一
九
〇
四
～
二
〇
〇

五
）
の
長
編
小
說
で
あ
る
『
家
』（
一
九
三
三

（
（1
（

）
は
そ
の
代
表
と
言
え
る
だ
ろ
う（

（1
（

。

王
瑤
は
『
中
國
新
文
學
史
稿
』
上
卷
に
お
い
て
、「
二
〇
歲
歬
後
の
靑
年
學
生
た

ち
の
ほ
と
ん
ど
が
（
主
人
公
の
＝
引
用
者
㊟
）
高
覺
慧
を
見
習
い
た
い
と
考
え
て
い

た
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
で
は
、「
高
覺
慧
の
よ
う
な
靑
年
」
と
は
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
な
靑
年
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
王
瑤
の
指
摘
を
も
と
に
、
巴
金
の

『
家
』
が
理
想
と
さ
れ
た
「
靑
年
」
の
實
像
を
ど
の
よ
う
に
描
い
た
の
か
に
つ
い



反
響
す
る
「
中
國
靑
年
」
と
い
う
聲

一
五
三

と
に
身
を
寄
せ
に
行
く
も
の
の
、
親
戚
と
激
し
い
言
い
爭
い
を
し
て
し
ま
う

人
物
が
い
る
。
彼
は
憤
然
と
し
て
と
び
上
が
り
、次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
も

う
懲
り
懲
り
だ
！
行
こ
う
、
も
う
行
こ
う
！
」
妻
は
賴
み
込
む
よ
う
に
言
っ

た
。「
行
く
っ
て
ど
こ
へ
？
」
彼
は
妻
と
子
を
一
所
に
呼
び
寄
せ
て
こ
う
言

っ
た
。「
行
こ
う
、
二
階
に
行
こ
う
！
」

―
た
だ
ご
飯
の
時
閒
に
な
っ
て
、

一
聲
呼
び
か
け
れ
ば
、彼
ら
は
き
っ
と
す
ぐ
に
戾
っ
て
く
る
は
ず
な
の
だ
が
。

　

中
國
人
は
『
ノ
ラ
』
の
劇
か
ら
「
家
を
出
る
（
出
奔
す
る
＝
引
用
者
㊟
）」

こ
と
を
學
ん
だ
。
こ
の
垢
ぬ
け
て
い
る
が
荒
涼
と
し
た
身
振
り
は
一
般
の
中

國
靑
年
に
極
め
て
深
い
印
象
を
與
え
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い（

（2
（

。（
傍
線
は
引
用

者
に
よ
る
）

自
身
の
脚
本
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
の
散
文
は
「
中
國
靑
年
」
に
對
す
る
張
愛
玲

の
認
識
を
示
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、『
ノ
ラ
』
と

は
も
ち
ろ
ん
イ
プ
セ
ン
の
『
人
形
の
家
』（
一
八
七
九
）
の
女
性
主
人
公
ノ
ラ
を
描

い
た
戲
曲
で
あ
る
が
、
自
ら
の
意
思
で
家
庭
か
ら
出
奔
し
た
ノ
ラ
は
、
民
國
朞
中

國
に
お
け
る
女
性
解
放
の
象
徵
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。『
新
靑

年
』
に
揭
載
さ
れ
た
こ
の
戲
曲
は
、「
イ
プ
セ
ン
の
言
う
「
人
形
の
家
」
を
中
國

の
封
建
的
家
庭
と
見
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ノ
ラ
の
家
出
を
封
建
家
庭
に
對
す

る
革
命
と
し
、
新
し
い
家
庭

―
戀
愛
の
基
礎
の
上
に
出
來
た
家
庭

―
の
建
設

の
正
當
性
を
主
張（

（2
（

」
し
、
封
建
的
家
庭
と
對
峙
す
る
こ
と
と
な
る
「
中
國
靑
年
」

に
大
き
な
影
響
を
與
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
張
愛
玲
の
出
奔
に
關
す
る
態
度

は
決
し
て
肯
定
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
邵
迎
建
は
先
に
擧
げ
た
引
用
部
分
に

つ
い
て
、「「
垢
ぬ
け
て
い
る
が
荒
涼
と
し
た
」
出
奔
に
對
す
る
皮
肉
で
あ
る
に
ち

が
い
な
い（

（2
（

」
と
斷
じ
て
い
る
。「
中
國
靑
年
」
が
理
想
と
し
た
「
出
奔
」
が
「
垢

ぬ
け
て
い
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
荒
涼
」
と
し
た
「
身
振
り
」
で
あ
る
と
い

と
す
る
、
主
體
的
で
向
上
心
に
滿
ち
溢
れ
た
男
性
た
ち
と
考
え
ら
れ
る
。
言
子
夜

の
言
う
「
中
國
靑
年
」
と
は
、
ま
さ
に
覺
慧
の
よ
う
な
男
性
像
で
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
中
國
靑
年
」
像
が
廣
く
社
會
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
歬
提
と
し
な
が
ら
、
次
に
張
愛
玲
が
「
中
國
靑
年
」
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
た
の
か
を
檢
討
し
て
い
き
た
い
。
五
四
運
動
を
經
驗
し
た
靑
年
た
ち
の

娘
世
代
と
言
え
る
張
愛
玲
に
と
っ
て
、
果
た
し
て
「
中
國
靑
年
」
と
は
理
想
的
な

存
在
た
り
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

五
．
出
奔
す
る
「
中
國
靑
年
」

張
愛
玲
の
創
作
朞
は
い
わ
ゆ
る
五
四
退
潮
朞
か
ら
さ
ら
に
約
十
年
の
時
を
經
た

時
代
に
當
た
る
。
た
だ
彼
女
は
革
命
文
學
や
抗
日
文
學
な
ど
と
い
っ
た
、
そ
の
當

時
の
文
學
の
主
流
に
對
し
て
一
貫
し
て
距
離
を
取
り
續
け
て
い
た
。
例
え
ば
、
張

愛
玲
は
創
作
の
題
材
に
つ
い
て
、「
一
般
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
時
代
の
記
念
碑
」

の
よ
う
な
作
品
は
、
私
に
は
書
け
な
い
し
、
書
い
て
み
よ
う
と
も
思
わ
な
い
。

（
中
略
）
極
論
を
言
え
ば
、
私
は
た
だ
ち
ょ
っ
と
し
た
男
女
閒
の
些
細
な
出
來
事

を
書
く
だ
け
な
の
で
、
私
の
作
品
に
は
戰
爭
も
な
け
れ
ば
、
革
命
も
な
い（

（2
（

。」
と

自
身
の
散
文
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
彼
女
の
關
心
は
「
戰
爭
」
や
「
國
家
」
な
ど

で
は
な
く
、
む
し
ろ
五
四
朞
に
繰
り
﨤
し
描
か
れ
た
「
戀
愛
」
や
「
結
婚
」
と
い

う
テ
ー
マ
に
あ
っ
た
の
だ
。

で
は
、
張
愛
玲
は
五
四
新
思
想
の
象
徵
で
あ
っ
た
「
中
國
靑
年
」
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
女
は
散
文
「
走
！
走
到
樓
上
去
」（
一
九
四
四

（
（2
（

）

の
中
で
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

　

私
は
劇
の
脚
本
を
一
本
書
い
た
。
そ
の
脚
本
に
は
、
子
連
れ
で
親
戚
の
も
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一
五
四

と
一
致
し
て
い
る（

（2
（

。
張
愛
玲
は
た
と
え
「
中
國
靑
年
」
が
出
奔
し
た
と
し
て
も
、

そ
の
出
奔
は
た
だ
單
に
二
階
へ
上
が
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、「
ご
飯
の
時
閒
に

な
っ
て
、
一
聲
呼
び
か
け
れ
ば
、
彼
ら
は
き
っ
と
す
ぐ
に
戾
っ
て
く
る
」
と
い
う

よ
う
に
、
挫
折
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
出
奔
」
が
現
實
と
乖
離
し
た
「
身
振
り
」
と
い
う
繪
空
事

に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
理
想
に
燃
え
る
「
中
國
靑
年
」

に
對
す
る
張
愛
玲
の
「
皮
肉
」
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
先
ほ
ど
引
用
し
た
邵
迎
建
論
文
は
、
張
愛
玲
の
「
出
奔
」
に
對
す
る

「
皮
肉
」
が
示
さ
れ
た
文
章
と
し
て
散
文
「
銀
宮
就
學
記
」（
一
九
四
四

（
（2
（

）
を
擧
げ

て
い
る（

（3
（

。
こ
の
散
文
は
二
つ
の
映
畫
、
す
な
わ
ち
『
新
生
』
と
『
漁
家
女
』
に
つ

い
て
の
彼
女
の
所
感
を
述
べ
た
も
の
だ
。
張
愛
玲
は
映
畫
『
新
生
』
の
目
的
が

「
敎
育
精
神
を
發
揚
し
、
閒
違
っ
た
衟
に
い
る
靑
年
を
指
導
す
る
こ
と（

（3
（

」
に
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
、
映
畫
『
新
生
』
の
男
性
主
人
公
で
あ
る
杜
大
心
の
境
遇
を
紹

介
し
て
い
る
。
杜
大
心
は
農
村
を
出
て
都
市
へ
と
勉
强
を
す
る
た
め
に
や
っ
て
き

た
靑
年
で
、
兩
親
か
ら
借
り
た
大
金
を
湯
水
の
よ
う
に
使
う
よ
う
な
放
蕩
息
子
で

あ
っ
た
が
、
あ
る
女
性
と
の
失
戀
を
き
っ
か
け
に
改
心
す
る
。
そ
の
女
性
は
敎
鞭

を
と
る
た
め
に
內
地
へ
と
向
か
う
一
方
で
、
杜
大
心
は
邊
境
の
開
墾
を
決
心
す
る

と
い
う
の
が
こ
の
映
畫
の
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
張
愛
玲
は
杜
大
心
の
こ
の
決
心
に
對

し
て
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

彼
女
の
影
響
を
受
け
て
、
男
性
主
人
公
は
邊
境
開
發
の
旅
行
團
に
加
わ
り
、

開
墾
へ
と
旅
立
っ
た
。
彼
は
行
動
す
る
に
も
先
回
り
を
し
て
考
え
た
り
は
せ

ず
、一
時
の
衝
動
や
詩
趣
的
憧
憬
に
驅
ら
れ
て
行
動
す
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
、

そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
迯
避
主
義
だ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
も
し
彼
が
こ
の

地
で
罪
を
犯
し
た
場
合
、
ど
う
し
て
こ
の
地
で
自
身
の
罪
を
償
え
な
い
こ
と

う
彼
女
の
出
奔
に
對
す
る
懷
疑
的
な
態
度
は
、
魯
迅
が
北
京
女
子
高
等
師
範
學
校

の
女
學
生
に
向
け
た
「
ノ
ラ
は
家
を
出
て
か
ら
ど
う
な
っ
た
か
」（
一
九
二
四

（
（2
（

）
と

い
う
講
演
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

ノ
ラ
は
目
覺
め
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
、
夢
の
世
界
に
戾
る
こ
と
は
と
て

も
む
ず
か
し
い
、
だ
か
ら
出
て
行
く
ほ
か
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
出
て
し

ま
え
ば
、
や
は
り
、
歸
す
る
と
こ
ろ
、
身
を
墮
す
か
、
戾
っ
て
來
る
か
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
い
う
な
ら
、
お
訊
き
し
ま
し
ょ
う
。
彼
女
は
目
覺
め

た
心
の
ほ
か
に
何
を
も
っ
て
行
き
ま
し
た
か
？
も
し
諸
君
と
同
じ
よ
う
な
臙

脂
色
の
毛
の
襟
卷
一
枚
だ
け
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
た
と
え
そ
れ
が
二
尺
や

三
尺
の
幅
が
あ
っ
て
も
、
ま
っ
た
く
役
に
は
た
ち
ま
せ
ん
。
彼
女
は
も
っ
と

豐
か
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、手
提
げ
の
中
に
蓄
え
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

ず
ば
り
言
っ
て
金
が
要
る
の
で
す
。（
中
略
）

　

だ
か
ら
ノ
ラ
の
身
に
な
れ
ば
、
金
、
―
上
品
に
申
せ
ば
、
經
濟
で
す
ね
、

こ
れ
が
い
ち
ば
ん
大
切
な
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
今
の
社
會
で
は
經
濟

權
が
も
っ
と
も
大
切
な
も
の
に
思
わ
れ
ま
す
。
第
一
に
、
家
で
、
ま
ず
男
女

均
等
の
配
分
を
手
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
第
二
に
、
社
會
で
、
男
女
平
等

の
力
を
手
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い（

（2
（

。

經
濟
力
を
持
た
な
い
女
性
が
封
建
的
な
家
庭
を
出
奔
し
た
と
し
て
も
、
彼
女
を

待
ち
受
け
る
も
の
は
墮
落
か
出
戾
り
し
か
な
く
、
眞
の
意
味
で
の
女
性
解
放
は
實

現
さ
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
眞
の
女
性
解
放
を
實
現
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り

も
ま
ず
經
濟
權
が
必
要
で
あ
る
と
魯
迅
は
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
講
演
に
お
い

て
魯
迅
の
發
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
き
わ
め
て
現
實
的
な
內
容
だ
っ
た
と
言
え
る
。

張
愛
玲
も
「
出
奔
」
に
對
し
て
現
實
的
な
態
度
を
示
し
た
點
で
は
魯
迅
の
主
張



反
響
す
る
「
中
國
靑
年
」
と
い
う
聲

一
五
五

六
、「
中
國
靑
年
」
た
れ
と
い
う
重
壓

歬
節
で
は
張
愛
玲
が
「
中
國
靑
年
」
を
い
か
な
る
存
在
と
し
て
認
識
し
て
い
た

の
か
を
檢
討
し
て
き
た
。
張
愛
玲
に
と
っ
て
、「
中
國
靑
年
」
と
は
非
現
實
的
な

理
想
に
燃
え
て
い
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
を
お
さ
え
た

上
で
、「
中
國
靑
年
」
が
描
か
れ
た
作
品
と
し
て
「
茉
莉
香
片
」
を
讀
ん
で
み
た

い
。「
茉
莉
香
片
」
の
物
語
に
お
い
て
「
中
國
靑
年
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る

の
は
わ
ず
か
數
回
で
あ
る
が
、
理
想
と
し
た
言
子
夜
の
發
し
た
「
君
は
恥
ず
か
し

く
な
い
の
か
！
中
國
靑
年
が
み
な
君
の
よ
う
だ
っ
た
ら
、
中
國
は
も
は
や
亡
國
と

な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。」
と
い
う
こ
の
言
葉
は
「
錐
の
よ
う
に
傳
慶
の
心
の
中

に
突
き
刺
さ
り（

（3
（

」、
傳
慶
を
自
暴
自
棄
に
陷
ら
せ
る
ほ
ど
の
衝
擊
を
持
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
で
は
、
理
想
像
と
し
て
の
「
中
國
靑
年
」
を
傳
慶
は
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
と
解
釋
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

誰
だ
？
聶
傳
慶
か
？
「
中
國
靑
年
が
み
な
あ
い
つ
の
よ
う
だ
っ
た
ら
、
中
國

は
も
は
や
亡
國
と
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
い
う
や
つ
か
？
そ
れ
は
つ
ま

り
あ
い
つ
の
こ
と
か
？
自
分
さ
え
も
そ
う
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た（

（3
（

。

ま
ず
言
子
夜
は
「
淚
を
流
す
」
傳
慶
を
「
弱
々
し
い
」
男
性
で
あ
る
と
し
て
叱

責
し
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
上
で
言
子
夜
は
「
中
國
靑

年
」
が
弱
々
し
い
男
性
で
あ
る
な
ら
ば
、「
中
國
は
亡
國
と
な
っ
て
し
ま
う
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
傳
慶
に
突
き
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
傳
慶
が
「
男
性
」
と

い
う
性
別
を
否
定
さ
れ
續
け
た
結
果
、「
男
性
で
あ
る
こ
と
」
を
渴

し
て
い
た

の
は
先
に
見
た
通
り
だ
。

ま
た
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
「
茉
莉
香
片
」
の
舞
臺
、
日
中
戰
爭
勃
發
後
の
植

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
我
々
の
身
の
回
り
の
環
境
で
、
屈
强
な
肉
體
を
持
ち
、

相
當
の
知
識
を
も

ね
備
え
た
若
者
に
ま
さ
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
何
が
何
で
も
彼
を
「
は
る
か
遠
く
へ
、
は
る
か
遠
く
へ
」
行
か
せ
る

べ
き
だ
な
ど
と
い
う
の
は
、
ど
う
も
非
現
實
的
な
忠
吿
で
あ
る（

（3
（

。

杜
大
心
は
女
性
と
の
失
戀
の
經
驗
を
經
て
「
眞
面
目
」
に
な
ろ
う
と
改
心
し
、

邊
境
へ
と
旅
立
っ
て
い
く
の
だ
が
、
張
愛
玲
は
杜
大
心
の
こ
の
行
動
を
一
時
の
衝

動
に
突
き
動
か
さ
れ
た
「
迯
避
」
に
す
ぎ
な
い
と
喝
破
す
る
。
さ
ら
に
張
愛
玲
は

こ
の
衝
動
的
な
「
迯
避
」
そ
の
も
の
に
も
疑
い
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
く
。
杜

大
心
の
よ
う
な
「
屈
强
な
肉
體
を
持
ち
、
相
當
の
知
識
を
も

ね
備
え
た
」
若
者

が
な
ぜ
邊
境
へ
と
出
奔
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
こ
こ
で
言
う
「
若
者
」
と
は
、

歬
節
で
見
た
「
中
國
靑
年
」
を
指
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。「
中
國
靑
年
」
の
追

い
求
め
る
「
出
奔
」
が
非
現
實
的
で
あ
っ
た
と
い
う
主
張
は
先
の
散
文
「
走
！
走

到
樓
上
去
」
と
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
張
愛
玲
は
遠
方
へ
と
旅
立
つ

杜
大
心
の
こ
の
行
動
を
非
現
實
的
で
あ
り
、
無
目
的
な
出
奔
で
あ
る
と
揶
揄
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
こ
の
よ
う
に
張
愛
玲
が
「
出
奔
」
に
嘲
笑
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
る

の
は
、
自
身
が
「
出
奔
」
を
經
驗
し
て
い
る
こ
と
と
無
緣
で
は
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
張
愛
玲
は
散
文
「
私
語
」
に
お
い
て
、
自
身
の
「
出
奔
」
と
そ
の
後
を
描

い
て
い
る
の
だ
が
、
彼
女
は
覺
慧
の
よ
う
に
自
由
や
幸
福
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
よ
う
だ（

（3
（

。
張
愛
玲
が
五
四
新
文
學
の
描
く
「
戀
愛
」
や
「
結
婚
」
と

い
う
題
材
に
愛
着
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
だ
が
、
五
四
新
文
學
の

主
役
で
あ
っ
た
「
中
國
靑
年
」
に
は
嘲
笑
的
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
た
の
で
あ

る
。
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の
感
情
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。

　

傳
慶
は
ゆ
っ
く
り
と
彼
女
の
傍
へ
と
步
み
寄
り
ま
し
た
。
丹
朱
が
僕
を
愛

し
て
る
な
ん
て
あ
る
も
の
か
。
で
も
僕
を
愛
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ

う
か
？
彼
女
は
確
か
に
何
度
も
僕
に
近
づ
こ
う
と
し
た
。（
中
略
）
彼
は
先

ほ
ど
の
彼
女
の
行
動
（
傳
慶
を
一
心
に
慰
め
る
行
動
＝
引
用
者
㊟
）
を
思
い
起
こ

し
ま
し
た
。
一
人
の
女
の
子
に
と
っ
て
、
そ
れ
（
傳
慶
を
一
心
に
慰
め
る
行
動

＝
引
用
者
㊟
）
は
朙
ら
か
な
ふ
る
ま
い
で
し
ょ
う
。（
中
略
）

　

彼
に
は
復
讐
は
い
り
ま
せ
ん
。
た
だ
愛
が
ほ
し
い
の
で
す
。
わ
ず
か
な
愛

―
特
に
言
家
の
人
閒
の
愛
が
。
言
家
と
彼
に
は
血
緣
關
係
が
な
い
以
上
、

婚
姻
關
係
で
も
い
い
。
と
に
か
く
彼
は
言
家
と
ち
ょ
っ
と
し
た
結
び
つ
き
が

ほ
し
い
の
で
す（

（3
（

。

「
中
國
靑
年
」
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
重
壓
に
苦
し
み
續
け
た
傳

慶
が
場
當
た
り
的
に
す
が
り
つ
い
た
も
の
は
「
愛
」
と
い
う
感
情
だ
っ
た
。
そ
れ

ほ
ど
ま
で
に
「
愛
」
の
發
見
は
突
發
的
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
。
し

か
し
「
愛
」
の
發
見
と
同
時
に
、
傳
慶
の
「
愛
」
に
對
す
る
認
識
は
、「
中
國
靑

年
」
の
理
想
と
し
た
近
代
的
な
愛
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
る
。「
中

國
靑
年
」
の
求
め
た
愛
と
は
、
男
女
の
自
由
意
志
に
基
づ
い
て
成
立
す
る
も
の
で

あ
っ
た
一
方
、
傳
慶
の
求
め
た
「
愛
」
と
は
、
因
習
的
な
家
庭
を
「
出
奔
」
し
て

理
想
と
し
た
言
子
夜
と
の
家
族
關
係
を
結
ぶ
た
め
だ
け
に
見
出
さ
れ
た
、
き
わ
め

て
獨
善
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
獨
善
的
な
「
愛
」
は

自
身
の
目
的
の
逹
成
の
た
め
だ
け
に
女
性
を
愛
し
て
み
せ
る
と
い
う
暴
力
性
を
も

㊒
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
傳
慶
は
「
中
國
靑
年
」
と
愛

の
關
係
性
を
や
は
り
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
傳
慶
の

民
地
都
市
香
港
で
發
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
見
迯
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
一

九
三
七
年
に
始
ま
る
日
本
の
全
面
侵
略
は
中
國
と
い
う
國
家
、
そ
し
て
民
族
に
存

亡
の
危
機
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。「
中
國
は
亡
國
と
な
っ
て
し
ま
う
」
と

い
う
言
子
夜
の
發
言
は
、「
亡
國
中
國
」
へ
と
向
か
い
つ
つ
あ
る
時
局
に
對
す
る

香
港
民
衆
の
不
安
や
危
機
感
を
代
辯
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ

う
し
た
不
安
や
危
機
感
は
、
戰
火
に
見
舞
わ
れ
た
上
海
を
迯
れ
て
香
港
へ
と
や
っ

て
き
た
傳
慶
に
も
共
㊒
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。「
男
性
で
あ
る
こ
と
」
を
渴

し

て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
今
述
べ
た
よ
う
な
社
會
情
勢
か
ら
、
傳
慶
は
國
家
や
民
族

の
危
機
に
立
ち
向
か
う
よ
う
な
、
淚
を
流
さ
ず
、
力
强
く
て
堂
々
と
し
た
「
男
ら

し
さ
」
を
「
中
國
靑
年
」
と
い
う
槪
念
に
見
出
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

だ
か
ら
こ
そ
、
理
想
的
だ
と
信
じ
た
言
子
夜
が
提
示
す
る
「
中
國
靑
年
」
と
い
う

言
葉
は
、
傳
慶
の
耳
元
に
取
り
憑
い
て
「
中
國
靑
年
」
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
彼
を
苦
し
め
續
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
中
國
靑
年
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
重
壓
が
な
お
も
の

し
か
か
る
中
で
、
傳
慶
は
何
に
據
り
所
を
求
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
傳
慶

が
衝
動
的
な
「
愛
」
と
い
う
感
情
を
求
め
た
こ
と
に
着
目
し
て
み
た
い
。
た
だ
、

そ
の
「
愛
」
と
は
、
本
論
四
節
で
述
べ
た
「
中
國
靑
年
」
が
理
想
と
し
た
も
の
と

は
異
な
る
感
情
だ
っ
た
。
突
如
現
れ
た
「
愛
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
だ

ろ
う
か
。

七
、
急
浮
上
す
る
「
愛
」

傳
慶
は
敎
室
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
後
、
山
衟
を
さ
ま
よ
い
步
く
う
ち
に
丹
朱
と

出
會
っ
た
。
自
分
を
一
心
に
慰
め
て
く
れ
る
丹
朱
に
對
し
、
傳
慶
は
こ
れ
ま
で
の

彼
女
へ
の
憎
し
み
の
感
情
を
一
轉
さ
せ
て
、「
も
し
か
し
て
丹
朱
は
僕
を
愛
し
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」
と
い
う
情
熱
的
な
感
情
を
抱
く
。
こ
の
唐
突
な
「
愛
」
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は
僕
を
女
の
子
だ
と
思
っ
て
る
。
君
は
、
君
は
、
君
は
僕
を
ま
る
で
人
じ
ゃ

な
い
か
の
よ
う
に
見
て
る
ん
だ
！
」
彼
は
自
分
の
聲
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ず
、
最
後
ま
で
口
に
し
た
時
に
は
、
ま
る
で
叫
び
聲
を
あ
げ
て
い
る
か
の
よ

う
で
し
た（

（4
（

。

傳
慶
は
「
愛
」
の
追
求
に
失
敗
し
た
理
由
を
「
男
性
」
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
だ
け
に
求
め
て
い
る
。
傳
慶
の
求
め
た
「
愛
」
が
き
わ
め
て
獨
善
的

で
暴
力
的
な
感
情
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
傳
慶
の
發
言
か
ら
は
、「
男

性
」
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
「
女
性
」
か
ら
の
愛
を
享
受
で
き
る
は
ず
だ
、
と
い
う

や
は
り
獨
善
的
で
暴
力
的
な
思
考
が
透
け
て
見
え
て
く
る
か
の
よ
う
だ
。
さ
ら
に

林
幸
謙
は
こ
の
描
寫
を
引
用
し
た
後
、「
愛
」
の
破
綻
が
傳
慶
の
心
理
に
も
た
ら

し
た
も
の
を
分
析
し
て
、「
女
性
的
な
性
質
が
聶
傳
慶
の
身
體
に
は
先
天
的
に
備

わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
彼
を
女
裝
癖
の
危
機
に
陷
ら
せ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
彼
は
人
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
侮
辱
を
よ
り
强
く
感
じ
た
の

だ（
（4
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
傳
慶
に
と
っ
て
「
男
性
」
と
み
な
さ
れ
な
い
こ

と
は
何
よ
り
の
「
侮
辱
」
で
あ
り
、
自
身
の
主
體
性
を
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い
る
に
等

し
い
の
で
あ
る
。
彼
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
崩
壞
寸
歬
に
ま
で
逹
し
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

の
み
な
ら
ず
、
續
く
丹
朱
の
言
葉
は
幻
想
と
し
て
の
「
中
國
靑
年
」
像
を
も
見

失
っ
て
し
ま
っ
た
傳
慶
に
容
赦
な
く
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
く
。

「
私
に
男
の
子
と
し
て
扱
っ
て
ほ
し
い
な
ら
、
わ
か
っ
た
わ
。
別
の
視
點
か

ら
君
を
見
て
み
る
わ
ね
。
で
も
、
君
も
男
子
の
心
意
氣
を
見
せ
な
く
ち
ゃ
だ

め
よ
。
こ
ん
な
風
に
と
も
す
れ
ば
泣
い
た
り
す
る
の
は
も
っ
て
の
ほ
か
、
氣

が
沈
ん
で
病
氣
に

―
（
（4
（

」

「
中
國
靑
年
」
に
對
す
る
理
解
は
こ
の
時
點
で
破
綻
し
て
お
り
、「
本
當
の
父
親
探

し
」
の
物
語
は
お
ろ
か
、「
中
國
靑
年
」
を
追
い
求
め
る
物
語
ま
で
も
失
敗
を
餘

儀
な
く
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
言
家
と
關
係

を
結
び
た
い
が
た
め
に
丹
朱
へ
の
「
愛
」
に
す
が
り
つ
い
た
傳
慶
は
、
幻
想
と
し

て
の
「
中
國
靑
年
」
像
を
追
い
求
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
張
愛

玲
は
晚
年
の
作
品
の
中
で
、「
愛
と
は
そ
の
値
打
ち
の
い
か
ん
を
問
う
も
の
で
は

な
い（

（3
（

」、「
目
的
の
あ
る
愛
は
み
な
本
當
の
愛
で
は
な
い（

（3
（

」
と
愛
は
純
粹
で
無
目
的

で
あ
る
べ
き
だ
と
繰
り
﨤
し
强
調
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
う
語
る
張
愛
玲
が
描
い
た
「
茉

莉
香
片
」
に
お
い
て
、
傳
慶
が
丹
朱
に
抱
い
た
利
己
的
な
「
愛
」
は
決
し
て
愛
と

は
呼
べ
な
い
僞
物
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
僞
物
の
「
愛
」
が
傳
慶
に
も

た
ら
し
た
も
の
は
支
配
的
な
「
暴
力
」
で
あ
っ
た
。

八
、
支
配
的
な
暴
力

果
た
し
て
、
傳
慶
の
求
め
た
「
愛
」
は
「
破
綻
」
を
迎
え
る
。
丹
朱
は
傳
慶
の

突
然
の
情
熱
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
彼
か
ら
の
愛
を
拒
絕
し
た
の
だ
。
こ

の
「
愛
」
の
破
綻
は
、
言
家
と
關
係
を
結
ぶ
可
能
性
が
傳
慶
か
ら
奪
わ
れ
た
こ
と

を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
傳
慶
が
幻
想
と
し
て
の
「
中
國
靑
年
」
像
を
追
い

求
め
る
こ
と
さ
え
も
不
可
能
に
す
る
と
い
う
決
定
的
な
意
味
も
㊒
し
て
い
た
の
で

あ
る
。「
愛
」
の
破
綻
を
目
の
當
た
り
に
し
た
時
の
傳
慶
と
丹
朱
の
や
り
取
り
を

見
て
み
よ
う
。

「
じ
ゃ
あ
、
君
は
僕
を
愛
し
て
い
な
い
ん
だ
。
ち
っ
と
も
。」
丹
朱
は
言
い
ま

し
た
。「
こ
れ
ま
で
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
わ
。」「
そ
れ
は
君
が
僕
を
女

の
子
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
よ
。」「
い
や
！
い
や
！
本
當
に
…
…
で
も

…
…
」（
中
略
）
傳
慶
は
背
を
向
け
て
、
齒
ぎ
し
り
し
て
言
い
ま
し
た
。「
君
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の
裏
﨤
し
で
あ
り
、
實
父
の
暴
力
と
同
一
の
性
格
を
持
っ
て
い
る（

（4
（

」
と
述
べ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
傳
慶
の
父
親
が
傳
慶
を
父
權
制
の
支
配
の
も
と
に
置
い
た
よ
う

に
、
傳
慶
も
丹
朱
を
暴
力
で
も
っ
て
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ（

（4
（

。
幻
想
と
し

て
の
「
中
國
靑
年
」
像
を
求
め
る
こ
と
に
も
失
敗
し
、
父
權
制
の
下
で
の
支
配
的

な
男
性
の
影
か
ら
も
迯
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
傳
慶
の
姿
が
「
茉
莉
香
片
」
で
は

示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

九
、
お
わ
り
に

本
論
で
は
、
張
愛
玲
の
「
茉
莉
香
片
」
を
中
心
に
し
て
、「
男
性
で
あ
る
こ

と
」
を
否
定
さ
れ
て
き
た
傳
慶
が
「
中
國
靑
年
」
た
ら
ん
と
願
っ
た
も
の
の
、
そ

の
追
求
に
失
敗
し
て
ゆ
く
こ
と
の
示
す
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
民
國
朞

に
理
想
と
さ
れ
た
「
中
國
靑
年
」
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
自
己
を
肯
定
す
る
こ
と

が
で
き
、
抑
壓
的
な
家
庭
環
境
か
ら
出
奔
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
傳
慶
は
考
え

た
。
し
か
し
同
時
に
、「
中
國
靑
年
」
と
い
う
槪
念
は
、「
男
性
」
で
あ
り
た
い
と

願
う
傳
慶
に
と
っ
て
理
想
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
重
壓
に
も
な
っ
て
い
っ
た
。

「
中
國
靑
年
」
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
重
壓
に
苦
し
む
傳
慶
を
も
生
み
出
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
傳
慶
の
目
の
歬
に
浮
上
し
た
の
が
、
唐
突
な

「
愛
」
と
い
う
感
情
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
「
愛
」
は
言
家
と
家
族
關
係
を
持
つ

た
め
に
生
じ
た
獨
善
的
な
感
情
で
あ
っ
た
。「
中
國
靑
年
」
が
追
い
求
め
た
近
代

的
な
愛
を
獲
得
し
そ
こ
ね
た
傳
慶
の
物
語
は
こ
こ
か
ら
綻
び
を
見
せ
て
い
く
。
つ

ま
り
、
唐
突
な
「
愛
」
の
感
情
と
は
、
傳
慶
が
幻
想
と
し
て
の
「
中
國
靑
年
」
を

追
い
求
め
て
い
る
こ
と
を
露
わ
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
傳
慶
の
追
求
が
「
破
綻
」

を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
を
も
豫
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
破

綻
」
は
丹
朱
が
傳
慶
の
「
愛
」
を
拒
絕
し
た
こ
と
で
よ
り
決
定
的
な
も
の
と
な

る
。
幻
想
と
し
て
の
「
中
國
靑
年
」
像
を
追
い
求
め
る
衟
す
ら
も
斷
た
れ
て
し
ま

私
た
ち
は
こ
こ
で
ま
た
、「
淚
を
流
す
」
こ
と
で
咎
め
ら
れ
る
傳
慶
の
姿
を
見

る
こ
と
と
な
っ
た
。
傳
慶
の
父
親
も
言
子
夜
も
丹
朱
も
み
な
、
淚
を
流
さ
な
い

「
男
性
」
で
あ
る
こ
と
を
傳
慶
に
要
求
す
る
こ
と
で
、
力
强
く
堂
々
と
し
た
「
男

ら
し
さ
」
の
必
要
性
を
過
剩
に
强
調
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、「
男
性
で
あ
る
こ
と
」
を
幾
度
も
否
定
さ
れ
續
け
た
傳
慶
が
最
後

に
す
が
り
つ
い
た
も
の
は
、
丹
朱
へ
の
「
暴
力
」
で
あ
っ
た
。
彼
が
丹
朱
に
「
暴

力
」
を
ふ
る
う
場
面
を
見
て
み
よ
う
。

傳
慶
は
身
を
起
こ
し
て
足
を
振
り
上
げ
、
地
べ
た
の
丹
朱
を
ひ
と
し
き
り
蹴

り
つ
け
ま
し
た
。
蹴
り
つ
け
る
一
方
で
、
彼
の
口
か
ら
は
罵
倒
す
る
言
葉
が

流
水
の
よ
う
に
溢
れ
出
て
き
ま
し
た
。（
中
略
）「
君
は
僕
が
お
人
よ
し
だ
っ

て
思
っ
て
る
ん
だ
ろ
！
眞
夜
中
に
ひ
と
り
で
僕
と
山
に
い
て
、
人
が
も
し
入

れ
替
わ
っ
た
り
し
た
ら
、
君
は
そ
ん
な
風
に
安
心
し
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
？

君
は
僕
が
キ
ス
す
る
は
ず
は
な
い
し
、
毆
る
は
ず
は
な
い
し
、
殺
す
は
ず
は

な
い
と
思
っ
て
る
ん
だ
！
そ
う
だ
ろ
？
そ
う
だ
ろ
？
聶
傳
慶
は

―
大
丈

夫
！
『
大
丈
夫
、
傳
慶
は
私
を
家
に
送
っ
て
く
れ
る
わ
！
』
っ
て
僕
の
こ
と

を
思
っ
て
る
ん
だ
ろ
！（

（4
（

」

理
想
と
す
る
「
中
國
靑
年
」
像
を
見
定
め
そ
こ
な
い
、「
男
性
で
あ
る
こ
と
」

を
否
定
さ
れ
續
け
た
傳
慶
に
も
は
や
冷
靜
な
感
情
は
殘
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
に
生
じ
た
も
の
が
理
性
と
對
極
の
位
置
に
あ
る
「
暴
力
」
で

あ
っ
た
。
傳
慶
の
暴
力
的
な
「
愛
」
が
破
綻
を
迎
え
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
に
丹

朱
の
歬
に
立
ち
現
れ
て
く
る
も
の
は
、
支
配
的
な
「
暴
力
」
で
し
か
な
か
っ
た
の

だ
。
邵
迎
建
は
こ
の
支
配
的
な
「
暴
力
」
に
つ
い
て
、「
愛
を
得
ら
れ
な
い
た
め



反
響
す
る
「
中
國
靑
年
」
と
い
う
聲

一
五
九

っ
た
傳
慶
が
最
後
に
見
出
し
た
も
の
は
、
非
理
性
的
な
「
暴
力
」
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
こ
の
「
暴
力
」
は
、
傳
慶
が
父
親
の
支
配
か
ら
も
封
建
的
家
庭
か
ら
も
「
出

奔
」
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
彼
に
突
き
つ
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
中
國
靑
年
」
像
が
そ
の
新
し
さ
か
ら
民
國
朞
の
多
く
の
男
性
に
と
っ
て
目
指

す
べ
き
理
想
像
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
に
事
實
で
あ
る
。
し
か
し
理
想
と
さ

れ
た
「
中
國
靑
年
」
と
い
う
槪
念
が
「
男
性
」
で
あ
り
た
い
と
願
っ
た
者
に
對
し

て
强
廹
觀
念
と
し
て
重
く
の
し
か
か
り
、
一
人
の
男
性
の
人
生
を
大
き
く
左
右
し

て
い
た
こ
と
も
ま
た
事
實
な
の
だ
。「
中
國
靑
年
」
た
ら
ん
と
し
た
主
人
公
が
最

終
的
に
は
自
滅
し
て
ゆ
く
姿
を
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
戲
畫
化
し
て
み
せ
た
の
が
「
茉

莉
香
片
」
な
の
で
あ
る
。

㊟（
１
）　
『
雜
誌
』
第
一
一
卷
、
第
四
朞
、
一
九
四
三
年
七
⺼
。
本
論
で
の
使
用
テ
ク
ス
ト

は
『
傾
城
之
戀
』（
北
京
出
版
集
團
公
司
、
北
京
十
⺼
文
藝
出
版
社
、
二
〇
一
二
年

六
⺼
）
九
一
～
一
一
三
頁
。
以
下
、
本
論
の
飜
譯
に
關
し
て
は
、
特
に
㊟
を
附
さ
な

い
限
り
本
論
執
筆
者
に
よ
る
。

（
２
）　

夏
志
淸
著
『
中
國
現
代
小
說
史
』（
夏
濟
安
譯
、
浙
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
六

年
）
四
三
〇
頁
。「《
茉
莉
香
片
》
是
一
篇
動
人
的
故
事
，
裡
面
的
人
物
可
能
影
射
作

者
柔
弱
的
弟
弟
。
題
材
是
年
輕
人
找
尋
自
己
眞
正
的
父
親
，
當
代
世
界
許
多
大
小
說

家
都
曾
寫
過
這
樣
的
故
事
。」

（
３
）　

例
え
ば
宋
家
宏
「「
茉
莉
香
片
」
解
讀
」（『
中
國
現
代
文
學
硏
究
叢
刊
』
第
一
朞
、

一
九
九
六
年
）
八
一
～
八
九
頁
。
夏
志
淸
の
論
を
受
け
、
傳
慶
と
彼
の
實
父
と
の
關

係
が
「
迯
亡

―
探
求

―
失

」
の
プ
ロ
セ
ス
を
經
て
い
る
と
指
摘
し
た
う
え

で
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
張
愛
玲
と
彼
女
の
實
父
と
の
關
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。

（
４
）　

同
㊟（
１
）、
九
一
頁
。「
很
㊒
幾
分
女
性
美
」

（
５
）　

同
㊟（
１
）、
九
三
頁
。「
我
把
你
當
作
一
個
女
孩
子
看
待
」

（
６
）　

同
㊟（
１
）、
九
七
頁
。「
一
點
丈
夫
氣
也
沒
㊒
，
讓
人
家
笑
你
，
你
不
難
爲
情
，

我
還
難
爲
情
呢
！
」

（
７
）　Kam

 Louie, Theorising Chinese M
asculinity: Society and G

ender 
in China

（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 2002

）1-22.

（
８
）　

同
㊟（
１
）、
一
〇
二
頁
。「
言
子
夜
進
來
了
，
走
上
了
講
臺
。
傳
慶
彷
彿
覺
得
以

歬
從
來
沒
㊒
見
過
他
一
般
。
傳
慶
這
是
第
一
次
感
覺
到
中
國
長
袍
的
一
種
特
殊
的
蕭

條
的
美
。（
…
…
）
傳
慶
不
由
地
幻
想
著
：
如
果
他
是
言
子
夜
的
孩
子
，
他
長
得
像

言
子
夜
麼
？
十
㊒
八
九
是
像
的
，
因
爲
他
是
男
孩
子
，
和
丹
朱
不
同
。」

（
９
）　

同
㊟（
１
）、
一
〇
三
頁
。「
傳
慶
相
信
，
如
果
他
是
子
夜
和
碧
落
的
孩
子
，
他
比

起
現
在
的
丹
朱
，
一
定
較
爲
深
沉
，
㊒
思
想
。
同
時
，
一
個
㊒
愛
情
的
家
庭
里
面
的

孩
子
，
不
論
生
活
如
何
的
不
安
定
，
仍
舊
是
富
于
自
信
心
與
同
情
─
─
積
極
，
進

取
，
勈
敢
。
丹
朱
的
優
點
他
想
必
都
㊒
，
丹
朱
沒
㊒
的
他
也
㊒
。」

（
10
）　

同
㊟（
１
）、
一
〇
六
頁
。「
傳
慶
听
他
這
口
氣
與
自
己
的
父
親
如
出
一
轍
，
忍
不

住
哭
了
。
他
用
手
護
著
臉
，
然
而
言
子
夜
還
是
看
見
了
。
子
夜
生
平
最
恨
人
哭
，
連

女
人
的
哭
泣
他
都
覺
得
是
一
種
弱
者
的
要
挾
行
爲
，
至
於
淌
眼
抹
淚
的
男
子
，
那
更

是
無
恥
之
尤
，
因
此
分
外
的
怒
上
心
來
，
厲
聲
喝
衟
：〝
你
也
不
怕
難
爲
情
！
中
國

的
靑
年
都
像
了
你
，
中
國
早
該
亡
了
！
〟」

（
11
）　

李
焯
雄
「
臨
水
自
照
的
水
仙

― 

從
《
心
經
》
和
《
茉
莉
香
片
》
看
張
愛
玲
小
說

中
人
物
的
自
我
疏
離
特
質
」（
金
宏
逹
編
『
鏡
像
繽
紛
』、
文
化
藝
術
出
版
社
、
二
〇

〇
三
年
）
二
一
一
～
二
二
八
頁
。

（
12
）　

同
㊟（
１
）、
一
〇
七
頁
。「
他
父
親
罵
他
爲
〝
豬
，
狗
〟，
再
罵
得
厲
害
些
也
不

打
緊
，
因
爲
他
根
本
看
不
起
他
父
親
。
可
是
言
子
夜
輕
輕
的
一
句
話
就
使
他
痛
心
疾

首
，
死
也
不
能
忘
記
。」

（
13
）　

靑
年
（
少
年
）
の
成
長
と
國
家
の
復
興
と
の
密
接
な
關
係
性
に
つ
い
て
は
、
梅



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
六
〇

家
玲
『
從
少
年
中
國
到
少
年
臺
灣
：
二
十
世
紀
中
文
小
說
中
的
靑
春
想
像
與
國
族
論

述
』（
臺
北
、
麥
田
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
五
～
三
〇
頁
に
お
け
る
議
論
を
參
考
に

し
た
。

（
14
）　

高
嶋
航
「
近
代
中
國
の
男
性
性
」（
小
浜
正
子
他
編
『
中
國
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
硏
究

入
門
』、
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
一
八
年
）
二
五
九
～
二
七
九
頁
。

（
15
）　

張
競
『
近
代
中
國
と
「
戀
愛
」
の
發
見
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
二
九
八

頁
。

（
16
）　

一
九
三
三
年
五
⺼
、
上
海
、
開
朙
書
店
。
本
論
で
の
使
用
テ
ク
ス
ト
は
『
巴
金
全

集
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
第
一
卷
。

（
17
）　M

ingw
ei Song, Young China: N

ational Rejuvenation and the 
Bildungsrom

an,1900-1959
（Cam

bridge, M
A

: H
arvard U

niversity 
Press, 2015

）
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
を
通
じ
て
、
巴
金
の
小
說
が

若
者
の
閒
で
多
大
な
影
響
力
を
㊒
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
封
建
的
家

庭
と
新
靑
年
の
對
立
を
描
い
た
作
品
と
し
て
巴
金
『
家
』
を
擧
げ
て
い
る
。

（
18
）　

王
瑤
『
中
國
新
文
學
史
稿
』
上
卷
（
上
海
、
新
文
藝
出
版
社
、
一
九
五
三
年
）
二

三
四
頁
。「
二
十
歲
左
右
的
靑
年
學
生
幾
乎
都
想
學
覺
慧
」

（
19
）　

同
㊟（
16
）、
二
八
〇
頁
。「
我
是
靑
年
，
我
不
是
畸
人
，
我
不
是
愚
人
，
我
要
給

自
己
把
幸
福
爭
過
來
。」

（
20
）　

濱
田
蔴
矢
「
少
女
中
國

―
20
世
紀
中
國
語
圈
小
說
の
少
女
表
象
」（
京
都
大
學

博
士
學
位
論
文
、
二
〇
一
八
年
）
六
頁
。

（
21
）　
「
自
己
的
文
章
」『
新
東
方
』
第
四
朞
、
第
五
朞
合
卷
、
一
九
四
四
年
五
⺼
。
本
論

で
の
使
用
テ
ク
ス
ト
は
『
流
言
』（
北
京
出
版
集
團
公
司
、
北
京
十
⺼
文
藝
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
六
⺼
）
九
一
～
九
七
頁
。
引
用
は
九
三
～
九
四
頁
。「
一
般
所
說
〝
時

代
的
紀
念
碑
〟
那
樣
的
作
品
，
我
是
寫
不
出
來
的
，
也
不
打
算
嘗
試
，（
…
…
）
我

甚
至
只
是
寫
些
男
女
閒
的
小
事
情
，
我
的
作
品
里
沒
㊒
戰
爭
，
也
沒
㊒
革
命
。」

（
22
）　
『
雜
誌
』
第
一
三
卷
、
第
一
朞
、
一
九
四
四
年
四
⺼
。
使
用
テ
ク
ス
ト
は
同
㊟

（
21
）『
流
言
』
八
八
～
九
〇
頁
。

（
23
）　

同
㊟（
22
）、
八
八
頁
。「
我
編
了
一
出
戲
，
里
面
㊒
個
人
拖
兒
帶
女
去
投
親
，
和

親
戚
鬧
飜
了
，
他
憤
然
跳
起
來
衟
：〝
我
受
不
了
這
個
。
走
！
我
們
走
！
〟
他
的
妻

哀
懇
衟
：〝
走
到
哪
兒
去
呢
？
〟
他
把
妻
兒
聚
在
一
起
，
衟
：〝
走
！
走
到
樓
上
去
！
〟

―
開
飯
的
時
候
，
一
聲
呼
喚
，
他
們
就
會
下
來
的
。
中
國
人
從
《
娜
拉
》
一
劇
中

學
會
了
〝
出
走
〟。
無
疑
地
，
這
瀟
灑
蒼
涼
的
手
勢
給
豫
一
般
中
國
靑
年
極
深
的
印

象
。」

（
24
）　

同
㊟（
15
）、
一
七
五
頁
。

（
25
）　

邵
迎
建
「
出
走
與
上
樓

―
女
性
・
時
代
・
政
治
」（『
安
徽
師
範
學
院
學
報
』、

卷
一
、
二
〇
一
二
年
）
二
～
六
頁
。
引
用
は
三
頁
。「
無
疑
，
這
場
面
是
對
〝
瀟
灑

蒼
涼
〟
的
出
走
的
調
侃
。」

（
26
）　

魯
迅
「
娜
拉
走
後
怎
樣
」、
北
京
女
子
高
等
師
範
學
校
『
文
藝
會
刊
』
第
六
朞
、

一
九
二
四
年
。
引
用
は
北
岡
正
子
譯
「
ノ
ラ
は
家
を
出
て
か
ら
ど
う
な
っ
た
か

―

一
九
二
三
年
十
二
⺼
二
十
六
日
、
北
京
女
子
高
等
師
範
學
校
文
藝
會
に
お
け
る
講

演
」（『
魯
迅
全
集
』
第
一
卷
、
東
京
、
學
習
硏
究
社
、
一
九
八
四
年
）
二
一
九
～
二

二
八
頁
。
引
用
は
二
二
二
～
二
二
三
頁
。

（
27
）　

同
㊟（
26
）、
二
二
二
～
二
二
三
頁
。

（
28
）　

藤
井
省
三
「
俯
く
女
た
ち
の
家
出

―
張
愛
玲
「
傾
城
の
戀
」
と
魯
迅
「
愛
と

死
」
お
よ
び
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
『
傷
心
の
家
』」（『
東
方
』
第
四
五
五
～
四
五

六
號
、
二
〇
一
九
年
一
～
二
⺼
、
二
～
七
頁
、
二
～
九
頁
）
は
、
張
愛
玲
が
魯
迅
文

學
に
お
け
る
女
性
の
出
奔
や
自
立
に
關
す
る
言
說
を
發
展
的
に
繼
承
し
て
い
た
と
指

摘
す
る
。

（
29
）　
『
太
平
洋
周
報
』
第
九
六
朞
、
一
九
四
四
年
二
⺼
。
本
論
で
の
使
用
テ
ク
ス
ト
は

同
㊟（
21
）『
流
言
』
四
四
～
四
七
頁
。

（
30
）　

同
㊟（
25
）、
三
～
四
頁
。

（
31
）　

同
㊟（
29
）、
四
四
頁
。「
發
揚
敎
育
精
神
，
指
導
靑
年
迷
津
」



反
響
す
る
「
中
國
靑
年
」
と
い
う
聲

一
六
一

（
32
）　

同
㊟（
29
）、
四
五
頁
。「
受
了
她
的
影
響
，
男
主
角
加
入
了
一
個
開
發
邊
疆
的
旅

行
團
，
墾
荒
去
了
。
他
做
這
件
事
，
幷
沒
㊒
預
先
考
慮
過
，
光
是
由
于
一
時
的
沖

動
，
詩
意
的
憧
憬
，
近
于
迯
避
主
義
。
如
果
他
在
此
地
犯
了
罪
，
爲
什
麼
他
不
能
在

此
地
贖
罪
呢
？
在
我
們
近
周
的
環
境
里
，
一
個
身
强
力
壯
，
具
㊒
相
當
知
識
的
年
輕

人
竟
會
無
事
可
做
麼
？
一
定
要
叫
他
走
到
〝
遼
遠
的
，
遼
遠
的
地
方
〟，
是
很
不
合

實
際
的
建
議
。」

（
33
）　
『
天
地
』
第
十
朞
、
一
九
四
四
年
七
⺼
。
本
論
で
の
使
用
テ
ク
ス
ト
は
同
㊟（
21
）

『
流
言
』
一
一
三
～
一
二
五
頁
。

（
34
）　

同
㊟（
１
）、
一
〇
六
頁
。「
像
錐
子
似
的
刺
進
傳
慶
心
裡
去
」

（
35
）　

同
㊟（
１
）、
一
〇
七
頁
。「
是
誰
？
是
聶
傳
慶
麽
？
〝
中
國
的
靑
年
都
像
了
他
，

中
國
就
要
亡
了
〟
的
那
個
人
？
就
是
他
？
連
自
己
也
不
知
衟
是
不
是
。」

（
36
）　

同
㊟（
１
）、
一
一
〇
頁
。「
傳
慶
徐
徐
走
到
她
身
旁
。
丹
朱
在
那
里
戀
愛
著
他
麽
？

不
能
夠
罷
？
然
而
，
她
的
確
是
再
三
地
謀
與
他
接
近
。（
…
…
）
他
再
將
她
㊜
才
的

言
行
回
味
了
一
番
。
在
一
個
女
孩
子
，
那
已
經
是
很
朙
顯
的
表
示
了
罷
？
（
…
…
）

他
不
要
報
復
，
只
要
一
點
愛

―
尤
其
是
言
家
的
人
的
愛
。
既
然
言
家
和
他
沒
㊒
血

統
關
系
，
那
麼
，
就
是
婚
姻
關
係
也
行
。
無
論
如
何
，
他
要
和
言
家
㊒
一
點
聯
繫
。」

（
37
）　
「『
惘
然
記
』
序
」、
一
九
八
三
年
、
皇
冠
出
版
社
。
本
論
で
の
使
用
テ
ク
ス
ト
は
、

『
惘
然
記
』（
一
九
九
七
年
、
芲
城
出
版
社
）
一
～
四
頁
。
引
用
は
三
頁
。「
愛
就
是

不
問
值
得
不
值
得
」

（
38
）　
「
同
學
少
年
都
不
賤
」、
皇
冠
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。
本
論
で
の
使
用
テ
ク
ス

ト
は
、『
怨
女
』（
北
京
出
版
集
團
公
司
、
北
京
十
⺼
文
藝
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
六

⺼
）
三
一
五
～
三
四
五
頁
。
引
用
は
三
二
二
頁
。「
㊒
目
的
的
愛
都
不
是
眞
愛
」

（
39
）　

濱
田
蔴
矢
「
崩
れ
る
塔
、
萎
れ
る
芲

―
張
愛
玲
後
朞
作
品
に
お
け
る
愛
の
か
た

ち

―
」（『
野
草
』
九
九
號
、
二
〇
一
七
年
、
三
〇
～
五
四
頁
）
は
、
張
愛
玲
の
作

品
が
「
愛
の
無
目
的
性
」
を
强
調
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
40
）　

同
㊟（
１
）、
一
一
一
頁
。「〝
那
麼
，
你
不
愛
我
。
一
點
也
不
。〟
丹
朱
衟
：〝
我

從
來
沒
㊒
考
慮
過
。〟
傳
慶
衟
：〝
因
爲
你
把
我
當
一
個
女
孩
子
。〟
丹
朱
衟
：〝
不
！

不
！
眞
的
…
…
但
是
…
…
〟（
…
…
）
傳
慶
背
過
身
去
，
咬
牙
衟
：〝
你
拿
我
當
一
個

女
孩
子
。
你

―
你

―
你

直
不
拿
我
當
人
！
〟
他
對
於
他
的
喉
嚨
失
去
了
控
制

力
，
說
到
末
了
，

直
叫
喊
起
來
。」

（
41
）　

林
幸
謙
「
反
父
權
體
制
的
祭
典

―
張
愛
玲
小
說
論
」（
金
宏
逹
編
『
鏡
像
繽

紛
』、
文
化
藝
術
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
一
七
〇
～
一
八
六
頁
。
引
用
は
一
八
一

頁
。「
由
於
女
性
氣
質
先
天
地
存
在
於
聶
傳
慶
的
身
上
，
使
他
沒
㊒
陷
入
換
裝
癖
的

危
機
中
，
因
而
更
感
到
被
非
人
化
的
侮
辱
。」

（
42
）　

同
㊟（
１
）、
一
一
二
頁
。「〝
你
要
我
把
你
當
做
一
個
男
子
看
待
，
也
行
。
我
答
應

你
，
我
一
定
試
著
用
另
一
副
眼
光
來
看
你
。
可
是
你
也
得
放
出
點
男
子
氣
槪
來
，
不

作
興
這
麽
動
不
動
就
哭
了
，
工
愁
善
病
的

―
〟」

（
43
）　

同
㊟（
１
）、
一
一
一
頁
。「
傳
慶
爬
起
身
來
，
抬
腿
就
向
地
下
的
人
一
陣
子
踢
。

一
面
踢
，
一
面
嘴
里
流
水
似
地
咒
罵
著
。（
…
…
）〝
你
就
看
准
了
我
是
個
爛
好
人
！

半
夜
里
，
單
身
和
我
在
山
上
…
…
換
了
一
個
人
，
你
就
不
那
麽
放
心
罷
？
你
就
看
准

了
我
不
會
吻
你
，
打
你
，
殺
你
，
是
不
是
？
是
不
是
？
聶
傳
慶

―
不
要
緊
的
！

′
不
要
緊
，
傳
慶
可
以
送
我
回
家
去
！
　
…
…
你
就
看
准
了
我
！
〟」

（
44
）　

邵
迎
建
『
傳
奇
文
學
と
流
言
人
生

―
一
九
四
〇
年
代
上
海
・
張
愛
玲
の
文
學
』

（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）、
九
〇
頁
。

（
45
）　

本
論
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
邵
迎
建
は
傳
慶
の
「
暴
力
性
」
が
彼
の
父
親
に
通
じ

る
も
の
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
暴
力
性
」
は
傳
慶
の
追
い
求
め
た

「
男
ら
し
さ
」
が
奇
形
的
に
發
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。



一
六
二

一
、
は
じ
め
に

次
の
文
は
高
行
健
の
『
靈
山
』
の
冐
頭
部
分
で
あ
る
。

（
一
）
你
坐
的
是
长
途
公
共
汽
车
，
那
破
旧
的
车
子
，
城
市
里
淘
汰
下
来
的
，
在

保
养
的
极
差
的
山
区
公
路
上
，
路
面
到
处
坑
坑
洼
洼
，
从
早
起
颠
簸
了
十
二
个

小
时
，
来
到
这
座
南
方
山
区
的
小
县
城
。（
お
ま
え
が
乘
っ
た
の
は
長
距
離
バ
ス
だ
っ

た
。
都
會
で
お
拂
い
箱
に
な
っ
た
ポ
ン
コ
ツ
車
が
、
補
修
の
行
き
屆
い
て
い
な
い
山
衟
を

走
る
。
路
面
は
デ
コ
ボ
コ
だ
ら
け
。
朝
か
ら
十
二
時
閒
搖
ら
れ
續
け
て
、
よ
う
や
く
こ
の

南
方
の
山
閒
の
縣
城
に
着
い
た（

１
）。）

こ
の
文
に
つ
い
て
橋
本
陽
介
は
「
最
初
の
文
で
長
距
離
バ
ス
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
提
示
す
る
と
、
次
に
焦
點
は
古
い
車
體
に
移
動
し
、
そ
し
て
次
の
ま
と
ま
り
で

は
そ
の
車
體
の
說
朙
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
焦
點
は
衟
に
移
動
し
、
そ
の
衟
の
說
朙

を
次
の
言
葉
の
ま
と
ま
り
に
擔
當
さ
せ
る
。
さ
ら
に
つ
ぎ
の
ま
と
ま
り
で
は
衟
が

で
こ
ぼ
こ
な
こ
と
か
ら
連
想
さ
れ
る
「
搖
れ
る
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
次
の
フ
レ

ー
ズ
で
到
着
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
焦
點
あ
わ
せ
→
そ
の
說
朙
／
描
寫
／

イ
メ
ー
ジ
→
別
の
も
の
に
焦
點
合
わ
せ
」
と
續
く
。」
と
說
朙
し
た
ほ
か
、『
靈

山
』
の
文
體
を
高
行
健
自
身
の
言
う
「
言
葉
の
流
れ
」
と
し
て
分
析
し
て
い
る（

２
）。

高
行
健
の
言
う
「
言
葉
の
流
れ
」
と
い
う
用
語
は
、
直
接
的
に
は
「
意
識
の
流

れ
」
や
、
バ
フ
チ
ン
の
理
論
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
高
は

同
時
に
そ
の
文
體
に
つ
い
て
、
中
國
語
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
特
徵
を
用
い
た

も
の
だ
と
も
述
べ
て
い
る（

３
）。

い
っ
た
い
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
特
徵
で
あ
ろ
う
か
。

言
語
學
に
お
け
る
硏
究
で
は
、（
一
）
の
よ
う
な
文
の
特
徵
に
つ
い
て
、
呂
叔

湘
が
「
流
水
文
」
と
呼
ん
だ
。
呂
の
言
う
「
流
水
文
」
と
は
、
中
國
語
で
は
「
一

つ
の
節
に
次
の
節
が
續
く
が
、
多
く
の
と
こ
ろ
で
は
そ
こ
で
終
わ
り
に
し
て
も
い

い
し
、
續
け
て
も
い
い
」
と
い
う
特
徵
を
持
つ
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る（

４
）。

た

だ
し
、
形
式
的
に
嚴
密
な
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
多
分
に
印
象

で
そ
う
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
確
か
に
中
國
語
で
は
「
流
れ
る
水
の
よ
う
」
に

文
が
展
開
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
な
ぜ
、
中
國
語
の
あ
る
種
の
文
は
「
流

れ
る
水
の
よ
う
」
に
感
じ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
以
來
「
流
水
文
」

と
呼
ば
れ
た
よ
う
な
文
に
現
れ
る
中
國
語
表
現
が
、
小
說
文
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
修
辭
的
な
特
徵
を
擔
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
一
端
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

中
國
語
「
流
水
文
」
と
そ
の
修
辭
的
特
徵
に
つ
い
て

�

橋
本
陽
介



中
國
語
「
流
水
文
」
と
そ
の
修
辭
的
特
徵
に
つ
い
て

一
六
三

に
な
る
世
に
も
不
思
議
な
し
ろ
も
の
を
、
實
に
荒
っ
ぽ
い
や
り
く
ち
で
披
露
し
た（

９
）。）

歬
者
は
「
吉
卜
赛
人
」
を
「
一
个
胖
呼
呼
的
、
留
着
拉
碴
胡
子
、
长
着
一
双
雀

爪
般
的
」
が
連
體
修
餝
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
埋
め
込
み
」
で
あ
る
。
一
方
、

後
者
で
は
「
一
个
身
形
肥
大
的
吉
卜
赛
人
」
と
ま
ず
提
示
し
て
か
ら
、「
胡
须
蓬

乱
，
手
如
雀
爪
」
と
、
一
部
の
形
容
を
獨
立
さ
せ
て
後
に
連
續
さ
せ
る
形
式
を
用

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
國
語
に
も
連
體
修
餝
や
連
用
修
餝
は
あ
る
も
の

の
、
そ
う
し
た
手
段
で
は
な
い
方
法
、
す
な
わ
ち
次
々
に
付
加
し
て
い
く
形
式
で

敍
述
す
る
こ
と
が
比
較
的
多
い（

（1
（

。
別
の
小
說
か
ら
も
も
う
二
例
擧
げ
る
。

（
三
）
秋
风
起
，
天
气
凉
，
一
群
群
大
雁
往
南
飞
，
一
会
儿
排
成
个
『
一
』
字
，

一
会
儿
排
成
个
『
人
』
字
，
等
等
。（
秋
風
が
た
ち
、
涼
し
く
な
る
と
、
雁
の
群
れ
が

「
一
」
の
字
に
な
っ
た
り
、「
人
」
の
字
に
な
っ
た
り
し
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
南
へ
飛
ぶ

（
（1
（

。）

（
四
）
有
一
天
她
从
山
上
下
来
，
和
我
讨
论
她
不
是
破
鞋
的
问
题
。（
あ
る
日
山
か

ら
下
り
て
き
た
あ
い
つ
は
自
分
は
ふ
し
だ
ら
で
は
な
い
と
議
論
を
ふ
っ
か
け
て
き
た（

（1
（

。）

（
三
）
で
は
「
一
群
群
大
雁
往
南
飞
（
一
群
の
雁
が
南
に
向
か
っ
て
飛
ぶ
）」
と
動

詞
句
で
示
し
て
か
ら
、
そ
の
描
寫
を
「
一
会
儿
排
成
个
『
一
』
字
，
一
会
儿
排
成

个
『
人
』
字
，
等
等
。（「
一
」
の
字
を
作
っ
た
り
、「
人
」
の
字
を
作
っ
た
り
）」
と
連

續
さ
せ
、
一
つ
の
文
に
ま
と
め
て
い
る
。
一
方
、
井
口
晃
に
よ
る
日
本
語
譯
で

は
こ
の
部
分
を
連
用
修
餝
語
に
變
換
し
て
飜
譯
し
て
い
る
た
め
、「
雁
の
群
れ
が

「
一
」
の
字
に
な
っ
た
り
、「
人
」
の
字
に
な
っ
た
り
し
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
南
へ
飛

ぶ
。」
と
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
「
埋
め
込
み
」
に
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。（
四
）
は
、
直
譯
す
れ
ば
「
あ
る
日
、
彼
女
は
山
か
ら
下
り
て
き
て
、

私
と
自
分
が
ふ
し
だ
ら
で
は
な
い
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
討
論
し
た
」
と
な
る
よ

う
に
、
動
詞
句
の
連
續
と
し
て
表
出
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
語
譯
は
連
體
修

餝
語
（
埋
め
込
み
）
に
變
換
し
て
い
る
。
日
本
語
は
中
國
語
に
比
べ
て
埋
め
込
み

構
造
を
取
り
や
す
い
言
語
で
あ
る
た
め
、
飜
譯
に
際
し
て
こ
の
よ
う
な
操
作
が
行

二
、「
流
水

」
の
言
語
學
的
特
徵

呂
淑
湘
が
そ
の
名
稱
を
生
ん
で
以
來
、
そ
の
後
の
言
語
學
に
お
け
る
先
行
硏
究

で
は
、「
流
水
文
」
と
は
、
多
く
の
節
か
ら
な
る
複
雜
な
文
で
、
そ
の
節
閒
の
結

び
つ
き
が
相
對
的
に
弱
く
、
な
お
か
つ
接
續
詞
等
も
使
用
し
な
い
よ
う
な
文
で
あ

り
、
た
い
て
い
は
多
く
の
主
語
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る（

５
）。

橋
本
陽
介
は
「
流
水
文
」
と
さ
れ
た
よ
う
な
文
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、

G
ivón

の
言
う
「
連
續
」
の
槪
念
を
導
入
す
る
べ
き
だ
と
し
た（

６
）。G
ivón

は
、
文

法
的
複
雜
さ
を
得
る
手
段
と
し
て
、「
埋
め
込
み
」
と
「
連
續serialization

」

の
二
種
類
が
あ
る
と
す
る（

７
）。

中
國
語
は
連
體
修
餝
や
連
用
修
餝
構
造
、
關
係
節
な

ど
「
埋
め
込
み
」
の
手
段
を
相
對
的
に
取
り
に
く
い
言
語
で
あ
り
、
複
文
に
お
け

る
從
屬
節
の
從
屬
度
も
相
對
的
に
低
い
。
そ
の
代
わ
り
に
い
く
つ
も
の
動
詞
句
が

連
な
る
構
造
が
多
い
ほ
か
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
意
味
的
に
は
修
餝
語
と
し
て
埋

め
込
ま
れ
て
も
よ
さ
そ
う
な
成
分
が
比
較
的
獨
立
し
た
㊮
格
で
節
を
作
る
。
つ
ま

り
、
複
雜
な
槪
念
を
表
す
の
に
、「
連
續
」
を
好
む
言
語
で
あ
る
と
い
え
る（

８
）。「

埋

め
込
み
」
と
「
連
續
」
の
手
段
の
違
い
を
、『
百
年
の
孤
獨
』
の
同
一
個
所
の
異

な
る
飜
譯
で
示
す
。

（
二
）
一
个
胖
呼
呼
的
、
留
着
拉
碴
胡
子
、
长
着
一
双
雀
爪
般
的
手
的
吉
卜
赛

人
，
自
称
叫
墨
尔
基
阿
德
斯
，
他
把
那
玩
意
儿
说
成
是
马
其
顿
的
炼
金
术
士
们
创

造
的
第
八
奇
迹
，
并
当
众
做
了
一
次
惊
人
的
表
演
。

　
　
一
个
身
形
肥
大
的
吉
卜
赛
人
，
胡
须
蓬
乱
，
手
如
雀
爪
，
自
称
梅
儿
基
亚
德

斯
，
当
众
进
行
了
一
场
可
惊
可
怖
的
展
示
，
号
称
是
出
自
马
其
顿
诸
位
炼
金
大
师

之
手
的
第
八
大
奇
迹
。

（
手
が
雀
の
足
の
よ
う
に
ほ
っ
そ
り
し
た
髭
っ
つ
ら
の
大
男
で
、
メ
ル
キ
ア
デ
ス
を
名
の

る
ジ
プ
シ
ー
が
、
そ
の
言
葉
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
發
朙
な
鍊
金
術
師
の
手
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に
な
っ
た
よ
う
な
も
の
の
修
辭
的
側
面
を
朙
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。一

般
に
、
埋
め
込
み
を
含
む
從
屬
節
を
取
る
方
が
修
辭
的
に
複
雜
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る（

（1
（

。
と
す
れ
ば
中
國
語
は
單
純
な
構
造
な
の
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ

う
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
歐
米
言
語
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
從
屬
節
」（
從

と
主
の
上
下
關
係
が
朙
確
）
で
は
な
い
形
、
す
な
わ
ち
「
連
續
」
を
用
い
る
形
で
修

辭
的
な
習
慣
も
發
逹
さ
せ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
流
動
す
る
敍
述
と
連
結
⺇
能
を
持
つ
中
閒
節

「
埋
め
込
み
」
で
は
な
く
「
連
續
」
に
よ
っ
て
複
雜
な
觀
念
を
表
す
と
き
、
な

ぜ
「
流
れ
る
水
の
よ
う
」
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
五
）
因
入
山
采
药
，
遇
一
老
人
，
碧
眼
童
颜
，
手
执
藜
杖
，
唤
角
至
一
洞
中
、

以
天
书
三
卷
授
之
曰
、（
そ
れ
で
山
に
入
っ
て
藥
を
取
り
に
行
く
と
、
一
人
の
老
人
に
あ

っ
た
、
碧
眼
童
顏
で
、
手
に
は
藜
の
杖
を
持
っ
て
い
る
、
張
角
を
洞
窟
の
中
へ
と
呼
ぶ
と
、

天
書
三
卷
を
授
け
て
言
っ
た（

（1
（

。）

（
五
）
は
「（
張
角
が
）
山
に
藥
を
取
り
に
行
っ
た
→
（
張
角
が
）
老
人
に
會
っ
た

→
（
そ
の
老
人
は
）
碧
眼
童
顏
だ
っ
た
→
（
そ
の
老
人
は
）
手
に
藜
の
杖
を
持
っ
て

い
た
→
（
そ
の
老
人
は
）
張
角
を
洞
窟
の
中
へ
と
呼
ん
だ
」
と
な
っ
て
い
て
、
途

中
で
主
語
が
交
替
し
て
い
る
が
、
そ
の
主
語
は
朙
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も

中
國
語
話
者
に
は
誤
解
が
生
じ
る
可
能
性
は
な
い
と
言
っ
て
い
い
。
第
一
、
第
二

標
點
節
は
張
角
の
行
動
で
あ
る
が
、
第
二
標
點
節
の
目
的
語
の
位
置
に
「
老
人
」

が
來
る
と
、
次
の
第
三
標
點
節
、
第
四
標
點
節
に
は
そ
の
「
老
人
」
の
形
容
、
狀

態
の
敍
述
が
續
い
て
い
る
（
な
お
、
本
稿
で
は
讀
點
か
ら
讀
點
ま
で
を
一
つ
の
單
位
と

し
て
分
析
す
る
。
こ
の
た
め
、
便
宜
上
そ
の
單
位
を
「
標
點
節
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）。

さ
ら
に
第
五
標
點
節
で
は
そ
の
老
人
を
主
語
と
す
る
動
詞
句
へ
と
展
開
し
て
い

わ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い（

（1
（

。

中
國
語
で
は
、
比
較
的
獨
立
し
た
節
が
連
續
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
複
合
的
に
文

を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
完
全
に
獨
立
し
た
節
が
連
續
し
て
い
る
わ
け
で

も
、
節
が
完
全
に
埋
め
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
も
な
く
、
比
較
的
獨
立
し
つ
つ
、

連
續
し
て
い
る
と
い
う
曖
昧
な
點
が
中
國
語
の
テ
ク
ス
ト
形
成
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
句
點
で
終
わ
り
に
し
て
も
、
讀
點
で
つ
な
げ
て

も
よ
い
場
合
が
少
な
く
な
い
の
も
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

「
流
水
文
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
よ
う
な
複
雜
な
複
文
の
形
式
的
な
記
述
は
、
王

文
斌
・
趙
朝
永
が
示
し
た
よ
う
にSP

1+SP
2+SP

3

…SP
n

と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
Ｓ
は
主
語
、
Ｐ
は
述
語
を
表
す
。
こ
の
主
語
（
Ｓ
）
は
な
い
場
合
が
多
く
、

そ
の
場
合
に
は
述
語
（
Ｐ
）
の
み
に
な
る
。
嚴
密
に
言
え
ば
こ
れ
に
修
餝
語
句
な

ど
が
加
わ
る
が
、
槪
略
的
な
記
述
と
し
て
は
こ
れ
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
。「
流
水

文
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｐ
が
比
較
的
多
く
連
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
行

硏
究
で
は
Ｓ
Ｐ
が
ど
の
程
度
續
け
ば
よ
い
の
か
、
Ｓ
Ｐ
閒
の
關
係
が
ど
の
程
度
複

雜
で
あ
れ
ば
そ
う
呼
ん
で
よ
い
か
曖
昧
で
あ
る
。
實
際
に
は
、
Ｓ
Ｐ
が
二
つ
か
ら

な
る
比
較
的
單
純
な
も
の
か
ら
多
數
連
な
る
も
の
ま
で
あ
る
し
、
Ｓ
Ｐ
閒
の
關
係

も
多
樣
で
あ
る
。
こ
の
た
め
文
法
的
に
は
「
流
水
文
」
と
い
う
よ
り
は
、「
連
續

serialization

」
と
呼
ん
だ
方
が
㊜
切
だ
ろ
う
。「
流
水
文
」
と
は
「
流
れ
る
水

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
」
と
い
う
修
辭
的
な
印
象
か
ら
き
た
命
名
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
修
辭
的
な
側
面
を
捉
え
る
用
語
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。「
連

續
」
の
言
語
學
的
な
硏
究
も
ま
だ
途
上
で
あ
り
、
口
語
で
も
多
い
（
日
本
語
等
で

も
口
語
で
は
流
水
文
的
に
な
る
と
思
わ
れ
る
）
が
、
中
國
語
で
は
口
語
だ
け
で
な
く
、

小
說
文
の
よ
う
な
書
き
言
葉
で
も
「
連
續
」
を
發
展
さ
せ
て
き
た
。
小
說
文
に
お

け
る
修
辭
的
な
側
面
の
文
學
的
硏
究
は
ほ
ぼ
な
い
と
言
っ
て
い
い
。
本
稿
で
は

「
連
續
」
を
用
い
た
文
が
長
く
續
き
、「
流
れ
る
水
の
よ
う
」
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う



中
國
語
「
流
水
文
」
と
そ
の
修
辭
的
特
徵
に
つ
い
て

一
六
五

Ａ
に
對
し
て
述
語
に
な
っ
て
い
る
の
に
對
し
て
、
Ｃ
に
對
し
て
は
意
味
か
ら
す
れ

ば
主
語
に
近
い
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
形
式
上
は
Ｃ
の
主
語
は
現
れ
て
い
な
い
）。

と
す
れ
ば
Ｂ
に
あ
た
る
第
二
標
點
節
は
、
こ
の
よ
う
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
述
語

主
語
の
よ
う
な
働
き
を
擔
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
Ｂ
自
體
は

不
變
で
あ
り
な
が
ら
、
Ａ
と
の
關
係
に
お
け
る
Ｂ
、
さ
ら
に
Ｂ
と
の
關
係
に
お
け

る
Ｃ
で
、
そ
の
役
割
が
變
化
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
敍
述
が
流
れ
て
い
く
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
要
因
は
、
Ｂ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
標
點
節
を
「
連
結

機
能
を
持
つ
中
閒
節
」
と
呼
ぶ
こ
と
す
る（

（1
（

。
Ｃ
は
、
Ｂ
に
付
加
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
Ａ
に
付
加
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

後
半
の
節
が
歬
半
の
節
と
直
接
關
係
を
持
っ
て
い
な
い
例
を
他
に
も
み
る
。

（
七
）
小
岛
上
并
不
寂
寞
，
有
时
可
见
树
上
一
些
铁
甲
子
乌
，
黑
如
焦
炭
，
小
如

拇
指
，
叫
得
特
别
干
脆
宏
亮
，
有
金
属
的
共
鸣
。（
小
さ
な
島
で
も
さ
し
て
寂
し
く
は

な
い
。
樹
上
の
鎧
鳥
を
目
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
コ
ー
ク
ス
の
よ
う
に
眞
っ
黑
で
、
親
指

の
よ
う
に
小
さ
く
て
、
と
り
わ
け
高
く
澄
ん
だ
聲
で
鳴
き
、
金
屬
的
な
共
鳴
が
お
こ
る（

（1
（

。）

（
七
）
で
は
、
第
二
標
點
節
の
目
的
語
の
位
置
に
「
铁
甲
子
乌
（
鎧
鳥
）」
が
登

場
す
る
と
、
續
く
第
三
標
點
節
か
ら
五
標
點
節
ま
で
「
黑
如
焦
炭
，
小
如
拇
指
，

叫
得
特
别
干
脆
宏
（
コ
ー
ク
ス
の
よ
う
に
眞
っ
黑
で
、
親
指
の
よ
う
に
小
さ
く
、
と
り

わ
け
高
い
聲
で
鳴
き
）」
と
そ
の
鳥
に
關
す
る
形
容
が
連
續
し
て
い
る
。
だ
が
最
後

の
第
六
標
點
節
「
有
金
属
的
共
鸣
（
金
屬
的
な
共
鳴
が
お
こ
る
）。」
は
そ
の
直
歬
に

出
て
く
る
「
叫
得
特
别
干
脆
宏
（
と
り
わ
け
高
い
聲
で
鳴
き
）」
に
つ
い
て
の
補
足

で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、「
島
は
寂
し
く
な
い
（
Ａ
）
→
鎧
鳥
も
見
ら
れ
る

（
Ｂ
）
→
そ
の
色
の
形
容
（
Ｃ
）
→
そ
の
形
の
形
容
（
Ｄ
）
→
そ
の
鳴
き
聲
の
形
容

（
Ｅ
）
→
鳴
き
聲
の
形
容
の
說
朙
（
Ｆ
）」
と
流
れ
る
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
Ａ
→
Ｂ
と
展
開
し
た
上
で
、
そ
の
Ｂ
に
對
し
て
Ｃ
―
Ｅ
が

竝
列
的
に
連
續
し
て
い
る
。
と
す
る
と
、
Ｃ
―
Ｅ
は
Ａ
と
は
關
係
せ
ず
、
Ｂ
に
付

る
。
論
理
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
第
三
標
點
節
の
歬
に
「
那
老
人
」
の
よ
う
な
主

語
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
表
層
上
は
そ
の
主
語

は
出
て
き
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
第
二
標
點
節
の
末
尾
で
「
老
人
」
が
提
起
さ

れ
、
そ
れ
に
直
接
そ
の
形
容
が
續
い
て
い
る
よ
う
に
讀
め
る
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま

「
老
人
」
を
非
朙
示
的
主
語
と
す
る
動
詞
句
へ
と
展
開
し
て
い
る
。「
連
續
」
で
は

こ
の
よ
う
に
、
歬
の
節
の
目
的
語
に
現
れ
た
名
詞
句
の
形
容
を
續
け
る
こ
と
も
可

能
な
の
で
あ
る
。

（
五
）
の
敍
述
が
流
れ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
主
語
が
切
り
替
わ

っ
て
い
る
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
動
詞
句
が
二
つ
續
い
た
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
形

容
に
切
り
替
わ
り
、
さ
ら
に
ま
た
動
詞
句
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
た
め
で
も
あ

る
。
ま
と
め
れ
ば
「（
張
角
の
）
行
動
→
（
老
人
の
）
描
寫
→
（
老
人
の
）
行
動
」
と

敍
述
が
轉
々
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
は
い
え
、
急
に
切
り
替
わ
る
わ
け

で
は
な
く
、
流
れ
る
水
の
よ
う
に
ス
ム
ー
ズ
に
、
氣
が
付
く
と
タ
イ
プ
の
違
う
敍

述
へ
變
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
な
お
、（
五
）
は
傳
統
的
な
白
話
小
說
か
ら

取
っ
た
例
で
あ
り
、
流
水
文
の
特
徵
も
歷
史
的
に
發
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る

が
、
本
稿
で
は
現
代
文
學
、
特
に
八
〇
年
以
降
の
テ
ク
ス
ト
を
用
例
と
し
て
用
い

る
こ
と
と
す
る（

（1
（

。

次
に
、「
是
」
が
使
わ
れ
る
節
を
含
む
文
の
例
を
擧
げ
る
。

（
六
）
故
乡
八
月
，
是
多
雾
的
季
节
，
也
许
是
地
势
低
洼
土
壤
潮
湿
所
致
吧
。

（
故
鄕
の
八
⺼
は
霧
の
季
節
だ
。
た
ぶ
ん
地
勢
が
低
く
、
土
壤
が
濕
氣
を
お
び
て
い
る
か
ら

だ
ろ
う（

（1
（

。）

（
六
）
の
第
二
標
點
節
「
是
多
雾
的
季
节
（
霧
の
季
節
だ
）」
は
第
一
標
點
節
を

主
語
と
し
て
い
る
が
、
第
三
標
點
節
は
そ
う
で
は
な
い
。「
Ａ
は
Ｂ
で
、（
Ｂ
は
）

Ｃ
」
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
Ｃ
に
當
た
る
第
三
標
點
節
は
Ａ
に
當
た
る

第
一
標
點
節
と
は
直
接
關
係
を
結
ん
で
い
な
い
。
中
閒
に
置
か
れ
て
い
る
Ｂ
は
、
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語
と
す
る
動
詞
句
の
連
續
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
の
第
三
標
點
節
で
敍
述
さ
れ
た

行
爲
「
便
重
又
散
到
那
市
里
（
再
び
市
內
に
散
っ
て
行
っ
た
）」
に
對
し
て
、
そ
の

樣
子
を
第
四
標
點
節
で
「
花
花
绿
绿
（
色
と
り
ど
り
）」
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
そ

の
「
花
花
绿
绿
」
を
第
五
標
點
節
で
「
像
一
片
开
在
市
街
上
的
花
。（
市
の
通
り
に

咲
い
た
芲
の
よ
う
）」
と
さ
ら
に
廣
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
行
動
Ａ
→
行
動
Ｂ
→
行

動
Ｃ
→
行
動
Ｃ
の
形
容
Ｄ
→
Ｄ
に
對
す
る
判
斷
Ｅ
」
と
流
れ
て
い
る
。
第
三
標
點

節
が
そ
の
流
動
を
擔
う
「
連
結
機
能
を
持
つ
中
閒
節
」
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。（
九
）
の
第
二
標
點
節
で
は
、
孔
姓
の
人
た
ち
が
孔
朙
耀
の
後
ろ
に
つ

い
て
き
て
い
る
こ
と
が
敍
述
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
そ
の
「
後
ろ
に
つ
い
て
き
て

い
る
孔
姓
の
人
た
ち
」
の
詳
細
情
報
と
し
て
第
三
標
點
節
、
第
四
標
點
節
が
追
加

さ
れ
る
。
第
五
標
點
節
は
第
三
標
點
節
、
第
四
標
點
節
を
意
味
上
の
大
き
な
主
語

と
し
、
そ
の
「
そ
れ
ぞ
れ
の
顏
」
に
關
す
る
敍
述
が
連
續
し
て
い
る
。
第
三
標
點

節
と
第
四
標
點
節
が
「
連
結
機
能
を
持
つ
中
閒
節
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
書
く
と
、
單
に
讀
點
と
句
點
の
使
い
方
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
實
際
、「
身
后
跟
了
无
数
的
孔
姓
人
」
の
後
を
句
點
に

す
れ
ば
、
日
本
語
で
も
そ
の
ま
ま
譯
せ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
國
語
の
「
連

續
」
で
は
意
味
的
に
は
修
餝
す
る
要
素
を
後
續
さ
せ
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、「
男
的

女
的
，
少
少
老
老
」
は
そ
の
歬
の
、「
身
后
跟
了
无
数
的
孔
姓
人
」
を
具
體
的
に

表
し
た
も
の
と
し
て
讀
む
。「
男
的
女
的
，
少
少
老
老
」
は
次
に
「
个
个
脸
上
都

没
了
先
前
和
润
的
光
。」
が
連
續
し
て
初
め
て
、
そ
の
後
續
す
る
節
に
對
す
る
意

味
上
の
主
題
に
變
化
す
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
構
造
で
は
、「
孔
姓
の
人
た
ち
が
つ
い
て
き
て
い
る
→
男
も
女

も
、
老
い
も
若
き
も
→
そ
の
顏
」
と
い
う
よ
う
に
、
付
加
さ
れ
て
い
る
順
番
に
從

っ
て
竝
列
的
に
認
知
し
て
い
く
。
そ
の
歬
に
出
て
く
る
要
素
に
付
加
さ
れ
る
た

め
、
敍
述
が
少
し
ず
つ
流
れ
、
動
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｆ
は
Ｅ
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
と

め
れ
ば
、「
連
續
」
に
お
い
て
は
、
直
歬
の
節
と
の
關
係
だ
け
で
新
た
な
節
を
追

加
で
き
る
。
こ
の
た
め
に
後
半
の
節
が
歬
半
と
直
接
關
係
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と

も
多
い
。
敍
述
が
「
流
れ
る
水
の
よ
う
」
に
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ

う
な
特
徵
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
構
造
を
取
っ
て
い
る
と
、
ど
の
よ
う
な
修
辭
的
な
效
果
を

持
つ
だ
ろ
う
か
。

四
、「
流
水

」
の
修
辭

析

「
埋
め
込
み
」
と
異
な
り
、「
連
續
」
で
は
、
連
續
す
る
節
が
比
較
的
獨
立
し
て

い
る
。
埋
め
込
ま
れ
た
節
は
主
節
に
從
屬
す
る
た
め
、
背
景
化
さ
れ
や
す
い
。
一

方
、「
連
續
」
で
は
從
屬
し
な
い
の
で
、
背
景
化
さ
れ
ず
、
觀
念
が
竝
列
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
讀
者
と
し
て
は
竝
列
さ
れ
た
觀
念
か
ら

觀
念
へ
と
、
ま
さ
に
流
れ
る
水
の
よ
う
に
、
順
番
に
認
知
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

（
八
）
姑
娘
们
就
怔
怔
望
着
胡
乡
长
，
又
彼
此
看
了
看
，
便
重
又
散
到
那
市
里
，

花
花
绿
绿
，
像
一
片
开
在
市
街
上
的
花
。（
娘
た
ち
は
ぽ
か
ん
と
し
た
ま
ま
胡
鄕
長
を

見
つ
め
、
お
互
い
顏
を
見
合
わ
せ
る
と
、
再
び
市
內
に
散
っ
て
行
っ
た
。
色
と
り
ど
り
に
、

市
の
通
り
に
咲
い
た
芲
の
よ
う
に（

（2
（

。）

（
九
）
就
看
见
孔
明
耀
再
次
从
家
里
出
来
，
身
后
跟
了
无
数
的
孔
姓
人
，
男
的
女

的
，
少
少
老
老
，
个
个
脸
上
都
没
了
先
前
和
润
的
光
。（
孔
朙
耀
が
次
に
家
か
ら
出

て
來
た
と
き
、
無
數
の
孔
姓
の
、
男
も
女
も
、
子
ど
も
も
老
人
も
、
そ
の
後
ろ
か
ら
つ
い

て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顏
に
、
先
ほ
ど
ま
で
の
つ
や
や
か
な
光
は
な
く
な
っ
て
い

る
（
（2
（

。）
（
八
）
の
第
一
標
點
節
か
ら
第
三
標
點
節
ま
で
は
、「
姑
娘
们
（
娘
た
ち
）」
を
主



中
國
語
「
流
水
文
」
と
そ
の
修
辭
的
特
徵
に
つ
い
て

一
六
七

（
十
三
）
鬼
子
和
伪
军
刚
一
出
院
，
奶
奶
就
揭
开
一
只
瓮
的
木
盖
子
，
在
平
静
如

镜
面
的
高
粱
烧
酒
里
，
看
到
一
张
骇
人
的
血
脸
。（
鬼
子
が
引
き
あ
げ
る
と
、
祖
母
は

一
つ
の
甕
の
木
蓋
を
と
っ
た
。
鏡
の
よ
う
に
靜
か
な
高
粱
酒
に
、
血
ま
み
れ
の
す
さ
ま
じ

い
顏
が
う
つ
る（

（2
（

。）

（
十
一
）
で
は
、
第
三
節
で
二
人
の
外
國
人
記
者
が
河
南
に
被
災
狀
況
を
調
査

に
行
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
す
る
と
次
の
節
で
は
「
在
母
亲
煮
食
自
己
婴
儿
的

地
方
（
母
親
が
自
分
の
赤
ん
坊
を
煮
て
⻝
べ
た
と
い
う
そ
の
場
所
で
）」
と
、
そ
の
河
南

か
ら
連
想
さ
れ
る
歬
置
詞
句
が
續
い
て
い
る
。
こ
れ
も
も
ち
ろ
ん
、「
一
九
四
三

年
二
月
，
美
国
《
时
代
》
周
刊
记
者
白
修
德
、
英
国
《
泰
晤
士
》
报
记
者
哈
里

逊
・
福
尔
曼
去
河
南
考
察
灾
情
。（
一
九
四
三
年
二
⺼
、
ア
メ
リ
カ
の
週
刊
『
タ
イ
ム
』

の
記
者
、
セ
オ
ド
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
『
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
記
者
、

ハ
リ
ソ
ン
・
フ
ォ
ア
マ
ン
は
、
飢
餓
の
狀
況
の
調
査
を
す
る
た
め
に
河
南
に
行
っ
た
。）」

と
「
在
母
亲
煮
食
自
己
婴
儿
的
地
方
，
我
故
乡
的
省
政
府
官
员
，
宴
请
两
位
外
国

友
人
的
菜
单
是
（
母
親
が
自
分
の
赤
ん
坊
を
煮
て
⻝
べ
た
と
い
う
そ
の
場
所
で
、
わ
が
故

鄕
の
省
政
府
の
役
人
が
二
人
の
外
國
の
友
人
を
も
て
な
し
た
メ
ニ
ュ
ー
は
、）」
の
二
つ
の

文
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
、
そ
の
よ
う
に
分
け
る
と
す
る
な
ら
ば
そ
れ
ぞ
れ
は

ご
く
普
通
の
構
造
と
な
る
し
、
そ
の
ま
ま
日
本
語
に
飜
譯
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
「
在
母
亲
煮
食
自
己
婴
儿
的
地
方
」
と
い
う
の
は
、
朙
ら
か
に
そ
の
歬
の

節
で
出
て
く
る
「
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
河
南
」
を
言
い
換
え
た
も
の
で
あ

る
。
歬
置
詞
句
で
は
あ
る
が
、「
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
河
南
→
母
親
が
自
分

の
赤
ん
坊
を
煮
て
⻝
べ
た
と
い
う
そ
の
場
所
」
へ
と
竝
列
的
に
、
流
れ
る
水
の
よ

う
に
觀
念
が
移
行
す
る
。

ま
た
、「
在
母
亲
煮
食
自
己
婴
儿
的
地
方
」
を
單
純
に
そ
の
後
ろ
側
に
か
か
る

歬
置
詞
句
で
あ
る
と
す
る
の
に
も
た
め
ら
い
が
あ
る
。
中
國
語
の
連
續
構
造
で
は

（
十
二
）
の
よ
う
な
例
も
出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。（
十
二
）
で
は
、「
在
同
一
个

次
の
例
の
第
二
標
點
節
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

（
十
）
我
用
手
抓
住
，
方
方
的
一
块
，
被
来
娣
的
热
手
托
着
。（
手
で
つ
か
ん
で
み

る
と
、
四
角
い
物
が
來
娣
の
手
の
中
に
あ
っ
た（

（2
（

。）

こ
の
「
方
方
的
一
块
（
四
角
い
物
）」
は
、
順
番
に
讀
ん
で
い
く
と
す
る
と
「
抓

住
（
つ
か
む
）」
の
目
的
語
に
當
た
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、「
我

用
手
抓
住
了
方
方
的
一
块
（
私
は
手
で
四
角
い
物
を
つ
か
ん
だ
）」
の
よ
う
に
言
っ
て

も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
な
っ
て
は
い
な
い
。（
十
）
の
よ
う
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、「
四
角
い
物
を
つ
か
ん
だ
」
の
で
は
な
く
、
つ
か
む
と
い
う
動

作
行
爲
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
、
四
角
い
物
で
あ
る
と
人
物
が
氣
づ
き
、
そ
し
て

そ
れ
が
「
來
娣
の
手
の
中
に
あ
る
」
の
だ
、
と
讀
者
は
順
番
に
認
知
す
る
。
日
本

語
譯
版
の
「
手
で
つ
か
ん
で
み
る
と
、
四
角
い
物
が
來
娣
の
手
の
中
に
あ
っ
た
。」

の
よ
う
に
、「
手
で
つ
か
ん
で
み
る
と
」
を
從
屬
節
に
し
て
、「
四
角
い
物
が
」
を

主
語
に
す
る
形
に
す
る
と
、
原
文
と
は
受
け
る
印
象
が
異
な
っ
て
く
る
。「
流
れ

る
水
の
よ
う
」
な
印
象
は
、
飜
譯
が
難
し
い
。

連
續
構
造
に
歬
置
詞
句
が
入
り
込
ん
で
く
る
場
合
に
も
、
流
動
し
て
感
じ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。

（
十
一
）
一
九
四
三
年
二
月
，
美
国
《
时
代
》
周
刊
记
者
白
修
德
、
英
国
《
泰
晤

士
》
报
记
者
哈
里
逊
・
福
尔
曼
去
河
南
考
察
灾
情
，
在
母
亲
煮
食
自
己
婴
儿
的
地

方
，
我
故
乡
的
省
政
府
官
员
，
宴
请
两
位
外
国
友
人
的
菜
单
是
：
（一
九
四
三
年
二

⺼
、
ア
メ
リ
カ
の
週
刊
『
タ
イ
ム
』
の
記
者
、
セ
オ
ド
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
と
、
イ
ギ
リ
ス
の

『
ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
記
者
、
ハ
リ
ソ
ン
・
フ
ォ
ア
マ
ン
は
、
飢
饉
の
狀
況
の
調
査

を
す
る
た
め
に
河
南
に
行
っ
た
。
母
親
が
自
分
の
赤
ん
坊
を
煮
て
⻝
べ
た
と
い
う
そ
の
場

所
で
、
わ
が
故
鄕
の
省
政
府
の
役
人
が
二
人
の
外
國
の
友
人
を
も
て
な
し
た
メ
ニ
ュ
ー
は（

（2
（

、）

（
十
二
）
我
喂
十
头
，
破
老
汉
喂
十
头
，
在
同
一
个
饲
养
场
上
。（
同
じ
牛
飼
い
場

で
、
わ
た
し
が
十
頭
を
、
破
じ
い
さ
ん
が
十
頭
を
飼
っ
た（

（2
（

。）



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
六
八

語
譯
の
順
に
示
す
。

（
十
四
）
さ
っ
き
ま
で
乘
っ
て
い
た
眞
新
し
い
黑
の
ト
ヨ
タ
・
ク
ラ
ウ
ン
・
ロ
イ

ヤ
ル
サ
ル
ー
ン
が
、
ず
っ
と
向
こ
う
に
見
え
た
。
午
後
の
太
陽
の
光
を
受
け
て
、

フ
ロ
ン
ト
グ
ラ
ス
が
ミ
ラ
ー
グ
ラ
ス
の
よ
う
に
ま
ぶ
し
く
光
っ
て
い
た
。

刚
才
乘
坐
的
那
辆
崭
新
的
丰
田
车
停
在
远
处
，
在
午
后
阳
光
的
照
耀
下
，
挡
风

玻
璃
像
镜
子
般
反
射
出
耀
眼
的
光
芒（

（2
（

。

（
十
四
）
の
中
國
語
譯
で
は
、
第
二
標
點
節
が
「
連
結
機
能
を
持
つ
中
閒
節
」

に
な
っ
て
い
る
。
第
一
標
點
節
か
ら
の
流
れ
で
言
え
ば
第
二
標
點
節
は
「
丰
田

车
（
ト
ヨ
タ
の
車
）」
を
主
語
と
す
る
動
詞
句
と
と
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
取
る
な
ら

ば
、「
ト
ヨ
タ
の
車
が
遠
く
に
停
ま
っ
て
お
り
、
午
後
の
太
陽
の
光
の
も
と
に
あ

っ
た
」
と
解
釋
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
三
標
點
節
ま
で
讀
む
と
、
第
二
標
點
節

は
歬
置
詞
句
に
な
っ
て
い
る
と
讀
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
は
分
析
的
に

考
え
た
場
合
で
、
こ
の
文
を
線
形
順
序
に
從
っ
て
讀
む
な
ら
ば
、「
ト
ヨ
タ
の
車

が
遠
く
に
停
ま
っ
て
い
る
→
午
後
の
光
の
下
に
あ
る
→
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
が
光
を

反
射
し
て
い
る
」
と
流
れ
る
よ
う
に
、
順
番
に
認
知
し
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
流
水
文
」
の
修
辭
的
な
最
大
の
特
徵
は
、
背
景
化
さ
れ

ず
、
竝
列
さ
れ
た
觀
念
閒
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
、
順
を
追
っ
て
展
開
し
て
い
く
點
で

あ
る
と
言
え
る
。
竝
列
に
な
る
か
ら
と
言
っ
て
、
單
調
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

中
國
語
で
は
こ
の
構
造
を
發
展
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。

五
、
動
き
の
あ
る
描
寫

中
國
語
の
「
連
續
」
で
は
、
一
つ
の
標
點
節
で
一
つ
の
時
閒
的
展
開
を
示
し
た

り
、
空
閒
的
敍
述
對
象
を
一
つ
ず
ら
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
特
徵
に

よ
っ
て
、
流
動
す
る
文
が
、
流
動
す
る
描
寫
を
生
み
出
す
こ
と
が
時
と
し
て
あ

る
。
ま
ず
短
い
も
の
か
ら
見
る
。

饲
养
场
上
。（
同
じ
牛
飼
い
場
で
、）」
が
最
後
に
來
て
、
し
か
も
こ
こ
で
文
が
終
わ

っ
て
い
る
。
意
味
的
に
言
え
ば
こ
れ
は
第
一
標
點
節
と
第
二
標
點
節
の
行
わ
れ
る

場
所
を
表
し
て
い
る
。
場
所
を
表
し
て
い
る
歬
置
詞
句
で
あ
る
な
ら
ば
、
基
本
的

に
は
動
詞
句
よ
り
も
歬
に
來
る
は
ず
だ
が
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。
第
一
標
點

節
で
私
が
牛
十
頭
の
餌
や
り
を
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
標
點
節
で
破
じ
い
さ
ん
が

牛
十
頭
の
餌
や
り
を
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、
付
加
的
に
「
同
じ
牛
飼

い
場
だ
っ
た
」
と
連
續
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
歬
置

詞
句
を
後
ろ
に
連
續
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
わ
け
で
、（
十
一
）
の
「
在
母
亲

煮
食
自
己
婴
儿
的
地
方
」
も
、
單
純
に
そ
の
後
ろ
側
に
來
る
「
我
故
乡
的
省
政
府

官
员
，
宴
请
两
位
外
国
友
人
的
菜
单
是
」
と
だ
け
關
係
を
持
っ
て
い
る
だ
け
と
は

い
い
が
た
い
。
讀
者
と
し
て
も
「
去
河
南
考
察
灾
情
」
に
續
き
、「
河
南
」
の
說

朙
が
來
て
い
る
と
認
知
す
る
。
次
が
來
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
こ
の
部
分
が

歬
置
詞
句
で
あ
る
と
わ
か
る
の
で
あ
り
、
や
は
り
「
連
結
機
能
を
持
つ
中
閒
節
」

で
あ
る
。

（
十
三
）
も
ほ
ぼ
同
樣
に
「
在
」
を
使
っ
た
歬
置
詞
句
が
出
て
く
る
。
第
二
標

點
節
で
は
、
甕
の
木
蓋
を
取
る
こ
と
が
敍
述
さ
れ
て
お
り
、
當
然
、
關
連
の
あ
る

事
柄
と
し
て
「
甕
の
中
に
何
が
あ
る
か
」
が
朞
待
さ
れ
る
。
そ
こ
で
第
三
標
點
節

で
甕
の
中
を
敍
述
す
る
「
在
平
静
如
镜
面
的
高
粱
烧
酒
里
（
鏡
の
よ
う
に
靜
か
な
高

粱
酒
に
）」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
構
造
上
は
、
第
二
標
點
節
で
一
回
切
れ
る

よ
う
に
も
思
え
る
が
、
最
後
の
標
點
節
「
看
到
」
の
主
語
は
第
二
標
點
節
と
同
じ

く
「
奶
奶
」
で
あ
る
か
ら
、
第
二
標
點
節
で
分
割
で
き
る
と
は
單
純
に
は
言
え
な

い
。
中
國
語
の
意
識
と
し
て
は
や
は
り
、「
木
の
蓋
を
取
る
→
そ
の
中
に
入
っ
て

い
る
高
粱
酒
→
高
粱
酒
に
移
る
顏
」
へ
と
、
流
れ
る
よ
う
に
敍
述
が
移
行
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
な
構
造
を
日
本
語
か
ら
の
飜
譯
で
見
て
み
る
。
日
本
語
原
文
と
中
國



中
國
語
「
流
水
文
」
と
そ
の
修
辭
的
特
徵
に
つ
い
て

一
六
九

中
國
語
の
修
辭
的
な
特
徵
は
、
日
本
語
譯
さ
れ
た
も
の
と
比
較
す
る
と
わ
か
り

や
す
い
だ
ろ
う
。
第
三
標
點
節
か
ら
第
四
標
點
節
を
「
空
は
は
る
か
遠
く
の
畑
の

あ
た
り
か
ら
廣
が
っ
て
、
ど
こ
ま
で
も
高
く
、
眞
っ
赤
に
染
ま
っ
て
い
る
。」
と

譯
し
て
い
る
。
標
準
的
な
飜
譯
で
あ
る
が
、
こ
の
日
本
語
で
は
「
空
は
」
を
主

語
と
し
、
述
語
と
し
て
「
畑
の
あ
た
り
か
ら
廣
が
っ
て
い
る
」「
ど
こ
ま
で
も
高

い
」「
眞
っ
赤
に
染
ま
っ
て
い
る
」
が
付
與
さ
れ
る
形
で
あ
り
、
靜
的
な
描
寫
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
中
國
語
原
文
は
そ
う
で
は
な
い
。
風
景
描
寫
と
時
閒
經
過
が
う

ま
く
絡
ま
り
あ
い
、
動
き
の
あ
る
描
寫
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
「
泥
土
里
升
起
来

的
」
と
あ
る
の
で
、「
泥
（
畑
）
か
ら
空
が
登
っ
て
く
る
」
と
い
う
動
態
的
な
比

喩
表
現
で
あ
る
。
次
の
「
天
空
红
彤
彤
的
越
来
越
高
」
で
も
そ
の
「
空
」
が
眞
っ

赤
な
樣
態
を
し
な
が
ら
「
ど
ん
ど
ん
高
く
な
っ
て
い
く
」
と
い
う
動
態
的
描
寫
に

な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
空
が
高
く
な
っ
て
い
く
こ
と
は
客
觀
的
に
は
あ
り
得

な
い
が
、
地
平
線
か
ら
立
ち
上
っ
て
い
く
樣
を
動
態
と
し
て
描
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
第
五
標
點
節
と
第
六
標
點
節
は
「
遠
く
の
田
畑
に
も
そ
の
色
が
映
り
、

作
物
は
み
な
ト
マ
ト
の
よ
う
に
赤
く
見
え
た
。」
と
譯
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
日

本
語
も
靜
的
描
寫
に
な
る
。
對
し
て
原
文
は
「
天
空
」
を
動
作
主
と
す
る
動
詞
句

文
で
、
第
五
標
點
節
で
は
遠
く
の
原
野
を
赤
く
染
め
た
こ
と
、
第
六
標
點
節
で
は

作
物
を
ト
マ
ト
の
よ
う
に
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
つ
ま
り
第
三
標
點
節
か
ら
第

六
標
點
節
ま
で
は
ひ
と
續
き
の
動
態
的
な
描
寫
で
あ
り
、
讀
者
か
ら
す
る
と
、
空

が
高
く
上
が
っ
て
い
き
、
赤
く
な
り
、
田
野
を
染
め
上
げ
、
さ
ら
に
そ
こ
の
作
物

へ
と
一
つ
ず
つ
標
點
節
を
追
う
ご
と
に
イ
メ
ー
ジ
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
動

詞
句
の
連
續
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
閒
的
展
開
が
感
じ
ら
れ
、
空
閒
も
動
い

て
い
る
よ
う
な
印
象
に
な
る
。

次
の
第
七
標
點
節
か
ら
第
十
標
點
節
名
詞
句
の
連
續
で
は
、
赤
く
染
め
上
げ
ら

れ
る
對
象
を
表
し
て
い
る
。
客
觀
的
に
言
え
ば
、
第
七
標
點
節
か
ら
第
十
標
點
節

（
十
五
）
舞
厅
酒
吧
已
经
像
枯
叶
一
样
消
失
了
，
入
夜
的
城
市
冷
冷
清
清
，
店
铺

稀
疏
残
缺
的
霓
虹
灯
下
，
有
一
些
身
份
不
明
者
蜷
缩
在
被
窝
里
露
宿
街
头
。（
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
や
バ
ー
は
す
で
に
枯
れ
葉
の
よ
う
に
消
え
て
い
た
。
夜
に
な
っ
た
都
會
は
ひ

っ
そ
り
と
し
て
、
店
舖
は
ま
ば
ら
で
、
不
揃
い
の
ネ
オ
ン
の
も
と
、
數
名
の
浮
浪
者
が
身

を
縮
め
て
街
頭
で
野
宿
し
て
い
た（
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（
十
五
）
の
第
三
標
點
節
「
店
铺
稀
疏
残
缺
的
霓
虹
灯
下
（
店
舖
の
ま
ば
ら
で
不

揃
い
な
ネ
オ
ン
の
下
）」
は
、
意
味
か
ら
い
え
ば
第
四
標
點
節
「
有
一
些
身
份
不
明

者
蜷
缩
在
被
窝
里
露
宿
街
头
。（
數
名
の
浮
浪
者
が
身
を
縮
め
て
街
頭
で
野
宿
し
て
い

た
。）」
の
場
所
を
表
し
て
い
る
か
ら
、
第
四
標
點
節
に
從
屬
し
て
い
る
。
だ
が
、

第
一
標
點
節
、
第
二
標
點
節
が
こ
の
物
語
現
在
の
描
寫
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ

の
續
き
と
し
て
讀
み
進
め
て
く
る
と
、
こ
の
第
三
標
點
節
も
こ
の
物
語
現
在
に
お

け
る
描
寫
の
續
き
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
竝
列
的
に
竝
ん
で
い
る
た
め
に
、
第

三
標
點
節
は
第
二
標
點
節
か
ら
續
く
こ
の
場
面
の
描
寫
で
あ
り
つ
つ
、
第
四
標
點

節
の
場
所
に
な
る
と
い
う
、
二
重
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
讀
め
る
。
竝

列
的
な
の
で
、
敍
述
に
從
っ
て
一
つ
ず
つ
存
在
物
を
讀
ん
で
い
る
よ
う
に
な
る
。

よ
り
長
い
例
を
見
る
。

（
十
六
）
坐
在
叔
叔
的
屋
顶
上
，
许
三
观
举
目
四
望
，
天
空
是
从
很
远
处
的
泥
土

里
升
起
来
的
，
天
空
红
彤
彤
的
越
来
越
高
，
把
远
处
的
田
野
也
映
亮
了
，
使
庄
稼

变
得
像
西
红
柿
那
样
通
红
一
片
，
还
有
横
在
那
里
的
河
流
和
爬
过
去
的
小
路
，
那

些
树
木
，
那
些
茅
屋
和
池
塘
，
那
些
从
屋
顶
歪
歪
曲
曲
升
上
去
的
炊
烟
，
它
们
都

红
了
。（
叔
父
の
家
の
屋
根
に
上
が
っ
て
、
許
三
觀
は
四
方
を
見
渡
し
た
。
空
は
は
る
か
遠

く
の
畑
の
あ
た
り
か
ら
廣
が
っ
て
、
ど
こ
ま
で
も
高
く
、
眞
っ
赤
に
染
ま
っ
て
い
る
。
遠

く
の
田
畑
に
も
そ
の
色
が
映
り
、
作
物
は
み
な
ト
マ
ト
の
よ
う
に
赤
く
見
え
た
。
そ
の
近

く
を
流
れ
る
河
も
、
く
ね
く
ね
と
續
く
細
い
衟
も
、
樹
木
、
草
ぶ
き
の
家
、
貯
水
池
、
そ

し
て
屋
根
か
ら
立
ち
上
る
炊
煙
も
、
す
べ
て
赤
く
色
づ
い
て
い
た（
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
七
〇

六
、
日
本
語
譯
、
英
語
譯
と
の
對
照

中
國
語
の
特
徵
を
よ
り
朙
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
日
本
語
譯
・
英
語
譯
と
の
對

照
も

單
に
行
っ
て
お
く
。
莫
言
の
『
赤
い
高
粱
』
か
ら
例
を
見
る
。

（
十
八
）
他
的
坟
头
上
已
经
枯
草
瑟
瑟
，
曾
经
有
一
个
光
屁
股
的
男
孩
牵
着
一
只

雪
白
的
山
羊
来
到
这
里
，
山
羊
不
紧
不
忙
地
啃
着
坟
头
上
的
草
，
男
孩
子
站
在
墓

碑
上
，
怒
气
冲
冲
地
撒
上
一
泡
尿
，
然
后
放
声
高
唱
；
（
枯
れ
草
が
風
に
震
え
る
こ

ろ
、
そ
の
墓
に
、
尻
を
丸
出
し
に
し
た
一
人
の
男
の
子
が
一
頭
の
ま
っ
白
な
山
羊
を
引
い

て
や
っ
て
き
た
。
山
羊
は
ゆ
っ
く
り
と
墓
の
上
の
草
を
は
む
。
男
の
子
は
墓
碑
の
上
に
立

ち
、
怒
り
に
ま
か
せ
て
地
べ
た
に
放
尿
し
て
か
ら
、
聲
は
り
あ
げ
て
う
た
っ
た（
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（
十
八
）
で
は
、
最
初
の
標
點
節
で
墓
と
そ
の
形
容
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第

一
標
點
節
が
場
所
と
し
て
提
示
さ
れ
、
第
二
標
點
節
で
男
の
子
が
山
羊
を
連
れ
て

來
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
第
三
標
點
節
で
は
第
二
標
點
節
で
出
て
き

た
山
羊
が
主
語
に
な
っ
て
い
る
。
續
く
第
四
標
點
節
か
ら
第
六
標
點
節
ま
で
は
男

の
子
を
主
語
と
す
る
動
詞
句
の
連
續
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
さ
れ
る
こ
と
で
、

「
墓
（
場
所
の
提
示
）
→
そ
の
墓
に
や
っ
て
く
る
男
の
子
と
山
羊
（
主
體
の
提
示
）
→

山
羊
の
動
作
→
墓
の
上
に
た
つ
男
の
子
→
そ
の
男
の
子
の
動
作
」
と
い
う
流
れ
が

一
つ
の
出
來
事
と
し
て
ま
と
め
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
山
羊
の
動
作
と

男
の
子
の
動
作
は
同
時
的
な
の
で
、
嚴
密
に
言
え
ば
先
ほ
ど
ま
で
の
例
と
は
や
や

異
な
っ
て
い
る
。
中
國
語
と
し
て
は
こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
空
閒
を
提
示
し
、
そ
こ

に
出
現
す
る
二
つ
の
も
の
を
提
示
し
た
ら
、
そ
の
二
つ
の
行
爲
を
一
つ
ず
つ
描

き
、
な
お
か
つ
そ
れ
を
一
つ
の
「
文
」
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
は
極
め
て
自
然
で

あ
る
。
流
れ
る
よ
う
な
敍
述
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
各
標
點
節
が
論
理
的
關
係
性

を
結
ん
だ
り
、
從
屬
的
な
關
係
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
竝
列
的
に
連
續

し
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
で
の
存
在
物
は
同
一
平
面
上
に
存
在
し
て
い
る
。
だ
が
、
歬
半
が
動
き
の
あ
る

描
寫
で
、
そ
の
流
れ
の
後
に
く
る
名
詞
句
の
連
續
で
あ
る
た
め
、
語
ら
れ
る
順
番

ご
と
に
描
寫
が
移
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
日
本
語
譯
の
よ
う
に
、「
主

語
＋
述
語
」
の
構
造
で
文
を
細
か
く
切
っ
て
い
く
と
、
論
理
的
に
說
朙
し
て
い
る

印
象
に
な
り
、
中
國
語
原
文
の
よ
う
な
印
象
は
生
ま
れ
な
い
。
中
國
語
の
印
象
を

そ
の
ま
ま
日
本
語
で
再
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

（
十
七
）
饭
店
看
上
去
没
有
门
，
门
和
窗
连
成
一
片
，
中
间
只
是
隔
了
两
根
木

条
，
许
三
观
他
们
就
是
从
旁
边
应
该
是
窗
户
的
地
方
走
了
进
去
，
他
们
坐
在
了
靠

窗
的
桌
子
前
，
窗
外
是
那
条
穿
过
城
镇
的
小
河
，
河
面
上
漂
过
去
了
几
片
青
菜
叶

子
。（
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
店
に
は
出
入
り
口
が
な
い
。
實
際
は
窓
と
つ
な
が
っ
て
い
て
、

二
本
の
棒
で
仕
切
っ
て
あ
る
だ
け
な
の
だ
。
許
三
觀
た
ち
は
わ
き
の
ほ
う
の
、
本
來
は
窓

で
あ
る
場
所
か
ら
入
り
、
窓
際
の
席
に
す
わ
っ
た
。
窓
の
外
に
、
町
な
か
を
流
れ
る
河
が

見
え
る
。
水
面
に
は
靑
菜
の
葉
が
漂
っ
て
い
た（

（2
（

。）

（
十
七
）
の
第
三
標
點
節
ま
で
は
靜
的
な
描
寫
で
あ
る
。
第
一
標
點
節
の
最
後

に
「
门
（
出
入
り
口
）」
が
提
示
さ
れ
、
第
二
標
點
節
は
そ
れ
と
關
連
す
る
「
门
和

窗
（
出
入
口
と
窓
）」
の
敍
述
、
第
三
標
點
節
は
第
二
標
點
節
で
提
示
さ
れ
た
も
の

の
一
部
分
に
焦
點
が
當
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
狀
況
設
定
の
中
に
第
四
標
點
節
で

は
登
場
人
物
・
許
三
觀
が
登
場
し
、
行
動
を
行
う
。
第
五
標
點
節
も
許
三
觀
の
行

動
で
あ
る
。
こ
の
第
四
、
五
標
點
節
で
時
閒
が
進
め
ら
れ
る
と
、
店
の
中
に
あ
る

窓
際
の
席
に
視
點
が
移
さ
れ
る
。
す
る
と
そ
の
先
の
敍
述
は
そ
の
窓
か
ら
見
え
る

河
に
移
り
、
さ
ら
に
そ
の
河
の
上
を
流
れ
る
靑
菜
に
焦
點
が
移
さ
れ
る
。
許
三
觀

の
行
動
以
外
は
靜
的
な
描
寫
で
あ
る
が
、
一
つ
の
流
れ
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
動
き
の
あ
る
描
寫
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



中
國
語
「
流
水
文
」
と
そ
の
修
辭
的
特
徵
に
つ
い
て

一
七
一

远
，
雾
像
海
水
愈
近
愈
汹
涌
，
父
亲
抓
住
余
司
令
，
就
像
抓
住
一
条
船
舷
。

余
司
令
の
服
の
は
し
を
つ
か
ん
で
、
父
は
驅
け
る
よ
う
に
兩
足
を
動
か
し
た
。

祖
母
の
姿
は
岸
の
よ
う
に
遠
ざ
か
り
、
霧
は
近
づ
く
に
つ
れ
て
海
水
の
よ
う
に
わ

き
た
っ
た
。
父
は
船
べ
り
を
つ
か
む
よ
う
に
、
余
司
令
に
つ
か
ま
っ
て
い
た
。

G
ripping tightly to Com

m
ander Yu ’s coat, he nearly flew

 dow
n 

the path on churning legs. G
randm

a receded like a distant shore 
as the approaching sea of m

ist grew
 m

ore tem
pestuous; holding 

on to Com
m

ander Yu w
as like clinging to the railing of a boat

（
（3
（.

（
十
九
）
の
最
初
の
文
「
父
亲
紧
紧
扯
住
余
司
令
的
衣
角
，
双
腿
快
速
挪
动
。」

で
は
、
中
國
語
で
は
「
父
亲
」
を
主
語
と
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
語

譯
で
は
、「
余
司
令
の
服
の
は
し
を
つ
か
ん
で
」
を
從
屬
節
に
し
、
主
語
の
「
父

は
」
を
「
驅
け
る
よ
う
に
兩
足
を
動
か
し
た
」
の
ほ
う
に
移
動
さ
せ
て
い
る
。
英

語
譯
を
見
る
と
、
從
屬
節
―
主
節
の
構
造
關
係
が
よ
り
朙
確
な
飜
譯
に
な
っ
て
い

る
の
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
問
題
は
原
文
で
言
え
ば
二
文
目
「
奶
奶
像
岸
愈
离
愈
远
，

雾
像
海
水
愈
近
愈
汹
涌
，
父
亲
抓
住
余
司
令
，
就
像
抓
住
一
条
船
舷
」
で
あ
る
。

日
本
語
譯
は
、
ま
ず
「
祖
母
の
姿
」
を
主
語
に
す
る
節
と
、「
霧
」
を
主
語
と
す

る
節
か
ら
な
る
文
を
作
っ
て
一
回
閉
じ
、
次
に
「
父
」
を
主
語
と
す
る
文
に
飜

譯
し
て
い
る
。
こ
の
構
造
で
は
、「
Ａ
は
Ｂ
、
Ｃ
は
Ｄ
」
と
い
う
の
が
一
文
目
、

二
文
目
は
「
Ａ
は
Ｂ
」
と
い
う
分
析
的
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
英
語
はas the 

approaching sea of m
ist grew

 ore tem
pestuous

と
、
日
本
語
が
「
霧
」

を
主
語
に
し
て
飜
譯
し
た
と
こ
ろ
を
完
全
な
從
屬
節
に
變
え
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
主
語
と
述
語
が
一
つ
ず
つ
か
ら
な
る
文
が
二
つ
に
飜
譯
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

以
外
の
要
素
は
す
べ
て
從
屬
す
る
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
文
の
中
國
語
は

「
祖
母
が
岸
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
遠
ざ
か
っ
て
離
れ
る
こ
と
」「
霧
が
海
水
の
よ
う

日
本
語
譯
で
は
、
第
一
標
點
節
を
「
枯
れ
草
が
風
に
震
え
る
こ
ろ
」
と
時
を
表

す
從
屬
節
に
し
て
第
二
標
點
節
に
つ
な
げ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
標
點
節
を
譯
し

終
え
た
と
こ
ろ
で
一
度
文
を
切
っ
て
い
る
。
第
二
標
點
節
で
表
さ
れ
る
「
山
羊
を

引
い
て
や
っ
て
き
た
」
こ
と
と
、
そ
の
山
羊
が
「
墓
の
上
の
草
を
は
む
こ
と
」
の

閒
に
は
從
屬
的
な
關
係
が
な
い
し
、
竝
列
的
な
關
係
も
な
い
た
め
、
日
本
語
と
し

て
は
こ
の
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

考
え
て
み
れ
ば
、
中
國
語
の
よ
う
に
あ
る
一
定
の
枠
內
で
起
こ
る
動
作
を
一
つ

の
ま
と
ま
り
と
考
え
る
の
は
必
ず
し
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
英
語
や
日
本

語
で
は
そ
う
し
た
ま
と
め
方
を
取
る
の
が
規
範
的
で
は
な
い
だ
け
で
あ
る
。
英
語

譯
で
は
ど
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

A
 bare-assed little boy once led a w

hite billy goat up to the 
w

eed-covered grave, and as it grazed in unhurried contentm
ent, 

the boy pissed furiously on the grave and sang out

（
（3
（: 

こ
の
英
語
譯
で
は
、「
尻
を
丸
出
し
に
し
た
男
の
子
」
が
一
貫
し
て
動
作
の
主

體
で
あ
り
、そ
の
動
作
が
い
く
つ
かand

で
連
結
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

英
語
で
も
一
つ
の
主
體
の
連
續
す
る
動
作
は
比
較
的
表
出
し
や
す
い
。
し
か
し
、

羊
の
動
作
は
從
屬
節
に
變
形
さ
せ
ら
れ
、
男
の
子
の
動
作
に
從
屬
す
る
形
に
な
っ

て
い
る
。
原
文
と
こ
の
英
語
譯
で
は
、
表
さ
れ
て
い
る
內
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
は
あ

る
が
、
修
辭
的
構
造
が
異
な
る
た
め
、
讀
ん
だ
と
き
の
感
觸
も
異
な
る
。
中
國
語

は
「
空
閒
提
示
→
そ
こ
に
現
れ
る
羊
と
少
年
→
羊
と
そ
の
動
作
→
少
年
の
動
作
」

と
、
竝
列
的
に
連
續
し
て
い
く
の
で
、
提
示
さ
れ
て
い
る
場
所
も
、
羊
の
動
作
も

背
景
化
さ
れ
て
い
な
い
。
敍
述
の
順
番
に
從
っ
て
、
竝
列
的
に
一
つ
ず
つ
そ
れ
を

讀
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
同
じ
く
莫
言
の
『
赤
い
高
粱
』
か
ら
も
う
一
例
見

る
。

（
十
九
）
父
亲
紧
紧
扯
住
余
司
令
的
衣
角
，
双
腿
快
速
挪
动
。
奶
奶
像
岸
愈
离
愈



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
七
二

（
都
市
で
は
使
わ
な
く
な
っ
た
車
が
、
補
修
の
行
き
屆
い
て
い
な
い
山
の
衟
を
走
っ
て
い

く
。）こ

の
書
き
換
え
た
方
は
、
埋
め
込
み
構
造
を
使
っ
て
お
り
、
連
續
構
造
を
と
っ

て
い
な
い
の
で
、「
流
水
文
」
に
は
な
っ
て
い
な
い
。「
Ａ
が
Ｂ
で
あ
る
よ
う
な
背

景
の
中
で
人
物
Ｃ
が
Ｄ
し
た
」
と
い
う
場
合
、
人
物
の
行
動
が
主
人
で
あ
っ
て
、

そ
れ
を
取
り
卷
く
も
の
は
從
屬
す
る
「
背
景
」
で
し
か
な
く
な
る
。
し
か
し
連
續

構
造
で
は
「
Ａ
で
、
Ｂ
で
、
Ｃ
で
、
Ｄ
」
と
い
う
形
を
と
り
、
す
べ
て
の
要
素
は

同
格
に
な
っ
て
し
ま
う
。
車
が
提
示
さ
れ
、
衟
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
流
れ
の
中
で

人
物
が
登
場
す
る
。
人
物
が
提
示
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
連
想
と
し
て
次
の
フ
レ

ー
ズ
で
は
そ
の
行
動
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
物
の

行
動
も
空
閒
の
動
き
の
中
に
溶
け
込
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
橋
本
が
擧
げ
る

別
の
例
も
、
本
稿
の
觀
點
か
ら
分
析
し
て
み
よ
う
。

（
二
一
）
你
于
是
来
到
了
这
乌
伊
镇
，（
人
物
→
行
動
→
烏
伊
鎭
）
一
条
铺
着
青
石

板
的
长
长
的
小
街
，（
烏
伊
鎭
の
靑
石
の
旉
か
れ
た
衟
）
你
就
走
在
印
着
一
道
深
深
的

独
轮
车
辙
的
石
板
路
上
，（
そ
の
衟
の
上
を
步
く
人
物
）
一
下
子
便
走
进
了
你
的
童

年
，（
步
く
→
過
去
へ
）
你
童
年
似
乎
待
过
的
同
样
古
旧
的
山
乡
小
镇
。（
そ
し
て
、

お
ま
え
は
こ
の
烏
伊
の
町
へ
や
っ
て
來
た
。
黑
い
石
を
旉
い
た
通
り
が
長
々
と
續
い
て
い

る
。
お
ま
え
は
手
押
し
車
の
轍
が
深
く
刻
ま
れ
た
石
疊
の
衟
を
步
い
て
い
る
う
ち
に
、
す

ぐ
子
供
時
代
の
記
憶
の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。
お
ま
え
は
ど
う
や
ら
、
こ
こ
と
同
じ
よ
う

な
山
閒
の
古
い
町
で
子
供
時
代
を
過
ご
し
た
ら
し
い
。）（
原
文
十
六
頁
、
日
本
語
譯
版
二

六
頁
） 　第

一
標
點
節
で
は
、
人
物
「
你
」
が
烏
伊
鎭
に
や
っ
て
き
た
こ
と
が
語
ら
れ

る
。
第
二
標
點
節
は
そ
の
烏
伊
鎭
の
黑
い
石
が
旉
か
れ
た
衟
が
名
詞
句
で
提
示
さ

れ
る
。
歬
に
出
て
來
た
要
素
の
詳
細
說
朙
（
も
し
く
は
一
部
分
）
を
名
詞
句
で
連
續

さ
せ
る
の
は
、
よ
く
あ
る
構
造
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
三
標
點
節
で
は
、
そ
の
衟
を

に
ど
ん
ど
ん
わ
き
た
つ
こ
と
」「
父
が
余
司
令
を
つ
か
ん
で
い
る
こ
と
」「
そ
の
樣

子
が
船
を
つ
か
ん
で
い
る
よ
う
」
で
あ
る
こ
と
の
四
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
比
較
的
獨

立
し
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
從
屬
し
て
い
な
い
。
從
屬
節
化
さ
れ
て
い
る
日
本
語
譯

や
英
語
譯
で
は
、
從
屬
節
部
分
は
背
景
情
報
と
な
る
が
、
原
文
は
そ
う
は
な
っ
て

い
な
い
。
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
國
語
原
文
を

讀
ん
だ
時
の
感
觸
と
、
日
本
語
・
英
語
譯
を
讀
ん
だ
時
の
感
觸
は
異
な
る
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
出
版
さ
れ
て
い
る
日
本
語
譯
や
英
語
譯
を
參
照
に
中
國
語

の
修
辭
的
特
徵
を
考
察
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
こ
の
譯
で
は
ま
ず
い
」
と

か
、「
別
の
譯
し
方
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
語
や
英

語
で
は
同
じ
よ
う
な
印
象
を
再
現
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
を
例
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
日
本
語
や
英
語
で
も
無
理
や
り
竝
列
構
造
に
變
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な

い
が
、
そ
の
場
合
に
は
稚
拙
な
印
象
に
な
っ
て
し
ま
う
。
個
別
言
語
の
規
範
は
表

現
方
法
を
規
定
す
る
し
、
そ
の
表
現
に
よ
っ
て
讀
者
の
讀
み
方
も
變
わ
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る（

（3
（

。
七
、
高
行
健
の
「
言
葉
の
流
れ
」

冐
頭
で
取
り
上
げ
た
と
お
り
、
高
行
健
の
特
徵
的
な
文
體
も
、
中
國
語
の
「
流

水
文
」
的
な
特
徵
を
應
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
冐
頭
に
擧
げ
た

（
一
）
は
「
お
ま
え
が
乘
っ
た
長
距
離
バ
ス
→
お
ん
ぼ
ろ
の
車
體
→
お
ん
ぼ
ろ
の

車
體
の
說
朙
→
で
こ
ぼ
こ
の
衟
」
と
描
寫
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
バ
ス
に
搖

ら
れ
、
山
閒
の
縣
城
に
至
る
こ
と
が
表
さ
れ
る
。
バ
ス
の
描
寫
も
衟
の
描
寫
も
埋

め
込
ま
れ
ず
、
一
つ
の
流
れ
の
中
で
語
ら
れ
る
し
、
後
半
の
移
動
を
表
す
動
詞
句

と
一
體
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
靜
的
な
描
寫
と
動
き
が
一
つ
の
言
葉
の
流
れ
の

中
で
表
さ
れ
る
。
橋
本
は
（
一
）
を
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
て
比
較
し
て
い
る
。

（
二
〇
）
城
市
里
淘
汰
下
来
的
车
子
在
保
养
得
极
差
的
山
区
公
路
上
走
过
去
。



中
國
語
「
流
水
文
」
と
そ
の
修
辭
的
特
徵
に
つ
い
て

一
七
三

步
く
人
物
の
行
動
が
描
か
れ
、
さ
ら
に
第
四
標
點
節
で
は
過
去
へ
と
步
き
入
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
の
流
れ
の
中
で
、
時
閒
的
な
展
開
も
行
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
の
第
五
標
點
節
で
は
烏
伊
鎭
を
說
朙
す
る
名
詞
句
に
戾
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
讀
者
と
し
て
も
第
一
標
點
節
で
「
你
」
が

烏
伊
鎭
に
步
き
入
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
次
に
そ
の
衟
を
認
知
し
た
と
思
う
と
、
そ

の
衟
を
步
く
「
你
」
が
フ
レ
ー
ム
イ
ン
し
て
く
る
。
さ
ら
に
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
效

果
の
よ
う
に
そ
の
畫
面
が
過
去
の
色
彩
を
帶
び
、
最
後
に
そ
の
烏
伊
鎭
の
說
朙
・

判
斷
が
續
く
と
い
う
流
れ
が
、
一
つ
の
言
葉
の
流
れ
で
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

八
、
ま
と
め

以
上
、「
流
水
文
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
な
文
の
修
辭
的
な
特
徵
を
分
析
し
て
き

た
。
中
國
語
で
は
、
複
雜
な
文
を
作
る
の
に
關
係
節
や
連
體
修
餝
の
よ
う
な
埋
め

込
み
や
、「（
背
景
と
な
る
）
從
屬
節
―
（
焦
點
と
な
る
）
主
節
」
の
よ
う
な
構
造
を

使
う
の
で
は
な
く
、
次
々
に
要
素
を
連
續
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
す
る
「
連

續
」
を
と
る
こ
と
が
多
い
。「
連
續
」
で
は
、
要
素
が
竝
列
的
に
竝
ん
で
い
く
の

で
、
そ
の
出
て
く
る
順
番
に
從
っ
て
讀
者
も
認
知
す
る
。
そ
の
歬
に
出
て
き
た
要

素
に
對
し
て
新
し
い
要
素
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
く
た
め
、
途
中
で
意
味
上
の
主

語
が
變
わ
っ
た
り
、
靜
態
的
な
描
寫
か
ら
動
態
的
な
描
寫
に
移
っ
た
り
も
す
る
。

こ
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
「
流
れ
る
水
の
よ
う
」
に
感
じ
る
要
因
で
あ

り
、「
流
水
文
」
な
る
名
稱
が
生
ま
れ
た
要
因
で
も
あ
る
。

作
家
は
、
新
た
な
表
現
を
模
索
す
る
も
の
の
、
個
別
言
語
に
お
け
る
文
法
や

表
現
の
習
慣
か
ら
自
由
で
は
な
い
。「
連
續
」
の
在
り
方
は
、
中
國
語
の
複
雜
な

「
文
」
を
考
え
る
上
で
、
文
法
的
に
も
表
現
論
的
に
も
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
な
る

追
求
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

㊟（
１
）　

高
行
健
『
靈
山
』（
天
地
圖
書
、
二
〇
〇
〇
年
）、『
靈
山
』（
飯
塚
容
譯
、
集
英
社
、

二
〇
〇
三
年
）、Soul M

ountain, translated by M
abel Lee, Flam

ingo, 
2001.

（
２
）　

橋
本
陽
介
「
高
行
健
の
『
靈
山
』
に
お
け
る
語
る
聲
の
流
動
と
「
言
葉
の
流
れ
」」

『
日
本
中
國
學
會
報
』（
六
十
集
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
３
）　

歬
揭
㊟（
２
）參
照
。

（
４
）　

呂
叔
湘
『
漢
語
語
法
分
析
問
題
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
七
九
年
、
二
七
頁
）。

（
５
）　

流
水
文
の
主
な
先
行
硏
究
と
し
て
は
、
胡
朙
揚
・
勁
鬆
「
流
水
句
初
探
」『
語
言

敎
學
與
硏
究
』（
一
九
八
九
年
第
四
朞
）、
吳
竟
存
・
梁
伯
樞
『
現
代
漢
語
句
法
結
構

與
分
析
』（
語
文
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
三
一
六
頁
―
三
五
一
頁
）、
沈
家
煊
「『
零

句
』
和
『
流
水
句
』—

 

爲
趙
元
任
先
生
誕
辰120

周
年
而
作
」『
中
國
語
文
』（
二

〇
一
二
年
第
五
朞
）、
王
洪
君
・
李
榕 

「
論
漢
語
語
篇
的
基
本
單
位
和
流
水
句
的
成

因
」『
語
言
學
論
叢
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
）、
王
文
斌
・
趙
朝
永
「
漢
語

流
水
句
的
分
類
硏
究
」『
當
代
修
辭
學
』（
二
〇
一
七
年
第
一
朞
）、
許
立
群
『
從
『
單

複
句
』
到
『
流
水
句
』』（
學
林
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
６
）　

橋
本
陽
介
「
中
國
語
書
き
言
葉
に
お
け
る
「
文
」
論
序
說
」『
お
茶
の
水
女
子
大

學
人
文
科
學
硏
究
』
一
五
卷
（
二
〇
一
九
年
、
一
六
一
―
一
七
二
頁
）、
橋
本
陽
介

「
現
代
中
國
語
に
お
け
る
時
閒
軸
に
沿
っ
て
繼
起
的
に
起
こ
る
出
來
事
と
連
續
構
造
」

『
お
茶
の
水
女
子
大
學
中
國
文
學
會
報
』
三
八
號
（
二
〇
一
九
年
、
一
―
一
八
頁
）。

（
７
）　G

ivón, Talm
y. G

ram
m

atical Relations : a functionalist perspective, 
John Benjam

ins Publishing com
pany.1997. p.55.

（
８
）　

㊟（
５
）、（
６
）歬
揭
論
文
他
、
橋
本
陽
介
「
中
國
語
に
お
け
る
性
質
・
狀
態
性
敍

述
を
含
む
連
續
構
造
」『
お
茶
の
水
女
子
大
學
人
文
科
學
硏
究
』
一
六
卷
（
二
〇
二

〇
年
、
一
四
三
―
一
五
五
頁
）

（
９
）　

歬
者
は
黃
錦
炎
譯
『
百
年
孤
獨
』（
漓
江
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
頁
）。
後
者



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
七
四

は
范
嘩
譯
『
百
年
孤
獨
』（
南
海
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
頁
）。
日
本
語
譯
は
ガ

ブ
リ
エ
ル
・
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
『
百
年
の
孤
獨
』（
鼓
直
譯
、
新
潮
社
、
一
九

九
九
年
、
五
頁
）
に
よ
る
。
な
お
、
原
文
で
は
「
太
っ
た
」
に
當
た
る
部
分
だ
け
が

歬
置
修
餝
の
形
容
詞
、
髭
が
ぼ
う
ぼ
う
で
あ
る
こ
と
と
手
が
雀
の
よ
う
で
あ
る
こ
と

は
歬
置
詞de

で
導
か
れ
た
節
、
そ
れ
以
外
は
關
係
節
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
語
順

と
し
て
は
後
者
の
方
が
近
い
が
、
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
點
で
は
歬
者
の
ほ
う

が
近
い
。

（
10
）　

中
國
語
は
Ｓ
Ｖ
Ｏ
言
語
の
中
で
は
類
型
論
的
に
唯
一
、
連
體
修
餝
・
關
係
節
が
歬

置
さ
れ
る
と
さ
れ
た
（
劉
丹
靑
編
『
名
詞
性
斷
語
的
類
型
學
硏
究
』
商
務
印
書
館
、

二
〇
一
二
年
、
邦
譯
は
『
中
國
語
名
詞
性
フ
レ
ー
ズ
の
類
型
學
的
硏
究
』
山
田
留
里

子
他
譯
、
日
中
言
語
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
他
。
し
か
し
沈
家
煊
歬
揭
㊟

（
５
）論
文
で
は
、
中
國
語
で
は
實
際
に
は
長
い
連
體
修
餝
語
が
使
わ
れ
る
よ
り
も
、

「
流
水
文
」
の
形
で
修
餝
さ
れ
る
要
素
が
後
ろ
に
續
く
こ
と
が
多
く
、
そ
う
す
る
と

類
型
論
的
な
矛
盾
も
解
消
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
の
言
い
方
で
言
え
ば
、
埋

め
込
み
は
歬
置
さ
れ
る
が
、「
連
續
」
で
は
後
置
さ
れ
る
。
長
い
連
體
修
餝
語
が
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
わ
ゆ
る
歐
化
語
法
で
あ
る
（
謝
耀
基
『
現
代
漢
語
歐

化
語
法
槪
論
』
光
明
圖
書
公
司
、
一
九
九
〇
年
）。

（
11
）　

莫
言
『
紅
高
粱
家
族
』（
南
海
出
版
公
司
、
一
九
九
九
年
、
五
頁
）、
日
本
語
譯
は

井
口
晃
譯
『
赤
い
高
粱
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
、
九
頁
）。

（
12
）　

王
小
波
『
黃
金
時
代
』（
北
京
十
⺼
文
藝
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、
三
頁
）、
日
本

語
譯
は
櫻
庭
ゆ
み
子
譯
『
黃
金
時
代
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
三
頁
）。

（
13
）　

日
本
語
と
中
國
語
の
修
餝
語
を
巡
る
對
照
硏
究
と
し
て
は
堀
江
薰
・
プ
ラ
シ
ャ
ン

ト
・
パ
ル
デ
シ
『
言
語
の
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
』（
硏
究
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
小
野
秀

樹
「
中
國
語
に
お
け
る
連
體
修
餝
句
の
意
味
機
能
」『
木
村
英
樹
敎
授
還
曆
記
念 

中

國
語
文
法
論
叢
』（
白
帝
社
、
二
〇
一
三
年
）、
陳
風
『
連
體
修
餝
の
日
中
對
照
硏
究

―
限
定
的
修
餝
を
中
心
に
―
』（
牧
歌
舍
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。
ま
た
、
楊
凱
榮

『
中
國
語
學
・
日
中
對
照
論
考
』（
白
帝
社
、
二
〇
一
八
年
、
二
四
九
―
二
七
八
頁
）

で
は
、
日
本
語
の
ほ
う
が
連
體
修
餝
を
用
い
や
す
い
理
由
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い

る
。
中
國
語
で
は
「
連
續
」
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
が
日
本
語
で
は
連
體
修
餝
・

連
用
修
餝
に
譯
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
方
が
日
本
語
と
し
て
自
然
と
い
う

意
識
が
働
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
14
）　

例
え
ば
、
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
複
雜
な
社
會
ほ
ど
從
屬
節
に
依
存
し
が
ち
で
あ
る

と
し
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
、
ア
ッ
カ
ド
語
、
聖
書
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
な
ど
、
古
代
の
敍
述

體
で
は
從
屬
節
が
未
發
逹
な
た
め
に
出
來
事
を
時
閒
順
に
竝
べ
る
し
か
な
く
、
單
純

で
眠
氣
を
さ
そ
う
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
（
ガ
イ
・
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
『
言
語
が

違
え
ば
、
世
界
も
違
っ
て
見
え
る
わ
け
』
椋
田
直
子
譯
イ
ン
タ
ー
シ
フ
ト
、
二
〇
一

二
年
、
一
四
九
―
一
五
九
頁
）。

（
15
）　
『
三
國
演
義
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
七
三
年
第
三
版
、
二
頁
）。
譯
は
引
用

者
。

（
16
）　

も
ち
ろ
ん
、
通
時
的
な
硏
究
も
必
要
と
な
る
。
た
だ
し
、
言
語
學
的
な
方
法
を
用

い
る
以
上
、
通
時
的
硏
究
と
共
時
的
硏
究
を
一
本
の
論
文
で
同
時
に
行
う
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
通
時
的
な
記
述
は
行
わ
な
い
。
現
在
の
句
讀
點
の
規

範
は
五
四
時
朞
以
降
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
歬
に
は
使
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
は
い
え
、
句
讀
點
が
使
わ
れ
始
め
て
か
ら
は
、
そ
の
存
在
を
輕
視
す
る
べ
き

で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
記
號
は
「
こ
の
よ
う
に
讀
む
よ
う
に
」
と
の
指
定
で
あ

り
、
讀
者
も
そ
の
指
定
の
通
り
に
讀
む
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
現
在
の
句
讀
點

の
規
範
が
成
立
し
て
か
ら
の
テ
ク
ス
ト
を
特
に
問
題
と
す
る
。

（
17
）　
『
紅
高
粱
家
族
』
九
頁
、
日
本
語
譯
版
十
七
頁
。

（
18
）　

歬
揭
㊟（
２
）論
文
で
は
「
曖
昧
な
中
閒
節
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
19
）　

韓
少
功
『
爸
爸
爸
』（
山
東
文
藝
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
〇
〇
頁
）、
加
藤
三

由
紀
譯
「
爸
爸
爸
」『
現
代
中
國
短
編
集
』（
藤
井
省
三
編
、
平
凢
社
、
一
九
九
八

年
、
二
五
七
頁
）。 



中
國
語
「
流
水
文
」
と
そ
の
修
辭
的
特
徵
に
つ
い
て

一
七
五

（
20
）　

閻
連
科
『
炸
裂
志
』（
河
南
文
藝
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
四
一
頁
）、
泉
京
鹿
譯

『
炸
裂
志
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
六
年
、
五
六
頁
）。
な
お
、
日
本
語
譯
で
は

吳
鄕
長
と
な
っ
て
い
る
が
、
參
照
に
し
た
原
文
に
合
わ
せ
て
變
更
し
た
。

（
21
）　
『
炸
裂
志
』
五
六
頁
、
日
本
語
譯
版
七
五
頁
。

（
22
）　

阿
城
「
孩
子
王
」『
棋
王
』（
作
家
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
九
頁
）、
立
閒
祥

介
譯
「
中
學
敎
師
」『
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
』（
德
閒
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
九
六
頁
）。

（
23
）　

劉
震
雲
「
溫
故
一
九
四
二
年
」『
劉
震
雲
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、

三
一
三
頁
）、
劉
燕
子
譯
・
竹
內
實
監
修
『
溫
故
一
九
四
二
年
』（
中
國
書
店
、
二
〇

〇
六
年
、
一
二
頁
）。

（
24
）　

史
鐵
生
「
我
的
遙
遠
的
淸
平
灣
」『
插
隊
的
故
事
』(

山
東
文
藝
出
版
社
、
二
〇
〇

一
年
、
六
十
頁)

、
松
井
博
光
他
譯
「
わ
が
遙
か
な
る
淸
平
灣
」『
史
鐵
生
』（
現
代

中
國
文
學
選
集
三
、
德
閒
書
店
、
一
九
八
七
年
、
一
三
頁
）。

（
25
）　
『
紅
高
粱
家
族
』
十
四
頁
、
日
本
語
譯
版
二
六
頁
。

（
26
）　

村
上
春
樹
『1Q

84

』（book1

歬
編
、
新
潮
文
庫
、
二
〇
一
二
年
、
三
二
頁
）、

施
小
煒
譯
『1Q

84

』（
南
海
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
二
頁
）。

（
27
）　
「
紅
粉
」
八
十
頁
、
日
本
語
譯
版
三
二
九
頁
。

（
28
）　

余
華
『
許
三
觀
賣
血
記
』（
南
海
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
二
頁
）、
飯
塚
容
譯

『
血
を
賣
る
男
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
三
年
、
四
―
五
頁
）。 

（
29
）　
『
許
三
觀
賣
血
記
』
十
三
頁
、
日
本
語
譯
版
十
六
頁
。

（
30
）　
『
紅
高
粱
家
族
』
一
頁
、
日
本
語
譯
版
三
頁
。

（
31
）　Red Sorghum

, translated by H
ow

ard G
oldblatt, arrow

 books, 
2003, pp.3-4.

（
32
）　
『
紅
高
粱
家
族
』
一
頁
、
日
本
語
譯
版
三
頁
、
英
語
版
三
頁
。

（
33
）　

飜
譯
事
例
を
竝
べ
る
の
は
、
個
別
的
な
事
象
で
あ
り
、
常
に
成
立
す
る
こ
と
で
は

な
い
。
言
語
學
的
な
「
對
照
」
だ
け
を
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
な
ら
、
こ
の
よ
う
な

論
は
㊜
切
で
は
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
文
學
的
な
飜
譯
論
は
、
個
別

的
な
事
例
や
そ
の
解
釋
を
重
視
す
る
。
本
稿
が
則
る
方
法
に
つ
い
て
は
橋
本
陽
介

『
物
語
に
お
け
る
時
閒
と
話
法
の
比
較
詩
學
』（
水
聲
社
、
二
〇
一
四
年
）、
橋
本
陽

介
「
中
國
語
書
き
言
葉
に
お
け
る
「
文
」
論
序
說
」『
お
茶
の
水
女
子
大
學
人
文
科

學
硏
究
』
一
五
卷
（
二
〇
一
九
年
、
一
六
一
―
一
七
二
頁
）
を
參
照
の
こ
と
。
言
語

學
的
な
對
照
は
本
稿
と
は
別
に
行
う
も
の
で
あ
る
。

※
な
お
、
本
稿
は
科
學
硏
究
費
補
助
金
（
課
題
番
號19K20785

）
の
助
成
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。



一
七
六

は
じ
め
に

　

宋
・
黃
庭
堅
（
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
、
號
は
山
谷
。
以
下
、
山
谷
と
稱
す
）
の
詩

集
『
山
谷
黃
先
生
大
全
詩
註
』
二
十
卷
と
、
書
名
・
版
式
は
異
な
る
が
、
ほ
ぼ
同

內
容
の
『
山
谷
詩
集
㊟
』
二
十
卷
目
錄
一
卷
は
、
本
邦
の
南
北
朝
時
代
に
五
山
版

が
開
版
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
應
仁
の
亂
（
一
四
六
七
～
一
四
七
七
）
歬
後
に
は
山
谷

詩
が
流
行
し（

１
）、

歬
揭
の
詩
集
を
底
本
と
し
た
抄
物
が
誕
生
し
た
。
抄
物
は
、
解
說

文
で
あ
る
抄
文
を
主
に
假
名
文
で
構
成
す
る
假
名
抄
、
主
に
漢
文
で
構
成
す
る
漢

文
抄
に
大
別
さ
れ
る
。
山
谷
詩
抄
物
は
、
中
世
の
山
谷
詩
解
釋
史
の
實
態
を
知
る

た
め
の
材
料
で
あ
る
。
山
谷
詩
漢
文
抄
は
、
抄
者
の
生
年
が
早
い
順
に
以
下
の
三

點
が
現
存
す
る
。

①
『
帳
中
香
』
…
抄
者
は
、
相
國
寺
の
萬
里
集
九（

２
）（

一
四
二
八
～
？
）
で
あ
る
。

　

成
立
は
、延
德
元
年
（
一
四
八
九
）
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
自
筆
本
は
現
存
せ
ず
、

寫
本
及
び
慶
長
・
元
和
年
閒
の
古
活
字
本
が
多
數
現
存
す
る
。
底
本
に
は
、
公

益
財
團
法
人
東
洋
文
庫
所
藏
本
の
寫
本
を
用
い
た
。

②
『
山
谷
幻
雲
抄
』
…
抄
者
は
、
建
仁
寺
の
⺼
舟
壽
桂
（
？
～
一
五
三
三
、
別
號
は

幻
雲
）
で
あ
る
。
自
筆
本
は
現
存
し
な
い
が
、
林
宗
二
（
一
四
九
八
～
一
五
八
一
）

に
よ
る
書
寫
本
が
建
仁
寺
兩
足
院
に
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
嘯
岳
鼎
虎
（
一
五

二
八
～
一
五
九
九
）
が
書
寫
し
た
も
の
が
山
口
市
の
洞
春
寺
に
あ
る
。
底
本
に

は
兩
足
院
所
藏
本
を
用
い
た
。
以
下
、『
幻
雲
抄
』
と
稱
す
。

③
『
山
谷
詩
集
㊟
』
…
抄
者
は
、
東
福
寺
の
彭
叔
守
仙
（
一
四
九
〇
～
一
五
五
五
）

で
あ
る
。
彭
叔
の
自
筆
本
は
、
市
立
米
澤
圖
書
館
の
藏
書
で
あ
る
。
所
藏
先
の

名
稱
か
ら
、
以
下
、『
米
澤
抄
』
と
稱
す
。

　

彭
叔
の
別
集
『
猶
如
昨
夢
集
』（
東
福
寺
善
慧
院
所
藏
、
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
に

寫
眞
・
謄
寫
本
あ
り
）
卷
中
に
は
「
癸
未
」
す
な
わ
ち
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
の

年
記
を
も
つ
「
跋
所
鈔
黃
山
谷
詩
集
」
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
彭
叔
は
、
永

正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
か
ら
大
永
三
年
に
か
け
て
の
十
年
閒
の
自
身
の
山
谷
詩

硏
究
の
成
果
に
加
え
、
萬
里
『
帳
中
香
』
か
ら
十
中
八
九
、
⺼
舟
祕
藏
本
か
ら
餘

す
所
な
く
筆
寫
し
て
、
自
身
の
山
谷
詩
抄
を
成
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
幸
運
に
も
、
山
谷
詩
漢
文
抄
は
抄
出
關
係
が
朙
確
な
も
の
が
揃
っ

て
現
存
す
る
一
方
、
歬
揭
の
五
山
版
に
も
禪
僧
の
說
の
書
入
れ
が
あ
る
。

　

阿
部
隆
一
氏
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
藏
本
『（
黃
）
山
谷
詩
集
㊟
』（
以
下
、
大

東
急
本
と
稱
す
）
書
入
れ
に
は
、『
帳
中
香
』
抄
者
、
萬
里
と
そ
の
先
人
、
惟
肖
得

巖
・
瑞
溪
周
鳳
（
と
も
に
後
述
）
の
說
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
部
の
補
紙
に
『
米
澤

西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

　
　

―
黃
山
谷
詩
漢
文
抄
と
の
關
わ
り
か
ら

�

大
島
繪
莉
香



西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

一
七
七

瀨
本
書
入
れ
を
參
照
す
る
こ
と
で
、
山
谷
詩
漢
文
抄
成
立
以
歬
の
禪
僧
の
說
を
㊜

切
に
把
握
で
き
、
さ
ら
に
漢
文
抄
と
照
合
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
が
い
か
に
漢
文

抄
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
か
を
檢
證
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

一
、
岩
瀨
本
の
概
要

　

岩
瀨
本
は
、
本
編
二
十
卷
目
錄
一
卷
の
計
十
一
册
が
現
存
し
、
各
册
冐
頭
に

「
攝
州
松
雲
峰
天
滿
寒
山
寺
」、
各
册
末
尾
に
「
英
岳
」・「
禪
雄
」（
と
も
に
未
詳
）

の
印
記
を
㊒
す
。
印
記
の
「
攝
州
松
雲
峰
天
滿
寒
山
寺
」
は
、
大
阪
府
箕
面
市
に

あ
る
、
臨
濟
宗
妙
心
寺
派
、
松
雲
峰
寒
山
寺
を
指
し
て
い
よ
う（

（1
（

。

　

ま
た
、
岩
瀨
本
二
册
目
に
相
當
す
る
卷
一
・
二
、
十
一
册
目
に
相
當
す
る
卷
十

九
・
二
十
に
限
っ
て
は
、
五
山
版
の
形
態
を
模
し
た
寫
本
で
あ
り
、
川
瀨
氏
が
こ

れ
ら
補
寫
部
分
を
全
て
「
室
町
時
代
補
寫（

（1
（

」
と
す
る
一
方
、
西
尾
市
岩
瀨
文
庫

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
試
運
轉（

（1
（

）
は
、
二
册
目
を
室
町

頃
、
十
一
册
目
を
近
世
初
朞
頃
の
補
寫
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
岩
瀨
本
卷
一
～
六
の
行
閒
・
上
欄
・
下
欄
に
は
書
入
れ
が
あ
り
、
同

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
室
町
朞
の
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
の
見
立
て

で
は
、
岩
瀨
本
の
補
寫
部
分
の
卷
一
・
二
と
五
山
版
そ
の
も
の
で
あ
る
卷
三
～
六

に
お
け
る
書
入
れ
は
同
筆
で
あ
る
た
め
、
第
二
册
の
補
寫
の
後
に
、
卷
一
～
六
に

書
入
れ
が
行
わ
れ
た
と
推
測
す
る
。

　

他
に
、
數
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
本
編
二
十
卷
の
詩
全
篇
に
訓
點
が
附
さ
れ

て
お
り
、
書
入
れ
よ
り
も
細
字
の
も
の
と
、
書
入
れ
と
同
筆
で
あ
ろ
う
も
の
と
が

混
在
し
て
い
る
。
山
谷
の
詩
句
に
あ
る
一
字
に
對
し
、
細
字
は
右
訓
、
書
入
れ
と

同
筆
で
あ
ろ
う
訓
點
は
左
訓
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
の
逆
は
確
認
で

き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
細
字
を
避
け
て
、
書
入
れ
と
同
筆
で
あ
ろ
う
訓
點
が
加
え

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
後
揭
の
岩
瀨
本
書
影
參
照
）。
し
か
し
、
書
入
れ
に
は
岩
瀨

抄
』
抄
者
、
彭
叔
の
自
筆
と
思
わ
れ
る
書
入
れ
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る（

３
）。

　

川
瀨
一
馬
氏
は
、
五
山
版
の
硏
究
で
、
山
谷
詩
五
山
版
の
各
所
藏
先
及
び
現
存

す
る
册
數
、
印
記
、
書
入
れ
等
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る（

４
）。

そ
の
中
で
、
書
入
れ

が
多
い
も
の
と
し
て
、『
山
谷
黃
先
生
大
全
詩
註
』
の
穗
久
邇
文
庫
藏
本
、『
山
谷

詩
集
㊟
』
の
大
東
急
本
、
東
洋
文
庫
藏
本
十
一
册
本（

５
）を

擧
げ
て
い
る
。

　

柳
田
征
司
氏
は
、
漢
籍
に
お
け
る
假
名
交
じ
り
の
書
入
れ
に
着
目
し
、
書
入
れ

假
名
抄
と
命
名
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
性
格
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
書
入
れ
（
後
に
獨

立
し
た
假
名
抄
に
成
長
す
る
も
の
を
含
む
）、
ま
た
、
既
に
成
立
し
た
假
名
抄
か
ら
拔

書
し
た
も
の
の
二
種
類
に
大
別
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
大
東
急
本
書
入
れ
を
後
者

に
分
類
し
て
い
る（

６
）。

阿
部
氏
の
ご
指
摘
と
倂
せ
て
鑑
み
る
と
、
大
東
急
本
書
入
れ

は
、
彭
叔
に
關
す
る
も
の
を
除
く
と
、『
帳
中
香
』
成
立
と
ほ
ぼ
同
時
朞
で
あ
っ

た
か
、
そ
れ
以
降
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
山
谷
詩
五
山
版
の
書
入
れ
に
つ
い
て
、
歬
揭
以
外
の
硏
究
は
、
今
の

所
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。　

　

目
下
の
所
、
筆
者
が
確
認
し
た
山
谷
詩
五
山
版
は
、
市
立
米
澤
圖
書
館
藏
本
、

東
洋
文
庫
藏
本
、
西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
本
（
以
下
、
岩
瀨
本
と
稱
す
）、
大
東
急
本

で
あ
る（

７
）。

書
入
れ
年
代
が
異
な
る
こ
れ
ら
の
內
、
書
入
れ
に
お
け
る
（
１
）
禪
僧

の
號
や
字
を
冠
す
る
說
が
一
定
數
あ
り
、
な
お
か
つ
（
２
）
說
者
が
『
帳
中
香
』

抄
者
、
萬
里
よ
り
も
上
の
世
代
に
限
ら
れ
る
唯
一
の
も
の
と
し
て
、
本
稿
で
は
、

岩
瀨
本
を
と
り
あ
げ
る
。
市
立
米
澤
圖
書
館
藏
本
と
東
洋
文
庫
藏
本
は
、
條
件

（
１
）
を
滿
た
さ
ず
、
大
東
急
本
は
、
條
件
（
２
）
を
滿
た
さ
な
い
。

　

筆
者
は
、
岩
瀨
本
書
入
れ
と
現
存
す
る
山
谷
詩
漢
文
抄
と
の
閒
に
、
直
接
の
抄

出
關
係
が
あ
っ
た
と
想
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
土
井
洋
一
氏
が
、
書

入
れ
假
名
抄
を
、
假
名
抄
成
立
解
朙
の
た
め
の
考
察
の
對
象
と
し
て
見
迯
せ
な
い

と
述
べ
て
い
た
の
を（

８
）、

岩
瀨
本
と
山
谷
詩
漢
文
抄
と
で
應
用
し
た
ら
ど
う
か（

９
）。

岩



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
七
八

牙
を
送
ら
る
る
を
謝
す
）
に
あ
る
、「
愚
按
」
と
冠
す
る
說
の
存
在
で
あ
る
。
岩
瀨

本
（
七
葉
表
）
は
、
同
詩
の
第
五
聯
「
中
人
傳
賜
夜
未
央
、
雨
露
恩
光
照
宮
燭
」

（
中
人　

賜
を
傳
へ　

夜
未
だ
央つ

き
ず
、
雨
露
の
恩
光　

宮
燭
を
照
ら
す
）
に
對
し
、「
愚

按　
ル
ニ、

蓋
夜
未
央
閒
賜
茶
、
則
必
可
點
宮
燭
。」（
愚　

按
ず
る
に
、
蓋
し
夜
の
未
だ
央

き
ざ
る
閒
に
茶
を
賜
は
れ
ば
、
則
ち
必
ず
宮
燭
を
點
ず
べ
し
。）
と
し
て
い
る
。
一
人
稱

「
愚
」
を
用
い
て
「
愚
按
」
と
冠
す
る
同
說
は
、
岩
瀨
本
の
書
入
れ
手
、
あ
る
い

は
岩
瀨
本
が
抄
出
し
た
祖
本
の
抄
者
の
特
定
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て

同
說
は
、『
帳
中
香
』
で
は
「
先
輩
」
と
冠
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
た
め
、
岩
瀨

本
の
「
愚
」
は
、『
帳
中
香
』
抄
者
、
萬
里
の
「
先
輩
」、
す
な
わ
ち
萬
里
よ
り
も

年
代
の
早
い
禪
僧
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

第
二
に
、
岩
瀨
本
卷
一
「
平
陰
張
澄
居
士
隱
處
三
詩
」（
平
陰　

張
澄
居
士
の

隱
處　

三
詩
）
に
あ
る
、「
口
義
」
か
ら
と
す
る
說
一
條
の
存
在
で
あ
る
。『
幻
雲

抄
』
抄
者
で
あ
る
⺼
舟
は
、
山
谷
詩
半
漢
文
半
假
名
抄
で
あ
る
『
黃
氏
口
義
』
も

編
ん
で
い
る
。
岩
瀨
本
（
二
三
葉
裏
）
に
あ
る
「
口
義
」
が
『
黃
氏
口
義
』
で
あ

れ
ば
、
岩
瀨
本
書
入
れ
を
漢
文
抄
成
立
以
歬
の
準
抄
物
と
す
る
筆
者
の
假
說
が
成

り
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
同
說
は
『
黃
氏
口
義
』
に
は
み
え
な
い
。

　

山
谷
の
該
詩
は
三
首
の
連
作
で
あ
り
、
副
題
「
仁
亭
」「
復
庵
」「
亨
泉
」
は
、

該
詩
を
送
ら
れ
た
張
澄
の
隱
處
の
名
で
あ
ろ
う
。
岩
瀨
本
の
第
一
首
目
の
副
題

「
仁
亭
」
以
下
に
は
、
副
題
の
順
序
に
つ
い
て
『
易
』
の
卦
を
も
と
に
議
論
す

る
、「
口
義
」
か
ら
と
す
る
說
が
あ
り
、「
口
義
、
或
者
曰
、
依
復
卦
語
、
復
菴
亨

泉
仁
亭
、
如
此
可
編
。
今
先
仁
亭
誤
矣
。」（
口
義
、
或
者
曰
は
く
、
復
卦
の
語
に
依

り
て
、
復
菴
・
亨
泉
・
仁
亭
は
、
此
の
如
く
編
ず
べ
し
。
今　

仁
亭
を
先
ん
ず
る
は
誤
れ

り
。）
と
し
て
い
る
。
傍
線
部
は
、『
帳
中
香
』（
七
十
葉
表
）
及
び
『
幻
雲
抄
』（
四

七
葉
表
）
と
の
一
致
箇
所
で
あ
る
。
岩
瀨
本
が
「
口
義
、
或
者
」
と
冠
す
る
の
に

對
し
、『
帳
中
香
』
は
「
或
曰
」
と
冠
し
、『
幻
雲
抄
』
は
「
雙
桂
曰
」
と
冠
す
る

本
の
訓
點
（
左
右
と
も
に
）
に
對
す
る
見
解
が
な
く
、
ま
た
、
岩
瀨
本
の
訓
點
が

全
篇
に
あ
り
な
が
ら
、
書
入
れ
が
あ
る
卷
數
は
卷
一
～
六
に
限
ら
れ
る
た
め
、
訓

點
の
具
體
的
な
書
入
れ
時
朞
の
特
定
は
控
え
た
い
。

　

岩
瀨
本
卷
一
～
六
の
書
入
れ
の
う
ち
、
卷
四
を
除
き
、
禪
僧
の
號
や
字
を
冠
す

る
說
が
、
計
七
十
一
條
あ
る
。
以
下
、
生
年
の
早
い
禪
僧
か
ら
列
擧
す
る
。

　
「
樵
☃
」・「
樵
」・「
雙
桂
」
は
計
四
條
あ
り
、
惟
肖
得
巖
（
一
三
六
〇
～
一
四
三

七
）
で
あ
る
。「
樵
☃
」「
樵
」
は
そ
の
別
號
（
あ
る
い
は
蕉
☃
）
で
あ
り
、「
雙
桂
」

は
、
晚
年
に
隱
棲
し
た
南
禪
寺
少
林
院
雙
桂
軒
に
ち
な
む
。

　
「
心
田
」
は
三
條
あ
り
、
心
田
淸
播
（
一
三
七
五
～
一
四
四
七
）
で
あ
る
。
心
田

は
歬
揭
の
瑞
溪
と
も
交
流
が
あ
り
、
瑞
溪
の
日
記
『
臥
雲
日
件
錄
』
の
拔
粹
で
あ

る
『
臥
雲
日
件
錄
拔
尤（

（1
（

』
に
も
そ
の
名
歬
が
數
々
確
認
で
き
る
。

　

岩
瀨
本
書
入
れ
に
お
い
て
最
も
多
い
、
計
六
十
一
條
の
「
刻
」
は
、
瑞
溪
周
鳳

（
一
三
九
一
～
一
四
七
三
）
の
別
號
、
刻0

楮
子
の
こ
と
で
あ
る
。
瑞
溪
は
等
持
寺
・

相
國
寺
を
歷
住
し
、
相
國
寺
崇
壽
院
・
鹿
苑
院
の
塔
主
等
を
經
た
。

　
「
希
」
は
一
條
あ
り
、
希
世
靈
彥
（
一
四
〇
三
～
一
四
八
八
）
を
指
す
。

　
「
☃
蕉
」
は
二
條
あ
り（

（1
（

、蘭
坡
景
茝
（
一
四
一
九
～
一
五
〇
一
）
の
別
號
で
あ
る
。

　

右
の
五
禪
僧
は
、
い
ず
れ
も
現
存
す
る
最
古
の
山
谷
詩
漢
文
抄
『
帳
中
香
』
抄

者
、
萬
里
よ
り
も
年
代
の
早
い
禪
僧
で
あ
り
、
惟
肖
を
頂
點
と
し
た
師
承
關
係
が

あ
っ
た（

（1
（

。
す
な
わ
ち
、
岩
瀨
本
書
入
れ
に
あ
る
禪
僧
の
說
は
、
山
谷
詩
漢
文
抄

が
成
立
す
る
以
歬
の
惟
肖
を
中
心
と
す
る
集
團
の
說
の
蒐
集
、
あ
る
い
は
そ
れ

（
ら
）
の
拔
書
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
換
言
す
れ
ば
、
岩
瀨
本
書
入
れ
は
、
現
存
す
る
山
谷

詩
漢
文
抄
が
成
立
す
る
以
歬
の
、
準
抄
物

0

0

0

（
柳
田
氏
が
い
う
と
こ
ろ
の
、
書
入
れ
假

名
抄
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
筆
者
が
岩
瀨
本
を
準
抄
物
と
看
做
す
根
據
に
は
、
他
に
三
つ
あ
る
。

　

第
一
に
、
岩
瀨
本
卷
二
の
山
谷
詩
「
謝
送
碾
壑
源
揀
牙
」（
碾
せ
し
壑
源
の
揀



西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

一
七
九

の
が
七
條
、
❸
說
が
似
通
う
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
一
致
す
る
が
、『
幻
雲
抄
』

で
は
說
者
が
朙
記
さ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
說
者
が
「
或
云
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の

が
四
條
、
❹
說
も
說
者
も
一
致
す
る
も
の
が
五
十
條
あ
る
。

  

一
方
、
岩
瀨
本
書
入
れ
と
『
帳
中
香
』
の
一
致
率
は
低
い
。
分
類
が
困
難
で
あ

る
た
め
、
各
條
數
は
示
さ
な
い
が
、
❶
❷
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
❸
で
は
、
特

に
岩
瀨
本
に
お
い
て
瑞
溪
の
號
を
冠
す
る
說
と
類
似
し
た
說
が
、『
帳
中
香
』
で

は
瑞
溪
の
號
を
冠
し
な
い
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
說
は
卷
一
と
卷
六
に
集
中
し
て
い

る
。
一
方
、
說
も
說
者
も
一
致
す
る
❹
は
、
三
條
と
少
な
い
。

　

岩
瀨
本
書
入
れ
を
漢
文
抄
と
比
較
し
た
結
果
、
說
と
說
者
の
兩
方
が
一
致
す
る

の
は
、『
帳
中
香
』
は
三
條
、『
幻
雲
抄
』
は
五
十
條
で
あ
っ
た
。

　

な
ぜ
、
岩
瀨
本
書
入
れ
に
あ
る
說
の
多
く
が
、
よ
り
成
立
の
早
い
萬
里
『
帳
中

香
』
よ
り
も
、
⺼
舟
『
幻
雲
抄
』
と
一
致
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
、
具
體

的
な
書
入
れ
と
漢
文
抄
と
の
比
較
を
行
い
な
が
ら
考
え
た
い
。

三
、
岩
瀨
本
書
入
れ
に
お
け
る
禪

の
檢
討

　
　
　
　

ー
漢

抄
と
の
比

　

本
節
で
は
、
岩
瀨
本
書
入
れ
の
說
の
內
容
を
分
類
し
、
特
に
着
目
す
べ
き
、
句

法
に
關
す
る
說
、
任
淵
㊟
に
對
す
る
疑
義
の
計
二
條
を
と
り
あ
げ
て
、
漢
文
抄
に

あ
る
說
と
比
較
し
、
い
か
に
展
開
し
た
か
を
論
じ
る
。『
山
谷
詩
集
㊟
』
の
詩
・

㊟
は
岩
瀨
本
を
用
い
、
抄
物
飜
刻
の
句
讀
點
は
私
に
附
し
た
。

　

岩
瀨
本
に
あ
る
、
禪
僧
の
號
や
字
を
冠
す
る
七
十
一
條
の
說
の
內
容
を
大
別
す

る
と
、
①
山
谷
詩
の
類
似
用
例
と
私
見
を
述
べ
る
も
の
が
一
條
、
②
山
谷
の
詩
題

を
誤
り
と
指
摘
す
る
も
の
が
一
條
、
③
山
谷
の
句
法
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
が
一

條
、
④
說
そ
の
も
の
を
擧
げ
ず
に
直
歬
の
說
に
對
し
て
「
雙
桂
同
此
義
」「
樵
☃

云
此
解
似
穿
鑿
」
と
述
べ
る
に
留
ま
る
も
の
が
計
二
條
、
⑤
山
谷
詩
及
び
任
淵
㊟

點
を
除
け
ば
、
こ
の
三
書
の
文
字
は
一
致
し
て
い
る
。
三
書
を
總
合
す
れ
ば
、
同

說
は
雙
桂
こ
と
惟
肖
の
講
義
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
た
め
、
岩
瀨

本
の
「
口
義
」
は
『
黃
氏
口
義
』
で
は
な
く
、
講
義
を
意
味
す
る
一
般
名
詞
、
あ

る
い
は
惟
肖
に
關
わ
る
抄
物
の
書
名
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
岩
瀨
本
卷
一
「
次
韻
吳
宣
義
三
徑
懷
友
」（
吳
宣
義
の
三
徑
に
友
を
懷

ふ
に
次
韻
す
）
に
あ
る
、「
抄
云
」
と
冠
す
る
說
の
存
在
で
あ
る
。
岩
瀨
本
（
三
三

葉
表
）
は
、
同
詩
の
第
七
～
十
句
「
起
看
冥
飛
鴻
、
乃
見
天
宇
空
。
甚
念
故
人

寒
、
誰
省
機
與
綜
」（
起
ち
て
看
る　

冥
飛
の
鴻
、
乃
ち
見
る　

天
宇
の
空
な
る
こ
と

を
。
甚
し
く
念
ふ　

故
人
の
寒
か
ら
ん
こ
と
を
、
誰
か
省
せ
ん　

機
と
綜
と
を
）
の
解
釋

を
、
上
欄
に
「
抄
云
、
秋
風
起
而
天
宇
空
豁
、
見
冥
飛
之
鴻
、
因
念
故
人
也
。」

（
抄
に
云
は
く
、
秋
風
起
ち
て
天
宇　

空
豁
、
冥
飛
の
鴻
を
見
て
、
因
り
て
故
人
を
念
ふ
な

り
。）
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
抄
」
が
、
抄
物
、
あ
る
い
は
禪
僧
の
說
で
あ
る
か

は
判
然
と
し
な
い
が
、
同
記
述
が
『
帳
中
香
』
に
は
な
い
た
め
、
岩
瀨
本
の
い
う

「
抄
」
は
、『
帳
中
香
』
で
は
な
い（

（1
（

。

　

や
は
り
、
岩
瀨
本
書
入
れ
は
、『
帳
中
香
』
以
歬
の
古
い
說
の
み
を
殘
す
、
準

抄
物
で
あ
る
。

二
、
岩
瀨
本
書
入
れ
に
お
け
る
禪

　

さ
て
、
岩
瀨
本
の
禪
僧
の
名
を
冠
し
た
書
入
れ
は
、
漢
文
抄
に
ど
れ
だ
け
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
岩
瀨
本
書
入
れ
が
『
帳
中
香
』
及
び
『
幻
雲

抄
』
と
ど
れ
だ
け
重
複
し
て
い
る
の
か
を
調
査
し
た
。
ち
な
み
に
『
米
澤
抄
』

は
、
歬
二
者
か
ら
の
抄
出
を
多
く
含
む
た
め
、
調
査
對
象
外
と
し
た
。

　

岩
瀨
本
書
入
れ
と
の
一
致
率
が
最
も
高
い
の
は
、
二
番
目
に
古
い
⺼
舟
『
幻
雲

抄
』
で
あ
り
、
そ
の
一
致
具
合
を
大
別
す
る
と
、
❶
一
致
す
る
も
の
が
な
い
も
の

が
十
條
、
❷
說
が
似
通
う
か
、
部
分
的
に
一
致
し
、
さ
ら
に
說
者
も
一
致
す
る
も



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集
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八
〇

　

瑞
溪
は
、
全
て
五
言
詩
は
上
二
字
と
下
三
字
で
、
七
言
詩
は
上
四
字
と
下
三
字

で
構
成
し
、
別
の
故
事
を
引
用
し
て
「
着
語
」
す
る
句
法
を
「
江
西
句
法
」
―
山

谷
を
始
祖
と
す
る
江
西
詩
派
の
句
法
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
着0

語
」（「
著0

語
」。

「
着
」
と
「
著
」
は
同
用
）
と
は
、
禪
宗
の
公
案
・
古
則
・
喝
頌
等
に
對
し
て
自
分

の
見
解
を
加
え
て
下
す
短
評
の
語
で
あ
る
。
續
い
て
「
江
西
句
法
」
に
㊜
っ
た
例

と
し
て
、『
山
谷
詩
集
㊟
』
卷
一
に
あ
る
二
首
の
連
作
詩
、「
王
稚
川
既
得
都
下
、

㊒
所
眄
未
歸
、
豫
戲
作
林
夫
人
欸
乃
歌
二
章
與
之
、
竹
枝
歌
本
出
三
巴
、
其
流
在

湖
湘
耳
、
欸
乃
湖
南
歌
也
」
其
二
の
第
一
聯
「
從
師
學
衟
魚
千
里
、
蓋
代〔

世
〕成

功
黍

一
炊
」
を
擧
げ
て
い
る
。

　

五
言
詩
や
七
言
詩
の
構
成
を
上
下
の
字
數
で
區
分
す
る
の
は
、
一
般
的
な
方
法

論
で
は
あ
る
が
、
强
い
て
說
の
根
據
を
擧
げ
る
と
す
れ
ば
、
山
谷
と
同
時
代
の
范

溫
に
よ
る
詩
話
、『
潛
溪
詩
眼
』（
以
下
、『
詩
眼
』
と
稱
す
）
が
あ
る
。『
詩
眼
』
は

當
時
の
本
邦
の
書
目
に
記
載
が
無
い
た
め
、
禪
僧
が
閱
覽
で
き
た
か
否
か
は
未
詳

で
あ
る
が
、
彼
ら
の
讀
書
圈
に
あ
っ
た
詩
話（

（1
（

、
宋
・
胡
仔
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
歬

集
卷
四
一
や
宋
・
魏
慶
之
『
詩
人
玉
屑
』
卷
三
等
を
介
せ
ば
、『
詩
眼
』
の
書
名

を
伴
っ
た
同
記
述
が
あ
る
た
め
、『
詩
眼
』
の
內
容
と
し
て
知
る
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
當
時
通
行
し
た
、
元
・
馬
端
臨
『
文
獻
通
考（

（2
（

』
卷
二
四
九
は
、

『
詩
眼
』
の
著
者
、
范
溫
に
つ
い
て
、「
晁
氏
曰
、
范
溫
元
實
撰
。
溫
祖
禹
之
子
。

學
詩
於
黃
庭
堅
。」
と
說
朙
し
て
い
る
。
禪
僧
が
、
こ
の
記
述
を
踏
ま
え
て
『
詩

眼
』
の
內
容
を
「
江
西
句
法
」
と
看
做
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
次
の
『
詩
眼
』
は

『
苕
溪
漁
隱
叢
話（

（2
（

』
か
ら
引
用
し
た
。

詩
眼
云
、
句
法
之
學
、
自
是
一
家
工
夫
。
昔
嘗
問
山
谷
、
畊
田
欲
雨
刈
欲
晴
、

去
得
順
風
來
者
怨
。
山
谷
云
、
不
如
千
巖
無
人
萬
壑
靜
、
十
步
回
頭
五
步
坐
。

此
專
論
句
法
、
不
論
義
理
。
蓋
七
言
詩
四
字
三
字
作
兩
節
也
。
此
句
法
出
黃

庭
經
、
自
上
㊒
黃
庭
下
關
元
已
下
多
此
體
。
張
平
子
四
愁
詩
句
句
如
此
、
雄

に
あ
る
語
の
說
朙
が
計
十
二
條
、
⑥
詩
句
の
解
釋
が
計
五
十
四
條
あ
る
。
た
だ

し
、
⑤
と
⑥
の
境
界
は
、
や
や
曖
昧
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
說
は
、
中
國
で
の
㊟

釋
と
同
じ
く
、
語
の
說
朙
や
詩
句
の
解
釋
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
①
～
④
に

擧
げ
ら
れ
た
よ
う
な
獨
自
の
說
も
あ
る
。

　
　
　
三
―
一
、
句
法
に
關
す
る

　

本
項
で
は
、
岩
瀨
本
卷
二
「
和
答
外
舅
孫
莘
老
」（
外
舅
孫
莘
老
に
和
し
て
答
ふ
）

詩
第
一
聯
「
西
風
挽
不
來
、
殘
暑
推
不
去
」（
西
風　

挽
け
ど
も
來
た
ら
ず
、
殘
暑　

推
せ
ど
も
去
ら
ず
。）
に
對
す
る
書
入
れ
を
と
り
あ
げ
る
。

　

山
谷
詩
第
一
聯
の
「
挽
不
來
」・「
推
不
去
」
の
類
似
用
例
と
し
て
、
任
淵
は
、

『
晉
書
』
良
吏
傳
か
ら
鄧
攸
傳
を
と
り
あ
げ
、「
晉
書
鄧
攸
傳
、
吳
人
歌
曰
、
紞
如

打
五
鼓
、
鷄
鳴
天
欲
曙
。
鄧
侯
挽
不
留
、
謝
令
推
不
去
。」（『
晉
書
』
鄧
攸
傳
に
い

ふ
、「
吳
人
歌
ひ
て
曰
は
く
、『
紞
如
と
し
て
五
鼓
を 

打
ち
、
鷄　

鳴
き　

天　

曙あ

け
ん
と

欲
す
。
鄧
侯　

挽
き
て
も
留
ま
ら
ず
、
謝
令　

推
せ
ど
も
去
ら
ず
。』」
と
。）
と
し
て
い

る
。

　

一
方
、
岩
瀨
本
は
、
題
の
右
行
閒
に
書
入
れ
が
あ
り
（
例
Ａ
）、
そ
の
內
容
は
、

任
淵
㊟
と
は
關
係
な
く
、
山
谷
詩
の
句
法
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
誤
寫

と
お
ぼ
し
き
字
は
、
正
し
い
字
を
〔　

〕
內
に
傍
記
し
た
。

岩
瀨
本
例
Ａ

西
風
―
刻
云
、
凢
五
言
詩
上
二
字
下
三
字
、
七
言
詩
上
四
字
下
三
字
。
引
他

事
而
着
語
、
謂
之
江
西
句
法
也
。
五
言
如
此
句
、
七
言
者
第
一
卷
云
、
從
師

學
衟
魚
千
里
、
蓋
代〔

世
〕成

功
黍
一
炊
之
類
是
也
。（
十
葉
表
）

西
風
―
刻
云
は
く
、
凢
そ
五
言
詩
は
上
二
字
下
三
字
な
り
。
七
言
詩
は
上
四

字
下
三
字
な
り
。
他
事
を
引
き
て
着
語
す
、之
を
江
西
の
句
法
と
謂
ふ
な
り
。

五
言　

此
の
句
の
如
し
、
七
言
は
第
一
卷
に
云
ふ
、「
師
に
從
ひ
て
衟
を
學

び　

魚　

千
里
、
世
を
蓋
い
功
を
成
す　

黍　

一
炊
」
の
類
、
是
れ
な
り
。



西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

一
八
一

邪
」
と
强
調
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
詩
眼
』
の
同
記
述
が
、
句
中
對

に
着
目
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
詩
眼
』
が
、
槪
し
て
七
言
詩
と
五
言
詩
に
お
け
る
節
の
切
れ

目
が
畫
然
と
し
た
句
中
對
を
評
價
し
た
の
は
、
同
詩
話
が
冐
頭
に
擧
げ
た
、
蘇
軾

詩
と
杜
甫
詩
の
評
價
と
も
通
じ
て
い
よ
う（

（2
（

。
ま
た
、「
和
答
外
舅
孫
莘
老
」
第
一

聯
に
對
し
、
禪
僧
が
句
內
の
切
れ
目
に
關
す
る
說
を
附
し
た
理
由
も
、『
詩
眼
』

の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
岩
瀨
本
で
は
、
㊟
者
は
說
朙
し

な
く
て
も
傳
わ
る
と
判
斷
し
た
の
か
、

略
な
說
朙
に
留
め
て
い
る
。

　

一
方
、『
帳
中
香
』
は
、
岩
瀨
本
と
同
じ
く
、
山
谷
の
該
詩
の
句
の
區
切
れ
を

江
西
の
句
法
だ
と
し
つ
つ
も
、
說
朙
の
詳
細
が
異
な
っ
て
い
る
。『
帳
中
香
』

は
、
山
谷
の
詩
句
「
西
風
挽
不
來
、
殘
暑
推
不
去
」
が
、「
江
西
詩
祖
之
句
法
」

に
㊜
う
の
は
、「
西
風
」「
殘
暑
」
と
い
う
「
警
策
」
の
語
に
、
史
傳
由
來
の
語
で

あ
る
「
挽
不
來
」「
推
不
去
」
を
續
け
る
た
め
で
あ
る
と
詳
說
し
て
い
る
。

凢
五
言
上
二
字
三
字
下
二
字
三
字
、
七
言
亦
上
四
字
三
字
下
四
字
三
字
。
取

史
傳
之
熟
語
以
續
警
策
之
語
。
是
謂
江
西
詩
祖
之
句
法
。
西
風
殘
暑
、
皆
警

策
、
而
挽
不
來
推
不
去
、
皆
是
史
中
之
熟
語
。（
二
七
葉
表
）

凢
そ
五
言
は
上
は
二
字
三
字
、
下
は
二
字
三
字
、
七
言
も
亦
上
は
四
字
三
字
、

下
は
四
字
三
字
な
り
。
史
傳
の
熟
語
を
取
り
て
以
て
警
策
の
語
に
續
く
。
是

れ
江
西
詩
祖
の
句
法
と
謂
ふ
な
り
。「
西
風
」「
殘
暑
」、皆
警
策
に
し
て
、「
挽

不
來
」「
推
不
去
」、
皆
是
れ
史
中
の
熟
語
な
り
。　
　

　

右
の
「
警
策
」
と
い
う
語
は
、
二
つ
の
意
に
大
別
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
文
中
の

效
果
的
な
言
葉
と
い
う
意
の
文
學
評
論
の
語
で
あ
り
、
早
く
も
晉
・
陸
機
「
文

賦
」
に
用
例
が
あ
る（

（2
（

。
も
う
一
つ
は
、
警
吿
・
訓
吿
の
意
の
禪
語
で
あ
る
。
田
島

柏
堂
氏（

（2
（

に
よ
る
と
、
同
語
は
一
般
的
な
語
彙
を
禪
語
に
轉
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

禪
語
と
し
て
は
早
く
も
唐
・
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）『
禪
源
諸
詮
集
都

健
穩
愜
。
至
五
言
詩
亦
㊒
三
字
二
字
作
兩
節
者
。
老
杜
云
、
不
知
西
閣
意
、

肯
別
定
留
人
。
肯
別
邪
、
定
留
人
邪
。
山
谷
尤
愛
其
深
遠
閑
雅
、
蓋
與
上
七

言
同
。

『
詩
眼
』
に
云
ふ
、「
句
法
の
學
、
自
ら
是
れ
一
家
の
工
夫
な
り
。
昔
嘗
て
山

谷
に
『
田
を
畊
す
に
雨
ふ
ら
ん
と
欲
し
、
刈
る
に
晴
れ
ん
と
欲
す
。
去
る
に

順
風
を
得
れ
ば 
來
た
る
者
は
怨
む
。』
を
問
ふ
。
山
谷
云
ふ
、『「
千
巖
人
無

く　

萬
壑
靜
か
な
り
、
十
步
に
し
て
頭
を
回
ら
し
五
步
に
し
て
坐
す
。」
に

如
か
ず
。』
と
。
此
れ
專
ら
句
法
を
論
じ
、
義
理
を
論
ぜ
ず
。
蓋
し
七
言
詩

は
四
字
三
字
も
て
兩
節
と
作
す
な
り
。
此
の
句
法
「
黃
庭
經
」
に
出
で
、『
上

に
黃
庭
㊒
り　

下
に
關
元
あ
り
』よ
り
已
下
、此
の
體
を
多
く
す
。張
平
子「
四

愁
詩
」
は
句
句
此
の
如
く
に
し
て
、
雄
健
穩
愜
な
り
。
五
言
詩
に
至
る
も
亦

た
三
字
二
字
も
て
兩
節
と
作
す
者
㊒
り
。老
杜
云
ふ
、『
西
閣
の
意
を
知
ら
ず
、

肯
へ
て
別
る
る
か
定
め
て
人
を
留
む
る
か
』
と
。
肯
へ
て
別
る
る
か
、
定
め

て
人
を
留
む
る
か
。
山
谷
尤
も
其
の
深
遠
閑
雅
な
る
を
愛
す
。
蓋
し
上
の
七

言
と
同
じ
。」
と
。

　

山
谷
は
、
蘇
軾
「
泗
州
僧
伽
塔
」
詩
の
第
七
・
八
句
が
、
杜
甫
「
憶
昔
行
」
詩

の
第
五
・
六
句
に
は
敵
わ
な
い
と
評
價
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
范
溫
は
、
こ

の
評
價
基
準
は
句
法
で
あ
っ
て
內
容
で
は
な
い
と
歬
置
き
し
、
七
言
詩
は
四
字
と

三
字
で
二
つ
の
節
と
し
て
區
分
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
條
件
に
㊜
う
七
言

句
の
例
と
し
て
、「
黃
庭
經
」（
黃
庭
內
景
經
）、
張
衡
「
四
愁
詩
」（
四
愁
詞
）、
ま

た
五
言
句
の
例
と
し
て
、
杜
甫
「
不
離
西
閣
二
首
」
を
擧
げ
て
い
る
。
な
お
、

『
詩
眼
』
が
評
價
し
た
こ
れ
ら
の
句
は
、
い
ず
れ
も
句
中
對
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
黃
庭
經
」
は
、「
上
㊒
黃
庭
」
と
「
下
關
元
」
が
該
當
す
る
。
な
お
か
つ
、『
詩

眼
』
末
尾
で
は
、
杜
甫
の
句
「
不
知
西
閣
意
、
肯
別
定
留
人
」
を
と
り
あ
げ
、
さ

ら
に
「
肯
別
定
留
人
」
を
上
二
字
、
下
三
字
に
區
分
し
て
「
肯
別
邪
、
定
留
人
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三
―
二
、
任
淵
註
訓
の
否
定

　

本
項
で
は
、
岩
瀨
本
卷
二
「
寄
裴
仲
謨（

（2
（

」（
裴
仲
謨
に
寄
す
）
詩
第
十
三
・
十
四

句
「
念
公
篤
行
李
、
野
飯
中
衟
宿
」
に
對
す
る
書
入
れ
を
と
り
あ
げ
る
。

　

詩
題
に
あ
る
裴
綸
（
字
は
仲
謨
）
は
、
山
谷
と
共
に
治
平
四
年
（
一
〇
六
七
）
に

科
擧
に
及
第
し
て
い
る
。
任
淵
「
目
錄
」
は
、
同
詩
の
制
作
年
の
山
谷
の
居
所
や

政
治
狀
況
、
人
事
に
つ
い
て
、「
春
夏
、
山
谷
在
德
平
。
按
實
錄
、
是
歲
三
⺼
、

哲
廟

位
。
四
⺼
丁
丑
、
以
祕
書
省
校
書
郞
召
、
到
京
師
時
當
在
六
七
⺼
閒
。」

と
し
て
い
る
。
哲
宗
の
父
・
神
宗
は
、
王
安
石
ら
新
法
黨
派
を
取
り
立
て
、
蘇
軾

ら
舊
法
黨
派
を
冷
遇
し
た
。
舊
法
黨
派
の
山
谷
も
、
神
宗
時
代
に
は
難
職
で
あ
る

知
吉
州
太
和
縣
、
監
德
州
德
平
鎭
を
經
た
。
山
谷
ら
に
は
不
遇
の
時
代
で
は
あ
っ

た
が
、
神
宗
が
薨
ず
る
や
一
變
、
そ
の
跡
目
を
繼
い
だ
哲
宗
が
舊
法
黨
派
の
面
々

を
取
り
立
て
た
の
が
、
同
詩
の
制
作
年
と
さ
れ
る
元
豐
八
年
（
一
〇
八
五
）
で
あ

る
。
同
詩
第
十
二
句
に
「
春
事
勤
草
木
」
と
あ
る
よ
う
に
、
季
節
が
春
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
山
谷
は
同
詩
の
制
作
時
に
德
平
鎭
に
い
た
。
ま
た
、
同
詩
の
最
終
二
聯

「
作
書
寄
後
乘
、
爲
我
遣
臣
僕
。
起
居
太
夫
人
、
倂
問
相
與
睦
」（
書
を
作
り
て
後

乘
に
寄
せ
、
我
が
爲
に
臣
僕
を
遣
は
し
、
太
夫
人
に
起
居
し
、
倂
せ
て
相
と
睦
と
に
問
は

ん
）
は
、
山
谷
が
、
都
に
い
る
母
へ
の
ご
機
嫌
伺
い
や
息
子
の
相
と
娘
の
睦（

（2
（

へ
の

あ
い
さ
つ
を
裴
綸
に
賴
ん
で
い
る
た
め
、
裴
綸
が
都
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

　

本
稿
で
㊟
目
し
た
い
の
は
、
山
谷
の
該
詩
全
二
十
二
句
の
う
ち
、
第
十
三
句

「
念
公
篤
行
李
」
に
あ
る
、「
篤
行
李
」
の
解
釋
で
あ
る
。「
篤
」
と
「
行
李
」
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
任
淵
㊟
と
禪
僧
の
解
釋
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
岩
瀨

本
書
入
れ
や
、
山
谷
詩
漢
文
抄
か
ら
う
か
が
え
る
。

　

紙
幅
の
都
合
上
、
該
詩
の
切
れ
目
の
良
い
第
十
六
句
ま
で
を
擧
げ
、（　

）
內

の
書
き
下
し
文
と
譯
は
、
禪
僧
の
說
を
基
に
し
た
。
ま
た
、
山
谷
の
詩
句
と
譯
の

序
』
に
「
一
時
警
策
群
迷
」
の
用
例
が
あ
る
と
い
う
。

　
『
帳
中
香
』
は
、「
警
策
」
と
史
傳
由
來
の
語
の
組
み
合
わ
せ
を
「
江
西
詩
祖
之

句
法
」
と
し
て
い
る
た
め
、
江
西
詩
派
の
詩
論
に
お
け
る
「
警
策
」
の
位
置
づ
け

を
調
査
し
た
が
、
そ
の
關
連
は
朙
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
（
歬
揭
の
「
着
語
」
に
つ

い
て
も
同
樣
で
あ
る
）。
ま
た
、
本
邦
の
禪
林
に
お
い
て
も
、「
警
策
」
は
、
い
ず

れ
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る（

（2
（

。

　

さ
ら
に
、『
帳
中
香
』
が
山
谷
の
該
詩
の
句
を
「
史
傳
之
熟
語
」「
警
策
之
語
」

と
區
分
す
る
の
も
、「
江
西
詩
祖
之
句
法
」、
す
な
わ
ち
山
谷
詩
を
學
ん
だ
范
溫
に

よ
る
『
詩
眼
』
の
內
容
か
ら
派
生
し
た
解
釋
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
岩
瀨
本
例
Ａ
と
『
帳
中
香
』
が
同
じ
山
谷
詩
の
句
に
對
し
て
、
同
樣

に
「
江
西
句
法
」
に
關
す
る
說
朙
を
附
し
て
い
る
の
は
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、『
帳
中
香
』
の
說
は
、
岩
瀨
本
書
入
れ
に
あ
る
說
を
も
と
に
發
展
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

な
お
、
岩
瀨
本
例
Ａ
に
近
い
說
が
、『
幻
雲
抄
』（
二
五
葉
表
）
に
あ
る
。
兩
書

の
異
同
は
、
岩
瀨
本
例
Ａ
傍
線
部
で
は
、「
七
言
者
第
一
卷
云
」
と
あ
る
の
を
、

『
幻
雲
抄
』
で
は
「
云
」
字
を
省
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
岩
瀨
本
が
「
蓋
代〔

世
〕」

と
あ
る
の
を
、『
幻
雲
抄
』
が
「
蓋
世0

」
と
し
て
い
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、『
米
澤
抄
』（
三
三
裏
～
三
四
表
）
で
は
、
抄
者
の
彭
叔
は
、『
幻
雲

抄
』
と
『
帳
中
香
』
に
あ
る
江
西
詩
派
の
句
法
の
內
容
を
見
比
べ
た
う
え
で
、
そ

の
句
法
を
よ
り
詳
述
し
た
『
帳
中
香
』
の
み
を
抄
出
し
て
い
る
。

　

他
に
も
、
岩
瀨
本
と
照
合
す
る
と
、『
幻
雲
抄
』
と
は
數
字
程
度
の
輕
微
な
違

い
し
か
な
い

略
な
說
が
、『
帳
中
香
』
で
は
、
よ
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る

例
が
散
見
さ
れ
る
。
ど
う
や
ら
『
帳
中
香
』
で
は
、
岩
瀨
本
に
も
確
認
で
き
る
說

を
踏
ま
え
て
、
積
極
的
に
說
を
展
開
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。



西
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岩
瀨
文
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五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

一
八
三

は　

草
木
に
は
た
ら
き
か
け
る
。
懸
念
す
る
の
は
、
君
が
旅
程
に
遲
れ
て
（
心
に

と
ど
め
て
お
く
れ
君
よ　

旅
路
で
は
氣
を
つ
け
て
）、
野
外
で
飮
⻝
し
、
衟
半
ば
で
野

宿
す
る
こ
と
だ
（
野
外
で
晝
飯
を
濟
ま
せ
た
ら　

衟
半
ば
で
も
泊
ま
っ
て
お
く
れ
）。
河

北
か
ら
の
旅
路
で
は
、
風
で
吹
き
あ
が
る
砂
が
旗
を
卷
き
、
烏
の
尾
が
城
の
上
に

動
く
よ
う
な
不
安
な
狀
況
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
。

　
（
岩
瀨
本
書
影
）

念フ　

公ノ　

篤

ア
ツ
ク
ス
ル
コ
ト
ヲ

　
レ
行　

李ヲ

、
野　

飯　

中　

衟ニ　

宿ス

　
　
　
上
京
也　

   

ア
ツ
ウ
シ
テ　
　
　
　
　
言
眠
與
⻝
也　
　
　

 　

   

セ
シ
コ
ト
ヲ

　
　
　

　
　

タ
シ
ナ
ン
テ　

　
　

 

鳥
啼
則
尾
動　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

ス
ル
コ
ト
ヲ 

驚　

沙　

卷ク
レ　
　

旗ヲ
一、
烏　

尾　

城　

角ニ　

謖タ
ツ

　
　
　
　

北
地
之
風
景　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
影
に
あ
る
「
篤
」
の
訓
に
着
目
さ
れ
た
い
。「
篤
」
字
の
右
に
は
細
字
で
「
ア

ツ
ク
ス
ル
コ
ト
ヲ
」、
ま
た
左
に
は
や
や
太
字
で
「
ア
ツ
ウ
シ
テ
」「
タ
シ
ナ
ン

テ
」
と
あ
る
が
、
大
別
す
る
と
、「
ア
ツ
ク
ス
ル
」
と
「
タ
シ
ナ
ム
」（「
困
」
字
と

同
意
と
し
て
訓
じ
た
か
。
書
き
下
し
文
の
ル
ビ
も
こ
れ
に
從
っ
た
。「
篤
」
＝
「
困
」
の
根

據
に
つ
い
て
は
、
後
述
）
の
二
種
の
訓
が
附
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
右
の
第
十
三

句
に
對
す
る
任
淵
㊟
「
說
文
云
、
篤
、
馬
行
頓
遲
」
の
「
篤
」
字
右
に
「
此
註
非

也
」
と
し
て
、
任
淵
㊟
に
否
定
的
な
書
入
れ
が
あ
る
。

　

岩
瀨
本
上
欄
に
も
ま
た
、「
ア
ツ
ク
ス
ル
」
の
訓
を
採
っ
た
書
入
れ
が
あ
る
。

岩
瀨
本
例
Ｂ

或
云
、念
公
篤
―

公
ノ
敎
訓
也
。相
搆
テ
徃
來
ヲ
篤
セ
ヨ
。日
暮
レ
ハ
、㊒
賊
難
、

う
ち
、
岩
瀨
本
書
入
れ
と
關
わ
る
箇
所
に
は
、
傍
線
を
附
し
て
い
る
。

　
　

交
游
二
十
年　
　

交
游　

二
十
年

　
　

義
等
親
骨
肉　
　

義　

親
骨
肉
に
等
し

　
　

風
雨
漂
我
巢　
　

風
雨　

我
が
巢
を
漂た

だ
よ

は
せ

　
　

公
亦
未
㊒
屋　
　

公
も
亦　

未
だ
屋
㊒
ら
ず

　
　

寄
聲
來
問
安　
　

寄
聲　

來
た
り
て
安
ん
ず
る
か
を
問
ひ

　
　

足
音
到
空
谷　
　

足
音　

空
谷
に
到
る

　
　

我
家
輦
轂
下　
　

我
が
家　

輦れ
ん

轂こ
く

の
下　
　

　
　

薪
桂
炊
白
玉　
　

桂
を
薪
し
て　

白
玉
を
炊
ぐ

　
　

在
官
與
影
俱　
　

官
に
在
り
て　

影
と
俱
に
し

　
　

衣
綻
髮
曲
局　
　

衣　

綻
び　

髮　

曲
局
す

　
　

天
機
行
日
⺼　
　

天
機　

日
⺼
を
行め

ぐ

ら
し

　
　

春
事
勤
草
木　
　

春
事　

草
木
に
勤
む

　
　

念
公
篤
行
李　
　

念
ふ　

公
の
行
李
を
篤た

し
な

ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
念
ふ　

公
の
行
李
を
篤あ

つ

く
し
て
）

　
　

野
飯
中
衟
宿　
　

野
飯
し
て　

中
衟
に
宿
す
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
飯
し
て　

中
衟
に
宿
せ
ん
こ
と
を
）

　
　

驚
沙
卷　

旗　
　

驚
沙　
　

旗
を
卷
き　

　
　

烏
尾
城
角
謖　
　

烏
尾　

城
角
に
謖た

つ　
　
　
　

（
譯
）
君
と
の
交
游
は
二
十
年
、
そ
の
誼よ

し
み

は
家
族
同
然
。
風
雨
が
僕
の
住
處
を
漂

わ
せ
た
こ
ろ
、
君
も
未
だ
に
住
居
が
な
か
っ
た
。
君
の
使
い
が
や
っ
て
き
て
元
氣

か
と
問
う
て
く
れ
て
、
人
氣
の
な
い
谷
で
足
音
を
聞
く
よ
う
に
う
れ
し
い
。
僕
の

家
族
は
天
子
さ
ま
の
お
膝
も
と
、
高
價
な
薪
を
焚
い
て　

高
價
な
米
を
炊
く
。
家

族
と
隔
た
っ
た
こ
の
地
の
役
所
に
在
れ
ば　

自
分
の
影
と
二
人
ぐ
ら
し
、
僕
の
衣

は
ほ
つ
れ　

髮
は
縮
れ
ま
が
る
。
天
の
機か

ら
く
り關

は　

日
⺼
を
め
ぐ
ら
し
、
春
の
現
象



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
八
四

上
句
謂
、
河
北
多
風
沙
。
留
王
郞
詩
云
、
河
外
吹
沙
塵
。
下
句
、
出
河
北
、

漸
赴
汴
京
之
途
中
也
。
宜
篤

ア
ツ
ウ
シ
テ

レ
行
李ヲ

加
盤
飡
之
時
也
。（
四
葉
裏
）

上
の
句　

謂
へ
ら
く
、
河
北
は
風
沙
多
し
。「
留
王
郞
」
詩
に
云
ふ
、「
河
外   

沙
塵　

吹
く
」
と
。
下
の
句
、
河
北
を
出
で
、
漸
く
汴
京
に
赴
く
の
途
中
な

り
。
宜
し
く
行
李
を
篤
し
て
盤
飡
を
加
ふ
る
べ
き
の
時
な
り
。

　

右
は
、
山
谷
詩
第
十
五
句
「
驚
沙
卷

旗
」
が
、
山
谷
の
住
む
河
北
路
德
州

（
安
德
縣
）
德
平
鎭
を
指
す
根
據
と
し
て
、『
山
谷
詩
集
㊟
』
卷
二
「
留
王
郞
」
詩

か
ら
、
河
北
が
沙
塵
の
吹
き
荒
れ
る
地
で
あ
る
と
い
う
旨
の
句
を
引
用
し
て
い

る
。
第
十
六
句
は
、
山
谷
と
再
會
し
た
德
平
鎭
を
出
て
汴
京
に
赴
く
、
旅
路
の
途

中
で
あ
り
、
そ
れ
が
第
十
三
・
十
四
句
の
い
う
と
こ
ろ
の
、
氣
を
つ
け
て
し
っ
か

り
⻝
事
を
と
る
の
が
よ
い
狀
況
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
第
十
三
句
「
念
公
」
以

下
四
句
を
、
岩
瀨
本
例
Ｂ
の
い
う
「
敎
訓
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　

次
の
『
幻
雲
抄
』
で
は
、
岩
瀨
本
書
入
れ
に
名
の
あ
る
禪
僧
よ
り
も
時
代
の
下

る
、
桂
林
德
昌
（
一
四
二
八
～
？
、
別
號
は
蕣
菴
）
が
、
岩
瀨
本
例
Ｂ
と
類
似
し
た

惟
肖
の
說
を
提
示
し
て
い
る
。
岩
瀨
本
例
Ｂ
と
『
幻
雲
抄
』
を
照
合
す
る
と
、
桂

林
が
、
岩
瀨
本
の
惟
肖
㊟
が
「
敎
訓
」
の
對
象
と
し
て
い
た
第
十
三
・
十
四
句
の

み
な
ら
ず
、
第
十
五
・
十
六
句
ま
で
も
包
含
す
る
と
解
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら

に
、
第
十
三
・
十
四
句
の
解
釋
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
岩
瀨
本
の
傍
線
部
「
㊒

賊
難
」
が
、
第
十
五
・
十
六
句
「
驚
沙
卷

旗
、
烏
尾
城
角
謖
」
の
解
釋
に
相
當

す
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

蕣
云
、
雙
桂
義
、
念
公
以
下
四
句
敎
訓
也
。
驚
沙
烏
尾
句
謂
盜
賊
、
言
㊒
盜

賊
、
則
未
暮
時
、
可
宿
途
中
。（
四
葉
表
）

蕣
云
ふ
、
雙
桂
の
義
、「
念
公
」
以
下
四
句
は
敎
訓
な
り
。「
驚
沙
」「
烏
尾
」

の
句
は
盜
賊
を
謂
ひ
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
盜
賊
㊒
れ
ば
、
則
ち
未
だ
暮
れ
ざ
る

時
、
途
中
に
宿
す
べ
し
。

只
晝
飯イ

ヽ

過
ハ
、
雖
中
衟
可
宿
ソ
。
遠
國
汴
京
マ
テ
ノ
、
行
李
ナ
レ
ハ
、
能
養

生
セ
ヨ
ソ
。
雙
桂
同
此
義
。（
一
葉
裏
）

　

あ
る
人
の
說
で
は
、
山
谷
詩
第
十
三
句
「
念
公
篤
」
以
下
は
、
公
の
戒
め
で
あ

る
。
よ
く
備
え
て
旅
路
で
は
氣
を
付
け
る
よ
う
。
日
が
暮
れ
れ
ば
賊
に
出
く
わ
す

災
難
が
あ
る
、
晝
飯
を
終
え
た
ら
、
衟
半
ば
で
も
宿
泊
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
遠

國
の
都
、
汴
京
ま
で
の
長
い
旅
行
で
あ
る
か
ら
、
よ
く
養
生
せ
よ
。
惟
肖
の
說
も

こ
の
解
釋
と
同
じ
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
な
お
、
山
谷
が
該
詩
の
制
作
時
に
德

平
鎭
に
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
岩
瀨
本
が
示
す
よ
う
に
、「
敎
訓
」
の
對
象
で
あ
る

「
公
」
は
、「
遠
國
汴
京
マ
テ
ノ
行
李
」
を
す
る
裴
綸
で
あ
る
。

　

で
は
、
任
淵
が
、
山
谷
詩
第
十
三
句
「
念
公
篤
行
李
」
の
「
篤
」
字
㊟
と
し

て
、『
說
文
解
字
』
を
引
用
し
た
こ
と
に
對
し
、
岩
瀨
本
は
、
何
故
否
定
的
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
漢
文
抄
は
、
第
十
三
句
に
あ
る
「
篤
」
に
續
く
、「
行

李
」
に
關
す
る
任
淵
㊟
に
も
、
否
定
的
で
あ
る
（
後
述
）。

　

行
論
の
都
合
上
、
岩
瀨
本
書
入
れ
の
う
ち
、
先
に
該
詩
第
十
五
・
十
六
句
「
驚

沙
卷

旗
、
烏
尾
城
角
謖
」
に
對
し
て
言
及
し
た
說
が
、
い
か
に
漢
文
抄
に
あ
る

說
に
展
開
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
を
確
認
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

任
淵
㊟
は
、
山
谷
詩
第
十
五
句
に
對
し
て
、『
文
選
』
に
あ
る
王
襃
（
字
は
子

淵
）「
四
子
講
德
論
」
と
左
思
「
魏
都
賦
」
を
、
第
十
六
句
に
對
し
て
、『
後
漢

書
』
卷
八
の
靈
帝
本
紀
李
賢
㊟
、『
儀
禮
』
卷
十
四
「
士
虞
禮
」、
ま
た
、
杜
甫

「
日
暮
」
詩
を
類
似
用
例
と
し
て
と
り
あ
げ
る
の
み
で
あ
り
、
任
淵
㊟
は
原
則
と

し
て
、
類
似
用
例
を
示
す
こ
と
に
終
始
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　

一
方
、
歬
揭
の
岩
瀨
本
例
Ｂ
は
、「
㊒
賊
難
」
と
具
體
的
に
解
釋
し
て
い
た
（
後

述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
第
十
三
・
十
四
句
の
解
釋
に
見
え
る
が
、
實
際
に
は
第
十
五
・

十
六
句
の
解
釋
で
あ
る
）。
さ
ら
に
、
漢
文
抄
に
は
岩
瀨
本
書
入
れ
に
な
い
說
が
あ

り
、
具
體
的
な
解
釋
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、『
帳
中
香
』
か
ら
と
り
あ
げ
る
。



西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

一
八
五

對
す
る
任
淵
㊟
を
確
認
し
た
後
、
漢
文
抄
の
說
と
そ
の
根
據
を
述
べ
た
い
。

說
文
云
、
篤
、
馬
行
頓
遲
。

左
傳
曰
、
亦
不
使
一
个
行
李
吿
于
寡
君
。
㊟
曰
、
行
李
、
行
人
也
。
○
又
云
、

行
李
之
徃
來
、
供
其
匱
乏
。

『
說
文
』
に
云
ふ
、「
篤
は
、
馬
行
の
頓
遲
な
り
」
と
。

『
左
傳
』
に
曰
は
く
、「
亦　

一
个
の
行
李
を
し
て
寡
君
に
吿
げ
し
め
ず
し
て
」

と
。
㊟
に
曰
は
く
、「
行
李
は
、
行
人
な
り
」
と
。
○
又　

云
ふ
、「
行
李
の

徃
來
、
其
の
匱き

乏ぼ
う

に
供
せ
し
め
ば
」
と
。

　

任
淵
は
、
山
谷
詩
第
十
三
句
「
念
公
篤
行
李
」
の
「
篤
」
の
字
㊟
と
し
て
『
說

文
解
字
』
卷
十
上
を
引
用
し
、
馬
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
樣
子
で
あ
る
と
解
し
て

い
る
。
ま
た
、
山
谷
詩
同
句
「
行
李
」
の
類
似
用
例
と
し
て
『
春
秋
左
氏
傳
』
と

杜
預
㊟
を
引
用
し
、「
行
李
」
の
意
を
「
行
人
」（
旅
行
者
）
と
し
て
い
る
。『
左

傳
』
歬
半
「
亦
不
」
よ
り
「
行
人
也
」
ま
で
は
、
同
書
襄
公
八
年
、「
又
云
」
以

下
は
、
同
書
僖
公
三
十
年
に
あ
る
。
任
淵
は
、
山
谷
詩
第
十
三
句
「
念
公
」
と
第

十
四
句
に
㊟
を
附
し
て
い
な
い
が
、
任
淵
㊟
を
總
合
し
た
兩
句
の
解
釋
は
、
懸
念

す
る
の
は
君
が
旅
程
に
遲
れ
て
（
第
十
三
句
の
下
三
字
「
篤
行
李
」
に
對
す
る
任
淵
㊟

を
踏
ま
え
、
上
二
字
「
念
公
」
を
「
懸
念
す
る
の
は
君
が
」
と
譯
し
た
）、
野
外
で
飮
⻝

し
、
衟
な
か
ば
で
野
宿
す
る
こ
と
だ
、
と
な
る
。

　

次
に
、
任
淵
㊟
を
岩
瀨
本
例
Ｂ
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
山
谷
詩
第
十
三
句
「
念

公
篤
行
李
」
の
「
篤
」
を
任
淵
が
、
馬
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
樣
子
と
㊟
す
る

の
に
對
し
、
岩
瀨
本
例
Ｂ
で
は
「
相
搆
テ
（
徃
來
ヲ
）
篤
セ
ヨ
」、「
能
養
生
セ
ヨ

ソ
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
任
淵
が
「
行
李
」
を
行
人
だ
と
㊟
し
た
一
方
、
岩

瀨
本
例
Ｂ
で
は
、「（
遠
國
汴
京
マ
テ
ノ
）
行
李
」
と
し
、
旅
路
の
意
味
と
し
て
解

釋
し
て
い
る
。
ま
た
、
任
淵
が
㊟
を
附
さ
な
か
っ
た
第
十
四
句
「
野
飯
中
衟
宿
」

も
、「
日
暮
レ
ハ
、（
㊒
賊
難
）、
只
晝
飯イ

ヽ

過
ハ
、
雖
中
衟
可
宿
ソ
」、
つ
ま
り
は
衟

　
『
幻
雲
抄
』
は
、
說
者
の
禪
僧
の
數
が
多
い
こ
と
も
手
傳
っ
て
、『
帳
中
香
』
よ

り
も
多
彩
な
視
點
か
ら
の
說
が
あ
る
。『
帳
中
香
』
と
重
複
し
な
い
『
幻
雲
抄
』

の
主
た
る
說
は
以
下
で
あ
り
、
山
谷
詩
第
十
六
・
十
五
句
の
そ
れ
ぞ
れ
の
示
す
、

一
日
の
中
で
の
時
閒
帶
に
つ
い
て
解
釋
す
る
も
の
で
あ
る
。

蕭
云
、
或
云
、
烏
啼
朝
暮
用
之
。
驚
沙
句
言
朝
、
烏
尾
句
言
暮
。
此
義
不
可

也
。
烏
啼
多
取
于
曉
也
。
驚
沙
句
言
暮
、
烏
尾
句
言
朝
也
。（
三
葉
表
）

蕭
云
ふ
、
或
ひ
と
云
ふ
、
烏　

啼
く
は
、
朝
暮
に
之
を
用
ふ
。「
驚
沙
」
の

句
は
朝
を
言
ひ
、「
烏
尾
」の
句
は
暮
を
言
ふ
。
此
の
義　

可
な
ら
ざ
る
な
り
。

烏　

啼
く
は
多
く
曉
に
取
る
な
り
。「
驚
沙
」
の
句　

暮
を
言
ひ
、「
烏
尾
」

の
句　

朝
を
言
ふ
な
り
。

　

蕭
こ
と
正
宗
龍
統
（
一
四
二
八
～
一
四
九
八
、
別
號
は
蕭
菴
）
は
、
あ
る
人
の
說

を
提
示
し
、
山
谷
は
烏
が
啼
く
の
を
朝
・
暮
の
各
句
に
用
い
て
お
り
、「
驚
沙
」

句
は
朝
を
い
い
、「
烏
尾
」
句
は
暮
を
い
っ
て
い
る
、
と
す
る
。
續
い
て
正
宗
は

こ
の
說
を
否
定
し
、
烏
が
啼
く
表
現
は
、
多
く
曉
の
意
と
し
て
取
る
も
の
だ
。

「
驚
沙
」
の
句
は
、
暮
の
こ
と
を
言
っ
て
お
り
、「
烏
尾
」
の
句
は
、
朝
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
だ
、
と
私
見
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
正
宗
は
、
自
身
の
反

對
す
る
說
も
と
り
あ
げ
、
後
世
に
檢
討
の
餘
地
も
殘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
彭
叔
は
、
正
宗
の
說
を
踏
ま
え
て
『
米
澤
抄
』（
四
葉
裏
）
で
私
見
を

述
べ
て
お
り
、「
瓢
謂
、
驚
沙
云
々
、
旅
亭
ニ
、
晚
景
ニ
ト
マ
ル
時
分
ヲ
云
ソ
。

烏
尾
云
々
、
朙
日
早
々
ニ
、
烏
ノ
羽
ヅ
ク
ロ
イ
ニ
テ
、
欲
レ
啼
時
分
ニ
、
旅
行

ソ
。」
と
し
て
い
る
。

　

歬
揭
の
『
幻
雲
抄
』
か
ら
『
米
澤
抄
』
の
例
を
通
覽
す
る
と
、
抄
物
は
、
先
人

の
說
の
層
の
閒
に
、
抄
者
が
、
自
身
の
代
に
な
っ
て
自
說
を
差
し
込
む
よ
う
に
し

て
成
立
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

本
題
に
戾
っ
て
山
谷
詩
第
十
三
・
十
四
句
「
念
公
篤
行
李
、
野
飯
中
衟
宿
」
に



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
八
六

『
外
集
』
に
「
吾　

王
事
を
以
て
行
李
を
篤
く
す
」
と
㊒
り
。
㊟
に
鮑
朙
遠

の
詩
「
手
迹　

心
を
傳
ふ
べ
く
、
願
は
く
は
爾　

行
李
を
篤
く
せ
よ
。」
を

引
く
。
任
淵
㊟
の
『
說
文
』
を
引
く
は
誤
れ
り
。

　

惟
肖
は
、
山
谷
詩
第
十
三
句
「
篤
」
字
を
「
敦
」
字
の
意
で
と
る
べ
き
だ
と
す

る
。
續
い
て
、
衟
中
で
は
氣
を
つ
け
て
、
し
っ
か
り
⻝
事
を
と
る
よ
う
に
、
と
い

う
の
は
常
套
句
で
あ
る
と
し
、
そ
の
例
と
し
て
漢
・
無
名
氏
「
飮
馬
長
城
窟
行
」

の
句
、「
上
言
加
飡
飯
」（
上
に
は
飡
を
加
へ
よ
と
言
ひ
／
手
紙
の
最
初
に
は
⻝
事
を
す

る
よ
う
に
、
と
書
い
て
あ
る
）
を
引
用
し
て
い
る
。

　

續
い
て
、『
山
谷
外
集
詩
㊟
』
か
ら
「
篤
行
李
」
の
用
例
と
し
て
、
山
谷
詩

「
彫
陂
」
の
句
と
そ
れ
に
對
す
る
史
容
㊟
に
あ
る
六
朝
・
鮑
照
（
字
は
朙
遠
）「
代

門
㊒
車
馬
客
行
」
詩
の
句
「
手
迹
可
傳
心
、
願
爾
篤
行
李
。」（
手
紙
は
心
が
傳
わ

る
も
の
だ
か
ら
書
い
て
寄
せ
て
ほ
し
い
し
、
願
う
の
は
君
が
旅
路
で
用
心
す
る
こ
と
だ
）

を
相
應
し
い
と
し
て
引
用
し（

（2
（

、
山
谷
詩
第
十
三
句
の
「
篤
行
李
」
を
再
解
釋
し
て

い
る
。
な
お
、
同
書
か
ら
の
引
用
が
、
惟
肖
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
萬
里
に

よ
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

　

鮑
照
「
願
爾
篤
行
李
」
句
を
山
谷
の
該
詩
「
寄
裴
仲
謨
」
の
「
念
公
篤
行
李
」

句
と
比
較
す
る
と
、「
篤
行
李
」
は
兩
詩
に
共
通
す
る
の
み
な
ら
ず
、
鮑
照
が

「
願
爾
」
と
す
る
の
に
對
し
て
、
山
谷
が
「
念
公
」
と
す
る
共
通
性
も
見
い
だ
せ

る
こ
と
か
ら
、
本
邦
の
禪
僧
ら
が
、
山
谷
の
該
詩
に
あ
る
「
念
公
」
を
、
山
谷
が

公
（
＝
裴
綸
）
の
こ
と
が
氣
が
か
り
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
公
（
＝
裴

綸
）
に
心
し
て
ほ
し
い
と
す
る
解
釋
、
ま
た
、「
篤
行
李
」
を
旅
路
で
は
氣
を
つ

け
て
と
す
る
解
釋
は
、
妥
當
で
あ
る
と
い
え
よ
う（

（2
（

。

　

さ
ら
に
『
帳
中
香
』（
四
葉
裏
～
五
葉
表
）
は
、
山
谷
の
書

文
に
あ
る
「
行

李
」
の
用
例
を
四
條
抄
出
し
て
い
る（

（3
（

。「
與
東
川
提
擧
手
書
」
か
ら
「（
歬
略
）

…
…
澄
淸
之
氣
、
凛
然
光
被
於
江
山
、
願
篤
行
李

0

0

0

0

、
以
慰
夷
夏
瞻
仰
。」
の
一

中
は
暗
く
な
ら
ぬ
う
ち
に
宿
泊
す
る
よ
う
に
と
解
釋
し
て
い
た
。

　

漢
文
抄
で
も
岩
瀨
本
例
Ｂ
と
同
じ
く
、
任
淵
㊟
が
『
說
文
解
字
』
と
『
春
秋
左

氏
傳
』
を
引
用
す
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
り
、『
說
文
解
字
』
引
用
に
對
し
て
は

「
任
淵
㊟
、
引
說
文
誤
」（『
帳
中
香
』
四
葉
表
）、「
念
公
篤
字
㊟
非
也
」（『
幻
雲
抄
』

三
葉
裏
）
と
し
、『
春
秋
左
氏
傳
』
引
用
に
對
し
て
は
「
此
句
行
李
不
用
左
氏
之

義
、
但
裴
旅
行
而
已
」（『
帳
中
香
』
四
葉
裏
）
と
し
て
い
る
。

　

續
い
て
、
禪
僧
ら
が
『
說
文
解
字
』
を
引
用
す
る
任
淵
㊟
を
否
定
し
た
、
具
體

的
な
根
據
を
擧
げ
た
い
。
そ
れ
は
、
山
谷
の
他
の
別
集
『
山
谷
外
集
詩
㊟
』
に
あ

る
用
例
と
そ
の
㊟
で
あ
る
。

　
『
山
谷
詩
集
㊟
』
は
、
洪
炎
が
編
纂
し
た
『
山
谷
內
集
（
豫
章
先
生
文
集
）』
に

任
淵
が
㊟
を
附
し
た
も
の
で
あ
り
、『
山
谷
外
集
詩
㊟
』
は
、『
山
谷
內
集
』
に
な

い
作
品
を
李
彤
が
編
纂
し
た
『
山
谷
外
集
』
に
史
容
が
㊟
を
附
し
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、『
山
谷
外
集
』
は
、『
山
谷
內
集
』
の
補
遺
で
は
あ
る
が
、『
山
谷
外

集
』
の
方
が
、
山
谷
の
若
年
時
の
作
品
を
收
め
て
お
り
、
元
豐
元
年
（
一
〇
七
八
）

か
ら
山
谷
の
沒
年
で
あ
る
崇
寧
四
年
（
一
一
〇
五
）
ま
で
の
作
品
を
收
め
て
い
る

の
に
對
し
、『
山
谷
內
集
』
は
、
嘉
祐
六
年
（
一
〇
五
九
）
か
ら
崇
寧
三
年
（
一
一

〇
四
）
ま
で
の
作
品
を
收
め
て
い
る
。

　

そ
し
て
、『
帳
中
香
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

樵
云
、
篤
、
敦
篤
也
。
使
其
愼
行
李
、
都〔

勸
〕加

飡
、
又
常
談
也
。
篤
字
、
古
詩

謂
、
上
言
加
飡
飯
之
意
也
。（
四
葉
表
）

外
集
㊒
吾
以
王
事
篤
行
李
。
㊟
引
鮑
朙
遠
詩
、
手
迹
可
傳
心
、
願
爾
篤
行
李
。

任
淵
㊟
引
說
文
誤
。（
四
葉
表
） 

樵
云
ふ
、
篤
は
、
敦
篤
な
り
。
其
の
行
李
を
愼
み
て
、
喰
を
加
ふ
る
を
勸
め

し
む
る
は
、
又　

常
談
な
り
。「
篤
」
字
、
古
詩
に
謂
ふ
、「
上
に
は
飡
飯
を

加
へ
よ
と
言
ふ
」
の
意
な
り
。



西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

一
八
七

條
、「
與
戎
州
新
太
守
書
」
か
ら
二
條
、「
答
雍
熙
光
禪
師
」
か
ら
一
條
引
用
し（

（3
（

、

こ
れ
ら
の
用
例
に
つ
い
て
「
各
見
山
谷
刀
筆
。」
と
あ
る
。『
山
谷
刀
筆
』
と
は
、

既
存
の
山
谷
の
全
集
か
ら
書

文
の
み
を
年
代
順
に
拔
き
出
し
て
別
に
發
行
し
た

も
の
で
あ
り
、
宋
代
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た（

（3
（

。
本
邦
に
傳
わ
っ
た
時
朞
は
未

詳
だ
が
、『
帳
中
香
』
に
は
、
卷
數
を
伴
っ
た
同
書
か
ら
の
引
用
文
が
散
見
さ
れ

る
た
め
、
當
時
の
禪
僧
の
讀
書
圈
に
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

そ
し
て
、『
帳
中
香
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。

由
是
、
則
篤
行
李
及
不
當
行
李
之
語
、
手
書
小

等
常
例
。
而
今
公
詩
中
、

用
此
三
字
耳
、
不
可
訓
困
也
。（
四
葉
裏
）

是
に
由
れ
ば
、
則
ち
「
篤
行
李
」
及
び
「
不
當
行
李
」
の
語
は
、
手
書
・
小

等
の
常
例
な
り
。
而
し
て
今　

公
の
詩
中
に
此
の
三
字
を
用
ふ
る
の
み
な

れ
ば
、「
困
」
と
訓
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　

歬
揭
の
山
谷
の
書

文
の
用
例
を
踏
ま
え
る
と
、「
篤
行
李
」
や
「
不
當
行

李
」
と
い
う
表
現
は
、
手
紙
に
あ
る
常
套
句
で
あ
る
、
そ
し
て
い
ま
、
こ
の
語

を
そ
の
ま
ま
詩
中
に
用
い
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、「
篤
行
李
」
の
「
篤
」
字
を
、

「
困
」
と
訓
讀
す
る
べ
き
で
な
い
、
と
し
て
い
る
。

 

さ
ら
に
『
帳
中
香
』
で
は
、
惟
肖
の
說
を
補
强
す
る
說
も
確
認
で
き
る
。

瑞
岩
講
時
亦
篤
訓
レ

敦
ア
ツ
ウ
ス

、
不
レ
訓
レ

困
タ
シ
ナ
ム

也
。
中
衟
蓋
指
下
裴
之
旅
行
、
自
二

河
北ノ

德
州
邊
一
至
上レ
汴
京ニ

。（
四
葉
裏
）

瑞
岩
講
せ
し
時
も
亦　

篤
は
敦あ

つ
う

す
と
訓
じ
て
、
困た

し
な

む
と
訓
ぜ
ざ
る
な
り
。

中
衟　

蓋
し
裴
の
旅
行
、
河
北
の
德
州
の
邊
り
よ
り
汴
京
に
至
る
を
指
す
。

　

瑞
岩
龍
惺
（
一
三
八
四
～
一
四
六
〇
）
の
講
義
で
は
、
山
谷
の
該
詩
の
「
篤
」
字

を
「
敦

ア
ツ
ウ
ス

」
と
訓
じ
て
、「
困

タ
シ
ナ
ム

」
と
訓
じ
て
い
な
か
っ
た
。
岩
瀨
本
に
も
見
え

る
「
困

タ
シ
ナ
ム

」
の
訓
は
、
禪
僧
ら
の
讀
書
圈
に
あ
る
『
古
今
韻
會
擧
要
』
等
が
引
用

す
る
『
爾
雅
』
に
「
篤
」
は
「
困
」
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（

（3
（

、
任
淵

㊟
を
踏
ま
え
た
場
合
は
「
困

タ
シ
ナ
ム

」
と
訓
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
該

詩
の
「
中
衟
」
を
朙
確
に
「
旅
行
」
だ
と
す
る
解
釋
も
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
帳
中
香
』
は
惟
肖
の
說
を
補
强
す
る
方
向
で
纏
め
て
い
る
。

　
『
幻
雲
抄
』（
三
葉
表
・
裏
）
で
も
、
岩
瀨
本
書
入
れ
に
沿
っ
て
、「
篤
字
、
如
任

㊟
、
則
言
途
中
勞
也
。
下
句
謂
驚
沙
等
也
。
雙
桂
續
翠
篤
爲
敢〔

敦
〕義

也
。」（「
篤
」

字
、
任
㊟
の
如
く
な
れ
ば
、
則
ち
途
中
の
勞
を
言
ふ
な
り
。
下
句
は
驚
沙
等
を
謂
ふ
な
り
。

雙
桂
續
翠　

篤
は
敦
の
義
と
爲
す
な
り
）
と
し
、「
敦
」
と
の
讀
み
は
、
惟
肖
の
み
な

ら
ず
、續
翠
こ
と
江
西
龍
派
（
一
三
七
五
～
一
四
四
六
）
の
說
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、『
幻
雲
抄
』（
三
葉
裏
）
で
は
、「
念
公
―
行
李
、
禪
家
所
謂
行
李
意

也
。」（
念
公
―
行
李
は
、
禪
家
の
所
謂　

行
李
の
意
也
。）
と
し
、「
行
李
」
に
荷
物
を

持
っ
て
行
脚
す
る
こ
と
、
轉
じ
て
修
行
の
意
と
す
る
、
禪
家
の
視
點
か
ら
の
說
も

提
示
し
て
い
る
點
が
、『
帳
中
香
』
と
は
異
な
る
。

　

な
お
、
彭
叔
『
米
澤
抄
』
の
こ
の
箇
所
は
、『
帳
中
香
』
と
『
幻
雲
抄
』
か
ら

引
用
す
る
の
み
で
、
私
見
を
述
べ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
彭
叔
が
、
先
人
の
說
に
對

し
て
、
新
た
に
私
見
を
述
べ
る
餘
地
は
な
い
と
判
斷
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

本
節
を
總
括
す
る
と
、
岩
瀨
本
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、『
帳
中
香
』
は
、
岩
瀨

本
に
あ
る
說
を
詳
述
し
、
補
强
す
る
事
例
を
あ
げ
て
い
る
。『
幻
雲
抄
』
は
、
岩

瀨
本
と
同
じ
說
を
示
し
つ
つ
、
他
の
視
點
か
ら
の
說
を
付
け
加
え
て
い
る
。『
米

澤
抄
』
の
抄
者
で
あ
る
彭
叔
は
、
多
く
私
見
を
述
べ
は
し
な
い
が
、
こ
れ
は
、
先

人
が
述
べ
る
說
の
詳
し
さ
の
程
度
に
よ
っ
て
、
後
人
が
新
た
に
加
え
ら
れ
る
說
に

制
限
が
働
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
抄
物
の
㊮
料
性
に
よ
る
。

　
　
　
　
　  

四
、
小
　
結

　

本
稿
で
は
、
岩
瀨
本
書
入
れ
が
、
現
存
す
る
山
谷
詩
漢
文
抄
の
成
立
以
歬
の
說

の
み
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
岩
瀨
本
書
入
れ
と
漢
文
抄
を
照
合
す
る
こ
と
で
、



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
八
八

本
邦
に
お
け
る
山
谷
詩
解
釋
史
の
對
象
と
な
る
年
代
を
漢
文
抄
成
立
以
歬
に
ま
で

廣
げ
た
。
結
果
、
山
谷
詩
漢
文
抄
の
み
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、
現
存

す
る
漢
文
抄
の
特
徵
と
し
て
、
主
に
下
記
の
二
點
を
朙
確
に
し
た
。

　

一
つ
は
、『
帳
中
香
』
が
、
先
人
の
說
を
積
極
的
に
展
開
し
た
可
能
性
が
あ

り
、
さ
ら
に
補
强
す
る
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
點
で
あ
る
。
ま
た
一
つ
は
、『
幻
雲

抄
』
が
、
先
人
の
說
を
忠
實
に
殘
し
な
が
ら
、
別
の
視
點
か
ら
の
說
を
付
け
加
え

て
い
る
點
で
あ
る
。

　

本
邦
の
禪
僧
ら
は
、
任
淵
㊟
を
必
ず
し
も
鵜
呑
み
に
は
せ
ず
、
彼
ら
の
各
世
代

に
お
い
て
可
能
で
あ
る
、
山
谷
詩
の
解
釋
や
漢
籍
か
ら
の
引
用
を
獨
自
に
積
み
上

げ
て
「
篤
」
の
例
の
よ
う
な
妥
當
な
解
釋
に
到
逹
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
岩
瀨
本

書
入
れ
は
、
現
存
す
る
山
谷
詩
漢
文
抄
成
立
の
直
歬
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
增
え
て

ゆ
く
抄
文
を
版
本
に
は
書
入
れ
切
れ
な
く
な
っ
た
結
果
、
獨
立
し
た
書
物
と
し
て

の
抄
物
が
誕
生
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

現
存
す
る
最
古
の
山
谷
詩
漢
文
抄
『
帳
中
香
』
抄
者
、
萬
里
か
ら
み
る
と
、
瑞

溪
は
一
世
代
歬
の
禪
僧
で
あ
る
。
そ
の
瑞
溪
の
說
が
、
岩
瀨
本
や
大
東
急
本
に
お

い
て
最
も
多
く
、
溢
れ
ん
ば
か
り
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
山
谷
詩
漢
文

抄
の
誕
生
す
る
兆
し
の
一
つ
で
あ
る
と
看
做
せ
は
し
ま
い
か
。

　

今
後
も
、
五
山
版
書
入
れ
ま
で
含
め
た
抄
文
を
硏
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
山
谷

詩
解
釋
史
の
實
態
を
解
朙
し
た
い
。

㊟（
１
）　

芳
賀
幸
四
郞
『
中
世
禪
林
に
お
け
る
學
問
お
よ
び
文
學
に
關
す
る
硏
究
』（
日
本

學
術
振
興
會
、
一
九
五
六
年
）
二
八
八
頁
。

（
２
）　

以
下
、
禪
僧
の
生
沒
年
は
、
玉
村
竹
二
『
五
山
僧
傳
記
集
成
』（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
三
年
）
を
參
照
し
た
。

（
３
）　

阿
部
隆
一
「
大
東
急
記
念
文
庫
藏
室
町
時
代
邦
人
撰
述
漢
籍
㊟
釋
書
類
に
つ
い

て
」『
か
が
み
』
卷
四
（
一
九
六
〇
年
、
大
東
急
記
念
文
庫
）。

（
４
）　

川
瀨
一
馬
『
五
山
版
の
硏
究
』（
日
本
古
書
籍
商
協
會
、
一
九
七
〇
年
）。

（
５
）　

東
洋
文
庫
に
は
、
書
入
れ
の
少
な
い
同
書
の
五
山
版
十
二
册
本
も
あ
る
。

（
６
）　

柳
田
征
司
『
室
町
時
代
語
㊮
料
と
し
て
の
抄
物
の
硏
究　

上
册
』（
武
藏
野
書
院
、

一
九
九
八
年
）
二
一
五
～
三
〇
頁
。
柳
田
氏
に
は
、
他
に
も
「
書
込
み
假
名
抄
一

班
」（『
愛
媛
大
學
敎
育
學
部
紀
要
第
Ⅱ
部
』
第
九
卷
、
一
九
七
七
年
）
も
あ
り
、
大

東
急
本
の
詳
細
な
書
誌
情
報
を
述
べ
て
い
る
。

（
７
）　

川
瀨
氏
が
書
入
れ
が
多
い
と
す
る
穗
久
邇
文
庫
藏
本
も
調
査
す
べ
き
で
は
あ
る

が
、
同
文
庫
の
藏
書
は
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

（
８
）　

土
井
洋
一
「
抄
物
の
轉
寫
本
と
版
本
」『
學
習
院
大
學
文
學
部
硏
究
年
報
』
十
三

輯
（
一
九
六
六
年
）。

（
９
）　

例
え
ば
、
中
國
詩
人
の
別
集
の
五
山
版
書
入
れ
と
抄
物
と
の
直
接
の
（
あ
る
い
は

直
接
に
近
い
）
關
係
に
つ
い
て
述
べ
た
ご
論
考
に
は
、
太
田
亨
氏
「
建
仁
寺
兩
足
院

所
藏
『
柳
文
抄
』
の
編
纂
者
に
つ
い
て
―
國
立
歷
史
民
俗
博
物
館
所
藏
五
山
版
『
新

刊
五
百
家
註
音
辨
唐
柳
先
生
集
』
書
き
入
れ
作
者
と
の
關
係
」（『
國
語
國
文
』
七
八

卷
一
號
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。

（
10
）　

寒
山
寺
は
元
は
滋
賀
縣
石
山
に
あ
っ
た
。
開
山
は
、
近
江
膳
所
藩
主
・
石
川
忠

總
の
招
き
に
應
じ
た
瑞
南
卜
兆
（
一
五
九
九
～
一
六
六
九
）
で
あ
る
。
寒
山
寺
所
藏

『
寒
山
開
基
瑞
南
和
尙
塔
銘
』（
末
尾
に
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
の
年
記
あ
り
）
と

『
寒
山
禪
寺
歷
世
行
狀
象
贊
』（
同
寺
十
一
世
玉
谿
賢
賰
編
輯
。
行
狀
記
末
尾
に
、
天

保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
の
年
記
あ
り
）
所
收
「
寒
山
禪
寺
歷
世
行
狀
」
の
「
開
山

瑞
南
和
尙
」
に
よ
る
と
、
瑞
南
は
、
石
川
氏
の
移
封
を
契
機
に
、
大
阪
城
の
西
北
に

位
置
す
る
天
滿
の
地
に
改
め
て
寺
を
建
て
、
再
び
寒
山
寺
と
命
名
し
た
と
い
う
。『
寬

政
重
修
諸
家
譜
』（
國
立
國
會
圖
書
館
藏
）
第
一
一
八
・
石
川
家
の
項
に
よ
る
と
、

慶
安
三
年
（
一
六
五
一マ

マ

）
十
二
月
に
忠
總
が
沒
し
、
嫡
孫
・
憲
之
が
伊
勢
龜
山
に
移



西
尾
市
岩
瀨
文
庫
藏
五
山
版
『
山
谷
詩
集
㊟
』
書
入
れ
に
つ
い
て

一
八
九

封
さ
れ
た
の
は
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
の
こ
と
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
瑞
南
の
師
、

愚
堂
東
寔
の
年
譜
『
大
圓
寶
鑑
國
師
愚
堂
和
尙
年
譜
』（
芲
園
大
學
所
藏
。
愚
堂
の

弟
子
、
☃
潭
豐
玉
編
輯
）
慶
安
四
年
六
⺼
條
に
は
、
愚
堂
が
大
阪
寒
山
寺
に
て
瑞
南

の
迎
侍
を
受
け
た
と
の
記
錄
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
寒
山
寺
の
大
阪
移
轉
は
、
同
年
の

こ
と
と
推
定
で
き
る
。
岩
瀨
本
印
記
は
、「
攝
州
」
と
あ
る
た
め
、
同
年
以
降
の
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
寒
山
寺
の
ご
住
職
に
よ
る
と
、
同
寺
の
ご
藏
書
の
一
つ
『
再
住

法
山
瑞
南
和
尙
語
錄
附
塔
銘
』
に
は
、
岩
瀨
本
と
同
じ
印
記
が
確
認
で
き
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

（
11
）　

歬
揭
㊟（
４
）川
瀨
氏
書
、
四
七
二
頁
。

（
12
）　
（https://trc-adeac.trc.co.jp/W

J1200/W
JJS21U

/2321315100

）。「
山

谷
詩
集
㊟
」
で
檢
索
。
最
終
閱
覽
日
は
、
令
和
元
年
九
⺼
九
日
。

（
13
）　
『（
大
日
本
古
記
錄
）
臥
雲
日
件
錄
拔
尤
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
參
照
。

『
臥
雲
日
件
錄
』
は
現
存
せ
ず
、
惟
高
妙
安
（
一
四
八
〇
～
一
五
六
七
）
が
抄
出
し

た
『
臥
雲
日
件
錄
拔
尤
』
の
み
が
現
存
す
る
。

（
14
）　

岩
瀨
本
卷
六
「
見
諸
人
唱
和
酴
醿
詩
輒
次
韻
戲
詠
」
に
あ
る
說
は
、「
刻
云
、
☃

蕉
謂
…
…
（
下
略
）」
と
し
て
、
瑞
溪
が
蘭
坡
の
說
を
紹
介
し
て
い
る
た
め
、
蘭
坡

の
說
と
し
て
數
え
た
。

（
15
）　

蔭
木
英
雄
『
中
世
禪
林
詩
史
』（
笠
閒
書
院
、
一
九
九
四
年
）
三
九
三
頁
。

（
16
）　

岩
瀨
本
書
入
れ
は
、
九
割
方
が
漢
文
で
あ
る
た
め
、
書
入
れ
手
が
、
講
義
を
聞
い

た
場
で
直
接
書
き
入
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

（
17
）　

ち
な
み
に
『
幻
雲
抄
』
は
岩
瀨
本
と
同
じ
く
、「
愚
按
」
と
冠
す
る
一
方
、『
米
澤

抄
』
は
『
帳
中
香
』
と
同
じ
く
、「
先
輩
說
云
」
と
冠
し
て
い
る
。

（
18
）　
『
幻
雲
抄
』
に
は
、
岩
瀨
本
と
文
字
の
異
動
の
な
い
「
抄
云
」
と
冠
す
る
抄
文
が

あ
る
た
め
、
岩
瀨
本
の
指
す
「
抄
」
は
、『
幻
雲
抄
』
で
も
な
い
。

（
19
）　

例
え
ば
、『
帳
中
香
』
卷
一
（
二
九
葉
裏
）
に
は
、『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
後
集
卷
三

一
か
ら
の
引
用
文
が
確
認
で
き
、
ま
た
、『
帳
中
香
』
卷
一
（
四
葉
裏
）
に
は
、『
詩

人
玉
屑
』
卷
二
か
ら
の
引
用
文
が
確
認
で
き
る
。

（
20
）　
『
文
獻
通
考
』
は
、
市
立
米
澤
圖
書
館
藏
本
（
一
六
葉
裏
）
參
照
。

（
21
）　
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
歬
集
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
二
八
一
頁
。

（
22
）　

荒
井
健
氏
は
、
山
谷
が
こ
の
蘇
軾
の
詩
句
よ
り
も
杜
甫
の
詩
句
を
稱
揚
し
た
理
由

を
「「
滄
浪
詩
話
」
と
「
潛
溪
詩
眼
」
―
宋
代
詩
學
お
ぼ
え
が
き
」（『
東
方
學
報
』

第
四
四
册
、
一
九
七
三
年
。
後
に
『
秋
風
鬼
雨　

詩
に
呪
わ
れ
た
詩
人
た
ち
』（
筑

摩
書
房
、
一
九
八
二
年
）
に
收
め
る
）
一
三
五
～
六
頁
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
七
言
詩
は
四
字
＋
三
字
の
形
に
分
節
す
る
の
が
通
例
だ
が
、
范
溫

（
＝
山
谷
）
の
詩
學
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
こ
の
分
節
が
よ
り
完
全
た
る
べ
き
こ

と
が
强
調
さ
れ
る
。
千
巖
云
々
の
杜
甫
の
詩
句
（「
憶
昔
行
」）
が
畊
田
云
々
の
蘇
東

坡
の
詩
句
（「
泗
州
の
僧
伽
の
塔
」）
に
勝
る
と
み
な
さ
れ
た
の
は
、
後
者
が
一
個
の

セ
ン
テ
ン
ス
で
一
句
を
形
成
す
る
の
に
對
し
、
歬
者
は
二
個
の
セ
ン
テ
ン
ス
ま
た
は

フ
レ
ー
ズ
で
一
句
を
形
成
す
る
ゆ
え
に
で
あ
ろ
う
（
五
言
詩
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

が
い
え
る
）。」。

（
23
）　

陸
機
「
文
賦
」
に
は
、「
立
片
言
而
居
要
、
乃
一
篇
之
警
策
。」（
片
言
を
立
て
て

要
に
居
る
、
乃
ち
一
篇
の
警
策
な
り
。）
と
あ
る
。

（
24
）　

田
島
柏
堂
「
天
童
山
十
境
と
禪
語
―
「
拜
登
」・「
警
策
」
考
―
」（『
禪
硏
究
所
紀

要
』
第
一
一
卷　

愛
知
學
院
大
學
、
一
九
八
二
年
）。

（
25
）　

萬
里
の
別
集
、『
梅
芲
無
盡
藏
』
に
も
「
警
策
」
の
用
例
が
あ
る
。
同
書
第
一
に

「
豐
山
之
雲
菴
指
鼎
之
警
策
云
、
檠
背
雨
聲
長
、
…
…
（
下
略
）」
の
章
題
が
あ
り
、

第
三
に
「
石
林
詩
話
云
、
蔡
天
諬
言
、
…
…
（
中
略
）
…
…
皆
集
中
第
一
也
。
餘
謂

細
雨
騎
驢
入
劍
門
、
蓋
劍
南
集
中
之
警
策
邪
」
の
章
題
が
あ
り
、
第
六
の
「
芲
菴

序
」
に
「
苕
溪
胡
漁
隱
曰
、
梨
芲
一
枝
春
帶
雨
。
桃
芲
亂
落
如
紅
雨
。
小
院
沈
々
杏

芲
雨
。
梅
子
黃
時
雨
。
皆
古
今
之
警
策
欲
作
一
亭
子
」
と
あ
る
。
同
書
は
『
續
群
書

類
從
』
第
十
二
輯
下
（
一
九
七
九
年
）
八
〇
四
、
八
六
七
、
一
〇
〇
三
頁
參
照
。

な
お
、「
芲
菴
序
」
傍
線
部
「
梅
子
黃
時
雨
」
は
、
現
行
本
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
後
集
』



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
九
〇

に
、「
答
雍
熙
光
禪
師
」
は
同
書
卷
九
に
あ
る
。
な
お
、「
篤
行
李
」
は
、
山
谷
以
外

の
用
例
が
少
な
い
表
現
で
あ
る
。

（
32
）　
『
四
庫
全
書
總
目
提
要　

四
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
三
年
）
三
七
四
五
～
六
頁

に
は
、「
宋
黃
庭
堅
撰
。
庭
堅
全
集
已
著
錄
。
此
乃
所
著
尺
牘
也
。
以
年
爲
次
。
自

初
仕
至
館
職
四
卷
、
居
憂
時
三
卷
、
在
黔
州
三
卷
、
戎
州
七
卷
、
荊
渚
二
卷
、
宜
州

一
卷
、
皆
於
全
集
中
摘
出
別
行
者
。
然
是
編
向
㊒
宋
槧
本
、
非
後
人
所
爲
。」
と
あ

る
。

（
33
）　

現
行
の
『
爾
雅
』
は
、「
篤
、
固
也
」
に
作
る
。

　〔
付
記
〕

　

本
稿
の
執
筆
に
際
し
、
㊮
料
の
各
所
藏
先
よ
り
、
閱
覽
、
飜
刻
及
び
書
影
揭
載

の
許
可
を
賜
り
ま
し
た
。
特
に
、
本
稿
に
お
け
る
寒
山
寺
の
來
歷
に
關
し
て
は
、

同
寺
ご
住
職
、
瀧
瀨
尙
純
氏
か
ら
の
ご
敎
示
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
さ
ら

に
、
氏
か
ら
は
、
貴
重
な
㊮
料
の
ご
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た

皆
樣
に
、
深
く
御
禮
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、
日
本
宋
代
文
學
學
會
第
五
回
大
會
で
の
口
頭
發
表
が
も
と
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
科
學
硏
究
費
助
成
事
業
若
手
硏
究
（
課
題
番
號
：18K12284

）

の
助
成
に
よ
る
硏
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

卷
十
三
（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
九
七
頁
で
は
、
七
言
「
黃
梅
時
節
家

家
雨
」
に
作
り
、
直
歬
の
三
句
と
字
數
が
揃
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
同
書
（
人
民
文

學
出
版
社
）
の
校
勘
記
に
よ
る
と
、「
梅
子
黃
時
雨
」
に
作
る
も
の
（
北
京
大
學
藏

殘
宋
本
等
）
も
あ
る
と
い
う
。
現
行
本
と
「
芲
菴
序
」
の
異
同
を
他
に
も
と
り
あ
げ

る
と
、
歬
者
が
「
苕
溪
漁
隱
」
に
作
る
一
方
で
、
後
者
が
「
苕
溪
胡
漁
隱
」
に
作

り
、
歬
者
が
「
古
今
詩
詞
之
警
句
也
。
我
曾
欲
一
亭
子
也
」
に
作
る
一
方
で
、
後
者

が
「
古
今
之
警
策
欲
作
一
亭
子
」
に
作
っ
て
い
る
。

（
26
）　

同
じ
く
山
谷
詩
五
山
版
で
あ
る
市
立
米
澤
圖
書
館
藏
本
（
一
葉
表
）
は
、
岩
瀨
本

の
同
詩
の
章
題
に
あ
る
「
仲
謨
」
の
「
謨
」
字
を
「
謀
」
に
作
る
。

（
27
）　

任
淵
「
目
錄
」
に
「
山
谷
在
德
平
、
與
德
州
太
守
書
云
、
某
官
局
勉
以
不
癏
。
幸

親
老
在
都
下
、
善
眠
⻝
、
兄
弟
無
他
。」
と
あ
る
。

（
28
）　

史
容
は
他
に
も
、
山
谷
詩
の
「
篤
行
李
」
に
對
し
て
當
該
の
鮑
照
詩
を
引
用
し
て

お
り
、『
山
谷
外
集
詩
註マ

マ　

一
（
四
部
叢
刊
續
編
）』（
一
九
八
四
年
）
卷
六
で
は
「
再

次
韻
呈
朙
略
幷
寄
無
咎
」
第
二
一
句
「
寄
聲
小
掾
篤
行
李
」
に
對
し
、「
鮑
照
詩
、

手
迹
可
傳
心
、
願
爾
篤
行
李
」
と
㊟
し
て
い
る
。

（
29
）　

山
谷
詩
第
十
三
句
の
上
二
字
「
念
公
」
に
對
し
て
、
任
淵
は
㊟
を
附
し
て
お
ら

ず
、
ま
た
、
禪
僧
ら
が
「
念
公
」
の
解
釋
に
つ
い
て
議
論
し
た
痕
跡
は
、
筆
者
の
管

見
に
入
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
句
下
三
字
「
篤
行
李
」
を
、
任
淵
㊟
、
あ
る
い

は
漢
文
抄
が
『
山
谷
外
集
詩
㊟
』
の
㊟
を
も
っ
て
提
示
し
た
鮑
照
の
詩
句
の
い
ず
れ

を
踏
ま
え
る
か
に
よ
っ
て
、
上
二
字
「
念
公
」
の
解
釋
も
閒
接
的
に
違
い
が
生
じ
る

こ
と
を
補
足
し
て
お
く
。

（
30
）　

な
お
、
大
東
急
本
に
は
、
說
者
を
朙
記
せ
ず
に
「
先
生
刀
筆
多
用
篤
行
李
也
。」

と
指
摘
す
る
書
入
れ
が
あ
る
。
ま
た
、『
幻
雲
抄
』（
三
葉
裏
）
で
は
右
說
に
「
刻

云
」
と
冠
し
、
瑞
溪
の
說
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

（
31
）　
「
與
東
川
提
擧
手
書
」
と
「
與
戎
州
新
太
守
書
」
は
、『
山
谷
老
人
刀
筆
』（『
北
京

圖
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
第
八
六　

書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
八
八
年
～
）
卷
十
一
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⺼
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一
．
は
じ
め
に

―
『
唐
詩
選
』
を
め
ぐ
っ
て

　
『
唐
詩
選
』
は
、
服
部
南
郭
の
校
訂
に
よ
る
和
刻
本
が
出
版
さ
れ
て
以
來
、
唐

詩
の
定
番
の
選
集
と
し
て
日
本
で
は
現
在
に
至
る
ま
で
讀
ま
れ
續
け
て
い
る（

１
）。

三
百
年
に
及
ぶ
日
本
で
の
受
容
の
歷
史
の
過
程
で
、『
唐
詩
選
』
の
讀
ま
れ
方
に

も
當
然
變
化
は
あ
っ
た
。

　

現
代
と
は
異
な
る
、江
戶
中
朞
の
『
唐
詩
選
』
受
容
の
大
き
な
特
徵
と
し
て
は
、

該
書
が
編
纂
者
と
さ
れ
る
李
攀
龍
の
諸
作
と
と
も
に
讀
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
擧
げ

ら
れ
よ
う
。
た
と
え
ば
、「
草
色
秋
迷
彭
蠡
澤
、
不
知
何
處
弔
番
君
（
草
色
秋
迷
ふ

彭
蠡
の
澤
、知
ら
ず
何
れ
の
處
に
か
番
君
を
弔
は
ん（

２
））」

と
い
う
李
攀
龍
の
詩
句
は
、『
唐

詩
選
』所
收
の「
日
落
長
沙
秋
色
遠
、不
知
何
處
弔
湘
君（
日 

落
ち
て
長
沙
秋
色 
遠
し
、

知
ら
ず
何
れ
の
處
に
か
湘
君
を
弔
は
ん（

３
））」

と
い
う
李
白
の
詩
句
を
朙
白
に
下
旉
き
と

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
李
攀
龍
の
詠
作
と
『
唐
詩
選
』
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
當
時
の
讀
者
は
、
李
攀
龍
の
詩
を
解
釋
し
、
古
文
辭
派
の
作
詩
の
手
法
を

學
ん
だ
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。　

　
『
唐
詩
選
』
は
僞
作
說
が
あ
る
も
の
の
、
李
攀
龍
の
眞
作
と
さ
れ
る
『
古
今
詩

刪
』
の
唐
詩
の
部
と
收
錄
詩
が
大
部
分
重
な
っ
て
お
り
、
李
攀
龍
の
好
尙
を
反
映

し
た
選
集
と
い
え
る
。
よ
っ
て
、
李
攀
龍
の
詩
を
解
釋
す
る
に
當
た
っ
て
、
李
攀

龍
が
材
料
と
し
た
詩
を
『
唐
詩
選
』
に
求
め
る
の
は
閒
違
い
で
は
な
い
。
熊
阪
台

州
『
白
雲
館
近
體
詩
眼
』
は
、『
唐
詩
正
聲
』
に
は
收
錄
さ
れ
な
い
が
『
唐
詩
選
』

に
採
ら
れ
て
い
る
詩
は
、
李
攀
龍
の
好
み
に
㊜
い
、
彼
が
作
詩
の
參
考
に
し
た
詩

で
あ
る
こ
と
を
具
體
例
を
擧
げ
て
論
證
し
て
い
る（

４
）。

　

こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、
江
戶
中
朞
の
人
々
が
、
李
攀
龍
の
詩
を
解
釋
す
る
た

め
に
『
唐
詩
選
』
を
參
照
す
る
だ
け
で
な
く
、
逆
に
『
唐
詩
選
』
を
解
釋
す
る
際

に
、
李
攀
龍
の
詩
を
參
考
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

―
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
朙
確
に
意
識
し
て
い
な
く
て
も
、
李
攀
龍
の
作
品
を
記
憶
し
て
い
る

こ
と
で
、
唐
詩
の
解
釋
が
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
。
李
攀
龍

の
詩
が
唐
詩
解
釋
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
は
實
際
に
存
在
す
る
。

　

徂
徠
の
弟
子
で
あ
る
入
江
南
溟
の
『
唐
詩
句
解
』
は
、『
唐
詩
選
』
の
楊
炯
「
夜

送
趙
縱
（
夜
趙
縱
を
送
る
）」
に
對
し
て
い
さ
さ
か
奇
妙
な
解
釋
を
施
す
。
詩
の
本

文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　　
　

趙
氏
連
城
璧　
　

趙
氏
連
城
の
璧

　
　

由
來
天
下
傳　
　

由
來
天
下 

傳
ふ

「
朙
⺼
璧
」
と
高
野
蘭
亭

�

高
山
大
毅



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
九
二

臣 

聞
く
朙
⺼
の
珠
夜
光
の
璧
、
暗
き
を
以
て
人
に
衟
に
投
ず
れ
ば
、
衆 

劍

を
按
じ
て
相
盻み

ざ
る
者
莫
し
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
因
る
こ
と
無
く
し
て
歬
に

至
れ
ば
な
り
。

闇
夜
に
光
り
輝
く
寶
物
を
人
に
投
げ
つ
け
た
な
ら
ば
、
投
げ
つ
け
ら
れ
た
人
は
誰

で
も
劍
に
手
を
か
け
て
に
ら
む
で
あ
ろ
う

―
鄒
陽
は
こ
の
比
喩
を
引
き
合
い
に

出
す
こ
と
で
、
貧
賤
の
士
は
傑
出
し
た
人
物
で
あ
っ
て
も
、
事
歬
に
彼
を
君
主
に

紹
介
す
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
君
主
に
憎
ま
れ
て
し
ま
う
と
說
い
た
。
南
溟
に
よ

れ
ば
、
結
句
は
こ
の
故
事
を
踏
ま
え
て
お
り
、「
朙
⺼
」
は
夜
空
に
輝
く
⺼
を
指

す
だ
け
で
な
く
、
趙
縱
の
「
德
輝
」
を
も
喩
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
南
溟
の
解
釋
に
對
し
て
は
批
判
も
あ
っ
た
。
戶
崎
淡
園
『
箋

註
唐
詩
選
』
は
、「
已
用
趙
璧
又
用
朙
⺼
珠
。
繁
雜
可
厭
也
。
恐
非
楊
之
本
志
也

（
已
に
趙
璧
を
用
ひ
又
朙
⺼
の
珠
を
用
ふ
。
繁
雜 

厭
ふ
可
き
な
り
。
恐
ら
く
は
楊
の
本
志
に

非
ざ
る
な
り（

９
））」

と
論
じ
る
。
人
の
才
德
を
寶
玉
に
喩
え
る
表
現
を
起
句
と
結
句
で

繰
り
﨤
し
用
い
る
の
は
繁
雜
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
一
定
の
說
得
力
が
あ
る
。『
唐

詩
句
解
』
に
關
し
て
は
、「
徠
翁
ノ
沒
後
閒
モ
ナ
ケ
レ
ハ
、
親
炙
ノ
諸
君
モ
多
ク
、

ミ
ナ
句
解
ノ
疵
瑕
ヲ
指
摘
嗤
笑
シ
テ
見
ル
者
モ
無
カ
リ
シ（

（1
（

」
と
い
う
惡
評
が
傳
わ

っ
て
お
り
、
こ
れ
も
杜
撰
な
㊟
釋
の
一
例
の
よ
う
に
見
え
な
く
も
な
い
。

　

し
か
し
、
李
攀
龍
の
次
の
詩
句
（「
重
別
魏
使
君
（
重
ね
て
魏
使
君
に
別
る
）」
の
起

承
句
）
が
南
溟
の
念
頭
に
あ
っ
た
と
考
え
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。　
　

　
　

君
家
朙
⺼
楚
江
干　
　

君
が
家
の
朙
⺼ 

楚
江
の
干

　
　

價
動
連
城
海
色
寒　
　

價
は
連
城
を
動
か
し
海
色 

寒
し（

（1
（

楊
炯
の
作
と
同
じ
く
「
朙
⺼
」「
連
城
」
の
語
を
用
い
た
送
別
詩
で
あ
り
、「
趙
氏

　
　

送
君
還
舊
府　
　

君
が
舊
府
に
還
る
を
送
れ
ば

　
　

朙
⺼
滿
歬
川　
　

朙
⺼ 

歬
川
に
滿
つ（

５
）

　

起
句
で
は
旅
立
つ
趙
縱
の
姓
に
ち
な
ん
で
、
戰
國
時
代
の
趙
の
寶
物
で
あ
っ
た

「
連
城
璧
」の
故
事
が
用
い
ら
れ
て
い
る（

６
）。趙

の
惠
文
王
は「
和
氏
之
璧（
和
氏
の
璧
）」

を
㊒
し
、
秦
の
昭
王
は
十
五
城
と
璧
を
交
換
す
る
こ
と
を
願
っ
た
（「
連
城
」
の
稱

の
由
來
で
あ
る
）。
璧
を
奉
じ
て
秦
に
赴
い
た
趙
の
藺
相
如
は
、
秦
が
約
束
を
履
行

せ
ず
、
力
に
物
を
言
わ
せ
て
璧
を
奪
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
察
し
、
應
變
の
措

置
で
璧
を
國
に
戾
し
た

―
と
い
う
故
事
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、
趙
縱
の
才
德

を
「
連
城
璧
」
に
比
し
て
い
る
。

　

問
題
は
、
結
句
の
「
朙
⺼
」
の
解
釋
で
あ
る
。
南
溟
の
『
唐
詩
句
解
』
は
、「
朙

⺼
」
に
㊟
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　

鄒
陽
書
、「
朙
⺼
珠
夜
光
玉マ

マ

」、
借
朙
⺼
復
比
趙
德
輝
而
照
題
「
夜
送（

７
）」。

鄒
陽
が
書
、「
朙
⺼
の
珠
夜
光
の
玉
」。
朙
⺼
を
借
り
て
復
た
趙
が
德
輝
に
比

す
。
而
し
て
題
の
「
夜
送
る
」
に
照
ら
す
。

南
溟
は
「
朙
⺼
」
を
單
に
朙
る
い
⺼
で
あ
る
と
は
解
さ
ず
、
鄒
陽
の
上
書
が
典
故

で
あ
る
と
見
る
。
鄒
陽
の
上
書
は
後
引
の
詩
と
も
關
連
す
る
の
で
、
原
文
を
引
い

て
お
こ
う
。

臣
聞
朙
⺼
之
珠
夜
光
之
璧
、
以
暗
投
人
於
衟
、
衆
莫
不
按
劍
相
盻
者
。
何
則

無
因
而
至
歬
也（

８
）。



「
朙
⺼
璧
」
と
高
野
蘭
亭

一
九
三

　
　

誰
惜
虞
卿
老
去
貧　
　

誰
か
惜
ま
ん
虞
卿 

老
い
去
り
て
貧
し
き
を

　
　

平
原
⻝
客
一
時
新　
　

平
原
の
⻝
客 

一
時
新
な
り

　
　

懷
中
白
璧
如
朙
⺼　
　

懷
中
の
白
璧 

朙
⺼
の
如
し

　
　

何
處
還
投
按
劍
人　
　

何
れ
の
處
か
還
り
て
投
ぜ
ん
劍
を
按
ず
る
の
人（

（1
（

李
攀
龍
は
、
謝
榛
（
字
は
茂
秦
）
が
宗
室
の
趙
王
の
⻝
客
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
詩

想
を
展
開
し
、
彼
を
戰
國
時
代
の
趙
に
仕
え
た
虞
卿
に
擬
す
る
。
虞
卿
は
遊
說
の

士
で
、
趙
の
孝
成
王
に
入
說
し
、
一
度
目
の
會
見
で
「
黃
金
百
鎰
、
白
璧
一
雙（

（1
（

」 

を
賜
り
、
二
度
目
の
會
見
で
上
卿
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
起
句
は
、
謝
榛
が
虞
卿
と
は

異
な
り
、
不
遇
を
か
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
承
句
も
趙
か
ら
の
連
想
で
、

趙
王
を
趙
の
公
子
で
多
く
の
⻝
客
を
擁
し
た
平
原
君
に
な
ぞ
ら
え
、
昔
の
⻝
客
が

趙
王
の
下
に
い
な
い
こ
と
を
い
う
。
轉
結
句
は
、
歬
引
の
鄒
陽
の
上
書
を
典
故
に

用
い
、
謝
榛
が
「
朙
⺼
」
の
よ
う
に
輝
く
「
白
璧
」（
＝
才
能
）
を
㊒
し
て
い
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
こ
と
を
歎
い
て
い

る
。
轉
句
の
「
懷
中
」
は
『
老
子
』
の
「
被
褐
懷
玉
（
褐
を
被
り
玉
を
懷
く

（
（1
（

）」
に
、

ま
た
「
白
璧
」
は
虞
卿
が
下
賜
さ
れ
た
「
白
璧
」
に
も
連
關
す
る
表
現
で
あ
り
、

「
璧
」「
玉
」
に
ま
つ
わ
る
複
數
の
故
事
が
巧
み
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
古
文

辭
派
は
こ
の
よ
う
な
共
通
點
の
あ
る
典
故
を
連
結
さ
せ
る
技
法
を
し
ば
し
ば
用
い

た（
（1
（

。「
珠
」「
璧
」
を
區
別
し
な
い
表
現
も
、
そ
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、こ
の
詩
の
表
現
に
は
批
判
も
あ
っ
た
。太
宰
春
臺
は
次
の
よ
う
に
說
く
。

且
白
璧
玉
也
。
朙
⺼
珠
也
。
曰
「
白
璧
如
朙
⺼
」、
造
語
誤
矣（

（1
（

。

　
且
つ
白
璧
は
玉
な
り
。
朙
⺼
は
珠
な
り
。「
白
璧 

朙
⺼
の
如
し
」
と
曰
ふ
は

造
語 
誤
れ
り
。

～
」「
君
家
～
」
と
い
う
表
現
も
似
て
い
る
。
こ
の
句
が
楊
炯
の
詩
に
基
づ
く
可

能
性
は
高
い
。

　

徂
徠
の
朙
詩
㊟
釋
で
あ
る
『
絕
句
解
』
は
、
起
句
の
「
朙
⺼
」
を
「
朙
⺼
珠
」

の
意
で
あ
る
と
し
、「
順
甫
楚
產
。
隋
侯
珠
亦
楚
地
事
。
故
曰
君
家
（
順
甫
は
楚
產
。

隋
侯
の
珠
も
亦
た
楚
地
の
事
。
故
に
君
が
家
と
曰
ふ

（
（1
（

）」
と
い
う
。
徂
徠
の
說
に
し
た

が
え
ば
こ
の
二
句
は
、
あ
な
た
の
家
の
朙
⺼
の
珠
は
楚
の
川
邊
の
も
の
で
、
そ
の

價
値
は
竝
ん
だ
城
を
動
か
す
ほ
ど
で
あ
り
（
魏
裳
〔
字
は
順
甫
〕
の
優
れ
た
人
品
は

朝
廷
か
ら
一
郡
數
十
縣
を
任
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
）、
彼
の
任
地
の
海
邊
の
景
色
は
さ

え
わ
た
る

―
と
解
釋
で
き
る
。

　

李
攀
龍
の
詩
の
「
朙
⺼
」
が
「
朙
⺼
珠
」
を
指
す
の
な
ら
ば
、
そ
れ
を
楊
炯
の

詩
に
遡
ら
せ
て
同
樣
の
解
釋
を
行
う
こ
と
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ

『
唐
詩
選
』
を
李
攀
龍
の

0

0

0

0

『
唐
詩
選
』
と
し
て
讀
む
の
な
ら
ば
、
㊒
力
な
解
釋
で

あ
る
と
さ
え
い
え
よ
う
。

二
．「
珠
」「
璧
」
の
連
結
表
現

（
一
）「
珠
」
と
「
璧
」       

　

問
題
は
さ
ら
に
そ
の
先
に
あ
る
。
歬
引
の
李
攀
龍
の
詩
で
は
、
魏
裳
を
喩
え
る

「
朙
⺼
珠
」
は
「
連
城
」
の
價
値
が
あ
る
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、も
と
も
と
「
連

城
」の
故
事
に
登
場
し
た
寶
物
は「
和
氏
之
璧0

」で
あ
り
、李
攀
龍
は「
珠
」と「
璧
」

を
混
同
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
珠
」
は
眞
珠
な
ど
を
指
す
の
に
對
し
、「
璧
」

は
平
た
い
輪
の
形
を
し
た
玉
器
を
指
し
、
兩
者
は
本
來
異
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。

　

李
攀
龍
は
他
の
詩
（「
寄
茂
秦
（
茂
秦
に
寄
す
）」）
で
も
、「
珠
」
と
「
璧
」
の
區

別
を
無
視
し
た
表
現
を
用
い
て
い
る
。
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た
だ
し
、「
珠
」「
璧
」
を
連
結
さ
せ
た
表
現
に
先
例
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
李
白
の
詩
に
「
白
璧
雙
朙
⺼
、
方
知
一
玉
眞
（
白
璧
雙
朙
⺼
、
方
に
知
る
一
玉

の
眞
な
る
こ
と
を（

（1
（

）」
と
あ
る
。
し
か
し
、
朱
諫
『
李
詩
選
㊟
』
は
「
蓋
白
璧
是
玉
、

朙
⺼
是
珠
。
上
下
辭
意
不
相
照
應
（
蓋
し
白
璧
は
是
れ
玉
、
朙
⺼
は
是
れ
珠
。
上
下
の

辭
意 

相
照
應
せ
ず（

（2
（

）」
と
評
し
、
こ
の
詩
が
李
白
の
作
で
あ
る
こ
と
に
疑
義
を
呈
し

て
い
る
。
や
は
り
「
珠
」「
璧
」
の
混
用
に
は
相
當
の
違
和
感
が
伴
う
の
で
あ
る
。

　
「
珠
」「
璧
」
を
區
別
し
な
い
李
攀
龍
の
表
現
の
際
た
る
も
の
に
、「
朙
⺼
璧
」

が
あ
る
。
李
攀
龍
「
霅
溪
徐
山
人
（
霅
溪
の
徐
山
人
）」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

不
投
朙
⺼
璧　
　

朙
⺼
の
璧
を
投
ぜ
ず

　
　

甘
隱
大
雷
山　
　

甘
ん
じ
て
隱
る
大
雷
山（

（2
（

　

こ
の
「
朙
⺼
璧
」
の
語
の
用
例
は
非
常
に
少
な
い
。『
四
庫
全
書
』
を
含
む
膨

大
な
文
獻
を
收
錄
す
る
「
中
國
基
本
古
籍
庫（

（2
（

」
を
檢
索
し
て
も
、
宋
代
以
降
の
用

例
し
か
見
つ
か
ら
な
い
。
宋
末
か
ら
元
初
に
か
け
て
の
三
つ
の
別
集
（
林
景
煕
『
霽

山
集
』・
黃
庚
『
⺼
屋
漫
稿
』・
張
觀
光
『
屛
巖
小
稿
』）
に
「
㊒
如
朙
⺼
璧
、
美
價
傾

鴻
都
（
朙
⺼
の
如
き
璧
㊒
り
、美
價 

鴻
都
を
傾
く
）」
と
い
う
同
一
の
詩
句
が
見
え
（
重

出
の
理
由
は
不
朙
で
あ
る
）、
元
人
郭
經
の
詩
に
「
孤
電
繞
手
朙
⺼
璧
（
孤
電 

手
に
繞ま

と

ふ
朙
⺼
の
璧
）」
と
あ
る
（『
陵
川
集
』
卷
八
）。
詩
に
お
け
る
朙
代
よ
り
歬
の
時
代
の

用
例
は
こ
の
二
例
に
止
ま
り
、「
如
」
字
を
伴
う
歬
者
を
除
外
す
れ
ば
た
っ
た
一

例
と
な
る
。
朙
代
に
入
る
と
、
絕
對
數
は
少
な
い
も
の
の
用
例
は
增
え
る
。

　

李
攀
龍
『
滄
溟
集
』
一
例

　

羅
洪
先
『
念
庵
文
集
』
一
例

　

佘
翔
『
薜
荔
園
詩
集
』
一
例

「
朙
⺼
珠
」
の
「
朙
⺼
」
を
「
白
璧
」
に
對
し
て
用
い
る
の
は
「
造
語
」
の
誤
り

で
あ
る
と
春
臺
は
說
く
。「
珠
」「
璧
」
を
區
別
し
な
い
李
攀
龍
の
表
現
は
春
臺
に

と
っ
て
受
け
入
れ
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
「
珠
」「
璧
」
の
故
事
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。「
珠
」「
璧
」

は
典
籍
の
中
で
竝
ん
で
登
場
す
る
こ
と
が
多
く
、
兩
者
の
關
係
に
つ
い
て
は
、『
文

選
』
李
善
㊟
に
お
い
て
も
既
に
議
論
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

班
固
の
「
西
都
賦
」
に
、「
隨
侯
朙
⺼
、
錯
落
其
閒
《
中
略
》
懸
黎
垂
棘
、
夜

光
在
焉
（
隨
侯
朙
⺼
、
其
閒
に
錯
落
た
り
《
中
略
》
懸
黎
垂
棘
、
夜
光 

在
り
）」
と
い
う

一
節
が
あ
る
（「
懸
黎
垂
棘
」
は
美
玉
の
名
で
、『
左
傳
』
な
ど
に
は
「
垂
棘
之
璧
（
垂
棘

の
璧
）」
と
あ
る
）。「
隨
侯
」「
朙
⺼
」「
夜
光
」
の
關
係
が
解
釋
上
論
點
と
な
る
。

李
善
㊟
は
、『
淮
南
子
』
の
高
誘
㊟
の
「
隨
侯
之
珠
、
蓋
朙
⺼
珠
也
（
隨
侯
の
珠
、

蓋
し
朙
⺼
の
珠
な
り
）」と
い
う
說
、及
び
同
書
の
許
愼
㊟
の「
夜
光
之
珠
㊒
似
朙
⺼
。

故
曰
朙
⺼
也
（
夜
光
の
珠 

朙
⺼
に
似
た
る
㊒
り
。
故
に
朙
⺼
と
曰
ふ
な
り
）」
と
い
う

說
を
引
く
。
高
誘
の
說
は
、「
隨
侯
之
珠
」
＝
「
朙
⺼
珠
」、
許
愼
の
說
は
「
夜
光

（
之
珠
）」
＝
「
朙
⺼
（
珠
）」
と
な
る
。
李
善
㊟
に
よ
れ
ば
、班
固
は
「
隨
侯
朙
⺼
」

と
「
夜
光
」
を
切
り
離
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
隨
侯
朙
⺼
」
は
「
夜
光
」
で
は

な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
班
固
の
見
方
は
、「
夜
光
（
之
珠
）」
＝
「
朙
⺼
（
珠
）」

と
す
る
許
愼
の
說
と
⻝
い
違
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
善
㊟
は
、「
夜
光
」
に
關
す

る
詳
し
い
記
載
が
「
經
典
」
に
な
い
た
め
に
起
っ
た
齟
齬
で
あ
る
と
し
、「
夜
光
」

は
「
璧
」・「
珠
」
の
ど
ち
ら
に
對
し
て
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
具
體
例
を
擧
げ
て

示
し
て
い
る
。

　

こ
の
議
論
の
重
要
な
點
は
、「
朙
⺼
」
は
「
珠
」
の
稱
で
あ
る
こ
と
が
自
朙
視

さ
れ
て
い
て
、「
朙
⺼
」
が
「
璧
」
を
修
餝
す
る
可
能
性
は
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
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⺼
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歬
者
は
徂
徠
の
弟
子
で
大
名
の
本
多
猗
蘭
、
後
者
は
徂
徠
學
派
第
二
世
代
に
屬
す

る
石
島
筑
波
の
詩
の
一
節
で
あ
る
。
少
し
變
わ
っ
た
例
に
は
、
秋
元
澹
園
が
嵐
山

に
住
む
入
江
若
水
を
詠
ん
だ
詩
が
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、「
連
城
」
を
城
闕
の
意

で
用
い
て
お
り
、「
朙
⺼
」
と
「
連
城
」
は
緣
語
の
よ
う
な
關
係
に
な
っ
て
い
る（

（2
（

。

　　
　

聞
說
君
家
接
帝
京　
　

聞き
く
な
ら說

く
君
が
家
は
帝
京
に
接
す
と

　
　

握
中
朙
⺼
照
連
城　
　

握
中
の
朙
⺼ 

連
城
を
照
ら
す

　
　

城
頭
那
得
無
秋
色　
　

城
頭 

那
ぞ
秋
色
無
き
こ
と
を
得
ん

　
　

作
賦
須
成
潘
岳
名　
　

賦
を
作
り
て
須
く
潘
岳
が
名
を
成
す
べ
し（

（2
（

「
朙
⺼
（
珠
）」
を
修
餝
す
る
の
に
「
握
中
」
の
語
を
用
い
る
の
は
、「
握
中
朙
⺼

誰
相
貴（
握
中
の
朙
⺼
誰
か
相
貴
ば
ん（

（2
（

）」と
い
う
王
世
貞
の
表
現
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

徂
徠
學
派
に
限
ら
ず
、
李
王
の
影
響
を
受
け
た
木
門
の
詩
人
に
も
同
樣
の
表
現

は
見
ら
れ
る
。
新
井
白
石
と
室
鳩
巢
の
用
例
を
擧
げ
る
。

　
　

朱
絃
堪
奏
陽
春
曲　
　

朱
絃 

奏
す
る
に
堪
ふ
陽
春
の
曲

　
　

白
璧
難
酬
朙
⺼
輝　
　

白
璧 

酬
ひ
難
し
朙
⺼
の
輝
き（

（3
（

　
　

　
　

始
信
英
材
能
照
國　
　

始
め
て
信
ず
英
材 

能
く
國
を
照
ら
す
を

　
　

何
須
朙
⺼
購
連
城　
　

何
ぞ
須も

ち

ひ
ん
朙
⺼ 

連
城
を
購
ふ
を（

（3
（

　
「
朙
⺼
璧
」
に
關
し
て
い
え
ば
江
戶
漢
詩
に
お
い
て
も
そ
の
用
例
は
稀
で
あ
り
、

管
見
の
及
ぶ
範
圍
で
こ
の
語
を
複
數
回
用
い
て
い
る
の
は
高
野
蘭
亭
（『
蘭
亭
先
生

詩
集
』
七
例

（
（3
（

）、
橫
谷
藍
水
（『
蘭
水
詩
草
』
二
例

（
（3
（

）
の
み
で
あ
る
。
藍
水
は
蘭
亭
の

門
下
な
の
で
、
藍
水
の
二
例
に
は
蘭
亭
か
ら
の
影
響
が
あ
ろ
う
。
蘭
亭
の
用
例
を

　

王
世
貞
『
弇
州
四
部
稿
』
三
例

　

吳
國
倫
『
甔
甀
洞
稿
』
四
例

李
攀
龍
・
王
世
貞
・
吳
國
倫
は
盟
友
關
係

―
い
わ
ゆ
る
後
七
子

―
で
あ
り
、

ま
た
佘
翔
の
詩
風
は
彼
ら
の
詩
風
と
近
い
と
評
さ
れ
る（

（2
（

。
李
攀
龍
・
王
世
貞
な
ど

い
わ
ゆ
る
朙
代
古
文
辭
派
は
、
言
々
句
々
唐
詩
を
模
倣
し
た
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
、
實
作
に

し
て
み
る
と
、
彼
ら
は
「
朙
⺼
璧
」
の
よ
う
に
唐
詩
に

は
見
ら
れ
な
い
特
殊
な
表
現
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

從
來
、
古
文
辭
派
の
文
學
は
「
擬
古
主
義
」
や
「
復
古
主
義
」
と
い
た
語
で
括

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
典
故
の
連
結
表
現

―
と
り
わ
け
「
朙
⺼
璧
」
の
よ
う

な
典
故
の
壓
縮
と
い
っ
て
も
良
い
よ
う
な
表
現

―
に
は
「
擬
古
」
や
「
復
古
」

か
ら
は
み
出
す
彼
ら
の
文
學
の
特
色
が
表
れ
て
い
る
。「
擬
古
」
や
「
復
古
」
と

い
っ
た
便
利
な
言
葉
に
賴
ら
ず
、
こ
の
種
の
表
現
が
切
り
拓
い
た
詩
境
の
文
學
史

上
の
位
置
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　（
二
）
江
戶
漢
詩
に
お
け
る
「
珠
」「
璧
」
の
連
結
表
現

　

徂
徠
學
派
は
李
攀
龍
ら
の
影
響
を
受
け
、「
珠
」「
璧
」
を
連
結
し
た
表
現
を
用

い
た
。

　
　

還
投
白
璧
似
朙
⺼　
　

還
た
投
ず
白
璧
の
朙
⺼
に
似
た
る
を

　
　

誰
衟
今
無
按
劍
人　
　

誰
か
衟
ふ
今
劍
を
按
ず
る
人
無
き
と（

（2
（

　
　

隙
過
白
馬
驍
騰
色　
　

隙
は
過
ぐ
白
馬
驍
騰
の
色

　
　

影
沒
朙
珠
十
五
城　
　

影
は
沒
す
朙
珠
十
五
城（

（2
（



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

一
九
六

　
　

多
病
學
詩
詩
已
成　
　

多
病
詩
を
學
び
詩 

已
に
成
る

　
　

沈
吟
何
妨
喪
雙
朙　
　

沈
吟 

何
ぞ
妨
げ
ん
雙
朙
を
喪
ふ
を

　
　

且
言
徑
寸
珠
無
恙　
　

且
つ
言
ふ
徑
寸
珠 

恙
無
し

　
　

論
價
還
堪
十
五
城　
　

價
を
論
ず
れ
ば
還
た
十
五
城
に
堪
へ
た
り（

（3
（

起
承
句
は
、
蘭
亭
は
多
病
で
あ
り
な
が
ら
詩
を
學
び
、
詩
は
ひ
と
か
ど
の
も
の
に

な
っ
た
。
失
朙
し
た
こ
と
は
詩
を
作
る
上
で
妨
げ
と
は
な
ら
な
い

―
と
い
っ
た

意
味
で
あ
る
。
轉
句
の「
徑
寸
珠
」は
、「
隨
侯
之
珠
」＝「
朙
⺼
珠
」を
指
す
。「
隨

侯
之
珠
」
は
、
隨
侯
が
傷
つ
い
た
蛇
を
助
け
た
と
こ
ろ
、
蛇
が
恩
に
報
い
る
た
め

に
銜
え
て
き
た
珠
で
あ
る
と
傳
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
珠
の
大
き
さ
は
「
徑
寸
」

（
直
徑
一
寸
）
で
あ
っ
た
。

蛇
銜
朙
珠
以
報
之
。
珠
盈
徑
寸
、
純
白
、
而
夜
㊒
光
朙
如
⺼
之
照
可
以
燭
室
。

故
謂
之
隋
侯
珠
、
亦
曰
靈
蛇
珠
。
又
曰
朙
⺼
珠（

（4
（

。

蛇 

朙
珠
を
銜
み
て
以
て
之
に
報
ふ
。
珠
は
徑
寸
に
盈
ち
、
純
白
に
し
て
、

夜 

光
朙
㊒
る
こ
と
⺼
の
照
ら
す
が
如
く
に
し
て
以
て
室
を
燭て

ら
す
可
し
。

故
に
之
を
隋
侯
の
珠
と
謂
ひ
、亦
た
靈
蛇
の
珠
と
曰
ひ
、又
朙
⺼
の
珠
と
曰
ふ
。

結
句
は
、
蘭
亭
が
入
門
し
た
時
に
徂
徠
が
蘭
亭
を
「
連
城
璧
」
と
目
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
る
。
こ
の
話
は
、
松
崎
觀
海
「
東
里
先
生
壽
藏
記
」
と
藤
山
惟
熊
「
東
里

先
生
墓
誌
銘
」
の
い
ず
れ
に
も
見
え
、
蘭
亭
の
人
生
に
お
い
て
重
要
な
出
來
事
で

あ
っ
た
（「
東
里
」
は
蘭
亭
の
別
號
で
あ
る
）。

い
く
つ
か
引
い
て
お
こ
う
。

　
　

懷
朙
⺼
璧　
　

ち
懷
く
朙
⺼
の
璧

　
　

按
劍
總
堪
疑　
　

劍
を
按
じ
て
總
て
疑
ふ
に
堪
え
た
り（

（3
（

　
　

一
抱
誰
高
朙
⺼
璧　
　

一
抱
誰
か
高
し
朙
⺼
の
璧

　
　

三
盃
應
醉
玉
壺
氷　
　

三
盃
應
に
醉
ふ
べ
し
玉
壺
の
水（

（3
（

　
　

　
　

爲
汝
便
探
朙
⺼
璧　
　

汝
が
爲
に
便
ち
探
る
朙
⺼
の
璧

　
　

暗
投
何
必
待
先
容　
　

暗
に
投
ず
る
に
何
ぞ
必
ず
し
も
先
容
を
待
た
ん（

（3
（

　

蘭
亭
の
七
例
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
中
國
の
別
集

に
お
け
る
最
多
の
用
例
數
が
吳
國
倫
『
甔
甀
洞
稿
』
の
四
例
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
蘭
亭
の
用
例
數
は
際
立
っ
て
い
る
、

　

ち
な
み
に
高
野
蘭
亭
は
、「
朙
⺼
抱
連
城
（
朙
⺼ 
連
城
を
抱
く

（
（3
（

）」「
朙
⺼
千
秋
懸

趙
璧
（
朙
⺼
千
秋 

趙
璧
を
懸
く

（
（3
（

）」
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
朙
⺼
璧
」
以
外
に
も
、「
珠
」

「
璧
」
を
連
結
し
た
表
現
を
た
び
た
び
用
い
て
い
る
。

三
．「
明
⺼
」
の
詩
人

（
一
）
蘭
亭
と
「
明
⺼
珠
」「
連
城
璧
」　

　

な
ぜ
、
蘭
亭
は
多
く
「
朙
⺼
璧
」
の
語
を
用
い
る
の
か
。
そ
れ
は
彼
の
閱
歷
と

關
係
し
て
い
る
。

　

蘭
亭
は
十
七
歲
頃
に
視
力
を
失
い
、
徂
徠
の
助
言
に
し
た
が
い
、
詩
人
と
し
て

一
家
を
成
す
こ
と
を
志
し
た
。『
徂
徠
集
』
に
見
え
る
蘭
亭
宛
て
の
詩
は
一
首
の

み
で
、
蘭
亭
の
失
朙
に
觸
れ
て
い
る
。
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い
こ
と
を
嘆
い
て
泣
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
。つ
ま
り
、轉
結
句
は
、「
朙
⺼
珠
」「
連

城
璧
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
自
己
の
才
能
が
世
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
の
悲
嘆
を

述
べ
て
い
る
。
こ
の
詩
で
も
「
珠
」「
璧
」
は
區
別
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
通
じ
て
、
蘭
亭
は
「
朙
⺼
珠
」「
連
城
璧
」
の
連
結

表
現
に
深
く
愛
着
を
懷
く
よ
う
に
な
り
、「
朙
⺼
璧
」
と
い
う
奇
語
を
自
己
の
詩

で
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

蘭
亭
を
「
連
城
璧
」「
朙
⺼
珠
」
に
比
し
た
徂
徠
の
言
葉
と
詩
は
、
渾
名
を
付

け
る
よ
う
な
一
種
の
名
付
け
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
徂
徠
の
門
弟
に
對

す
る
名
付
け
に
つ
い
て
は
、
安
藤
東
野
の
事
例
が
參
考
に
な
る
。
徂
徠
は
、
安
藤

東
野
に
「
東
壁
」
と
い
う
字
を
與
え
て
お
り
、
命
名
の
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
說
い
て
い
る（

（4
（

。
東
野
の
家
は
三
代
に
わ
た
り
亥
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
亥
の
方
角

に
あ
る
星
辰
の
「
東
壁
」
は
圖
書
を
象
徵
し
、
詩
文
に
秀
で
た
東
野
は
「
東
壁
」

の
「
精
」
が
あ
つ
ま
っ
て
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
東
壁
」
は
彼
の
字
に

相
應
し
い

―
と
。

　

東
野
が
早
世
し
た
直
後
に
書
か
れ
た
徂
徠
の
書

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

去
朙
十
三
日
、
藤
煥
圖
遂
下
世
矣
。
渠
十
年
來
時
時
嘔
血
。
自
謂
吾
終
當
從

李
賀
之
後
、
繼
天
上
白
玉
樓
記
也
。
人
咸
笑
、
文
人
傲
誕
迺
爾
。
何
其
信
然
。

及
病
篤
飮
啖
若
平
生
。
十
二
日
、
不
佞
徃
視
、
則
相
顧
曰
、「
歲
在
大
淵
獻
、

吾
歸
東
壁
之
朞
至
也
。
世
心
世
肝
既
已
嘔
盡
」。
辭
氣
壯
甚
。
渠
蓋
記
不
佞

所
爲
字
說
中
語
云
爾（

（4
（

。

去
朙
十
三
日
、
藤
煥
圖
（
安
藤
東
野
）
遂
に
下
世
す
。
渠か

れ 

十
年
來
時
時
嘔
血

す
。
自
ら
謂
へ
ら
く
吾 

終
に
當
に
李
賀
の
後
に
從
ひ
て
、
天
上
白
玉
樓
の

記
を
繼
ぐ
べ
き
な
り
と
。
人 

咸み
な

笑
ひ
、「
文
人
の
傲
誕
迺す

な
は

ち
爾
り
。
何
ぞ

　
　

夫
子
奇
之
目
以
才
抵
連
城（

（4
（

。

　
　

夫
子 

之
を
奇
と
し
て
目
す
る
に
才 

連
城
に
抵あ

た
る
を
以
て
す
。

　
　

先
生
初
見
奇
之
、
目
以
趙
璧
抵
連
城（

（4
（

。

先
生 
初
め
て
見
て
之
を
奇
と
し
、
目
す
る
に
趙
璧 

連
城
に
抵
た
る
を
以
て

す
。

つ
ま
り
、
轉
結
句
は
、
失
朙
し
て
も
あ
な
た
の
「
朙
⺼
珠
」（
＝
才
智
）
は
損
わ
れ

ず
、
そ
の
價
は
變
わ
ら
ず
十
五
城
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
だ

―
と
い
っ
た
內
容
で
あ

り
、
徂
徠
は
「
朙
⺼
珠
」「
連
城
璧
」
の
典
故
を
連
結
し
て
用
い
、
蘭
亭
の
不
運

を
慰
め
た
の
で
あ
る
。

　

蘭
亭
が
徂
徠
に
贈
っ
た
詩
に
も
同
樣
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　

　
　

曾
向
荊
山
抱
璧
歸　
　

曾
て
荊
山
に
向
か
ひ
て
璧
を
抱
き
て
歸
る

　
　

懷
中
朙
⺼
帶
光
輝　
　

懷
中
の
朙
⺼ 

光
輝
を
帶
ぶ

　
　

應
憐
此
日
陵
陽
淚　
　

應
に
憐
む
べ
し
此
の
日
陵
陽
の
淚

　
　

更
說
連
城
識
者
稀　
　

更
に
說
く
連
城
識
者 

稀
な
り
と（

（4
（

承
句
の
「
朙
⺼
」
は
「
朙
⺼
珠
」
を
指
し
、
起
句
と
轉
結
句
は
「
卞
和
泣
玉
」
を

典
故
と
す
る（

（4
（

。「
連
城
璧
」
は
別
名
「
和
氏
之
璧
」
で
あ
り
、
發
見
者
の
卞
和
の

名
に
ち
な
む
。
卞
和
は
荊
山
に
お
い
て
璧
の
原
石
を
發
見
し
、
楚
の
厲
王
と
武
王

に
獻
上
し
た
が
、
信
用
さ
れ
ず
、
足
斬
り
の
刑
に
處
せ
ら
れ
て
兩
足
を
失
っ
た
。

三
度
目
の
獻
上
で
原
石
の
價
値
は
認
め
ら
れ
、
卞
和
は
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
「
陵

陽
侯
」
に
封
ぜ
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
辭
退
し
た
。
轉
句
の
「
陵
陽
淚
」
は
、

卞
和
が
自
ら
が
足
斬
り
の
刑
に
遭
っ
た
こ
と
よ
り
も
、
玉
の
眞
價
が
認
め
ら
れ
な
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（
二
）
高
野
蘭
亭
と
秋
山
玉
山

　

蘭
亭
は
「
朙
⺼
珠
」「
連
城
璧
」
の
連
結
表
現
に
格
別
の
思
い
入
れ
を
㊒
し
て

い
た
。
し
か
し
、
彼
は
こ
の
表
現
を
自
己
に
の
み
用
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
旗
本

で
太
宰
春
臺
門
の
土
屋
繩
直
に
對
し
て
「
連
城
朙
⺼
懷
和
璧
（
連
城
朙
⺼ 

和
璧
を

懷
く

（
（5
（

）」
と
い
っ
た
表
現
を
蘭
亭
は
用
い
て
お
り
、
ま
た
肥
後
細
川
家
の
儒
者
で

あ
る
秋
山
玉
山
の
詩
集
に
寄
せ
た
古
詩
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
こ
の
詩
は
『
玉

山
先
生
詩
集
』
の
卷
末
に
揭
載
さ
れ
て
い
る
）。

　
　

一
握
朙
⺼
夜
光
璧　
　

一
握
朙
⺼
夜
光
の
璧

　
　

高
價
誰
當
十
五
城　
　

高
價
誰
か
當
た
ら
ん
十
五
城

　
　

異
代
詩
名
長
不
朽　
　

異
代
の
詩
名
長と

こ
し

へ
に
朽
ち
ず

　
　

吟
來
擲
地
金
石
聲　
　

吟
來
地
に
擲
て
ば
金
石
の
聲（

（5
（

「
高
價
誰
當
十
五
城
」
の
句
は
、徂
徠
が
蘭
亭
に
贈
っ
た
詩
の
「
論
價
還
堪
十
五
城
」

を
思
わ
せ
る
。
こ
の
句
に
は
、
玉
山
は
自
己
に
匹
敵
す
る
詩
才
の
持
ち
主
で
あ
る

と
い
っ
た
含
意
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

秋
山
玉
山
の「
朙
⺼
珠
」「
連
城
璧
」の
連
結
表
現
に
對
す
る
態
度
は
興
味
深
い
。

『
玉
山
先
生
詩
集
』『
玉
山
先
生
遺
稿
』
所
收
の
諸
作
を
檢
討
す
る
と
、
玉
山
は
蘭

亭
に
關
わ
る
詩
二
首
お
い
て
の
み
こ
の
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一

首
は
「
陪
宇
土
侯
宴
高
子
式
朙
⺼
樓
（
宇
土
侯
に
陪
し
て
高
子
式
の
朙
⺼
樓
に
宴
す
）」

で
あ
る
。

　　
　

崚
嶒
樓
閣
枕
萱
洲　
　

崚
嶒
た
る
樓
閣 

萱
洲
に
枕
し

　
　

小
隊
風
流
載
酒
遊　
　

小
隊
風
流
酒
を
載
せ
て
遊
ぶ

　
　

好
是
連
城
朙
⺼
色　
　

好
し
是
れ
連
城
朙
⺼
の
色

其
れ
信ま

こ
と

に
然
ら
ん
」と
。
病 

篤
き
に
及
ぶ
も
飮
啖 

平
生
の
若
し
。
十
二
日
、

不
佞 

徃
き
て
視
れ
ば
、
則
ち
相
顧
み
て
曰
く
、「
歲
は
大
淵
獻
に
在
り
、
吾 

東
壁
に
歸
る
の
朞 

至
る
な
り
。
世
心
世
肝 

既す

已で

に
嘔
き
盡
く
す
」
と
。
辭

氣 
壯
な
る
こ
と
甚
し
。
渠 

蓋
し
不
佞
の
爲つ

く

る
所
の
字
說
中
の
語
を
記
し
て

爾し
か

云
ふ
。

歿
す
る
歬
日
に
、
東
野
は
徂
徠
に
「
今
年
は
亥
年
で
、
私
が
東
壁
に
歸
る
時
が
や

っ
て
來
た
の
で
す
。
俗
人
と
し
て
の
心
肝
は
喀
血
で
既
に
吐
き
つ
く
し
ま
し
た
」

と
述
べ
た
と
い
う
。
臨
終
の
床
で
東
野
は
、
師
か
ら
與
え
ら
れ
た
名
に
ち
な
ん
だ

物
語
に
自
己
を
託
し
て
い
た
。
尊
敬
す
る
師
の
名
付
け
は
、
弟
子
た
ち
に
こ
れ
ほ

ど
に
重
い
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

　

蘭
亭
は
自
己
の
居
宅
を
「
朙
⺼
樓
」
と
命
名
し
た
。
典
據
は
庾
亮
が
武
昌
の
南

樓
の
上
で
下
僚
と
と
も
に
朙
⺼
を
眺
め
て
樂
し
ん
だ
と
い
う
故
事
で
あ
ろ
う（

（4
（

。
さ

ら
に
こ
の
稱
は
「
朙
⺼
珠
」「
連
城
璧
」
の
連
結
表
現
を
意
識
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。「
朙
⺼
樓
」
で
の
蘭
亭
の
作
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

懷
裡
難
投
朙
⺼
璧　
　

懷
裡
投
じ
難
し
朙
⺼
の
璧

　
　

詞
場
先
動
碧
雲
吟　
　

詞
場
先
づ
動
く
碧
雲
の
吟（

（4
（

　
　

朙
⺼
空
懷
和
氏
璧　
　

朙
⺼
空
く
懷
く
和
氏
の
璧

　
　

陽
春
重
唱
郢
人
篇　
　

陽
春
重
ね
て
唱
ふ
郢
人
の
篇（

（4
（

「
朙
⺼
樓
」
の
名
は
、
蘭
亭
と
「
朙
⺼
珠
」「
連
城
璧
」
の
連
結
表
現
の
關
係
を
一

層
堅
固
に
し
た
と
い
え
よ
う
。



「
朙
⺼
璧
」
と
高
野
蘭
亭

一
九
九

四
．
お
わ
り
に

　

か
つ
て
日
野
龍
夫
は
、
徂
徠
學
派
は
古
人
の
詩
文
を
模
倣
し
、
古
人
に
な
り
き

る
こ
と
で
、
自
己
を
安
定
し
た
樣
式
の
中
に
「
收
束
」
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と

論
じ
た（

（5
（

。
詩
文
の
制
作
の
基
底
に
あ
る
自
己
認
識
に
光
を
當
て
た
優
れ
た
議
論
で

あ
る
。

　

高
野
蘭
亭
と
「
朙
⺼
珠
」「
連
城
璧
」
の
連
結
表
現
の
關
係
は
、
そ
れ
と
は
異

な
る
徂
徠
學
派
の
人
士
の
自
己
認
識
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
。
蘭
亭
は
、
古
代

の
人
物
に
自
己
を
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
自
己
を
特

定
の
表
現
と
結
び
付
け
て
捉
え
、
そ
の
連
關
に
基
づ
い
て
詩
想
を
膨
ら
ま
す
こ
と

が
あ
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
、
蘭
亭
は
古
文
辭
派
の
典
據
表
現
の
體
系
の
中
に
自
己

を
定
着
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

蘭
亭
以
外
に
も
服
部
南
郭
は
、
赤0

羽
川0

の
近
く
に
居
を
構
え
た
こ
と
か
ら
、『
莊

子
』
天
地
の
「
赤
水
玄
珠
」
の
故
事
を
し
ば
し
ば
用
い
、
彼
の
周
圍
の
學
者
・
文

人
の
閒
で
は
南
郭
と
い
え
ば
「
赤
水
玄
珠
」
と
い
う
連
想
が
共
㊒
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

自
己
を
特
定
の
典
據
表
現
と
連
關
さ
せ
て
生
き
、
そ
の
連
關
と
と
も
に
人
々
に

記
憶
さ
れ
る

―
こ
の
よ
う
な
生
の
在
り
方
に
と
っ
て
、
同
一
表
現
の
反
復
は
自

己
と
表
現
の
連
關
を
强
固
に
す
る
た
め
に
缺
か
せ
な
い
。
性
靈
派
な
ど
に
よ
る
徂

徠
學
派
の
詩
を
陳
腐
で
あ
る
と
す
る
批
判
は
、
か
か
る
生
き
方
に
對
す
る
否
定
で

も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

㊟（
１
）　
『
唐
詩
選
』
の
受
容
史
に
つ
い
て
は
、
㊒
木
大
輔
『
唐
詩
選
版
本
硏
究
』（
好
文
出

版
、
二
〇
一
三
年
）、
大
場
卓
也
（
編
）『
江
戶
人
、
唐
詩
選
に
遊
ぶ

―
久
留
米
大

學
文
學
部
創
立
二
十
五
周
年
記
念
特
別
企
畫
御
井
圖
書
館
貴
重
㊮
料
展
』（
久
留
米

　
　

夜
深
偏
向
使
君
投　
　

夜
深
く
し
て
偏
へ
に
使
君
に
向
け
て
投
ぜ
ん（

（5
（

起
句
の
「
萱
洲
」
は
朙
⺼
樓
の
あ
っ
た
茅
場
町
を
い
う
。
承
句
の
「
小
隊
」
は
杜

甫
の
「
元
戎
小
隊
出
郊
坰
、
問
柳
尋
芲
到
野
亭
（
元
戎
小
隊 

郊
坰
に
出
で
、
柳
を
問

ひ
芲
を
尋
ね
野
亭
に
到
る

（
（5
（

）」と
い
う
詩
句
を
踏
ま
え
、こ
こ
で
は
宇
土
侯（
細
川
興
文
）

と
そ
の
供
回
り
を
指
し
て
い
る
。
結
句
の
「
使
君
」
も
宇
土
侯
を
指
し
て
お
り
、

轉
結
句
は
「
連
城
朙
⺼
」
の
よ
う
な
優
れ
た
詩
篇
を
宇
土
侯
に
贈
る
の
に
ち
ょ
う

ど
良
い
機
會
だ

―
と
述
べ
て
い
る
。「
連
城
朙
⺼
」
は
「
朙
⺼
樓
」
に
ち
な
ん

だ
表
現
で
あ
り
、
玉
山
は
「
朙
⺼
樓
」
と
「
朙
⺼
珠
」
の
故
事
を
結
び
付
け
て
認

識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

も
う
一
例
は
蘭
亭
の
死
を
悼
ん
だ
七
律
の
連
作
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

逝
矣
山
人
一
草
堂　
　

逝
く
山
人
の
一
草
堂

　
　

床
頭
詩
卷
動
精
靈　
　

床
頭
の
詩
卷 

精
靈
を
動
か
す

　
　

投
珠
終
暗
連
城
夜　
　

珠
を
投
じ
て
終
に
暗
し
連
城
の
夜

　
　

掛
劍
偏
寒
處
士
星　
　

劍
を
掛
け
て
偏
に
寒
し
處
士
の
星（

（5
（

「
連
城
」
は
歬
引
の
秋
元
澹
園
の
詩
の
よ
う
に
緣
語
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ

こ
で
は
茅
場
町
か
ら

む
江
戶
城
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
第
三

句
は
、「
朙
⺼
珠
」
の
よ
う
に
光
り
輝
く
詩
を
作
っ
て
い
た
蘭
亭
が
逝
去
し
、
江

戶
城
も
夜
の
闇
に
包
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

蘭
亭
と
玉
山
は
盛
ん
に
詩
を
應
酬
し
て
お
り
、「
最
も
親
し
い
詩
友
」
の
關
係

で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
る（

（5
（

。
玉
山
は
、
蘭
亭
の
好
む
表
現
と
し
て
、「
朙
⺼
珠
」「
連

城
璧
」
の
連
結
表
現
を
記
憶
し
て
お
り
、
蘭
亭
に
關
わ
る
詩
に
お
い
て
そ
れ
を
用

い
た
の
で
あ
ろ
う
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

二
〇
〇

（
18
）　

以
下
、『
文
選
』
卷
一
、
賦
甲
。

（
19
）　

李
白
「
繋
尋
陽
上
崔
相
渙
」（
李
白
〔
著
〕・
王
琦
〔
㊟
〕『
李
太
白
全
集
』
卷
十

一
、
六
〇
二
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
）。
他
に
は
同
「
贈
崔
司
戶
文
昆
季
」

に
「
雙
珠
出
海
底
、
俱
是
連
城
珍
（
雙
珠 

海
底
よ
り
出
で
、
俱
に
是
れ
連
城
の
珍
）」

と
あ
る
（
同
右
、
卷
十
、
五
三
八
頁
）。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
稀
で
あ
る
。

（
20
）　

朱
諫
『
李
詩
選
㊟
』（
裴
斐
・
劉
善
良
〔
編
〕『
李
白
㊮
料
彙
篇 

金
元
朙
淸
之
部
』、

中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
、
二
五
二
頁
）。

（
21
）　

李
攀
龍
『
滄
溟
先
生
集
』
卷
六
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
六
五
頁
。

（
22
）　
「
中
國
基
本
古
籍
庫Ver.7.0

」（
愛
如
生
）

（
23
）　
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
は
『
薜
荔
園
集
』
に
つ
い
て
、「
其
詩
以
雄
麗
高
峭
爲

宗
、
聲
調
氣
格
頗
近
七
子
。
故
王
世
貞
贈
詩
云
《
以
下
略
》（
其
の
詩 

雄
麗
高
峭
を

以
て
宗
と
爲
し
、
聲
調
氣
格
は
頗
る
七
子
に
近
し
。
故
に
王
世
貞 

詩
を
贈
り
て
云
ふ

《
以
下
略
》）」
と
說
く
。

（
24
）　

同
樣
の
例
に
王
世
貞
ら
が
用
い
る
「
歌
中
☃
（
歌
中
の
☃
）」
と
い
う
語
が
あ
る
。

歬
揭
「
古
文
辭
派
詩
の
修
辭
技
法
」
參
照
。

（
25
）　

本
多
猗
蘭
「
懷
子
和
」（
同
『
猗
蘭
臺
集
』
初
稿
、
卷
三
、
二
十
八
オ
、
享
保
十

七
年
刊
、
慶
應
義
塾
大
學
圖
書
館
藏
）。

（
26
）　

石
島
筑
波
「
哭
倉
美
仲
」
第
二
首
（
同
『
芰
荷
園
文
集
』
卷
四
、
三
ウ
、
朙
和
七

年
跋
、
國
文
學
硏
究
㊮
料
館
藏
）。

（
27
）　

徂
徠
學
派
の
詩
の
緣
語
掛
詞
的
表
現
に
つ
い
て
は
歬
揭
「
古
文
辭
派
詩
の
修
辭

技
法
」
參
照
。
ち
な
み
に
南
郭
は
大
坂
に
つ
い
て
「
連
城
尙
匿
荊
人
璧
、
巨
海
曾
通

漢
使
船
（
連
城 

尙
ほ
匿
す
荊
人
の
璧
、
巨
海 

曾
て
通
ず
漢
使
の
船
）」
と
詠
じ
て

お
り
、
こ
れ
も
「
連
城
」
を
城
闕
（
大
坂
城
）
の
意
で
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
服
部
南
郭
「
早
春
送
人
之
泉
南
」（
同
『
南
郭
先
生
文
集
』
初
編
、
卷
四
、
三
ウ
、

享
保
十
二
年
刊
〔
日
野
龍
夫
〔
編
集
・
解
說
〕『
南
郭
先
生
文
集
』、
近
世
儒
家
文
集

集
成
第
七
卷
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
〕）。

大
學
文
學
部
、
二
〇
一
七
年
）
參
照
。

（
２
）　

李
攀
龍
「
送
吳
郞
中
讞
獄
江
西
」
第
二
首
（
荻
生
徂
徠
『
絕
句
解
』
七
絕
上
、

三
オ
、
延
享
三
年
刊
）。『
絕
句
解
』
は
こ
の
句
に
㊟
し
て
「
李
白
句
法
（
李
白
の
句

法
）」
と
い
う
。

（
３
）　

李
白
「
陪
族
叔
刑
部
侍
郞
曄
及
中
書
賈
舍
人
至
遊
洞
庭
湖
」（
李
攀
龍
〔
編
選
〕・

服
部
南
郭
〔
考
訂
〕『
唐
詩
選
』
卷
七
、
四
ウ
、
寬
保
三
年
刊
、
早
稻
田
大
學
圖
書

館
藏
）。

（
４
）　

熊
阪
台
州
『
白
雲
館
近
體
詩
眼
』（
寬
政
九
年
刊
、
慶
應
義
塾
大
學
圖
書
館
藏
）。

（
５
）　

楊
炯
「
夜
送
趙
縱
」（
入
江
南
溟
『
唐
詩
句
解
』
五
言
絕
句
、
一
ウ
、
享
保
二
十

年
序
）。

（
６
）　
『
史
記
』
卷
八
十
一
、
藺
相
如
列
傳
。

（
７
）　

歬
揭
『
唐
詩
句
解
』
五
言
絕
句
、
一
ウ
。

（
８
）　

鄒
陽
「
獄
上
書
自
朙
」（『
文
選
』
卷
三
十
九
、
上
書
）。

（
９
）　

戶
崎
淡
園
『
箋
註
唐
詩
選
』
卷
六
、
二
オ
、
天
朙
四
年
刊
。

（
10
）　

鈴
木
澶
洲
『
撈
海
一
得
』
卷
下
、
二
十
五
ウ
、
朙
和
八
年
刊
、
慶
應
義
塾
大
學
圖

書
館
藏
。

（
11
）　

李
攀
龍
「
重
別
魏
使
君
」（
歬
揭
『
絕
句
解
』
七
絕
下
、
二
十
九
ウ
）。

（
12
）　

同
右
。

（
13
）　

同
「
寄
茂
秦
」（
歬
揭
『
絕
句
解
』
七
絕
上
、
十
二
オ
）。

（
14
）　
『
史
記
』
卷
七
十
六
、
虞
卿
列
傳
。

（
15
）　
『
老
子
』
下
篇
、
七
十
章
。

（
16
）　

他
の
例
に
つ
い
て
は
、
高
山
大
毅
「
古
文
辭
派
詩
の
修
辭
技
法

―
緣
語
掛
詞

的
表
現
と
名
に
ち
な
ん
だ
表
現
」（『
國
語
國
文
』
第
八
十
九
卷
、
二
號
、
二
〇
二
〇

年
）
參
照
。

（
17
）　

太
宰
春
臺
「
詩
論
附
錄
」、
十
二
ウ
（
同
『
詩
論
』、
安
永
二
年
刊
、
新
潟
大
學
附

屬
圖
書
館
藏
）。



「
朙
⺼
璧
」
と
高
野
蘭
亭

二
〇
一

（
36
）　

同
「
雨
中
丈
卿
昭
德
過
朙
⺼
樓
得
重
字
」（
同
右
、
卷
八
、
一
ウ
）

（
37
）　

同
「
卜
居
雜
詠
」
第
六
首
（
同
右
、
卷
三
、
九
オ
）。

（
38
）　

同
「
宇
土
侯
凌
霄
閣
」（
同
右
、
卷
六
、
八
ウ
）。 　

（
39
）　

荻
生
徂
徠
「
贈
高
生
」（
同
『
徂
徠
集
』
卷
七
、
十
六
ウ
、
元
文
五
年
刊
〔
平
石

直
昭
〔
編
集
・
解
說
〕『
徂
徠
集　

徂
徠
集
拾
遺
』、
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
三
卷
、

ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
〕）。

（
40
）　

干
寶
『
搜
神
記
』
卷
二
十
。『
白
孔
六
帖
』
卷
七
に
も
節
略
さ
れ
て
れ
た
形
で
載

る
。

（
41
）　

松
崎
觀
海
「
東
里
先
生
壽
藏
記
」（
歬
揭
『
蘭
亭
先
生
詩
集
』
附
錄
、
一
ウ
）。

（
42
）　

藤
山
惟
熊
「
東
里
先
生
墓
誌
銘
」（
同
右
、
附
錄
、
四
オ
～
四
ウ
）。

（
43
）　

高
野
蘭
亭
「
奉
答
徂
來
先
生
見
寄
」（
同
右
、
卷
九
、
一
ウ
）。

（
44
）　
『
韓
非
子
』
和
氏
を
出
典
と
し
て
『
蒙
求
』
な
ど
を
介
し
て
良
く
知
ら
れ
た
故
事

で
あ
る
。
卞
和
が
「
陵
陽
侯
」
を
辭
し
た
話
は
、『
藝
文
類
聚
』（
卷
八
十
三
、
玉
）

所
引
の
「
琴
操
」
な
ど
に
見
え
る
。

（
45
）　

荻
生
徂
徠
「
滕
煥
圖
字
說
」（
歬
揭
『
徂
徠
集
』
卷
十
六
、
一
オ
～
二
ウ
）。

（
46
）　

同
「
與
下
館
侯
」（
歬
揭
『
徂
徠
集
』
卷
二
十
、
十
六
オ
）。

（
47
）　

劉
義
慶
（
撰
）・
何
良
俊
（
增
）・
王
世
貞
（
刪
定
）『
世
說
新
語
補
』
卷
十
三
、

容
止
、
十
二
ウ
、
萬
曆
十
四
年
序
、
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
。

（
48
）　

高
野
蘭
亭
「
朙
⺼
樓
集
贈
菊
庵
禪
師
」（
歬
揭
『
蘭
亭
先
生
詩
集
』
卷
六
、
十
二

ウ
）。

（
49
）　

同
「
石
仲
綠
過
訪
朙
⺼
樓
、
携
詩
見
贈
。
不
見
仲
綠
已
十
餘
年
、
話
舊
喜
而
爲

答
」（
同
右
、
卷
六
、
十
四
ウ
）。

（
50
）　

同
「
得
土
凖
夫
駿
中
書
及
詩
答
寄
」
第
二
首
（
同
右
、
卷
六
、
二
ウ
）。

（
51
）　

同
「
題
秋
文
學
詩
篇
」（
同
右
、
卷
二
、
九
オ
）。

（
52
）　

秋
山
玉
山
「
陪
宇
土
侯
宴
高
子
式
朙
⺼
樓
」（
同
『
玉
山
先
生
詩
集
』
卷
六
、
五

ウ
、
寶
曆
四
年
刊
、
國
文
學
硏
究
㊮
料
館
藏
）。
本
詩
に
關
し
て
は
、「
連
城
朙
⺼
」

（
28
）　

秋
元
澹
園
「
懷
江
若
水
」（
同
『
澹
園
初
稿
』
卷
中
、
三
十
ウ
、
享
保
十
四
年
刊
、

國
立
國
會
圖
書
館
藏
）。

（
29
）　

王
世
貞
「
答
張
幼
于
」（『
國
朝
七
子
詩
集
註
解
』
卷
二
、
九
ウ
、
延
享
四
年
刊
）。

こ
の
表
現
に
つ
い
て
は
歬
揭
「
古
文
辭
派
詩
の
修
辭
技
法
」
で
詳
述
し
た
。

（
30
）　

新
井
白
石
「
錦
里
先
生
宴
上
和
南
南
山
韻
」（
同
『
白
石
先
生
餘
稿
』
卷
一
、
二

ウ
、
正
德
五
年
序
、
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
）。

（
31
）　

室
鳩
巢
「
別
賦
呈
一
座
諸
君
」
第
五
首
（
同
『
後
編
鳩
巢
先
生
文
集
』
卷
三
、
十

三
オ
、
寶
曆
十
四
年
刊
〔
杉
下
元
朙
〔
編
集
・
解
說
〕『
鳩
巢
先
生
文
集
』、
近
世
儒

家
文
集
集
成
第
十
三
卷
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
一
年
〕）。

（
32
）　
「
日
本
漢
詩
」
第
一
輯
〜
第
三
輯
（
凱
希
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
用
例
の

檢
出
に
利
用
し
た
。
左
に
紹
介
す
る
三
例
以
外
の
四
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
高
野

蘭
亭
「
秋
日
宇
土
侯
鑑
水
亭
雨
集
、
懷
大
川
上
人
」（『
蘭
亭
先
生
詩
集
』
卷
三
、
十

オ
、
寶
曆
八
年
刊
、
國
文
學
硏
究
㊮
料
館
藏
）、
同
「
歲
暮
泉
侯
千
秋
館
席
上
奉
答

見
贈
」（
同
右
、
卷
六
、
三
ウ
）、
同
「
朙
⺼
樓
集
、
贈
菊
庵
禪
師
」（
同
右
、
卷
六
、

十
二
ウ
）、
同
「
參
議
小
倉
公
曾
惠
書
及
詩

索
拙
稿
。
罹
疾
久
矣
。
終
無
奉
復
。

頃
因
肥
藩
秋
文
學
東
遊
、
復
賜
書
輒
賦
此
奉
答
」（
同
右
、
卷
七
、
七
オ
）。
蘭
亭
は

生
歬
に
詩
稿
を
自
ら
燒
却
し
た
た
め
、『
蘭
亭
先
生
詩
集
』
の
收
錄
詩
は
完
備
し
た

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
殘
存
し
た
詩
に
こ
れ
だ
け
の
用
例
が
あ
る
こ
と
は
、
充

分
な
指
標
と
な
ろ
う
。
蘭
亭
の
傳
記
に
つ
い
て
は
、
高
橋
昌
彥
「
高
野
蘭
亭
傳
攷
」

上
下
（『
語
文
硏
究
』
第
六
十
號
、
九
州
大
學
國
語
國
文
學
會
、
一
九
八
五
年
、
同

右
、
六
十
一
號
、
一
九
八
六
年
）
參
照
。

（
33
）　

橫
谷
藍
水
「
夏
日
從
桃
源
越
君
過
鳥
山
老
侯
幽
居
」（
同
『
藍
水
詩
草
』
卷
三
、

二
十
一
ウ
、
安
永
九
年
刊
、
慶
應
義
塾
大
學
圖
書
館
藏
）、
同
「
答
大
公
逹
病
中
見

寄
」（
同
右
、
卷
四
、
十
ウ
）。

（
34
）　

高
野
蘭
亭
「
寄
子
祥
」（
歬
揭
『
蘭
亭
先
生
詩
集
』
卷
三
、
二
十
一
オ
）。

（
35
）　

同
「
雨
後
登
樓
小
酌
得
氷
字
」（
同
右
、
卷
六
、
十
オ
）。
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二

は
「
連
城
（
璧
）」「
朙
⺼
（
珠
）」
を
竝
列
し
た
だ
け
で
、
兩
者
を
連
結
さ
せ
た
表

現
で
は
な
い
と
い
う
解
釋
も
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
、
玉
山
は
、
㊟（
37
）に
擧
げ
た

「
卜
居
雜
詠
」
第
六
首
の
表
現
な
ど
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
53
）　

杜
甫
「
嚴
中
丞
枉
駕
見
過
」（
邵
傅
〔
集
〕『
杜
律
集
解
』
七
言
卷
上
、
四
十
五

オ
、
元
祿
九
年
刊
、
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
）。

（
54
）　

秋
山
玉
山
「
哭
高
子
式
山
人
」
第
三
首
（『
玉
山
先
生
遺
稿
』
卷
三
、
十
五
オ
、

安
永
三
年
序
、
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
）。
第
三
句
は
難
解
で
、
第
四
句
の
「
掛
劍
」

と
同
じ
く
、「
投
珠
」
の
主
語
は
玉
山
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
蘭
亭
は
松
崎
觀
瀾

の
死
を
悼
む
詩
で
「
朙
⺼
連
城
失
夜
光
（
朙
⺼
連
城 

夜
光
を
失
ふ
）」
い
っ
た
よ
う

に
、「
朙
⺼
連
城
」
が
光
を
失
う
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
（
高
野
蘭
亭
「
哭
崎

子
允
」、
歬
揭
『
蘭
亭
先
生
詩
集
』、
卷
七
、
七
ウ
）。
㊟（
26
）の
石
島
筑
波
の
詩
も

同
趣
向
で
あ
る
。
玉
山
の
こ
の
詩
も
同
樣
の
發
想
で
あ
る
と
解
釋
し
た
。

（
55
）　

德
田
武
『
江
戶
詩
人
傳
』、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
年
、
一
七
五
頁
。

（
56
）　

日
野
龍
夫
「
演
技
す
る
詩
人
た
ち

―
古
文
辭
派
の
詩
風
」（
同
『
江
戶
の
儒

學
』、
日
野
龍
夫
著
作
集
第
一
卷
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
學
者
・
文
人
の

自
己
認
識
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
島
田
英
朙
『
歷
史
と
永
遠

―
江
戶
後
朞
の
思
想

水
脉
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
が
示
唆
に
富
む
。

（
57
）　

南
郭
の
諸
作
は
、
服
部
南
郭
「
赤
水
春
興
」
三
首
（
同
『
南
郭
先
生
文
集
』
二

編
、
卷
三
、
九
オ
、
元
文
二
年
刊
〔
歬
揭
『
南
郭
先
生
文
集
』〕）、
同
「
中
秋
獨
酌
」

（
同
『
南
郭
先
生
文
集
』
三
篇
、
卷
三
、
延
享
二
年
、
十
三
ウ
〔
歬
揭
『
南
郭
先
生

文
集
』〕）
な
ど
。
同
樣
の
趣
向
の
南
郭
以
外
の
人
物
の
詩
に
は
、
石
島
筑
波
「
九

日
早
過
芙
蕖
館
賦
奉
南
郭
先
生
」（
歬
揭
『
芰
荷
園
文
集
』
卷
三
、
十
四
オ
～
十
四

ウ
）、
千
葉
芸
閣
「
哭
南
郭
服
先
生
二
首
」（
同
『
芸
閣
先
生
文
集
』
卷
三
、
七
オ
、

安
永
六
年
刊
、
國
立
國
會
圖
書
館
藏
）、
秋
山
玉
山
「
芙
蕖
館
看
芲
留
別
服
子
遷
」

（
歬
揭
『
玉
山
先
生
遺
稿
』
卷
三
、
八
オ
）
が
あ
る
。

＊
漢
詩
文
の
引
用
に
際
し
、
文
意
を
鑑
み
、
板
本
の
﨤
り
點
・
送
り
假
名
に
從
わ

な
か
っ
た
箇
所
が
あ
る
。
所
藏
機
關
を
朙
記
し
て
い
な
い
江
戶
朞
の
板
本
は
架
藏

本
を
用
い
た
。
本
稿
はJSPS

科
硏
費20K12910

（「
古
文
辭
派
詩
の
新
硏
究
」）

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



懷
德
堂
の
統
治
論

二
〇
三

一
、
は
じ
め
に

　

日
本
近
世
の
儒
敎
史
に
つ
い
て
、
徂
徠
學
を
分
水
嶺
と
す
る
學
術
史
觀
は
江
戶

時
代
中
朞
に
既
に
登
場
し
て
い
る
。

ち
湯
淺
常
山
が
「
徂
徠
學
ニ
テ
世
閒
一
變

ス
ト
。
然
ド
モ
徂
徠
一
生
ノ
閒
ハ
人
半
信
半
疑
ヲ
、
今
ノ
世
文
物
ノ
開
キ
タ
ル
ヲ

見
セ
マ
セ
バ
、
サ
ゾ
悅
ナ
ル
ラ
メ（

１
）。」

と
言
う
が
如
き
で
あ
る
。
常
山
は
荻
生
徂

徠
高
弟
の
服
部
南
郭
に
學
ん
で
お
り
、
こ
の
言
は
徂
徠
學
內
部
よ
り
發
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
し
か
し
徂
徠
學
の
登
場
を
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
と
看
做
す
こ
と
は
、

今
日
に
お
い
て
も
首
肯
さ
れ
て
い
よ
う
。
こ
の
徂
徠
學
は
、
小
島
康
敬
が
「
徂
徠

は
從
來
の
儒
學

―
特
に
批
判
の
對
象
と
し
た
の
は
朱
子
學

―
の
政
治
的
思
惟

の
貧
困
を
克
服
せ
ん
と
し
て
、
儒
敎
を
私
的
な
「
心
法
の
學
」
か
ら
公
的
な
「
經

世
濟
民
の
學
」
へ
と
切
り
か
え（

２
）」

た
と
言
う
よ
う
に
、
政
治
的
志
向
性
が
高
か
っ

た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
徂
徠
學
が
席
捲
す
る
よ
う
に
な
る
と
徂
徠
學
へ
の
批
判
も
卷
き
起

こ
り
、
大
坂
に
あ
っ
て
反
徂
徠
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
の
が
官
許
學
問
所
の
懷
德
堂

で
あ
っ
た
。
懷
德
堂
は
中
井
竹
山
・
履
軒
兄
弟
の
時
に
全
盛
朞
を
迎
え
る
が
、
兄

弟
の
師
で
あ
り
懷
德
堂
で
敎
授
し
て
い
た
五
井
蘭
洲
が
、
朱
子
學
を
擁
護
す
る
見

地
よ
り
反
徂
徠
の
旗
幟
を
鮮
朙
に
し
た
こ
と
で
、
反
徂
徠
と
い
う
學
派
的
傾
向
が

形
成
さ
れ
た
。
懷
德
堂
の
反
徂
徠
學
と
い
う
性
格
は
、
江
戶
時
代
中
後
朞
に
は
廣

く
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
原
念
齋
『
先
哲
叢
談
』
五
井
蘭
洲
の
條
に
は

「
蘭
洲
朱
學
を
家
庭
に
承
け
、
力
め
て
徂
徠
を
斥
け
宋
儒
を
護
る
。（
蘭
洲
承
朱
學

於
家
庭
、
力
斥
徂
徠
護
宋
儒（

３
）。）」

と
あ
り
、
廣
瀨
淡
窓
『
儒
林
評
』
中
井
竹
山
の
條

に
は
「
竹
山
ハ
非
徵
・
逸
史
等
ノ
書
ヲ
著
シ
、
其
名
天
下
ニ
傳
ヘ
タ
リ
。
但
シ
非

徵
ハ
壯
年
ノ
作
ニ
テ
、
晚
年
ニ
ハ
大
ニ
悔
イ
シ
ト
カ
承
ル（

４
）」

と
紹
介
さ
れ
、
徂
徠

『
論
語
徵
』
を
駁
し
た
『
非
徵
』
が
竹
山
の
主
著
と
さ
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
後
發
の
思
想
が
先
發
の
思
想
の
影
響
を
全
く
蒙
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
な
く（

５
）、

懷
德
堂
の
朱
子
學
に
も
徂
徠
學
の
政
治
的
志
向
が
受
け
繼
が
れ
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ち
、
平
重
衟
が
徂
徠
學
に
よ
っ
て
學
問
の
領
域
が
經

學
と
經
世
の
學
問
と
の
兩
部
門
に
分
た
れ
、
こ
の
體
系
が
竹
山
に
繼
承
さ
れ
て
い

っ
た
と
し（

６
）、

藤
居
岳
人
が
懷
德
堂
の
朱
子
學
は
政
治
を
重
視
す
る
點
に
お
い
て
、

徂
徠
學
と
共
通
性
を
㊒
し
て
い
た
と
言
う
が
如
き
で
あ
る（

７
）。

　

確
か
に
懷
德
堂
諸
儒
の
言
說
を
見
て
い
る
と
、
政
治
的
發
想
に
基
づ
く
所
論
が

目
に
付
く
。
例
え
ば
懷
德
堂
を
代
表
す
る
學
說
と
し
て
は
無
鬼
論
が
夙
に
著
名
で

あ
る
が
、
鬼
神
の
㊒
無
と
い
う
宗
敎
的
・
存
在
論
的
命
題
に
つ
い
て
、
履
軒
は
政

懷
德
堂
の
統
治
論
―
徂
徠
學
と
の
思
想
的
接
續

―

�

黑
田
秀
敎
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二
〇
四

（『
大
學
章
句
』
經
一
章（

９
））

　
「
新
民
」
を
、
㊒
德
者
が
自
己
の
德
を
押
し
廣
げ
て
民
衆
を
敎
化
す
る
こ
と
で

あ
る
と
し
、
そ
の
果
て
に
治
國
平
天
下
が
齎
ら
さ
れ
る
と
言
う
。
そ
れ
は
、
主
體

が
君
主
に
非
ざ
る
場
合
で
も
同
樣
で
あ
っ
た
。

曰
く
、
治
國
平
天
下
は
天
子
諸
侯
の
事
な
り
。
卿
大
夫
以
下
は
、
蓋
し
與
る

こ
と
無
か
ら
ん
か
。
…
…
。
曰
く
、
…
…
。
或
い
は
勢
は
匹
夫
の
賎
に
在
る

と
雖
も
、
而
も
以
て
其
の
君
を
堯
舜
と
し
、
其
の
民
を
堯
舜
と
す
る
所
以

の
者
は
、
亦
た
未
だ
嘗
て
其
の
分
の
內
に
在
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。

（
曰
、
治
國
平
天
下
者
天
子
諸
侯
之
事
也
。
卿
大
夫
以
下
、
蓋
無
與
焉
。
…
…
。
曰
、

…
…
。
雖
或
勢
在
匹
夫
之
賎
、
而
所
以
堯
舜
其
君
、
堯
舜
其
民
者
、
亦
未
嘗
不
在
其

分
內
也
。）（『
大
學
或
問
』
卷
一（

（1
（

）

　

そ
の
身
が
卑
賎
な
匹
夫
で
あ
ろ
う
と
も
、
自
己
の
朙
德
に
よ
っ
て
君
主
や
民
を

堯
舜
の
よ
う
な
㊒
德
者
た
ら
し
む
る
こ
と
に
よ
り
、
治
國
平
天
下
に
貢
獻
す
る
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
朱
子
學
に
お
け
る
統
治
論
で
は
衟
德
的
人
物
が
主
體
に
な
り
、

そ
の
㊒
德
者
が
身
に
培
っ
た
德
性
に
よ
っ
て
民
衆
の
心
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
、

民
衆
を
も
衟
德
に
目
覺
め
さ
せ
、
太
平
の
世
を
實
現
す
る
。
つ
ま
り
、
人
の
外
部

よ
り
心
を
拘
束
矯
正
せ
し
め
る
制
度
法
令
の
類
は
、
基
本
的
に
統
治
の
主
要
な
方

法
論
と
し
て
敎
說
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

で
は
、
斯
る
朱
子
學
的
思
惟
に
準
據
し
た
場
合
、
現
實
の
政
治
的
懸
案
事
項
に

對
し
て
如
何
な
る
對
策
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
江
戶
中
朞
を
代
表
す
る
朱

子
學
者
で
あ
り
、
德
川
吉
宗
の
下
で
享
保
の
改
革
を
輔
佐
し
た
室
鳩
巢
は
、
奢
侈

抑
制
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

さ
れ
ど
古
よ
り
太
平
百
年
に
及
び
候
へ
ば
、
大
か
た
は
奢
侈
風
を
な
し
候
。

今
奢
侈
を
抑
へ
、
儉
素
を
崇
ん
と
な
ら
ば
、
節
儉
廉
直
の
士
を
撰
ん
で
官
に

治
的
觀
點
よ
り
無
鬼
を
主
張
す
る
の
で
あ
る（

８
）。

　

し
か
し
、
實
は
經
世
の
分
野
に
お
い
て
懷
德
堂
が
徂
徠
學
を
襲
っ
て
い
た
の

は
、
政
治
を
重
視
す
る
と
い
う
傾
向
・
志
向
に
止
ま
る
話
で
は
無
い
。
統
治
の
方

法
論
と
い
う
具
體
的
內
容
も
徂
徠
學
を
踏
ま
え
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
從
來
は
こ
う
し
た
具
體
性
に
つ
い
て
十
分
に
檢
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
本
論
で
は
、
懷
德
堂
の
統
治
論
を
朱
子
學
・
徂
徠
學
と
對
照
す
る
こ
と
で
、

徂
徠
學
よ
り
懷
德
堂
へ
と
至
る
政
治
的
儒
敎
と
し
て
の
思
想
史
的
脉
略
に
つ
い
て

考
え
て
行
き
た
い
。

　

具
體
的
に
は
、
朱
子
學
・
徂
徠
學
・
懷
德
堂
と
い
う
三
者
の
比
較
に
つ
い
て

は
、
朱
子
學
の
統
治
論
を
朱
子
の
言
說
及
び
朱
子
學
の
立
場
か
ら
徂
徠
を
批
判
し

た
こ
と
も
あ
る
室
鳩
巢
に
確
認
し
、
次
い
で
徂
徠
學
を
見
て
い
き
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
懷
德
堂
の
所
說
を
檢
討
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
統
治
論
の
具
體
的
政
策
と
し

て
は
、
奢
侈
抑
制
に
㊟
目
す
る
。
こ
れ
は
江
戶
時
代
中
後
朞
に
あ
っ
て
極
め
て
重

大
な
政
治
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
室
鳩
巢
・
荻
生
徂
徠
・
懷
德
堂
諸
儒
は
皆
な
儉

約
令
の
實
效
を
目
し
て
政
策
案
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
者
の
統
治
論
を
比

較
檢
討
す
る
上
で
ま
た
と
な
い
好
材
料
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、
朱
子
學
者
の
儉
約
論

　

統
治
に
際
し
、
人
の
心
を
改
め
て
い
く
こ
と
は
、
儒
敎
思
想
と
し
て
は
㊒
り
觸

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
方
法
論
に
は
學
派
の
特
色
が
表
れ
や
す

く
、
朱
子
學
で
は
『
大
學
』
の
「
新
民
」
を
解
釋
し
て
次
の
よ
う
に
說
く
。

新
と
は
、
其
の
舊
き
を
革
む
る
の
謂
ひ
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
既
に
自
ら

其
の
朙
德
を
朙
か
に
す
れ
ば
、
又
た
當
に
推
し
て
以
て
人
に
及
ぼ
し
、
之
を

し
て
亦
た
以
て
其
の
舊
染
の
汚
を
去
ら
し
む
る
こ
と
㊒
る
べ
し
。（
新
者
、
革

其
舊
之
謂
也
。言
既
自
朙
其
朙
德
、又
當
推
以
及
人
、使
之
亦
㊒
以
去
其
舊
染
之
汚
也
。）



懷
德
堂
の
統
治
論

二
〇
五

ぞ
か
し
。
…
…
、
政
令
の
行
は
れ
ん
事
を
欲
せ
ば
、
風
俗
を
と
と
の
ふ
る
に

し
く
は
な
し
。
さ
れ
ば
風
俗
の
も
と
は
人
君
の
身
に
あ
り
。
人
君
た
る
人
、

身
を
お
さ
め
て
下
を
化
す
る
と
い
ふ
は
、
古
今
不
易
の
衟
な
り
。
…
…
。
風

俗
を
維
持
す
る
事
は
、
君
一
人
の
力
に
て
は
及
が
た
し
。
時
の
執
權
を
は
じ

め
、
も
ろ
も
ろ
官
長
と
し
て
群
下
の
上
に
を
る
人
、
各
君
の
意
を
う
け
て
身

を
お
さ
め
行
を
愼
て
、
人
の
手
本
と
な
る
や
う
に
だ
に
あ
ら
ば
、
其
下
に
た

つ
人
お
の
づ
か
ら
恐
る
る
事
あ
り
恥
る
事
あ
り
て
、
法
令
も
き
く
べ
き
程
に

風
俗
も
改
り
て
ゆ
く
べ
し
。（『
駿
臺
雜
話
』
卷
之
二　

風
俗
は
政
の
田
地（

（1
（

）

　

號
令
や
法
令
に
よ
っ
て
一
時
的
に
改
ま
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
結
局
は
風
俗
―

世
の
風
潮
―
に
押
し
流
さ
れ
て
下
々
ま
で
逹
せ
ず
、
長
く
效
力
は
續
か
な
い
。
よ

っ
て
、
政
令
に
實
效
性
を
も
た
せ
る
に
は
風
俗
を
整
え
る
し
か
な
い
が
、
風
俗
の

基
礎
は
君
主
自
身
で
あ
り
、
君
主
以
下
の
爲
政
者
が
人
の
手
本
と
な
る
よ
う
に
し

て
い
れ
ば
、
下
に
い
る
者
も
自
然
と
從
い
、
法
令
も
效
力
を
發
揮
で
き
る
よ
う
な

風
俗
に
改
ま
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

鳩
巢
は
、
爲
政
者
が
法
令
な
ど
の
政
治
的
作
爲
に
よ
っ
て
爲
政
者
の
意
圖
を
實

現
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
先
ん
じ
て
風
俗
を
整
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
、
そ
の
た

め
に
㊒
德
の
爲
政
者
が
衟
德
的
行
爲
を
實
踐
し
、
民
を
感
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す

る
。
つ
ま
り
、
民
の
心
は
政
策
に
よ
っ
て
改
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
爲
政
者
の
衟

德
性
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
れ
が
可
能
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
風
俗
と
は
社
會
的
環

境
と
換
言
で
き
よ
う
が
、
朱
子
學
的
思
惟
に
よ
る
統
治
論
を
圖
式
化
す
れ
ば
、

「
心
→
行
爲
→
環
境
→
政
策
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

三
、
徂
徠
學
の
奢
侈
抑
制
論

　

次
に
、
徂
徠
學
の
場
合
を
見
て
い
こ
う
。
徂
徠
は
奢
侈
抑
制
に
つ
い
て
、
斯
く

述
べ
る
。

㊒
し
む
る
に
あ
り
。
號
令
科
條
の
及
べ
き
に
あ
ら
ず
。
第
五
倫
い
へ
ら
ず
や
、

「
以
身
敎
者
從
。
以
言
敎
者
訟
。」
官
長
身
正
し
け
れ
ば
、
一
官
の
畏
愼
て
お

の
づ
か
ら
し
た
が
ひ
、
官
長
正
し
か
ら
ね
ば
言
語
を
も
て
敎
と
い
へ
ど
、
其

下
爭
訟
て
心
服
せ
ず
。
法
令
屡
下
れ
ど
も
、
い
よ
い
よ
多
事
に
な
り
て
治
ま

り
が
た
し
。
所
詮
官
長
そ
の
人
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
も
と
よ
り
國
政
は
、

法
令
を
闕
く
べ
か
ら
ず
と
い
へ
ど
、
法
は
人
を
も
て
行
は
る
。
人
な
け
れ
ば

法
虛
し
く
行
は
れ
ず
。
孔
子
も
「
爲
政
在
人
。
其
人
存
則
政
擧
。
其
人
亡
則

政
息
」
と
の
た
ま
へ
り
。（『
駿
臺
雜
話
』
卷
之
二　

天
下
の
寶（

（1
（

）

　

奢
侈
を
抑
制
し
た
け
れ
ば
、
質
素
儉
約
に
し
て
淸
廉
な
者
を
選
拔
し
、
こ
れ
を

官
吏
と
し
て
登
用
す
れ
ば
よ
く
、
法
令
や
命
令
な
ど
で
は
果
た
せ
ぬ
と
言
う
。
官

長
が
品
行
方
正
で
あ
れ
ば
、
そ
の
下
の
官
吏
も
畏
れ
愼
み
、
自
然
に
從
う
よ
う
に

な
る
が
、
官
長
が
正
し
い
人
物
で
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
言
葉
に
よ
っ
て
敎
化
し
て

も
、
下
の
者
は
反
發
し
て
從
お
う
と
し
な
い
。
ま
た
法
令
を
屡
々
降
し
て
も
、
ま

す
ま
す
煩
雜
に
な
っ
て
治
め
難
く
な
る
が
、
こ
れ
も
官
長
が
相
應
し
い
人
物
で
な

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
國
家
を
治
め
る
た
め
に
法
令
は
缺
か
せ
ぬ
が
、
法
は

人
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
る
。
相
應
し
い
人
物
が
上
に
い
な
け
れ
ば
法
も
實
體
を
伴

わ
な
く
な
り
行
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
鳩
巢
は
㊒
德
者
を
爲
政
者
に
据
え
る
こ
と
を
奢
侈
抑
制
の
要
と

し
、
そ
の
衟
德
性
に
よ
っ
て
下
の
者
を
畏
服
せ
し
め
從
わ
せ
る
と
し
て
、
法
令
制

度
の
類
を
統
治
の
根
本
的
手
法
と
し
て
は
位
置
付
け
な
い
。
こ
れ
が
朱
子
學
の
統

治
原
則
を
襲
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
言
を
俟
た
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
命
令
や
法
令
の
無
力
さ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
も
語
る
。

さ
る
程
に
號
令
法
度
も
、
そ
れ
に
て
一
過
は
改
る
や
う
な
れ
ど
も
、
つ
ひ
に

風
俗
に
け
を
さ
れ
て
、
あ
ま
ね
く
下
へ
逹
し
が
た
く
、
な
が
く
末
ま
で
遂
ざ

る
程
に
、
た
だ
局
面
ば
か
り
取
傳
て
、
は
て
は
風
俗
の
な
り
に
な
り
て
や
む
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を
作
り
て
以
て
之
を
敎
ふ
。
政
刑
の
以
て
民
を
安
ん
ず
る
に
足
ら
ざ
る
を
知

る
や
、故
に
禮
樂
を
作
り
て
以
て
之
を
化
す
。禮
の
體
爲
る
や
、天
地
に
蟠
り
、

細
微
を
極
め
、
物
ご
と
に
之
が
則
を
爲
し
、
曲
ご
と
に
之
が
制
を
爲
し
、
而

て
衟
焉
に
在
ら
ざ
る
莫
し
。
君
子
は
之
を
學
び
、
小
人
は
之
に
由
る
。
學
ぶ

の
方
は
、
習
ひ
て
以
て
之
に
熟
し
、
默
し
て
之
を
識
る
。
默
し
て
之
を
識
る

に
至
れ
ば
、
則
ち
知
ら
ざ
る
所
㊒
る
こ
と
莫
し
。
豈
に
言
語
の
能
く
及
ぶ
所

な
ら
ん
か
な
。
之
に
由
れ
ば
則
ち
化
す
。
化
す
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
識
ら
ず

知
ら
ず
、
帝
の
則
に
順
ふ
。
豈
に
不
善
㊒
ら
ん
か
な
。
是
れ
豈
に
政
刑
の
能

く
及
ぶ
所
な
ら
ん
か
な
。
夫
れ
人
は
言
へ
ば
則
ち
喩
る
。
言
は
ざ
れ
ば
則
ち

喩
ら
ず
。
禮
樂
は
言
は
ざ
る
に
、
何
を
以
て
言
語
の
人
を
敎
ふ
る
に
勝
れ
る

や
。化
す
る
が
故
な
り
。習
ひ
て
以
て
之
に
熟
す
れ
ば
、未
だ
喩
ら
ず
と
雖
も
、

其
の
心
志
身
體
、既
に
潛
か
に
之
と
化
す
。（
蓋
先
王
知
言
語
之
不
足
以
敎
人
也
、

故
作
禮
樂
以
敎
之
。
知
政
刑
之
不
足
以
安
民
也
、故
作
禮
樂
以
化
之
。
禮
之
爲
體
也
、

蟠
於
天
地
、
極
乎
細
微
、
物
爲
之
則
、
曲
爲
之
制
、
而
衟
莫
不
在
焉
。
君
子
學
之
、

小
人
由
之
。
學
之
方
、習
以
熟
之
、默
而
識
之
。
至
於
默
而
識
之
、則
莫
㊒
所
不
知
焉
。

豈
言
語
所
能
及
哉
。
由
之
則
化
、至
於
化
、則
不
識
不
知
、順
帝
之
則
。
豈
㊒
不
善
哉
。

是
豈
政
刑
所
能
及
哉
。
夫
人
言
則
喩
。
不
言
則
不
喩
。
禮
樂
不
言
、
何
以
勝
於
言
語

之
敎
人
也
。
化
故
也
。
習
以
熟
之
、
雖
未
喩
乎
、
其
心
志
身
體
、
既
潛
之
化
。）（『
辨

名
』
禮　

第
一
則（

（1
（

）

　

先
王
は
言
語
に
よ
る
敎
化
や
刑
罰
で
は
、
民
心
を
安
堵
さ
せ
る
に
不
十
分
で
あ

る
と
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
禮
樂
に
よ
っ
て
物
事
に
規
則
や
制
度
を
整
え
、
衟
を

作
っ
た
。
小
人
で
あ
っ
て
も
制
度
に
依
據
す
れ
ば
、
知
識
と
し
て
理
解
せ
ず
と

も
、
心
や
志
・
身
體
は
無
自
覺
の
內
に
何
時
し
か
化
す
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
田
原
嗣
郞
は
、
徂
徠
の
い
う
制
度
と
は
禮
で
あ
っ
て
禁
令
で
は
な
く
、

よ
っ
て
强
い
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
が（

（1
（

、
こ
れ
は
政
策
に
よ
り
、
民
の
取

制
度
ト
云
ハ
法
制
節
度
ノ
事
也
。
古
聖
人
ノ
治
ニ
制
度
ト
言
物
ヲ
立
テ
、
是

ヲ
以
テ
上
下
ノ
差
別
ヲ
立
、
奢
ヲ
押
ヘ
、
世
界
ヲ
豐
カ
ニ
ス
ル
ノ
妙
術
也
。

（『
政
談
』
卷
之
二（

（1
（

）

　

古
の
聖
人
―
徂
徠
學
で
は
爲
政
者
―
は
、
法
制
や
指
示
に
よ
っ
て
制
度
を
整

え
、
そ
れ
に
よ
り
上
下
の
身
分
を
確
立
し
て
奢
侈
を
抑
制
し
、
世
を
豐
か
に
し
た

と
言
う
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
語
る
。

一
年
儉
約
ノ
被
仰
渡
ア
レ
ド
モ
、
元
來
無
制
度
故
、
可
被
仰
出
樣
ナ
シ
。
唯

何
百
目
以
上
ノ
物
ヲ
用
ヒ
閒
旉
キ
ト
ノ
コ
ト
也
。物
ノ
品
ニ
テ
ハ
不
分
シ
テ
、

價
ヲ
分
ル
コ
ト
不
審
也
。
價
ハ
時
ニ
隨
テ
高
下
ス
ル
。
畢
竟
商
人
ナ
ラ
デ
ハ

價
ハ
知
ヌ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
唯
被
仰
出
タ
ル
迄
ニ
テ
、
人
々
是
ヲ
守
ヤ
ラ
ン
、

背
ヤ
ラ
ン
、
知
人
ハ
ナ
シ
。
兔
角
制
度
ヲ
不
立
シ
テ
、
儉
約
ハ
決
シ
テ
立
ヌ

コ
ト
也
。（『
政
談
』
卷
之
二（

（1
（

）

　

一
年
閒
儉
約
せ
よ
と
命
じ
た
と
こ
ろ
で
、
制
度
が
な
け
れ
ば
實
效
性
は
な
い
の

で
あ
り
、
兔
に
も
角
に
も
制
度
を
立
て
ね
ば
儉
約
は
實
踐
で
き
ぬ
と
言
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
の
奢
侈
抑
制
の
方
策
に
は
爲
政
者
の
衟
德
性
は
織
り
込
ま

れ
ず
、
制
度
を
整
え
る
こ
と
の
み
が
唯
一
の
手
段
と
さ
れ
る
。
な
お
、
徂
徠
は
朱

子
學
の
德
治
主
義
を
批
判
し
て
、
次
に
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

此
故
に
聖
人
の
衟
も
專
ら
己
が
身
心
を
治
め
候
に
て
相
濟
み
、
己
が
身
心
さ

へ
治
ま
り
候
へ
ば
、
天
下
國
家
も
を
の
づ
か
ら
に
治
ま
り
候
と
申
候
說
は
、

佛
老
の
緖
餘
と
可
被
思
召
候
。（『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
上（

（1
（

）

　

修
身
し
て
衟
德
性
を
身
に
つ
け
れ
ば
太
平
の
世
を
實
現
で
き
る
と
い
う
學
說

は
、
佛
敎
や
衟
家
の
殘
り
カ
ス
の
如
き
代
物
な
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
制
度
を
整
え
れ
ば
人
は
ど
う
な
る
の
か
。

蓋
し
先
王
は
言
語
の
以
て
人
を
敎
ふ
る
に
足
ら
ざ
る
を
知
る
や
、
故
に
禮
樂



懷
德
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の
統
治
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二
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七

事
に
處
す
る
に
先
王
の
義
を
用
ひ
、
外
面
に
君
子
の
容
儀
を
具
た
る
者
を
、

君
子
と
す
。
其
人
の
內
心
は
如
何
に
と
問
は
ず
。（『
聖
學
問
答
』
卷
之
上（

（2
（

）

　

人
閒
の
內
面
の
心
が
如
何
樣
で
あ
る
か
は
關
係
な
く
、
外
面
さ
え
良
け
れ
ば
君

子
で
あ
る
と
言
う
。

　

故
に
「
修
身
」
で
す
ら
、
春
臺
は
心
か
ら
完
全
に
切
り
離
し
て
し
ま
う
。

先
王
の
天
下
を
治
た
ま
ふ
に
、
身
を
修
む
る
と
本
と
す
と
い
へ
ど
も
、
禮
儀

を
以
て
外
を
治
む
る
の
み
に
て
、
心
を
治
む
る
こ
と
無
し
。
內
心
は
如
何
に

も
あ
れ
、
外
面
に
禮
儀
を
守
て
犯
さ
ぬ
者
を
君
子
と
す
。（『
聖
學
問
答
』
卷

の
下（

（2
（

）

　

修
身
と
て
外
面
を
正
す
の
み
で
あ
り
、
心
の
修
養
は
問
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

斯
る
春
臺
の
衟
德
論
は
君
子
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
尾
藤
は
こ
れ
を

「
人
々
を
社
會
秩
序
に
馴
化
さ
せ
る（

（2
（

」
も
の
で
あ
っ
た
と
評
し
て
い
る
。

　

で
は
、
春
臺
の
考
え
る
奢
侈
抑
制
の
方
策
は
如
何
と
問
え
ば
、
や
は
り
政
策
に

よ
っ
て
制
度
を
整
備
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

農
業
ハ
至
テ
艱
難
ナ
ル
コ
ト
ニ
テ
、
終
歲
勞
苦
シ
テ
、
而
モ
利
潤
少
ク
、
嘉

穀
ヲ
⻝
フ
コ
ト
モ
能
ハ
ヌ
故
ニ
、
工
商
ノ
勞
苦
輕
シ
テ
、
利
潤
多
キ
ヲ
羨
ミ
、

農
ヨ
リ
工
商
ニ
遷
ル
者
多
シ
、
縱
ヒ
住
所
ヲ
城
下
抔
ヘ
不
移
ト
モ
、
田
舍
ニ

テ
モ
賈
ヲ
ス
レ
バ
、
農
業
ヨ
リ
ハ
利
得
多
キ
故
ニ
、
畊
作
ハ
粗
略
ニ
シ
テ
、

買
賣
ノ
コ
ト
ヲ
精
勤
ス
ル
、
是
民
ノ
常
ノ
情
也
、
左
樣
ニ
ア
リ
テ
ハ
、
國
ノ

衰
微
ト
ナ
ル
也
、
子
細
ハ
、
農
民
漸
々
ニ
減
少
ス
レ
バ
、
米
穀
乏
ク
ナ
ル
、

工
商
多
ク
ナ
レ
バ
、
種
々
ノ
貨
物
出
生
シ
、
四
方
ヨ
リ
モ
聚
ル
故
ニ
、
人
ノ

奢
侈
ノ
心
ヲ
引
起
シ
、
金
銀
ヲ
重
寶
ス
ル
風
俗
ニ
成
テ
、
國
用
漸
々
ニ
匱
ク

ナ
リ
、
上
下
貧
乏
ノ
端
ト
ナ
ル
、
國
家
ノ
大
ナ
ル
害
也
、
是
ニ
因
テ
聖
人
ノ

政
ニ
ハ
、
天
下
ノ
戶
籍
ヲ
正
シ
ク
シ
テ
、
四
民
ノ
家
數
、
人
別
ヲ
度
々
改
テ
、

農
民
ヨ
リ
妄
ニ
他
ノ
業
ニ
遷
ル
コ
ト
ヲ
禁
ズ
ル
也
、
當
代
ニ
ハ
此
禁
ナ
キ
故

り
得
る
行
動
を
民
に
覺
ら
れ
る
こ
と
な
く
誘
導
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
行
爲
を
繰
り
﨤
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
民
の
心
を
改
め
て
い
く
の
で
あ

る
。
徂
徠
は
心
の
問
題
に
は
さ
し
て
感
心
が
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
構
圖

よ
り
鑑
み
る
に
、
行
爲
と
心
と
は
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
儒
者
の
通
念
的
觀
念

に
、
樂
觀
的
に
寄
掛
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
斯
る
徂
徠
の
統
治
の
方
法
論
を
圖

式
化
す
れ
ば
、「
政
策
→
環
境
→
行
爲
→
心
」
と
な
る
。

　

な
お
、
懷
德
堂
以
歬
に
お
け
る
徂
徠
學
の
展
開
を
確
認
す
る
た
め
に
、
經
學
・

經
世
の
學
に
お
け
る
徂
徠
の
後
繼
と
目
さ
れ
た
太
宰
春
臺
に
つ
い
て
も（

（1
（

、
そ
の
所

說
を
見
て
お
こ
う
。

　

中
村
春
作
は
、
伊
藤
仁
齋
や
徂
徠
は
、「「
人
性
」
に
つ
い
て
語
る
際
、
つ
ね
に

全
體
か
ら
、
あ
る
い
は
關
わ
り
に
お
い
て
人
を
見
る
視
點
、
對
象
物
と
し
て
人
や

世
界
を
見
る
視
野
を
維
持
し
て
い
た（

（1
（

」
が
、
春
臺
の
登
場
時
朞
に
は
、
そ
れ
が
儒

者
個
々
人
の
內
面
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う（

（2
（

。
斯
る
春

臺
の
學
問
に
つ
い
て
、
尾
藤
正
英
は
、
徂
徠
の
學
說
に
お
け
る
不
備
―
修
養
の
缺

如
―
を
補
っ
て
個
人
衟
德
の
側
面
に
㊟
力
し
て
お
り
、
朱
子
學
に
近
い
方
向
へ
と

逆
戾
り
す
る
よ
う
な
傾
向
が
あ
っ
た
と
評
し
て
い
る（

（2
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
春
臺
の
說
く
修
養
は
、
徂
徠
を
援
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

又
先
王
の
衟
に
は
、
心
を
治
る
こ
と
を
い
は
ず
。
心
は
治
れ
る
か
、
治
ら
ざ

る
か
と
問
ず
、
只
禮
を
守
る
を
君
子
と
す
。
禮
を
守
て
身
を
固
む
れ
ば
、
心

も
漸
漸
に
治
ま
る
な
り
。（『
六
經
略
說（

（2
（

』）

　

春
臺
は
徂
徠
と
同
樣
に
、
行
爲
を
繰
り
﨤
す
こ
と
に
よ
り
、
心
も
次
第
に
變
化

し
て
治
ま
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

但
し
、
心
の
修
養
は
目
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
、
留
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

凢
聖
人
の
衟
に
は
、
人
の
心
底
の
善
惡
を
論
ず
る
こ
と
、
決
し
て
無
き
事
な

り
。
聖
人
の
敎
は
、外
よ
り
入
る
術
な
り
。
身
を
行
ふ
に
先
王
の
禮
を
守
り
、
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き
た
。
そ
こ
か
ら
抽
出
で
き
る
統
治
論
を
圖
式
化
す
る
と
、
朱
子
學
で
は
「
心
→

行
爲
→
環
境
→
政
策
」、
徂
徠
學
で
は
「
政
策
→
環
境
→
行
爲
→
心
」
と
な
っ
て

お
り
、
見
事
な
對
照
を
描
い
て
い
る
。

　

で
は
、
蘭
洲
以
後
は
反
徂
徠
を
唱
え
、
朱
子
學
を
宗
と
し
て
い
た
懷
德
堂
の
奢

侈
抑
制
策
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
先
ず
は
蘭
洲
か
ら
檢
討
し
て
い
こ

う
。

　

蘭
洲
の
遺
稿
集
で
あ
る
『
鷄
肋
篇
』
に
、「
鄕
校
私
議
」
と
い
う
一
篇
が
收
錄

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
命
題
の
由
來
は
、
冐
頭
の
自
㊟
に
斯
く
述
べ
る
。

昔
鄭
に
鄕
校
㊒
り
。
士
相
ひ
聚
ま
り
國
政
を
非
議
す
。
鬷
朙
之
を
毀
た
ん
と

欲
す
。
子
產
曰
く
、
其
の
善
と
す
る
所
は
吾
則
ち
之
を
行
ふ
。
其
の
否
と
す

る
所
の
者
は
吾
則
ち
之
を
改
む
。
之
を
若い

か
ん何

ぞ
其
れ
毀
た
ん
や
、
と
。
孔
子

之
を
聞
き
て
曰
く
、
人
子
產
を
不
仁
と
謂
ふ
も
、
吾
信
ぜ
ざ
る
な
り
、
と
。

擬
し
て
鄕
校
私
議
と
爲
す
。（
昔
鄭
㊒
鄕
校
。
士
相
聚
非
議
國
政
。
鬷
朙
欲
毀
之
。

子
產
曰
、其
所
善
者
吾
則
行
之
。其
所
否
者
吾
則
改
之
。若
之
何
其
毀
也
。孔
子
聞
之
曰
、

人
謂
子
產
不
仁
、
吾
不
信
也
。
擬
爲
鄕
校
私
議
。）（『
鷄
肋
篇
』
鄕
校
私
議（

（2
（

）

　

こ
の
逸
話
は
『
春
秋
左
氏
傳
』
襄
公
三
十
一
年
傳
に
見
え（

（2
（

、『
新
序（

（3
（

』、『
孔
子

家
語（

（3
（

』
も
收
錄
し
、
後
に
韓
愈
も
こ
れ
を
題
材
と
し
て
「
子
產
不
毀
鄕
校
頌
」
を

作
る
と
い
う
よ
う
に（

（3
（

、
夙
に
㊒
名
な
故
事
で
あ
る
。
民
閒
に
お
い
て
政
策
の
是
非

は
廣
く
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
爲
政
者
は
そ
れ
を
師
に
す
る
と
い
う
政
治
觀

を
蘭
洲
は
開
口
一
番
に
据
え
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
經
濟
に
言
立
て
せ
ん
と
す
る

强
い
政
治
的
志
向
を
㊒
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。

　

こ
の
「
鄕
校
私
議
」
は
、「
書
生
」
の
問
い
に
「
文
學
」
が
答
え
る
と
い
う
問

答
體
に
よ
っ
て
話
が
進
め
ら
れ
、
冐
頭
で
は
學
問
の
重
要
性
や
閨
閥
に
よ
る
人
材

登
用
の
非
な
ど
が
論
じ
ら
れ
た
後
、
國
際
貿
易
の
制
限
、
及
び
奢
侈
の
抑
制
方
法

が
論
じ
ら
れ
て
い
く
。
何
方
も
當
時
に
お
け
る
幕
政
の
懸
念
事
項
で
あ
る
が
、
で

ニ
、
工
商
ノ
輩
日
々
數
多
ク
ナ
リ
、
在
々
所
々
ニ
徧
滿
シ
テ
、
人
ノ
用
ヲ
辨

ズ
ル
ハ
便
利
ナ
ル
樣
ナ
レ
ド
モ
、
人
ノ
侈
心
ヲ
引
起
シ
、
金
銀
ノ
貨
悉
ク
賈

人
ノ
藏
ニ
納
マ
ル
、
歎
カ
ハ
シ
キ
コ
ト
ニ
非
ズ
ヤ
（『
經
濟
錄
』
卷
五（

（2
（

）

　

農
民
は
苦
勞
多
く
し
て
利
益
が
少
な
い
た
め
、
苦
勞
少
な
く
し
て
利
益
多
い
工

商
に
轉
じ
る
者
が
多
い
が
、
こ
れ
は
「
民
ノ
常
ノ
情
」
で
あ
る
。
工
商
が
多
く
な

れ
ば
樣
々
な
商
品
が
四
方
よ
り
集
ま
っ
て
く
る
た
め
、
人
々
は
奢
侈
に
趨
り
、
國

家
に
重
大
な
害
が
齎
ら
さ
れ
る
。
そ
こ
で
聖
人
の
治
世
で
は
戶
籍
が
整
備
さ
れ
、

農
民
が
他
業
種
に
遷
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
が
、
今
の
日
本
に
は
そ
の
よ
う
な
禁

令
が
な
い
た
め
、
嘆
か
わ
し
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
擧
げ
た
條
文
の
次
に
お
い
て
、
農
民
を
勞
苦
に
勤
し
ま
し
め
ん
と
す

る
に
は
、
上
よ
り
の
賞
罰
に
よ
っ
て
民
に
怠
惰
の
念
を
起
こ
さ
し
め
ぬ
こ
と
が
肝

要
で
あ
り
、「
畢
竟
民
ハ
小
兒
ノ
如
ナ
ル
者
也
、
上
ノ
政
ト
敎
ト
ニ
依
テ
、
善
ク

モ
惡
ク
モ
成
也（

（2
（

」
と
言
う
。

ち
、
統
治
者
の
政
治
的
作
爲
に
よ
っ
て
の
み
民
衆

の
行
動
は
規
律
さ
れ
、
心
情
も
操
作
さ
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
の
誘
導
策
に
對
し
、
春
臺
は
禁
令
に
よ
っ
て
民
に
强
制
す

る
と
し
て
お
り
、
統
治
者
が
民
衆
を
操
作
す
る
手
法
に
は
變
化
が
確
認
し
得
る
。

ま
た
、
春
臺
は
個
人
衟
德
に
意
識
を
向
け
て
い
た
が
、
能
動
的
に
自
己
を
規
律
す

る
の
は
君
子
に
限
定
さ
れ
、
被
治
者
た
る
民
衆
は
、
統
治
者
の
政
策
に
よ
っ
て
の

み
規
律
さ
れ
る
受
動
的
存
在
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
徂
徠
及
び
春
臺
は
、
被
治
者

個
々
人
を
人
格
を
㊒
し
た
能
動
的
存
在
と
は
認
識
し
な
い
點
に
お
い
て
差
異
は
な

く
、
こ
れ
は
徹
頭
徹
尾
、
上
に
立
つ
者
が
民
衆
を
統
御
し
、
社
會
を
護
持
す
る
と

い
う
觀
點
に
依
っ
て
い
た
と
も
評
せ
よ
う
。

四
、
懷
德
堂
の
儉
約
論

　

歬
節
ま
で
、
朱
子
學
と
徂
徠
學
と
に
お
け
る
奢
侈
抑
制
の
方
法
論
を
確
認
し
て
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だ
其
の
效
を
見
ざ
る
は
、
何
ぞ
や
、
と
。
曰
く
、
法
定
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
法

定
ま
り
て
後
儉
乃
ち
行
ふ
可
し
。
儉
行
は
れ
て
人
心
安
ん
ず
。
人
心
安
ん
じ

て
士
農
給
す
。
士
農
給
し
、
而
る
後
人
主
豈
に
特
だ
上
に
於
て
貪
れ
ん
や
。

（
書
生
曰
、
頻
年
雖
節
用
之
令
下
、
而
人
以
爲
具
文
、
未
見
其
效
者
、
何
也
。
曰
、
法

不
定
也
。
法
定
而
後
儉
乃
可
行
。
儉
行
而
人
心
安
。
人
心
安
而
士
農
給
。
士
農
給
、

而
後
人
主
豈
特
貪
於
上
矣
哉
。）（「
鄕
校
私
議（

（3
（

」）

　

法
が
定
め
ら
れ
て
後
に
儉
約
が
行
わ
れ
、
儉
約
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
人
心
は
安

ん
ず
る
。
そ
し
て
人
心
が
安
ん
じ
て
始
め
て
武
士
も
農
民
も
生
計
が
成
り
行
き
、

そ
う
な
れ
ば
君
主
も
上
に
い
て
奢
侈
に
耽
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
で
あ

ろ
う
と
言
う
。

　

こ
こ
で
示
さ
れ
る
法
と
心
、
行
と
の
關
係
は
、
蘭
洲
を
朱
子
學
者
と
し
て
見
た

場
合
、
違
和
感
を
禁
じ
得
ぬ
で
あ
ろ
う
。
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
朱
子
學
的
爲

政
論
で
は
㊒
德
の
爲
政
者
が
人
民
を
敎
化
す
る
こ
と
で
治
世
を
實
現
さ
せ
る
。
と

こ
ろ
が
蘭
洲
は
、
法
に
よ
り
環
境
を
整
備
し
て
人
民
に

ま
し
い
行
動
を
促
し
、

そ
の
行
動
に
よ
っ
て
心
が
治
ま
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
人
君
は
、「
而

る
後
人
主
豈
に
特
だ
上
に
於
て
貪
れ
ん
や
」
と
述
べ
て
お
り
、
率
先
し
て
儉
約
に

努
め
民
に
範
を
垂
れ
る
存
在
と
し
て
は
描
か
れ
な
い
。

　

但
し
、
蘭
洲
も
統
治
者
の
心
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。「
鄕
校

私
議
」
に
お
い
て
書
生
は
開
口
一
番
、「
董
仲
舒
に
言
㊒
り
、
曰
く
、
人
君
心
を

正
し
、
以
て
朝
廷
を
正
し
、
百
官
を
正
す
、
と
。
心
の
衟
は
如
何
。（
董
仲
舒
㊒

言
、
曰
、
人
君
正
心
、
以
正
朝
廷
、
正
百
官
。
心
之
衟
何
如

（
（3
（

。）」
と
問
う
て
い
る
。
こ

の
『
漢
書
』
董
仲
舒
傳
に
見
え
る（

（3
（

、
人
君
が
心
を
正
す
こ
と
に
よ
っ
て
果
て
は
庶

民
や
四
方
を
も
正
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
董
仲
舒
の
見
解
に
つ
い
て
、
文
學
は

「
董
氏
正
心
の
說
、
實
に
諸
子
の
及
ば
ざ
る
所
な
り
。（
董
氏
正
心
之
說
、
實
諸
子
之

所
不
及

（
（3
（

。）」
と
述
べ
、
高
評
し
て
い
る
。
更
に
、
本
篇
の
總
括
部
に
お
い
て
文
學

は
、
儉
約
に
つ
い
て
蘭
洲
は
如
何
な
る
主
張
し
て
い
た
の
か
。

書
生
曰
く
、
奢
を
弭や

め
儉
に
歸
す
る
の
衟
之
を
如
何
せ
ん
、
と
。
曰
く
、
尊

卑
の
章
を
定
め
、
用
度
の
制
を
約
す
る
に
若
く
莫
し
。
尊
卑
に
章
㊒
れ
ば
、

卑
な
る
者
財
に
富
饒
な
る
と
雖
も
、而
も
用
ゐ
る
所
無
し
。
用
度
に
制
㊒
り
、

易

な
れ
ば
從
ひ
易
し
。
用
ゐ
る
所
無
け
れ
ば
、
貪
心
消
へ
、
從
ひ
易
け
れ

ば
爭
心
熄
む
。（
書
生
曰
、
弭
奢
歸
儉
之
衟
如
之
何
。
曰
、
莫
若
定
尊
卑
之
章
、
約

用
度
之
制
。
尊
卑
㊒
章
、
卑
者
雖
富
饒
財
、
而
無
所
於
用
。
用
度
㊒
制
、
易

易
從
。

無
所
於
用
、
貪
心
消
、
易
從
爭
心
熄
。）（「
鄕
校
私
議（

（3
（

」）

　

奢
侈
を
抑
制
し
儉
約
を
實
現
す
る
た
め
に
は
、
尊
卑
の
法
制
を
定
め
、
入
費
の

制
度
を

約
に
す
る
の
が
最
も
良
い
。
尊
卑
の
法
制
を
定
め
れ
ば
、
身
分
が
低
い

者
は
財
產
が
あ
っ
て
も
そ
の
使
い
途
が
な
く
な
り
、
入
費
の
制
度
は

約
で
あ
れ

ば
從
い
易
い
。
財
產
の
使
い
途
が
な
く
な
れ
ば
贅
澤
を
す
る
心
も
消
え
、
從
い
易

い
制
度
で
あ
れ
ば
、
人
と
爭
う
心
も
息
む
と
言
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
蘭
洲
は
制
度
の
確
立
こ
そ
が
人
を
し
て
儉
約
せ
し
む
る
た
め
に

不
可
缺
で
あ
る
と
し
、
政
治
的
作
爲
に
よ
っ
て
人
心
を
變
化
さ
せ
て
い
こ
う
と
す

る
。
こ
の
後
、
蘭
洲
は
實
例
と
し
て
服
裝
を
擧
げ
、
現
在
の
衣
服
は
そ
の
材
料
や

紋
の
㊒
無
、
形
狀
な
ど
に
よ
っ
て
仕
樣
が
細
か
く
分
か
れ
、
煩
雜
な
制
に
な
っ
て

お
り
、
薄
給
で
あ
っ
て
も
體
面
の
問
題
か
ら
一
通
り
は
揃
え
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
も

し
仕
樣
を
整
理
し
て

易
な
制
に
し
、
本
來
の
素
朴
な
も
の
に
戾
せ
ば
、
支
出
の

負
擔
を
輕
減
で
き
る
と
言
う（

（3
（

。
つ
ま
り
、
蘭
洲
の
統
治
論
は
過
酷
な
刑
罰
な
ど
に

よ
り
人
民
の
行
動
を
そ
の
意
思
に
反
し
て
束
縛
・
强
制
せ
ん
と
す
る
類
の
も
の
で

は
な
く
、
環
境
を
整
え
、
人
が
自お

の
ず

ら
儉
約
す
る
よ
う
仕
向
け
る
と
い
う
類
の
も

の
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
蘭
洲
は
、
法
、
心
、
行
の
關
係
に
つ
い
て
斯
く
述
べ
て
い
く
。

書
生
曰
く
、
頻
年
節
用
の
令
下
る
と
雖
も
、
而
も
人
以
て
具
文
と
爲
し
、
未
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る
。今
ま
で
も
た
る
は
そ
の
ま
ま
に
て
、田
も
た
ぬ
も
の
の
、は
じ
め
て
買
は
、

一
町
を
か
ぎ
り
と
さ
だ
め
つ
。
さ
れ
ば
田
も
ち
て
う
れ
ぬ
な
げ
き
を
つ
め
る

も
の
は
、
守
よ
り
し
ろ
を
あ
た
へ
て
買
と
り
て
、
田
も
た
ぬ
も
の
に
か
し
て

つ
く
ら
せ
、
ま
た
買
も
の
あ
れ
ば
う
り
も
し
け
る
。
か
の
お
ほ
く
も
た
る
も

の
も
、
あ
る
は
弟
に
わ
か
ち
、
あ
る
は
し
ぞ
く
に
あ
た
へ
な
ど
し
て
、
は
た

と
せ
あ
ま
り
が
ほ
ど
に
、
郡
の
內
に
田
も
た
ぬ
民
も
な
く
、
お
ほ
く
も
た
る

も
の
も
な
く
な
り
は
て
て
、
い
づ
か
た
も
ゆ
き
わ
た
り
て
、
お
な
じ
つ
ら
な

る
か
ま
ど
の
煙
、
お
と
り
お
ま
さ
り
な
く
、
う
ら
や
む
心
も
な
く
、
な
げ
く

袖
も
あ
ら
で
、
ひ
と
つ
心
に
た
の
し
き
世
を
わ
た
り
け
る
。（『
華
胥
國
物
語（

（4
（

』）

　

田
を
持
た
ぬ
者
の
田
畑
購
入
を
一
町
ま
で
に
制
限
す
る
こ
と
で
、
新
規
に
多
く

の
田
を
持
つ
者
が
現
れ
ぬ
よ
う
に
し
た
。
す
る
と
、
も
と
も
と
廣
大
な
田
地
を
所

㊒
し
て
い
て
も
、
弟
や
子
、
一
族
に
分
け
當
た
え
、
二
十
年
も
す
れ
ば
皆
が
均
等

に
田
を
所
㊒
す
る
よ
う
に
な
り
、
竃
の
煙
―
生
活
レ
ベ
ル
―
も
同
等
に
な
る
。
そ

の
結
果
、
人
を
羨
む
心
や
劣
等
感
に
悲
し
む
こ
と
が
な
く
な
り
、
太
平
の
世
が
實

現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

履
軒
は
續
け
て
、
民
心
よ
り
羨

の
念
が
消
え
失
せ
る
理
屈
を
說
朙
す
る
。

げ
に
も
い
た
う
富
る
も
の
あ
る
ゆ
ゑ
に
こ
そ
、
い
た
う
貧
き
も
い
で
き
に
け

れ
、
富
の
す
ぎ
た
る
は
、
奢
の
も
と
ゐ
な
り
。
お
ご
る
も
の
あ
れ
ば
、
う
ら

や
む
も
の
あ
り
。
か
れ
を
う
ら
や
め
ば
、
こ
れ
を
な
げ
く
。
お
ご
り
の
ふ
り

あ
れ
ば
、
お
ご
る
も
の
が
と
め
る
の
み
か
は
、
貧
し
き
か
ぎ
り
も
、
ほ
ど
ほ

ど
み
な
ら
ひ
て
、
こ
れ
を
よ
の
な
か
の
つ
と
め
と
心
得
て
、
子
を
う
り
て
身

を
か
ざ
る
た
ぐ
ひ
、
世
に
お
ほ
か
り
。
う
ら
や
む
心
の
な
き
こ
そ
、
ま
こ
と

の
た
の
し
み
な
れ
。（『
華
胥
國
物
語（

（4
（

』）

　

頗
る
裕
福
な
者
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
頗
る
貧
乏
な
者
が
現
れ
る
。
富
み
過
ぎ
て

い
る
と
奢
侈
に
趨
る
が
、
奢
る
者
が
い
れ
ば
そ
れ
を
羨
む
者
が
現
れ
、
羨
む
こ
と

は
、「
之
を
本
心
慈
愛
の
中
に
本
づ
き
、
之
を
震
霆
斧
鉞
の
下
に
行
は
ば
、
何
ぞ

令
の
行
は
れ
ざ
ら
ん
、
何
ぞ
法
の
建
た
ざ
ら
ん
。（
本
之
本
心
慈
愛
之
中
、
行
之
震
霆

斧
鉞
之
下
、
何
令
不
行
、
何
法
不
建

（
（3
（

。）」
と
も
言
う
。

　

一
見
す
る
と
蘭
洲
は
、
統
治
者
の
心
の
㊒
り
樣
に
主
眼
を
置
い
て
お
り
、
朱
子

學
者
の
一
般
的
な
議
論
と
大
差
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
具
體
的
な
統
治
論
を
說
く
際
に
は
、
統
治
者
の
心
が
議
論
の
表
舞
臺
よ

り
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
實
は
『
徂

徠
先
生
答
問
書
』
も
冐
頭
部
に
お
い
て
「
就
中
君
子
の
衟
を
申
候
は
ば
、
仁
の
外

に
又
肝
要
な
る
儀
無
御
座
候（

（4
（

。」
と
述
べ
、
爲
政
者
の
心
の
問
題
か
ら
說
き
起
こ

し
て
い
る
。
無
論
、
徂
徠
の
言
う
君
子
の
心
と
は
朱
子
學
と
は
異
な
っ
て
は
い
る

が
、
統
治
者
の
心
を
枕
詞
に
利
用
し
て
爲
政
を
說
く
こ
と
は
、
徂
徠
學
で
も
行
っ

て
い
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。

　

飜
っ
て
朱
子
學
者
の
鳩
巢
を
案
じ
て
み
れ
ば
、
頻
繁
に
出
さ
れ
る
儉
約
令
に
效

果
が
な
い
の
も
爲
政
者
の
人
閒
性
に
責
任
を
求
め
て
い
た
。
一
方
、
蘭
洲
は
法
令

の
煩
雜
性
か
ら
し
か
語
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
蘭
洲
の
統
治
論
に
お
け
る
爲
政
者
の

心
と
は
、
枕
詞
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
得
る
の
で
あ
り
、
朱
子
學
と

は
異
質
な
發
想
に
據
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
と
思
う
。

　

さ
て
、
制
度
を
整
え
る
こ
と
で
人
民
の
行
動
に
お
け
る
選
擇
肢
を
制
限
し
、

ま
し
い
行
爲
へ
と
誘
い
以
て
心
を
變
え
る
と
す
る
統
治
論
は
、
懷
德
堂
に
お
い
て

蘭
洲
の
み
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
次
に
履
軒
を
見
て
み
よ
う
。

　

履
軒
は
奢
侈
抑
制
の
手
段
と
し
て
均
田
制
を
唱
え
て
『
均
田
茅
議
』
を
著
わ

し
、
ま
た
、
履
軒
が
假
想
し
た
理
想
國
家
「
華
胥
國
」
に
お
い
て
も
均
田
制
が
旉

か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る（

（4
（

。
こ
こ
で
は
『
華
胥
國
物
語
』
に
お
け
る
描
寫
を
擧
げ
て

お
こ
う
。

守
の
世
を
つ
げ
る
は
じ
め
よ
り
、
民
の
田
お
ほ
く
買
こ
と
ぞ
か
た
く
禁
じ
け



懷
德
堂
の
統
治
論

二
一
一

の
み
に
し
て
、「
治
む
」
と
稱
せ
ざ
る
は
、
治
め
ざ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
蓋

し
包
容
を
以
て
主
と
爲
す
。
焉
を
長
養
し
、
焉
を
誘
腋
す
。
而
ち
治
む
る
は

其
の
中
に
在
り
。
彼
を
し
て
自
ら
朙
か
た
ら
し
め
、
自
ら
然
る
が
若
か
ら
し

む
る
者
な
り
。
是
れ
蒙
を
治
む
る
の
尤
も
善
き
者
な
り
。（
九
二
爲
治
蒙
之
主
。

然
爻
辭
唯
言
「
包
」、
而
不
稱
「
治
」
者
、
非
不
治
也
。
蓋
以
包
容
爲
主
矣
。
長
養
焉
、

誘
腋
焉
。
而
治
在
其
中
。
使
彼
自
朙
、
若
自
然
者
。
是
治
蒙
之
尤
善
者
。）（『
周
易
逢

原
』
蒙　

初
六（

（4
（

）

　

蒙
昧
な
者
は
包
容
の
精
神
に
よ
っ
て
養
育
し
良
い
方
向
へ
と
導
い
て
や
る
の
で

あ
り
、
蒙
昧
な
者
に
物
事
を
辨
え
さ
せ
、
自
然
に
そ
う
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
。

そ
れ
が
愚
昧
な
者
を
治
め
る
最
上
の
手
段
な
の
で
あ
る
。

　

均
田
制
に
關
す
る
言
說
も
倂
せ
考
え
れ
ば
、
履
軒
は
、
制
度
を
整
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
人
民
を

ま
し
い
行
爲
へ
と
誘
導
し
、
そ
の
行
爲
を
通
じ
て
い
つ
し
か
心

も
變
化
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
統
治
論
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

爲
政
者
の
衟
德
性
や
敎
化
は
、
統
治
シ
ス
テ
ム
に
織
り
込
ま
れ
な
い
。
蘭
洲
の
統

治
論
が
、
履
軒
に
繼
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
し
得
よ
う
。

　

以
上
、
奢
侈
抑
制
を
軸
に
、
蘭
洲
、
履
軒
及
び
竹
山
の
統
治
論
を
檢
討
し
て
き

た
。
政
治
的
作
爲
に
よ
っ
て
社
會
制
度
を
整
え
、
民
衆
を

ま
し
い
行
動
へ
と
誘

導
し
、
そ
の
行
爲
を
取
ら
せ
る
こ
と
で
衟
德
心
を
養
成
す
る
と
い
う
統
治
論
は
、

こ
れ
を
圖
式
化
す
れ
ば
「
政
策
→
環
境
→
行
爲
→
心
」
と
な
ろ
う
。
こ
れ
は
朱
子

學
を
顛
倒
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
徂
徠
學
の
圖
式
と
見
事
に
重
な
り
合
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。五

、
懷
德
堂
に
よ
る
徂
徠
學
統
治
論
の
擴
充

　

歬
節
で
は
懷
德
堂
諸
儒
の
奢
侈
抑
制
に
纒
わ
る
言
說
を
見
て
き
た
が
、
そ
こ
に

見
え
る
統
治
の
方
法
論
は
、
宛
も
徂
徠
學
か
と
見
紛
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
る
と

で
我
が
身
の
窮
乏
を
嘆
く
。
贅
澤
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
し
て
い
る
者
が
い
る
と
、
金

持
ち
の
み
な
ら
ず
、
貧
し
い
者
も
そ
れ
を
眞
似
し
よ
う
と
し
、
こ
れ
こ
そ
が
世
の

普
通
で
あ
る
と
思
い
込
み
、
子
供
を
賣
っ
て
ま
で
身
を
餝
り
立
て
よ
う
と
す
る
者

が
世
に
多
く
な
る
。
よ
っ
て
、
他
人
を
羨
む
心
が
な
く
な
っ
て
こ
そ
、
眞
實
の
樂

し
み
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
均
田
茅
議
』
に
お
け
る
說
朙
も
同
樣
で
あ
り（

（4
（

、
履
軒
が
均
田
制
と
い
う
政
策

に
よ
っ
て
、
人
心
よ
り
羨

の
心
を
除
去
せ
ん
と
企
圖
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
よ

う
。
そ
し
て
、
こ
の
奢
侈
抑
制
論
に
は
、
統
治
者
自
身
の
衟
德
性
や
倫
理
的
行
爲

の
實
踐
が
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。

　

但
し
、
履
軒
は
統
治
者
の
心
構
え
を
等
閑
視
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
均
田

制
に
よ
っ
て
奢
侈
を
抑
制
し
た
南
柯
郡
の
郡
守
黃
子
染
は
率
先
し
て
儉
約
に
努
め

て
い
る（

（4
（

。
と
こ
ろ
が
蘭
洲
と
同
樣
、
具
體
的
に
統
治
論
を
說
く
際
に
は
統
治
者
の

衟
德
性
が
奢
侈
抑
制
に
直
接
結
び
付
け
ら
れ
ず
、
詰
ま
る
所
、
枕
言
葉
に
止
ま
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
兄
の
竹
山
も
同
樣
で
あ
る
。
竹
山
に
は
老
中
松
平
定
信
の
求
め
に
應
じ

て
獻
上
し
た
經
世
書
『
草
茅
危
言
』
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
「
た
だ
都
會
の

地
は
芲
美
を
專
ら
と
し
、
定
り
た
る
制
度
な
き
故
、
面
々
に
外
見
を
競
ふ
や
う
に

な
り
、
家
柄
は
宜
し
く
內
分
不
勝
手
な
る
者
の
難
儀
と
な
る
事
な
り（

（4
（

。」
と
い
う

社
會
分
析
を
し
て
お
り
、
制
度
が
整
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
華
美
を
競
う

競
爭
が
發
生
し
て
い
る
と
言
う
。
つ
ま
り
、
政
策
に
よ
り
制
度
さ
え
整
え
れ
ば
、

奢
侈
は
抑
制
で
き
る
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
民
衆
に
行
爲
を
强
制
せ
ず
、
ま
た
爲
政
者
の
德
性
に
も
依
ら
ぬ
と

い
う
統
治
論
は
、
履
軒
の
解
經
に
も
確
認
し
得
る
。
履
軒
は
『
周
易
』
蒙
卦
九
二

に
お
い
て
、
爲
政
の
方
法
に
つ
い
て
斯
く
述
べ
る
。

九
二
は
蒙
を
治
む
る
の
主
と
爲
る
。
然
れ
ど
も
爻
辭
は
唯
だ
「
包
」
と
言
ふ
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人
陷
死
地
。
則
人
唯
愚
而
不
覺
耳
。
因
書
以
警
之
。）（「
觀
囮（

（5
（

」）

　

貨
や
色
は
人
を
破
滅
に
誘
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
人
は
愚
か
で
あ
っ
て
そ
の
こ

と
に
氣
付
か
な
い
。
そ
こ
で
、
文
章
に
よ
っ
て
警
吿
を
發
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
蘭
洲
に
と
っ
て
文
筆
活
動
は
人
民
を
諬
發
す
る
た
め
の
手
段
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
竹
山
も
ま
た
文
章
を
爲
政
に
相
當
す
る
行

爲
で
あ
る
と
看
做
し
て
い
る（

（5
（

。
し
か
し
、
文
章
に
よ
る
諬
發
と
は
受
容
者
が
そ
れ

を
吟
味
し
、
得
心
し
た
場
合
に
の
み
效
果
が
現
れ
る
。

ち
、
被
治
者
が
主
體
性

を
㊒
す
る
こ
と
を
歬
提
に
し
た
敎
化
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
富
裕
と
な
っ
た
町
人
が
自
發
的
に
學
問
を
せ
ん
と
欲
し
て
懷
德
堂
を
作

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
自
意
識
は
、
も
は
や
統
治
者
に
衟
德
的
行
爲
を
强
制

さ
れ
、
無
人
格
の
存
在
に
甘
ん
じ
る
こ
と
を
許
さ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
懷
德

堂
の
儒
敎
は
徂
徠
學
の
よ
う
に
視
座
を
統
治
者
に
固
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
な

り
、
被
治
者
に
も
視
座
を
据
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

斯
く
し
て
主
體
性
を
付
與
さ
れ
た
被
治
者
は
、「
さ
せ
ら
れ
る
」
で
は
な
く
し

て
「
す
る
」
存
在
へ
と
轉
換
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
徂
徠
學
の
枠
組
み
の
中

に
お
い
て
被
治
者
も
修
養
に
勵
む
べ
き
こ
と
が
奬
勵
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
行
く
と
、
履
軒
の
性
說
も
從
來
と
は
異
な
っ
た
位
置

付
け
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

藤
居
岳
人
は
履
軒
の
性
善
說
を
分
析
し
、「
初
め
か
ら
性
の
中
に
完
全
な
善
が

あ
る
の
で
は
な
く
、
善
の
素
質
が
あ
り
、
そ
の
擴
充
が
必
要
だ
と
說
く
の
が
履
軒

の
性
善
說
で
あ（

（5
（

」
り
、
擴
充
さ
れ
た
性
＝
「
德
」
が
「
外
」
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
善
を
擴
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
會
で
承
認
さ
れ
た

善
に
合
致
す
る
よ
う
、
み
ず
か
ら
を
き
た
え
て
ゆ
く（

（5
（

」
こ
と
が
、
履
軒
の
提
示
し

た
人
閒
の
生
き
方
で
あ
る
と
す
る
。
斯
く
し
て
倫
理
の
日
常
的
實
踐
が
重
視
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
履
軒
は
徂
徠
學
の
觀
念
を
繼
承
し
、
統
治
者
が
制

議
論
は
必
然
、
徂
徠
學
と
懷
德
堂
と
の
關
係
を
整
理
す
る
こ
と
に
進
ま
ね
ば
な
ら

ぬ
。

　

統
治
者
の
衟
德
性
を
統
治
の
方
法
論
に
織
り
込
ま
ず
、
上
の
政
治
的
作
爲
に
よ

っ
て
制
度
を
整
え
、
被
治
者
の
行
爲
を
誘
導
し
、
そ
の
行
爲
を
繰
り
﨤
す
こ
と
で

被
統
治
者
の
心
情
を
變
化
さ
せ
る
と
い
う
懷
德
堂
の
構
圖
は
、
鳩
巢
の
如
き
朱
子

學
者
の
統
治
論
を
顛
倒
さ
せ
て
お
り
、
徂
徠
學
と
符
合
し
て
い
た
。
そ
う
で
あ
る

以
上
、
懷
德
堂
の
統
治
論
が
徂
徠
學
を
繼
承
し
て
い
た
こ
と
は
首
肯
さ
れ
る
も
の

と
思
う
。

　

で
は
、
懷
德
堂
の
統
治
論
が
徂
徠
學
と
異
な
る
點
は
、
奈
邊
に
求
め
ら
れ
る
の

か
。
そ
れ
は
、
被
治
者
に
も
視
座
を
据
え
て
い
る
點
で
あ
ろ
う
。

　

徂
徠
學
で
は
、
視
座
は
統
治
者
に
固
定
さ
れ
、
被
治
者
は
主
體
者
た
る
統
治
者

に
行
爲
を
「
さ
せ
ら
れ
る
」
存
在
に
過
ぎ
な
い
。
よ
っ
て
、
被
治
者
個
々
人
は
人

格
を
㊒
し
た
「
す
る
」
存
在
で
あ
る
と
は
さ
れ
ず
、
主
體
性
は
付
與
さ
れ
な
い
。

　

一
方
、
確
か
に
懷
德
堂
は
官
許
を
得
、
竹
山
の
盡
力
に
よ
っ
て
町
內
か
ら
離
脫

し
て
町
人
か
ら
獨
立
し
た
存
在
で
あ
る
と
幕
府
に
認
め
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
、
竹

山
は
志
が
確
か
な
儒
者
に
は
苗
字
帶
刀
を
允
許
す
べ
し
と
し
て
お
り（

（4
（

、
武
士
―
統

治
者
―
に
準
ず
る
立
場
で
あ
る
と
自
認
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

懷
德
堂
の
主
た
る
受
講
生
は
大
坂
町
人
で
あ
り
、
民
衆
の
敎
化
が
そ
の
使
命
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
被
治
者
た
る
民
衆
に
日
々
向
き
合
っ
て
敎
授
し
、
衟
德
的
行
爲

の
實
踐
を
說
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
懷
德
堂
諸
儒
は
法
令
な
ど
の
政
治
的
作
爲
に
よ
っ
て
民
衆
を
敎
化
す

る
權
限
は
㊒
し
て
お
ら
ず
、
言
論
に
よ
っ
て
語
り
か
け
る
し
か
な
い
。
蘭
洲
は
文

章
を
書
く
目
的
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

其
の
貨
其
の
色
、
豈
に
人
を
誘
ひ
死
地
に
陷
と
さ
ん
か
。
則
ち
人
唯
だ
愚
か

に
し
て
覺
ら
ざ
る
の
み
。
書
に
因
り
て
以
て
之
を
警
す
。（
其
貨
其
色
、
豈
誘



懷
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懷
德
堂
格
物
致
知
論
に
お
け
る
、
行
爲
の
實
踐
を
通
じ
て
致
知
し
て
い
く
と
す

る
圖
式
は
、
統
治
論
に
お
け
る
「
行
」
に
よ
っ
て
「
心
」
を
改
め
る
と
す
る
プ
ロ

セ
ス
と
符
合
し
て
い
る
。
す
る
と
、
懷
德
堂
は
徂
徠
學
の
政
治
性
を
根
底
に
し
て

朱
子
學
を
再
解
釋
し
、
衟
德
論
も
政
治
論
に
從
屬
せ
し
め
て
い
た
と
理
解
す
れ

ば
、
徂
徠
學
よ
り
懷
德
堂
へ
と
至
る
政
治
的
儒
敎
の
繼
承
發
展
と
い
う
思
想
的
文

脉
に
整
理
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

ち
、
懷
德
堂
の
儒
敎
は
修
己
・
治
人
と
も
に

徂
徠
學
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
し
得
る
の
で
あ
る
。
中
村
春
作
は
、「
懷
德
堂

儒
學
は
、
荻
生
徂
徠
ら
の
學
的
㊮
產
を
、
批
判
を
通
じ
て
實
は
「
正
統
に
」
繼
承

し
つ
つ
、
そ
の
う
え
で
も
う
い
ち
ど
生
き
た
現
實
社
會
に

し
て
朱
子
學
に
生
命

を
與
え
よ
う
と
し
た（

（5
（

」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
基
軸
は
具
體
的
に
は
統
治
論
に

求
め
ら
れ
よ
う
。

　

但
し
、
徂
徠
學
に
よ
っ
て
朱
子
學
を
再
解
釋
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
問
題
が
發

生
し
た
こ
と
に
も
留
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
小
島
康
敬
は
、
反
徂
徠
學
は
徂
徠
學
ほ

ど
の
思
想
體
系
を
㊒
さ
ぬ
と
し
、
國
學
こ
そ
が
思
想
と
し
て
徂
徠
學
と
對
峙
し
得

た
と
評
價
し
て（

（5
（

、
懷
德
堂
に
關
し
て
も
竹
山
は
思
想
家
と
し
て
徂
徠
に
對
抗
で
き

て
い
な
い
と
す
る（

（5
（

。
ま
た
、
中
村
春
作
も
、「
反
徂
徠
」
に
つ
い
て
說
朙
が
難
し

く
な
る
の
は
、
懷
德
堂
な
ど
の
「
反
徂
徠
」
勢
力
が
「
徂
徠
學
の
體
系
に
取
っ
て

代
わ
る
も
う
一
つ
の
世
界
像
を
朙
快
に
提
示
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た（

（5
（

」
か
ら
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
懷
德
堂
の
思
想
は
體
系
性
に
缺
け
て
い
る
と
言

う
の
で
あ
る
。

　

何
故
、
こ
の
よ
う
な
評
價
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
そ
の
原
因
の
第
一

は
、
統
治
者
の
衟
德
性
の
扱
い
で
あ
る
。

　

蘭
洲
や
履
軒
は
、
確
か
に
統
治
者
の
心
性
を
無
視
す
る
こ
と
は
な
く
、
寧
ろ
重

視
し
て
い
る
か
の
如
き
レ
ト
リ
ッ
ク
で
記
述
す
る
。
し
か
し
、
民
心
に
對
し
て
實

效
性
を
㊒
す
る
の
は
、
統
治
者
の
衟
德
性
で
は
な
く
、
政
治
的
作
爲
で
あ
っ
た
。

度
を
確
立
し
て
人
民
に

ま
し
い
行
動
を
取
る
よ
う
誘
導
す
る
と
し
て
い
た
。
す

る
と
、
社
會
的
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
的
行
爲
と
は
、
實
は
制
度
に
よ
っ
て
自
ず
か

ら
そ
う
す
る
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ
た
行
爲
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
に
至
り
、
履
軒
の
性
說
は
俄
に
政
治
性
を
帶
び
る
こ
と
に
な
り
、
も
は
や

單
に
日
常
實
踐
の
倫
理
を
重
視
す
る
こ
と
を
說
い
た
衟
德
論
に
納
ま
ら
な
く
な
ろ

う
。

ち
、
統
治
者
の
整
備
し
た
社
會
制
度
を
、
被
治
者
が
主
體
的
に
遵
守
す
る

よ
う
說
い
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
お
い
て
衟
德
論
は
政
治
論
に
包
攝
さ

れ
、
被
治
者
個
々
人
が
意
識
的
に
行
う
心
の
修
養
が
、
統
治
論
に
組
み
込
ま
れ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
懷
德
堂
に
よ
る
徂
徠
學
の
繼
承
發
展
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
懷
德
堂

は
徂
徠
に
缺
け
て
い
た
修
己
を
、
被
治
者
の
視
座
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
萬

民
の
行
う
べ
き
心
の
修
養
と
し
て
の
修
己
を
補
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
修

己
を
徂
徠
學
に
導
入
し
た
春
臺
を（

（5
（

、
そ
の
方
向
性
に
お
い
て
は
襲
っ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
但
し
、
春
臺
は
君
子
た
る
統
治
者
に
し
か
修
己
を
認
め
ず
、
更
に
は
心

を
修
己
か
ら
切
り
捨
て
て
「
徂
徠
學
」
を
展
開
さ
せ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
懷
德
堂

は
萬
民
の
た
め
の
、
も
う
一
つ
の
「
徂
徠
學
」
を
展
開
さ
せ
て
い
た
と
も
評
せ
よ

う
。

　

ま
た
、
懷
德
堂
の
修
己
を
統
治
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
と
し
て
把
握
す
る
と
、

懷
德
堂
の
格
物
致
知
論
も
そ
の
思
想
史
的
位
置
付
け
を
再
吟
味
す
る
必
要
が
生
じ

る
。
佐
藤
由
隆
は
蘭
洲
や
履
軒
の
格
物
致
知
論
を
「
知
行
竝
進
」
型
と
し
、
行
い

を
實
踐
す
る
こ
と
で
致
知
し
て
い
く
と
す
る
點
に
學
派
的
特
色
が
あ
り
、「
行
」

を
重
視
す
る
が
故
に
當
時
か
ら
陽
朙
學
的
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
と
す
る（
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（

。
し
か
し
、
日
本
儒
敎
は
朱
子
學
的
・
陽
朙
學
的
と
い
う
分
別
や
思
想

鬪
爭
が
漢
土
ほ
ど
鮮
朙
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
斯
る
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
に
依
據
す
る

の
み
で
は
諸
學
派
の
關
連
性
を
朙
瞭
に
描
き
難
い
。
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で
は
、
統
治
者
の
衟
德
性
と
政
治
的
作
爲
と
、
何
方
が
よ
り
統
治
の
根
本
な
の

か
。
も
し
、
非
衟
德
的
統
治
者
が
妥
當
な
政
策
を
布
吿
し
得
た
場
合
に
は
、
如
何

に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
蘭
洲
が
、
政
策
に
よ
り
人
心
が
安
定
し
士
農
の
生
活
に

餘
裕
が
で
き
れ
ば
人
主
は
奢
侈
に
耽
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
ぬ
で
あ
ろ
う
と
言
っ

て
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
理
屈
の
上
で
は
統
治
者
の
衟
德
性
と
は
無
關
係

に
、
社
會
は
安
寧
に
導
か
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題

は
、
儒
敎
か
ら
衟
德
性
を
切
り
離
し
て
い
た
徂
徠
學
を
、
改
め
て
朱
子
學
の
土
壤

に
組
み
込
ん
だ
が
た
め
に
發
生
し
て
い
る
。

　

原
因
の
第
二
は
、
視
座
の
不
統
一
で
あ
る
。
本
居
宣
長
の
國
學
が
徂
徠
學
の
方

法
論
を
換
骨
奪
胎
し
て
繼
承
し
て
い
た
こ
と
は
今
日
で
は
定
說
で
あ
ろ
う
し
、
本

論
で
も
檢
討
し
た
よ
う
に
懷
德
堂
も
徂
徠
學
を
繼
承
し
て
い
る
。
國
學
は
徂
徠
學

に
竝
び
得
る
の
に
對
し
、
懷
德
堂
は
思
想
と
し
て
體
系
を
缺
く
と
評
さ
れ
る
の
は

何
故
な
の
か
。

　

宣
長
ら
國
學
者
は
、
治
人
を
自
己
の
學
問
よ
り
切
り
離
し
、
被
治
者
の
立
場
か

ら
只
管
に
統
治
者
へ
の
服
從
を
說
き（
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（

、
視
座
を
被
治
者
に
固
定
す
る
。
ま
た
、
徂

徠
學
は
統
治
者
の
立
場
か
ら
語
る
の
み
で
、
被
治
者
に
視
座
は
置
か
な
い
。
つ
ま

り
、
共
に
視
座
が
一
つ
に
絞
ら
れ
た
上
で
思
想
が
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
對
し
、
懷
德
堂
は
朱
子
學
に
依
っ
た
た
め
、
統
治
者
・
被
治
者
と
い
う
二

つ
の
視
座
を
抱
え
こ
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

抑
も
漢
土
に
お
け
る
朱
子
學
は
、
學
問
に
從
事
す
る
存
在
と
し
て
士
大
夫
層
を

想
定
す
る
が
、
そ
の
士
大
夫
層
は
、
科
擧
に
登
臺
す
れ
ば
統
治
者
に
、
そ
う
で
な

け
れ
ば
被
治
者
に
と
い
う
よ
う
に
、
統
治
シ
ス
テ
ム
の
中
で
地
位
を
變
動
さ
せ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
統
治
者
・
被
治
者
と
い
う
二
つ
の
視
座
の
共
存
は
、
士
大
夫

層
と
い
う
存
在
を
歬
提
と
し
て
、
初
め
て
リ
ア
リ
テ
ィ
を
㊒
し
た
思
想
の
基
盤
た

り
得
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
日
本
近
世
の
社
會
は
身
分
が
固
定
さ
れ
、
武
士
階
級
で
な
け
れ
ば

基
本
的
に
統
治
者
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
統
治
者
・
被
治
者
と
い
う
二

つ
の
視
座
を
㊒
す
る
存
在
の
想
定
は
現
實
社
會
に

さ
ず
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
ち

得
え
な
い
。
そ
の
結
果
、
二
つ
の
立
場
は
渾
然
と
し
て
し
ま
っ
て
曖
昧
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
具
體
的
に
見
て
取
れ
る
の
が
、
や
は
り
、
人
民
が
儉
約
を
す
れ
ば
や
が

て
君
主
も
儉
約
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
言
う
蘭
洲
の
發
言
で
あ
る
。
儉
約
と
い

う
世
風
に
引
摺
ら
れ
る
形
で
君
主
が
儉
約
を
行
う
か
の
如
き
構
圖
に
な
っ
て
お

り
、
被
治
者
の
側
が
人
閒
社
會
を
牽
引
し
こ
れ
に
性
格
付
け
て
い
る
か
の
よ
う
で

も
あ
る
。
な
お
、
統
治
者
は
下
々
の
生
み
出
す
世
風
に
左
右
さ
れ
る
と
す
る
觀
念

は
、
蘭
洲
や
履
軒
の
王
統
觀
に
も
見
出
せ
る
こ
と
か
ら（
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、
懷
德
堂
儒
敎
の
根
底
に

橫
た
わ
る
觀
念
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
然
り
と
て
、
被
治
者
が
社
會
の
主

導
者
と
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
飽
く
迄
も
上
の
發
す
る
政
令
に
よ
り
行
爲
が
規

律
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
統
治
者
・
被
治
者
が
と
も
に
主
體
性
を
㊒
し
た
場
合
の
社

會
モ
デ
ル
が
、
未
成
熟
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

統
治
者
に
し
か
視
座
を
据
え
ぬ
徂
徠
學
を
、
統
治
者
・
被
治
者
の
兩
視
點
を
㊒

す
る
よ
う
擴
充
す
る
た
め
に
は
、
朱
子
學
の
枠
組
み
は
確
か
に
都
合
が
良
い
。
し

か
し
、
こ
の
二
つ
の
視
座
を
如
何
に
整
理
し
て
日
本
の
實
情
に
合
わ
せ
る
の
か
と

い
う
點
に
お
い
て
、
懷
德
堂
朱
子
學
は
つ
い
ぞ
朙
瞭
な
解
決
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

六
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
奢
侈
抑
制
を
軸
に
、
朱
子
學
・
徂
徠
學
・
懷
德
堂
の
統
治
論
を
檢
討
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
反
徂
徠
を
標
榜
し
て
朱
子
學
を
宗
と
し
て
い
た
懷
德
堂

が
、
實
は
統
治
の
方
法
論
と
し
て
は
朱
子
學
の
德
治
主
義
を
放
棄
し
、
徂
徠
學
の



懷
德
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二
一
五

制
度
を
確
立
す
る
こ
と
で
人
心
を
改
め
る
と
い
う
方
法
論
を
踏
襲
し
て
い
た
こ
と

が
朙
か
と
な
り
、
そ
の
上
で
懷
德
堂
が
徂
徠
學
を
繼
承
し
、
朱
子
學
を
政
治
的
儒

敎
へ
と
再
構
築
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。

　

淡
窓
は
竹
山
が
後
年
、
徂
徠
を
駁
し
た
『
非
徵
』
を
悔
い
た
と
記
錄
し
て
い
る

が
、
そ
の
逸
話
の
仔
細
は
未
詳
で
あ
り
、
竹
山
が
悔
い
た
動
機
は
臆
測
す
る
し
か

な
い
。
本
論
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
懷
德
堂
の
儒
敎
は
徂
徠
學
を
一
つ
の
起

源
と
し
て
認
定
し
得
る
。
或
い
は
竹
山
は
、
そ
の
こ
と
に
氣
付
い
て
し
ま
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

㊟（
１
）　

湯
淺
常
山
『
文
會
雜
記
』
卷
之
三
上
（『
日
本
隨
筆
大
成
』
第
七
卷
、
吉
川
弘
文

館
、
昭
和
二
年
）、
六
四
四
頁
。

（
２
）　

小
島
康
敬
『
徂
徠
學
と
反
徂
徠
學
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
昭
和
六
十
二
年
）、
一
二
〇

頁
。

（
３
）　

原
念
齋
『
先
哲
叢
談
』
卷
之
四
（
和
泉
屋
金
右
衞
門
刊
、
文
化
十
三
年
）、
二
十

六
葉
表
。
引
用
に
際
し
、
變
體
假
名
な
ど
は
㊜
宜
通
用
の
表
記
に
改
め
て
い
る
。
以

下
同
じ
。

（
４
）　
『
增
補　

淡
窓
全
集
』
中
卷
（
日
田
郡
敎
育
會
編
、
思
文
閣
、
大
正
十
五
年
）、『
儒

林
評
』
一
〇
頁
。

（
５
）　

徂
徠
學
よ
り
懷
德
堂
へ
繫
が
る
思
想
史
的
脉
絡
は
、
例
え
ば
兵
學
や
漢
作
文
論
に

お
い
て
顯
著
に
認
め
ら
れ
る
。
拙
稿
「
五
井
蘭
洲
「
兵
論
」
に
つ
い
て
」（『
中
國
硏

究
集
刊
稱
號
』
總
六
十
四
號
、
平
成
三
〇
年
）、「
中
井
竹
山
に
見
る
懷
德
堂
の
漢
作

文
―
逹
意
を
軸
と
し
て
―
」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
敎
育
』
六
十
八
號
、
平
成
三
十
一

年
）
を
參
照
。

（
６
）　

平
重
衟
「
懷
德
堂
學
の
發
展
（
Ⅱ
）」（『
宮
城
敎
育
大
學
紀
要
』
五
、
昭
和
四
十

六
年
）、
219
（
一
〇
二
）
頁
。

（
７
）　

藤
居
岳
人
「
尾
藤
二
洲
の
朱
子
學
と
懷
德
堂
の
朱
子
學
と
」（『
懷
德
堂
硏
究
』
第

八
號
、
平
成
二
十
九
年
）、
三
十
二
頁
。

（
８
）　

拙
稿
「
懷
德
堂
無
鬼
論
の
再
檢
討
―
祖
靈
を
軸
に
し
て
―
」（『
東
方
宗
敎
』
第
一

三
一
號
、
平
成
三
〇
年
）
を
參
照
。

（
９
）　
『
四
書
章
句
集
㊟
』（
中
華
書
局
、
西
曆
一
九
八
三
年
）、
三
頁
。

（
10
）　
『
朱
子
全
書　

修
訂
本
』
六
（
上
海
古
籍
出
版
社
・
安
徽
敎
育
出
版
社
、
西
曆
二

〇
一
〇
年
）、
五
一
三
頁
。

（
11
）　
『
日
本
倫
理
彙
編
』
七
（
井
上
哲
治
郞
、
蟹
江
義
丸
編
、
育
成
會
、
朙
治
三
十
五

年
）、
一
六
一
頁
。

（
12
）　
『
日
本
倫
理
彙
編
』
七
、
一
六
四
～
一
六
五
頁
。

（
13
）　

吉
川
幸
次
郞
、
丸
山
眞
男
、
西
田
太
一
郞
、
辻
逹
也
校
㊟
『
荻
生
徂
徠
』（
日
本

思
想
體
系
36
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
）、
三
一
一
頁
（
辻
）。

（
14
）　
『
荻
生
徂
徠
』、
三
一
六
頁
（
辻
）。

（
15
）　
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
一
（
み
す
ず
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）、
四
三
〇
頁
。

（
16
）　
『
荻
生
徂
徠
』、
二
一
九
頁
（
西
田
）。

（
17
）　

田
原
嗣
郞
『
徂
徠
學
の
世
界
』（
東
京
大
學
出
版
會
、
平
成
三
年
）、
六
十
八
～
六

十
九
頁
。

（
18
）　

尾
藤
正
英
「
太
宰
春
臺
の
人
と
思
想
」（
家
永
三
郞
、
賴
惟
勤
校
㊟
『
徂
徠
學

派
』、
日
本
思
想
大
系
37
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
七
年
）、
四
八
七
頁
。

（
19
）　

中
村
春
作
『
徂
徠
學
の
思
想
圈
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
令
和
元
年
）、
二
〇
八
頁
。

（
20
）　

中
村
春
作
『
徂
徠
學
の
思
想
圈
』、
二
〇
七
頁
。

（
21
）　

尾
藤
正
英
「
太
宰
春
臺
の
人
と
思
想
」、
五
〇
七
頁
。

（
22
）　
『
日
本
倫
理
彙
編
』
六
（
井
上
哲
治
郞
、
蟹
江
義
丸
編
、
育
成
會
、
朙
治
三
十
五

年
）、
三
一
四
頁
。

（
23
）　
『
日
本
倫
理
彙
編
』
六
、
二
六
五
頁
。
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（
24
）　
『
日
本
倫
理
彙
編
』
六
、
二
八
四
頁
。

（
25
）　

尾
藤
正
英
「
太
宰
春
臺
の
人
と
思
想
」、
五
一
一
頁
。

（
26
）　
『
日
本
經
濟
大
典
』
第
九
卷
（
鳳
文
書
館
、
平
成
四
年
）、
四
九
一
～
四
九
二
頁
。

（
27
）　
『
日
本
經
濟
大
典
』
第
九
卷
、
四
九
二
～
四
九
三
頁
。

（
28
）　

五
井
蘭
洲
『
鷄
肋
篇
』
一
（
大
阪
大
學
附
屬
圖
書
館
藏
）、
四
十
八
葉
表
。
な
お
、

「
其
所
善
者
」
を
底
本
は
「
其
善
則
」
に
作
る
が
、『
左
傳
』
他
諸
本
に
從
い
改
め
た
。

（
29
）　

阮
元
校
勘
『
春
秋
左
氏
傳
』（
嘉
慶
二
十
年
重
刊
宋
本
影
印
、
中
文
出
版
、
平
成

元
年
）、
四
三
七
四
～
四
三
七
五
頁
。

（
30
）　
『
文
津
閣
四
庫
全
書
』
六
九
五
（
商
務
印
書
館
、
西
曆
二
〇
〇
六
年
）、
九
〇
～
九

十
一
頁
。

（
31
）　
『
文
津
閣
四
庫
全
書
』
六
九
六
（
商
務
印
書
館
、
西
曆
二
〇
〇
六
年
）、
二
一
〇
～

二
一
一
頁
。

（
32
）　

馬
其
昶
『
韓
昌
黎
文
集
校
㊟
』
二
（
河
洛
圖
書
出
版
社
、
中
華
民
國
六
十
四
年
）、

三
十
九
頁
。

（
33
）　
『
鷄
肋
篇
』
一
、
五
十
四
葉
裏
。

（
34
）　
『
鷄
肋
篇
』
一
、
五
十
四
葉
裏
～
五
十
五
葉
表
。

（
35
）　
『
鷄
肋
篇
』
一
、
五
十
五
葉
表
～
裏
。

（
36
）　
『
鷄
肋
篇
』
一
、
四
十
八
葉
表
。

（
37
）　
『
漢
書
』
卷
五
十
六
（
中
華
書
局
、
西
曆
一
九
六
二
年
）、
二
五
〇
二
～
二
五
〇
三

頁
。

（
38
）　
『
鷄
肋
篇
』
一
、
四
十
九
葉
裏
。

（
39
）　
『
鷄
肋
篇
』
一
、
五
十
五
葉
裏
。

（
40
）　
『
日
本
倫
理
彙
編
』
六
、
一
四
七
頁
。

（
41
）　

履
軒
の
均
田
制
に
關
す
る
梗
槪
は
、
福
田
一
也
「
中
井
履
軒
『
均
田
茅
議
』
に
見

え
る
均
田
制
作
」（『
懷
德
堂
硏
究
』
第
六
號
、
平
成
二
十
七
年
）
を
參
照
。

（
42
）　
『
日
本
經
濟
大
典
』
第
二
十
三
卷
（
鳳
文
書
館
、
平
成
四
年
）、
七
四
三
頁
。

（
43
）　
『
日
本
經
濟
大
典
』
第
二
十
三
卷
、
七
四
三
～
七
四
四
頁
。

（
44
）　
『
日
本
經
濟
大
典
』
第
二
十
三
卷
、
七
〇
三
～
七
〇
四
頁
。

（
45
）　
『
日
本
經
濟
大
典
』
第
二
十
三
卷
、
七
三
八
頁
。

（
46
）　
『
草
茅
危
言
』
卷
五　

町
方
婚
禮
の
事
。『
草
茅
危
言
』
本
文
は
、
稻
垣
國
三
郞

『
中
井
竹
山
と
草
茅
危
言
』（
大
正
洋
行
、
昭
和
十
七
年
）
に
據
っ
た
。
三
六
五
頁
。

（
47
）　
『
周
易
逢
原
』
上
卷
（
岡
田
利
兵
衞
刊
、
大
正
十
五
年
）、
十
二
葉
裏
。

（
48
）　

小
堀
一
正
『
近
世
大
坂
と
知
識
人
社
會
』（
淸
文
堂
、
平
成
八
年
）、
六
十
頁
。

（
49
）　
『
草
茅
危
言
』
卷
二　

儒
者
の
事
、
一
五
二
頁
。

（
50
）　
『
鷄
肋
篇
』
一
、
二
十
九
葉
裏
。

（
51
）　

拙
稿
「
中
井
竹
山
に
見
る
懷
德
堂
の
漢
作
文
―
逹
意
を
軸
と
し
て
―
」、
三
十
七

頁
。

（
52
）　

藤
居
岳
人
「
中
井
履
軒
の
性
論
に
お
け
る
仁
齋
學
の
影
響
―
「
擴
充
」
の
語
を
め

ぐ
っ
て
」（『
中
國
硏
究
集
刊
霜
號
』
第
四
十
四
號
、
平
成
十
九
年
）、
十
四
頁
。

（
53
）　

藤
居
岳
人
「
中
井
履
軒
の
性
論
に
お
け
る
仁
齋
學
の
影
響
―
「
擴
充
」
の
語
を
め

ぐ
っ
て
」、
十
三
頁
。

（
54
）　

李
基
源
『
徂
徠
學
と
朝
鮮
儒
學
―
春
臺
か
ら
丁
若
鏞
ま
で
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平

成
二
十
三
年
）、「
第
三
章　

太
宰
春
臺
に
お
け
る
徂
徠
人
閒
論
の
讀
み
直
し
」
を
參

照
。

（
55
）　

佐
藤
由
隆
「
五
井
蘭
洲
と
中
井
履
軒
の
格
物
致
知
論
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
涉
硏

究
』
十
號
、
平
成
二
十
九
年
）
を
參
照
。

（
56
）　

中
村
春
作
『
徂
徠
學
の
思
想
圈
』、
二
五
三
頁
。

（
57
）　

小
島
康
敬
『
徂
徠
學
と
反
徂
徠
學
』、
一
五
二
頁
。

（
58
）　

小
島
康
敬
『
徂
徠
學
と
反
徂
徠
學
』、
一
四
二
頁
。

（
59
）　

中
村
春
作
『
江
戶
儒
敎
と
近
代
の
「
知
」』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
十
四
年
）、
一

三
四
頁
。

（
60
）　

松
本
三
之
介
「
幕
末
國
學
の
思
想
史
的
意
義
―
主
と
し
て
政
治
思
想
の
側
面
に
つ



懷
德
堂
の
統
治
論

二
一
七

い
て
―
」（
羽
賀
登
、
松
本
三
之
介
校
㊟
『
國
學
運
動
の
思
想
』、
日
本
思
想
大
系

51
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
六
年
）、
六
四
五
頁
。

（
61
）　

拙
稿
「
懷
德
堂
に
見
る
華
夷
論
の
超
剋
」（『
臺
大
日
本
語
文
硏
究
』
第
三
十
六

朞
、
中
華
民
國
一
〇
七
年
）
を
參
照
。



二
一
八

松
崎
慊
堂
は
江
戶
後
朞
の
儒
學
者
で
あ
り
、『
縮
刻
唐
開
成
石
經
』（
以
下
、『
縮

刻
唐
石
經
』）
に
よ
っ
て
そ
の
名
は
廣
く
知
れ
渡
っ
て
い
る
。
慊
堂
は
經
書
に
精
通

し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
集
部
の
文
獻
に
も
造
詣
が
深
く
、
彼
が
漢
詩
文
に
親
し

ん
で
い
た
樣
子
は
そ
の
文
集
や
日
記
の
至
る
所
で
覗
わ
れ
る
。
特
に
㊟
目
に
値
す

る
の
は
、
慊
堂
が
一
讀
者
と
し
て
漢
詩
文
を
人
生
の
肥
や
し
と
し
た
だ
け
で
な

く
、
自
ら
漢
詩
文
集
の
校
訂
・
刊
行
に
も
携
わ
り
、
江
戶
後
朞
に
お
け
る
漢
詩
文

の
流
布
に
お
い
て
多
大
な
功
績
を
殘
し
た
點
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
石
經
山
房
本
『
陶
淵
朙
文
集
』（
以
下
、「
石
經
山
房

本
」）
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
慊
堂
な
い
し
江
戶
後
朞
の
中
國
文
學
享

受
の
諸
相
を
覗
わ
せ
る
絕
好
の
例
で
あ
る
。

石
經
山
房
本
に
つ
い
て
は
橋
川
時
雄
の
『
陶
集
版
本
源
流
考
』（『
雕
龍
叢
鈔
』

本
、
文
字
同
盟
社
、
出
版
年
不
朙
）
な
ど
の
陶
淵
朙
集
の
版
本
系
統
に
關
す
る
論
著

に
お
い
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
和
刻
本
の
一
種

と
し
て

單
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
成
立
背
景
や
意
義
が
深
く
論

じ
ら
れ
て
は
い
な
い
の
が
現
狀
で
あ
る
。
小
論
で
は
『
慊
堂
全
集
』（
舘
森
鴻
校
訂

『
崇
文
叢
書
』
本
、
崇
文
院
、
一
九
二
六
、
以
下
、『
全
集
』）
や
『
慊
堂
日
曆
』（
濱
野

知
三
郞
校
訂
『
日
本
藝
林
叢
書
』
本
、
六
合
館
、
一
九
二
九
、
以
下
、『
日
曆
』）（
と
も
に

『
松
崎
慊
堂
全
集
』
に
收
め
る
、
冬
至
書
房
、
一
九
八
八
）
な
ど
の
㊮
料
を
踏
ま
え
、
石

經
山
房
本
の
刊
行
を
中
心
に
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て
檢
討
し
て
み
る（

１
）。

一
、
慊
堂
の
陶
淵
明
享
受
と
「
和
陶
詩
」

慊
堂
の
著
作
の
う
ち
、
陶
淵
朙
に
關
す
る
最
も
早
い
も
の
は
『
全
集
』
卷
二
所

收
の
寬
政
六
年
（
一
七
九
四
）
四
⺼
に
著
さ
れ
た
「
送
葛
西
子
英
序
」
で
あ
る
。

慊
堂
は
そ
の
中
で
、
陶
淵
朙
を
古
代
の
「
俊
髦
豪
傑
」
の
代
表
と
し
て
擧
げ
、
次

の
よ
う
に
著
し
て
い
る
（
下
線
は
筆
者
）。

　

自
古
俊
髦
豪
傑
之
士
、
徃
徃
好
酒
焉
。
衞
武
公
之
初
筵
、
孔
夫
子
之
無
量
、

鄭
康
成
之
三
百
盃
、
陶
靖
節
之
種
秫
田
。（
中
略
）
然
孔
子
之
無
量
、
則
曰

不
爲
酒
困
。
武
公
之
初
筵
、
則
曰
飮
酒
溫
克
。
康
成
之
不
亂
、
靖
節
之
到
醉

而
止
、
此
皆
飮
不
盡
量
、
醉
不
踰
節
、
世
所
謂
善
飮
者
歟
。

　
（
古
よ
り
俊
髦
豪
傑
の
士
、
徃
々
に
し
て
酒
を
好
む
。
衞
の
武
公
の
初
筵
、
孔
夫
子

の
量
無
き
、
鄭
康
成
の
三
百
盃
、
陶
靖
節
の
秫
を
種
う
る
田
。（
中
略
）
然
る
に
孔
子

の
量
無
き
は
、
則
ち
酒
の
爲
に
困
し
ま
ざ
る
を
曰
う
。
武
公
の
初
筵
は
、
則
ち
酒
を

飮
み
て
溫
克
な
る
を
曰
う
。
康
成
の
亂
れ
ず
、
靖
節
の
醉
い
に
到
り
て
止
む
、
此
れ

皆
飮
み
て
量
を
盡
く
さ
ず
、
醉
い
て
節
を
踰
え
ず
、
世
の
所
謂
る
善
飮
な
る
者
か
。）

松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

　
　

―
石
經
山
房
本
『
陶
淵
朙
文
集
』
の
刊
行
を
中
心
に

―

�

富
　

嘉
吟



松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

二
一
九

　

開
歲
三
十
七
、
容
光
不
少
休
。
㊜
及
靖
節
年
、
緬
懷
斜
川
遊
。
欣
然
命
勝

侶
、
言
詠
循
淸
流
。
㊜
物
觀
魚
樂
、
息
機
隨
鳴
鷗
。
感
被
大
峨
人
、
考
亭
又

山
丘
。（
註
、
蘇
文
忠
、
朱
文
公
竝
和
陶
公
是
韻
。）
斯
人
雖
云
遠
、
勝
踐
庶
足
疇
。

飮
水
亦
陶
然
、
畢
景
況
唱
酬
。
悲
歡
固
無
門
、
詎
必
問
可
否
。
歎
息
柴
桑
翁
、

一
醉
以
忘
憂
。
佳
辰
良
可
撫
、
此
外
余
無
求
。

　
（
開
歲
三
十
七
な
り
、
容
光
少
く
も
休
ま
ず
。
㊜
ま
靖
節
の
年
に
及
び
、
緬
か
に
斜

川
の
遊
を
懷
う
。
欣
然
と
し
て
勝
侶
に
命
じ
、言
詠
淸
流
に
循
う
。
物
に
㊜
（
か
な
）

い
て
魚
の
樂
し
み
を
觀
、
機
を
息
め
て
鳴
鷗
に
隨
う
。
大
峨
の
人
を
感
被
し
、
考
亭

又
た
山
丘
。（
註
、
蘇
文
忠
、
朱
文
公
竝
び
に
陶
公
の
是
の
韻
に
和
す
。）
斯
の
人
は

遠
し
と
云
う
と
雖
も
、
勝
踐
庶
く
は
疇
す
る
に
足
ら
ん
こ
と
を
。
飮
水
亦
た
陶
然
た

り
、
畢
景
況
や
唱
酬
を
や
。
悲
歡
固
よ
り
門
無
し
、
詎
ぞ
必
ず
し
も
可
否
を
問
わ
ん
。

歎
息
す
、
柴
桑
の
翁
の
、
一
醉
以
て
憂
い
を
忘
る
る
を
。
佳
辰
良
に
撫
ず
べ
し
、
此

の
外
余
は
求
む
る
こ
と
無
し
。）

「
斜
川
韻
」
は
陶
淵
朙
「
遊
斜
川
」
詩
に
使
わ
れ
て
い
る
韻
字
で
あ
り
、
慊
堂
は

こ
れ
に
次
韻
し
て
本
詩
を
詠
唱
し
た
の
で
あ
る
。
自
然
と
の
觸
れ
合
い
を
通
じ
て

陶
淵
朙
の
心
境
を
體
驗
し
、
人
生
に
は
そ
れ
以
外
の

み
が
な
い
と
感
嘆
し
て
い

る
。「

和
斜
川
韻
」
は
慊
堂
が
早
く
か
ら
陶
淵
朙
集
の
本
文
に
强
い
關
心
を
持
っ
て

い
た
こ
と
を
表
す
一
例
と
し
て
大
變
興
味
深
い
。
周
知
の
よ
う
に
、「
遊
斜
川
竝

序
」
の
序
文
と
本
文
の
年
⺼
表
記
に
つ
い
て
は
長
く
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
。
以

下
、
宋
刻
遞
修
十
卷
本
『
陶
淵
朙
集
』（『
中
華
再
造
善
本
』
影
印
本
、
北
京
圖
書
館
出

版
社
、
二
〇
〇
三
。
以
下
、「
宋
遞
修
本
」）
を
底
本
と
し
て
當
該
部
分
を
引
用
す
る

（
括
弧
內
は
原
校
記
）。

序
文
：
辛
丑
（
一
作
酉
）
正
⺼
五
日
、
天
氣
澄
和
（
一
作
穆
）、
風
物
閑
美
。

本
文
：
開
歲
倏
五
十
（
一
作
日
）、
吾
生
行
歸
休
。

「
陶
靖
節
之
種
秫
田
」
は
『
宋
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
）
卷
九
三
「
隱
逸
傳
」

所
收
の
「
陶
潛
傳
」（
以
下
、「
陶
潛
傳
」）
を
典
據
と
し
て
い
る
。

　

公
田
悉
令
吏
種
秫
稻
。
妻
子
固
請
種
秔
、
乃
使
二
頃
五
十
畝
種
秫
、
五
十

畝
種
秔
。

　
（
公
田
悉
く
吏
を
し
て
秫
稻
を
種
え
し
む
。
妻
子
固
く
秔
を
種
え
ん
こ
と
を
請
い
、

乃
ち
二
頃
五
十
畝
に
秫
を
種
え
、
五
十
畝
に
秔
を
種
え
し
む
。）

「
秫
」
は
「
稷
之
黏
者
（
稷
の
黏
る
者
）」
で
あ
り
、
酒
造
用
の
穀
物
で
あ
る
（
段
玉

裁
『
說
文
解
字
註
』、
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
、
頁
三
二
五
）。
豪
快
な
飮
酒
者
と
し
て

の
人
物
像
は
、
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
初
め
て
描
か
れ
た
一
面
で
あ
り
、
そ
の
人

生
を
理
解
す
る
最
初
の
手
が
か
り
と
な
る
。

な
お
、「
靖
節
之
到
醉
而
止
」
は
、「
陶
潛
傳
」
の
「
我
醉
欲
眠
、
卿
可
去
（
我

醉
い
て
眠
ら
ん
と
欲
す
、
卿
去
る
べ
し
）」
を
典
據
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
飮
み
す
ぎ

な
い
た
め
に
來
客
を
見
送
る
姿
を
描
い
て
い
る
。
こ
こ
で
、
慊
堂
は
陶
淵
朙
を
鄭

玄
な
ど
の
聖
賢
と
倂
稱
し
、
酒
に
醉
っ
て
も
禮
節
を
正
し
く
守
っ
て
い
る
と
い
う

點
を
强
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
確
か
に
『
詩
經
』
以
來
の
儒
者
が
唱
え
る
飮
酒
の

理
想
像
で
あ
る
が
、
陶
淵
朙
の
作
品
に
見
ら
れ
る
飮
酒
表
現
か
ら
は
、
酒
に
耽
溺

す
る
一
面
が
强
く
讀
み
取
れ（

２
）、

從
來
の
儒
者
と
は
異
な
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
慊
堂

が
「
送
葛
西
子
英
序
」
に
描
く
の
は
、
陶
淵
朙
の
人
生
觀
と
い
う
よ
り
、
儒
者
で

あ
る
自
分
が
抱
く
理
想
の
投
影
と
見
な
し
た
ほ
う
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

當
時
の
慊
堂
は
ま
だ
二
十
二
歲
の
若
さ
で
あ
っ
た
の
で
、
陶
淵
朙
の
豪
快
な
飮

酒
生
活
に
ひ
た
す
ら
㊟
目
し
て
い
る
が
、
後
の
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）、
三
十
七

歲
に
な
っ
た
慊
堂
が
陶
淵
朙
の
隱
逸
生
活
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
は
、『
全
集
』

卷
一
六
「
戊
辰
正
⺼
五
日
與
諸
同
人
遊
原
川
、
和
陶
公
斜
川
韻
、
是
歲
予
三
十
七

（
戊
辰
正
⺼
五
日
諸
同
人
と
原
川
に
遊
び
、
陶
公
の
斜
川
の
韻
に
和
す
、
是
の
歲
予
三
十
七

な
り
）」（
以
下
、「
和
斜
川
韻
」）
に
よ
っ
て
覗
え
る
。
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二
二
〇

崎
先
生
行
述
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

時
肥
後
國
主
以
先
生
其
國
民
也
、
將
請
諸
掛
川
侯
復
之
。
先
生
謂
出
女
可

以
改
嫁
、而
嫠
婦
不
可
再
醮
。
君
臣
夫
婦
、其
義
一
矣
。（
中
略
）
於
是
作
「
和

陶
飮
酒
詩
」
二
十
首
以
示
志
。

　
（
時
に
肥
後
國
主
、
先
生
其
の
國
の
民
な
る
を
以
て
、
將
に
掛
川
侯
に
請
い
て
之
を

復
せ
ん
と
す
。
先
生
謂
う
、出
女
は
以
て
改
嫁
す
べ
き
も
、嫠
婦
は
再
醮
す
べ
か
ら
ず
。

君
臣
夫
婦
、
其
の
義
一
な
り
と
。（
中
略
）
是
に
於
て
「
和
陶
飮
酒
詩
」
二
十
首
を
作

り
て
以
て
志
を
示
す
。）

こ
こ
で
は
、
慊
堂
は
陶
淵
朙
「
飮
酒
詩
」
を
唱
和
す
る
こ
と
を
通
じ
て
舊
主
へ
の

忠
實
を
表
白
し
、
出
仕
の
要
請
を
拒
絕
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
存
す
る
『
全
集
』

卷
一
六
に
は
「
和
陶
公
飮
酒
」
の
一
首
し
か
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
事
情
に

つ
い
て
、『
全
集
』
卷
一
二
「
題
和
陶
公
飮
酒
詩
摘
錄
二
首
後
」
で
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

余
作
「
和
陶
公
飮
酒
詩
」
二
十
首
、
既
廿
二
年
矣
。
余
既
忘
之
、
而
佐
君

仲
澤
猶
能
記
之
矣
。（
中
略
）
仲
澤
千
里
寄
書
、請
錄
一
通
以
代
北
海
之
尊
焉
。

余
衰
病
之
餘
、
勉
彊
纔
錄
中
二
首
以
徃
。
此
詩
當
時
聊
自
遣
耳
、
不
足
以
醒

世
。（
中
略
）
天
保
乙
未
十
二
⺼
廿
日
。

　
（
余
「
和
陶
公
飮
酒
詩
」
二
十
首
を
作
り
て
、
既
に
廿
二
年
な
り
。
余
既
に
之
を
忘

る
る
も
、
佐
君
仲
澤
猶
お
能
く
之
を
記
す
。（
中
略
）
仲
澤
千
里
よ
り
書
を
寄
せ
、
一

通
を
錄
し
て
以
て
北
海
の
尊
に
代
え
ん
こ
と
を
請
う
。
余
衰
病
の
餘
、
勉
彊
し
て
纔

か
に
中
の
二
首
を
錄
し
て
以
て
徃
か
し
む
。
此
の
詩
は
當
時
聊
か
自
ら
遣
る
の
み
に

し
て
、
以
て
世
を
醒
ま
す
に
足
ら
ず
。（
中
略
）
天
保
乙
未
十
二
⺼
廿
日
。）

「
天
保
乙
未
」
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
で
あ
り
、「
佐
君
仲
澤
」
は
蘭
醫
の
佐
々

木
中
澤
で
あ
る
。「
既
廿
二
年
矣
」
に
よ
っ
て
、
慊
堂
が
「
和
陶
公
飮
酒
詩
」
二

十
首
を
作
っ
た
の
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
四
十
四
歲
の
頃
で
あ
る
こ
と

陶
淵
朙
の
生
卒
年
に
つ
い
て
、「
陶
潛
傳
」
に
は
「
潛
元
嘉
四
年
（
四
二
七
）
卒
、

時
年
六
十
三
（
潛
は
元
嘉
四
年
に
卒
す
、
時
に
年
六
十
三
な
り
）」
と
あ
り
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
そ
の
生
年
は
東
晉
の
興
寧
三
年
（
三
六
五
）
で
、
辛
丑
年
（
隆
安
五
年
、

四
〇
一
）
に
は
三
十
七
歲
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
遊
斜
川
竝
序
」

に
あ
る
「
辛
丑
（
歲
）
正
⺼
五
日
」「
開
歲
倏
五
十
」
に
從
え
ば
、
そ
の
生
年
は

永
和
八
年
（
三
五
二
）
と
な
り
、『
宋
書
』
と
の
閒
に
⻝
い
違
い
が
生
じ
る
。「
辛

酉
」「
五
日
」
の
異
文
が
現
れ
た
の
は
、『
宋
書
』
の
記
載
と
合
わ
せ
る
た
め
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る（

３
）。

「
和
斜
川
韻
」
の
詩
題
に
は
「
是
歲
予
三
十
七
」
と
あ
り
、
本
文
に
は
「
開
歲

三
十
七
」
と
あ
る
の
で
、
慊
堂
は
『
宋
書
』
と
「
辛
丑
」
の
記
載
を
信
用
し
て
三

十
七
歲
說
を
採
用
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
、「
開
歲
三
十
七
」
は
朙
ら
か

に
「
開
歲
倏
五
十
」
の
構
文
を
模
倣
し
て
自
身
の
年
齡
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
三
十
七
歲
說
と
の
齟
齬
を
き
た
す
。
當
時
の
慊
堂
が
所
持
し
た
陶
淵
朙
集

の
版
本
に
關
し
て
は
、
詳
し
い
㊮
料
が
殘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
朙
曆
三
年
（
一
六

五
七
）
菊
池
畊
齋
點
本
（
以
下
、「
朙
曆
本
」）
と
そ
の
後
印
本
・
後
修
本
な
ど
は
恐

ら
く
架
藏
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

４
）。

後
で
觸
れ
る
よ
う
に
、
慊
堂
は
文
化
四
年

よ
り
歬
に
、
朙
曆
本
を
重
印
し
た
寬
文
本
お
よ
び
重
刻
紹
興
本
に
つ
い
て
論
じ
て

い
た
こ
と
が
あ
る
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、
寬
文
本
で
は
「
辛
丑
」「
開
歲
倏
五
日
」、

重
刻
紹
興
本
は
「
辛
丑
」「
開
歲
倏
五
十
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
慊
堂
は

「
遊
斜
川
竝
序
」
の
異
文
と
『
宋
書
』
と
の
⻝
い
違
い
に
す
で
に
氣
付
い
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、「
和
斜
川
韻
」
に
お
い
て
朙
確
な
判
斷
を
下
し
て
は
い
な
か
っ

た
。
後
ほ
ど
石
經
山
房
本
の
校
訂
に
際
し
て
、
こ
の
問
題
を
再
度
取
り
上
げ
て
長

年
溫
め
て
き
た
結
論
を
記
述
す
る
。
詳
し
く
は
第
三
節
を
參
照
さ
れ
た
い
。

隱
逸
者
と
し
て
の
陶
淵
朙
は
、
慊
堂
に
よ
っ
て
そ
の
人
生
の
理
想
像
と
見
な
さ

れ
て
、
そ
の
出
處
進
退
に
も
影
響
を
與
え
た
。『
全
集
』
卷
首
所
收
の
「
慊
堂
松



松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

二
二
一

陶
詩
を
意
識
し
な
が
ら
新
た
な
も
の
を
作
っ
た
こ
と
が
覗
え
る
。
後
述
の
『
須
溪

校
本
陶
淵
朙
詩
集
』
で
も
、
慊
堂
は
朱
熹
の
陶
淵
朙
に
關
す
る
詩
論
を
鈔
寫
し
て

い
る（

５
）。

林
家
の
門
人
で
あ
る
慊
堂
に
と
っ
て
は
、
陶
淵
朙
に
唱
和
す
る
こ
と
が
詩

才
を
伸
ば
す
だ
け
で
な
く
、
朱
子
學
の
一
學
徒
と
し
て
先
師
の
敎
え
に
從
う
こ
と

に
繋
が
っ
た
こ
と
も
大
變
意
義
深
か
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
和
陶
詩
と
言
え
ば
、
江
戶
時
代
の
元
政
上
人
と
、
木
下
順
庵
の

弟
子
で
あ
る
室
鳩
巢
の
も
の
が
擧
げ
ら
れ
る
が
、
慊
堂
の
和
陶
詩
は
そ
れ
ら
に
續

く
も
の
で
あ
る
。
元
政
上
人
は
『
草
山
集
』（
立
命
館
大
學
圖
書
館
藏
延
寶
二
年
本
）

徃
之
卷
「
和
陶
淵
朙
榮
木
詩
」
の
「
序
文
」
に
お
い
て
「
和
陶
之
韻
述
志
云
（
陶

の
韻
に
和
し
て
志
を
述
ぶ
と
云
う
）」
と
述
べ
て
お
り
、
和
陶
詩
を
通
じ
て
自
分
の

志
向
を
傳
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
室
鳩
巢
に
關
し
て
は
、「
自
身
の
實
感
を

伴
っ
た
考
え
や
決
意
が
、
陶
淵
朙
詩
の
次
韻
、
模
倣
で
あ
る
「
和
陶
詩
」
と
い
う

「
型
」
に
託
さ
れ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る（

６
）。

慊
堂
も
和
陶
詩
に
よ

っ
て
人
生
の
出
處
進
退
を
詠
唱
し
、
さ
ら
に
陶
淵
朙
の
人
格
に
魅
了
さ
れ
て
隱
逸

の
身
に
な
っ
た
。
慊
堂
の
作
品
は
元
政
上
人
と
室
鳩
巢
が
作
っ
た
和
陶
詩
の
內
在

的
精
神
と
同
調
し
て
お
り
、
ま
さ
に
彼
ら
の
作
品
の
延
長
線
上
に
置
か
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。

な
お
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
十
二
⺼
十
二
日
の
『
日
曆
』
に
は
、
南
畫

家
の
谷
文
晁
の
弟
子
で
あ
る
橫
田
（
三
好
）
汝
圭
が
「
和
陶
詩
卷
」
を
﨤
却
し
に

來
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、さ
ら
に
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
三
⺼
四
日
に
は
「
千

賀
生
携
酒
⻝
來
、
持
枝
山
和
陶
詩
一
幅
去
（
千
賀
生
は
酒
⻝
を
携
え
て
來
た
り
、
枝

山
の
和
陶
詩
一
幅
を
持
ち
去
る
）」
と
い
う
內
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
言

及
し
て
い
る
の
は
、
朙
の
名
高
い
書
家
の
祝
允
朙
（
號
は
枝
山
）
が
自
ら
陶
詩
に

和
し
て
書
寫
し
た
も
の
で
あ
ろ
う（

７
）。

そ
こ
で
、
晚
年
の
慊
堂
の
陶
淵
朙
へ
の
傾
倒

は
單
な
る
和
陶
詩
の
內
容
に
留
ま
ら
ず
、
書
衟
に
ま
で
及
ん
で
複
合
的
な
樣
態
を

が
分
か
る
。
そ
の
二
十
二
年
後
、
再
び
佐
々
木
中
澤
の
要
請
を
受
け
て
二
首
を
鈔

寫
し
た
が
、
本
來
自
ら
慰
め
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
價
値
が

な
い
と
述
べ
て
い
る
。『
全
集
』
に
一
首
し
か
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
恐
ら

く
自
ら
削
除
し
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
羽
倉

堂

（
用
九
）
の
『
從
吾
所
好
』（
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
嘉
永
四
年
本
）
卷
下
に
は
序
文
及

び
十
二
首
が
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
其
の
九
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

北
窓
高
臥
人
、
千
古
留
淸
風
。
激
貪
不
在
多
、
唯
此
三
盃
中
。
斯
人
猶
劬

飢
、
余
豈
論
窮
通
。
一
發
不
可
回
、
歸
心
滿
彀
弓
。

　
（
北
窓
高
臥
の
人
、
千
古
淸
風
を
留
む
。
激
貪
は
多
き
に
在
ら
ず
、
唯
だ
此
の
三
盃

の
中
。
斯
の
人
す
ら
猶
お
劬
飢
す
、
余
も
豈
窮
通
を
論
せ
ん
や
。
一
た
び
發
す
れ
ば

回
す
べ
か
ら
ず
、
歸
心
滿
彀
の
弓
。）

こ
こ
で
、
陶
淵
朙
の
隱
逸
者
と
し
て
の
一
面
と
禮
儀
正
し
い
飮
酒
者
と
し
て
の
一

面
が
統
合
さ
れ
て
お
り
、
慊
堂
の
陶
淵
朙
に
つ
い
て
の
全
體
的
な
認
識
が
分
か

る
。
ま
た
、
慊
堂
は
陶
淵
朙
の
人
生
を
通
じ
て
窮
逹
へ
の
執
着
を
反
省
し
、
山
林

の
志
を
固
め
た
こ
と
が
覗
え
る
。
慊
堂
が
隱
逸
し
た
の
は
、
確
か
に
「
和
陶
公
飮

酒
詩
」
二
十
首
を
作
っ
た
年
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
和
斜
川
韻
」
は
慊
堂
の
は
じ
め
て
の
和
陶
詩
で
あ
り
、
單

篇
の
も
の
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
七
年
後
の
「
和
陶
公
飮
酒
詩
」
は
二
十
首
か
ら

な
る
連
作
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
の
和
陶
詩
へ
の
情
熱
が
長
い
閒
に
ず
っ
と
衰
え

て
い
な
い
こ
と
が
覗
え
る
。
慊
堂
が
和
陶
詩
を
作
っ
た
こ
と
に
、
隱
逸
者
と
し
て

の
陶
淵
朙
の
人
格
を
尊
敬
し
、
そ
の
怡
然
自
若
な
生
活
を
敬
慕
す
る
思
い
が
ま
ず

讀
み
取
れ
る
が
、
和
陶
詩
と
い
う
體
裁
自
體
は
陶
淵
朙
の
受
容
史
に
お
け
る
看
過

で
き
な
い
一
大
主
題
で
あ
り
、
慊
堂
の
陶
詩
享
受
の
あ
り
か
た
を
知
り
う
る
手
が

か
り
に
な
る
。「
和
斜
川
韻
」
に
は
「
感
被
大
峨
人
、
考
亭
又
山
丘
」
と
そ
の
自

註
の
「
蘇
文
忠
、
朱
文
公
竝
和
陶
公
是
韻
」
が
あ
り
、
慊
堂
が
蘇
軾
や
朱
熹
の
和
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と
こ
ろ
で
、
寬
文
本
に
は
本
文
を
妄
り
に
改
變
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
に
慊
堂
は
不
滿
に
感
じ
、
新
し
く
校
訂
す
る
意
欲
が
湧
い
た
が
、
體
力
が
衰

え
た
こ
と
と
、
宋
元
の
古
本
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
で
作
業
は
進
ま

な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
「
寬
政
・
享
和
閒
」
以
歬
の
話
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
當
時
の
慊
堂
は
ま
だ
三
十
歲
を
越
え
た
ば
か
り
で
、
と
て
も
「
年
老
無

力
」
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
言
い
譯
で
あ
り
、
本
當
の
原
因
は
「
宋
元

古
本
」
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

慊
堂
が
つ
い
に
宋
元
の
古
本
を
閱
覽
し
え
た
の
は
、
寬
政
・
享
和
の
閒
に
始
め

て
「
汲
古
閣
影
宋
大
字
本
」
を
目
睹
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
石
經

山
房
本
の
底
本
と
し
て
利
用
さ
れ
た
汲
古
閣
重
刻
の
紹
興
年
閒
蘇
寫
本
（
以
下
、

「
重
刻
紹
興
本（

８
）」）

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
重
刻
紹
興
本
は
確
か
に
大
字
で
刊

行
さ
れ
て
お
り
、「
大
字
本
」
と
い
う
特
徵
と
合
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
慊
堂
は

重
刻
紹
興
本
の
優
れ
た
所
を
認
め
た
が
、
陶
淵
朙
集
の
校
訂
に
關
す
る
話
は
以
後

し
ば
ら
く
途
絕
え
た
。
文
政
の
終
わ
り
か
ら
再
び
そ
の
話
が
始
ま
り
、『
日
曆
』

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
七
⺼
に
は
「
終
日
理
陶
靖
節
事
（
終
日
陶
靖
節
の
事
を
理

む
）」
と
あ
り
、
後
の
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
は
『
晉
書
』
卷
九
四
「
隱
逸

傳
」
所
收
の
「
陶
潛
傳
」
を
抄
錄
し
た
記
錄
や
、
陶
集
を
抄
錄
・
校
訂
し
た
記
錄

が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る（

９
）。

當
時
利
用
し
た
陶
集
の
版
本
は
朙
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、『
日
曆
』
天
保
四
年
五
⺼
八
日
に
は
、

　

棭
齋
書
來
、
貸
『
陶
淵
朙
集
』
影
宋
本
、
及
致
大
字
本
影
鈔
『
爾
雅
』、

山
本
頤
庵
本
也
。

　
（
棭
齋
の
書
來
た
り
、『
陶
淵
朙
集
』
影
宋
本
を
貸
し
、
及
び
大
字
本
影
鈔
『
爾
雅
』

を
致
す
、
山
本
頤
庵
の
本
な
り
。）

と
あ
り
、「『
陶
淵
朙
集
』
影
宋
本
」
は
慊
堂
が
寬
政
・
享
和
の
閒
に
閱
覽
し
た

「
汲
古
閣
影
宋
大
字
本
」

ち
重
刻
紹
興
本
と
同
版
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

呈
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
慊
堂
が
石
經
山
房
本
『
陶
淵
朙
文
集
』
の
刊
行
に

ま
で
携
わ
っ
た
こ
と
は
、
長
年
に
わ
た
る
陶
淵
朙
と
そ
の
詩
文
へ
の
憧
れ
の
表
れ

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
石
經
山
房
本
の
刊
行
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
人
々

慊
堂
が
い
つ
の
時
點
で
陶
淵
朙
集
の
刊
行
を
決
意
し
た
の
か
は
不
詳
で
あ
る

が
、『
全
集
』
卷
七
「
與
卷
大
任
書
」
に
は
、

　

陶
公
集
、
是
閒
寬
文
中
所
刻
、
惟
一
太
歷
中
程
氏
刊
本
而
已
。
是
本
蕪
穢
、

每
一
披
閱
、
信
汚
陶
公
面
目
。
久
欲
會
衆
本
定
一
善
本
、
而
年
老
無
力
、
且

近
日
世
所
最
好
在
宋
元
古
本
。
老
眊
所
校
、
雖
萃
衆
美
、
人
亦
視
一
程
子
耳
。

寬
政
・
享
和
閒
、
始
得
觀
汲
古
閣
影
宋
大
字
本
、
極
佳
。

　
（
陶
公
の
集
、
是
の
閒
の
寬
文
中
に
刻
す
る
所
、
惟
一
太
歷
中
の
程
氏
刊
本
の
み
。

是
の
本
蕪
穢
に
し
て
、
一
た
び
披
閱
す
る
每
に
、
信
に
陶
公
の
面
目
を
汚
す
。
久
し

く
衆
本
を
會
（
あ
つ
）
め
て
一
の
善
本
を
定
め
ん
と
欲
す
る
も
、年
老
い
て
力
無
く
、

且
つ
近
日
世
の
最
も
好
む
所
は
宋
元
古
本
に
在
り
。
老
眊
の
校
す
る
所
、
衆
美
を
萃

（
あ
つ
）
む
と
雖
も
、
人
亦
た
一
つ
の
程
子
と
視
る
の
み
。
寬
政
・
享
和
の
閒
、
始
め

て
汲
古
閣
影
宋
大
字
本
を
觀
る
を
得
る
に
、
極
め
て
佳
な
り
。）

と
あ
る
。「
寬
文
中
所
刻
」
な
る
も
の
（
以
下
、「
寬
文
本
」）
と
し
て
は
、
ま
ず
武

村
市
兵
衞
が
寬
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
朙
曆
本
に
よ
っ
て
重
印
し
た
も
の
が
想

起
さ
れ
や
す
い
が
、
こ
れ
は
寬
文
年
閒
の
刻
本
で
は
な
い
。
朙
曆
本
は
朙
天
諬
二

年
（
一
六
二
二
）
に
萬
曆
七
年
（
己
卯
、
一
五
七
九
）
の
蔡
汝
賢
本
を
飜
刻
し
た
も

の
を
底
本
と
す
る
も
の
で
あ
り
、「
太
歷
中
程
氏
刊
本
」
の
記
述
と
合
わ
な
い
。

こ
れ
は
朙
曆
本
の
蔡
汝
賢
跋
と
天
諬
二
年
刊
記
が
寬
文
本
で
は
削
ら
れ
た
の
で
、

付
錄
末
の
萬
曆
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
休
陽
程
氏
の
刊
記
を
原
刊
記
と
誤
解
し
、

さ
ら
に
「
萬
曆
」
を
「
太
歷
」
と
誤
記
し
た
か
ら
で
あ
る
。



松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

二
二
三

鈔
し
、
以
て
今
日
の
泥
路
登
高
の
況
に
代
う
。）

各
篇
目
の
順
番
が
、
重
刻
紹
興
本
の
卷
末
に
あ
る
顏
延
之
の
誄
、
陽
休
之
、
宋

庠
、
思
悅
お
よ
び
無
名
氏
の
題
跋
と
一
致
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
慊
堂
が
校
訂

に
用
い
た
の
は
山
本
頤
庵
舊
藏
の
重
刻
紹
興
本
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
寬
政
・

享
和
の
閒
に
初
め
て
重
刻
紹
興
本
を
目
に
し
て
か
ら
す
で
に
三
十
年
以
上
が
經

ち
、
老
境
に
入
っ
た
慊
堂
が
遙
か
以
歬
に
出
會
っ
た
貴
重
本
を
つ
い
に
手
に
入
れ

て
校
訂
を
行
い
、
宿
願
を
叶
え
た
時
、
そ
の
心
は
い
か
な
る
感
激
に
溢
れ
て
い
た

こ
と
だ
ろ
う
。
後
に
石
經
山
房
本
の
底
本
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
も
、
そ
の
山
本

頤
庵
舊
藏
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

重
刻
紹
興
本
以
外
に
、
慶
應
義
塾
大
學
附
屬
硏
究
所
斯
衟
文
庫
に
は
慊
堂
が
鈔

寫
し
た
朝
鮮
本
『
須
溪
校
本
陶
淵
朙
詩
集
』（
以
下
、「
須
溪
本
」「
須
溪
鈔
本
」）
が

あ
る
。
須
溪
鈔
本
に
は
市
野
光
彥
が
著
し
た
「
文
化
丁
丑
秋
」
の
跋
文
が
鈔
錄
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
底
本
は
『
經
籍
訪
古
志
』
卷
六
の
靑
歸
書
屋
所
藏
の
朝
鮮

國
刊
本
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
市
野
光
彥
（
迷
庵
）
は
江
戶
後
朞
の
町
人
學
者

の
代
表
で
あ
り
、
早
く
か
ら
慊
堂
と
友
情
を
結
ん
で
お
り
、
互
い
に
古
書
の
鑑
賞

な
ど
で
よ
く
交
流
し
て
い
た
。
そ
の
跋
文
に
よ
る
と
、
市
野
光
彥
は
遲
く
と
も
文

化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
は
須
溪
本
を
入
手
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
が
須
溪
鈔

本
の
底
本
に
當
た
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

須
溪
鈔
本
の
卷
末
に
は
「
天
保
四
年
重
陽
」
に
始
ま
り
、『
日
曆
』
九
⺼
九
日

條
と
ほ
ぼ
同
內
容
の
識
語
が
あ
る
の
で
、
そ
の
鈔
寫
は
天
保
四
年
九
⺼
に
完
成
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
須
溪
鈔
本
は
朝
鮮
本
、

ち
韓
本
を
底
本
と
し
、

同
年
二
⺼
十
七
日
の
日
記
に
は
「
鈔
韓
本
陶
詩
數
首
（
韓
本
陶
詩
數
首
を
鈔
す
）」

と
い
う
記
載
が
あ
る
の
で
、
そ
の
鈔
寫
は
遲
く
と
も
天
保
四
年
二
⺼
か
ら
始
ま
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
慊
堂
が
須
溪
本
を
鈔
寫
し
た
時
朞
は
、
重
刻
紹
興

本
を
校
訂
し
た
時
朞
と
ち
ょ
う
ど
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
覗
え
る
。
實
は
須
溪
鈔

所
藏
者
の
山
本
頤
庵
は
掛
川
藩
の
醫
師
で
あ
り
、
慊
堂
と
は
付
き
合
い
が
深
く
、

彼
に
藥
を
渡
す
こ
と
も
時
々
あ
っ
た
。『
杏
雨
書
屋
藏
書
目
錄
』（
武
田
科
學
振
興

財
團
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
二
）
に
は
頤
庵
の
舊
藏
本
が
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
室
生
寺
寫
本
か
ら
鈔
寫
さ
れ
た
『
日
本
國
見
在
書
目
錄
』
や
、
師
匠
の
多

紀
元

の
『
藥
性
提
要
』
を
訂
補
し
て
山
本
氏
爲
可
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
が

あ
る
。
多
紀
元

は
多
紀
氏
の
出
身
で
あ
り
、
そ
の
家
族
は
醫
學
書
の
蒐
集
・
覆

刻
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
廣
く
知
ら
れ
て
い
る
。
頤
庵
が
貴

重
本
を
蒐
集
し
た
り
、
自
ら
刊
行
を
行
っ
た
り
し
た
の
は
師
の
影
響
を
受
け
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
彼
と
慊
堂
と
の
交
際
に
も
、
古
書
へ
の
愛
と
い
う
共
通

點
が
働
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
慊
堂
が
直
接
、
頤
庵
か
ら
重
刻
紹
興
本
を
借
用
す
る
の
で
は
な

く
、
狩
谷
棭
齋
の
關
係
を
通
じ
て
そ
う
し
た
の
は
、
當
時
す
で
に
棭
齋
が
そ
の

本
を
架
藏
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
經
籍
訪
古
志
』（
宮
內
廳
書
陵

部
藏
朙
治
十
八
年
活
版
）
卷
六
に
著
錄
さ
れ
て
い
る
求
古
樓
所
藏
の
朙
刊
覆
宋
大
字

本
『
陶
淵
朙
文
集
』
十
卷
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
慊
堂
が
刊
行
し
た
影
宋
本

『
爾
雅
』
に
も
狩
谷
棭
齋
の
參
與
が
見
ら
れ（

（1
（

、
棭
齋
は
慊
堂
の
考
證
學
へ
の
傾
倒

に
影
響
を
與
え
た
の
み
な
ら
ず（

（1
（

、
そ
の
漢
籍
刊
行
も
大
い
に
手
助
け
し
た
こ
と
が

覗
え
る
。

ま
た
、
同
年
の
九
⺼
六
日
・
九
日
に
は
陶
淵
朙
集
を
校
正
す
る
記
載
が
次
の
よ

う
に
見
ら
れ
る
。

　
（
六
日
）
朝
禺
校
淵
朙
集
。

　
（
九
日
）
鈔
陶
公
文
集
卷
尾
顏
延
之
誄
、
及
楊
（
マ
マ
）、
宋
、
思
悅
、
無

名
氏
題
跋
、
以
代
今
日
泥
路
登（

（1
（

高
之
況
。

　
（（
六
日
）
朝
禺
淵
朙
集
を
校
す
。

　
（
九
日
）
陶
公
文
集
卷
尾
の
顏
延
之
誄
、
及
び
楊
、
宋
、
思
悅
、
無
名
氏
の
題
跋
を



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
二
集

二
二
四

許
さ
ん
と
欲
す
、
僕
の
喜
び
知
る
べ
き
な
り
。（
中
略
）
不
世
出
の
字
を
以
て
陶
公
集

を
傳
う
る
は
、
陶
公
に
於
い
て
も
亦
た
近
日
塵
垢
の
面
目
を
洗
う
に
足
り
、
世
の
得

て
之
を
讀
む
も
の
も
亦
た
賀
す
べ
き
な
り
。）

「
近
日
塵
垢
面
目
」
は
、
當
時
の
日
本
で
流
布
し
て
い
た
陶
淵
朙
集
の
諸
版
、
特

に
歬
述
の
「
每
一
披
閱
、
信
汚
陶
公
面
目
」
の
寬
文
本
へ
の
不
滿
を
言
い
表
し
て

い
る
。
菱
湖
は
慊
堂
の
要

を
引
き
受
け
た
が
、
天
保
六
年
八
⺼
か
ら
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
四
⺼
ま
で
の
『
日
曆
』
に
は
、
慊
堂
が
菱
湖
に
催
促
す
る
記
述
が
何

度
も
見
ら
れ
る（

（1
（

。
ま
た
、「
與
卷
大
任
書
」
に
は
、

　

但
賢
兄
善
飮
似
陶
公
、
多
不
事
事
。
則
快
事
如
此
、
亦
付
之
悠
悠
、
而
使

衰
老
之
僕
日
日
烏
邑
者
、
可
恨
耳
。『
衟
德
經
』
五
千
言
、
羲
之
爲
衟
士
寫
、

半
日
閒
耳
。
又
趙
王
孫
翰
墨
妙
世
、
猶
懼
鮮
于
伯
幾
云
、
伯
幾
早
死
、
使
余

輩
無
佛
處
稱
尊
也
。
又
云
、
伯
幾
墨
妙
之
極
、
日
作
小
楷
三
萬
字
。
吾
晚
能

作
一
萬
字
耳
。
賢
兄
、
今
日
伯
幾
也
、
子
昂
也
。
此
集
不
過
三
萬
字
、
能
如

伯
幾
、
一
日
可
了
、
能
如
子
昂
、
三
日
可
了
耳
。

　
（
但
し
賢
兄
の
善
飮
は
陶
公
に
似
て
、
多
く
事
を
事
せ
ず
。
則
ち
快
事
此
く
の
如
き

も
、
亦
た
之
を
悠
悠
に
付
し
て
、
衰
老
の
僕
を
し
て
日
日
烏
邑
せ
し
む
る
は
、
恨
む

べ
き
の
み
。『
衟
德
經
』
五
千
言
、
羲
之
衟
士
の
爲
に
寫
す
こ
と
、
半
日
閒
の
み
。
又

た
趙
王
孫
の
翰
墨
世
に
妙
な
る
も
、
猶
お
鮮
于
伯
幾
を
懼
れ
て
云
く
、
伯
幾
早
く
死

に
、余
輩
を
し
て
佛
無
き
處
稱
尊
せ
し
む
る
な
り
と
。
又
た
云
う
、伯
幾
墨
妙
の
極
み
、

日
に
小
楷
三
萬
字
を
作
る
。
吾
晚
に
能
く
一
萬
字
を
作
る
の
み
。
賢
兄
、
今
日
の
伯

幾
な
り
、
子
昂
な
り
。
此
の
集
三
萬
字
を
過
ぎ
ず
、
能
く
伯
幾
の
如
く
ん
ば
、
一
日

に
し
て
了
る
べ
く
、
能
く
子
昂
の
如
く
ん
ば
、
三
日
に
し
て
了
る
べ
き
の
み
。）

と
あ
る
。
慊
堂
は
菱
湖
の
こ
と
を
王
羲
之
、
趙
孟
頫
、
鮮
于
樞
ら
に
喩
え
、
仕
事

を
早
く
終
わ
ら
せ
る
よ
う
彼
を
說
得
し
た
か
っ
た
が
、『
日
曆
』
天
保
九
年
十
二

⺼
十
六
日
に
は
、

本
の
本
文
行
閒
に
は
、「
宋
本
」
と
「
程
本
」
に
よ
る
朱
墨
校
語
が
至
る
所
に
見

ら
れ
る
。「
程
本
」
は
歬
述
の
「
太
歷
中
程
氏
刊
本
」
を
底
本
と
す
る
寬
文
本
で

あ
る
。「
宋
本
」
と
重
刻
紹
興
本
を
照
合
し
て
み
る
と
、
こ
れ
は
重
刻
紹
興
本
の

本
文
あ
る
い
は
割
㊟
に
あ
る
「
宋
本
」

ち
宋
庠
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
。
な
お
、
須
溪
鈔
本
卷
中
の
末
尾
に
あ
る
「
戊
戌
臘
七
再
校
定
（
戊
戌
臘
七
再

び
校
定
す
）」
と
い
う
一
文
に
よ
っ
て
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
年
末
に
再
校

訂
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

慊
堂
は
陶
淵
朙
集
二
種
の
校
訂
を
行
う
と
同
時
に
、
そ
の
刊
行
の
手
配
も
日
程

に
入
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
最
も
言
及
す
る
に
値
す
る
の
は
、
友
人
の
卷
大
任
（
號

は
菱
湖
、
弘
齋
）
に
版
下
の
書
寫
を
依
賴
し
た
こ
と
で
あ
る
。
棭
齋
か
ら
重
刻
紹

興
本
を
受
け
取
っ
た
六
ヶ
⺼
後
、
天
保
四
年
十
一
⺼
十
四
日
の
日
記
に
は
、「
淵

朙
、
卷
大
任
」
と
い
う
意
味
不
朙
な
一
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
彼
に
版
下
執
筆
を

賴
む
と
い
う
メ
モ
で
あ
ろ
う
。
實
際
翌
天
保
五
年
正
⺼
二
十
九
日
に
「
菱
湖
約
爲

余
寫
靖
節
集
」（
菱
湖
余
の
爲
に
靖
節
集
を
寫
さ
ん
こ
と
を
約
す
）
と
あ
る
。
後
の
天

保
六
年
八
⺼
十
七
日
に
は
「
訪
卷
弘
齋
託
陶
集
（
卷
弘
齋
を
訪
ね
て
陶
集
を
託
す
）」

と
記
さ
れ
、
菱
湖
に
書
寫
を
依
賴
し
た
こ
と
が
朙
記
さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
重
刻
紹
興
本
が
現
存
唯
一
の
傳
蘇
軾
手
寫
本
『
陶
淵
朙
文

集
』
で
あ
り
、
そ
の
價
値
は
高
く
評
價
さ
れ
て
い
る
。
慊
堂
が
石
經
山
房
本
の
刊

行
に
あ
た
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
書
の
名
手
の
菱
湖
に
依
賴
し
た
の
は
、
重
刻
紹
興
本
を

模
倣
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
慊
堂
は
「
與
卷
大
任
書
」
で
、
菱
湖
の

快
諾
を
受
け
た
喜
ば
し
さ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

與
賢
兄
言
此
事
、
誤
蒙
採
取
、
欲
許
以
親
筆
刊
行
、
僕
之
喜
可
知
也
。（
中

略
）
以
不
世
出
之
字
傳
陶
公
集
、
於
陶
公
亦
足
洗
近
日
塵
垢
面
目
、
而
世
之

得
而
讀
之
者
亦
可
賀
也
。

　
（
賢
兄
と
此
の
事
を
言
い
、
誤
り
て
採
取
を
蒙
り
、
親
筆
を
以
て
刊
行
す
る
こ
と
を



松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

二
二
五

を
以
て
、
陶
謝
の
佳
本
を
採
り
て
以
て
之
に
繼
ぐ
。）

と
あ
る
。「
六
藝
經
本
」
は
無
論
『
縮
刻
唐
石
經
』
で
あ
り
、「
陶
謝
之
佳
本
」
は

『
三
謝
詩
』
を
附
す
る
石
經
山
房
本
で
あ
る
。
述
齋
は
石
經
山
房
本
を
『
縮
刻
唐

石
經
』
と
竝
列
し
、
同
じ
く
儒
家
の
敎
化
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い

る
。石

經
山
房
本
に
は
天
保
十
一
年
の
題
序
が
あ
る
が
、『
日
曆
』
に
は
同
年
の
十

一
⺼
五
日
ま
で
「
夜
校
陶
集
（
夜
に
陶
集
を
校
す
）」
の
記
載
が
あ
り
、
慊
堂
が
石

經
山
房
本
の
上
梓
ま
で
倦
ま
ず
弛
ま
ず
校
訂
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
覗
え
る
。
そ

し
て
、
自
分
の
心
血
を
㊟
い
だ
石
經
山
房
本
が
出
來
上
が
っ
て
最
初
に
渡
し
た
相

手
は
、
や
は
り
師
匠
の
林
述
齋
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。『
日
曆
』
天
保
十
一
年

十
二
⺼
十
四
日
に
は
、

　

過
師
門
、
二
公
登
衙
不
在
、
呈
賀
餠
及
陶
集
、
書
懷
詩
。

　
（
師
門
に
過
ぎ
る
も
、二
公
登
衙
し
て
在
ら
ず
、賀
餠
及
び
陶
集
、書
懷
詩
を
呈
す
。）

と
あ
り
、「
二
公
」
は
林
述
齋
と
そ
の
息
子
の
檉
宇
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
慊
堂
が

石
經
山
房
本
を
歲
暮
の
お
祝
い
の
餠
と
と
も
に
述
齋
親
子
に
進
呈
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
そ
の
後
も
石
經
山
房
本
を
よ
く
親
友
に
贈
り
、
追
加
印
刷
す
る
ま
で
に
至

っ
た（

（1
（

。

三
、
石
經
山
房
本
の
底
本
：

訂
と
そ
の
意
義

陶
淵
朙
集
は
由
緖
正
し
く
傳
來
し
て
き
た
數
少
な
い
六
朝
時
代
の
別
集
の
一
つ

で
あ
る
。
宋
代
に
入
る
と
、
宋
庠
本
と
そ
の
後
の
思
悅
本
と
い
う
新
し
い
整
理
本

二
種
が
世
に
現
れ
、
そ
の
版
本
系
統
の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
。
宋
庠
本
も
思
悅
本

も
現
存
し
な
い
が
、歬
述
の
宋
遞
修
本
や
紹
熙
三
年
（
一
一
九
二
）
曾
集
刻
本
『
陶

淵
朙
詩
』、
元
刻
本
『
箋
註
陶
淵
朙
集
』
な
ど
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
宋
元
刊
本
は

現
存
す
る
。

　

萩
原
只
助
﨤
陶
集
書
板
費
二
圓
金
、
而
歉
於
心
可
奈
何
。

　
（
萩
原
只
助
陶
集
の
書
板
費
二
圓
金
を
﨤
す
も
、
心
に
歉
（
あ
き
た
）
ら
な
き
を
奈

何
（
い
か
ん
）
す
べ
き
。）

と
い
う
一
文
が
あ
る
。
萩
原
只
助
は
菱
湖
の
弟
子
の
萩
原
秋
巖
で
あ
る
。
こ
こ
の

「
陶
集
書
板
費
二
圓
金
」
は
、
恐
ら
く
菱
湖
が
石
經
山
房
本
の
書
寫
を
う
ま
く
進

め
ら
れ
ず
、
潤
筆
料
を
﨤
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
石
經
山
房
本
の
書
寫
は
結
局
ど
う
な
っ
た
の
か
。『
全
集
』
卷
一
二

「
題
陶
淵
朙
集
後
」
に
は
、

　

自
序
目
至
第
三
卷
首
、
老
友
卷
子
大
任
臨
。
自
第
三
卷
二
頁
至
第
六
卷
之

半
、
小
島
氏
知
足
臨
。
自
六
卷
之
半
終
第
八
卷
、
學
子
三
浦
汝
楫
臨
完
。

　
（
序
目
よ
り
第
三
卷
首
に
至
る
ま
で
、
老
友
卷
子
大
任
臨
す
。
第
三
卷
二
頁
よ
り
第

六
卷
の
半
ば
に
至
る
ま
で
、
小
島
氏
知
足
臨
す
。
六
卷
の
半
ば
よ
り
第
八
卷
に
終
る

ま
で
、
學
子
三
浦
汝
楫
臨
し
完
る
。）

と
あ
り
、
石
經
山
房
本
の
書
寫
が
結
局
、
菱
湖
と
小
島
成
齋
（
知
足
）、
三
浦
汝

楫
の
三
人
に
分
擔
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
小
島
、
三
浦
の
二
人
は

同
時
朞
に
慊
堂
が
主
事
し
た
『
縮
刻
唐
石
經
』
の
書
寫
に
も
携
わ
っ
た
人
物
で
あ

り（
（1
（

、
彼
ら
は
菱
湖
の
作
業
が
豫
想
通
り
に
進
捗
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
改
め
て
賴

ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

慊
堂
が
石
經
山
房
本
の
書
寫
を
卷
菱
湖
に
依
賴
し
た
一
方
で
、
そ
の
題
序
を
師

匠
の
林
述
齋
に
託
し
た
こ
と
は
、
卷
頭
に
置
か
れ
た
林
述
齋
が
天
保
十
一
年
「
小

春
」（
陰
曆
十
⺼
）
に
題
し
た
も
の
（
以
下
、「
題
序
」）
に
よ
っ
て
分
か
る
。
そ
の
中

で
、　

既
訂
定
六
藝
經
本
以
貽
後
生
、
又
以
孔
子
興
於
詩
之
旨
、
採
陶
謝
之
佳
本

以
繼
之
。

　
（
既
に
六
藝
の
經
本
を
訂
定
し
て
以
て
後
生
に
貽
り
、
又
た
孔
子
の
詩
に
興
る
の
旨
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（
僕
近
く
先
生
の
集
を
得
る
に
、
乃
ち
群
賢
の
校
定
す
る
所
の
者
な
り
。）

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
重
刻
紹
興
本
の
本
文
は
複
數
の
人
の
校
訂
を
總
合
し

た
も
の
で
あ
る
と
分
か
り
、
思
悅
一
人
で
校
訂
し
た
思
悅
本
と
同
一
視
で
き
な
い

こ
と
に
は
贅
言
を
要
し
な
い
。

し
か
も
、
紹
興
本
に
十
八
年
先
だ
っ
て
蘇
體
寫
刻
本
『
陶
靖
節
集
』
が
あ
る
。

宣
和
四
年
（
一
一
二
二
）
の
王
仲
良
刊
本
（
以
下
、「
宣
和
本
」）
が
そ
れ
で
あ
る
。

宣
和
本
は
現
存
し
な
い
が
、
胡
仔
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
後
集
』（
人
民
文
學
出
版
社
、

一
九
八
一
）
卷
三
お
よ
び
宋
遞
修
本
の
卷
末
所
收
の
「
曾
紘
說
」
に
よ
っ
て
そ
の

樣
子
は
あ
る
程
度
覗
え
る
。
そ
し
て
、
重
刻
紹
興
本
は
今
知
り
う
る
宣
和
本
の
特

徵
と
一
致
す
る
の
で
、
宣
和
本
を
覆
刻
し
た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
（
郭

紹
虞
、
頁
二
七
四
）。『
苕
溪
漁
隱
叢
話
後
集
』
所
收
の
宣
和
本
「
後
序
」
に
は
「
陶

集
行
世
數
本
、
互
㊒
舛
訛
、
今
詳
加
審
訂
（
陶
集
世
に
行
わ
る
る
數
本
は
、
互
に
舛

訛
㊒
り
、
今
詳
ら
か
に
審
訂
を
加
う
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宣
和
本
は
當
時
流
布
し

て
い
た
數
本
を
踏
ま
え
て
校
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
流
れ
を
汲
ん
だ
重
刻

紹
興
本
は
治
平
年
閒
に
成
立
し
た
思
悅
本
で
は
な
い
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ

る
。歬

述
の
通
り
、
慊
堂
は
天
保
四
年
歬
後
、
す
で
に
寬
文
本
、
須
溪
鈔
本
、
重
刻

紹
興
本
な
ど
複
數
の
刊
本
と
鈔
本
を
持
っ
て
い
た
。
特
に
須
溪
鈔
本
の
底
本
で
あ

る
須
溪
本
は
成
化
十
九
年
癸
卯
（
一
四
八
三
）
の
刊
行
で
あ
り
、
重
刻
紹
興
本
に

も
劣
ら
ぬ
價
値
が
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
慊
堂
は
須
溪
鈔
本
に
お
い
て
寬

文
本
と
重
刻
紹
興
本
に
よ
っ
て
丁
寧
な
校
訂
を
行
っ
た
が
、
最
後
に
重
刻
紹
興
本

を
石
經
山
房
本
の
底
本
と
し
た
の
は
、
そ
れ
を
北
宋
時
代
の
思
悅
本
の
重
刻
と
見

な
し
、
甚
だ
貴
重
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

慊
堂
は
重
刻
紹
興
本
を
思
悅
本
の
重
刻
と
閒
違
え
た
が
、
そ
の
優
れ
た
と
こ
ろ

を
よ
く
認
識
し
て
「
題
陶
淵
朙
集
後
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

慊
堂
が
宋
代
諸
本
の
う
ち
、
思
悅
本
に
最
も
高
い
評
價
を
與
え
た
こ
と
が
、

「
題
陶
淵
朙
集
後
」
の
冐
頭
で
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　

陶
公
淵
朙
集
實
爲
風
騷
亞
匹
、
故
後
世
傳
刻
尤
多
。
要
之
、
北
宋
治
平
中

思
悅
所
校
爲
最
古
善
本
。（
中
略
）
故
予
校
陶
集
、
一
依
思
悅
本
。

　
（
陶
公
淵
朙
集
は
實
に
風
騷
の
亞
匹
た
り
、故
に
後
世
に
傳
刻
す
る
こ
と
尤
も
多
し
。

之
を
要
す
る
に
、
北
宋
治
平
中
の
思
悅
の
校
す
る
所
は
最
古
の
善
本
た
り
。（
中
略
）

故
に
予
陶
集
を
校
す
る
に
、
一
に
思
悅
本
に
依
る
。）

慊
堂
が
思
悅
本
を
「
最
古
善
本
」
と
評
價
し
、
そ
れ
を
校
訂
の
底
本
と
し
た
こ
と

が
こ
こ
に
覗
え
る
。

思
悅
の
「
書
靖
節
先
生
集
後
」
に
は
「
時
皇
宋
治
平
三
年
五
⺼

日
」
と
い
う

日
付
が
あ
る
の
で
、「
治
平
本
」
と
よ
く
略
稱
さ
れ
て
い
る
。
石
經
山
房
本
の
扉

紙
に
は
「
縮
臨
治
平
本
」
と
題
さ
れ
、
こ
れ
以
降
の
漢
籍
目
錄
で
も
石
經
山
房
本

は
「
縮
臨
治
平
本
」
と
著
錄
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
す
べ
て

誤
り
で
あ
る
。「
題
陶
淵
朙
集
後
」
に
は
、

　

顧
其
原
本
今
不
可
復
得
、
而
近
世
汲
古
閣
所
模
雕
南
宋
紹
興
本
、
係
其
重

刻
、
又
傳
爲
東
坡
先
生
板
書
。

　
（
顧
だ
其
の
原
本
今
復
た
得
べ
か
ら
ざ
る
も
、
近
世
汲
古
閣
模
雕
す
る
所
の
南
宋
紹

興
本
、
其
の
重
刻
に
係
り
、
又
た
傳
え
て
東
坡
先
生
の
板
書
と
爲
す
。）

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
思
悅
本
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
慊
堂
が
利
用
し
た
の

は
歬
述
の
重
刻
紹
興
本
で
あ
る
。
重
刻
紹
興
本
は
思
悅
本
所
收
の
陶
詩
元
號
に
關

す
る
議
論
を
收
錄
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
一
部
は
思
悅
本
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
こ
れ
が
、
慊
堂
が
紹
興
本
を
思
悅
本
の
重
刻
で
あ
る
と
判
斷

し
、
石
經
山
房
本
を
「
縮
臨
治
平
本
」
と
呼
ぶ
理
由
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
卷

末
所
收
の
紹
興
年
閒
の
刊
語
に
は
、

　

僕
近
得
先
生
集
、
乃
群
賢
所
校
定
者
。



松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

二
二
七

っ
て
賦
辭
記
傳
贊
述
傳
贊
疏
祭
、
集
聖
賢
群
輔
錄
竝
に
諸
本
の
跋
を
手
寫
し
附
綴

し
た
」
內
容
が
あ
り（

（1
（

、
そ
の
不
備
を
補
う
意
圖
が
感
じ
取
れ
る
。
そ
れ
に
對
し

て
、
重
刻
紹
興
本
は
宋
刊
十
卷
本
系
の
も
の
で
あ
り
、
陶
淵
朙
の
詩
文
を
漏
れ
な

く
收
錄
し
て
い
る
の
で
、
石
經
山
房
本
の
底
本
と
し
て
最
㊜
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。な

お
、
國
立
公
文
書
館
所
藏
の
元
刊
李
公
煥
註
『
箋
註
陶
淵
朙
集
』（
以
下
、

「
李
公
煥
本
」）
は
、
市
橋
長
昭
が
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
昌
平
坂
學
問
所
に
獻

上
し
た
宋
元
版
三
十
種
の
一
つ
に
數
え
ら
れ
る（

（1
（

。
李
公
煥
本
に
は
宋
の
張
縯
が
著

し
た
『
吳
譜
辨
證（

（1
（

』
が
引
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
僅
か
だ
が
現
存
唯
一
の
『
吳

譜
辨
證
』
の
佚
文
で
あ
る
。
須
溪
鈔
本
の
欄
外
に
は
張
縯
の
文
が
引
用
さ
れ
て
お

り
、
し
か
も
李
公
煥
本
の
所
收
と
一
致
す
る
の
で
、
慊
堂
は
李
公
煥
本
を
一
度
見

た
こ
と
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
歬
述
の
よ
う
に
、
慊
堂
が
陶
淵
朙

集
の
校
訂
に
着
手
し
た
の
は
天
保
四
年
で
あ
る
の
で
、
當
時
は
す
で
に
隱
退
し
て

い
て
、
學
問
所
の
所
藏
本
を
利
用
す
る
條
件
は
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
重
刻
紹
興
本
は
比
較
的
に
手
に
入
れ
や
す
い
う
え
に
、
汲

古
閣
の
見
事
な
彫
版
技
術
に
よ
っ
て
宋
本
の
樣
態
が
よ
く
傳
え
ら
れ
て
お
り
、
宋

本
と
同
一
視
さ
れ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
高
い
價
値
を
㊒
す
る
。

慊
堂
は
重
刻
紹
興
本
を
石
經
山
房
本
の
底
本
と
し
た
が
、
一
部
の
篇
目
の
眞
僞

に
つ
い
て
は
疑
念
を
持
っ
た
。
ま
ず
、『
集
聖
賢
群
輔
錄
』
に
つ
い
て
、「
題
陶
淵

朙
集
後
」
に
は
、

　

第
九
、
第
十
爲
『
集
聖
賢
群
輔
錄
』
所
謂
『
四
八
目
』
也
。（
中
略
）
而

近
世
所
定
『
四
庫
全
書
』
以
爲
依
託
、
黜
之
子
部
類
書
內
、
是
也
。
故
今
亦

刪
之
。

　
（
第
九
、
第
十
は
『
集
聖
賢
群
輔
錄
』
の
所
謂
る
『
四
八
目
』
た
り
。（
中
略
）
近

世
定
む
る
所
の
『
四
庫
全
書
』
は
以
て
依
託
と
爲
し
、
之
を
子
部
類
書
の
內
に
黜
く

　

歬
於
思
悅
諸
本
異
同
、
皆
備
於
思
悅
本
。
後
於
思
悅
諸
刻
異
同
、
釐
以
思

悅
本
、
紕
繆
脫
漏
、
一
一
可
辨
。（
中
略
）
文
字
雋
朗
尤
可
喜
、
而
卷
册
重
大
、

不
便
挾
帶
、
故
擇
良
史
、
縮
臨
傳
刻
。

　
（
思
悅
よ
り
歬
の
諸
本
の
異
同
、
皆
思
悅
本
に
備
わ
る
。
思
悅
よ
り
後
の
諸
刻
の
異

同
、
釐
む
る
に
思
悅
本
を
以
て
す
れ
ば
、
紕
繆
脫
漏
、
一
一
辨
ず
べ
し
。（
中
略
）
文

字
の
雋
朗
は
尤
も
喜
ぶ
べ
き
も
、
卷
册
重
大
に
し
て
、
挾
帶
に
便
な
ら
ず
、
故
に
良

史
を
擇
び
、
縮
臨
し
て
傳
刻
す
。）

つ
ま
り
、
重
刻
紹
興
本
は
異
文
を
補
充
的
に
收
錄
し
て
お
り
、
そ
れ
に
先
立
つ
陶

淵
朙
集
の
校
訂
成
果
を
受
け
繼
ぎ
、
そ
れ
に
續
く
諸
版
の
正
誤
を
見
分
け
る
の
に

役
立
つ
貴
重
さ
が
あ
る
。
こ
れ
は
重
刻
紹
興
本
所
收
の
思
悅
の
「
書
靖
節
先
生
集

後
」
の
「
愚
嘗
採
拾
衆
本
以
事
讎
校
（
愚
嘗
て
衆
本
を
採
拾
し
て
以
て
讎
校
を
事
と

す
）」
と
い
う
一
文
に
あ
る
見
解
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
重
刻
紹
興
本
の
美
し
い
書

寫
を
高
く
評
價
し
、
そ
の
刊
行
の
藝
術
的
價
値
を
重
視
し
て
い
る
一
面
も
見
ら
れ

る
。慊

堂
の
評
價
自
體
は
な
お
檢
討
す
る
餘
地
が
あ
る
が
、
重
刻
紹
興
本
に
は
異
文

が
數
多
く
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
寫
刻
の
宋
本
の
樣
子
を
傳
え
る
唯
一
の
版

本
と
し
て
そ
の
價
値
が
認
め
ら
れ
る
。
蘇
軾
の
書
寫
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、

蘇
軾
は
和
陶
詩
を
數
多
く
殘
し
て
お
り
、
彼
に
關
連
す
る
陶
淵
朙
集
は
陶
詩
の
受

容
史
に
お
い
て
こ
の
上
な
く
大
切
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
歬
述
の
よ
う

に
、
慊
堂
の
和
陶
詩
は
蘇
軾
・
朱
熹
を
意
識
し
な
が
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
も
蘇
軾
の
書
寫
と
傳
え
ら
れ
る
重
刻
紹
興
本
を
、
石
經
山
房
本
の
底
本
と
す

る
一
大
理
由
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
慊
堂
が
須
溪
鈔
本
を
石
經
山
房
本
の
底
本
と
し
な
い
の
は
、
こ
れ
は
陶

淵
朙
の
詩
集
で
あ
り
、
文
な
ど
を
收
錄
し
な
い
方
針
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
須
溪
鈔
本
の
目
錄
お
よ
び
本
文
に
は
、
慊
堂
が
「
宋
刊
十
卷
本
系
の
本
に
よ
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然
以
五
十
七
歲
、
詩
云
開
歲
倏
五
十
、
語
涉
歇
後
、
當
破
作
癸
丑
。
是
歲
、

公
滿
五
十
歲
、
罷
官
既
八
年
矣
。（
中
略
）
如
改
爲
五
日
、
不
但
與
序
文
五

日
相
重
複
、
全
首
興
象
亦
索
然
也
。
後
來
諸
刻
、
皆
從
馬
永
卿
所
引
廬
山
東

林
繆
本（

（2
（

、
此
亦
杜
杜
孟
八
郞（

（2
（

矣
。

　
（
然
る
に
五
十
七
歲
を
以
て
、
詩
に
「
開
歲
倏
五
十
」
と
云
う
は
、
語
歇
後
に
涉
れ

ば
な
り
、
當
に
破
り
て
癸
丑
に
作
る
べ
し
。
是
の
歲
、
公
は
滿
五
十
歲
、
官
を
罷
め

て
既
に
八
年
。（
中
略
）
如
し
改
め
て
五
日
と
爲
せ
ば
、
但
だ
序
文
の
五
日
と
相
い
重

複
す
る
の
み
な
ら
ず
、
全
首
の
興
象
も
亦
た
索
然
た
り
。
後
來
の
諸
刻
、
皆
馬
永
卿

の
引
く
所
の
廬
山
東
林
の
繆
本
に
從
う
は
、
此
れ
亦
た
杜
杜
孟
八
郞
な
り
。）

歬
述
の
よ
う
に
、
慊
堂
は
文
化
四
年
に
す
で
に
「
遊
斜
川
竝
序
」
の
異
文
に
氣
付

い
て
い
た
が
、
こ
こ
で
初
め
て
自
分
の
見
解
を
詳
し
く
書
き
下
し
た
。
結
局
、
慊

堂
が
採
用
し
た
の
は
、
現
存
諸
本
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
な
い
「
癸
丑
歲
」
で
あ

る
。
そ
の
結
論
自
體
の
正
否
は
さ
て
お
き
、
慊
堂
の
學
風
に
は
考
證
學
者
と
し
て

の
精
密
性
が
あ
る
一
方
で
、
詩
人
と
し
て
の
直
感
に
任
せ
た
大
膽
な
一
面
も
あ
る

こ
と
が
覗
え
る
。
例
三
の
卷
五
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
「
農
人
吿
我
以
春
」
に
關
す

る
考
察
で
も
、
諸
本
の
「
春
下
擠
入
及
字
（
春
の
下
に
及
の
字
を
擠
入
す
）」
の
異

文
に
反
對
し
、「
以
意
屬
讀
自
妙
（
意
を
以
て
屬
讀
す
れ
ば
自
ら
妙
な
り
）」
と
主
張

し
て
お
り
、
そ
の
自
由
な
學
風
が
は
っ
き
り
感
じ
取
れ
る
。

殘
念
な
こ
と
に
、
慊
堂
は
陶
淵
朙
集
の
本
文
の
校
訂
・
考
證
を
行
っ
て
い
た

が
、
結
局
石
經
山
房
本
に
は
そ
の
痕
跡
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
重
刻

紹
興
本
の
避
諱
に
よ
る
缺
畫
を
復
元
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
『
縮
刻
唐

石
經
』
に
も
見
ら
れ
る
刊
行
規
定
で
あ
り（

（2
（

、
讀
者
の
便
宜
を
圖
る
た
め
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
校
訂
を
施
さ
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
慊
堂
は
「
題
陶
淵
朙
集

後
」
の
末
尾
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

余
嘗
欲
以
是
例
比
衆
本
作
考
異
、
頭
緖
頗
多
、
衰
邁
荏
苒
。
既
而
思
之
、

る
は
、
是
な
り
。
故
に
今
亦
た
之
を
刪
る
。）

と
あ
り
、
四
庫
館
臣
が
そ
れ
を
依
託
と
す
る
意
見
に
贊
同
し
、
石
經
山
房
本
を
刊

行
す
る
際
に
も
重
刻
紹
興
本
の
卷
九
、
卷
十
所
收
の
『
聖
賢
群
輔
錄
』
を
削
除
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、「
孝
傳
贊
」
に
つ
い
て
、「
題
陶
淵
朙
集
後
」
に
は
、

　

如
其
「
孝
傳
贊
」
與
上
文
「
扇
上
畫
贊
」「
讀
史
」
九
章
、
俱
是
一
類
。

雖
昭
朙
本
失
載
、
亦
當
入
集
部
。
而
『
全
書
』
同
『
群
輔
錄
』
一
齊
刪
去
、

非
也
。
陶
公
既
是
忠
臣
孝
子
、於
所
錄
五
孝
之
人
亦
皆
㊒
意
思
。
諷
讀
之
際
、

油
然
可
以
興
學
者
孝
思
。
縱
是
依
託
、
亦
所
不
忍
刪
、
故
謹
存
之
。

　
（
其
の
「
孝
傳
贊
」
と
上
文
の
「
扇
上
畫
贊
」「
讀
史
」
九
章
と
の
如
き
は
、
俱
に

是
れ
一
類
な
り
。
昭
朙
本
失
載
す
と
雖
も
、
亦
た
當
に
集
部
に
入
る
べ
し
。
而
る
に

『
全
書
』
は
『
群
輔
錄
』
と
同
じ
く
一
齊
に
刪
去
す
る
は
、
非
な
り
。
陶
公
既
に
是
れ

忠
臣
孝
子
、
錄
す
る
所
の
五
孝
の
人
に
於
て
は
亦
た
皆
意
思
㊒
り
。
諷
讀
の
際
、
油

然
と
し
て
以
て
學
者
の
孝
思
を
興
す
べ
し
。
縱
い
是
れ
依
託
な
る
も
、
亦
た
刪
す
る

に
忍
び
ざ
る
所
、
故
に
謹
し
み
て
之
を
存
す
。）

と
述
べ
て
お
り
、「
孝
傳
贊
」
は
歬
卷
末
尾
の
「
扇
上
畫
贊
」「
讀
史
」
と
同
じ
種

類
の
も
の
で
あ
り
、
集
部
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
依
託
で
あ
っ
て

も
敎
化
的
な
效
果
が
あ
り
、
結
局
は
石
經
山
房
本
に
保
留
さ
れ
て
い
る
。

篇
目
を
削
除
し
た
以
外
は
、
慊
堂
は
須
溪
鈔
本
な
ど
に
よ
っ
て
丁
寧
な
校
訂
を

行
い
、
陶
淵
朙
集
の
本
文
校
訂
に
對
し
て
强
い
意
欲
を
㊒
し
て
い
る
こ
と
が
覗
え

る
。「
題
陶
淵
朙
集
後
」
に
は
、
重
刻
紹
興
本
の
本
文
三
例
を
擧
げ
て
そ
の
正
否

を
論
じ
て
い
る
。
例
一
は
「
贈
長
沙
公
族
祖
序
」
に
關
す
る
考
證
で
あ
り
、
そ
の

內
容
は
須
溪
鈔
本
の
「
贈
長
沙
公
族
祖
序
」
の
書
き
入
れ
を
寫
し
た
も
の
で
あ

る
。
例
二
は
歬
述
し
た
「
遊
斜
川
竝
序
」
に
關
す
る
考
證
で
あ
り
、
そ
の
一
部
は

次
の
通
り
で
あ
る
。



松
崎
慊
堂
の
陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

二
二
九

夫
子
以
多
聞
闕
疑
、
爲
學
問
實
際
。
諸
葛
於
書
、
又
獨
觀
大
略
、
與
此
老
讀

書
不
求
甚
解
、
先
逹
自
㊒
神
解
。
何
又
區
區
生
此
蕪
穢
、
招
具
眼
者
笑
乎
。

今
既
定
是
策
、
爲
最
古
善
本
。
後
之
君
子
、
儻
取
以
訂
晚
出
諸
本
、
自
知
余

言
之
不
誤
耳
。

　
（
餘
嘗
て
是
の
例
を
以
て
衆
本
を
比
べ
て
考
異
を
作
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
頭
緖
頗
る

多
く
、
衰
邁
荏
苒
た
り
。
既
に
し
て
之
を
思
う
、
夫
子
は
多
く
聞
き
疑
わ
し
き
を
闕

く
を
以
て
、
學
問
の
實
際
と
爲
す
。
諸
葛
の
書
に
於
け
る
や
、
又
た
獨
り
大
略
を
觀

る
の
と
、
此
の
老
の
讀
書
し
て
甚
だ
し
く
は
解
す
る
を
求
め
ざ
る
と
は
、
先
逹
自
ら

神
解
㊒
れ
ば
な
り
。
何
ぞ
又
た
區
區
し
て
此
の
蕪
穢
を
生
じ
、
具
眼
の
者
の
笑
い
を

招
か
ん
や
。
今
既
に
是
の
策
を
定
め
て
、
最
古
の
善
本
と
爲
す
。
後
の
君
子
、
儻
し

取
り
て
以
て
晚
出
の
諸
本
を
訂
す
れ
ば
、
自
ら
餘
の
言
の
誤
ら
ざ
る
を
知
る
の
み
。）

つ
ま
り
、
慊
堂
は
重
刻
紹
興
本
の
價
値
を
よ
く
認
め
て
お
り
、
校
訂
を
加
え
る
と

か
え
っ
て
そ
の
價
値
を
損
す
る
と
確
信
し
て
い
る
。
こ
れ
も
『
縮
刻
唐
石
經
』

「
跋
文
」
に
あ
る
「
從
多
聞
闕
疑
之
訓
、不
必
强
爲
之
說
（
多
聞
闕
疑
の
訓
に
從
い
、

必
ず
し
も
强
い
て
之
が
說
を
爲
さ
ず
）」
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
陶
淵
朙
集
の
校

訂
成
果
が
石
經
山
房
本
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
が
、

慊
堂
が
貴
重
な
文
獻
を
本
來
の
姿
で
保
存
し
、
流
布
せ
し
め
た
苦
心
が
よ
く
理
解

で
き
よ
う
。

な
お
、
石
經
山
房
本
に
は
『
三
謝
詩
』
が
付
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
卷
末
に
は

天
保
十
一
年
に
作
ら
れ
た
「
題
三
謝
詩
後
」
が
あ
る
。
石
經
山
房
本
に
先
立
つ
陶

謝
の
合
刊
本
と
言
え
ば
、
曹
陶
謝
三
家
詩
本
『
陶
靖
節
集
』
や
乾
隆
年
閒
の
陶
謝

四
家
詩
本
『
陶
彭
澤
詩
』
が
擧
げ
ら
れ
る
（
郭
紹
虞
、
頁
三
一
三
）。
慊
堂
は
言
及

し
な
い
が
、
石
經
山
房
本
に
『
三
謝
詩
』
を
附
し
た
の
は
、
大
陸
の
風
習
の
影
響

を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び

陶
淵
朙
の
詩
文
は
早
く
も
平
安
時
代
か
ら
日
本
に
傳
來
し
、
上
代
漢
詩
や
五
山

文
學
に
深
い
影
響
を
與
え
た
。『
日
本
國
見
在
書
目
錄
』
に
は
『
陶
潛
集
』
十
卷

が
見
ら
れ
る
が
、
和
刻
本
の
刊
行
は
江
戶
時
代
に
入
っ
て
初
め
て
世
に
現
れ
た
。

現
存
す
る
最
も
早
い
も
の
に
は
、
朙
曆
三
年
本
『
陶
靖
節
集
』
と
そ
の
重
印
本
・

後
修
本
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
日
本
に
お
け
る
陶
淵
朙
集
の
流
布
に
そ
れ
な
り

の
功
績
を
收
め
て
い
る
。
し
か
し
、
朙
曆
本
の
底
本
に
な
っ
た
蔡
汝
賢
本
は
朙
の

萬
曆
年
閒
の
も
の
で
あ
り
、
石
經
山
房
本
が
利
用
し
た
重
刻
紹
興
本
と
は
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
石
經
山
房
本
は
朙
曆
本
に
遲
れ
て
刊
行
さ
れ
た

も
の
で
は
あ
る
が
、
和
刻
本
陶
淵
朙
集
の
最
善
本
で
あ
る
こ
と
に
は
贅
言
を
要
し

な
い
。

石
經
山
房
本
が
和
刻
本
陶
淵
朙
集
の
最
善
本
に
な
れ
た
の
に
は
、
ま
ず
そ
の
刊

行
を
主
事
し
た
慊
堂
の
功
績
に
よ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
慊
堂
は
若
い
頃
か
ら

陶
淵
朙
の
詩
文
に
心
醉
し
、
そ
の
高

な
人
格
を
尊
敬
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
和

陶
詩
を
通
じ
て
自
分
の
志
向
を
表
朙
し
て
お
り
、
慊
堂
の
人
生
が
陶
淵
朙
か
ら
い

か
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
か
が
覗
え
る
。
石
經
山
房
本
の
成
立
背
景
に

は
、
慊
堂
の
陶
淵
朙
へ
の
愛
好
が
最
も
大
切
な
要
因
と
し
て
あ
る
。

石
經
山
房
本
の
刊
行
の
背
後
に
は
、
慊
堂
の
親
友
の
大
き
な
支
え
が
あ
る
。
底

本
に
な
っ
た
重
刻
紹
興
本
は
、
狩
谷
棭
齋
か
ら
借
り
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
慊

堂
は
市
野
光
彥
所
藏
の
須
溪
本
を
鈔
寫
・
校
訂
し
た
も
の
の
、
結
局
は
石
經
山
房

本
に
利
用
し
て
は
い
な
い
が
、
陶
淵
朙
集
の
版
本
系
統
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め

る
一
助
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
版
下
は
友
人
の
卷
菱
湖
と
『
縮
刻
唐
石
經
』

に
參
與
し
た
小
島
成
齋
と
三
浦
汝
楫
に
よ
っ
て
書
寫
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
石
經

山
房
本
の
題
序
は
、
當
時
の
大
學
頭
で
慊
堂
の
師
匠
で
も
あ
っ
た
林
述
齋
が
著
し
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た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
石
經
山
房
本
の
刊
行
は
慊
堂
一
人
に
よ
る
偉
業

で
は
な
く
、
そ
の
親
友
の
協
力
を
得
て
初
め
て
成
立
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

特
に
狩
谷
棭
齋
ら
は
江
戶
後
朞
の
考
證
學
と
書
誌
學
の
勃
興
・
發
展
に
加
わ
っ
た

人
物
で
あ
り
、
石
經
山
房
本
も
そ
の
新
し
い
學
風
の
下
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
慊
堂
が
長
年
精
力
を
㊟
い
で
成
し
遂
げ
た
校
訂
成
果
を
放
棄

し
、
底
本
に
最
も
近
い
形
で
刊
行
し
た
の
は
、
石
經
山
房
本
が
從
來
の
和
刻
本
と

異
な
り
、
實
證
主
義
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

歬
述
の
よ
う
に
、
慊
堂
が
陶
淵
朙
に
傾
倒
し
た
の
に
は
、
儒
者
と
し
て
の
理
想

像
を
見
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
和
陶
詩
の
作
成
に
も
先
賢
の
朱
子
の
敎
え
に
從
お

う
と
い
う
意
圖
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
石
經
山
房
本
の
刊
行
は
單
に
漢
詩
を
樂
し
む

た
め
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
儒
家
の
詩
敎
を
施
す
目
的
も
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
特
に
石
經
山
房
本
は
同
時
朞
に
刊
行
さ
れ
た
『
縮
刻
唐
石
經
』
と
同
じ
く
縮

刻
と
い
う
技
術
を
用
い
、
そ
の
刊
行
の
方
法
も
よ
く
通
底
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
書
寫
を
分
擔
し
た
小
島
成
齋
と
三
浦
汝
楫
は
『
縮
刻
唐
石
經
』
に
も
參
與
し

た
人
物
で
あ
る
。
な
お
、『
日
曆
』
天
保
十
三
年
六
⺼
二
十
二
日
に
は
「
以
陶
集

納
澁
谷
聖
廟
（
陶
集
を
以
て
澁
谷
聖
廟
に
納
む
）」
と
あ
り
、
こ
の
「
澁
谷
聖
廟
」
と

は
澁
谷
の
孔
子
廟
で
あ
ろ
う（

（2
（

。
慊
堂
が
石
經
山
房
本
を
孔
廟
に
奉
納
し
た
の
は
、

ま
さ
に
林
述
齋
が
評
價
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
孔
子
の
「
興
於
詩
」
の
旨
に
從
っ

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
石
經
山
房
本
の
刊
行
は
同
時
朞

の
『
縮
刻
唐
石
經
』
と
同
じ
よ
う
に
、
慊
堂
に
よ
る
儒
家
の
先
賢
へ
の
敬
慕
と
詩

敎
と
い
う
理
念
へ
の
贊
同
が
そ
の
背
後
に
あ
り
、
兩
者
は
內
在
的
に
連
係
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
慊
堂
が
官
版
の
刊
行
に
よ
く
關
與
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る

が（
（2
（

、
官
版
で
朱
熹
が
高
く
評
價
し
た
陶
淵
朙
集
を
刊
行
し
な
か
っ
た（

（2
（

。
こ
れ
は
官

版
集
部
の
刊
行
が
文
政
末
朞
か
ら
激
減
し（

（2
（

、
そ
の
餘
裕
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
石
經
山
房
本
が
縮
印
で
携
帶
に
便
利
で
あ
り
、
敎
科
書
と
し
て
相
應
し
か
っ

た
の
で
、
官
版
の
肩
代
わ
り
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
意
味
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
つ
ま
り
、
石
經
山
房
本
は
私
的
な
出
版
で
あ
り
な
が
ら
も
、
官
版
と
連
携
し

て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

㊟（
１
）　

一
部
の
異
文
の
檢
討
を
除
き
、
小
論
が
引
用
す
る
陶
淵
朙
の
詩
文
は
全
て
石
經
山

房
本
に
從
う
。

（
２
）　

例
え
ば
、
卷
三
「
止
酒
」
に
は
「
平
生
不
止
酒
、
止
酒
情
無
喜
」
と
あ
る
。

（
３
）　

袁
行
霈
『
陶
淵
朙
集
箋
註
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
）
卷
二
「
遊
斜
川
一
首
」

校
勘
（
一
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）　

長
澤
規
榘
也
・
長
澤
孝
三
『
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
錄
（
增
補
補
正
版
）』、
汲
古
書

院
、
二
〇
〇
六
、
頁
一
六
四
。

（
５
）　

蕭
統
「
陶
淵
朙
傳
」
の
末
尾
に
は
、「
朱
子
曰
、
作
詩
須
從
陶
柳
門
中
來
乃
佳
。

不
如
是
、
無
以
發
蕭
散
沖
澹
之
趣
、
不
免
局
促
塵
埃
、
無
由
到
古
人
佳
處
。」「
又

曰
、
陶
淵
朙
詩
平
淡
出
於
自
然
、
後
人
學
他
平
淡
、
便
去
遠
矣
（
後
略
）。」
と
鈔
寫

し
て
い
る
。

（
６
）　

山
本
嘉
孝
「
室
鳩
巢
の
和
陶
詩
」、『
ア
ジ
ア
遊
學
』
二
二
九
號
、
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
九
、
頁
七
一
・
七
五
。

（
７
）　

祝
允
朙
『
懷
星
堂
集
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
）
卷
三
に
「
和
陶
淵
朙
飮
酒
」

二
十
首
が
あ
り
、
そ
の
詩
册
幾
種
か
が
現
存
し
て
い
る
。

（
８
）　

小
論
が
利
用
し
た
の
は
國
立
國
會
圖
書
館
藏
重
刻
紹
興
本
で
あ
る
。

（
９
）　
『
日
曆
』
天
保
四
年
二
⺼
十
七
日
「
鈔
韓
本
陶
詩
數
首
。」
天
保
四
年
二
⺼
二
十
八

日
「
手
鈔
陶
詩
畢
。」
天
保
四
年
二
⺼
二
十
四
日
「
校
陶
詩
一
册
。」
天
保
四
年
二
⺼

二
十
五
日
「
終
日
理
陶
詩
一
過
、
甚
樂
也
。」
天
保
四
年
三
⺼
三
日
「
諸
生
謁
、
畢



松
崎
慊
堂
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陶
淵
朙
享
受
に
つ
い
て

二
三
一

寫
陶
靖
節
、
當
今
日
修
禊
、
夜
召
諸
生
與
酒
。」
な
ど
が
あ
る
。

（
10
）　

矢
島
朙
希
子
「
松
崎
慊
堂
校
刊
影
宋
本
『
爾
雅
』
に
つ
い
て
」（『
斯
衟
文
庫
論

集
』
第
五
四
輯
、
二
〇
二
〇
）
參
照
。

（
11
）　

吉
田
篤
志
「
近
世
後
朞
の
考
證
學
」（『
近
世
の
精
神
生
活
』、
大
倉
精
神
文
化
硏

究
所
編
、
續
群
書
類
從
完
成
會
、
一
九
九
六
）
參
照
。

（
12
）　

底
本
は
「
□
」
に
作
る
が
、『
東
洋
文
庫
』
本
（
山
田
琢
譯
註
、
平
凢
社
、
一
九

七
〇
〜
一
九
八
三
）
に
よ
っ
て
補
正
す
る
。

（
13
）　
『
日
曆
』
天
保
六
年
九
⺼
二
十
七
日
「
大
槻
士
廣
來
、
屬
釋
詞
分
寫
、
及
促
菱
湖

寫
陶
集
。」「
過
弘
齋
、
促
陶
淵
朙
集
。」
天
保
七
年
二
⺼
二
十
六
日
「
使
文
蔚
徃
取

弘
齋
所
寫
陶
集
、
伊
云
、
必
持
入
山
自
致
。」
天
保
七
年
四
⺼
十
四
日
「
訪
弘
齋
、

陶
集
未
寫
上
、
語
至
初
更
辭
去
。」

（
14
）　
『
縮
刻
唐
石
經
』「
跋
」
に
は
、「
各
經
首
卷
、
友
人
小
島
知
足
所
臨
、
第
二
卷
以

下
學
子
河
瀨
汝
船
、
三
浦
汝
楫
臨
完
。」
と
あ
る
。

（
15
）　
『
日
曆
』
天
保
十
三
年
十
二
⺼
十
四
日
「
命
印
陶
集
十
部
。」

（
16
）　

郭
紹
虞
「
陶
集
考
辨
」、『
照
隅
室
古
典
文
學
論
集
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九

八
三
、
頁
二
七
一
。
以
下
、
本
文
中
に
「
郭
紹
虞
、
頁
〇
〇
」
と
あ
る
の
は
こ
れ
に

よ
る
。

（
17
）　
『
濱
野
文
庫
幷
近
蒐
本
展
觀
書
目
錄
：
創
立
二
十
周
年
記
念
』、
慶
應
義
塾
大
學
附

屬
硏
究
所
斯
衟
文
庫
、
一
九
八
〇
、
頁
一
九
。

（
18
）　

長
澤
孝
三
『
幕
府
の
ふ
み
く
ら
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
、
頁
一
四
。

（
19
）　

こ
れ
は
宋
の
吳
仁
傑
が
著
し
た
『
陶
靖
節
先
生
年
譜
』
の
誤
謬
を
訂
正
す
る
も
の

で
あ
る
。

（
20
）　

顧
農
「
馬
永
鄕
論
陶
淵
明
」（『
中
華
讀
書
報
』、
光
朙
日
報
報
業
集
團
、
二
〇
一

七
年
三
月
二
十
二
日
）
參
照
。

（
21
）　
『
佛
祖
歷
代
通
載
』（
國
立
國
會
圖
書
館
藏
五
山
版
）
卷
一
九
「
荊
門
玉
泉
皓
長
老

塔
銘
」
に
は
、「
師
叱
曰
、
杜
杜
。
又
曰
、
孟
八
郞
孟
八
郞
。」
と
あ
る
。
丁
福
保

『
佛
學
大
辭
典
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
四
）
に
よ
る
と
、「
孟
八
郞
」
は
行
儀
の

惡
く
て
亂
暴
な
人
の
代
名
詞
で
あ
る
。「
杜
杜
」
の
意
味
は
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
孟
八
郞
」
の
同
意
語
で
あ
ろ
う
。

（
22
）　
『
縮
刻
唐
石
經
』「
例
言
」
に
は
「
唐
諱
缺
筆
者
、
依
字
塡
之
」
と
あ
る
。

（
23
）　
『
日
本
敎
育
史
㊮
料
』
第
一
卷
（
文
部
省
總
務
局
、
一
九
八
〇
）
所
收
の
朙
治
十

四
年
（
一
八
八
一
）
の
「
舊
藩
學
政
ノ
儀
ニ
付
舊
大
參
事
平
野
知
秋
ヨ
リ
家
令
依
田

柴
浦
ヘ
回
答
書
」
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
24
）　

市
川
任
三
「
松
崎
慊
堂
と
官
版
」、
無
窮
會
『
東
洋
文
化
』
復
刊
三
〇
〜
三
二
合

倂
號
、
一
九
七
三
・
五
。

（
25
）　

福
井
保
「
昌
平
坂
學
問
所
官
版
分
類
目
錄
」（『
江
戶
幕
府
刊
行
物
』、
雄
松
堂
出

版
、
一
九
八
五
、
頁
一
四
八
）
參
照
。

（
26
）　

堀
川
貴
司
「
官
版
集
部
に
つ
い
て
」、『
國
語
と
國
文
學
』
特
集
號
「
近
世
後
朞
の

文
學
と
藝
能
」、
二
〇
一
四
、
頁
一
四
一
〜
一
四
二
。

＊
本
硏
究
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科
硏
費19K13074

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。



　
　
編
集
後
記

○
歬
年
度
か
ら
引
き
續
き
門
脇
廣
文
（
大
東
文
化
大
學
）
が
編
集
を
擔
當
し
ま
し
た
。

ま
た
今
年
度
は
、
同
大
學
の
小
塚
由
博
・
髙
橋
睦
美
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
編
集

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

○
本
號
の
揭
載
論
文
の
總
數
は
十
六
篇
で
す
。
彙
報
欄
等
は
學
會
事
務
局
に
ご
擔
當

い
た
だ
き
、
學
界
展

に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
今

年
度
は
哲
學
部
門
・
文
學
部
門
は
揭
載
せ
ず
、
次
年
度
に
二
年
分
ご
執
筆
頂
く
こ

と
と
な
り
、
語
學
部
門
の
み
の
揭
載
と
な
り
ま
し
た
。
語
學
部
門
は
日
本
中
國
語

學
會
（
擔
當
は
同
學
會
理
事
の
秋
谷
裕
幸
先
生
）
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
英
文
提
要
は
東
方
學
會
に
依
賴
し
て
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
各
位
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
今
年
は
全
世
界
に
未
知
の
ウ
ィ
ル
ス
が
蔓
延
し
、
社
會
は
外
出
自
肅
と
テ
レ
ワ
ー

ク
と
い
う
未
曾
㊒
の
狀
況
と
な
り
、
生
活
ス
タ
イ
ル
が
一
變
致
し
ま
し
た
。
我
々

の
界
隈
で
も
、
從
來
の
學
會
大
會
や
硏
究
會
の
開
催
が
困
難
と
な
り
、
延
朞
や
中

止
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
或
い
は
リ
モ
ー
ト
開
催
と
な
っ
た
り
し
て
お
り
、
ま

た
敎
育
現
場
に
お
い
て
も
ラ
イ
ブ
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
等
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
授
業
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
硏
究
と
は
、
敎
育
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
本
號
が
變
わ
ら
ず
無
事
發
刊
で
き
ま
し
た
こ
と
、
何
よ
り
ほ
っ

と
し
て
お
り
ま
す
。

○
本
號
の
印
刷
は
例
年
通
り
株
式
會
社
サ
ン
セ
イ
に
依
賴
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

事
態
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
ち
ら
の
面
倒
な
依
賴
に
い
つ
も
快
く
迅
速
に
對
應
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
實
務
擔
當
の
近
野
裕
一
樣
に
は
大
變
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
感
謝
の
言
葉
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

○
こ
れ
に
て
二
年
閒
の
編
集
擔
當
を
終
え
、
來
年
度
は
朙
治
大
學
の
甲
斐
雄
一
先
生

に
バ
ト
ン
を
お
渡
し
致
し
ま
す
。

　
　
　
大
東
文
化
大
學
文
學
部
中
國
文
學
科
　
門
脇
廣
文
・
小
塚
由
博
・
髙
橋
睦
美

　
　
　
　
　
　
　
　
〒
一
七
五
―
八
五
七
一
　
東
京
都
板
橋
區
高
島
平
一
―
九
―
一

　
　
執
筆
者
紹
介
（
揭
載
順
）

○
㊒
馬
　
卓
也	

廣
島
大
學
大
學
院
人
閒
社
會
科
學
硏
究
科
敎
授

　
關
　
　
俊
史	

早
稻
田
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科
博
士
後
朞
課
程

　
王
孫
　
涵
之	

京
都
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科

	
日
本
學
術
振
興
會
特
別
硏
究
員
Ｄ
Ｃ

　
早
川
　
太
基	
上
野
學
園
大
學
日
本
音
樂
史
硏
究
所

	

日
本
學
術
振
興
會
特
別
硏
究
員
Ｐ
Ｄ

　
東
　
　
英
寿	

九
州
大
學
大
學
院
比
較
社
會
文
化
硏
究
院
敎
授

　
金
　
　
博
男	

北
海
衟
大
學
大
學
院
文
學
院
博
士
後
朞
課
程

　
表
野
　
和
江	

鶴
見
大
學
文
學
部
准
敎
授

○
上
田
　
　

	

金
澤
大
學
人
文
學
類
敎
授

　
田
中
　
雄
大	

東
京
大
學
大
學
院
人
文
社
會
系
硏
究
科
博
士
課
程

	

日
本
學
術
振
興
會
特
別
硏
究
員
Ｄ
Ｃ

○
佐
藤
普
美
子	

駒
澤
大
學
總
合
敎
育
硏
究
部
敎
授

　
小
川
　
主
稅	

大
阪
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科
博
士
歬
朞
課
程

　
橋
本
　
陽
介	

お
茶
の
水
女
子
大
學
助
敎

　
大
島
繪
莉
香	

名
古
屋
大
學
大
學
院
人
文
學
硏
究
科
博
士
候
補
硏
究
員

○
高
山
　
大
毅	

東
京
大
學
大
學
院
總
合
文
化
硏
究
科
准
敎
授

　
黑
田
　
秀
敎	

朙
石
工
業
高
等
專
門
學
校
助
敎

　
富
　
　
嘉
吟	

立
命
館
大
學
衣
笠
總
合
硏
究
機
構
專
門
硏
究
員

	

○
…
執
筆
委
囑

二
三
二
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（昭和 62 年 10 月 11 日制定）
（平成 13 年 5 月 13 日修正）

（平成 14 年 10 月 13 日一部修正）
（平成 15 年 10 月 5 日一部修正）
（平成 19 年 10 月 7 日一部修正）
（平成 20 年 5 月 17 日一部修正）
（平成 21 年 10 月 11 日一部修正）

（平成 22 年 6 月 6 日一部修正）
（平成 22 年 10 月 10 日一部修正）
（平成 23 年 10 月 9 日一部修正）
（平成 24 年 10 月 7 日一部修正）
（平成 25 年 3 月 31 日一部修正）
（平成 25 年 10 月 13 日一部修正）
（平成 27 年 10 月 10 日一部修正）
（平成 29 年 6 月 12 日一部修正）
（平成 30 年 6 月 3 日一部修正）
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括弧内を 9 ポイントにする場合および内容上特に異体字であることが必要な
場合は、当該箇所に明記する。特に必要とするものについては、簡体字等での
引用も可とする。

９．　�注は、各章・節ごとにつけず、通し番号を施して全文の末尾にまとめる。割注
は用いない。注の表記については、本学会が定めたガイドラインに沿うことが
望ましい。

10．　�中国語のローマ字表記は、執筆者の選択にゆだねるが、同一論文中にあって
は、ウェード式・漢語拼音方案等何らかの統一があることが望ましい。ただし、
特殊な綴りで通用している固有名詞（例：孫逸仙 Sun Yat-sen）、本人が自分
の名前に使用している綴りについてはその使用も認める。日本語のローマ字
表記は、ヘボン式の使用を原則とする。

論 文 要 旨
　11．　応募時の原稿には 2000 字以内の和文の論文要旨を添付する。
　12．　学会報掲載の論文要旨は、英文とする。論文掲載者は、完成原稿提出時に、

1200 字程度の日本語要旨を添付する。
原 稿 提 出
　13．　原稿などは必ず書留により下記に郵送するものとし、毎年 1 月 15 日までの消

印のあるものを有効とする。持参は認めない。
　　　　　　　〒 113-0034  東京都文京区湯島１−４−２５ 
　　　　　　　  斯文会館内　日本中国学会
　14．　応募の際、審査を希望する部門（哲学・思想、文学・語学、日本漢学）の別を

原稿第 1 ページに朱書する。ただし、論文の内容により、複数部門にわたる審
査を希望することができる。

　15．　応募時には、本文・要旨をそれぞれ 4 部ずつ提出する。原稿は原則として返却
しない。

　16．　応募時には、①原稿のやりとりをする際の連絡先（住所、電話、メールアドレス）、
②現在の所属先、③最終出身大学及び修了（退学）年を書いた紙を提出する。（書
式は自由。）

校　　　正
　17．　執筆者校正は再校までとする。校正時の加筆・訂正は初校段階に限り、必要最

小限のものについてのみ認める。
抜　　　刷
　18．　論文抜刷に関わる作成費用等は本人負担とする。
そ　の　他
　19．　掲載論文については、電磁的記録として記録媒体に複製する。これを日本中国

学会の会員、図書館、研究機関、それらに準ずる組織及びその他の公衆に譲渡、
貸与、送信すること、またその際に必要と認められる範囲の改変を行うことが
ある。
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「日本中國學會報」論文執筆要領
日 本 中 国 学 会

応 募 資 格
１．　日本中国学会会員に限る。
使用言語等

２．　�応募原稿（以下「原稿」と略称）は和文によるものとし、未公開のものに限る。
ただし、口頭で発表しこれを初めて論文にまとめたものは未公開と見なす。

原稿枚数等
３．　原稿は校正時に加筆を要しない完全原稿とする。
４．　�原稿枚数は、本文・注・図版等を合わせて、以下のように定める。ワープロ使

用の場合、用紙サイズは A4、1 行 30 字、毎ページ 40 行、文字は本文、注と
もに 10.5 ポイントによって印字し、18 ページ以内（厳守）とする。この書式
に合わないものは、受理しないこともあるので、注意すること。採用論文刊行
の段階で、規定のページ数を超過した場合には、調整を求めることがある。な
お、手書き原稿提出の場合は 400 字詰原稿用紙 54 枚以内（厳守）とし、論文
が採用された場合、電子データを別途提出する。電子データ入力を学会に依頼
する場合、加算費用は執筆者負担となる。

５．　�図版を必要とする場合、『學會報』の組版における占有面積により文字数を換
算する。『學會報』半ページ分が、ほぼ 25 行（1 行 30 字）である。図版原稿
は原則としてそのまま版下として使用できる鮮明なものとし、掲載希望の縦・
横の寸法を明示する。

体裁・表記等
６．　�原稿は縦書きを原則とする。特に必要とするものについては、横書きも可とす

る。
７．　�引用文は内容に応じて原文、訳文、書き下し文のいずれかを用いるものとする。

原文の場合は該当する訳文または書き下し文を、訳文または書き下し文の場合
は該当する原文を本文中または注に明示する。ただし、一読して疑問の生ずる
余地がないものについては、省略することを認める。中国語以外の外国語の引
用もこれに準ずる。校勘・版本研究等内容上適切と認められるものについては、
原文のみ引用することを妨げない。原文に返り点・送り仮名をつけることは原
則として認めない。日本漢学・日本漢文等に関する内容のもので、訓点の施し
方自体を論ずる場合はこの限りではないが、加算された印刷費は執筆者の負担
とすることがある。

８．　�原稿は旧漢字体・常用漢字体のいずれの使用も可とするが、刊行にあたっては
全文を原則として旧漢字体（印刷標準字体）に統一する。ただし、本人の申し
出によって、常用漢字体での印刷を認める。刊行にあたっては、本文9ポイント、
括弧内は 8 ポイントを、注はすべて 8 ポイントの活字を使用する。特に本文
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ｅ　大学入試（漢文・中国語）・中国語教育等の問題
ｆ　その他

４　委員会の細則
　各種委員会の運営上の細則は、各種委員会が別に定める。



（ 49 ）

る。その結果は理事長が評議員会に報告するものとする。
（３）出版委員会

ａ　学会報編集
ｂ　学会便り編集
ｃ　名簿編集
ｄ　出版物発送（業者依託）
ｅ　翻訳出版
ｆ　学会出版部設置問題
ｇ　外国文要旨の作成
ｈ　その他

（４）選挙管理委員会
ａ　評議員選挙の管理
ｂ　理事長選挙の管理
ｃ　監事選挙の管理
ｄ　その他

（５）研究推進・国際交流委員会
ａ　科学研究費補助金
ｂ　日本学術会議との関連
ｃ　漢文資料センター
ｄ　他学会との関係
ｅ　中国書データベース化等
ｆ　国際シンポジウム
ｇ　国際学術情報
ｈ　客員会員候補者（外国人を含む）選定
ｉ　その他
　ただし、ｈは評議員会の審議と承認とを必要とする。

（６）広報委員会
ａ　ホームページ（日本語版・英語版・中国語版）の作成と更新
ｂ　�学会諸事業の予告と案内、各種委員会の議事報告、電子メールによる照会・

問い合わせの窓口対応、中国学関連のホームページへのリンク、などを行う
ｃ　データベースの作成・管理・公開（学会報や学会発表要旨を含む）など
ｄ　大会に関する広報
ｅ　その他

（７）将来計画特別委員会
ａ　新会則施行後、問題点の検討
ｂ　事務所問題
ｃ　社団法人化
ｄ　学会の新規事業計画
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　　（３）�監事は 3 名とし、必要に応じて主席監事は評議員会議長と合議の上、臨時に
監事を委嘱することができる。

委員会規約
１　会則第 12 条による委員会は、理事長が会員を委員に委嘱してこれを構成し、その

構成は理事会の審議・決定を経るものとする。各委員会は次の如く定める。
（１）大会委員会
（２）論文審査委員会
（３）出版委員会
（４）選挙管理委員会
（５）研究推進・国際交流委員会
（６）広報委員会
（７）各種特別委員会

（１）〜（６）は常置とし、必要に応じて特別委員会を置くことができる。当分の間、
将来計画特別委員会を置く。

２　委員会の構成と所在
（１）各種委員会の委員長は理事とする。
（２）理事長・副理事長は各種委員会に出席できる。
（３）各種委員会の委員は若干名とする。
（４）委員の任期は２年とする。
（５）各種委員会に幹事を置く。幹事は委員会の会務を掌る。
（６）�各種委員会の事務局は、原則として委員長の所属している大学・研究機関に

置く。事務上の適切な必要経費は学会本部が負担する。
３　委員会の任務

（１）大会委員会
ａ　開催校決定
ｂ　実行委員会に協力
ｃ　その他

（２）論文審査委員会
ａ　査読者を決定・依頼
　イ　一編につき３名
　ロ　査読者氏名は明かさない
ｂ　査読者の報告に基づいて登載論文を審査・決定
ｃ　登載決定論文に対する修正意見の提示と修正の確認
ｄ　投稿者への対応
ｅ　学会賞受賞者選定
ｆ　その他

ただし、ｅは評議員による推薦をもとに行い、さらに理事会にはかって決定す
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　平成 11 年 4 月 1 日までの移行措置は別に定める。
平成 18 年 4 月 1 日改正
平成 23 年 4 月 1 日改正
平成 26 年 4 月 1 日改正
平成 29 年 6 月 12 日改正
平成 30 年 10 月 28 日改正

選挙規約
１　会則第 11 条による役員の互選は次の如く行う。
　（１）評議員

通常会員により、無記名で 10 名以内を連記して投票し、上位 60 名を当選者
とする。ただし北海道、東北、関東、中部、近畿、中国・四国、九州の各地
区の会員最少 3 名を含むこととし、上位 60 名の中に当該地区選出者が 3 名
に満たない時には、当該地区会員の最高得票者から順に評議員に加える。ま
た女性の評議員会参加を促進するため、女性会員最高得票者から第 12 位得
票者まで 12 名を評議員に加える。

　（２）理事長
　　　 　評議員により、無記名で 1 名を単記して投票し、最高得票者を当選者とする。
　（３）得票数の同じ場合は、年長者を当選者とする。
２　役員の選挙は選挙管理委員会が管理する。ただし、選挙管理委員会の規約は別に定

める。
３　各当選者は、総得票数によって決定する。
４　当選者が辞退した場合は、次点者を繰り上げる。

評議員会・理事会・監事会規約
会則第 12 条による評議員会・理事会・監事会の任務と運営とを次の如く定める。細則
は各会が定める。
１　（１）評議員会は、理事会の提案に対する最高議決機関とする。
　　（２）�評議員会は議長・副議長各 1 名を選出する。議長は評議員会を代表し会務を

統べる。副議長は議長を補佐し、議長に事故ある時は副議長がその任を代行
する。

　　（３）定例評議員会は、大会前日に開催する。
２　理事は当面 10 名程度とする。
３　（１）�監事は、本部事務局ならびに各種委員会事務局の経理を監査し、評議員会に

報告する。その細則は別に定める。
　　（２）�監事は理事長と副理事長と理事の三者を除く評議員の互選により、最高得票

数を得た者を主席監事とする。
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８．各種委員会委員は会員に限られ、理事長の委嘱を受けて各種委員会を構成し、
会務を立案執行する。ただし、委員会および委員・幹事については別に定める。

第 13 条（役員の任期）
１．役員（顧問を除く）の任期は二年とし重任することができる。
２．ただし、理事長は連続三任はできない。
３．役員（顧問を除く）は満 70 歳を超えて在任できない。
４．ただし、年度の途中で満 70 歳に達した役員は当該年度末日まで在任するもの

とする。
５．顧問の任期は終身とする。

第 14 条（会計年度） 本会の会計年度は毎年 4 月に始まり翌年 3 月に終わる。
第 15 条（臨時評議員会の開催） 全通常会員数の 100 分の 5 以上が評議員会開催を要求

した場合、理事長は随時評議員会を開催しなければならない。
第 16 条（会員総会） 理事会は会員総会を年に一回開催して会員に会務を報告すると共

に、会員の自由な提案を受けなければならない。
第 17 条（会則変更） 本会則の変更は理事会の議を経て、評議員会において全評議員の

3 分の 2 以上の賛成をもって決定する。

［付則］
１．本会は事務所を当分の間、東京都文京区湯島 1 丁目 4 番 25 号斯文会館に置く。
２．本会則は昭和 24 年 10 月 22 日より施行する。

昭和 34 年 10 月 11 日改正
　ただし、第 13 条但し書きは昭和 34 年選出の理事より適用される。
昭和 36 年 10 月 1 日改正
昭和 37 年 10 月 28 日改正
昭和 39 年 12 月 6 日改正
昭和 41 年 10 月 30 日改正
昭和 42 年 10 月 8 日改正
昭和 45 年 10 月 10 日改正
昭和 50 年 10 月 6 日改正
昭和 51 年 10 月 11 日改正
昭和 53 年 10 月 14 日改正
昭和 58 年 4 月 1 日改正
昭和 63 年 10 月 9 日改正

ただし、第 13 条第 3 項の定年規定は平成元年 4 月 1 日より適用される。
この第 3 項の施行に伴う経過措置は別に定める。

平成 2 年 10 月 20 日改正
平成 7 年 10 月 7 日改正
平成 10 年 10 月 10 日改正
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通常会員
　普通会員 　7,000 円
　普通会員（満 70 歳以上）　4,000 円
　学生会員 　4,000 円
賛助会員　1 口（10,000 円）以上
国外会員　7,000 円
準会員　　7,000 円

第９条（会員の権利）
１．通常会員・国外会員は本会定期刊行物の頒布を受け、大会等に出席することが

できる。また学会機関誌および大会等において研究を発表することができる。
２．賛助会員・準会員は本会定期刊行物の頒布を受けることができる。
３．客員会員は本会定期刊行物の寄贈を受ける。

第 10 条（役員） 本会は次の役員を置く。
１．理事長　　　　　　　　　１名
２．副理事長　　　　　　　　２名
３．理　事　　　　　　　　　若干名
４．監　事　　　　　　　　　若干名
５．評議員　　　　　　　　　60 名
６．顧　問　　　　　　　　　若干名
７．幹　事　　　　　　　　　若干名
８．各種委員会委員・幹事　　若干名

第 11 条（役員の選出・委嘱）
１．評議員は通常会員の互選による。
２．理事長は評議員の互選による。
３．副理事長および理事は評議員の中から理事長が委嘱し、評議員会の承認を得る。
４．監事は理事長と副理事長と理事の三者を除く評議員の互選による。
５．顧問は評議員会の定めるところにより評議員会が推薦する。
６．幹事および各種委員会の委員・幹事は理事長の委嘱による。

第 12 条（役員の職掌）
１．理事長は本会を代表して理事会を組織し会務を統べる。
２．副理事長は理事長を補佐し、理事長に事故ある時または任期中に役員定年を迎

える時は副理事長がその任を代行する。
３．理事は理事長の委嘱を受けて理事会を構成し、会務を掌る。
４．監事は監事会を構成し、経理を監査する。ただし、監事会については別に定める。
５．評議員は評議員会を構成し、理事会による本会の運営について審議・決定・委

任する。ただし、評議員会については別に定める。
６．顧問は随時理事長の諮問に応ずる。
７．幹事は会務を処理する。
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日 本 中 国 学 会 会 則

第１条（名称） 本会は日本中国学会と称する。
第２条（目的） 本会は中国に関する学術の研究と普及および会員相互の親睦を図ること

を目的とする。
第３条（事業） 本会はその目的を達するために次の事業を行う。

１．毎年１回学術大会の開催
２．学会機関誌およびその他刊行物の発行
３．海外の学術団体との交流
４．会員の研究に対する援助
５．斯学の啓蒙と普及
６．その他必要な事項

第４条（会員の名称） 本会の会員は次の７種とする。
１．通常会員
　　　普通会員と学生会員と特別会員とがある。
　　　学生会員とは大学・大学院・研究機関等に正規学生として在籍しているもの。
　　　特別会員とは会員歴 30 年以上で前年度内において満 80 歳に達したもの。
２．賛助会員
３．国外会員
４．客員会員
５．準会員

第５条（会員の定義）
１．通常会員は斯学を攻究するものとする。
２．賛助会員は斯学を賛助するものとする。
３．国外会員は外国に定住して斯学を攻究するものとする。ただし一時的な在住の

場合は含まない。
４．客員会員は本会が招聘する、学術上の功績が顕著なものとする。
５．準会員は斯学に関係ある大学・研究機関とする。

第６条（入会等）
１．客員会員を除き会員の入会は通常会員または国外会員１名の紹介により理事会

において審議・決定し、評議員会の承認を得る。
２．客員会員の推薦については別に定める。

第７条（経費） 本会の経費は会費・寄付金およびその他の収入をこれに充てる。
第８条（会費）

１．会員は下記会費を年度始めに納入するものとする。
２．ただし顧問・客員会員および特別会員はこれを免除する。また、前年度までに

満 70 歳に達した普通会員で会費 3 万円を一括納入した会員についても、会費
を免除する。
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あることを指摘したうえで、眼球運動計測による注視時間や注視頻度等を分析した結
果、中国語母語話者には“强动结式”が“弱动结式”の処理より難度は高いが、中国語
学習者には、“强动结式”が“弱动结式”の処理より難しいとは限らず、場合によって
は“弱动结式”のほうが難しい点が指摘され、さらに、中国語学習者の第一言語に“强
动结式”が存在するか否かによって、とくに“弱动结式”の処理難度に相違が生じるこ
とを指摘する。                           （鈴木慶夏）
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learning）の連鎖を観察し、日本語母語話者が漢字を活かした知識源を多用している点
について利益と不利益の双方を論じる。李佳「日本初级汉语教材中的典型动宾搭配考察
―从在日汉语教学视角出发―」（『中教』）は、日本で出版された初級教科書で提示され
る「動詞＋目的語」によるコロケーションを調査し、テキストに母語話者の使用実態が
必ずしも反映されていないこと、新出単語を母語話者がよく使うコロケーションの形で
提示する頻度が低いこと等を、具体例とともに示す。黄勇「框式介词“从……起 /开
始”中的隐现规律试探」（『中教』）は、“从……起 /开始”での“从”または“起 /开
始”が省略される規則性を統語論、意味論、語用論の面から記述し、“*从四月学习汉
语”とする誤用から前置詞“从”は“起 /开始”とともに教授すべきだという先行研究
の主張に対し、“从”が省略された実例を挙げながら、むしろ後続成分“起 /开始”に
比重をかけた導入方法も検討してよいのではと述べる。
次の実践報告は、中国語教育、ひいては外国語教育の存在意義について、学習者自

身が他者との相互交流や社会との関わりを意識する過程を考察する。島村典子「基于
大学生中文能力差异的小组合作学习策略与实践」（『中教』）では、経済開発協力機構
（OECD）が 2018年に発表した「新たな価値を創造する力」「緊張やジレンマを解決す
る力」「責任をもつ力」を身につけるには、他人と協同する力と個人の責任能力の涵養
が必要だと論じる。胡玉华「关于“能动学习”效果的实践研究―以汉语初级班的教学
活动为例」（『中教』）は、学習者の多くが「自分で調べて発表する演習形式の授業」よ
り「教員が知識・技術を教える講義形式の授業」を希望しているという、アクティブ・
ラーニングに対する教員側の高い期待と学生側の低い評価との間にあるギャップについ
ての論考である。
ところで、第二言語としての中国語に関する言語習得過程・言語処理過程の認知的基

盤を探究する認知心理学的研究は、非常に重要な研究分野でありながら国内では現在進
行中のものがわずかに存在するだけで、今のところ研究成果がほとんどない。そこで、
この研究上の空白部を補填するものとして、海外の研究者たちによるものであるが、以
下 3篇の共同研究に言及したい。靳洪刚等 3名による「事件相关电位（ERP）技术在
第二语言句法习得研究中的应用」（『世』4）は、言語刺激に対応する脳の反応として脳
電位（Electroencephalogram: EEG）を分析するもので、事象関連電位（Event-Related 
Potentials: ERP）の測定によって被験者の言語処理と言語習得の過程を追究する。陈路
遥等 6名による「基于词类信息的语标标示对汉语二语句法规则建构的影响研究」（『世』
2）は、注音字母による視覚的人工文法学習（artificial grammar learning）を利用した
実験の結果、品詞情報を与えられたグループと与えられなかったグループとでは、前者
のほうが複雑な統語規則の構成に有利であり、その有利性は統語構造の複雑性が増すほ
ど顕著になることを論じ、第二言語の処理過程における品詞情報のラベル表示能力が有
する重要性の直接証拠を示したと述べる。何美芳等 3名による「不同语言类型的二语学
习者汉语动结式加工的眼动研究」（『世』2）では、“动结式”を動詞の語義から形容詞
の語義を推測し得る“弱动结式”（例：“张三擦干净了桌子”）と推測し得ない“强动结
式”（例：“张三哭湿了手绢”）とに二分し、“弱动结式”が言語類型論上の無標形式で
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Distance in Chinese」（Papers）は全 88語に対して語彙変化の進度を 0 ～ 3の実数値で
定義して、各語の進度の平均値を全 42方言について算出し、南方方言の保守性と官話
の周辺的変種の改新性を指摘する。
言語接触に関する研究として、川澄哲也「漢語甘溝方言の形成過程再考」（『言語文化

研究』38-2）は、青海省海東市民和回族土族自治県の甘溝方言に、モンゴル系言語の他、
チベット語からの影響が見出されると述べる。佐藤直昭「上海人の「普通話」に対する
言語意識」（『開』）は地方普通話の一種である上海普通話に対する上海人の態度や容認
性判断を、アンケート調査を通じて社会言語学的に考察する。
このほか、秋谷裕幸「闽东区方言的｛手指｝义词及其相关的词语」（『開』）は閩東区

の諸方言における指・親指・小指・（手の）爪の閩東祖語の祖形を再建し、語幹の本字
を「指」と同定するとともに、祖語から各方言への音変化や語形の発達過程を復元する。
邵兰珠「广东吴川吉兆村双语人粤方言同音字汇」（『開』）は、広東省呉川市吉兆村の粤
語・黎語の二言語話者が話す粤語の報告であり、张勇生・汪玲・张文娟・彭爱华「东乡
县马圩镇方言同音字汇」（『開』）は江西省撫州市東郷県の贛語の報告である。両地域と
も多言語・多方言の雑居地であり、記述的研究の成果発表の意義は大きい。西田文信
「現代香港粤語における上声の変異について」（『開』）は、1993年と 2018年に採録した
同一の話者 4名の音調を比較し、近年の広東語に見られる陰上・陽上合流現象を実証す
る。飯田真紀『広東語文末助詞の言語横断的研究』（ひつじ書房）は、広東語の文末助
詞の網羅的記述を行ったうえで、音韻的・形態統語的観点から文末助詞の分類体系を構
築し、そのカテゴリが必ずしも意味的特徴と一対一対応を示すとは限らないことを指摘
する。さらに同書は、伝達態度を表示する義務度が高いという特徴を広東語や日本語が
共有することを指摘し、文末助詞という語類の存在が東アジア・東南アジアに特有の言
語的特徴である可能性に言及するなど、示唆に富む言語横断的展望を示す。濱田武志
『中国方言系統論』（東京大学出版会）は粤語と桂南平話の共通祖語「粤祖語」を再建し、
各地の変種の系統関係を分岐学的方法で推定するとともに、共通祖語の情報の一部を系
統樹から導き出す方法についても論ずる。 （濱田武志）

七、教育

2019年は、教授法や指導法を再考・追究しようとする実践的な研究が目立った。
『中国語教育』第 17号での「身近な言語をもっと知ろう―○○語は 90分でここまで
できる―」は、ドイツ語・スペイン語・ロシア語・フランス語・韓国語・日本手話をゼ
ロから始め、初回授業の 90分後にコミュニカティブな成果をあげる極小スパンの学習
設計を、ふだん中国語教育に従事する者が体験したワークショップの特集である。90
分で到達すべき能力の目標とその目標に対応する教育的タスクとともに、課題の遂行能
力を身につけたことを客観的に評価できるルーブリックを明示する。
小川典子「日本語を母語とする中国語学習者の L2読解における付随的語彙学習―

10名の学習者のケーススタディー―」（『中教』）では、思考発話法（think aloud）に
よるプロトコル分析を運用して、読解における付随的語彙学習（incidental vocabulary 
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ラマール）「西文資料與客家語研究」（『中』）は宣教会の客家語文献や同資料を用いた
客家語の研究成果を紹介し、資料との比較を通じて客家語訳聖書の言語資料としての
価値を論ずる。千葉謙悟「西文資料與官話研究」（『中』）は明末以降の欧文資料を比較
し、資料中における「官話」の多義性、および意味・用法の変遷について論ずる。吉川
雅之「ある中露字典の漢字音について」（『東洋』）については「一、音韻」を参照。林
素娥「一百多年来吴语“没有（无）”类否定词的类型及演变」（『開』）は、この百数十年
間に上海方言などで起きた「没有（无）」が「勿曾」を代替する現象について、今も未
発生の方言（金華方言など）と、百数十年前に既に発生している方言（寧波方言）が呉
語に見られることを指摘し、马之涛「关于 19 世纪宁波方言牙喉音颚化及尖团合流的问
题」（『開』）は、寧波方言における牙喉音の口蓋化や尖端合流、およびこの音変化と関
連して発生した韻母の chain shiftの進行過程について考察する。遠藤雅裕「論臺灣海
陸客語“再次”義「過」的語法化」（『開』）は欧文資料や和文資料を用いて、海陸客語
（客家語海陸片）の「過」の副詞用法“ふたたび”が、「再・過」の連用に起源を持つと
いう新たな仮説を提示する。復刻資料としては、『日本統治下における台湾語・客家語・
蕃語資料』シリーズ（第 1巻『台湾語法』（中川仁解説）、第 2巻『『語苑』にみる客家
語研究』（羅濟立解説）、第 3巻『蕃語研究』（中川仁・王麒銘解説）が近現代資料刊行
会より刊行された。
言語地理学的研究については数多くの成果が、『东部亚洲地理语言学论文集（Collected 
Papers on Eastern Asian Geolinguistics）』、および国際中国語言学学会第 27回年会プレ
ワークショップの成果に基づく Papers from the Workshop “Phylogeny, Dispersion, and 
Contact of East and Southeast Asian Languages and Human Groups” の 2論文集にて発
表された。例えば遠藤光暁「汉语及周边语言中“南瓜”和“马”两个借词的地理分布」
（『东部』）は、借用時期が大きく異なる南瓜と馬の語形変化のメカニズムや伝播の過程
を対比的に考察する。黄河・吴雅寅「参考行政层级观察方言特征的扩散方式」（『东部』）
は葉祥苓『蘇州方言地図集』（1981年）所載の方言地図のうち Cascade model（级联模
型。地理的に隔絶した地点間の伝播モデル）を体現する 27枚をもとに、都市化の進度
と“行政扩散模型”の成立との相関関係を立証したうえで、類似度行列で地点間の類似
度を計量的に分析する方法を提唱する。鈴木史己「Characteristics of the Geographical 
Distribution of Words Denoting Cultural Items in Sinitic Languages」（Papers）は鉄、
稲、高粱、トウモロコシの語形分布のパターンの相違が、気候的差異や語彙の進入時期、
他の語との関係などによって条件づけられていることを実証する。このほか、八木堅
二「山西方言における軽声と語末変調」（『中』）は山西方言の軽声が南北でそれぞれ独
自に発達した蓋然性が高いと推定したうえで、軽声が語末変調の中和の結果生まれ、軽
声を持つ方言の分布域が山西省の周辺から中央へと拡大している可能性を述べる。遠藤
光暁「山東方言二字組変調の地理言語学的研究」（『経済研究』11）は山東方言につい
て、調類の組み合わせごとに作成した言語地図の対照、そして過去の音韻資料との比較
等から、各変調の発生順序や発生原因、および変調現象の拡散過程の解明を試みる。数
理的性格が強い研究として、岩田礼・植屋高史「Lexical Innovation and Inter-Dialectal 
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者の主観的な評価（属性 Aの内的要因としては、Xの重要性が候補として想定される
同類の成員の中で最も高い）を表す形式である、とする見解を示しながら、“A在 X”
との相違の核心はこの種の焦点的特徴の有無に認められるとする、独自の説を提示して
いる。
また、前田真砂美「“比”構文における＜A＋V＞と数量句」（『現代』）は二つの＜
A＋V＞の形式（“多＋V”及び“早＋V”）を取り上げ、“我比他早起了十分钟”のよ
うに、“比”構文において＜A＋V＞と共起する数量句の機能を考察するものである。
当該構文中の数量句は、その具体的数量によって二者間の差を明示することで、程度性
の表現としての再分析を促し、これにより、＜A＋V＞のもつ「デキゴト性」をキャ
ンセルし、程度や差のあり方を表現しようとする“比”構文の要求を満たす。当該の議
論では、“比”構文中の数量詞の機能はこのような再分析のメカニズムを通じて、当該
構文への＜A＋V＞の適合性を高めることにあると結論される。
森雄一・西村義樹・長谷川明香編『認知言語学を拓く』（くろしお出版）には、他の

言語に関する論考と共に、中国語の現象を扱う論文が多数収録された。広く認知言語学
の領域において中国語に関する研究成果が問われることにより、双方の学術領域におけ
る議論の活性化と理論的発展が期待される。紙幅の都合上、以下に 2篇のみ取り上げる。
三宅登之「行為の評価からモノの属性へのプロファイル・シフトについて」は、本来行
為に対する評価を述べる“容易”“难”等の形容詞が、モノを修飾したり、それについ
て叙述したりする用法を併せ持つ現象をプロファイル・シフトの例として扱い、行為に
対する同一の評価をする人が多く評価が恒常的であることが、この現象の基盤となって
いる、とする見解を示している。また李菲「中国語の攻撃構文における臨時動量詞の意
味機能」は、先行研究において指摘された借用動量詞の適用条件を、構文論的観点から
捉え直すことにより、借用動量詞の適用動機について、より核心に迫る修正案を提示し
ている。
語彙研究の分野では、牛彬「基于口语语料的“拜托”新用法分析」（『日中語彙研究』

8）が、現代中国語の口語コーパスに観察される“拜托”の新用法を論じている。「聞き
手の観点や何らかの事柄に対する話し手の否定的態度を表す」とされる“拜托”の用法
において、その動詞性が消失し、新たに修飾副詞としての機能を獲得したことを、統語
機能や伝達機能等の観点から考察している。また、その成立要因についてはイギリスの
言語学者ジェフリー・リーチ（Geoffrey Neil Leech、1936 ～ 2014）が提唱するポライ
トネスの原理（Politeness Principle）との関連が認められると指摘している。
  （加納希美）

六、方言

まず、近代の文献資料に基づく研究を紹介する。『中国語学』266号にて、口語（粤
語、客家語、官話、日本語）を反映した欧文資料の研究が特集された。吉川雅之「西文
資料與粤語研究」（『中』）は近代粤語（早期粤語）の通時的変化や多様性の研究方法を
論ずるほか、新発見の 18世紀半ばの粤語資料を紹介する。柯理思（クリスティーン・
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の解題・影印・翻刻を掲載するが、パリのフランス国立図書館（BNF）、ヴァチカンの
ヴァチカン図書館（BV）、ローマのイエズス会ローマ総本部アーカイブズ（ARSI）、ト
レドのトレド・イエズス会歴史文書館（APHTCJ）など欧州各地に所蔵された一連の
写本・刊本の分析を基礎とする。上掲三書の継承関係から、イエズス会の著作が宗派対
立を超えてドミニコ会やプロテスタント系宣教師にも受け継がれたことを指摘する。
愛知大学の雑誌『日中語彙研究』8では英国人中国学者サマーズ（James Summers, 
1821-91）の特集が組まれている。サマーズは西洋人による漢語教科書を詳細に検討し
て A Handbook of the Chinese Language（1863）を書き上げ、欧人による漢語教育の到
達点の一つと位置づけられる。特集では伊伏啓子氏が名詞、朱鳳氏が六書（漢字）、奥
村佳代子氏が代名詞と人物呼称、千葉謙悟氏がムードとテンス（動詞）、塩山正純氏が
副詞を分析している。また伊伏啓子「近代欧文資料にみられる“一個”について」（『北
陸大学紀要』46）は、19世紀の欧人による著作に中国語の量詞が計数機能や類別機能
のみならず、個体化機能をも有するという認識が反映されていたと論じる。また服部隆
「十九世紀の文法研究 : オランダ語・日本語の品詞分類に与えた漢語学の影響」（『国語
と国文学』96-5）は、19世紀の蘭語・日本語文典の品詞分類に漢語学の分類観が反映し、
明治以降の文法研究にも影響を及ぼしたと指摘する。
「訳語」分野における最大の収穫は陳力衛『近代知の翻訳と伝播―漢語を媒介に』（三
省堂）である。本書は日本の近世における漢学の流行から、新漢語の創出と拡大、新中
国成立以降の現代中国語への影響まで、近代に成立した新たな概念が東アジアで双方
向的に展開していく様子を実証するとともに、日中英の資料に基づき東アジア全体の
語彙交流を俯瞰的に論じている。また沈国威「Evolution 如何译为“天演”？」（『関西
大学東西学術研究所紀要』52）は、厳復が Evolution を“天演”と訳した要因を考察し、
cosmic processの訳語“天演”がのちに evolutionに借用されたと指摘する。
 （石崎博志）

五、文法・語彙（現代）

本分野においては、既に一定の結論をみている問題を、認知言語学、対照研究等の隣
接領域の枠組みの中で問い直す試みにおいて、各領域の発展に資する顕著な成果が報告
された。
日中対照研究では、井上優「中国語のとりたて表現」（野田尚史編『日本語と世界の

言語のとりたて表現』くろしお出版）がある。意味、統語的位置（語順）、運用面等の
各側面から、中国語と日本語におけるとりたて表現の特徴を対照的に論じたものである。
一連の分析を通じて中国語の言語的特徴が改めて確認されると共に、とりたて表現の多
様性と普遍性を言語横断的に捉える上での有益な知見が提供されている。
「とりたて」の現象を扱う論考には、この他に池田晋「“A就 A在 X”结构的焦点特
征」（『現代』）がある。単音節の属性形容詞（A）を用いる“A就 A在 X”と“A在
X”の比較により、両構造における Xの焦点的特徴の差異を論じるものである。“A就
A在 X”は、“卓立焦点（とりたて）”の手法を通じて Xを焦点化し、これにより発話
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のであり、〈疑念〉の意味は、「将」の〈直前相〉というアスペクト的意味から派生した
ものであると推測する。この 2つの論考は、研究対象は異なるものの、疑問文に対する
その共通した捉え方は、他の言語現象を扱う際にも示唆に富む。
なお、2019年は新元号「令和」が発表されたことで、その出典である『万葉集』が

踏まえた張衡「帰田賦」が俄かに注目を浴び、関連する論説がいくつも発表された。こ
こでは、齋藤希史「「令和」をめぐる考察①」（東京大学新聞オンライン、4月 30日）
を挙げておく。 （戸内俊介）

四、文法・語彙（近代）

ここでは宋代から民国期の文法・語彙に関する研究を対象とし、以下「白話資料」・
「満漢資料」・「域外資料」に分類して概観する。

白話資料は 2本の論文を挙げる。木津祐子「「箇」の個別化機能と定指“量名”構
造」（『開』）は、“箇（个）”が後続名詞を個別化して文脈が要求する属性に焦点を当て
る機能を分析し、『朱子語類』や『祖堂集』の用例から、“箇”が量詞機能より先に定指
示用法を補強する機能をもっていたことを指摘する。そのうえで安徽、貴州、湖南、蘇
州など現代諸方言の用例を援用し、数詞“一”を持たない定指示用法は、数詞“一”が
省略された用法ではない可能性を指摘する。また刘晓晴「语气助词“就是（了）”的词
汇语法化途径」（『中国語研究』61）は、現代中国語の文末助詞“就是（了）”が語彙文
法化したプロセスを考察する。文末の“就是”と“就是了”は明代中期に増加し、明末
清初に語彙化と文法化を経て VP＋就是（了）の動詞用法と、S＋就是（了）の語気助
詞の用法を獲得したとする。とりわけ“就是了”は副詞“就”と形容詞の変種 “是了”
の結合から成立したと結論づける。
満漢資料は竹越孝により英国所蔵の満漢対訳資料の校注が２本公開されている。『問

答語 fonjin jabun leolen i bithe』（1827年、大英図書館（BL）蔵）に対する「校注『問
答語』」（『神戸外大論叢』70-2）と『滿漢合璧集要 manju nikan hergen in kamciha 
isabuha oyonggo bithe』（1764年、東洋アフリカ研究学院（SOAS）蔵）に対する
「校注『滿漢合璧集要』（上）（下）」（『神戸外大論叢』71-1）である。また Takashi 
Takekoshi, Grammatical Descriptions in Manchu Grammar Books from the Qing 
Dynasty（Histoire Epistémologie Langage 41-1）は、漢語の分析とは対照的に、清代の
漢人による満州語の文法分析には近代的文法概念が適用されていたと指摘する。
次に中国以外で編纂・利用された資料を「域外資料」とし、「唐話・日本資料」・「泰

西資料・訳語」の順に解説する。奥村佳代子『近世東アジアにおける口語中国語文の研
究： 中国・朝鮮・日本』（関西大学出版部）は、18、19世紀の中国語の口語と白話の境
界を明らかにすべく、中国、朝鮮、日本で「話し言葉」として記述された漢語を分析す
る。とりわけ中国と欧州所蔵のキリスト教檔案と、朝鮮への中国漂着船の尋問記録を取
り上げ、両者の相違を考察した点が特筆される。
泰西資料では、内田慶市『『拝客訓示』の研究』（関西大学出版部）が上梓されている。

これは『拝客問答』、『拝客訓示』、Paul PERNYの Dialogues Chinois-Latins（1872）
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之」の合音）とどのように繋がるかはなお未解決の問題であり、今後の展開が待たれる。
宮島和也「淺談《逸周書・皇門》“開告于予嘉德之說”以及相關問題」（『東京』）は、

『逸周書』皇門篇「開告于予嘉德之説」の「于」を言説内容をマークする成分と見なし
た上で、清華簡『皇門』の対応箇所「維莫余嘉德之説」についても検討を加える。本論
文は出土文献と伝世文献をバランスよく用いつつ、上古の特殊な文法現象を文法化の類
型論的パターンに当てはめることで無理なく解釈しており、説得力に富む。
大西克也「論上古漢語代詞“之”和“其”的替代功能」（『歷史語言學研究』13）は、

上古後期の指示代名詞「之」と「其」の指示機能を代示と理解した上で、文中或いは
話し手の頭の中にある先行詞を照応することを通して中心語に属性を付与することが
その基本的機能であることを示しつつ、従来から議論のあった、先行詞のない例、「之、
其」が一二人称を指示する例、「しかるべき」を表す例、「其」の定冠詞的用法などが、
いずれもこの基本機能を軸に解釈可能であることを論ずる。
雷瑭洵「古汉语动词“假”“借”的音义、句法及其演变」（『中』）は、貸借関係を表す

「借」と「假」が「与奪不明」―「借りる」と「貸す」双方の意味を表す―になる過程
を、文法と語音の両面から通時的に追究したものである。本論文は語彙研究のみならず、
上古の形態論、四声別義、二重目的語文の研究にとっても高い参照価値を有する。
高柳浩平「中古早期の「使」構文について」（『人文研紀要』92）は上中古間の「使」

が内容語的な派遣義・命令義から機能語的な使動義へと変化する過程を文法化理論に沿
う形で描きつつ、中古以降、直接使役を表す「使役者＋使 /令＋非指示的名詞 or Ø ＋
V2」において被使役者が「使 /令」と V2の間に具体的に表出しないのは、原因事象と
結果事象が概念的に近接している直接使役に対応して、それらの言語形式上の距離が縮
約された、謂わば結合の類像性（iconicity）に起因すると推定する。使役については多
くの研究の蓄積があるが、類像性という観点からその文法化を捉えなおした点は注目に
値する。
楊安娜「早期漢譯佛典中的處所詞考察―以“所”、“處”為中心」（『饕餮』27）は、三

国南北朝期の初期漢訳仏典に見える「X所」「X處」の前接成分 Xの性質や、両者の統
語分布の違いを仔細に調査した上で、「所」は実質的意味が弱化した粘着成分である一
方、「處」は実質的意味が強い成分であったと述べる。類義語の研究は、基礎資料に対
する丁寧な分析が必須であるが、本論考はそれを体現していると言える。
次の 2本は、疑問文を〈疑念〉と〈問いかけ〉の 2種に分割しつつ立論する。松江

崇「汉语疑问数词“多少”的生产机制—兼谈中古疑问数词系统的复杂性」（『中国语言文
学研究』25）は、「多少」は元来、数量の多寡を表す語で、後漢魏晋南北朝期では〈疑
念〉のみを示し、〈問いかけ〉の機能は弱かったが、それが疑惑や疑問の語気を帯びた
コンテクストに頻出したことで、コンテクストの含意を取り込み、唐宋以降、〈問いか
け〉を表すようにもなったと推定する。山田大輔「中古漢語に見える“將＋否定詞”
の機能及びその成立過程に関する一考察」（『饕餮』27）は、一語化した「将＋否定詞
（不、非、無）」形式が、しばしば独言や心内発話に見えることを手掛かりに、その機能
を〈疑念〉を表すものと位置付ける。さらにこの形式は仏典の翻訳によって成立したも
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也氏が「试论上古汉语否定词的多样性及其体系」を報告した。近年、古漢語分野では否
定詞関連の研究が活況を呈しており、否定詞が甲骨文から西周、そして春秋戦国、秦漢
にかけてどのように変遷していくのか、今後の研究に期待したい。
大西克也「雅言獻疑」（『東京』）は「雅言」という語が「官話」や「標準語」を表す

ようになった背景を詳らかにする。「雅言」という語は春秋戦国時代の共通語、すなわ
ち lingua francaの存在を容易に想起させるが、当該論文は「雅言＝共通語」という図
式に疑義を呈し、「雅言」が真に意味するところは未だ謎のままであると結論づける。
陳少明（張瀛子訳）「訓詁に因って義理に通ず―戴震、章太炎などを手がかりに清代

漢学の哲学方法を論じる―」（『中国―社会と文化』第 34号）は副題にもあるとおり清
朝における哲学的議論を論じることに主軸が置かれたものであるが、戴震らの訓詁学的
な手法を仔細に論じており、歴史言語学の立場からも大いに参考になる。
このほか漢字そのものを対象としたものではないが、吉川雅之「ある中露字典の漢字

音について」（『東洋』）、濱田武史「論《蒙古字韻》所反映的漢語方言音系」（『集刊』）
があり、前者はキリル文字、後者はパスパ文字からなる対音資料を研究対象としたもの
である。前者については「一、音韻」を参照。
漢文に関する書として、宮本徹・松江崇『漢文の読み方―原典解読の基礎―』（放送

大学教育振興会）が出版された。前半部分には豊富な用例と解説が付されており、辞書
のように用いることもできるため重宝されるだろう。
なお諸般の事情により、『中国研究集刊』李号（第 65号、大阪大学中国学会）を手に

取ることができなかったが、目次を見る限り今号も充実しているようである。
 （野原将揮）

三、文法・語彙（上中古）

まず単刊本から繙読する。宮本徹・松江崇『漢文の読み方―原典読解の基礎―』（放
送大学教育振興会）は、上中古中国語の文法規則を解説した上で、代表的な文献の訳注
を掲載し、さらに日本での漢文の受容をも取り上げた、漢文の総合的概説書である。概
説書と雖も、その文法解説は訓読方法などのテクニカルな説明に留まらず、個々の機能
語や構文を詳説する。特に疑問詞や目的語前置構文、数量表現の項目は従来のテキスト
類を遥かに超える充実ぶりである。
次に論文に移る。戸内俊介「再び甲骨文の「不」と「弗」について―使役との関わり

から―」（池田巧編『シナ＝チベット系諸言語の文法現象 2 使役の諸相』、京都大学人
文科学研究所）は同氏の「甲骨文の非對格動詞から見る「不」と「弗」の否定機能差
異」（2018年）の結論を一部修正したもので、甲骨文の動詞句の語彙的アスペクトを手
掛かりに、「弗」を動詞句の表す事象の展開がその内在的終結点に至らないことを示す
否定詞であると位置づける。戸内俊介「再議甲骨文中的否定詞“不”與“弗”的語義功
能區別―兼論甲骨文中的非賓格動詞」（『文字・文獻・文明』、上海古籍出版社）は上記
2論文を合わせたダイジェスト版である。なお、甲骨文の否定詞の機能が春秋戦国期以
降のそれと異なることは広く知られているが、前者の「弗」が後者の「弗」（＝「不＋
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（『集刊』）を挙げる。更科論文は『華夷訳語』乙種本と丙種本の「雑字」部分の音訳漢
字について、両者の間に時代的差異、方言的差異、文体的差異に加えて、音訳手法の差
異が存在することを『女真館訳語』を例に論じる。欧文資料では、吉川雅之「ある中露
字典の漢字音について」（『東洋』）、田野村忠温「中国初期英語学習書における英語発音
の漢字表記：流音の知覚と表記」（『大阪大学大学院文学研究科紀要』59）がある。吉川
論文はライデン大学図書館所蔵の中露字典（抄本）について初めて調査報告を行うとと
もに、この資料中にキリル文字で記された漢字音を推定し、そこに 19世紀中期の北京
音と共通する特徴が見られることを指摘する。
　方言音韻では、秋谷裕幸「原始閩北區方言裡的 *ə」（Language and Linguistics 20-3）
が Jerry Normanおよび孫順両氏による閩北方言祖語に対する修正案として、主母音 *ə
系列の韻母（*ə、*iə、*əu、*əŋ、*iəŋ）を提案し、それらを含む 44の韻母からなる韻
母体系を再構している。閩北方言祖語の単母音韻母 *ə が上古音の *ə とよく対応する点
が注目される。進行中の音韻変化を調査したものとして、大西博子「江蘇通州方言にお
ける入声舒声化―金沙と二甲の比較分析―」（『近畿大学教養・外国語教育センター紀要 
外国語編』10-1）、西田文信「現代香港粤語における上声の変異について―同一話者の
経年調査の結果から―」（『開』） がある。西田論文については「六、方言」の項を参照。
 （橋本貴子）

二、文字・訓詁

『漢字學研究』第 7号は「金文通解」に加え、「字説」として大形徹「醫について」を
掲載する。このほか翻訳として、村上幸造「甲骨文法―陳夢家『殷虛卜辭綜術』第三章   
文法（上）―」、訳注に笠原直樹「子彈庫「楚帛書」十三行文釋注」がある。「古文字學
研究文獻提要」は甲骨文に関する裘錫圭氏の論考をまとめており、特に注目される。
『中國出土資料研究』（中国出土資料学会）第 23号に掲載の李筱婷「馬王堆漢墓帛書
『春秋事語』用字硏究」は馬王堆帛書『春秋事語』に見える用字法を整理したものであ
る。当該論文は『春秋事語』と斉系資料の用字習慣に関連性があるとし、さらにそれを
根拠として『春秋事語』のテキストが斉に由来するという可能性を示唆する。史傑鵬
「利用詞源分析破解《楚辭》和《史記》中的兩個疑難問題」は楚辞や史記に見える諸問
題について訓詁学的手法を駆使してアプローチしており、興味を掻き立てられる。この
ほか同誌は、曹方向「上博簡『霊王遂申』再研究」、「嶽麓書院秦簡」の釋文・編聯を整
理したものとして陶安「嶽麓書院秦簡《爲獄等狀四種》第三類、第四類卷冊釋文、注釋
及編聯商榷」も掲載しており、充実した内容となっている。
文法に関わるものとしては、雷瑭洵「古汉语动词“假”“借”的音义、句法及其演

变」（『中』）、宮島和也「淺談《逸周書・皇門》“開告于予嘉德之說”以及相關問題」
（『東京』）がある。また否定詞に関して戸内俊介氏が精力的な研究を展開している。こ
れらについては、「三、文法・語彙（上中古）」の項を参照。否定詞については、神戸
市外国語大学で開催された国際中国語言学会（IACL）においてワークショップ（The 
Diversity of Sino-Tibetan Negation Phenomena）が企画され、古漢語に関して宮島和
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　『中教』 『中国語教育』第 17号（中国語教育学会）
　Papers Papers from the Workshop “Phylogeny, Dispersion, and Contact of 
 East and Southeast Asian Languages and Human Groups”
 （アジア・アフリカ言語文化研究所）
　なお、本稿執筆期間が新型コロナウイルスへの対応期間と重なったため、例年通りの
文献収集が行いがたい状況下での執筆を担当者は余儀なくされた。万全を期したつもり
ではあるものの、必要な場合には次集において追補を行いたい。 （秋谷裕幸）

一、音韻

　まず中国語学研究『開篇』に言及したい。1985年以来 34年もの間、国内外の中国語
史および中国語方言関係の論文を中心に掲載してきた国際的な研究誌であるが、編集
長・古屋昭弘氏の退職にともない、2019年に惜しまれながら閉刊となった。最終号か
つ鄭張尚芳、楊耐思両氏の追悼記念号となった vol.37には、音韻史および方言音韻の
論文が実に 10数本掲載されており、当該分野の研究を志す者としては感慨深いものが
あった。
　上古音についてはまず、秋谷裕幸・野原将揮「上古唇化元音假说与闽语」（『中国语
文』2019 年第 1期）および野原将揮「構擬“泉”字音―兼論“同義換讀”」（『集刊』）
を挙げる。前者は円唇母音仮説を閩語の音韻データによって支持するとともに、閩語の
最も早期の層が紀元前 3世紀にまで遡ることを示す。後者は、中古音で u介音を持ち、
上古音では円唇母音 oを主母音として想定される“泉”が、非円唇 aを主母音としてい
たことを考証し、-anから -onへの変化を「同義換讀」（ある語を意味が同じかまたは類
似する別の語の発音により読み替えること）によるものと説明する。次に吉池孝一・中
村雅之「烏弋山離とアレクサンドリア（1）～（4）」および「漢語上古音の -r-介音（1）
～（3）」（『KOTONOHA』194、195、197、200、201、203、204）を取り上げる。前者
は Alexandriaの音訳とされる「烏弋山離」を端緒として、対音資料や南方方言音を用
いて漢代の音価について考察する。前漢と後漢の音価の違いを時代差でなく地域差によ
るものと考える点に独自性が見られる。後者はシナ・チベット祖語再構を視野に入れた
近年の上古音研究の議論を批判的に検討する。
　中古音では、太田斎「『玄應音義』反切と『切韻』反切―中古效攝所屬字の分析」
（『日本中国学会報』71）を挙げる。玄応『一切経音義』が『玉篇』反切のみならず『切
韻』の反切をも書名を挙げずに引用していることを指摘し、更に玄応が『韻集』を引用
した可能性についても検討を加える。なお玄応の『玉篇』利用については太田斎「玄応
音義に見る玉篇の利用」（1998年）を参照のこと。橋本貴子「対音資料から見た初唐期
の匣母の音価について―義浄の音訳漢字を中心に―」（『開』）は梵漢対音と漢訳マニ教
文献の音訳讃歌とを用いて初唐期の匣母が有声性を保っていたことを示す。
　近世音では、対音資料に関する丹念な研究として、更科慎一「『華夷訳語』の音訳法
の諸問題―『女真館訳語』を中心に」（『山口大学文学会志』69）、鋤田智彦 「『御製増訂
清文鑑』における漢字音」（『開』）、濱田武志「論『蒙古字韻』所反映的漢語方言音系」
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　この項を編集すべき 2020年春、突如新型コロナウイルスによる感染の危機に世界中
がみまわれた。大学など日本の研究教育機関では入学式の中止を皮切りに、学生や教職
員の自宅待機など、４月以降、多くの予期せぬ事態に対応が急がれた。また、これに伴
う図書館の閉鎖も相継ぎ、今回、この学界展望を執筆することが困難となった。幸い語
学部門については担当者各氏の努力により、この通り掲載が実現したが、哲学と文学に
ついては、次号第 73集に２年分をまとめて掲載することとする。

◉語　学

はじめに

　学界展望（語学）は、今回より日本中国語学会・学界展望編集委員会（委員長・秋谷
裕幸）が担当する。令和２年度から新設された本委員会は、昨年度までの学界展望ワー
キンググループが発展的に改組されたものである。
　これまでと同様、本稿は原則として 2019年１月から 12月までに日本国内で公刊され
た著書および学術論文を対象とするともに、重要な研究成果については海外で公刊され
たものも取り上げる。
　研究分野の分類は昨年と同様であり、「はじめに」、「音韻」、「文字・訓詁」、「文法・
語彙（上中古）」、「文法・語彙（近代）」、「文法・語彙（現代）」、「方言」、「教育」と
なっている。執筆者は、項目順に、秋谷裕幸（愛媛大学）、橋本貴子（神戸市外国語大
学）、野原将揮（成蹊大学）、戸内俊介（二松学舎大学）、石崎博志（佛教大学）、加納希
美（金沢大学）、濱田武志（三重大学）、鈴木慶夏（神奈川大学）である。はじめに、音
韻、文法語彙（現代）、方言については執筆者が昨年度から交代した。全体の調整は秋
谷が担当した。
　文中で用いた学術誌の略号は以下の通り。いずれも 2019年に出版されたものである。
　『东部』 『东部亚洲地理语言学论文集（Collected Papers on Eastern Asian 
 Geolinguistics）』（アジア・アフリカ言語文化研究所）
　『東京』 『東京大学中国語中国文学研究室紀要』22号
　『東洋』 『東洋文化研究所紀要』第 174冊
　『開』 中国語学研究『開篇』vol.37（好文出版）
　『世』2、『世』4 『世界汉语教学』2019年第 2期、第 4期（北京语言大学）
　『中』 『中国語学』266号（日本中国語学会）
　『集刊』 『中國語言學集刊（Bulletin of Chinese Linguistics）』Volume12
	 Issue1（Brill）

　『現代』 『現代中国語研究』第 21期

学界展望
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『穀梁伝』がいかに位置するかを『今古学考』を中心に明らかにする。その上で廖平は
『穀梁伝』の成立と伝承についてどのように考えたかを『穀梁古義疏』の検討から考究
する。
　まず、廖平は礼制によって諸経伝を「今学」・「古学」に分類し、それは「孔子の年齢
による主張の変化に由来するもの」であるとした。このとき判断の基準となったのが、

『礼記』王制と『周礼』であった。そのうち、『穀梁伝』中の礼制が『礼記』王制とこと
ごとく合致することから、他の二伝よりも『穀梁伝』を高く評価する。
　そこで、廖平が『穀梁伝』をどのように修めたかが問題として立ち上がる。氏は『穀
梁古義疏』成立までに二つの段階があるとする。まず、初変期の学説が形成される以前
に『穀梁先師遺説考』としてまとめられた、范寧以前の『穀梁伝』解釈の探求である。
次に、自身の学説に『穀梁伝』を位置づけ、解釈するという段階である。これが、上述
の『礼記』王制に合致するという廖平の学説である。そして、廖平の「『穀梁伝』研究
は『穀梁古義疏』初変期の学説形成とは没交渉に開始された」と氏は述べる。これは重
要な指摘であろう。
　次に、『穀梁古義疏』に検討対象を移して伝の成立・伝承過程について検討が加えら
れる。そこには初変期学説が形成される以前の内容を含んでいるものの、注意が必要で
あると氏は述べる。それは、上述の『穀梁伝』を高く評価するという廖平の初変期の学
説にもとづく見解という点である。この行論についても精緻な文献の検討にもとづいて
周到に行われている。特に伝承過程については、『穀梁伝』に五家の異本があったとさ
れる「五家本説」にもとづいて、劉向を穀梁学に位置づけようとしたという指摘は注目
に値する。
　『今古学考』と『穀梁古義疏』を中心とした文献資料の検討・分析によって、初変期
の「平分今古」という廖平の学説の形成過程を明らかにしたことは、廖平研究の新たな
一歩として大きな意味を持つ。加えて、論旨も実に明快で、行論も理路整然としており、
実証的な検討がなされている。以上の理由より、日本中国学会賞を受賞するに値する水
準の論文であると考えられる。
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に『中庸』、『孟子』の朱熹編集本を多く使用していた。
　さらにコボは「無極とは天・地・人・物を統括・主宰する者である」と述べ、朱子学
の文脈における絶対善であり、形而上の「天理」の意味的な内実を、天地万物を生み出
す、無形のキリスト教の「神」に変容させていた。
　その他、本論文は、コボが宋学上の重要な「道統」や「道心」等の概念をキリスト教
の教理説明に援用していており、『真伝実録』の執筆時には、朱熹の『四書集注』がコ
ボの手元にあり、マニラ在住の知識人、士大夫との交流から「四書」や集註の重要性を
知っていた可能性があると推測している。このようなかたちで、コボが儒家・宋学を先
立てたことは、世界哲学史的に見て特筆すべきことと考えられる。
　またキリスト教の神 Deus の訳語「天主」は、ルッジェーリが『天主実録』で初めて
使用したものだが、コボはこの「天主」が大明国の「無極にして太極」に当たる、つま
り「無極」が「天主」の同義語、ないし「天主」の備える「無極なる」形而上性を表す
言葉として理解・受容したのである。「無極」概念は、周敦頤による『太極図』に基づ
くが、コボは生成論および神の無限・無窮な性質を重視するキリスト教否定神学的な視
点から「無極」概念を中国哲学のうちから見出した可能性がある。　
　以上、『真伝実録』では宋学の概念を多用し、『真伝実録』の中国古典を多く引用して、
キリスト教の教義に関わる議論に組み込んだ点は、リッチの『天主実義』と類似してい
る、あるいはむしろ先行していた。他方、コボは「天主」等の概念を説明する際に「無
極」等、当代中国知識人の共通認識たる宋学の最重要概念を用いており、リッチの古典
重視のアプローチとは明らかに異なっていたと指摘する。
　以上、本論文が、文献学的、哲学的考察により、明確でなかった中国宣教初期キリス
ト教の中国哲学の重要概念理解とキリスト教との適合の試みをあぶり出したものといえ
る。以上の理由より、本論文は、日本中国学会賞を授与するのに値するものと考える。

［哲学・思想部門］
韓淑婷「佐久間象山の『喪礼私説』について―幕末における『家礼』受容の一例」

　本論文は、廖平の初変期の学説をまとめた『今古学考』および、同時期に著された
『穀梁古義疏』の検討を通して、廖平の初変期の学説において『穀梁伝』がいかに位置
づくかを闡明せんとするものである。
　これまでの廖平研究は、「六変」に着目したものを中心に行われてきた。だが、氏も
述べるように「その経学に関する研究」が「これまで必ずしも十分になされてきた」か
というと、巨視的・総論的研究であった憾みがある。たしかに、廖平の思想全体を把握
する営為も必要ではある。しかし、同時にそれぞれの廖平の言説にもとづいた、微視的
な研究も行われる必要があろう。本論考はかかる視座より廖平の初変期の学説と、『穀
梁伝』の関係を詳細に検討した意欲的な研究である。
　本論考の問題意識と方法は、次の二つに要約されよう。まず、廖平の学説において
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に仮託した信念や思いが多方面に影響を与え、通俗小説を取り巻く環境を変えていった
可能性に言及し結びとしている。

本論文は一言で言えば郭勛の文学活動に関する研究ということになろうが、武人の立
場から小説を捉え直す視座と、政治的文脈から小説を読み返す視座とを交錯させ、その
うえに粘り強く積み上げた数多の新史料と独創的な着眼から、二大小説出版の背後に隠
された意図と影響を鮮やかに描き出して間然する処がない。以上、本論文は日本中国学
会賞を授与するに値するものと判断する次第である。

［哲学・思想部門］
王雯璐「マニラ刊行『無極天主正教真伝実録』（1593）の研究―同時代カトリック教
理書との関連を中心として」

　本論文では、1593 年フィリピンのマニラにおいて漢文で刊行出版されたカトリック、
ドミニコ会士ファン・コボによる教理書『無極天主正教真伝実録』の内容が検討される。
その際、同時代に中国大陸で出版されたイエズス会士たちによる教理書と比較対照する
ことで、本書の性質や特徴の一端を明らかにしている。
　明末中国においてヨーロッパの宣教師が作成した漢文カトリック教理書については、
イエズス会神父マテオ・リッチの『天主実義』に関する研究は汗牛充棟の観がある。こ
れに先んじては、同会士ルッジェーリが『新編天主実録』を著しており、こちらも従来
注目されてきた。
　他方、コボ『真伝実録』は 1593 年にフィリピンのマニラで出版されたもので、出版
史・書籍史の研究者に注目され、天文地理の知識をアジアにもたらしたことが強調され
てきた。さらに、本書のファクシミリとともに全面的に本書を紹介する研究は、スペイ
ンの研究者ビラロエル等によりなされてきた。
　一方本論文では、従来、本格的研究がなされてこなかった、カトリック教理面・哲学
面の内容に注目し『天主実録』や『天主実義』と比較しつつ、概念翻訳において如何に
中国哲学が咀嚼理解され、それがキリスト教義とすりあわされたかの実情を解明してい
る。
　『真伝実録』では先行するルッジェーリの表現を基礎にしながらも、内容をより充実
させている。たとえば天地自然の道が盛大で、万物が相害せず、相悖らないのは「無極
之所爲大」と述べ、これを神の大いなるしわざと読み換えた。このように儒教の根本概
念を援用してキリスト教理論に組み入れることは、ルッジェーリの『天主実録』には見
られず、むしろリッチの『天主実義』の方針に先立つものであった。
　『真伝実録』はいわゆる自然神学、すなわち被造物とその自然本性を秩序づけた唯一
絶対の神の論証に至る、という手法を取っており、コボの『真伝実録』ではこうした方
法が全書に貫かれていた。論述の際、コボは様々な儒教古典を引用している。具体的に
は『中庸』、『史記』、『書経』、『孟子』、『論語』からの引用が見られる。コボは四書、特
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〔日本中国学会賞〕選定の結果ならびに理由
［文学・語学部門］
井口千雪「武定侯郭勛による『三国志演義』『水滸伝』私刻の意図」

本論文は明代嘉靖期の権臣郭勛という人物がなぜ、当時蔑まれていた通俗小説『三国
志演義』『水滸伝』の両書を、政治的地位を危険にさらしてまで私費で自主的に出版し
たのか、その刊行動機を緻密な郭勛の生平考証と小説の読解から解き明かした労作であ
る。

郭勛なる人物が『三国志演義』『水滸伝』を刊刻したことについては、嘉靖後期から
万暦初期の間に成立した『晁氏寶文堂書目』中巻に「『水滸伝』武定版」「『三国通俗演
義』武定版」の文字が見え、これらは郭勛による家刻本と見做されていたものの、明確
に特定できる刊本が伝存せず、「郭武定本」の研究は着手しにくいテーマであった。ま
た郭勛その人についても、彼の生平や文学活動に焦点を当てた先行研究は乏しく、網羅
的な調査は行われていなかった。

本研究ではまず、井口氏のこれまでの郭勛生平研究の基礎のうえに新しい史料の発見
とあわせ、武定侯郭家の高い社会的地位、高い文化水準、豊富な刻書活動を次々に明ら
かにしていく。特に郭勛がわざわざ医書『千金寶要』を刊刻した意図として、出版事業
が人々と社会に与える影響を熟知していたとする指摘や、李開先、高儒など通俗小説と
関わりのある人物との交遊関係を見出した点は興味深い。今後、郭勛を研究しようとす
る者にとっては、本研究の到達点から出発することになるであろう。

次に本論文の前半部では二つの面から郭勛が『三国志演義』を私刻する動機を解明す
る。一つ目は、郭家に関連する詩句を丹念に掘り起こし、郭勛が武臣の立場から諸葛孔
明や関羽といった三国志物語の英傑を敬愛し、彼らへの共鳴感が『三国志演義』刊刻に
駆り立てる要因となった可能性を示唆する。もう一つは、筆者のこれまでの研究に基づ
き『三国志演義』の所謂嘉靖壬午序本の関中修髯子を郭勛の号と見做し、郭勛自身が序
を書いたとする前提から、明朝中葉において蜀漢正統論を改めて強調する背景には、当
時の朝廷の一大論争であった「大礼の議」における皇統の正統性の問題が関わっており、
議礼派に属していた郭勛が世宗や議礼派を擁護する目的で意図的に序文を附して『三国
志演義』を私刻したのではないかと推察する。

そして後半部では、郭勛と『水滸伝』との内在的な繫がりを三つの側面から明らかに
する。一つは、郭勛が抱く武官軽視の明代社会への不満を史料の中から浮かび上がらせ、
武官の社会集団に帰属していた郭勛が、『水滸伝』中の文官に虐げられる武官の現実に
共感し、『水滸伝』の私刻に至ったのではないかと述べる。次に、郭勛の行動は国のた
めとはいえ無頼漢を招集するなど『水滸伝』の登場人物の境遇と符合する部分が多く、
水滸的好漢を模倣する一方で、自らの不法行為を正当化する狙いがあったのではないか
とする。続けて、郭勛が世宗の庇護する上清宮の邵元節ら正一教の道士と共同体を成し
ていた事実を明らかにし、その称揚を目的の一つとして龍虎山上清宮の一幕から始まる

『水滸伝』を私刻したのではないかと指摘して、最後に郭勛が『三国志演義』『水滸伝』
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    ④　選挙管理委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
    ⑤　研究推進・国際交流委員会
    ⑥　広報委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
    ⑦　将来計画特別委員会　

（５）入会申込者の審査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（６）退会申出会員等の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（７）顧問の嘱任について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（８）その他　　　　

通信による臨時評議員会（5 月 22 日付）
一、報告事項
（１）2020 年度日本中国学会賞授賞者の決定について

二、審議事項
（１）新入会員の決定について
（２）顧問嘱任の件について

2020 年度臨時理事会
〇 5 月 25 日（月）20 時～ 21 時
　　　Zoom によるオンライン会議
　一、審議事項

（１）緊急時対応案の補足について
（２）慶弔内規について
（３）全国大会の代替案について

　二、報告事項
（１）評議員選挙の再延期について

通信による臨時評議員会（6 月 1 日付）
　一、審議事項

（１）大会時の緊急事態対応ガイドラインについて
（２）本年度の大会について

通信による臨時評議員会（7 月 19 日付）
　一、審議事項

（１）本年度大会の開催形態について
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（４）2019 年度総会次第について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（５）その他

第 71回大会は台風の影響により中止

通信による臨時評議員会（11 月 6 日付）
一、審議事項
（１）大会参加費等の払い戻しについて

2020 年 4月～ 8月

通信による臨時評議員会（4 月 29 日付）
　一、審議事項

（１）「学界展望」の延期について

通信による臨時評議員会（4 月 30 日付）
　一、審議事項

（１）評議員選挙の延期について

2020 年度第１回理事会
〇 5 月 18 日（月）20 時～ 21 時 10 分
　　　Zoom によるオンライン会議

一、報告事項
（１）理事長報告
（２）各種委員会報告                                    
（３）学会報編集担当校・大会開催校等について　　　　　　　　　　　　　
（４）日本学術会議報告
（５）会員動向について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（６）その他

二、審議事項
（１）2020 年度学会賞受賞者の決定について　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）2019 年度決算・監査報告　　　　　　　　　　　　　　　　
（３）2020 年度予算案       　　　　　　　　　　　　　　　　
（４）2020 年度各種委員会事業計画
    ①　大会委員会
    ②　論文審査委員会
    ③　出版委員会
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彙　　報

2019 年 9月～ 2020 年 3月

2019 年度第 2回理事会
○ 10 月 11 日（金）13 時～ 14 時 50 分

　於関西大学千里山キャンパス第 1 学舎 1 号館 3 階 A301 教室
一、報告事項
（１）理事長報告
（２）各種委員会報告　　　　　　　　　　　　　　　
（３）『日本中国学会報』第 71 集及び会員名簿の発行について
（４）学会報編集担当校・大会開催校等について　　
（５）会員動向について　　
（６）その他

二、審議事項
（１）入会申込者の審査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）退会申出会員の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（３）2019 年度評議員会議事次第について         　　　
（４）2019 年度総会次第について　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（５）各種委員会提案審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（６）その他

2019 年度評議員会
〇 10 月 11 日（金）15 時～ 16 時 50 分
　　　於関西大学千里山キャンパス第 1 学舎 1 号館 3 階 A301 教室
　一、報告事項

（１）理事長報告
（２）各種委員会報告　　　　　　　　　　　　　　　
（３）『日本中国学会報』第 71 集及び会員名簿の発行について
（４）学会報編集担当校・大会開催校等について　　　　　　　　　　　　　　
（５）会員動向について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（６）その他

二、審議事項
（１）2018 年度決算・監査報告                                  
（２）2019 年度予算案                                         
（３）新入会員の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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had considerable influence on early Sinitic poetry and Gozan 五山 literature, but Japanese 

reprints appeared only during the Edo period. Although the Sekikyō Sanbō edition was 

published comparatively late among Japanese reprints of Tao Yuanming’s writings, its 

origins go back a long way, and its value as the finest Japanese reprint must be recognized 

by all. In particular, the Sekikyō Sanbō edition is intrinsically linked to the Shukukoku Tō 

sekikyō 縮刻唐石經 that Kōdō published around the same time, and it is to be supposed 

that its publication was undertaken not merely for the sake of enjoying Chinese poetry and 

that the goal of bringing about Confucian education in poetry also played a large part in its 

publication.
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房 edition of the Tao Yuanming wenji 陶淵朙文集 published by Kōdō in 1840 （Tenpō 天保 

11）.
Kōdō was an avid reader of Tao Yuanming’s writings already in his early twenties and 

was strongly drawn to his life of hearty drinking. But in his thirties and forties he came 

to take an interest rather in Tao Yuanming’s life as a recluse and gave expression to his 

own aspirations in life through twenty poems “matching the rhymes” of poems by Tao 

Yuanming. Worthy of particular note is the fact that Kōdō was fully cognizant of the format 

of poems modelled on those of Tao Yuanming and was attuned to the inner spirit of earlier 

such poems by Gensei Shōnin 元政上人 and Muro Kyūsō 室鳩巢, and Kōdō’s poems 

could be said to have been an extension of their works. In his later years, Kōdō’s devotion 

to Tao Yuanming was directed not only at the contents of poems modelled on those of 

Tao Yuanming but also at his calligraphy, and it exhibited a composite modality. It is to be 

surmised that the publication of the Sekikyō Sanbō edition of the Tao Yuanming wenji was 

a manifestation of Kōdō’s long-standing admiration of Tao Yuanming and his writings.

During his thirties, Kōdō became dissatisfied with existing collections of Tao Yuanming’s 

writings and set about editing them himself, but because he was unable to make use of old 

Song and Yuan editions, this task came to a standstill. Kōdō had an opportunity to view 

a Shaoxing 紹興 reprint for the first time in the Kansei 寛政 to Kyōwa 享和 eras, and he 

was finally able to resume editing in the late Bunsei 文政 era. At the time, Kōdō made use 

of a Shaoxing reprint owned by Kariya Ekisai 狩谷棭齋 and the Xuxi 須溪 edition held by 

Ichino Mitsuhiko 市野光彥. The block copies were prepared on this occasion by Kōdō’s 

friend Maki Ryōko 卷菱湖 and his pupils Kojima Seisai 小島成齋 and Miura Joshū 三浦
汝楫, while the epigraph and preface were produced by his teacher Hayashi Jussai 林述
齋. In other words, the publication of the Sekikyō Sanbō edition was not an achievement 

accomplished by Kōdō alone and was achieved only with the cooperation of some close 

acquaintances.

When editing Tao Yuanming’s writings, Kōdō had in his possession several published 

and manuscript editions, including the Kanbun 寛文 edition, the Shaoxing reprint, and 

a manuscript copy of the Xuxi edition. In particular, the Xuxi edition, the base-text of the 

manuscript copy, had been printed in 1483 （Chenghua 成化 19） and could be said to be 

just as valuable as the Shaoxing reprint. But in the end Kōdō used the Shaoxing reprint as 

his base-text. This was because he was well aware of its textual and artistic value. However, 

he had doubts about the authenticity of titles such as the Ji shengxian qunfu lu 集聖賢群
輔錄 included in the base-text and ended up removing them. But in the end there were 

preserved no signs whatsoever of Kōdō’s textual criticism in the Sekikyō Sanbō edition. 

It is evident from this that Kōdō took meticulous care in order to preserve and circulate 

valuable works in their original form.

Tao Yuanming’s writings had been brought to Japan already during the Heian period and 
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Riken’s and Chikuzan’s theory of governance was based on that of Ranshū, and it can be 

confirmed that theirs was a theory in which social institutions are developed through laws, 

people are guided towards desirable behaviour, and by making them take such action they 

cultivate a sense of morality. The theory of governance of Confucians of the Kaitokudō 

can be schematically expressed as policy → environment → action → mind, and it thus 

overlaps exactly with that of the Sorai school.

In this fashion the Kaitokudō’s theory of governance took over that of the Sorai school, 

but it differed from the latter in that it also paid attention to those who are ruled. This 

was because the Kaitokudō educated townspeople through discussion, in which case it 

becomes necessary to reposition Riken’s theory of human nature. That is to say, Riken’s 

theory of human nature maintained that the ruled conformed of their own volition to 

social institutions put in place by the ruler, and here moral theory becomes subsumed by 

political theory. If this is taken as a further development of the Sorai school on the part of 

the Kaitokudō, then it could be considered that the Kaitokudō added to the Sorai school 

self-cultivation to be practised by all people and developed a form of the Sorai school that 

was for all people.

But because the Kaitokudō reinterpreted Neo-Confucianism on the basis of the Sorai 

school and was also unable to decide whether morality or political artifice was the basis of 

governance and to sort out the twin perspectives of the ruler and the ruled, in later times it 

was considered to have lacked systemicity as a body of thought.

On Matsuzaki Kōdō’s Reception of Tao Yuanming: With a Focus 
on the Publication of the Sekikyō Sanbō Edition of the Tao Yuanming Wenji

FU Jiayin

Matsuzaki Kōdō 松崎慊堂 was a Confucian scholar in the latter part of the Edo period, 

and he is widely known for the Shukukoku Tō Kaisei sekikyō 縮刻唐開成石經. Not only 

was Kōdō well versed in Confucian canonical texts, but he also had a profound knowledge 

of literary works. He not only enriched his own life as a reader through Chinese prose 

and poetry, but was also involved in the editing and publishing of anthologies of Chinese 

prose and poetry and made an enormous contribution to the circulation of Chinese prose 

and poetry in the latter part of the Edo period. In this article, drawing on materials such as 

the Kōdō zenshū 慊堂全集 and Kōdō nichireki 慊堂日曆, I endeavour to elucidate aspects 

of Kōdō’s reception of Tao Yuanming 陶淵朙 and one aspect of the reception of Chinese 

literature in the latter part of the Edo period, with a focus on the Sekikyō Sanbō 石經山
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The Kaitokudō’s Theory of Governance: 
Its Connections with the Sorai School in Terms of Intellectual Thought

KURODA Hidenori

The school Kaitokudō 懷德堂, established in Osaka, Japan, in the early modern period, 

reached its peak under the brothers Nakai Chikuzan 中井竹山 and Nakai Riken 中井
履軒, and because their teacher Goi Ranshū 五井蘭洲, who taught at the school, took a 

clearly anti-Sorai 徂徠 stance from a vantage point that defended Neo-Confucianism, 

there was formed at the Kaitokudō a sectarian tendency opposed to the Sorai school. 

The Neo-Confucianism of the Kaitokudō is in fact said to have carried over the political 

orientation of the Sorai school, but this has never been examined in concrete detail. In 

this article, I accordingly consider the line of connections from the Sorai school to the 

Kaitokudō in terms of the history of thought by comparing the Kaitokudō’s theory of 

governance with that of Neo-Confucianism and the Sorai school, with a focus on the 

crackdown on extravagance, which was a political issue in the middle and latter part of 

the Edo period.

In the theory of governance in Neo-Confucianism, a virtuous person exerts influence on 

the minds of the populace by means of the virtuous qualities that he has cultivated in his 

own person and thereby also awakens people to moral virtues and brings about a realm 

that is at peace. Therefore, the likes of institutions and laws are not incorporated in its 

doctrines as primary methods of governance. Thus, Muro Kyūsō 室鳩巢, a representative 

Neo-Confucianist of the mid-Edo period who was also involved in the Kyōhō 享保 reforms, 

considered the appointment of virtuous men as administrators to be the key to cracking 

down on extravagance, and the theory of governance based on Neo-Confucianist thinking 

can be schematically expressed as mind → action → environment → policy.

In contrast, Ogyū Sorai 荻生徂徠 did not take into account the morality of administrators 

in his methodology of governance and made the development of institutions the sole 

means of cracking down on extravagance. According to Sorai, by influencing by means of 

institutions the actions people are able to take without their becoming aware of this and 

making them repeat this behaviour, people’s minds will eventually change for the better. 

Sorai’s theory of governance can be schematically expressed as policy → environment → 

action → mind.

In the case of the Kaitokudō, Ranshū maintained that the establishment of institutions 

was indispensable for making people frugal, and he sought to change people’s minds by 

means of institutions. Furthermore, he also argued that if the general populace is able to 

practise frugality, then ultimately the ruler, too, will not indulge in extravagance, and the 

sovereign is not regarded as someone who takes the lead in practising moral behaviour. 
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Panlong’s poems the word “bright moon” is used in the sense of “bright-moon pearl.”

In section 2, I consider expressions in which literary allusions to zhu 珠 （pearl） and bi 璧 

（jade disc） are linked in the Kobunji school. Li Panlong was indifferent to the distinction 

between zhu and bi, and he used expressions in which literary allusions to “bright-moon 

pearl” and “jade disc worth a string of cities” （連城璧） are linked. Dazai Shundai 太宰春
臺 criticized such expressions that fail to distinguish between zhu and bi, considering them 

to be wrong. The prime example of an expression linking zhu and bi is “bright-moon jade” 

（朙⺼璧）. There are very few examples of this expression, but it was used in exceptional 

cases by poets of the Ming Guwenci 古文辭 school. Poems of the Ming Guwenci school 

are often considered to have thoroughly imitated Tang poems, but there also exist in these 

poems unusual expressions such as this that are not found in Tang poems. Expressions 

linking zhu and bi are also found in poems of scholars and literati of the Edo period, who 

revered the Ming Guwenci school. However, there are also few examples of the use of 

“bright-moon jade” in Sinitic poetry of the Edo period, and Takano Rantei 高野蘭亭 uses it 

with conspicuous frequency when compared with other poets.

In section 3, I discuss the relationship between Takano Rantei and expressions linking 

“bright-moon pearl” and “jade disc worth a string of cities.” Expressions linking “bright-

moon pearl” and “jade disc worth a string of cities” are found in poems sent to Rantei by 

his teacher Sorai, and similar expressions are used in poems sent by Rantei to Sorai. It is 

to be surmised that through such exchanges Rantei formed an attachment to expressions 

linking “bright-moon pearl” and “jade disc worth a string of cities” and began to use 

the strange term “bright-moon jade” in his own poems. Rantei understood the literary 

allusions to “bright-moon pearl” and “jade disc worth a string of cities” by linking them to 

himself, and he called, for example, his own home “Bright-Moon Mansion” （Meigetsurō 朙
⺼樓）. He also used expressions linking “bright-moon pearl” and “jade disc worth a string 

of cities” with reference to other people, too, one of whom was Akiyama Gyokuzan 秋山
玉山. It is interesting to note that Gyokuzan used expressions linking “bright-moon pearl” 

and “jade disc worth a string of cities” only in poems pertaining to Rantei. He remembered 

these expressions by associating them with Rantei.

In section 4, I provide an overview of the type of self-perception that, rather than 

modelling oneself on people of yore, establishes oneself within a system of authoritative 

allusive expressions, as can be seen in the case of Takano Rantei.
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With regard to the native Japanese reading of du 篤, the Chōchūkō quotes Ishō’s view, 

similar to that given in the Iwase edition, and in order to lend weight to this interpretation 

it quotes an example of the phrase 篤行李 from the Shangu waiji shizhu 山谷外集詩㊟, 

another collection of Shangu’s poems, and also quotes an example of the use of the word 

xingli 行李 in one of Shangu’s letters from the Shangu laoren daobi 山谷老人刀筆. The 

Sankoku gen’un shō, on the other hand, cites Ishō’s view, similar to that given in the Iwase 

version, but presents a new interpretation from the perspective of a Zen monk, namely, 

that xingli means “cultivated practice.” Hōshuku’s Yonezawa Commentary does not have 

anything in particular to say in this regard.

To summarize the characteristics of Sinitic commentaries on Shangu’s poems as seen 

through a comparison with the Iwase version, the Chōchūkō sets out in detail the views of 

earlier Zen monks and quotes corroborative examples. The Sankoku gen’un shō, on the 

other hand, presents views similar to those of earlier Zen monks but also adds views from 

a different perspective.

Zen monks in Japan each accumulated interpretations of Shangu’s poems and quotations 

from Chinese works, and it was probably because they were unable to write all of their 

comments in a printed edition that there were born commentaries （shōmono 抄物） as 

independent works that recorded only their own interpretations and quotations from 

Chinese works. In the view of Banri, the compiler of the Chōchūkō, the oldest extant 

Sinitic commentary on Shangu’s poems, the fact that the Iwase version is filled almost 

to overflowing with the views of Zuikei 瑞溪, a Zen monk of the immediately preceding 

generation, may have presaged the birth of Sinitic commentaries on Shangu’s poems.

“Bright-Moon Jade” and Takano Rantei

TAKAYAMA Daiki

By focusing on distinctive expressions to be seen in poems of the Kobunji 古文辭 

school, this article sheds light on the self-perceptions of poets of this school.

In section 1, by way of introduction I examine the influence of the poems of Li Panlong 

李攀龍 to be seen in Edo-period commentaries on the Tang shixuan 唐詩選. The Tōshi 

kukai 唐詩句解 by Irie Nanmei 入江南溟, one of Ogyū Sorai’s 荻生徂徠 pupils, gives 

a rather strange interpretation of the poem “Ye song Zhao Zong” 夜送趙縱 （“Seeing 

Off Zhao Zong at Night”） by Yang Jiong 楊炯. It says that the word “bright moon” or 

“moonlight” （朙⺼） in the final line （朙⺼滿歬川） embodies the meaning of “bright-moon 

pearl” （朙⺼珠）. It is to be surmised that this interpretation derives from the fact that in Li 
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On Interlinear Glosses in a Gozan Edition of the Shangu Shi Jizhu 
Held by Iwase Bunko Library, Nishio: 

In Connection with Sinitic Commentaries  on Huang Shangu’s Poems

O‾ SHIMA Erika

Among Japanese Sinit ic commentaries on the poems of Huang Tingjian 黃庭堅 

（1045–1105; hao 號: Shangu 山谷）, there have survived the Chōchūkō 帳中香 by Banri 

Shūku 萬里集九 （1428–?）, the Sankoku gen’un shō 山谷幻雲抄 by Gesshū Jukei ⺼舟壽
桂 （?–1533）, and the Sankokushi shūchū 山谷詩集㊟ （hereafter Yonezawa Commentary 

on account of its being held by Yonezawa City Library） by Hōshuku Shusen 彭叔守
仙 （1490–1555）. But it is unclear from these three Sinitic commentaries alone what 

sort of views there existed prior to their composition and how these earlier views were 

incorporated into these commentaries. In order to answer these questions, in this article 

I take up from among Gozan 五山 editions of Shangu’s poems the interlinear glosses 

in the Gozan edition of the Shangu shi jizhu 山谷詩集㊟ held by Iwase Bunko Library, 

Nishio （hereafter Iwase version）, which includes in its interlinear notes a considerable 

number of interpretations attributed to named Zen monks who belong, moreover, to 

earlier generations than Banri Shūku, the compiler of the Chōchūkō, and I analyze them 

by comparing them with the above Sinitic commentaries.

The gloss on the lines 西風挽不來、殘暑推不去 in the poem “He da waijiu Sun 

Shenlao” 和答外舅孫莘老 in fasc. 2 of the Iwase version, taking into account the Qianxi 

shiyan 潛溪詩眼 by Fan Wen 范溫, states that the way in which this couplet has a break 

between the first two characters and the last three characters is a type of line structure 

of the Jiangxi 江西 school of poetry that began with Shangu. The Chōchūkō gives a more 

detailed explanation of the interpretation given in the Iwase version, again stating that 

the particular combination of the first two characters and the second three characters 

represents a line structure of the Jiangxi school. The Sankoku gen’un shō gives the same 

interpretation as the Iwase version, while Hōshuku compares both commentaries and 

quotes the more detailed explanation of the Chōchūkō in his own Yonezawa Commentary.

Again, as regards the line 念公篤行李 in the poem “Ji Pei Zhongmou” 寄裴仲謀 in fasc. 

2 of the Iwase version, in his Shangu shi jizhu Ren Yuan 任淵 quotes the Shuowen jiezi 說文
解字 for the character du 篤, in which case this line can be taken to mean “I am concerned 

that you will be delayed in your journey.” The Iwase version gives a different interpretation 

（相搆、徃來ヲ、篤セヨ; 能養生セヨソ）, saying that it is the same as the interpretation 

of Ishō Tokugan 惟肖得巖 （1360–1437）. In addition, the Iwase version rejects the native 

Japanese reading tashinamu （kun 困） for du 篤, based on Ren Yuan’s commentary, and 

adopts the reading atsū su （dun 敦）.
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it that some sentences in Chinese feel like “flowing water”?

In this regard, mention may be made of the fact that the way in which one sentence is 

set off from another sentence in Chinese differs from other languages such as English 

and Japanese. Taking into account the fact that sentence breaks in Chinese differ from 

Japanese, English, and so on, in this article I discuss the rhetorical characteristics of 

sentences deemed to be “sentences like flowing water.”

Ever since Lü Shuxiang coined the designation “sentence like flowing water,” such 

sentences have in subsequent research in the area of linguistics been considered to be 

complex sentences made up of several clauses in which the links between individual 

clauses are relatively weak, conjunctions and so on are not used, and there are usually 

several subjects. But it is unclear how long a sentence should be for it to be considered a 

“sentence like flowing water,” nor has it been strictly defined how weak the links between 

individual clauses should be. What would seem to be important when considering 

sentences such as those deemed to be “sentences like flowing water” is “continuous 

structure” as defined by Givón （1997）. According to Givón, there are two methods 

for achieving grammatical complexity, namely, embedding and continuity. Chinese 

is a language in which it is relatively dif ficult to adopt methods of embedding such 

as adnominal modification and continuative modification. Conversely, not only is the 

structure common in which several verbal phrases follow one another, but elements that 

semantically speaking could be embedded as modifiers form clauses that are comparatively 

independent. Chinese could be said to be a language that favours a “continuous structure.”

It can be supposed that Chinese has also developed rhetorical structures in a form that 

makes use of “continuity.” Among complex sentences using this kind of “continuity,” in this 

article I examine in particular sentences of the type that is felt to be “like flowing water.” 

In instances of “continuity,” new elements are added to elements that have previously 

appeared, and for this reason the semantic subject may change partway through or there 

may be a shift from static description to dynamic description. And because the elements 

are arranged paratactically in this kind of “continuity,” the reader, too, takes cognizance 

of them in the order in which they appear in the sentence. This is the reason that such a 

sentence is felt to be “like flowing water.” Having discussed these points, lastly I compare 

such sentences with examples of their translation into Japanese and English and also 

reconsider, in terms of Chinese, expressions used in Gao Xingjian’s “stream of words.”



（ 16 ）

In section 7, I discuss the meaning of “love,” which suddenly appeared before 

Chuanqing, who was struggling to become a “Chinese youth.” This “love,” directed at 

Yan Ziye’s daughter Yan Danzhu 言丹朱, was not the “free love” practised by “Chinese 

youth” and was instead a self-righteous emotion discovered solely in order to form a family 

relationship with Yan Ziye, Chuanqing’s ideal. Having mistaken the meaning of modern 

love, the tale of Chuanqing’s pursuit of the image of “Chinese youth” begins to unravel.

Section 8 focuses on Chuanqing’s behaviour after the breakdown of his “love” for 

Danzhu. The breakdown of his “love” not only makes it impossible for him to form a family 

relationship with Yan Ziye, after whom he aspires, but also has the decisive meaning 

of making it impossible for him to pursue the illusory image of “Chinese youth.” What 

Chuanqing, driven into a corner, ultimately found was irrational violence. In this section, 

I point out that the domineering violence exhibited by Chuanqing was closely related to 

patriarchal control.

In the final section, having confirmed that the image of “Chinese youth,” as well as being 

the aspired-for image of a male, could also become a heavy burden for men living during 

the Republican period, I conclude that “Jasmine Tea” is a story that ironically caricatures 

the way in which a protagonist hoping to become a “Chinese youth” ultimately destroys 

himself.

“Sentences Like Flowing Water” in Chinese 
and Their Rhetorical Characteristics

HASHIMOTO Yōsuke

In an earlier article （“The Flow of Narrative Voice and the ‘Stream of Words’ in Gao 

Xingjian’s Soul Mountain,” Nihon Chūgoku Gakkaihō 60, 2008）, I analyzed Gao Xingjian’s 

高行健 style in line with his concept of “stream of words.” Gao Xingjian is a writer who has 

been strongly influenced by Western literature, but he has also said with regard to his own 

style that he has made use of the characteristics of the Chinese language. That being case, 

what are these characteristics? In research in the area of linguistics, the form used in Gao 

Xingjian’s style has been called “sentences like f lowing water” （liushui wen 流水文） by Lü 

Shuxiang 呂叔湘. Lü’s “sentence like f lowing water” is a characteristic of Chinese such 

that “one clause is followed by another clause, and in many instances the sentence may 

either end there or continue.” However, it has not been given a formally strict definition, 

and Lü referred to it as “sentences like f lowing water” largely on the basis of his own 

impressions. It is true that in Chinese sentences unfold “like flowing water.” But why is 
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provided discoveries and prompted self-reflection.

The Reverberating Voice of “Chinese Youth”: 
The Collapse of Ideals in Zhang Ailing’s “Jasmine Tea”

OGAWA Chikara

This article focuses on the short story “Jasmine Tea” （“Moli xiangpian” 茉莉香片） by 

Zhang Ailing 張愛玲 （Eileen Chang）, an author who was active in Shanghai during 

the Japanese occupation, and it examines how much of a heavy burden the concept of 

“Chinese youth,” regarded as an ideal during the Republican period, was.

“Jasmine Tea” is the story of Nie Chuanqing 聶傳慶, a male student who has come to 

Hong Kong to escape wartorn Shanghai after the outbreak of the Sino-Japanese War. In 

this article, I interpret “Jasmine Tea” as the tale of how Chuanqing, ridiculed for being 

feminine and suffering from an identity crisis, struggles to become a “Chinese youth” and 

ultimately destroys himself. Through such an interpretation, I consider the meaning of the 

pursuit of the ideal of “Chinese youth” and its collapse.

In sections 2 and 3, I focus on Yan Ziye 言子夜, a university professor whom Chuanqing 

idolizes. Yan Ziye possesses the “beauty” of a literatus and is endowed with both bravery 

and ambition, and Chuanqing regards him as an ideal male. That with which Yan Ziye, 

Chuanqing’s ideal male, confronts Chuanqing, mentally distressed on account of being 

ridiculed for being feminine, is the concept of “Chinese youth.”

In sections 4 and 5, I first summarize discourse about “Chinese youth,” a concept that 

was born during the Republican period, and then examine Zhang Ailing’s perception of 

this concept. “Chinese youth” was a model of a new masculinity that rebelled against the 

feudal system and sought to reform state and society by running away from old-fashioned 

homes and practising love based on the free will of men and women （i.e., free love）. On 

the basis of Zhang Ailing’s prose writings, on the other hand, I show that she displayed a 

derisive attitude towards this concept of “Chinese youth.”

From section 6 onwards, I essay an interpretation of “Jasmine Tea,” taking into account 

Zhang Ailing’s perception of “Chinese youth.” In section 6, having touched on the setting 

of “Jasmine Tea” and the situation at the time, I point out that Chuanqing discovered 

in the image of “Chinese youth” a strong and imposing “manliness” such as might 

become involved in rebuilding the state. But whereas the concept of “Chinese youth” was 

regarded as the aspired-for image of a male, this ideal image also became an obsession for 

Chuanqing, who yearned for “manliness.”
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through to civil war. Works regarded as the quintessence of his œuvre were produced 

one after another in wartime Kunming 昆朙, including a collection of twenty-seven 

sonnets called Shisihang ji 十四行集 （1st ed. 1942, 2nd ed. 1949）, the prose collection 

Shanshui 山水 （1st ed. 1943, 2nd ed. 1947）, and the novella Wu Zixu 伍子胥 （1946）. 
His writing is underpinned by speculation and poetical sentiment about life and death, 

humans and nature, and destiny and decision-making. Almost all prior research has 

concentrated on these two periods. The third period corresponds to the 1950s, after the 

establishment of the People’s Republic, and the tendency towards self-reflection and 

contemplation to be seen in his earlier writings disappears, to be replaced by a simple 

and clear poetic style praising new things of the age of socialism. The representative 

anthology of this period is the Shinian shichao 十年詩抄 （1959）.
Research on Feng Zhi in recent years, while centred on his writings of the 1940s, has 

extended its subject matter to the periods before and after this time and is characterized 

by studies that focus on the individuality of a writer who found himself in a period of 

transition. Studies that see the literary spirit consistently underlying Feng Zhi’s writings 

in “relentless self-negation” （Zhang Hui 張輝, 2005） or probe distinctive features of his 

lyricism in a self-reflective tendency and the image of metamorphosis （Wang Dewei 王德威, 

2017） have offered fresh perspectives in the study of Feng Zhi.

This article, drawing on the prose collection Shanshui （Landscapes） written in the 

1940s, examines the states discovered by Feng Zhi in landscapes （including people） in 

distant realms far from his home. He would later call the natural features and people of 

small European and Chinese towns and villages described in Shanshui “the mountains and 

rivers in my soul” （我靈魂裏的山川 [postscript to Shanshui]）. Until now, the Shanshui has 

been regarded as a lyrical travelogue written during the war of resistance against Japan 

and has not necessarily been adequately examined when compared with the Shisihang 

ji and Wu Zixu. But the influence of Rilke is the most pronounced in the Shanshui in its 

attitude towards “seeing” foreign realms in the outside world, and it is an uncommon 

work of prose that through precise observation gives expression in simple language to 

the beauty of “nameless, commonplace, simple, and sincere existence.” Feng Zhi himself, 

moreover, states that he cherished it like his own life.

This article first ascertains the atmosphere of Kunming and Southwest Associated 

University in the 1940s as the background against which this work was born. It then 

examines the inspiration provided by Rilke’s “seeing,” not only through the prose of the 

Shanshui but also through “The Story of a Childhood,” in which Feng Zhi looks back on 

his childhood as a temporally “foreign realm.” On this basis, I suggest that the time-space 

longed for by Feng Zhi in order to “organize” his desultory ideas and thoughts in the midst 

of unease and chaos as he stood at a crossroad in the late 1940s was the foreign realms of 

the Shanshui, that is, a simple state, interwoven by commonplace people and nature, that 
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importance on the poet’s individuality. In both cases the discussions have the shared 

premise of a framework consisting of a poet endowed with individuality, poems created by 

such a poet, and readers who savour and critique these poems, and the analogy likening a 

poem to a dream is used in both cases. But by analyzing in detail differences in their use of 

this analogy, I show that, while carrying over Zhou Zuoren’s and Guo Moruo’s discussions, 

Fei Ming further developed them and thereby shaped his own theory about new poetry.

Fur ther, in addition to the characteristic of placing impor tance on the poet’s 

individuality, there also appears in the Tan xinshi the question of universality, taking into 

consideration the existence of readers, and here too the analogy of dreams continues to 

be used. There is developed the argument that maintaining a balance between the twin 

directions of individuality and universality is important for new poetry, and a state in which 

the poem, likened to a dream, is suspended in midair, as it were, between the poet, who 

guarantees its individuality, and the reader, who guarantees its universality, is presented 

as a model for an ideal new poem. Moreover, this fact indicates that while Fei Ming’s 

theory of poetry was an extension of Zhou Zuoren’s and Guo Moruo’s discussions about 

self-expression, it was established by shifting these earlier discussions in a direction that 

pointed towards the autonomy of the text. Fei Ming’s theory of poetry, which was thus 

turning its attention to the autonomy of the text, was unusual when compared with other 

contemporary theories of poetry, and such a perspective could be said to have possessed 

great significance in modern Chinese poetic theory, in which the analysis of a poem’s text 

per se seldom became a subject of discussion.

The Distant Realms of Feng Zhi: 
With a Focus on His Prose Collection Shanshui

SATO‾ Fumiko

The creative writings of the poet Feng Zhi 馮至 （1905–93） can be broadly divided into 

three periods. The first period was from the waning of the May Fourth movement to 

the late 1920s, and many of his works from this period give sensitive expression in 

plain language to the melancholy and sense of helplessness of youth. Distinctive are 

lyric poems such as “The Snake” （“She” 蛇）, which makes use of striking similes （“My 

loneliness is a snake” 我的寂寞是一條蛇）, and narrative poems that draw their material 

from tragedy. Lu Xun’s 魯迅 assessment of him as “the most outstanding lyric poet in 

China” was made of him during this period. The second period, which followed a blank 

of about ten years, corresponds to the 1940s, from the war of resistance against Japan 
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yanyi. Further, judging from statistical data, literacy improved enormously during the 

Meiji era, and this may be considered to have led to an expansion of the male readership 

of the Sanguozhi yanyi. The Sanguozhi yanyi publishing boom of the Meiji era, when these 

conditions came together, could be described as a cultural phenomenon peculiar to the 

Meiji era, a time when Japan pushed forward to build a modern state.

When one surveys the cultural activities related to the Sanguozhi yanyi that were 

undertaken by people of the Edo and Meiji periods, the novel Sanguozhi yanyi may be said 

to have become part of Japan’s national literature, even though it was a work of foreign 

provenance, and the time has come, I believe, to regard Japanese translations of the 

Sanguozhi yanyi and derivative works of fiction as Japanese “classics” and reassess them 

from a viewpoint separate from that of Chinese literature.

The Importance Placed on the Poet’s Individuality in Fei Ming’s 
Tan Xinshi: His Further Development of “Dreams” as Self-Expression

TANAKA Yūta

The Tan xinshi 談新詩, the only book on new poetry by Fei Ming 廢名 （1901–67）, brings 

together transcripts of his lectures when he was teaching at Peking University from 

the 1930s to 1940s. It discusses various kinds of new poetry from the time of Hu Shi 胡
㊜, but its core thesis is simply that “the content of a new poem must be the content of 

a poem.” However, Fei Ming gives only a simple definition of the “content of a poem,” 

stating that it represents the completion of the “poem’s emotion” on the part of the 

poet, based on actual experience, and with regard to its substance he takes the vague 

approach of indicating it indirectly while commenting on actual examples of new poetry.

Past research has endeavoured to understand this discussion of new poetry, the crux 

of which is difficult to grasp, in line with the image of Fei Ming as a writer who was 

considered to be experimental and abstruse. But at the same time insufficient attention 

has been paid to an important characteristic of the Tan xinshi, namely, the importance 

attached to the poet’s individuality. In this article, I take note of the fact that the existence 

of sentiments based on the poet’s individuality is repeatedly emphasized in the Tan xinshi 

as a condition of outstanding new poetry, and I show that this idea followed on from 

discussions about self-expression that were developed by Zhou Zuoren 周作人 and Guo 

Moruo 郭沫若 in the first half of the 1920s.

But there are not only points in common but also differences between Zhou Zuoren’s 

and Guo Moruo’s discussions about self-expression and Fei Ming’s discussion placing 
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in Japan during the Edo period in the form of the Tsūzoku Sangokushi 通俗三國志, 

translated by Bunzan 文山 in 1691 （Genrokū 元祿 4）, and the illustrated Ehon tsūzoku 

Sangokushi 繪本通俗三國志. Then, during the Meiji era, these earlier translations as 

well as new translations, abridgements, and illustrated versions were letterpress printed 

in large quantities, and the culture of the Sanguozhi in Japan grew dramatically. Typeset 

translations of the Sanguozhi yanyi published during the Meiji era number sixty-four, 

including reprints, but their publication tended to be concentrated in certain periods, 

and one can differentiate three periods, namely, a first boom, a period of stagnation, and 

a second boom.

In 1877 （Meiji 10）, prior to the first boom, Nagai Tokurin 永井德鄰 published the first 

typeset translation of the Sanguozhi yanyi in Japan, and this was followed by the first boom 

from 1882 （Meiji 15） to 1890 （Meiji 23）. During these nine years thirty-seven translations 

were published, and it becomes evident through an examination of information about the 

publication of the Ehon Tsūzoku Sangokushi by Shimizu Ichijirō 淸水市次郞, a translation 

bound in Western style and published by Senshindō 潛心堂, and other translations brought 

out by publishers such as Seibunsha 成文社 and Bunjidō 文事堂 that the translators and 

publishers, while influencing one another, sought to differentiate themselves in their 

original illustrations and in their commentaries, binding, and so on and engaged in keen 

competition. Another distinctive feature of this period was the publication of a great variety 

of translations to meet readers’ demands, including an abridged version by Tsukinoya 

Shūri ⺼の舎秋里 and a pocket-sized illustrated version.

The number of published translations declined from 1891 （Meiji 24） to 1906 （Meiji 38）, 
marking a period of stagnation. But the Tsūzoku Sangokushi, for example, published in the 

Teikoku Bunko 帝國文庫 series by Hakubunkan 博文館, a leading publishing house, was 

reprinted several times during this period.

Then from 1907 （Meiji 39） the situation changed completely, and the second boom 

arrived, lasting until the end of the Meiji era. Not only did earlier translations and so 

on continue to be published, but the recension of the Sanguozhi yanyi edited by Mao 

Zonggang 毛宗崗 was translated into Japanese for the first time by Kubo Tenzui 久保天
隨. This was also a period during which academic research on the Sanguozhi yanyi made 

enormous progress through the writings of Kubo and Kōda Rohan 幸田露伴.

Several reasons can be posited for the popularity of the Sanguozhi yanyi and its 

dissemination during the Meiji era. One reason is that, because a translation was 

completed relatively early in the Edo period and various illustrated versions in the form of 

kibyōshi 黃表紙 and so on had been produced, it became possible to immediately embark 

on typeset versions in the early Meiji era. Another major factor was that during the forty-

five years of the Meiji era the number of typeset publications steadily increased throughout 

Japan, as a result of which it became possible to publish cheap versions of the Sanguozhi 
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a letter sent to him by Zhang Pu 張溥, the leader of the Fushe. But while past research has 

recognized this influence, negative views about this influence have predominated on the 

grounds that there is no material proving actual contact between them.

In this article, I present material showing Lu Yunlong’s association with the Fushe and 

Jishe, as well as pointing to concrete evidence of the influence of this association on his 

publishing activities. In addition, with regard to the Qingye zhong, for which there has been 

no decisive proof that it was written by Lu Yunlong, I present material corroborating his 

authorship. The structure of the article is as follows.

In section 1, I first ascertain actual references to the Fushe and Jishe in Lu Yunlong’s 

writings and so on.

In section 2, I take up Feng Yuanzhong 馮元仲, a publisher in Cixi 慈谿, Ningbo 寧波, 

as a figure who holds the key to demonstrating Lu Yunlong’s direct association with the 

Fushe and Jishe, and I describe his friendship with Lu Yunlong and his life.

In section 3, I first present materials pertaining to the relationship between Feng 

Yuanzhong of Cixi and the Fushe. I also point out that the names of large numbers of 

people associated with the Fushe and Donglin 東林 faction, shared with these materials, 

are found in books for examination candidates published by Feng Yuanzhong, that there 

exist several materials corroborating their relationship with him, and that he himself was 

a member of the Wenchangshe 文昌社, a branch of the Fushe. In addition, I show that in 

fact Lu Yunlong was himself involved in proofreading books for examination candidates, 

and I conclude that, judging also from other relevant materials, Lu Yunlong would seem to 

have formed concrete associations with the Fushe through these activities.

In relation to the above, in section 4 I examine the question of the authorship of 

the Qingye zhong, a collection of vernacular short stories about which there has been 

discussion as to whether or not it was composed by Lu Yunlong. In connection with the 

two figures Wang Wei 汪偉 and Zhu Jian 朱健, about which questions have been raised 

in these discussions, and the seal affixed after the preface, I present some convincing 

materials that lend substance to the view that Lu Yunlong was the author of the Qingye 

zhong.

The Translation and Publication of the Sanguozhi Yanyi 
during the Meiji Era

UEDA Nozomu

The Sanguozhi yanyi 三國志演義, composed during the Ming period, circulated widely 
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奇門遁甲 and undertake an inquiry into the consciousness of time among the Chinese 

people as reflected in the theory about telling the time by a cat’s eyes. I show that this 

theory, popular during the Ming-Qing period, was more closely related to divination 

techniques reflecting changes in yin-yang 陰陽 and the laws of nature. In other words, the 

Chinese chose a conceptual mode of time rather than actual observations. I also present 

the possibility that the idea of dividing into three the twelve branches in the theory about 

telling the time by a cat’s eyes （zi wu mao you 子午卯酉, yin shen si hai 寅申巳亥, and chen 

xu chou wei 辰戌丑未） may have evolved under the influence of a certain dynamic that is 

probably ubiquitous in Chinese culture, namely, the tripartite division of time such as is 

seen in the “one pneuma and three primes” of qimen dunjia.

The Publishing Activities of Lu Yunlong,
 the Commentator of the Xingshi Yan, and the Fushe

HYO‾ NO Kazue

The brothers Lu Yunlong 陸雲龍 and Lu Renlong 陸人龍 were booksellers who were 

active in Hangzhou 杭州 in the Chongzhen 崇禎 era of the late Ming. They leapt into 

fame on account of the Xingshi yan 型世言, a collection of vernacular short stories 

which, ever since its discovery in the 1980s in the Kyujanggak 奎章閣 Library at Seoul 

National University in Korea, has been mentioned alongside the Sanyan 三言 and Erpai 

二拍 collections as a work that had a great influence on the fiction of the late Ming and 

early Qing. But there is much that remains unclear about its publication, and little is 

known about the lives of the Lu brothers.

As well as being known for having written the preface to the Xingshi yan and having 

commented on it, the elder brother Lu Yunlong （1587–1666; zi 字: Yuhou 雨侯） was well 

known at the time as a publisher who published many books in the late Ming and early Qing, 

and because he is also regarded as the author of the novels Wei Zhongxian xiaoshuo chijian 

shu 魏忠賢小說斥奸書 and Qingye zhong 淸夜鐘, he has been the main subject of research 

in the past. What has been pointed out by many scholars is the promotion of patriotism and 

loyalty underlying his writings and publications and the influence on them of the politico-

literary society Fushe 復社 and the Jishe 幾社, which was under its umbrella.

In point of fact, references to the Fushe and Jishe often appear in books published by Lu 

Yunlong. The anthology of his poems called Cuiyuge jinyan 翠娛閣近言 includes close to 

fifty poems with comments such as “uses the rhyme of Chen Wozi” （用陳臥子韻） and “also 

uses the rhyme of the Jishe” （俱用幾社韻）, and his biography written by his son mentions 
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the Imperial Library of Peking, it has become clear, when one also takes into account 

the number of poems and its format, such as the page frames, the number of lines per 

page, and the arrangement of the lines, that the incomplete Song edition of the Ouyang 

Wenzhong gong ji seen by Wu Changshou was identical to the Jinti yuefu included in the 

Ouyang Wenzhong gong ji held by Tenri Central Library. Since this latter edition is an 

enlarged edition that was published after the publication of Zhou Bida’s original edition of 

the Ouyang Wenzhong gong ji in 1196, it is clear that the Jizhou edition of the Jinti yuefu that 

is identical with the Tenri version is not the version published in 1196.

The Jizhou edition of the Jinti yuefu is the Jinti yuefu that was included in an incomplete 

Song edition of the Ouyang Wenzhong gong ji held in the Imperial Library of Peking （and 

misidentified by Wu Changshou as Zhou Bida’s original edition of the Ouyang Wenzhong 

gong ji）, and it is not the Jinti yuefu included in the Ouyang Wenzhong gong ji compiled 

by Zhou Bida and published in 1196 in Jizhou, as had been thought to be the case in past 

research. It is, moreover, an enlarged edition to which thirteen poems were added in the 

Southern Song and is therefore not the archetype of the received text of the Jinti yuefu, 

and it is identical to the Jinti yuefu included in the Ouyang Wenzhong gong ji currently held 

by Tenri Central Library.

Chinese Consciousness of Time 
as Seen in the Theory about Telling the Time by a Cat’s Eyes

JIN Bonan

In Ming-Qing China, the theory that one can tell the time by changes in the shape of 

a cat’s pupil was popular. According to my past investigations, this theory circulated 

widely among the general populace during the Qing period, but it was not generally 

used as a method for telling the time, and it has become clear that with the introduction 

of scientific knowledge it became a target of criticism during the Republican period 

and gradually disappeared. But the most important questions relating to this theory—

the arrangement of the twelve terrestrial branches of the sexagenary cycle to indicate 

time in accordance with changes in the shape of a cat ’s pupil and the underlying 

consciousness of time—still remain unclear.

In this article, I survey developments that led to the establishment of the theory 

about telling the time by a cat’s eyes and, comparing it with its reception in Japan, I draw 

attention to its relationship with the concept of time seen in the idea of “one pneuma and 

three primes” （yiqi sanyuan 一氣三元） in the divinatory technique called qimen dunjia 
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metaphors involving the woodpecker and in raising the possibilities of their expressiveness 

to the utmost limits.

A Study of the Jizhou Edition of the Jinti Yuefu

HIGASHI Hidetoshi

The 3-fascicle Jinti yuefu 近體樂府 is included in fasc. 153 of the Ouyang Wenzhong gong 

ji 歐陽文忠公集, compiled by Zhou Bida 周必大 in 1196 （Qingyuan 慶元 2）, and because 

its date of publication and compiler are clear, it is considered to be highly reliable and 

anthologies of Ouyang Xiu’s 歐陽脩 ci 詞 poems published in later times have in almost 

all cases taken his poems from the Jinti yuefu.

When considering the Jinti yuefu, importance has until now been attached to the 

existence of the Jizhou 吉州 edition of the Jinti yuefu. The Jizhou edition is included in the 

Ouyang Wenzhong gong ji compiled by Zhou Bida that was published in 1196 in Jizhou, 

the home district of Ouyang Xiu and Zhou Bida, and it has been regarded as the source of 

the Jinti yuefu transmitted down to the present day and has accordingly been viewed with 

importance. But there is the question of why the number of poems contained in the Jizhou 

edition differs from the Sibu congkan 四部叢刊 edition and Siku quanshu 四庫全書 edition 

of the Jinti yuefu compiled in later times, and there have also been doubts about whether it 

is really possible to ascertain an actual copy of the Jizhou edition published in 1196.

In this article, I accordingly undertake an examination based on differences in the 

number of poems contained in the Jizhou edition of the Jinti yuefu and in the received 

text of the Sibu congkan and other editions, and having added the results of additional 

investigations at the National Library of China, I show that the Jizhou edition of the Jinti 

yuefu was not compiled in 1196, as has hitherto been maintained. In the past, when utilizing 

the Jizhou edition, instead of checking an actual copy of the version compiled in 1196, 

researchers have based themselves on the Jizhou edition included in the Renhe Wushi 

shuangzhaolou jingkan Song-Yuan benci 仁和吳氏雙照樓景刊宋元本詞 （Jingsong Jizhou-

ben Ouyang Wenzhong gong Jinti yuefu 景宋吉州本歐陽文忠公近體樂府）, a collection of ci 

poems of the Song and Yuan periods compiled in 1911–17 by Wu Changshou 吳昌綬 , and 

have conducted their discussions as if this were the Jinti yuefu published in 1196.

The Jinti yuefu edited by Wu Changshou was a version included in an incomplete Song 

edition of the Ouyang Wenzhong gong ji 歐陽文忠公集 held at the time in the Imperial 

Library of Peking, and as a result of my examination of a Song edition of the Ouyang 

Wenzhong gong ji currently held by the National Library of China, the successor to 
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Further, in the late Tang, with the establishment of the perspective of “woodpeckers, 

insects, and trees,” there emerged the contradictory two-sidedness of the woodpecker, 

which both eradicates harmful insects and damages trees.

By the Song period the woodpecker was being taken up as a symbol of justice defeating 

evil, as can be seen in the early Song in the poem “Zhuomu ge” 啄木謌 by Wang Yucheng 

王禹偁. Further, as is indicated by Sima Guang’s 司馬光 assessment of “Zhuomuniao” 啄木
鳥 by Wei Ye 魏野 as an “admonishment,” there had been established a shared perception 

that this topic possessed social and political implications.

It was Mei Yaochen 梅堯臣 who decisively impressed upon readers the political 

implications of the woodpecker in Song poetry, and he wrote of two major political 

incidents in the Jingyou 景祐 and Qingli 慶曆 eras by associating them with the 

woodpecker. Further, in some works the element of “humans” was added to the earlier 

interrelationship between woodpeckers and insects. This schema, with the addition of 

“humans,” was used the most effectively in the “Zhuomu ci” 啄木辭 by Ouyang Xiu 歐陽
脩, who argued that, when considering the protection of trees, the greatest threat was in 

fact human beings. A hopeless situation is depicted in this work, with insects eating trees, 

woodpeckers continuing their futile efforts, people cutting down trees, and forests being 

destroyed. There also emerged in literary circles antipathy towards this political and 

complex image of the woodpecker, and in the poems of Li Zhi 李廌, an ill-fated genius, the 

cruelty of the woodpecker is criticized.

Thus, Northern Song literature saw developments in which existing images of the 

woodpecker were redrawn while keeping the central focus on its ecological characteristics. 

Instead of following existing patterns, their basic structure was freely adapted and these 

patterns were broken down. Further, when analyzed from the aspect of the structure of 

the relationships among the entities appearing in these works, headed by the woodpecker, 

there was a gradual development from the early emphasis on the single entity of the 

woodpecker to a multistratified structure through the addition of the elements of insects, 

then insects and trees, and finally insects, trees, and humans.

Those responsible for these literary developments were all politicians holding important 

posts and their acquaintances. The “literature of the woodpecker” was, as it were, a 

microcosm of the political history in which the writers themselves had been caught up. 

But that to which these men of letters managed to give expression in this microcosm went 

far beyond the background to a particular period. The fruitlessness of good intentions 

and efforts, the inverse proportion between goals and reality, the variability of the sense 

of good and evil, and so on are able to act as fundamental satires of or warnings to human 

society. The creative acts in which literati of the Northern Song continued to search for a 

course of action that conformed to the complexity of the actual world in which they lived 

could be said to have resulted in the formation of diverse imagery in methods for creating 
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as a standard for examinations. It was confirmed that the adoption of Kong Yingda’s 

commentary in Xing Bing’s commentary reflected not only this criterion but also the 

canonical scholarship of the compiler himself and his contemporaries.

In section 3, I examine the character of canonical studies in the early Northern Song—

so-called “scholarship on commentaries”—to be seen in Xing Bing’s commentary and 

clarify the following two points. First, scholarship on commentaries was confined to 

quotations from government-approved commentaries and belittled thinking about their 

contents. Secondly, when compared with earlier scholarship on commentaries, it was 

wanting in understanding of the structure of canonical texts. Through these two points it 

becomes clear that scholarship on commentaries was centred on government-approved 

commentaries and deviated from and differed in character from the earlier scholarship 

reflected in Huang Kan’s and Kong Yingda’s commentaries.

In section 4, I examine the relationship between scholarship on commentaries and the 

turning point in canonical scholarship in the Tang-Song period. Taking Book 1 of the 

Lunyu as an example, I consider the reasons for Xing Bing’s adoption of interpretations 

that differ from those of Huang Kan’s commentary and show that contemporary scholars 

saw no value in interpretations like those of Huang Kan’s commentary, which placed 

importance on structural analysis. In conjunction with this change in views, the theories 

of earlier scholarship on commentaries were rejected and new interpretations emerged. 

Scholarship on commentaries was a conservative form of scholarship for the civil service 

examinations, and one can ascertain in it a shift in Tang-Song canonical scholarship.

The Woodpecker in Northern Song Literature: 
Increasing Depth in Its Connotations

HAYAKAWA Taiki

The woodpecker has a distinctive type of behaviour, using its long beak to peck at trees 

and extract insects living under bark and in wood to feed on. Exploring changes in how 

the woodpecker has figured in Chinese literature is also an exercise in delineating the 

history of the development of the connotations of certain things in poems about such 

things or objects （yongwu 詠物）, and in particular developments in Northern Song 

literature merit attention.

The woodpecker first emerges in Chinese literature in the Western Jin, and initially it 

was a noble, self-sufficient bird or was depicted in terms of the schema of “woodpeckers 

and insects,” and basically the woodpecker was an entity that got rid of harmful insects. 
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Scholarship on Commentaries in the Early Northern Song: 
On the Compilation of Xing Bing’s Lunyu Zhengyi

WANGSUN Hanzhi

The Lunyu zhengyi 論語正義 by Xing Bing 邢昺, a commentary on the Lunyu 論語, was 

compiled in the early Northern Song （960–1022）, and it was a government-approved 

commentary following on from the Wujing zhengyi 五經正義 by Kong Yingda 孔穎
逹 of the Tang. Unlike other commentaries on canonical texts, the base-text used by 

Xing Bing when compiling his commentary—the Lunyu yishu 論語義疏 by Huang Kan 

皇侃—is extant, making it possible to compare the two, and therefore Xing Bing’s 

commentary has from early times attracted attention in research on the transitional 

period between Han-Tang exegetics and Song-Ming metaphysics. The characteristics 

of Xing Bing’s commentary have been summarized in prior research, but there remains 

scope for further examination of the policy adopted in its compilation. In addition, it has 

already been shown that Kong Yingda’s commentary is frequently quoted in Xing Bing’s 

commentary, and there is a need to further investigate the question of what Xing Bing’s 

intentions were when quoting Kong Yingda’s commentary. Starting out from such an 

awareness of the issues, this article considers the relationship between the compilation 

of Xing Bing’s commentary and the scholarship on commentaries in the early Northern 

Song.

In section 1, I focus on passages in which Xing Bing has substituted Kong Yingda’s 

interpretation for that of Huang Kan and consider the position of Kong Yingda’s 

commentary in the compilation of Xing Bing’s commentary. As a result, the following two 

points become clear. First, there are instances in which Xing Bing ignores Huang Kan’s 

commentary when it provides appropriate comments on the Lunyu jijie 論語集解 by He 

Yan 何晏 and instead adopts a different interpretation given by Kong Yingda. Secondly, 

even when Huang Kan’s commentary gives the same interpretation as Kong Yingda’s 

commentary, Xing Bing does not adopt Huang Kan’s interpretation and instead always 

uses Kong Yingda’s interpretation. It is to be concluded from these two points that the 

preferential adoption of Kong Yingda’s commentary over Huang Kan’s commentary, Xing 

Bing’s base-text, was due to the former’s authoritativeness.

In section 2, I discuss the relationship between the compilation of Xing Bing’s 

commentary and the civil service examination system. The compilation of Xing Bing’s 

commentary as part of policies for the unification of literary education in the Northern 

Song was aimed at establishing a standard for the civil service examinations. The 

fundamental principle underlying the choices made in the course of its compilation 

was conformity with existing government-approved commentaries that had served 
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well versed in prosody, calligraphy, and astronomy. This article examines where the 

distinctiveness of his perspective on calligraphy lay and why he felt a need to discuss 

calligraphy.

The reason that Wang Sengqian discussed calligraphy was that he had “doubts” about 

the “assessments of earlier generations.” “Assessments” （chengmu 稱目） of a person or 

the specific talents of a person were commonly made among people of the Six Dynasties. 

I examine the distinctive qualities of Wang Sengqian’s assessments that come to light 

through a comparison with the “Gulai nengshu renming” 古來能書人名 by Yang Xin 羊
欣. This was an evaluation centred on Wang Xizhi 王羲之, and for this reason reference is 

made to the relationship with Wang Xizhi.

Meanwhile, Wang Sengqian was also renowned for his actual works of calligraphy, and 

his ideas about calligraphy are shown in his “Shu fu” 書賦, which discusses the genesis 

of calligraphy. It begins by stating that inner aspects such as “emotion” and “thought” are 

“empty” and locates the origins of calligraphy in an extremely abstract place, and Wang 

Sengqian proclaims its connections with skill and rules. He also endeavours to gain a 

grasp of the question of “mind” and “hand” going back to Zhao Yi 趙壹 by discussing it in 

still greater detail. In line with the relationship between “beauty” and “strength” alluded to 

in his “Lun shu” 論書, it can be inferred from the “Shu fu” that he endorsed the possession 

of both of these qualities.

In the final analysis, what was Wang Sengqian’s view of calligraphy? It may be concluded 

that it was the simultaneous possession of dif ferent qualities （jian ）. His praise of 

Wang Xizhi is such that even Cui Yuan 崔瑗 and Zhang Zhi 張芝 come together in Wang 

Xizhi. This is because among these elements, Wang Sengqian attached importance in 

his assessment of calligraphy to “beauty” and “strength,” the simultaneous possession 

of which he regarded as the ideal, and he presumably considered Wang Xizhi to have 

embodied this ideal. It may be supposed that it was for this reason that he had “doubts” 

about the “assessment of earlier generations,” which did not touch on this point.

It was able to be confirmed that the “Wen fu” 文賦 by Lu Ji 陸機 had a strong influence 

on the origins of the ideas underpinning the “Shu fu.” Whether or not these connections 

with the “Wen fu” and Wang Sengqian’s arguments tie in with the transformation of 

calligraphical studies into a form of metaphysics （xuanxue 玄學）, or aesthetics, as 

proposed by Zhang Tiangong, is a question that will need to continue to be carefully 

examined in the future.
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discussions developed in different directions, with, for example, other elements being 

added or the reason for change being sought in a lack of ethical behaviour. In particular, 

from around the time of the Wei, Jin, and Northern and Southern Dynasties there appear 

many examples of human beings turning into something else. When a human being, a 

being that does not normally turn into something else, does so, there arises the question 

of why this has happened, and moral laws were given as an answer to this question. The 

view that change occurred as a result of violation of a moral code had originally been 

present in Chinese culture, but it may be said to have become more prominent through 

Buddhism and Daoism. The mechanism of change as a form of punishment, discussed in 

the context of various factors such as punishment by the Buddha or Heaven, differs from 

that of change explained rationally by means of yin-yang and wuxing theory in the course 

of time, as was formerly seen in theories underpinning seasonal ordinances. The objects 

of change are limited in their variations, but developments came to be seen in the causes 

of change. Especially in the case of Daoism, there were instances in which the element 

of transformation into an immortal （xianhua 仙化 or yuhua 羽化） played an even more 

important role than any moral code. This was change as recompense or change through 

the techniques of immortals. A perusal of works of later times in the Ming and Qing 

periods reveals many passages that enumerate changes in the manner of natural science, 

with an emphasis on how to classify change, and there is no attempt to discuss change as 

something that occurs in reality.

Wang Sengqian’s Views on Calligraphy: 
“Assessments” and the Genesis of Calligraphy

SEKI Toshifumi

The Southern Qi was a time when culture flourished during the Six Dynasties. This was 

because Xiao Ziliang 蕭子良, the Prince of Jingling 竟陵王, established a salon where 

various forms of culture were fostered and, in the field of literature in particular, a style 

called “Yongming 永朙 literature” evolved around Shen Yue 沈約 and others. In recent 

years, Zhang Tiangong 張天弓 has argued that the study of calligraphy also developed 

in conjunction with these moves, and he has proposed the designation “Yongming 

calligraphical studies.” Moreover he said, according to Zhang, Wang Sengqian 王僧虔 

played a central role in “Yongming calligraphical studies.”

Wang Sengqian （426–485） lived during the Song and Southern Qi dynasties and was 

born into the Wang clan of Langye 琅邪. He was accomplished in various arts and was 
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Ideas about “Change”

ARIMA Takuya

Phenomena expressed by the word “change” （hua 化） are wide-ranging and include 

changes through education, changes in the trends of the times, changes of mind, and 

changes in physical constitution through medicines. The type of change taken up here 

is the phenomenon of something changing from A to B, and it is moreover changes in 

which no emphasis is given to rational explanations based on yin-yang 陰陽 and wuxing 

五行 theory, that is, change that has little connection with the Yijing 易經. I explore 

primarily what sorts of changes were naïvely trusted and spoken of among the general 

populace and how these changes were discussed in later times.

First, in section 1, taking a lead from changes appearing in “seasonal ordinances” （shiling 

時令）, I consider change on the basis of the criterion of whether it occurs regularly or 

irregularly. Next, in section 2, in contrast to seasonal ordinances, which belonged to the 

political realm, I consider change at the level of the general populace with reference to 

the Huainan wanbishu 淮南萬畢術. Then, in section 3, I discuss passages in works such 

as the Lunheng 論衡, Liezi 列子, Soushenji 搜神記, Baopuzi 抱朴子, Yuzhitang tanhui 玉
芝堂談 , and Shuyin congshuo 書隱叢說 and trace changes in how this type of change 

was discussed. I also examine examples of the use of the expression “Niu Ai turned into a 

tiger” （牛哀化虎）.
On the basis of the above investigations, the following conclusions were reached. 

Initially something that caused change （such as Heaven, yin-yang, or time） was posited, 

and it was considered that change could be understood only by a sage who had become 

one with the Way. But at the same time there were also moves to bring about such change 

by human agency, and these were called “technical arts” （shu 術）.
However, discussion of matters that had initially been at issue eventually waned, and 
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